
現 場 説 明 書（技術的事項） 

 

工事名         福山市御野交流館改築工事         

 

１ 現場の状況 

工事場所は，福山市御野交流館解体後の敷地です。 

 

 

２ 留意事項 

(1) 工事期間中は工事の安全はもとより，周辺地域及び第三者に対して細心の安全対策を

講じてください。 

 (2) 工事場所付近の道路は，御野小学校の児童の通学路となっているため，工事車両等は 

登下校の時間帯を避けて出入りしてください。 

(3) 架橋工事の際は，第三者への安全対策を講じ，必要に応じて交通誘導員を適切に配置

してください。 

(4) 重機や資材の搬出入に際しては，徐行運転及び退出時は一旦停止をするとともに，タ

イヤ洗浄及び適宜，道路・水路清掃を行ってください。 

(5) 敷地周囲の水路は農業用水の引き込みに利用しています。工事期間中は適切な汚濁防

止対策を講じてください。 

(6) 木工事で使用する木材は設計図書の指定はもとより，その他の木材についても可能な

限り市産材・県産材を使用するよう努めてください。 

(7) 本工事は，建設リサイクル法の対象工事に該当するため，特定建設資材の再資源化に

努めるとともに，産業廃棄物は適切に処理してください。 

(8) 工事施工上必要な官公署への手続きは，受注者の責任において速やかに行ってくださ

い。 

(9) 契約後は速やかに施工計画書等を提出し，監督員の承諾を受けてください。 

 

 

３ 別途工事 

・電気設備工事 

・給排水衛生設備工事 

・冷暖房換気設備工事 

・カーテン取付工事 

 

 

 



４ 工事における「第 20 回世界バラ会議福山大会 2025」ロゴの標示について 

「第 20 回世界バラ会議福山大会 2025」が 2025 年 5 月 18 日から 24 日にかけて開催されま

す。ついては，周知と機運醸成を図るため，工事現場に掲げる標識として，大会ロゴの標示

のご協力をお願いします。 

(1) 使用するロゴは「第 20回世界バラ会議福山大会 2025 ロゴ利用規程」に沿った指定の

デザインとしてください。 

(2) 「第 20 回世界バラ会議福山大会 2025 ロゴ利用規程」に定められた「大会ロゴ利用許

諾申請書」の提出は不要です。 

(3) 使用する大会ロゴは「大会ロゴデザインガイド」にて配色等が定められているので留

意してください。 

(4) 大会ロゴの標示は任意事項とし，標示する際は，発注課へ連絡してください。 

(5) ロゴ標示期限は 2026 年（令和 8年）3月 31 日です。 

(6) デザインデータについては福山市建設管理部技術検査課へ問合せてください。 

 

５ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に係る設計変更等 

(1) 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため，次のとおり実施に努めてください。 

ア 「３つの密を避けるための手引き」の活用 

各現場に配布し工事等の関係者に周知を図るとともに，作業所等で掲示してください。 

・https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html#kokumin 

イ 「建設現場の「三つの密」の回避等に向けた取組事例」の活用 

各現場に配布し始業前の朝礼やKY活動等において工事等の関係者に周知してください。 

・http://chotatsu.pref.hiroshima.jp/file/kakudaibousi_5.pdf 

※各現場での対策事例については，TwitterやFacebook等のSNS活用により普及・展開に努

めてください。 

例）「＃建設現場の３密対策」を付けたツイートが行われるよう同ハッシュタグを周知す

る等 

(2) 上述の１を参考に，新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策を実施することにより

追加費用が発生する場合は，実施計画書（様式１）により監督員と事前に協議を行い，必要

と認められる対策については変更施工計画書（変更業務計画書）を提出してください。 

なお，必要と認められる対策については，設計変更の対象とします。 

(3) 最終精算変更時点においては，実際に履行したことがわかる全ての証明書類（領収書の写

し，領収書の出ないものは金額の妥当性を証明する書類等）及び実績報告書（様式２）を監

督員に提出してください。 

(4) 受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については，法的措置及び指名除外

等の措置を行う場合があります。 

(5) 疑義が生じた場合は，監督員と協議してください。 



【設計変更の対象とする対策に係る費用の例】 

＜共通仮設費＞ 

〇労働者宿舎での密集を避けるための，近隣宿泊施設の宿泊費・交通費 

〇現場事務所や労働者宿舎等の拡張費用・借地料 

※いずれも，その後の積算における現場管理費率や一般管理費率による計算の対象外としま

す。 

＜現場管理費（業務においては直接経費）＞ 

〇現場従事者のマスク，インカム，シールドヘルメット等の購入・リース費用 

〇現場に配備する消毒液，赤外線体温計等の購入・リース費用 

〇テレビ会議等のための機材・通信費 

※いずれも，その後の積算における一般管理費等率による計算の対象外とします。 

このほかにも，感染拡大防止のために必要と認められる対策については，設計変更の対象と

します。 

 

６ 墜落制止用器具の着用について 

労働安全衛生法施行令第１３条第３項第２８号における墜落制止用器具の着用は，「墜

落制止用器具の規格」（平成３１年１月２５日厚生労働省告示第１１号）による墜落制止

用器具（フルハーネス型墜落制止用器具，胴ベルト型墜落制止用器具及びランヤード等）

としてください。 
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ＵＣ……ウレタン樹脂ワニスＵＣ……ウレタン樹脂ワニスＵＣ……ウレタン樹脂ワニスＵＣ……ウレタン樹脂ワニスＵＣ……ウレタン樹脂ワニスＵＣ……ウレタン樹脂ワニスＵＣ……ウレタン樹脂ワニス

ＬＥ……ラッカーエナメル塗りＬＥ……ラッカーエナメル塗りＬＥ……ラッカーエナメル塗りＬＥ……ラッカーエナメル塗りＬＥ……ラッカーエナメル塗りＬＥ……ラッカーエナメル塗りＬＥ……ラッカーエナメル塗り

ＷＰ……木材保護塗料ＷＰ……木材保護塗料ＷＰ……木材保護塗料ＷＰ……木材保護塗料ＷＰ……木材保護塗料ＷＰ……木材保護塗料ＷＰ……木材保護塗料

ＥＰ－Ｇ…つや有合成樹脂ＥＰ－Ｇ…つや有合成樹脂ＥＰ－Ｇ…つや有合成樹脂ＥＰ－Ｇ…つや有合成樹脂ＥＰ－Ｇ…つや有合成樹脂ＥＰ－Ｇ…つや有合成樹脂ＥＰ－Ｇ…つや有合成樹脂

エマルションペイントエマルションペイントエマルションペイントエマルションペイントエマルションペイントエマルションペイントエマルションペイント

ＥＰ－Ｔ…合成樹脂エマルション模様塗料ＥＰ－Ｔ…合成樹脂エマルション模様塗料ＥＰ－Ｔ…合成樹脂エマルション模様塗料ＥＰ－Ｔ…合成樹脂エマルション模様塗料ＥＰ－Ｔ…合成樹脂エマルション模様塗料ＥＰ－Ｔ…合成樹脂エマルション模様塗料ＥＰ－Ｔ…合成樹脂エマルション模様塗料

ＳＯＰ…合成樹脂調合ペイントＳＯＰ…合成樹脂調合ペイントＳＯＰ…合成樹脂調合ペイントＳＯＰ…合成樹脂調合ペイントＳＯＰ…合成樹脂調合ペイントＳＯＰ…合成樹脂調合ペイントＳＯＰ…合成樹脂調合ペイント

ＣＬ……クリアラッカーＣＬ……クリアラッカーＣＬ……クリアラッカーＣＬ……クリアラッカーＣＬ……クリアラッカーＣＬ……クリアラッカーＣＬ……クリアラッカー

ＮＡＤ…アクリル樹脂系非水分散形塗料ＮＡＤ…アクリル樹脂系非水分散形塗料ＮＡＤ…アクリル樹脂系非水分散形塗料ＮＡＤ…アクリル樹脂系非水分散形塗料ＮＡＤ…アクリル樹脂系非水分散形塗料ＮＡＤ…アクリル樹脂系非水分散形塗料ＮＡＤ…アクリル樹脂系非水分散形塗料

ＤＰ……耐候性塗料ＤＰ……耐候性塗料ＤＰ……耐候性塗料ＤＰ……耐候性塗料ＤＰ……耐候性塗料ＤＰ……耐候性塗料ＤＰ……耐候性塗料

内装薄塗材Ｅ…内装合成樹脂エマルション系内装薄塗材Ｅ…内装合成樹脂エマルション系内装薄塗材Ｅ…内装合成樹脂エマルション系内装薄塗材Ｅ…内装合成樹脂エマルション系内装薄塗材Ｅ…内装合成樹脂エマルション系内装薄塗材Ｅ…内装合成樹脂エマルション系内装薄塗材Ｅ…内装合成樹脂エマルション系

外装厚塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系外装厚塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系外装厚塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系外装厚塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系外装厚塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系外装厚塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系外装厚塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系

ＣＢ……コンクリートブロックＣＢ……コンクリートブロックＣＢ……コンクリートブロックＣＢ……コンクリートブロックＣＢ……コンクリートブロックＣＢ……コンクリートブロックＣＢ……コンクリートブロック

　Ｓ……鉄（鋼）　Ｓ……鉄（鋼）　Ｓ……鉄（鋼）　Ｓ……鉄（鋼）　Ｓ……鉄（鋼）　Ｓ……鉄（鋼）　Ｓ……鉄（鋼）

　Ｗ……木　Ｗ……木　Ｗ……木　Ｗ……木　Ｗ……木　Ｗ……木　Ｗ……木

ＬＧＳ…軽量形鋼ＬＧＳ…軽量形鋼ＬＧＳ…軽量形鋼ＬＧＳ…軽量形鋼ＬＧＳ…軽量形鋼ＬＧＳ…軽量形鋼ＬＧＳ…軽量形鋼

（一　般）（一　般）（一　般）（一　般）（一　般）（一　般）（一　般）

ＢＭ……ベンチマークＢＭ……ベンチマークＢＭ……ベンチマークＢＭ……ベンチマークＢＭ……ベンチマークＢＭ……ベンチマークＢＭ……ベンチマーク

ＧＬ……基準地盤面ＧＬ……基準地盤面ＧＬ……基準地盤面ＧＬ……基準地盤面ＧＬ……基準地盤面ＧＬ……基準地盤面ＧＬ……基準地盤面

ＦＬ……基準床面ＦＬ……基準床面ＦＬ……基準床面ＦＬ……基準床面ＦＬ……基準床面ＦＬ……基準床面ＦＬ……基準床面

　Ｗ……内法巾　Ｗ……内法巾　Ｗ……内法巾　Ｗ……内法巾　Ｗ……内法巾　Ｗ……内法巾　Ｗ……内法巾

　Ｈ……内法高　Ｈ……内法高　Ｈ……内法高　Ｈ……内法高　Ｈ……内法高　Ｈ……内法高　Ｈ……内法高

ＵＰ……上がるＵＰ……上がるＵＰ……上がるＵＰ……上がるＵＰ……上がるＵＰ……上がるＵＰ……上がる

ＤＮ……下がるＤＮ……下がるＤＮ……下がるＤＮ……下がるＤＮ……下がるＤＮ……下がるＤＮ……下がる

ＰＳ……パイプスペースＰＳ……パイプスペースＰＳ……パイプスペースＰＳ……パイプスペースＰＳ……パイプスペースＰＳ……パイプスペースＰＳ……パイプスペース

ＤＳ……ダクトスペースＤＳ……ダクトスペースＤＳ……ダクトスペースＤＳ……ダクトスペースＤＳ……ダクトスペースＤＳ……ダクトスペースＤＳ……ダクトスペース

ＥＶ……エレベータＥＶ……エレベータＥＶ……エレベータＥＶ……エレベータＥＶ……エレベータＥＶ……エレベータＥＶ……エレベータ

（構造材料）（構造材料）（構造材料）（構造材料）（構造材料）（構造材料）（構造材料）

ＡＤ……アルミ製ドアＡＤ……アルミ製ドアＡＤ……アルミ製ドアＡＤ……アルミ製ドアＡＤ……アルミ製ドアＡＤ……アルミ製ドアＡＤ……アルミ製ドア

ＡＷ……アルミ製窓ＡＷ……アルミ製窓ＡＷ……アルミ製窓ＡＷ……アルミ製窓ＡＷ……アルミ製窓ＡＷ……アルミ製窓ＡＷ……アルミ製窓

ＡＧ……アルミ製ガラリＡＧ……アルミ製ガラリＡＧ……アルミ製ガラリＡＧ……アルミ製ガラリＡＧ……アルミ製ガラリＡＧ……アルミ製ガラリＡＧ……アルミ製ガラリ

ＳＤ……鋼製ドアＳＤ……鋼製ドアＳＤ……鋼製ドアＳＤ……鋼製ドアＳＤ……鋼製ドアＳＤ……鋼製ドアＳＤ……鋼製ドア

ＳＷ……鋼製窓ＳＷ……鋼製窓ＳＷ……鋼製窓ＳＷ……鋼製窓ＳＷ……鋼製窓ＳＷ……鋼製窓ＳＷ……鋼製窓

ＳＧ……鋼製ガラリＳＧ……鋼製ガラリＳＧ……鋼製ガラリＳＧ……鋼製ガラリＳＧ……鋼製ガラリＳＧ……鋼製ガラリＳＧ……鋼製ガラリ

（建　具）（建　具）（建　具）（建　具）（建　具）（建　具）（建　具）

ＳＴＷ…ステンレス製窓ＳＴＷ…ステンレス製窓ＳＴＷ…ステンレス製窓ＳＴＷ…ステンレス製窓ＳＴＷ…ステンレス製窓ＳＴＷ…ステンレス製窓ＳＴＷ…ステンレス製窓

ＳＴＧ…ステンレス製ガラリＳＴＧ…ステンレス製ガラリＳＴＧ…ステンレス製ガラリＳＴＧ…ステンレス製ガラリＳＴＧ…ステンレス製ガラリＳＴＧ…ステンレス製ガラリＳＴＧ…ステンレス製ガラリ

ＳＴＳ…ステンレス製シャッターＳＴＳ…ステンレス製シャッターＳＴＳ…ステンレス製シャッターＳＴＳ…ステンレス製シャッターＳＴＳ…ステンレス製シャッターＳＴＳ…ステンレス製シャッターＳＴＳ…ステンレス製シャッター

ＷＤ……木製ドアＷＤ……木製ドアＷＤ……木製ドアＷＤ……木製ドアＷＤ……木製ドアＷＤ……木製ドアＷＤ……木製ドア

ＳＴＤ…ステンレス製ドアＳＴＤ…ステンレス製ドアＳＴＤ…ステンレス製ドアＳＴＤ…ステンレス製ドアＳＴＤ…ステンレス製ドアＳＴＤ…ステンレス製ドアＳＴＤ…ステンレス製ドア

ＳＳ……鋼製シャッターＳＳ……鋼製シャッターＳＳ……鋼製シャッターＳＳ……鋼製シャッターＳＳ……鋼製シャッターＳＳ……鋼製シャッターＳＳ……鋼製シャッター ＷＷ……木製窓ＷＷ……木製窓ＷＷ……木製窓ＷＷ……木製窓ＷＷ……木製窓ＷＷ……木製窓ＷＷ……木製窓

ＷＧ……木製ガラリＷＧ……木製ガラリＷＧ……木製ガラリＷＧ……木製ガラリＷＧ……木製ガラリＷＧ……木製ガラリＷＧ……木製ガラリ

　Ｆ……ふすま　Ｆ……ふすま　Ｆ……ふすま　Ｆ……ふすま　Ｆ……ふすま　Ｆ……ふすま　Ｆ……ふすま

ＴＤ……強化ガラス製ドアＴＤ……強化ガラス製ドアＴＤ……強化ガラス製ドアＴＤ……強化ガラス製ドアＴＤ……強化ガラス製ドアＴＤ……強化ガラス製ドアＴＤ……強化ガラス製ドア

ＴＷ……強化ガラス製窓ＴＷ……強化ガラス製窓ＴＷ……強化ガラス製窓ＴＷ……強化ガラス製窓ＴＷ……強化ガラス製窓ＴＷ……強化ガラス製窓ＴＷ……強化ガラス製窓

ＡＬ……アルミ製リンググリルシャッターＡＬ……アルミ製リンググリルシャッターＡＬ……アルミ製リンググリルシャッターＡＬ……アルミ製リンググリルシャッターＡＬ……アルミ製リンググリルシャッターＡＬ……アルミ製リンググリルシャッターＡＬ……アルミ製リンググリルシャッター

ＳＬ……鋼製リンググリルシャッターＳＬ……鋼製リンググリルシャッターＳＬ……鋼製リンググリルシャッターＳＬ……鋼製リンググリルシャッターＳＬ……鋼製リンググリルシャッターＳＬ……鋼製リンググリルシャッターＳＬ……鋼製リンググリルシャッター

ＳＴＬ…ステンレス製リンググリルシャッターＳＴＬ…ステンレス製リンググリルシャッターＳＴＬ…ステンレス製リンググリルシャッターＳＴＬ…ステンレス製リンググリルシャッターＳＴＬ…ステンレス製リンググリルシャッターＳＴＬ…ステンレス製リンググリルシャッターＳＴＬ…ステンレス製リンググリルシャッター

ＳＰ……鋼製間仕切ＳＰ……鋼製間仕切ＳＰ……鋼製間仕切ＳＰ……鋼製間仕切ＳＰ……鋼製間仕切ＳＰ……鋼製間仕切ＳＰ……鋼製間仕切

：：：：：：：

：：：：：：：

：：：：：：：

：：：：：：：

：：：：：：：

１．１．１．１．１．１．１．

工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所

用途地域用途地域用途地域用途地域用途地域用途地域用途地域

２．２．２．２．２．２．２．

３．３．３．３．３．３．３．

４．４．４．４．４．４．４．

５．５．５．５．５．５．５．

６．６．６．６．６．６．６．

工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別

防火地域防火地域防火地域防火地域防火地域防火地域防火地域

７．７．７．７．７．７．７． 建物概要建物概要建物概要建物概要建物概要建物概要建物概要

敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積

・・・・・・・ 防火地域防火地域防火地域防火地域防火地域防火地域防火地域 ・・・・・・・

・・・・・・・ 増　築増　築増　築増　築増　築増　築増　築

準防火地域準防火地域準防火地域準防火地域準防火地域準防火地域準防火地域

２）２）２）２）２）２）２）

構　造構　造構　造構　造構　造構　造構　造

面　積面　積面　積面　積面　積面　積面　積

１）１）１）１）１）１）１）

・・・・・・・

床面積床面積床面積床面積床面積床面積床面積 ：：：：：：：

：：：：：：：

：：：：：：：

：：：：：：：

：：：：：：：

３）３）３）３）３）３）３）付属施設付属施設付属施設付属施設付属施設付属施設付属施設

８．８．８．８．８．８．８． 別途工事別途工事別途工事別途工事別途工事別途工事別途工事 電気設備工事電気設備工事電気設備工事電気設備工事電気設備工事電気設備工事電気設備工事

給排水衛生設備工事給排水衛生設備工事給排水衛生設備工事給排水衛生設備工事給排水衛生設備工事給排水衛生設備工事給排水衛生設備工事

・・・・・・・

・・・・・・・ ガス設備工事ガス設備工事ガス設備工事ガス設備工事ガス設備工事ガス設備工事ガス設備工事

１．１．１．１．１．１．１． 共通仕様共通仕様共通仕様共通仕様共通仕様共通仕様共通仕様

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築工事　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築工事　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築工事　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築工事　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築工事　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築工事　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築工事

官公署手続き官公署手続き官公署手続き官公署手続き官公署手続き官公署手続き官公署手続き(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

地元企業及び地場製品の活用地元企業及び地場製品の活用地元企業及び地場製品の活用地元企業及び地場製品の活用地元企業及び地場製品の活用地元企業及び地場製品の活用地元企業及び地場製品の活用(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

　受注者は，地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。　受注者は，地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。　受注者は，地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。　受注者は，地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。　受注者は，地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。　受注者は，地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。　受注者は，地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。

疑義に対する協議等疑義に対する協議等疑義に対する協議等疑義に対する協議等疑義に対する協議等疑義に対する協議等疑義に対する協議等(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)

　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり，取り合い等の関係で，設計図書によるこ　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり，取り合い等の関係で，設計図書によるこ　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり，取り合い等の関係で，設計図書によるこ　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり，取り合い等の関係で，設計図書によるこ　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり，取り合い等の関係で，設計図書によるこ　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり，取り合い等の関係で，設計図書によるこ　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり，取り合い等の関係で，設計図書によるこ

特記仕様特記仕様特記仕様特記仕様特記仕様特記仕様特記仕様２．２．２．２．２．２．２．

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1) 章，項目は番号に○印のついたものを適用する。章，項目は番号に○印のついたものを適用する。章，項目は番号に○印のついたものを適用する。章，項目は番号に○印のついたものを適用する。章，項目は番号に○印のついたものを適用する。章，項目は番号に○印のついたものを適用する。章，項目は番号に○印のついたものを適用する。

特記事項は特記事項は特記事項は特記事項は特記事項は特記事項は特記事項は(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

特記事項に記載の（ ）内表示番号は，「建築標準仕様書」の当該項目，当該図又は当該表を示す。特記事項に記載の（ ）内表示番号は，「建築標準仕様書」の当該項目，当該図又は当該表を示す。特記事項に記載の（ ）内表示番号は，「建築標準仕様書」の当該項目，当該図又は当該表を示す。特記事項に記載の（ ）内表示番号は，「建築標準仕様書」の当該項目，当該図又は当該表を示す。特記事項に記載の（ ）内表示番号は，「建築標準仕様書」の当該項目，当該図又は当該表を示す。特記事項に記載の（ ）内表示番号は，「建築標準仕様書」の当該項目，当該図又は当該表を示す。特記事項に記載の（ ）内表示番号は，「建築標準仕様書」の当該項目，当該図又は当該表を示す。

材料および製造所等の記載順序は不同である。材料および製造所等の記載順序は不同である。材料および製造所等の記載順序は不同である。材料および製造所等の記載順序は不同である。材料および製造所等の記載順序は不同である。材料および製造所等の記載順序は不同である。材料および製造所等の記載順序は不同である。

(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)

(4)(4)(4)(4)(4)(4)(4)

印のついたものを適用する。印のついたものを適用する。印のついたものを適用する。印のついたものを適用する。印のついたものを適用する。印のついたものを適用する。印のついたものを適用する。

印のつかない場合は，※印のついたものを適用する。印のつかない場合は，※印のついたものを適用する。印のつかない場合は，※印のついたものを適用する。印のつかない場合は，※印のついたものを適用する。印のつかない場合は，※印のついたものを適用する。印のつかない場合は，※印のついたものを適用する。印のつかない場合は，※印のついたものを適用する。

印のついた場合は共に適用する。印のついた場合は共に適用する。印のついた場合は共に適用する。印のついた場合は共に適用する。印のついた場合は共に適用する。印のついた場合は共に適用する。印のついた場合は共に適用する。

章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項 章章章章章章章 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項項項項項項項項 項項項項項項項章章章章章章章 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。

　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，それぞれ公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編），　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，それぞれ公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編），　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，それぞれ公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編），　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，それぞれ公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編），　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，それぞれ公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編），　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，それぞれ公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編），　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，それぞれ公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編），

ＳＲＣ……鉄骨鉄筋コンクリートＳＲＣ……鉄骨鉄筋コンクリートＳＲＣ……鉄骨鉄筋コンクリートＳＲＣ……鉄骨鉄筋コンクリートＳＲＣ……鉄骨鉄筋コンクリートＳＲＣ……鉄骨鉄筋コンクリートＳＲＣ……鉄骨鉄筋コンクリート

ＲＣ………鉄筋コンクリートＲＣ………鉄筋コンクリートＲＣ………鉄筋コンクリートＲＣ………鉄筋コンクリートＲＣ………鉄筋コンクリートＲＣ………鉄筋コンクリートＲＣ………鉄筋コンクリート

ＰＣ………プレキャストコンクリートＰＣ………プレキャストコンクリートＰＣ………プレキャストコンクリートＰＣ………プレキャストコンクリートＰＣ………プレキャストコンクリートＰＣ………プレキャストコンクリートＰＣ………プレキャストコンクリート

ＡＬＣ……軽量気泡コンクリートＡＬＣ……軽量気泡コンクリートＡＬＣ……軽量気泡コンクリートＡＬＣ……軽量気泡コンクリートＡＬＣ……軽量気泡コンクリートＡＬＣ……軽量気泡コンクリートＡＬＣ……軽量気泡コンクリート

外装薄塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系外装薄塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系外装薄塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系外装薄塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系外装薄塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系外装薄塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系外装薄塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系

（塗装関係）（塗装関係）（塗装関係）（塗装関係）（塗装関係）（塗装関係）（塗装関係）（左官関係）（左官関係）（左官関係）（左官関係）（左官関係）（左官関係）（左官関係）

（薄付け仕上塗材）（薄付け仕上塗材）（薄付け仕上塗材）（薄付け仕上塗材）（薄付け仕上塗材）（薄付け仕上塗材）（薄付け仕上塗材）

（厚付け仕上塗材）（厚付け仕上塗材）（厚付け仕上塗材）（厚付け仕上塗材）（厚付け仕上塗材）（厚付け仕上塗材）（厚付け仕上塗材）

ＥＰ………合成樹脂エマルションペイントＥＰ………合成樹脂エマルションペイントＥＰ………合成樹脂エマルションペイントＥＰ………合成樹脂エマルションペイントＥＰ………合成樹脂エマルションペイントＥＰ………合成樹脂エマルションペイントＥＰ………合成樹脂エマルションペイント

とが困難若しくは不都合が生じた場合は，監督員と協議する。とが困難若しくは不都合が生じた場合は，監督員と協議する。とが困難若しくは不都合が生じた場合は，監督員と協議する。とが困難若しくは不都合が生じた場合は，監督員と協議する。とが困難若しくは不都合が生じた場合は，監督員と協議する。とが困難若しくは不都合が生じた場合は，監督員と協議する。とが困難若しくは不都合が生じた場合は，監督員と協議する。

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

　受注者は関係官公署への必要な手続きを代行する。（官公署手続きは監督員の承諾後とする。）　受注者は関係官公署への必要な手続きを代行する。（官公署手続きは監督員の承諾後とする。）　受注者は関係官公署への必要な手続きを代行する。（官公署手続きは監督員の承諾後とする。）　受注者は関係官公署への必要な手続きを代行する。（官公署手続きは監督員の承諾後とする。）　受注者は関係官公署への必要な手続きを代行する。（官公署手続きは監督員の承諾後とする。）　受注者は関係官公署への必要な手続きを代行する。（官公署手続きは監督員の承諾後とする。）　受注者は関係官公署への必要な手続きを代行する。（官公署手続きは監督員の承諾後とする。）

・・・・・・・

・・・・・・・

３．３．３．３．３．３．３．

引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後

引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後

引渡し後，次に示す点検を行う。（○印のついたものを適用する。）引渡し後，次に示す点検を行う。（○印のついたものを適用する。）引渡し後，次に示す点検を行う。（○印のついたものを適用する。）引渡し後，次に示す点検を行う。（○印のついたものを適用する。）引渡し後，次に示す点検を行う。（○印のついたものを適用する。）引渡し後，次に示す点検を行う。（○印のついたものを適用する。）引渡し後，次に示す点検を行う。（○印のついたものを適用する。）

※※※※※※※

※※※※※※※ 契約締結後１４日以内に実施工程表を提出する。契約締結後１４日以内に実施工程表を提出する。契約締結後１４日以内に実施工程表を提出する。契約締結後１４日以内に実施工程表を提出する。契約締結後１４日以内に実施工程表を提出する。契約締結後１４日以内に実施工程表を提出する。契約締結後１４日以内に実施工程表を提出する。

※※※※※※※ 本工事は，法定外の労災保険を見込んでいる。本工事は，法定外の労災保険を見込んでいる。本工事は，法定外の労災保険を見込んでいる。本工事は，法定外の労災保険を見込んでいる。本工事は，法定外の労災保険を見込んでいる。本工事は，法定外の労災保険を見込んでいる。本工事は，法定外の労災保険を見込んでいる。

標準仕様書（建築工事編）令和４年版（以下「建築標準仕様書」という。）による。ただし，アスベスト成形標準仕様書（建築工事編）令和４年版（以下「建築標準仕様書」という。）による。ただし，アスベスト成形標準仕様書（建築工事編）令和４年版（以下「建築標準仕様書」という。）による。ただし，アスベスト成形標準仕様書（建築工事編）令和４年版（以下「建築標準仕様書」という。）による。ただし，アスベスト成形標準仕様書（建築工事編）令和４年版（以下「建築標準仕様書」という。）による。ただし，アスベスト成形標準仕様書（建築工事編）令和４年版（以下「建築標準仕様書」という。）による。ただし，アスベスト成形標準仕様書（建築工事編）令和４年版（以下「建築標準仕様書」という。）による。ただし，アスベスト成形

板の処理等は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版板の処理等は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版板の処理等は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版板の処理等は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版板の処理等は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版板の処理等は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版板の処理等は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版

（以下「建築改修標準仕様書」という。）による。（以下「建築改修標準仕様書」という。）による。（以下「建築改修標準仕様書」という。）による。（以下「建築改修標準仕様書」という。）による。（以下「建築改修標準仕様書」という。）による。（以下「建築改修標準仕様書」という。）による。（以下「建築改修標準仕様書」という。）による。

本工事の工期は設備工事の工期及び工事検査期間としての14日を含んでいる。本工事の工期は設備工事の工期及び工事検査期間としての14日を含んでいる。本工事の工期は設備工事の工期及び工事検査期間としての14日を含んでいる。本工事の工期は設備工事の工期及び工事検査期間としての14日を含んでいる。本工事の工期は設備工事の工期及び工事検査期間としての14日を含んでいる。本工事の工期は設備工事の工期及び工事検査期間としての14日を含んでいる。本工事の工期は設備工事の工期及び工事検査期間としての14日を含んでいる。

項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項章章章章章章章

昇降機設備工事昇降機設備工事昇降機設備工事昇降機設備工事昇降機設備工事昇降機設備工事昇降機設備工事

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

植栽工事植栽工事植栽工事植栽工事植栽工事植栽工事植栽工事

延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積

建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積

・・・・・・・ 新　築新　築新　築新　築新　築新　築新　築

・・・・・・・ 指定なし指定なし指定なし指定なし指定なし指定なし指定なし

2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月

福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ 印と印と印と印と印と印と印と ※※※※※※※

保証書保証書保証書保証書保証書保証書保証書

工事区分工事区分工事区分工事区分工事区分工事区分工事区分

・防水工事・防水工事・防水工事・防水工事・防水工事・防水工事・防水工事

材料名材料名材料名材料名材料名材料名材料名

・アスファルト防水・アスファルト防水・アスファルト防水・アスファルト防水・アスファルト防水・アスファルト防水・アスファルト防水

・改質アスファルト防水・改質アスファルト防水・改質アスファルト防水・改質アスファルト防水・改質アスファルト防水・改質アスファルト防水・改質アスファルト防水

・合成高分子ルーフィング防水・合成高分子ルーフィング防水・合成高分子ルーフィング防水・合成高分子ルーフィング防水・合成高分子ルーフィング防水・合成高分子ルーフィング防水・合成高分子ルーフィング防水

・塗膜防水・塗膜防水・塗膜防水・塗膜防水・塗膜防水・塗膜防水・塗膜防水

・長尺金属板葺き・長尺金属板葺き・長尺金属板葺き・長尺金属板葺き・長尺金属板葺き・長尺金属板葺き・長尺金属板葺き

・折板葺き・折板葺き・折板葺き・折板葺き・折板葺き・折板葺き・折板葺き

・瓦葺き・瓦葺き・瓦葺き・瓦葺き・瓦葺き・瓦葺き・瓦葺き

・屋根工事・屋根工事・屋根工事・屋根工事・屋根工事・屋根工事・屋根工事

・植栽工事・植栽工事・植栽工事・植栽工事・植栽工事・植栽工事・植栽工事

・プール工事・プール工事・プール工事・プール工事・プール工事・プール工事・プール工事

・特殊床工事・特殊床工事・特殊床工事・特殊床工事・特殊床工事・特殊床工事・特殊床工事

・防錆工事・防錆工事・防錆工事・防錆工事・防錆工事・防錆工事・防錆工事

・フローリング及び塗装・フローリング及び塗装・フローリング及び塗装・フローリング及び塗装・フローリング及び塗装・フローリング及び塗装・フローリング及び塗装

・プール本体・プール本体・プール本体・プール本体・プール本体・プール本体・プール本体

・塗装（通常塗装の場合）・塗装（通常塗装の場合）・塗装（通常塗装の場合）・塗装（通常塗装の場合）・塗装（通常塗装の場合）・塗装（通常塗装の場合）・塗装（通常塗装の場合）

・活着・活着・活着・活着・活着・活着・活着

保証年限保証年限保証年限保証年限保証年限保証年限保証年限

年年年年年年年

年年年年年年年

年年年年年年年

年年年年年年年

年年年年年年年

年年年年年年年

年年年年年年年

年年年年年年年

年年年年年年年

年年年年年年年

年年年年年年年

年年年年年年年

備考備考備考備考備考備考備考

漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等

漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等

漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等漏水の場合等

・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・FRP・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・FRP・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・FRP・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・FRP・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・FRP・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・FRP・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・FRP

10101010101010

10101010101010

10101010101010

10101010101010

　1　1　1　1　1　1　1

施工図及び施工図及び施工図及び施工図及び施工図及び施工図及び施工図及び

施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は，発注者に移譲するものとする提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は，発注者に移譲するものとする提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は，発注者に移譲するものとする提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は，発注者に移譲するものとする提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は，発注者に移譲するものとする提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は，発注者に移譲するものとする提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は，発注者に移譲するものとする

２２２２２２２ １１１１１１１ 工事現場仮囲い工事現場仮囲い工事現場仮囲い工事現場仮囲い工事現場仮囲い工事現場仮囲い工事現場仮囲い ・・・・・・・ ナイロンロープ張りナイロンロープ張りナイロンロープ張りナイロンロープ張りナイロンロープ張りナイロンロープ張りナイロンロープ張り ・・・・・・・ 木製仮囲い木製仮囲い木製仮囲い木製仮囲い木製仮囲い木製仮囲い木製仮囲い ・・・・・・・ 鋼製仮囲い鋼製仮囲い鋼製仮囲い鋼製仮囲い鋼製仮囲い鋼製仮囲い鋼製仮囲い

２２２２２２２ 監督員事務所監督員事務所監督員事務所監督員事務所監督員事務所監督員事務所監督員事務所 ・・・・・・・ 設ける設ける設ける設ける設ける設ける設ける （（（（（（（ ㎡程度）㎡程度）㎡程度）㎡程度）㎡程度）㎡程度）㎡程度） ・・・・・・・ 設けない設けない設けない設けない設けない設けない設けない

・・・・・・・ 備品等備品等備品等備品等備品等備品等備品等 （（（（（（（ ）））））））

３３３３３３３ 受注者事務所等受注者事務所等受注者事務所等受注者事務所等受注者事務所等受注者事務所等受注者事務所等 ・・・・・・・ 敷地内へ建てることができる敷地内へ建てることができる敷地内へ建てることができる敷地内へ建てることができる敷地内へ建てることができる敷地内へ建てることができる敷地内へ建てることができる ・・・・・・・

４４４４４４４ 工事用水工事用水工事用水工事用水工事用水工事用水工事用水 構内既存の施設構内既存の施設構内既存の施設構内既存の施設構内既存の施設構内既存の施設構内既存の施設 ・・・・・・・ 有償で利用できる（副メーター設置等）有償で利用できる（副メーター設置等）有償で利用できる（副メーター設置等）有償で利用できる（副メーター設置等）有償で利用できる（副メーター設置等）有償で利用できる（副メーター設置等）有償で利用できる（副メーター設置等）

・・・・・・・ 無償で利用できる無償で利用できる無償で利用できる無償で利用できる無償で利用できる無償で利用できる無償で利用できる

・・・・・・・ 利用できない利用できない利用できない利用できない利用できない利用できない利用できない

５５５５５５５ 工事用電力工事用電力工事用電力工事用電力工事用電力工事用電力工事用電力 構内既存の施設構内既存の施設構内既存の施設構内既存の施設構内既存の施設構内既存の施設構内既存の施設 ・・・・・・・ 有償で利用できる有償で利用できる有償で利用できる有償で利用できる有償で利用できる有償で利用できる有償で利用できる ・・・・・・・ 無償で利用できる無償で利用できる無償で利用できる無償で利用できる無償で利用できる無償で利用できる無償で利用できる ・・・・・・・ 利用できない利用できない利用できない利用できない利用できない利用できない利用できない

６６６６６６６ 引渡しまでの引渡しまでの引渡しまでの引渡しまでの引渡しまでの引渡しまでの引渡しまでの ・・・・・・・ 本引込みより引渡しまでの基本料金本引込みより引渡しまでの基本料金本引込みより引渡しまでの基本料金本引込みより引渡しまでの基本料金本引込みより引渡しまでの基本料金本引込みより引渡しまでの基本料金本引込みより引渡しまでの基本料金 ※※※※※※※ 受注者負担受注者負担受注者負担受注者負担受注者負担受注者負担受注者負担 ・・・・・・・ 別途別途別途別途別途別途別途

光熱水費光熱水費光熱水費光熱水費光熱水費光熱水費光熱水費 ・・・・・・・ 本引込みより引渡しまでの使用料金本引込みより引渡しまでの使用料金本引込みより引渡しまでの使用料金本引込みより引渡しまでの使用料金本引込みより引渡しまでの使用料金本引込みより引渡しまでの使用料金本引込みより引渡しまでの使用料金 ※※※※※※※ 受注者負担受注者負担受注者負担受注者負担受注者負担受注者負担受注者負担 ・・・・・・・ 別途別途別途別途別途別途別途

７７７７７７７ 安全対策安全対策安全対策安全対策安全対策安全対策安全対策 ・・・・・・・

８８８８８８８ 足場その他足場その他足場その他足場その他足場その他足場その他足場その他

※※※※※※※ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては，同ガイドラインの「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては，同ガイドラインの「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては，同ガイドラインの「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては，同ガイドラインの「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては，同ガイドラインの「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては，同ガイドラインの「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては，同ガイドラインの

９９９９９９９ 現況確認現況確認現況確認現況確認現況確認現況確認現況確認 ・・・・・・・ 工事の着手に先立ち，関係者立会いのうえ図面に基づいて敷地や周辺の状況及び高低差工事の着手に先立ち，関係者立会いのうえ図面に基づいて敷地や周辺の状況及び高低差工事の着手に先立ち，関係者立会いのうえ図面に基づいて敷地や周辺の状況及び高低差工事の着手に先立ち，関係者立会いのうえ図面に基づいて敷地や周辺の状況及び高低差工事の着手に先立ち，関係者立会いのうえ図面に基づいて敷地や周辺の状況及び高低差工事の着手に先立ち，関係者立会いのうえ図面に基づいて敷地や周辺の状況及び高低差工事の着手に先立ち，関係者立会いのうえ図面に基づいて敷地や周辺の状況及び高低差

などを確認する。などを確認する。などを確認する。などを確認する。などを確認する。などを確認する。などを確認する。

１１１１１１１ 埋戻し及び盛土埋戻し及び盛土埋戻し及び盛土埋戻し及び盛土埋戻し及び盛土埋戻し及び盛土埋戻し及び盛土 種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 ・・・・・・・ Ａ　種Ａ　種Ａ　種Ａ　種Ａ　種Ａ　種Ａ　種 ※※※※※※※ Ｂ　種Ｂ　種Ｂ　種Ｂ　種Ｂ　種Ｂ　種Ｂ　種 ・・・・・・・ Ｃ　種Ｃ　種Ｃ　種Ｃ　種Ｃ　種Ｃ　種Ｃ　種 ・・・・・・・ Ｄ　種Ｄ　種Ｄ　種Ｄ　種Ｄ　種Ｄ　種Ｄ　種３３３３３３３

２２２２２２２ 建設発生土の処理建設発生土の処理建設発生土の処理建設発生土の処理建設発生土の処理建設発生土の処理建設発生土の処理 ※※※※※※※ 構外搬出適切処理（再資源化処理施設へ搬入する）構外搬出適切処理（再資源化処理施設へ搬入する）構外搬出適切処理（再資源化処理施設へ搬入する）構外搬出適切処理（再資源化処理施設へ搬入する）構外搬出適切処理（再資源化処理施設へ搬入する）構外搬出適切処理（再資源化処理施設へ搬入する）構外搬出適切処理（再資源化処理施設へ搬入する） ・・・・・・・ 構内指示の場所に敷きならし構内指示の場所に敷きならし構内指示の場所に敷きならし構内指示の場所に敷きならし構内指示の場所に敷きならし構内指示の場所に敷きならし構内指示の場所に敷きならし

・・・・・・・ 構内指示の場所に堆積構内指示の場所に堆積構内指示の場所に堆積構内指示の場所に堆積構内指示の場所に堆積構内指示の場所に堆積構内指示の場所に堆積 ・・・・・・・ 構外指示の場所に処分構外指示の場所に処分構外指示の場所に処分構外指示の場所に処分構外指示の場所に処分構外指示の場所に処分構外指示の場所に処分

特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による

４４４４４４４

Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種

種類・厚さ種類・厚さ種類・厚さ種類・厚さ種類・厚さ種類・厚さ種類・厚さ

空胴ブロック16-W空胴ブロック16-W空胴ブロック16-W空胴ブロック16-W空胴ブロック16-W空胴ブロック16-W空胴ブロック16-W・・・・・・・

※※※※※※※ 空胴ブロック16空胴ブロック16空胴ブロック16空胴ブロック16空胴ブロック16空胴ブロック16空胴ブロック16ブロックの種類及び厚さブロックの種類及び厚さブロックの種類及び厚さブロックの種類及び厚さブロックの種類及び厚さブロックの種類及び厚さブロックの種類及び厚さ

・・・・・・・ 空洞ブロック08空洞ブロック08空洞ブロック08空洞ブロック08空洞ブロック08空洞ブロック08空洞ブロック08

各部の配筋各部の配筋各部の配筋各部の配筋各部の配筋各部の配筋各部の配筋

※※※※※※※ ・・・・・・・

８８８８８８８
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ＡＬＣパネルの種類等ＡＬＣパネルの種類等ＡＬＣパネルの種類等ＡＬＣパネルの種類等ＡＬＣパネルの種類等ＡＬＣパネルの種類等ＡＬＣパネルの種類等

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

外壁用外壁用外壁用外壁用外壁用外壁用外壁用・・・・・・・

間仕切用間仕切用間仕切用間仕切用間仕切用間仕切用間仕切用・・・・・・・

・・・・・・・ 屋根用屋根用屋根用屋根用屋根用屋根用屋根用

床用床用床用床用床用床用床用・・・・・・・

耐火性能耐火性能耐火性能耐火性能耐火性能耐火性能耐火性能 工　法　種　別工　法　種　別工　法　種　別工　法　種　別工　法　種　別工　法　種　別工　法　種　別

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・ ・・・・・・・ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

・・・・・・・ Ｅ種Ｅ種Ｅ種Ｅ種Ｅ種Ｅ種Ｅ種・・・・・・・Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種・・・・・・・

30分30分30分30分30分30分30分 Ｆ種Ｆ種Ｆ種Ｆ種Ｆ種Ｆ種Ｆ種

Ｆ種Ｆ種Ｆ種Ｆ種Ｆ種Ｆ種Ｆ種

・・・・・・・

・・・・・・・

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm) 単位荷重(N／m2)単位荷重(N／m2)単位荷重(N／m2)単位荷重(N／m2)単位荷重(N／m2)単位荷重(N／m2)単位荷重(N／m2)

７７７７７７７

特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による

６６６６６６６

特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による

５５５５５５５

特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による特記仕様書（構造関係）による

セメント板セメント板セメント板セメント板セメント板セメント板セメント板

(ＥＣＰ)(ＥＣＰ)(ＥＣＰ)(ＥＣＰ)(ＥＣＰ)(ＥＣＰ)(ＥＣＰ)

表　面　形　状表　面　形　状表　面　形　状表　面　形　状表　面　形　状表　面　形　状表　面　形　状 耐火性能耐火性能耐火性能耐火性能耐火性能耐火性能耐火性能 取付工法の種別取付工法の種別取付工法の種別取付工法の種別取付工法の種別取付工法の種別取付工法の種別

・Ａ種　・Ｂ種・Ａ種　・Ｂ種・Ａ種　・Ｂ種・Ａ種　・Ｂ種・Ａ種　・Ｂ種・Ａ種　・Ｂ種・Ａ種　・Ｂ種

・Ｂ種　・Ｃ種・Ｂ種　・Ｃ種・Ｂ種　・Ｃ種・Ｂ種　・Ｃ種・Ｂ種　・Ｃ種・Ｂ種　・Ｃ種・Ｂ種　・Ｃ種

フラットパネルフラットパネルフラットパネルフラットパネルフラットパネルフラットパネルフラットパネル※※※※※※※

・・・・・・・ デザインパネル(図示)デザインパネル(図示)デザインパネル(図示)デザインパネル(図示)デザインパネル(図示)デザインパネル(図示)デザインパネル(図示)

フラットパネルフラットパネルフラットパネルフラットパネルフラットパネルフラットパネルフラットパネル※※※※※※※

デザインパネル(図示)デザインパネル(図示)デザインパネル(図示)デザインパネル(図示)デザインパネル(図示)デザインパネル(図示)デザインパネル(図示)・・・・・・・
間仕切壁間仕切壁間仕切壁間仕切壁間仕切壁間仕切壁間仕切壁・・・・・・・

・・・・・・・ 外壁外壁外壁外壁外壁外壁外壁

製造所製造所製造所製造所製造所製造所製造所

厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)

１１１１１１１
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事
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水
　
工
　
事

　
防
　
水
　
工
　
事

　
防
　
水
　
工
　
事

種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別 施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所

・・・・・・・

９９９９９９９

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

ブロックブロックブロックブロックブロックブロックブロック

１１１１１１１

ＡＬＣパネルＡＬＣパネルＡＬＣパネルＡＬＣパネルＡＬＣパネルＡＬＣパネルＡＬＣパネル２２２２２２２

３３３３３３３ 押出成形押出成形押出成形押出成形押出成形押出成形押出成形 押出成形セメント板の種類等押出成形セメント板の種類等押出成形セメント板の種類等押出成形セメント板の種類等押出成形セメント板の種類等押出成形セメント板の種類等押出成形セメント板の種類等

アスファルト防水アスファルト防水アスファルト防水アスファルト防水アスファルト防水アスファルト防水アスファルト防水

・・・・・・・

屋根保護防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）屋根保護防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）屋根保護防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）屋根保護防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）屋根保護防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）屋根保護防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）屋根保護防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）

厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ ・・・・・・・ 　mm　mm　mm　mm　mm　mm　mm

屋根露出防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）屋根露出防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）屋根露出防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）屋根露出防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）屋根露出防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）屋根露出防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）屋根露出防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）

厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ ・・・・・・・ 　mm　mm　mm　mm　mm　mm　mm

種類種類種類種類種類種類種類 ・・・・・・・

材質及び種類材質及び種類材質及び種類材質及び種類材質及び種類材質及び種類材質及び種類 ※※※※※※※ 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き)(JIS A 9521（建築用断熱材))押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き)(JIS A 9521（建築用断熱材))押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き)(JIS A 9521（建築用断熱材))押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き)(JIS A 9521（建築用断熱材))押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き)(JIS A 9521（建築用断熱材))押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き)(JIS A 9521（建築用断熱材))押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き)(JIS A 9521（建築用断熱材))

材質材質材質材質材質材質材質 発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材（JIS A 9521）発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材（JIS A 9521）発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材（JIS A 9521）発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材（JIS A 9521）発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材（JIS A 9521）発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材（JIS A 9521）発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材（JIS A 9521）※※※※※※※

施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別

シート防水シート防水シート防水シート防水シート防水シート防水シート防水

ルーフィングルーフィングルーフィングルーフィングルーフィングルーフィングルーフィング

合成高分子系合成高分子系合成高分子系合成高分子系合成高分子系合成高分子系合成高分子系

シート防水シート防水シート防水シート防水シート防水シート防水シート防水

改質アスファルト改質アスファルト改質アスファルト改質アスファルト改質アスファルト改質アスファルト改質アスファルト

３３３３３３３

　　　　　　　

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ 仕上げ塗料仕上げ塗料仕上げ塗料仕上げ塗料仕上げ塗料仕上げ塗料仕上げ塗料 施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所

製造所　　　評価名簿による製造所　　　評価名簿による製造所　　　評価名簿による製造所　　　評価名簿による製造所　　　評価名簿による製造所　　　評価名簿による製造所　　　評価名簿による乾式保護材乾式保護材乾式保護材乾式保護材乾式保護材乾式保護材乾式保護材※※※※※※※

防水立上り部の保護防水立上り部の保護防水立上り部の保護防水立上り部の保護防水立上り部の保護防水立上り部の保護防水立上り部の保護

屋根露出防水絶縁工法の脱気装置屋根露出防水絶縁工法の脱気装置屋根露出防水絶縁工法の脱気装置屋根露出防水絶縁工法の脱気装置屋根露出防水絶縁工法の脱気装置屋根露出防水絶縁工法の脱気装置屋根露出防水絶縁工法の脱気装置

・・・・・・・ 設けない設けない設けない設けない設けない設けない設けない

※※※※※※※

２２２２２２２

４４４４４４４ 塗膜防水塗膜防水塗膜防水塗膜防水塗膜防水塗膜防水塗膜防水

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 仕上げ塗料仕上げ塗料仕上げ塗料仕上げ塗料仕上げ塗料仕上げ塗料仕上げ塗料 施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所

※屋内については水張り試験を行う。※屋内については水張り試験を行う。※屋内については水張り試験を行う。※屋内については水張り試験を行う。※屋内については水張り試験を行う。※屋内については水張り試験を行う。※屋内については水張り試験を行う。６６６６６６６ 漏水試験漏水試験漏水試験漏水試験漏水試験漏水試験漏水試験

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

ケイ酸質系ケイ酸質系ケイ酸質系ケイ酸質系ケイ酸質系ケイ酸質系ケイ酸質系５５５５５５５

塗布防水塗布防水塗布防水塗布防水塗布防水塗布防水塗布防水

※C-UI※C-UI※C-UI※C-UI※C-UI※C-UI※C-UI

・C-UP・C-UP・C-UP・C-UP・C-UP・C-UP・C-UP

施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所施　　工　　場　　所

※※※※※※※ 搬出先は，処分状況が確認できるよう，写真撮影を行うとともに，計量伝票等（原本）搬出先は，処分状況が確認できるよう，写真撮影を行うとともに，計量伝票等（原本）搬出先は，処分状況が確認できるよう，写真撮影を行うとともに，計量伝票等（原本）搬出先は，処分状況が確認できるよう，写真撮影を行うとともに，計量伝票等（原本）搬出先は，処分状況が確認できるよう，写真撮影を行うとともに，計量伝票等（原本）搬出先は，処分状況が確認できるよう，写真撮影を行うとともに，計量伝票等（原本）搬出先は，処分状況が確認できるよう，写真撮影を行うとともに，計量伝票等（原本）

を監督員に提出する。を監督員に提出する。を監督員に提出する。を監督員に提出する。を監督員に提出する。を監督員に提出する。を監督員に提出する。

     処分先     処分先     処分先     処分先     処分先     処分先     処分先

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式

又は(３)手すり先行専用足場方式により行う。又は(３)手すり先行専用足場方式により行う。又は(３)手すり先行専用足場方式により行う。又は(３)手すり先行専用足場方式により行う。又は(３)手すり先行専用足場方式により行う。又は(３)手すり先行専用足場方式により行う。又は(３)手すり先行専用足場方式により行う。

次の工事について保証書を提出する次の工事について保証書を提出する次の工事について保証書を提出する次の工事について保証書を提出する次の工事について保証書を提出する次の工事について保証書を提出する次の工事について保証書を提出する

枯死の場合枯死の場合枯死の場合枯死の場合枯死の場合枯死の場合枯死の場合

外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能 ※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

脱気装置（種別Ｘ－１）脱気装置（種別Ｘ－１）脱気装置（種別Ｘ－１）脱気装置（種別Ｘ－１）脱気装置（種別Ｘ－１）脱気装置（種別Ｘ－１）脱気装置（種別Ｘ－１）

設置数量設置数量設置数量設置数量設置数量設置数量設置数量

種類種類種類種類種類種類種類 ※製造所の仕様による※製造所の仕様による※製造所の仕様による※製造所の仕様による※製造所の仕様による※製造所の仕様による※製造所の仕様による ・・・・・・・

・・・・・・・※製造所の仕様による※製造所の仕様による※製造所の仕様による※製造所の仕様による※製造所の仕様による※製造所の仕様による※製造所の仕様による

・・・・・・・種類種類種類種類種類種類種類

平場部脱気型平場部脱気型平場部脱気型平場部脱気型平場部脱気型平場部脱気型平場部脱気型・・・・・・・種類種類種類種類種類種類種類

設置数設置数設置数設置数設置数設置数設置数

設ける設ける設ける設ける設ける設ける設ける ・・・・・・・ 立上り部脱気型立上り部脱気型立上り部脱気型立上り部脱気型立上り部脱気型立上り部脱気型立上り部脱気型

箇所箇所箇所箇所箇所箇所箇所

箇所箇所箇所箇所箇所箇所箇所

外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能 ※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する　　・ 適用しない伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する　　・ 適用しない伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する　　・ 適用しない伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する　　・ 適用しない伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する　　・ 適用しない伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する　　・ 適用しない伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する　　・ 適用しない
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（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン,パラジクロロベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン,パラジクロロベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン,パラジクロロベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン,パラジクロロベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン,パラジクロロベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン,パラジクロロベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン,パラジクロロベンゼン）

(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)

(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)

(2.2.4)(2.2.4)(2.2.4)(2.2.4)(2.2.4)(2.2.4)(2.2.4)

(3.2.5)(3.2.5)(3.2.5)(3.2.5)(3.2.5)(3.2.5)(3.2.5)

(8.2.2)(8.2.2)(8.2.2)(8.2.2)(8.2.2)(8.2.2)(8.2.2)

(8.4.2～7)(8.4.2～7)(8.4.2～7)(8.4.2～7)(8.4.2～7)(8.4.2～7)(8.4.2～7)

(3.2.3)(3.2.3)(3.2.3)(3.2.3)(3.2.3)(3.2.3)(3.2.3)

(8.5.2～5)(8.5.2～5)(8.5.2～5)(8.5.2～5)(8.5.2～5)(8.5.2～5)(8.5.2～5)

(8.3.2～3)(8.3.2～3)(8.3.2～3)(8.3.2～3)(8.3.2～3)(8.3.2～3)(8.3.2～3)

(9.2.2)(9.2.2)(9.2.2)(9.2.2)(9.2.2)(9.2.2)(9.2.2)

(9.3.2～3)(9.3.2～3)(9.3.2～3)(9.3.2～3)(9.3.2～3)(9.3.2～3)(9.3.2～3)

(9,4.2～4)(9,4.2～4)(9,4.2～4)(9,4.2～4)(9,4.2～4)(9,4.2～4)(9,4.2～4)

(9.5.2～4)(9.5.2～4)(9.5.2～4)(9.5.2～4)(9.5.2～4)(9.5.2～4)(9.5.2～4)

(9.6.1～3)(9.6.1～3)(9.6.1～3)(9.6.1～3)(9.6.1～3)(9.6.1～3)(9.6.1～3)

・ガードフェンス・ガードフェンス・ガードフェンス・ガードフェンス・ガードフェンス・ガードフェンス・ガードフェンス
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(9.3.2～3)(表9.3.1～3)(9.3.2～3)(表9.3.1～3)(9.3.2～3)(表9.3.1～3)(9.3.2～3)(表9.3.1～3)(9.3.2～3)(表9.3.1～3)(9.3.2～3)(表9.3.1～3)(9.3.2～3)(表9.3.1～3)

(9,4.2～4)(表9.4.1～2)(9,4.2～4)(表9.4.1～2)(9,4.2～4)(表9.4.1～2)(9,4.2～4)(表9.4.1～2)(9,4.2～4)(表9.4.1～2)(9,4.2～4)(表9.4.1～2)(9,4.2～4)(表9.4.1～2)

(9.5.2～4)(表9.5.1)(9.5.2～4)(表9.5.1)(9.5.2～4)(表9.5.1)(9.5.2～4)(表9.5.1)(9.5.2～4)(表9.5.1)(9.5.2～4)(表9.5.1)(9.5.2～4)(表9.5.1)

(9.6.1～3)(表9.6.1～2)(9.6.1～3)(表9.6.1～2)(9.6.1～3)(表9.6.1～2)(9.6.1～3)(表9.6.1～2)(9.6.1～3)(表9.6.1～2)(9.6.1～3)(表9.6.1～2)(9.6.1～3)(表9.6.1～2)

(9.2.2)(表9.2.1～表9.2.10)(9.2.2)(表9.2.1～表9.2.10)(9.2.2)(表9.2.1～表9.2.10)(9.2.2)(表9.2.1～表9.2.10)(9.2.2)(表9.2.1～表9.2.10)(9.2.2)(表9.2.1～表9.2.10)(9.2.2)(表9.2.1～表9.2.10)

(8.5.2～5)(表8.5.1～2)(8.5.2～5)(表8.5.1～2)(8.5.2～5)(表8.5.1～2)(8.5.2～5)(表8.5.1～2)(8.5.2～5)(表8.5.1～2)(8.5.2～5)(表8.5.1～2)(8.5.2～5)(表8.5.1～2)

(8.4.2～7)(表8.4.2～4)(8.4.2～7)(表8.4.2～4)(8.4.2～7)(表8.4.2～4)(8.4.2～7)(表8.4.2～4)(8.4.2～7)(表8.4.2～4)(8.4.2～7)(表8.4.2～4)(8.4.2～7)(表8.4.2～4)

(3.2.5)(3.2.5)(3.2.5)(3.2.5)(3.2.5)(3.2.5)(3.2.5)

（表3.2.1)（表3.2.1)（表3.2.1)（表3.2.1)（表3.2.1)（表3.2.1)（表3.2.1)

(2.2.4)(2.2.4)(2.2.4)(2.2.4)(2.2.4)(2.2.4)(2.2.4)

(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)

(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)(2.3.1)
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・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ 建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修

・・・・・・・ 建築工事安全施工技術指針　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達建築工事安全施工技術指針　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達建築工事安全施工技術指針　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達建築工事安全施工技術指針　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達建築工事安全施工技術指針　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達建築工事安全施工技術指針　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達建築工事安全施工技術指針　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達

・・・・・・・

・・・・・・・ 建築基準法，消防法，その他関係法令建築基準法，消防法，その他関係法令建築基準法，消防法，その他関係法令建築基準法，消防法，その他関係法令建築基準法，消防法，その他関係法令建築基準法，消防法，その他関係法令建築基準法，消防法，その他関係法令

・・・・・・・ 高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律への対応高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律への対応高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律への対応高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律への対応高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律への対応高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律への対応高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律への対応

適用基準等適用基準等適用基準等適用基準等適用基準等適用基準等適用基準等

監理(主任)技術者監理(主任)技術者監理(主任)技術者監理(主任)技術者監理(主任)技術者監理(主任)技術者監理(主任)技術者

工期，写真，所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。工期，写真，所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。工期，写真，所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。工期，写真，所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。工期，写真，所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。工期，写真，所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。工期，写真，所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。

受注者は，監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め，工事現場内において工事名，受注者は，監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め，工事現場内において工事名，受注者は，監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め，工事現場内において工事名，受注者は，監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め，工事現場内において工事名，受注者は，監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め，工事現場内において工事名，受注者は，監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め，工事現場内において工事名，受注者は，監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め，工事現場内において工事名，

・・・・・・・

・・・・・・・ 建築物移動等円滑化誘導基準（認定）建築物移動等円滑化誘導基準（認定）建築物移動等円滑化誘導基準（認定）建築物移動等円滑化誘導基準（認定）建築物移動等円滑化誘導基準（認定）建築物移動等円滑化誘導基準（認定）建築物移動等円滑化誘導基準（認定）

建築構造設計基準及び同解説　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成２２年版）　　建築構造設計基準及び同解説　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成２２年版）　　建築構造設計基準及び同解説　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成２２年版）　　建築構造設計基準及び同解説　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成２２年版）　　建築構造設計基準及び同解説　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成２２年版）　　建築構造設計基準及び同解説　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成２２年版）　　建築構造設計基準及び同解説　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成２２年版）　　

建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）

建築改修標準仕様書　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）建築改修標準仕様書　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）建築改修標準仕様書　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）建築改修標準仕様書　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）建築改修標準仕様書　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）建築改修標準仕様書　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）建築改修標準仕様書　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）

公共住宅建設工事共通仕様書　（令和元年度版）公共住宅建設工事共通仕様書　（令和元年度版）公共住宅建設工事共通仕様書　（令和元年度版）公共住宅建設工事共通仕様書　（令和元年度版）公共住宅建設工事共通仕様書　（令和元年度版）公共住宅建設工事共通仕様書　（令和元年度版）公共住宅建設工事共通仕様書　（令和元年度版）

　　　　　　　

　　　　　　　

工 事 完 成 時工 事 完 成 時工 事 完 成 時工 事 完 成 時工 事 完 成 時工 事 完 成 時工 事 完 成 時請 負 金 額請 負 金 額請 負 金 額請 負 金 額請 負 金 額請 負 金 額請 負 金 額

500万円以上500万円以上500万円以上500万円以上500万円以上500万円以上500万円以上

工 事 受 注 時工 事 受 注 時工 事 受 注 時工 事 受 注 時工 事 受 注 時工 事 受 注 時工 事 受 注 時

契約後10日以内契約後10日以内契約後10日以内契約後10日以内契約後10日以内契約後10日以内契約後10日以内 変更契約後10日以内変更契約後10日以内変更契約後10日以内変更契約後10日以内変更契約後10日以内変更契約後10日以内変更契約後10日以内

登録内容の変更時登録内容の変更時登録内容の変更時登録内容の変更時登録内容の変更時登録内容の変更時登録内容の変更時

工事完成後10日以内工事完成後10日以内工事完成後10日以内工事完成後10日以内工事完成後10日以内工事完成後10日以内工事完成後10日以内

　　　　　　　

変更登録は，工期，技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合，登録不要）変更登録は，工期，技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合，登録不要）変更登録は，工期，技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合，登録不要）変更登録は，工期，技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合，登録不要）変更登録は，工期，技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合，登録不要）変更登録は，工期，技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合，登録不要）変更登録は，工期，技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合，登録不要）

工事実績情報の登録工事実績情報の登録工事実績情報の登録工事実績情報の登録工事実績情報の登録工事実績情報の登録工事実績情報の登録 ※※※※※※※ 受注者は，次表に従い，工事実績情報を登録する。受注者は，次表に従い，工事実績情報を登録する。受注者は，次表に従い，工事実績情報を登録する。受注者は，次表に従い，工事実績情報を登録する。受注者は，次表に従い，工事実績情報を登録する。受注者は，次表に従い，工事実績情報を登録する。受注者は，次表に従い，工事実績情報を登録する。

登録内容について，あらかじめ監督員の承諾を受けたのちに，次表の期間内に登録申請を登録内容について，あらかじめ監督員の承諾を受けたのちに，次表の期間内に登録申請を登録内容について，あらかじめ監督員の承諾を受けたのちに，次表の期間内に登録申請を登録内容について，あらかじめ監督員の承諾を受けたのちに，次表の期間内に登録申請を登録内容について，あらかじめ監督員の承諾を受けたのちに，次表の期間内に登録申請を登録内容について，あらかじめ監督員の承諾を受けたのちに，次表の期間内に登録申請を登録内容について，あらかじめ監督員の承諾を受けたのちに，次表の期間内に登録申請を

行う。ただし，期間には，土曜日，日曜日，祝日，年末年始の閉庁日を除く。行う。ただし，期間には，土曜日，日曜日，祝日，年末年始の閉庁日を除く。行う。ただし，期間には，土曜日，日曜日，祝日，年末年始の閉庁日を除く。行う。ただし，期間には，土曜日，日曜日，祝日，年末年始の閉庁日を除く。行う。ただし，期間には，土曜日，日曜日，祝日，年末年始の閉庁日を除く。行う。ただし，期間には，土曜日，日曜日，祝日，年末年始の閉庁日を除く。行う。ただし，期間には，土曜日，日曜日，祝日，年末年始の閉庁日を除く。

登録後は速やかに登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。登録後は速やかに登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。登録後は速やかに登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。登録後は速やかに登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。登録後は速やかに登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。登録後は速やかに登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。登録後は速やかに登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。※※※※※※※

なお，変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は，変更時の提出を省略できる。（登録要）なお，変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は，変更時の提出を省略できる。（登録要）なお，変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は，変更時の提出を省略できる。（登録要）なお，変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は，変更時の提出を省略できる。（登録要）なお，変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は，変更時の提出を省略できる。（登録要）なお，変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は，変更時の提出を省略できる。（登録要）なお，変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は，変更時の提出を省略できる。（登録要）

調整に協力し，当該工事関係者とともに円滑な施工に努める。調整に協力し，当該工事関係者とともに円滑な施工に努める。調整に協力し，当該工事関係者とともに円滑な施工に努める。調整に協力し，当該工事関係者とともに円滑な施工に努める。調整に協力し，当該工事関係者とともに円滑な施工に努める。調整に協力し，当該工事関係者とともに円滑な施工に努める。調整に協力し，当該工事関係者とともに円滑な施工に努める。

※※※※※※※ 別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。

※※※※※※※ 別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い，監督員の別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い，監督員の別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い，監督員の別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い，監督員の別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い，監督員の別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い，監督員の別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い，監督員の

別契約の関連別契約の関連別契約の関連別契約の関連別契約の関連別契約の関連別契約の関連

工事との調整等工事との調整等工事との調整等工事との調整等工事との調整等工事との調整等工事との調整等

施工範囲施工範囲施工範囲施工範囲施工範囲施工範囲施工範囲 「工事区分表」による。「工事区分表」による。「工事区分表」による。「工事区分表」による。「工事区分表」による。「工事区分表」による。「工事区分表」による。

関連工事との調整関連工事との調整関連工事との調整関連工事との調整関連工事との調整関連工事との調整関連工事との調整

受注者は施工管理体制を確立し，品質，工程，安全等の施工管理を行う。受注者は施工管理体制を確立し，品質，工程，安全等の施工管理を行う。受注者は施工管理体制を確立し，品質，工程，安全等の施工管理を行う。受注者は施工管理体制を確立し，品質，工程，安全等の施工管理を行う。受注者は施工管理体制を確立し，品質，工程，安全等の施工管理を行う。受注者は施工管理体制を確立し，品質，工程，安全等の施工管理を行う。受注者は施工管理体制を確立し，品質，工程，安全等の施工管理を行う。

※※※※※※※

技術者台帳（施工体制台帳に添付）技術者台帳（施工体制台帳に添付）技術者台帳（施工体制台帳に添付）技術者台帳（施工体制台帳に添付）技術者台帳（施工体制台帳に添付）技術者台帳（施工体制台帳に添付）技術者台帳（施工体制台帳に添付）

監理技術者・主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真，名前，生年月日，所監理技術者・主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真，名前，生年月日，所監理技術者・主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真，名前，生年月日，所監理技術者・主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真，名前，生年月日，所監理技術者・主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真，名前，生年月日，所監理技術者・主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真，名前，生年月日，所監理技術者・主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真，名前，生年月日，所

属会社名を記載する。属会社名を記載する。属会社名を記載する。属会社名を記載する。属会社名を記載する。属会社名を記載する。属会社名を記載する。

※※※※※※※

施工管理施工管理施工管理施工管理施工管理施工管理施工管理

施工体制台帳（建設業法等に従って作成し，写しを提出する。）施工体制台帳（建設業法等に従って作成し，写しを提出する。）施工体制台帳（建設業法等に従って作成し，写しを提出する。）施工体制台帳（建設業法等に従って作成し，写しを提出する。）施工体制台帳（建設業法等に従って作成し，写しを提出する。）施工体制台帳（建設業法等に従って作成し，写しを提出する。）施工体制台帳（建設業法等に従って作成し，写しを提出する。）

施工体系図（建設業法に基づき，当該現場の見やすい場所に掲示する。）施工体系図（建設業法に基づき，当該現場の見やすい場所に掲示する。）施工体系図（建設業法に基づき，当該現場の見やすい場所に掲示する。）施工体系図（建設業法に基づき，当該現場の見やすい場所に掲示する。）施工体系図（建設業法に基づき，当該現場の見やすい場所に掲示する。）施工体系図（建設業法に基づき，当該現場の見やすい場所に掲示する。）施工体系図（建設業法に基づき，当該現場の見やすい場所に掲示する。）

電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者 ・・・・・・・ 適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する ・・・・・・・ 適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない

施工条件施工条件施工条件施工条件施工条件施工条件施工条件

６６６６６６６

７７７７７７７

この限りではない。この限りではない。この限りではない。この限りではない。この限りではない。この限りではない。この限りではない。

作業時間は，原則午前８時から午後５時までとし，通学時間帯を考慮すること。作業時間は，原則午前８時から午後５時までとし，通学時間帯を考慮すること。作業時間は，原則午前８時から午後５時までとし，通学時間帯を考慮すること。作業時間は，原則午前８時から午後５時までとし，通学時間帯を考慮すること。作業時間は，原則午前８時から午後５時までとし，通学時間帯を考慮すること。作業時間は，原則午前８時から午後５時までとし，通学時間帯を考慮すること。作業時間は，原則午前８時から午後５時までとし，通学時間帯を考慮すること。・・・・・・・

(1.1.4)(1.1.4)(1.1.4)(1.1.4)(1.1.4)(1.1.4)(1.1.4)

(1.1.7)(1.1.7)(1.1.7)(1.1.7)(1.1.7)(1.1.7)(1.1.7)

(1.3.1)(1.3.1)(1.3.1)(1.3.1)(1.3.1)(1.3.1)(1.3.1)

(1.3.3)(1.3.3)(1.3.3)(1.3.3)(1.3.3)(1.3.3)(1.3.3)

(1.3.5)(1.3.5)(1.3.5)(1.3.5)(1.3.5)(1.3.5)(1.3.5) ・・・・・・・ 日曜日及び祝日に作業を行わないこと。ただし，あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は，日曜日及び祝日に作業を行わないこと。ただし，あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は，日曜日及び祝日に作業を行わないこと。ただし，あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は，日曜日及び祝日に作業を行わないこと。ただし，あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は，日曜日及び祝日に作業を行わないこと。ただし，あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は，日曜日及び祝日に作業を行わないこと。ただし，あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は，日曜日及び祝日に作業を行わないこと。ただし，あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は，

１１１１１１１ １１１１１１１

５５５５５５５

４４４４４４４

３３３３３３３

２２２２２２２

大会議室，中会議室，実習室，多目的室，交流スペース，事務室大会議室，中会議室，実習室，多目的室，交流スペース，事務室大会議室，中会議室，実習室，多目的室，交流スペース，事務室大会議室，中会議室，実習室，多目的室，交流スペース，事務室大会議室，中会議室，実習室，多目的室，交流スペース，事務室大会議室，中会議室，実習室，多目的室，交流スペース，事務室大会議室，中会議室，実習室，多目的室，交流スペース，事務室

6箇所6箇所6箇所6箇所6箇所6箇所6箇所

建築標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は，当該製品の指定工法による。建築標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は，当該製品の指定工法による。建築標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は，当該製品の指定工法による。建築標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は，当該製品の指定工法による。建築標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は，当該製品の指定工法による。建築標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は，当該製品の指定工法による。建築標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は，当該製品の指定工法による。

2222222

1111111

60606060606060

部部部部部部部保全に関する資料保全に関する資料保全に関する資料保全に関する資料保全に関する資料保全に関する資料保全に関する資料・・・・・・・
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交通誘導員の配置については，実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会写真の交通誘導員の配置については，実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会写真の交通誘導員の配置については，実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会写真の交通誘導員の配置については，実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会写真の交通誘導員の配置については，実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会写真の交通誘導員の配置については，実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会写真の交通誘導員の配置については，実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会写真の

・・・・・・・

施工中の安全確保施工中の安全確保施工中の安全確保施工中の安全確保施工中の安全確保施工中の安全確保施工中の安全確保

搬 入搬 入搬 入搬 入搬 入搬 入搬 入

搬 出搬 出搬 出搬 出搬 出搬 出搬 出

施 工 計 画 時施 工 計 画 時施 工 計 画 時施 工 計 画 時施 工 計 画 時施 工 計 画 時施 工 計 画 時

再 生 資 源 利 用 計 画 書再 生 資 源 利 用 計 画 書再 生 資 源 利 用 計 画 書再 生 資 源 利 用 計 画 書再 生 資 源 利 用 計 画 書再 生 資 源 利 用 計 画 書再 生 資 源 利 用 計 画 書

再生資源利用促進計画書再生資源利用促進計画書再生資源利用促進計画書再生資源利用促進計画書再生資源利用促進計画書再生資源利用促進計画書再生資源利用促進計画書

工 事 完 了 時工 事 完 了 時工 事 完 了 時工 事 完 了 時工 事 完 了 時工 事 完 了 時工 事 完 了 時

再 生 資 源 利 用 実 施 書再 生 資 源 利 用 実 施 書再 生 資 源 利 用 実 施 書再 生 資 源 利 用 実 施 書再 生 資 源 利 用 実 施 書再 生 資 源 利 用 実 施 書再 生 資 源 利 用 実 施 書

再生資源利用促進実施書再生資源利用促進実施書再生資源利用促進実施書再生資源利用促進実施書再生資源利用促進実施書再生資源利用促進実施書再生資源利用促進実施書

画書（実施書）を提出する。なお，これにより難い場合は，監督員と協議する。画書（実施書）を提出する。なお，これにより難い場合は，監督員と協議する。画書（実施書）を提出する。なお，これにより難い場合は，監督員と協議する。画書（実施書）を提出する。なお，これにより難い場合は，監督員と協議する。画書（実施書）を提出する。なお，これにより難い場合は，監督員と協議する。画書（実施書）を提出する。なお，これにより難い場合は，監督員と協議する。画書（実施書）を提出する。なお，これにより難い場合は，監督員と協議する。

また，建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は，次表により計また，建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は，次表により計また，建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は，次表により計また，建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は，次表により計また，建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は，次表により計また，建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は，次表により計また，建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は，次表により計

変更が生じた場合は速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。変更が生じた場合は速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。変更が生じた場合は速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。変更が生じた場合は速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。変更が生じた場合は速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。変更が生じた場合は速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。変更が生じた場合は速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。

本工事は登録対象工事であるため，受注者は，施工計画時，工事完了時及び登録情報の本工事は登録対象工事であるため，受注者は，施工計画時，工事完了時及び登録情報の本工事は登録対象工事であるため，受注者は，施工計画時，工事完了時及び登録情報の本工事は登録対象工事であるため，受注者は，施工計画時，工事完了時及び登録情報の本工事は登録対象工事であるため，受注者は，施工計画時，工事完了時及び登録情報の本工事は登録対象工事であるため，受注者は，施工計画時，工事完了時及び登録情報の本工事は登録対象工事であるため，受注者は，施工計画時，工事完了時及び登録情報の

建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター※※※※※※※

正処理推進要綱に従い適正に処理する。正処理推進要綱に従い適正に処理する。正処理推進要綱に従い適正に処理する。正処理推進要綱に従い適正に処理する。正処理推進要綱に従い適正に処理する。正処理推進要綱に従い適正に処理する。正処理推進要綱に従い適正に処理する。

律」（以下，「廃棄物処理法」という）その他関係法令等によるほか，建設副産物適律」（以下，「廃棄物処理法」という）その他関係法令等によるほか，建設副産物適律」（以下，「廃棄物処理法」という）その他関係法令等によるほか，建設副産物適律」（以下，「廃棄物処理法」という）その他関係法令等によるほか，建設副産物適律」（以下，「廃棄物処理法」という）その他関係法令等によるほか，建設副産物適律」（以下，「廃棄物処理法」という）その他関係法令等によるほか，建設副産物適律」（以下，「廃棄物処理法」という）その他関係法令等によるほか，建設副産物適

律」（以下，「資源有効利用促進法」という），「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下，「資源有効利用促進法」という），「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下，「資源有効利用促進法」という），「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下，「資源有効利用促進法」という），「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下，「資源有効利用促進法」という），「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下，「資源有効利用促進法」という），「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下，「資源有効利用促進法」という），「廃棄物の処理及び清掃に関する法

法律」（以下「建設リサイクル法」という），「資源の有効な利用の促進に関する法法律」（以下「建設リサイクル法」という），「資源の有効な利用の促進に関する法法律」（以下「建設リサイクル法」という），「資源の有効な利用の促進に関する法法律」（以下「建設リサイクル法」という），「資源の有効な利用の促進に関する法法律」（以下「建設リサイクル法」という），「資源の有効な利用の促進に関する法法律」（以下「建設リサイクル法」という），「資源の有効な利用の促進に関する法法律」（以下「建設リサイクル法」という），「資源の有効な利用の促進に関する法

※※※※※※※ 上記以外のものはすべて構外に搬出し，「建設工事に係る資材の再資源化等に関する上記以外のものはすべて構外に搬出し，「建設工事に係る資材の再資源化等に関する上記以外のものはすべて構外に搬出し，「建設工事に係る資材の再資源化等に関する上記以外のものはすべて構外に搬出し，「建設工事に係る資材の再資源化等に関する上記以外のものはすべて構外に搬出し，「建設工事に係る資材の再資源化等に関する上記以外のものはすべて構外に搬出し，「建設工事に係る資材の再資源化等に関する上記以外のものはすべて構外に搬出し，「建設工事に係る資材の再資源化等に関する

・・・・・・・

・・・・・・・ アスファルトコンクリートアスファルトコンクリートアスファルトコンクリートアスファルトコンクリートアスファルトコンクリートアスファルトコンクリートアスファルトコンクリート

コンクリート及び鉄からなる建設資材コンクリート及び鉄からなる建設資材コンクリート及び鉄からなる建設資材コンクリート及び鉄からなる建設資材コンクリート及び鉄からなる建設資材コンクリート及び鉄からなる建設資材コンクリート及び鉄からなる建設資材

・・・・・・・ コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート ・・・・・・・ 木材木材木材木材木材木材木材

※※※※※※※ 再資源化を図るもの再資源化を図るもの再資源化を図るもの再資源化を図るもの再資源化を図るもの再資源化を図るもの再資源化を図るもの

現場において再利用を図るもの現場において再利用を図るもの現場において再利用を図るもの現場において再利用を図るもの現場において再利用を図るもの現場において再利用を図るもの現場において再利用を図るもの・・・・・・・ （（（（（（（ ）））））））

）））））））（（（（（（（・・・・・・・ 引渡しを要するもの引渡しを要するもの引渡しを要するもの引渡しを要するもの引渡しを要するもの引渡しを要するもの引渡しを要するもの発生材の処理発生材の処理発生材の処理発生材の処理発生材の処理発生材の処理発生材の処理

※※※※※※※ 計画書を提出し，監督員の承諾を受ける。計画書を提出し，監督員の承諾を受ける。計画書を提出し，監督員の承諾を受ける。計画書を提出し，監督員の承諾を受ける。計画書を提出し，監督員の承諾を受ける。計画書を提出し，監督員の承諾を受ける。計画書を提出し，監督員の承諾を受ける。

なお，本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。なお，本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。なお，本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。なお，本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。なお，本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。なお，本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。なお，本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。

いては，広島県産業廃棄物埋立税が課税される。いては，広島県産業廃棄物埋立税が課税される。いては，広島県産業廃棄物埋立税が課税される。いては，広島県産業廃棄物埋立税が課税される。いては，広島県産業廃棄物埋立税が課税される。いては，広島県産業廃棄物埋立税が課税される。いては，広島県産業廃棄物埋立税が課税される。

※※※※※※※ 本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につ本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につ本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につ本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につ本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につ本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につ本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につ

建築材料の製造所，製品及び施工業者などは，特記されたもの又は同等のものとする。た建築材料の製造所，製品及び施工業者などは，特記されたもの又は同等のものとする。た建築材料の製造所，製品及び施工業者などは，特記されたもの又は同等のものとする。た建築材料の製造所，製品及び施工業者などは，特記されたもの又は同等のものとする。た建築材料の製造所，製品及び施工業者などは，特記されたもの又は同等のものとする。た建築材料の製造所，製品及び施工業者などは，特記されたもの又は同等のものとする。た建築材料の製造所，製品及び施工業者などは，特記されたもの又は同等のものとする。た

だし，同等とする場合は，監督員の承諾を受ける。だし，同等とする場合は，監督員の承諾を受ける。だし，同等とする場合は，監督員の承諾を受ける。だし，同等とする場合は，監督員の承諾を受ける。だし，同等とする場合は，監督員の承諾を受ける。だし，同等とする場合は，監督員の承諾を受ける。だし，同等とする場合は，監督員の承諾を受ける。

また（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によってまた（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によってまた（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によってまた（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によってまた（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によってまた（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によってまた（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって

所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は，評価書の写所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は，評価書の写所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は，評価書の写所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は，評価書の写所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は，評価書の写所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は，評価書の写所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は，評価書の写

建築材料等建築材料等建築材料等建築材料等建築材料等建築材料等建築材料等

しを監督員に提出する。しを監督員に提出する。しを監督員に提出する。しを監督員に提出する。しを監督員に提出する。しを監督員に提出する。しを監督員に提出する。

材料の選定に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。材料の選定に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。材料の選定に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。材料の選定に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。材料の選定に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。材料の選定に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。材料の選定に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。

工事に使用する材料は，アスベストを含有しないものとする。工事に使用する材料は，アスベストを含有しないものとする。工事に使用する材料は，アスベストを含有しないものとする。工事に使用する材料は，アスベストを含有しないものとする。工事に使用する材料は，アスベストを含有しないものとする。工事に使用する材料は，アスベストを含有しないものとする。工事に使用する材料は，アスベストを含有しないものとする。

(1.4.1)(1.4.1)(1.4.1)(1.4.1)(1.4.1)(1.4.1)(1.4.1)

購入法」という）により，環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。購入法」という）により，環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。購入法」という）により，環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。購入法」という）により，環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。購入法」という）により，環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。購入法」という）により，環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。購入法」という）により，環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン

本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や

材料を用いる場合には，第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。材料を用いる場合には，第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。材料を用いる場合には，第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。材料を用いる場合には，第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。材料を用いる場合には，第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。材料を用いる場合には，第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。材料を用いる場合には，第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。

工事別工事別工事別工事別工事別工事別工事別 適　用　種　別適　用　種　別適　用　種　別適　用　種　別適　用　種　別適　用　種　別適　用　種　別 工事別工事別工事別工事別工事別工事別工事別 適　用　種　別適　用　種　別適　用　種　別適　用　種　別適　用　種　別適　用　種　別適　用　種　別技能士技能士技能士技能士技能士技能士技能士

受注者は，引渡し前に次の対象物質について室内空気中に含まれる濃度を測定し，受注者は，引渡し前に次の対象物質について室内空気中に含まれる濃度を測定し，受注者は，引渡し前に次の対象物質について室内空気中に含まれる濃度を測定し，受注者は，引渡し前に次の対象物質について室内空気中に含まれる濃度を測定し，受注者は，引渡し前に次の対象物質について室内空気中に含まれる濃度を測定し，受注者は，引渡し前に次の対象物質について室内空気中に含まれる濃度を測定し，受注者は，引渡し前に次の対象物質について室内空気中に含まれる濃度を測定し，

厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し，監督員に報告する。厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し，監督員に報告する。厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し，監督員に報告する。厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し，監督員に報告する。厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し，監督員に報告する。厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し，監督員に報告する。厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し，監督員に報告する。

対象物質対象物質対象物質対象物質対象物質対象物質対象物質

化学物質の濃度測定化学物質の濃度測定化学物質の濃度測定化学物質の濃度測定化学物質の濃度測定化学物質の濃度測定化学物質の濃度測定

・・・・・・・

・・・・・・・

測定箇所数測定箇所数測定箇所数測定箇所数測定箇所数測定箇所数測定箇所数

対象室名対象室名対象室名対象室名対象室名対象室名対象室名

測定方法測定方法測定方法測定方法測定方法測定方法測定方法

・・・・・・・

安全衛生管理安全衛生管理安全衛生管理安全衛生管理安全衛生管理安全衛生管理安全衛生管理

※※※※※※※ 石綿作業主任者石綿作業主任者石綿作業主任者石綿作業主任者石綿作業主任者石綿作業主任者石綿作業主任者

石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下，「石綿則」という。）に基石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下，「石綿則」という。）に基石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下，「石綿則」という。）に基石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下，「石綿則」という。）に基石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下，「石綿則」という。）に基石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下，「石綿則」という。）に基石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下，「石綿則」という。）に基

づき，石綿作業主任者を選定する。なお，石綿作業主任者は，石綿作業主任者技能講づき，石綿作業主任者を選定する。なお，石綿作業主任者は，石綿作業主任者技能講づき，石綿作業主任者を選定する。なお，石綿作業主任者は，石綿作業主任者技能講づき，石綿作業主任者を選定する。なお，石綿作業主任者は，石綿作業主任者技能講づき，石綿作業主任者を選定する。なお，石綿作業主任者は，石綿作業主任者技能講づき，石綿作業主任者を選定する。なお，石綿作業主任者は，石綿作業主任者技能講づき，石綿作業主任者を選定する。なお，石綿作業主任者は，石綿作業主任者技能講

習修了者，又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。習修了者，又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。習修了者，又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。習修了者，又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。習修了者，又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。習修了者，又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。習修了者，又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。

・・・・・・・ 除去作業者除去作業者除去作業者除去作業者除去作業者除去作業者除去作業者

アスベスト含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は，石アスベスト含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は，石アスベスト含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は，石アスベスト含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は，石アスベスト含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は，石アスベスト含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は，石アスベスト含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は，石

綿則に基づく特別の教育を受けた者とする。綿則に基づく特別の教育を受けた者とする。綿則に基づく特別の教育を受けた者とする。綿則に基づく特別の教育を受けた者とする。綿則に基づく特別の教育を受けた者とする。綿則に基づく特別の教育を受けた者とする。綿則に基づく特別の教育を受けた者とする。

・・・・・・・ 表示及び掲示表示及び掲示表示及び掲示表示及び掲示表示及び掲示表示及び掲示表示及び掲示

作業現場の見やすい場所に，石綿則第34条に基づく掲示をする。作業現場の見やすい場所に，石綿則第34条に基づく掲示をする。作業現場の見やすい場所に，石綿則第34条に基づく掲示をする。作業現場の見やすい場所に，石綿則第34条に基づく掲示をする。作業現場の見やすい場所に，石綿則第34条に基づく掲示をする。作業現場の見やすい場所に，石綿則第34条に基づく掲示をする。作業現場の見やすい場所に，石綿則第34条に基づく掲示をする。

除去作業者の呼吸用保護具・保護衣除去作業者の呼吸用保護具・保護衣除去作業者の呼吸用保護具・保護衣除去作業者の呼吸用保護具・保護衣除去作業者の呼吸用保護具・保護衣除去作業者の呼吸用保護具・保護衣除去作業者の呼吸用保護具・保護衣

呼吸用保護具（国家検定合格品呼吸用保護具（国家検定合格品呼吸用保護具（国家検定合格品呼吸用保護具（国家検定合格品呼吸用保護具（国家検定合格品呼吸用保護具（国家検定合格品呼吸用保護具（国家検定合格品・・・・・・・

※※※※※※※ その他の仕様は建築改修標準仕様書による。その他の仕様は建築改修標準仕様書による。その他の仕様は建築改修標準仕様書による。その他の仕様は建築改修標準仕様書による。その他の仕様は建築改修標準仕様書による。その他の仕様は建築改修標準仕様書による。その他の仕様は建築改修標準仕様書による。

ＲＬ２又はＲＳ２ＲＬ２又はＲＳ２ＲＬ２又はＲＳ２ＲＬ２又はＲＳ２ＲＬ２又はＲＳ２ＲＬ２又はＲＳ２ＲＬ２又はＲＳ２・・・・・・・ ・・・・・・・ ）））））））

・・・・・・・

・・・・・・・

ア ス ベ ス ト 含 有 成 形 板 の 仕 様ア ス ベ ス ト 含 有 成 形 板 の 仕 様ア ス ベ ス ト 含 有 成 形 板 の 仕 様ア ス ベ ス ト 含 有 成 形 板 の 仕 様ア ス ベ ス ト 含 有 成 形 板 の 仕 様ア ス ベ ス ト 含 有 成 形 板 の 仕 様ア ス ベ ス ト 含 有 成 形 板 の 仕 様

石綿スレート石綿スレート石綿スレート石綿スレート石綿スレート石綿スレート石綿スレート

石綿セメントけい酸カルシウム板石綿セメントけい酸カルシウム板石綿セメントけい酸カルシウム板石綿セメントけい酸カルシウム板石綿セメントけい酸カルシウム板石綿セメントけい酸カルシウム板石綿セメントけい酸カルシウム板

・・・・・・・ その他その他その他その他その他その他その他

使 用 部 位使 用 部 位使 用 部 位使 用 部 位使 用 部 位使 用 部 位使 用 部 位

アスベスト含有アスベスト含有アスベスト含有アスベスト含有アスベスト含有アスベスト含有アスベスト含有

成形板の処理等成形板の処理等成形板の処理等成形板の処理等成形板の処理等成形板の処理等成形板の処理等

処理を行うアスベスト含有成形板の仕様及び部位処理を行うアスベスト含有成形板の仕様及び部位処理を行うアスベスト含有成形板の仕様及び部位処理を行うアスベスト含有成形板の仕様及び部位処理を行うアスベスト含有成形板の仕様及び部位処理を行うアスベスト含有成形板の仕様及び部位処理を行うアスベスト含有成形板の仕様及び部位

（（（（（（（ ）））））））

※※※※※※※ 事前に施工調査等により広く確認を行う。事前に施工調査等により広く確認を行う。事前に施工調査等により広く確認を行う。事前に施工調査等により広く確認を行う。事前に施工調査等により広く確認を行う。事前に施工調査等により広く確認を行う。事前に施工調査等により広く確認を行う。

分 類分 類分 類分 類分 類分 類分 類

着 手 前着 手 前着 手 前着 手 前着 手 前着 手 前着 手 前

工 事 中工 事 中工 事 中工 事 中工 事 中工 事 中工 事 中

完 成 時完 成 時完 成 時完 成 時完 成 時完 成 時完 成 時

規 格規 格規 格規 格規 格規 格規 格 撮 影 枚 数撮 影 枚 数撮 影 枚 数撮 影 枚 数撮 影 枚 数撮 影 枚 数撮 影 枚 数

必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数

必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数

各 室 ４ 面各 室 ４ 面各 室 ４ 面各 室 ４ 面各 室 ４ 面各 室 ４ 面各 室 ４ 面

外 景 ４ 面外 景 ４ 面外 景 ４ 面外 景 ４ 面外 景 ４ 面外 景 ４ 面外 景 ４ 面

提出部数提出部数提出部数提出部数提出部数提出部数提出部数

１１１１１１１

１１１１１１１

１１１１１１１

・・・・・・・

Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）

Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）

２Ｌ判程度（カラー）２Ｌ判程度（カラー）２Ｌ判程度（カラー）２Ｌ判程度（カラー）２Ｌ判程度（カラー）２Ｌ判程度（カラー）２Ｌ判程度（カラー）

完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ Ａ３判を２つ折りにして製本Ａ３判を２つ折りにして製本Ａ３判を２つ折りにして製本Ａ３判を２つ折りにして製本Ａ３判を２つ折りにして製本Ａ３判を２つ折りにして製本Ａ３判を２つ折りにして製本

竣工図電子データ竣工図電子データ竣工図電子データ竣工図電子データ竣工図電子データ竣工図電子データ竣工図電子データ

）））））））・・・・・・・ 承諾図承諾図承諾図承諾図承諾図承諾図承諾図※※※※※※※ 完成図完成図完成図完成図完成図完成図完成図（（（（（（（竣工図竣工図竣工図竣工図竣工図竣工図竣工図※※※※※※※

速やかに次の図書を提出する。速やかに次の図書を提出する。速やかに次の図書を提出する。速やかに次の図書を提出する。速やかに次の図書を提出する。速やかに次の図書を提出する。速やかに次の図書を提出する。

（電子データ形式等は，監督員の指示による。）（電子データ形式等は，監督員の指示による。）（電子データ形式等は，監督員の指示による。）（電子データ形式等は，監督員の指示による。）（電子データ形式等は，監督員の指示による。）（電子データ形式等は，監督員の指示による。）（電子データ形式等は，監督員の指示による。）

※※※※※※※ 完成時のみ　完成時のみ　完成時のみ　完成時のみ　完成時のみ　完成時のみ　完成時のみ　 ・・・・・・・ 全て）全て）全て）全て）全て）全て）全て） しないしないしないしないしないしないしない・・・・・・・原版の提出原版の提出原版の提出原版の提出原版の提出原版の提出原版の提出

完　成　時　写　真完　成　時　写　真完　成　時　写　真完　成　時　写　真完　成　時　写　真完　成　時　写　真完　成　時　写　真

着手前・工事中写真着手前・工事中写真着手前・工事中写真着手前・工事中写真着手前・工事中写真着手前・工事中写真着手前・工事中写真 ※※※※※※※ Ａ４判印刷，若しくはＡ４判写真帳Ａ４判印刷，若しくはＡ４判写真帳Ａ４判印刷，若しくはＡ４判写真帳Ａ４判印刷，若しくはＡ４判写真帳Ａ４判印刷，若しくはＡ４判写真帳Ａ４判印刷，若しくはＡ４判写真帳Ａ４判印刷，若しくはＡ４判写真帳

※※※※※※※ アルバム（Ａ４判程度）アルバム（Ａ４判程度）アルバム（Ａ４判程度）アルバム（Ａ４判程度）アルバム（Ａ４判程度）アルバム（Ａ４判程度）アルバム（Ａ４判程度） ・・・・・・・ 写真帳写真帳写真帳写真帳写真帳写真帳写真帳

（検査後１４日以内に提出する。）（検査後１４日以内に提出する。）（検査後１４日以内に提出する。）（検査後１４日以内に提出する。）（検査後１４日以内に提出する。）（検査後１４日以内に提出する。）（検査後１４日以内に提出する。）

※※※※※※※ するするするするするするする （（（（（（（

工事及び完成写真工事及び完成写真工事及び完成写真工事及び完成写真工事及び完成写真工事及び完成写真工事及び完成写真

部部部部部部部

部部部部部部部

一式（竣工図電子データ作成要領による。）一式（竣工図電子データ作成要領による。）一式（竣工図電子データ作成要領による。）一式（竣工図電子データ作成要領による。）一式（竣工図電子データ作成要領による。）一式（竣工図電子データ作成要領による。）一式（竣工図電子データ作成要領による。）

・・・・・・・ ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等），データ形式等は監督員の指示による。）ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等），データ形式等は監督員の指示による。）ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等），データ形式等は監督員の指示による。）ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等），データ形式等は監督員の指示による。）ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等），データ形式等は監督員の指示による。）ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等），データ形式等は監督員の指示による。）ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等），データ形式等は監督員の指示による。）

(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)

４項目４項目４項目４項目４項目４項目４項目 （ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,パラジクロロベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,パラジクロロベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,パラジクロロベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,パラジクロロベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,パラジクロロベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,パラジクロロベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,パラジクロロベンゼン）

５項目５項目５項目５項目５項目５項目５項目 （ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン）（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン）

６項目６項目６項目６項目６項目６項目６項目

　文部科学省の「学校環境衛生の基準」による。　文部科学省の「学校環境衛生の基準」による。　文部科学省の「学校環境衛生の基準」による。　文部科学省の「学校環境衛生の基準」による。　文部科学省の「学校環境衛生の基準」による。　文部科学省の「学校環境衛生の基準」による。　文部科学省の「学校環境衛生の基準」による。

(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)

(1.3.7)(1.3.7)(1.3.7)(1.3.7)(1.3.7)(1.3.7)(1.3.7)

(1.3.11)(1.3.11)(1.3.11)(1.3.11)(1.3.11)(1.3.11)(1.3.11)

(1.5.2)(1.5.2)(1.5.2)(1.5.2)(1.5.2)(1.5.2)(1.5.2)

(1.5.9)(1.5.9)(1.5.9)(1.5.9)(1.5.9)(1.5.9)(1.5.9)

(1.7.1～3)(1.7.1～3)(1.7.1～3)(1.7.1～3)(1.7.1～3)(1.7.1～3)(1.7.1～3)

工事中は，騒音，振動の発生，粉塵の飛散（散水），道路の汚染等の防止に努めること。工事中は，騒音，振動の発生，粉塵の飛散（散水），道路の汚染等の防止に努めること。工事中は，騒音，振動の発生，粉塵の飛散（散水），道路の汚染等の防止に努めること。工事中は，騒音，振動の発生，粉塵の飛散（散水），道路の汚染等の防止に努めること。工事中は，騒音，振動の発生，粉塵の飛散（散水），道路の汚染等の防止に努めること。工事中は，騒音，振動の発生，粉塵の飛散（散水），道路の汚染等の防止に努めること。工事中は，騒音，振動の発生，粉塵の飛散（散水），道路の汚染等の防止に努めること。

※低騒音型・低振動型建設機械を使用すること（近隣住民の生活環境の保全の必要性がある場合）※低騒音型・低振動型建設機械を使用すること（近隣住民の生活環境の保全の必要性がある場合）※低騒音型・低振動型建設機械を使用すること（近隣住民の生活環境の保全の必要性がある場合）※低騒音型・低振動型建設機械を使用すること（近隣住民の生活環境の保全の必要性がある場合）※低騒音型・低振動型建設機械を使用すること（近隣住民の生活環境の保全の必要性がある場合）※低騒音型・低振動型建設機械を使用すること（近隣住民の生活環境の保全の必要性がある場合）※低騒音型・低振動型建設機械を使用すること（近隣住民の生活環境の保全の必要性がある場合）

・・・・・・・

13131313131313

12121212121212

９９９９９９９

８８８８８８８

10101010101010

11111111111111 特別な材料の工法特別な材料の工法特別な材料の工法特別な材料の工法特別な材料の工法特別な材料の工法特別な材料の工法

・・・・・・・ 労働安全衛生法第３０条第２項の規定に基づく指名労働安全衛生法第３０条第２項の規定に基づく指名労働安全衛生法第３０条第２項の規定に基づく指名労働安全衛生法第３０条第２項の規定に基づく指名労働安全衛生法第３０条第２項の規定に基づく指名労働安全衛生法第３０条第２項の規定に基づく指名労働安全衛生法第３０条第２項の規定に基づく指名 ・・・・・・・ 無し無し無し無し無し無し無し有り有り有り有り有り有り有り・・・・・・・

本工事は，交通誘導員として　 　 人を見込んでいる。本工事は，交通誘導員として　 　 人を見込んでいる。本工事は，交通誘導員として　 　 人を見込んでいる。本工事は，交通誘導員として　 　 人を見込んでいる。本工事は，交通誘導員として　 　 人を見込んでいる。本工事は，交通誘導員として　 　 人を見込んでいる。本工事は，交通誘導員として　 　 人を見込んでいる。

撮影を行い監督員に提出する。撮影を行い監督員に提出する。撮影を行い監督員に提出する。撮影を行い監督員に提出する。撮影を行い監督員に提出する。撮影を行い監督員に提出する。撮影を行い監督員に提出する。

(1.3.7)(1.3.7)(1.3.7)(1.3.7)(1.3.7)(1.3.7)(1.3.7)

(1.3.11)(1.3.11)(1.3.11)(1.3.11)(1.3.11)(1.3.11)(1.3.11)

(1.5.2)(1.5.2)(1.5.2)(1.5.2)(1.5.2)(1.5.2)(1.5.2)

(1.5.9)(1.5.9)(1.5.9)(1.5.9)(1.5.9)(1.5.9)(1.5.9)

（建築改修標準仕様書　9.1.5）（建築改修標準仕様書　9.1.5）（建築改修標準仕様書　9.1.5）（建築改修標準仕様書　9.1.5）（建築改修標準仕様書　9.1.5）（建築改修標準仕様書　9.1.5）（建築改修標準仕様書　9.1.5）

(1.7.1)(1.7.1)(1.7.1)(1.7.1)(1.7.1)(1.7.1)(1.7.1)

(1.7.2)(1.7.2)(1.7.2)(1.7.2)(1.7.2)(1.7.2)(1.7.2)

(1.7.3)(1.7.3)(1.7.3)(1.7.3)(1.7.3)(1.7.3)(1.7.3)

施工図施工図施工図施工図施工図施工図施工図

Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）Ｌ判程度（カラー）

16161616161616

15151515151515

14141414141414

(1.1.4)(1.1.4)(1.1.4)(1.1.4)(1.1.4)(1.1.4)(1.1.4)

(1.1.7)(1.1.7)(1.1.7)(1.1.7)(1.1.7)(1.1.7)(1.1.7)

(1.3.1)(1.3.1)(1.3.1)(1.3.1)(1.3.1)(1.3.1)(1.3.1)

(1.1.5)(1.1.5)(1.1.5)(1.1.5)(1.1.5)(1.1.5)(1.1.5)

(1.3.3)(1.3.3)(1.3.3)(1.3.3)(1.3.3)(1.3.3)(1.3.3)

(1.3.5)(1.3.5)(1.3.5)(1.3.5)(1.3.5)(1.3.5)(1.3.5)

福山市神辺町字下御領46番地2福山市神辺町字下御領46番地2福山市神辺町字下御領46番地2福山市神辺町字下御領46番地2福山市神辺町字下御領46番地2福山市神辺町字下御領46番地2福山市神辺町字下御領46番地2

冷暖房換気設備工事冷暖房換気設備工事冷暖房換気設備工事冷暖房換気設備工事冷暖房換気設備工事冷暖房換気設備工事冷暖房換気設備工事

カーテン取付工事カーテン取付工事カーテン取付工事カーテン取付工事カーテン取付工事カーテン取付工事カーテン取付工事



W165×H103.8：HAKO/GH12号(タニタ)同等品W165×H103.8：HAKO/GH12号(タニタ)同等品W165×H103.8：HAKO/GH12号(タニタ)同等品W165×H103.8：HAKO/GH12号(タニタ)同等品W165×H103.8：HAKO/GH12号(タニタ)同等品W165×H103.8：HAKO/GH12号(タニタ)同等品W165×H103.8：HAKO/GH12号(タニタ)同等品

(13.5.2)(13.5.2)(13.5.2)(13.5.2)(13.5.2)(13.5.2)(13.5.2)

(13.5.2)(13.5.2)(13.5.2)(13.5.2)(13.5.2)(13.5.2)(13.5.2)

３３３３３３３ といといといといといといとい ・・・・・・・軒どい軒どい軒どい軒どい軒どい軒どい軒どい

材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質

材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称
図面No図面No図面No図面No図面No図面No図面No

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称設計設計設計設計設計設計設計

Ver.2304Ver.2304Ver.2304Ver.2304Ver.2304Ver.2304Ver.2304

福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事

BⅠ類BⅠ類BⅠ類BⅠ類BⅠ類BⅠ類BⅠ類

BⅠ類BⅠ類BⅠ類BⅠ類BⅠ類BⅠ類BⅠ類外壁(腰壁)外壁(腰壁)外壁(腰壁)外壁(腰壁)外壁(腰壁)外壁(腰壁)外壁(腰壁)

AⅡ類AⅡ類AⅡ類AⅡ類AⅡ類AⅡ類AⅡ類外壁(腰壁役物)外壁(腰壁役物)外壁(腰壁役物)外壁(腰壁役物)外壁(腰壁役物)外壁(腰壁役物)外壁(腰壁役物) 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

300角300角300角300角300角300角300角 無し無し無し無し無し無し無し

無し無し無し無し無し無し無し

有り有り有り有り有り有り有り

ポーチ、風除室ポーチ、風除室ポーチ、風除室ポーチ、風除室ポーチ、風除室ポーチ、風除室ポーチ、風除室

図示図示図示図示図示図示図示

土台土台土台土台土台土台土台

0.50.50.50.50.50.50.5 0.50.50.50.50.50.50.5

A-02A-02A-02A-02A-02A-02A-02

・・・・・・・

・・・・・・・ ※※※※※※※ ２等２等２等２等２等２等２等１等１等１等１等１等１等１等

・「JIS A 5905」によるミディアムデンシティファイバーボード（MDF）・「JIS A 5905」によるミディアムデンシティファイバーボード（MDF）・「JIS A 5905」によるミディアムデンシティファイバーボード（MDF）・「JIS A 5905」によるミディアムデンシティファイバーボード（MDF）・「JIS A 5905」によるミディアムデンシティファイバーボード（MDF）・「JIS A 5905」によるミディアムデンシティファイバーボード（MDF）・「JIS A 5905」によるミディアムデンシティファイバーボード（MDF）

　　　　　　　

　　　　　　　

※１５※１５※１５※１５※１５※１５※１５

　　　　　　　・・・・・・・

その他合板その他合板その他合板その他合板その他合板その他合板その他合板

厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）

・18ﾀｲﾌﾟ　※13ﾀｲﾌﾟ　・8ﾀｲﾌﾟ・18ﾀｲﾌﾟ　※13ﾀｲﾌﾟ　・8ﾀｲﾌﾟ・18ﾀｲﾌﾟ　※13ﾀｲﾌﾟ　・8ﾀｲﾌﾟ・18ﾀｲﾌﾟ　※13ﾀｲﾌﾟ　・8ﾀｲﾌﾟ・18ﾀｲﾌﾟ　※13ﾀｲﾌﾟ　・8ﾀｲﾌﾟ・18ﾀｲﾌﾟ　※13ﾀｲﾌﾟ　・8ﾀｲﾌﾟ・18ﾀｲﾌﾟ　※13ﾀｲﾌﾟ　・8ﾀｲﾌﾟ・Ｍﾀｲﾌﾟ　　　・Ｐﾀｲﾌﾟ・Ｍﾀｲﾌﾟ　　　・Ｐﾀｲﾌﾟ・Ｍﾀｲﾌﾟ　　　・Ｐﾀｲﾌﾟ・Ｍﾀｲﾌﾟ　　　・Ｐﾀｲﾌﾟ・Ｍﾀｲﾌﾟ　　　・Ｐﾀｲﾌﾟ・Ｍﾀｲﾌﾟ　　　・Ｐﾀｲﾌﾟ・Ｍﾀｲﾌﾟ　　　・Ｐﾀｲﾌﾟ

・「JIS A 5908」によるパーティクルボード・「JIS A 5908」によるパーティクルボード・「JIS A 5908」によるパーティクルボード・「JIS A 5908」によるパーティクルボード・「JIS A 5908」によるパーティクルボード・「JIS A 5908」によるパーティクルボード・「JIS A 5908」によるパーティクルボード

　　　　　　　

厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）

・「JAS 0360」による構造用パネル・「JAS 0360」による構造用パネル・「JAS 0360」による構造用パネル・「JAS 0360」による構造用パネル・「JAS 0360」による構造用パネル・「JAS 0360」による構造用パネル・「JAS 0360」による構造用パネル

寸　法寸　法寸　法寸　法寸　法寸　法寸　法

　　　　　　　

厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）

耐水性耐水性耐水性耐水性耐水性耐水性耐水性 曲げ強さ曲げ強さ曲げ強さ曲げ強さ曲げ強さ曲げ強さ曲げ強さ

耐水性耐水性耐水性耐水性耐水性耐水性耐水性 曲げ強さ曲げ強さ曲げ強さ曲げ強さ曲げ強さ曲げ強さ曲げ強さ

・・・・・・・ 構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板

厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜） 接着の程度　接着の程度　接着の程度　接着の程度　接着の程度　接着の程度　接着の程度　 表面の品質　表面の品質　表面の品質　表面の品質　表面の品質　表面の品質　表面の品質　

※※※※※※※ １２１２１２１２１２１２１２ ※Ｃ－Ｄ※Ｃ－Ｄ※Ｃ－Ｄ※Ｃ－Ｄ※Ｃ－Ｄ※Ｃ－Ｄ※Ｃ－Ｄ ・・・・・・・

福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課

建築工事　特記仕様書　№２建築工事　特記仕様書　№２建築工事　特記仕様書　№２建築工事　特記仕様書　№２建築工事　特記仕様書　№２建築工事　特記仕様書　№２建築工事　特記仕様書　№２

章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項 章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項 章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項

2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月

化粧薄板の厚さ化粧薄板の厚さ化粧薄板の厚さ化粧薄板の厚さ化粧薄板の厚さ化粧薄板の厚さ化粧薄板の厚さ

シーリング用材料シーリング用材料シーリング用材料シーリング用材料シーリング用材料シーリング用材料シーリング用材料

ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１

シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１

1.1.1.1.1.1.1.（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１ＳＲ－１

ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２

ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系

シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系

ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２ＰＵ－２

ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２

ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２

ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系ポ リ ウ レ タ ン 系

ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系

ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系ポリサルファイド系

ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２ＰＳ－２

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２ＭＳ－２

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系変 成 シ リ コ ー ン 系

「仕上げあり」とは，シーリング材表面に仕上塗材，吹付け又は塗装等を行う「仕上げあり」とは，シーリング材表面に仕上塗材，吹付け又は塗装等を行う「仕上げあり」とは，シーリング材表面に仕上塗材，吹付け又は塗装等を行う「仕上げあり」とは，シーリング材表面に仕上塗材，吹付け又は塗装等を行う「仕上げあり」とは，シーリング材表面に仕上塗材，吹付け又は塗装等を行う「仕上げあり」とは，シーリング材表面に仕上塗材，吹付け又は塗装等を行う「仕上げあり」とは，シーリング材表面に仕上塗材，吹付け又は塗装等を行う

記　号記　号記　号記　号記　号記　号記　号 主成分による区分主成分による区分主成分による区分主成分による区分主成分による区分主成分による区分主成分による区分
　被　着　体　の　組　合　せ　被　着　体　の　組　合　せ　被　着　体　の　組　合　せ　被　着　体　の　組　合　せ　被　着　体　の　組　合　せ　被　着　体　の　組　合　せ　被　着　体　の　組　合　せ

シーリング材の種類シーリング材の種類シーリング材の種類シーリング材の種類シーリング材の種類シーリング材の種類シーリング材の種類

(表9.7.1)(表9.7.1)(表9.7.1)(表9.7.1)(表9.7.1)(表9.7.1)(表9.7.1)

金　属金　属金　属金　属金　属金　属金　属

金　属金　属金　属金　属金　属金　属金　属

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

ガラスガラスガラスガラスガラスガラスガラス

石，タイル石，タイル石，タイル石，タイル石，タイル石，タイル石，タイル

ＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣ

押出し成形セメント板押出し成形セメント板押出し成形セメント板押出し成形セメント板押出し成形セメント板押出し成形セメント板押出し成形セメント板

ガラスガラスガラスガラスガラスガラスガラス

石石石石石石石

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

押出し成形押出し成形押出し成形押出し成形押出し成形押出し成形押出し成形

セメント板セメント板セメント板セメント板セメント板セメント板セメント板

ＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣ

水回り水回り水回り水回り水回り水回り水回り

タイルタイルタイルタイルタイルタイルタイル

アルミニウム製建具等の工場シールアルミニウム製建具等の工場シールアルミニウム製建具等の工場シールアルミニウム製建具等の工場シールアルミニウム製建具等の工場シールアルミニウム製建具等の工場シールアルミニウム製建具等の工場シール

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

ガラスガラスガラスガラスガラスガラスガラス

石，タイル石，タイル石，タイル石，タイル石，タイル石，タイル石，タイル

ＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣ

押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板押出成形セメント板

ガラスガラスガラスガラスガラスガラスガラス

石石石石石石石

プレキャストコンクリートプレキャストコンクリートプレキャストコンクリートプレキャストコンクリートプレキャストコンクリートプレキャストコンクリートプレキャストコンクリート

打継目地打継目地打継目地打継目地打継目地打継目地打継目地

ひび割れひび割れひび割れひび割れひび割れひび割れひび割れ

誘発目地誘発目地誘発目地誘発目地誘発目地誘発目地誘発目地

石，タイル石，タイル石，タイル石，タイル石，タイル石，タイル石，タイル

ＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣ

押出し成形押出し成形押出し成形押出し成形押出し成形押出し成形押出し成形

セメント板セメント板セメント板セメント板セメント板セメント板セメント板

ＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣ

セメント板セメント板セメント板セメント板セメント板セメント板セメント板

押出し成形押出し成形押出し成形押出し成形押出し成形押出し成形押出し成形

浴室，浴槽浴室，浴槽浴室，浴槽浴室，浴槽浴室，浴槽浴室，浴槽浴室，浴槽

キッチン，キャビネット回りキッチン，キャビネット回りキッチン，キャビネット回りキッチン，キャビネット回りキッチン，キャビネット回りキッチン，キャビネット回りキッチン，キャビネット回り

洗面，化粧台回り洗面，化粧台回り洗面，化粧台回り洗面，化粧台回り洗面，化粧台回り洗面，化粧台回り洗面，化粧台回り

セメントモルタルにセメントモルタルにセメントモルタルにセメントモルタルにセメントモルタルにセメントモルタルにセメントモルタルに ・タイル張りの種類　工法・タイル張りの種類　工法・タイル張りの種類　工法・タイル張りの種類　工法・タイル張りの種類　工法・タイル張りの種類　工法・タイル張りの種類　工法 (表11.2.2)(表11.2.2)(表11.2.2)(表11.2.2)(表11.2.2)(表11.2.2)(表11.2.2)

よるセラミックよるセラミックよるセラミックよるセラミックよるセラミックよるセラミックよるセラミック 施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 形状（mm）形状（mm）形状（mm）形状（mm）形状（mm）形状（mm）形状（mm） きじきじきじきじきじきじきじ うわぐすりうわぐすりうわぐすりうわぐすりうわぐすりうわぐすりうわぐすり 工法工法工法工法工法工法工法

タイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張り 密 着 張 り密 着 張 り密 着 張 り密 着 張 り密 着 張 り密 着 張 り密 着 張 り

改 良 積 上 げ 張 り改 良 積 上 げ 張 り改 良 積 上 げ 張 り改 良 積 上 げ 張 り改 良 積 上 げ 張 り改 良 積 上 げ 張 り改 良 積 上 げ 張 り壁壁壁壁壁壁壁
改 良 圧 着 張 り改 良 圧 着 張 り改 良 圧 着 張 り改 良 圧 着 張 り改 良 圧 着 張 り改 良 圧 着 張 り改 良 圧 着 張 り

ユニットタイルユニットタイルユニットタイルユニットタイルユニットタイルユニットタイルユニットタイル

ユニットタイルユニットタイルユニットタイルユニットタイルユニットタイルユニットタイルユニットタイル
床床床床床床床

５５５５５５５ 接着剤による接着剤による接着剤による接着剤による接着剤による接着剤による接着剤による (11.3.1)(11.3.2)(11.3.1)(11.3.2)(11.3.1)(11.3.2)(11.3.1)(11.3.2)(11.3.1)(11.3.2)(11.3.1)(11.3.2)(11.3.1)(11.3.2)

セラミックセラミックセラミックセラミックセラミックセラミックセラミック 施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所 形状（mm）形状（mm）形状（mm）形状（mm）形状（mm）形状（mm）形状（mm） きじきじきじきじきじきじきじ うわぐすりうわぐすりうわぐすりうわぐすりうわぐすりうわぐすりうわぐすり そ　の　他そ　の　他そ　の　他そ　の　他そ　の　他そ　の　他そ　の　他

有機質接着剤の種類有機質接着剤の種類有機質接着剤の種類有機質接着剤の種類有機質接着剤の種類有機質接着剤の種類有機質接着剤の種類 (11.3.3)(11.3.3)(11.3.3)(11.3.3)(11.3.3)(11.3.3)(11.3.3)

※※※※※※※

タイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張り

　
石
　
工
　
事

　
石
　
工
　
事

　
石
　
工
　
事

　
石
　
工
　
事

　
石
　
工
　
事

　
石
　
工
　
事

　
石
　
工
　
事

床床床床床床床 ※２等品※２等品※２等品※２等品※２等品※２等品※２等品 ・・・・・・・

その他その他その他その他その他その他その他 ※１等品※１等品※１等品※１等品※１等品※１等品※１等品 ・・・・・・・

・石材の種類及び表面仕上げ・石材の種類及び表面仕上げ・石材の種類及び表面仕上げ・石材の種類及び表面仕上げ・石材の種類及び表面仕上げ・石材の種類及び表面仕上げ・石材の種類及び表面仕上げ

厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 種類・産地・名称種類・産地・名称種類・産地・名称種類・産地・名称種類・産地・名称種類・産地・名称種類・産地・名称 工　法工　法工　法工　法工　法工　法工　法仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

(10.2.1)(10.2.1)(10.2.1)(10.2.1)(10.2.1)(10.2.1)(10.2.1)

(10.2.1)(10.2.2)(10.2.1)(10.2.2)(10.2.1)(10.2.2)(10.2.1)(10.2.2)(10.2.1)(10.2.2)(10.2.1)(10.2.2)(10.2.1)(10.2.2)

・適用しない・適用しない・適用しない・適用しない・適用しない・適用しない・適用しない

乾式工法用金物式乾式工法用金物式乾式工法用金物式乾式工法用金物式乾式工法用金物式乾式工法用金物式乾式工法用金物式 ・スライド方式・スライド方式・スライド方式・スライド方式・スライド方式・スライド方式・スライド方式 ・ロッキング方式・ロッキング方式・ロッキング方式・ロッキング方式・ロッキング方式・ロッキング方式・ロッキング方式 (10.2.2)(表10.2.4)(10.2.2)(表10.2.4)(10.2.2)(表10.2.4)(10.2.2)(表10.2.4)(10.2.2)(表10.2.4)(10.2.2)(表10.2.4)(10.2.2)(表10.2.4)

・石裏面処理材・石裏面処理材・石裏面処理材・石裏面処理材・石裏面処理材・石裏面処理材・石裏面処理材

・裏打ち処理材・裏打ち処理材・裏打ち処理材・裏打ち処理材・裏打ち処理材・裏打ち処理材・裏打ち処理材

・ドレンパイプの材質・ドレンパイプの材質・ドレンパイプの材質・ドレンパイプの材質・ドレンパイプの材質・ドレンパイプの材質・ドレンパイプの材質

・金物固定充填材料・金物固定充填材料・金物固定充填材料・金物固定充填材料・金物固定充填材料・金物固定充填材料・金物固定充填材料

（（（（（（（

（（（（（（（

（（（（（（（

（（（（（（（

）））））））

）））））））

）））））））

）））））））

(10.2.3)(10.2.3)(10.2.3)(10.2.3)(10.2.3)(10.2.3)(10.2.3)

２２２２２２２

３３３３３３３

天然石天然石天然石天然石天然石天然石天然石

取付け金物取付け金物取付け金物取付け金物取付け金物取付け金物取付け金物

その他の材料その他の材料その他の材料その他の材料その他の材料その他の材料その他の材料

建築基準法に基づき定められた風速（Ｖ0）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分建築基準法に基づき定められた風速（Ｖ0）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分建築基準法に基づき定められた風速（Ｖ0）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分建築基準法に基づき定められた風速（Ｖ0）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分建築基準法に基づき定められた風速（Ｖ0）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分建築基準法に基づき定められた風速（Ｖ0）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分建築基準法に基づき定められた風速（Ｖ0）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分

※図示による※図示による※図示による※図示による※図示による※図示による※図示による

・石材の品質・石材の品質・石材の品質・石材の品質・石材の品質・石材の品質・石材の品質

・・・・・・・

(11.1.3)(11.1.3)(11.1.3)(11.1.3)(11.1.3)(11.1.3)(11.1.3)

※屋外のタイル張り及び吹抜け部分※屋外のタイル張り及び吹抜け部分※屋外のタイル張り及び吹抜け部分※屋外のタイル張り及び吹抜け部分※屋外のタイル張り及び吹抜け部分※屋外のタイル張り及び吹抜け部分※屋外のタイル張り及び吹抜け部分

下地ひび割れ誘発目地，打継ぎ目地，構造スリットの位置及び他部材との取合い部には，下地ひび割れ誘発目地，打継ぎ目地，構造スリットの位置及び他部材との取合い部には，下地ひび割れ誘発目地，打継ぎ目地，構造スリットの位置及び他部材との取合い部には，下地ひび割れ誘発目地，打継ぎ目地，構造スリットの位置及び他部材との取合い部には，下地ひび割れ誘発目地，打継ぎ目地，構造スリットの位置及び他部材との取合い部には，下地ひび割れ誘発目地，打継ぎ目地，構造スリットの位置及び他部材との取合い部には，下地ひび割れ誘発目地，打継ぎ目地，構造スリットの位置及び他部材との取合い部には，※※※※※※※

※表11.1.1による。※表11.1.1による。※表11.1.1による。※表11.1.1による。※表11.1.1による。※表11.1.1による。※表11.1.1による。

試験試験試験試験試験試験試験

施工後の確認及び施工後の確認及び施工後の確認及び施工後の確認及び施工後の確認及び施工後の確認及び施工後の確認及び

ひび割れ誘発目地ひび割れ誘発目地ひび割れ誘発目地ひび割れ誘発目地ひび割れ誘発目地ひび割れ誘発目地ひび割れ誘発目地
　
タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

　
タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

　
タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

　
タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

　
タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

　
タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

　
タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

・図示による・図示による・図示による・図示による・図示による・図示による・図示による

２２２２２２２

・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない※行う※行う※行う※行う※行う※行う※行う

施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。

は監督員の承諾を受ける。は監督員の承諾を受ける。は監督員の承諾を受ける。は監督員の承諾を受ける。は監督員の承諾を受ける。は監督員の承諾を受ける。は監督員の承諾を受ける。

高圧水洗による目荒しは，５０Ｎ／ｍ㎡の水圧で２．５分／㎡とし，仕上り面の程度高圧水洗による目荒しは，５０Ｎ／ｍ㎡の水圧で２．５分／㎡とし，仕上り面の程度高圧水洗による目荒しは，５０Ｎ／ｍ㎡の水圧で２．５分／㎡とし，仕上り面の程度高圧水洗による目荒しは，５０Ｎ／ｍ㎡の水圧で２．５分／㎡とし，仕上り面の程度高圧水洗による目荒しは，５０Ｎ／ｍ㎡の水圧で２．５分／㎡とし，仕上り面の程度高圧水洗による目荒しは，５０Ｎ／ｍ㎡の水圧で２．５分／㎡とし，仕上り面の程度高圧水洗による目荒しは，５０Ｎ／ｍ㎡の水圧で２．５分／㎡とし，仕上り面の程度

目荒し工法目荒し工法目荒し工法目荒し工法目荒し工法目荒し工法目荒し工法

施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。

ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。

ＭＣＲ工法ＭＣＲ工法ＭＣＲ工法ＭＣＲ工法ＭＣＲ工法ＭＣＲ工法ＭＣＲ工法

※密着工法※密着工法※密着工法※密着工法※密着工法※密着工法※密着工法

・改良圧着張り・改良圧着張り・改良圧着張り・改良圧着張り・改良圧着張り・改良圧着張り・改良圧着張り

・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない

※ポリマーセメント※ポリマーセメント※ポリマーセメント※ポリマーセメント※ポリマーセメント※ポリマーセメント※ポリマーセメント

（高圧水洗）（高圧水洗）（高圧水洗）（高圧水洗）（高圧水洗）（高圧水洗）（高圧水洗）

・目荒し工法・目荒し工法・目荒し工法・目荒し工法・目荒し工法・目荒し工法・目荒し工法

・ＭＣＲ工法・ＭＣＲ工法・ＭＣＲ工法・ＭＣＲ工法・ＭＣＲ工法・ＭＣＲ工法・ＭＣＲ工法

工　　法工　　法工　　法工　　法工　　法工　　法工　　法下地モルタル塗り下地モルタル塗り下地モルタル塗り下地モルタル塗り下地モルタル塗り下地モルタル塗り下地モルタル塗り躯　体　表　面躯　体　表　面躯　体　表　面躯　体　表　面躯　体　表　面躯　体　表　面躯　体　表　面適用タイル適用タイル適用タイル適用タイル適用タイル適用タイル適用タイル

・二丁掛タイル・二丁掛タイル・二丁掛タイル・二丁掛タイル・二丁掛タイル・二丁掛タイル・二丁掛タイル

・小口タイル・小口タイル・小口タイル・小口タイル・小口タイル・小口タイル・小口タイル

・下地コンクリート素地面・下地コンクリート素地面・下地コンクリート素地面・下地コンクリート素地面・下地コンクリート素地面・下地コンクリート素地面・下地コンクリート素地面

（標準一体成型品以外は接着成型品とする）（標準一体成型品以外は接着成型品とする）（標準一体成型品以外は接着成型品とする）（標準一体成型品以外は接着成型品とする）（標準一体成型品以外は接着成型品とする）（標準一体成型品以外は接着成型品とする）（標準一体成型品以外は接着成型品とする）天端天端天端天端天端天端天端

出隅，窓台，マグサ出隅，窓台，マグサ出隅，窓台，マグサ出隅，窓台，マグサ出隅，窓台，マグサ出隅，窓台，マグサ出隅，窓台，マグサ

出隅出隅出隅出隅出隅出隅出隅内　装内　装内　装内　装内　装内　装内　装

外　装外　装外　装外　装外　装外　装外　装

・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）

・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）※行わない※行わない※行わない※行わない※行わない※行わない※行わない

※行わない※行わない※行わない※行わない※行わない※行わない※行わないタイルの見本焼きタイルの見本焼きタイルの見本焼きタイルの見本焼きタイルの見本焼きタイルの見本焼きタイルの見本焼き

タイルの試験張りタイルの試験張りタイルの試験張りタイルの試験張りタイルの試験張りタイルの試験張りタイルの試験張り

※各部の形状は図示による※各部の形状は図示による※各部の形状は図示による※各部の形状は図示による※各部の形状は図示による※各部の形状は図示による※各部の形状は図示による役物使用箇所役物使用箇所役物使用箇所役物使用箇所役物使用箇所役物使用箇所役物使用箇所

・特注色・特注色・特注色・特注色・特注色・特注色・特注色※標準色※標準色※標準色※標準色※標準色※標準色※標準色タイルの種類タイルの種類タイルの種類タイルの種類タイルの種類タイルの種類タイルの種類

(11．2～3．7)(11．2～3．7)(11．2～3．7)(11．2～3．7)(11．2～3．7)(11．2～3．7)(11．2～3．7)

３３３３３３３ セラミックセラミックセラミックセラミックセラミックセラミックセラミック (11.1.2～1.4)(11.1.2～1.4)(11.1.2～1.4)(11.1.2～1.4)(11.1.2～1.4)(11.1.2～1.4)(11.1.2～1.4)

ポリマーセメントモルタルの調合は，15.2.3(4)による。ポリマーセメントモルタルの調合は，15.2.3(4)による。ポリマーセメントモルタルの調合は，15.2.3(4)による。ポリマーセメントモルタルの調合は，15.2.3(4)による。ポリマーセメントモルタルの調合は，15.2.3(4)による。ポリマーセメントモルタルの調合は，15.2.3(4)による。ポリマーセメントモルタルの調合は，15.2.3(4)による。

タイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張りタイル張り

・モルタル下塗り・モルタル下塗り・モルタル下塗り・モルタル下塗り・モルタル下塗り・モルタル下塗り・モルタル下塗り

・接着剤張り・接着剤張り・接着剤張り・接着剤張り・接着剤張り・接着剤張り・接着剤張り

シーリング材の試験シーリング材の試験シーリング材の試験シーリング材の試験シーリング材の試験シーリング材の試験シーリング材の試験 接着性試験接着性試験接着性試験接着性試験接着性試験接着性試験接着性試験 ※※※※※※※ 簡易接着性試験簡易接着性試験簡易接着性試験簡易接着性試験簡易接着性試験簡易接着性試験簡易接着性試験 ・・・・・・・ 引張接着性試験引張接着性試験引張接着性試験引張接着性試験引張接着性試験引張接着性試験引張接着性試験 (9.7.5)(9.7.5)(9.7.5)(9.7.5)(9.7.5)(9.7.5)(9.7.5)

12121212121212 １１１１１１１ 適用基準等適用基準等適用基準等適用基準等適用基準等適用基準等適用基準等 ※※※※※※※ 「建築標準仕様書」12.1.1「建築標準仕様書」12.1.1「建築標準仕様書」12.1.1「建築標準仕様書」12.1.1「建築標準仕様書」12.1.1「建築標準仕様書」12.1.1「建築標準仕様書」12.1.1 ：内装の木下地,木造作及び木仕上げの工事：内装の木下地,木造作及び木仕上げの工事：内装の木下地,木造作及び木仕上げの工事：内装の木下地,木造作及び木仕上げの工事：内装の木下地,木造作及び木仕上げの工事：内装の木下地,木造作及び木仕上げの工事：内装の木下地,木造作及び木仕上げの工事
　
木
　
工
　
事

　
木
　
工
　
事

　
木
　
工
　
事

　
木
　
工
　
事

　
木
　
工
　
事

　
木
　
工
　
事

　
木
　
工
　
事

・・・・・・・ 木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）：軸組工法等の木造建築工事に適用：軸組工法等の木造建築工事に適用：軸組工法等の木造建築工事に適用：軸組工法等の木造建築工事に適用：軸組工法等の木造建築工事に適用：軸組工法等の木造建築工事に適用：軸組工法等の木造建築工事に適用

・・・・・・・ 住宅金融支援機構木造住宅工事仕様書（最新版）の木造躯体工事住宅金融支援機構木造住宅工事仕様書（最新版）の木造躯体工事住宅金融支援機構木造住宅工事仕様書（最新版）の木造躯体工事住宅金融支援機構木造住宅工事仕様書（最新版）の木造躯体工事住宅金融支援機構木造住宅工事仕様書（最新版）の木造躯体工事住宅金融支援機構木造住宅工事仕様書（最新版）の木造躯体工事住宅金融支援機構木造住宅工事仕様書（最新版）の木造躯体工事

・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ

施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm） 施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）

造作用集成材造作用集成材造作用集成材造作用集成材造作用集成材造作用集成材造作用集成材６６６６６６６ 「集成材の日本農林規格」による造作用集成材「集成材の日本農林規格」による造作用集成材「集成材の日本農林規格」による造作用集成材「集成材の日本農林規格」による造作用集成材「集成材の日本農林規格」による造作用集成材「集成材の日本農林規格」による造作用集成材「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

・化粧ばり造作用集成材・化粧ばり造作用集成材・化粧ばり造作用集成材・化粧ばり造作用集成材・化粧ばり造作用集成材・化粧ばり造作用集成材・化粧ばり造作用集成材

杉杉杉杉杉杉杉 ※１．０以上※１．０以上※１．０以上※１．０以上※１．０以上※１．０以上※１．０以上

杉杉杉杉杉杉杉 ※０．６以上※０．６以上※０．６以上※０．６以上※０．６以上※０．６以上※０．６以上

杉杉杉杉杉杉杉 ※０．２以上※０．２以上※０．２以上※０．２以上※０．２以上※０．２以上※０．２以上

※１．５以上※１．５以上※１．５以上※１．５以上※１．５以上※１．５以上※１．５以上

－－－－－－－ メラミン樹脂化粧板メラミン樹脂化粧板メラミン樹脂化粧板メラミン樹脂化粧板メラミン樹脂化粧板メラミン樹脂化粧板メラミン樹脂化粧板 ※１．０以上※１．０以上※１．０以上※１．０以上※１．０以上※１．０以上※１．０以上

・化粧ばり構造用集成柱・化粧ばり構造用集成柱・化粧ばり構造用集成柱・化粧ばり構造用集成柱・化粧ばり構造用集成柱・化粧ばり構造用集成柱・化粧ばり構造用集成柱

「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ

・化粧ばり造作用集成材・化粧ばり造作用集成材・化粧ばり造作用集成材・化粧ばり造作用集成材・化粧ばり造作用集成材・化粧ばり造作用集成材・化粧ばり造作用集成材

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)化粧薄板の厚さ化粧薄板の厚さ化粧薄板の厚さ化粧薄板の厚さ化粧薄板の厚さ化粧薄板の厚さ化粧薄板の厚さ

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

・化粧ばり構造用集成柱・化粧ばり構造用集成柱・化粧ばり構造用集成柱・化粧ばり構造用集成柱・化粧ばり構造用集成柱・化粧ばり構造用集成柱・化粧ばり構造用集成柱

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

１等１等１等１等１等１等１等

１等１等１等１等１等１等１等

１等１等１等１等１等１等１等

１等１等１等１等１等１等１等

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

(12.3.1)(12.3.1)(12.3.1)(12.3.1)(12.3.1)(12.3.1)(12.3.1)防腐･防蟻処理防腐･防蟻処理防腐･防蟻処理防腐･防蟻処理防腐･防蟻処理防腐･防蟻処理防腐･防蟻処理

　適用部位　適用部位　適用部位　適用部位　適用部位　適用部位　適用部位

・防腐,防蟻処理が不要な樹種による製材・防腐,防蟻処理が不要な樹種による製材・防腐,防蟻処理が不要な樹種による製材・防腐,防蟻処理が不要な樹種による製材・防腐,防蟻処理が不要な樹種による製材・防腐,防蟻処理が不要な樹種による製材・防腐,防蟻処理が不要な樹種による製材

）））））））（（（（（（（

　適用部位　適用部位　適用部位　適用部位　適用部位　適用部位　適用部位 ）））））））（（（（（（（

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

・合板等の加圧注入による防腐･防蟻処理・合板等の加圧注入による防腐･防蟻処理・合板等の加圧注入による防腐･防蟻処理・合板等の加圧注入による防腐･防蟻処理・合板等の加圧注入による防腐･防蟻処理・合板等の加圧注入による防腐･防蟻処理・合板等の加圧注入による防腐･防蟻処理

　保存処理性能区分　・Ｋ３　・（　　　　　）　保存処理性能区分　・Ｋ３　・（　　　　　）　保存処理性能区分　・Ｋ３　・（　　　　　）　保存処理性能区分　・Ｋ３　・（　　　　　）　保存処理性能区分　・Ｋ３　・（　　　　　）　保存処理性能区分　・Ｋ３　・（　　　　　）　保存処理性能区分　・Ｋ３　・（　　　　　）

(12.3.1.ｱ)(12.3.1.ｱ)(12.3.1.ｱ)(12.3.1.ｱ)(12.3.1.ｱ)(12.3.1.ｱ)(12.3.1.ｱ)

(12.3.1.ｲ)(12.3.1.ｲ)(12.3.1.ｲ)(12.3.1.ｲ)(12.3.1.ｲ)(12.3.1.ｲ)(12.3.1.ｲ)

(12.3.1.ｳ)(12.3.1.ｳ)(12.3.1.ｳ)(12.3.1.ｳ)(12.3.1.ｳ)(12.3.1.ｳ)(12.3.1.ｳ)

(12.3.1.ｴ)(12.3.1.ｴ)(12.3.1.ｴ)(12.3.1.ｴ)(12.3.1.ｴ)(12.3.1.ｴ)(12.3.1.ｴ)

11111111111111

７７７７７７７ 造作用単板積層材造作用単板積層材造作用単板積層材造作用単板積層材造作用単板積層材造作用単板積層材造作用単板積層材

・単板積層材・単板積層材・単板積層材・単板積層材・単板積層材・単板積層材・単板積層材

・単板積層材・単板積層材・単板積層材・単板積層材・単板積層材・単板積層材・単板積層材

※14％以下※14％以下※14％以下※14％以下※14％以下※14％以下※14％以下

※14％以下※14％以下※14％以下※14％以下※14％以下※14％以下※14％以下

８８８８８８８ 直交集成材直交集成材直交集成材直交集成材直交集成材直交集成材直交集成材

12121212121212 防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理 ・行う（ＪＡＳ保存処理の性能区分Ｋ１）・行う（ＪＡＳ保存処理の性能区分Ｋ１）・行う（ＪＡＳ保存処理の性能区分Ｋ１）・行う（ＪＡＳ保存処理の性能区分Ｋ１）・行う（ＪＡＳ保存処理の性能区分Ｋ１）・行う（ＪＡＳ保存処理の性能区分Ｋ１）・行う（ＪＡＳ保存処理の性能区分Ｋ１） ・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない (12.3.2)(12.3.2)(12.3.2)(12.3.2)(12.3.2)(12.3.2)(12.3.2)

13131313131313 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等の 間仕切軸組に用いる木材　　　　　　（・杉　・松　）間仕切軸組に用いる木材　　　　　　（・杉　・松　）間仕切軸組に用いる木材　　　　　　（・杉　・松　）間仕切軸組に用いる木材　　　　　　（・杉　・松　）間仕切軸組に用いる木材　　　　　　（・杉　・松　）間仕切軸組に用いる木材　　　　　　（・杉　・松　）間仕切軸組に用いる木材　　　　　　（・杉　・松　） (12.4.1)(12.4.1)(12.4.1)(12.4.1)(12.4.1)(12.4.1)(12.4.1)

内部間仕切軸組内部間仕切軸組内部間仕切軸組内部間仕切軸組内部間仕切軸組内部間仕切軸組内部間仕切軸組 床組に用いる木材　　　　　　　　　（・杉　・松　・　　　）床組に用いる木材　　　　　　　　　（・杉　・松　・　　　）床組に用いる木材　　　　　　　　　（・杉　・松　・　　　）床組に用いる木材　　　　　　　　　（・杉　・松　・　　　）床組に用いる木材　　　　　　　　　（・杉　・松　・　　　）床組に用いる木材　　　　　　　　　（・杉　・松　・　　　）床組に用いる木材　　　　　　　　　（・杉　・松　・　　　）

及び床組及び床組及び床組及び床組及び床組及び床組及び床組

(12.5.1)(12.5.1)(12.5.1)(12.5.1)(12.5.1)(12.5.1)(12.5.1)14141414141414 窓,出入口その他窓,出入口その他窓,出入口その他窓,出入口その他窓,出入口その他窓,出入口その他窓,出入口その他 窓,出入口その他に用いる木材窓,出入口その他に用いる木材窓,出入口その他に用いる木材窓,出入口その他に用いる木材窓,出入口その他に用いる木材窓,出入口その他に用いる木材窓,出入口その他に用いる木材

吊元枠,水掛りの下枠及び敷居　（・ひのき　　　　・　　　　　　　）吊元枠,水掛りの下枠及び敷居　（・ひのき　　　　・　　　　　　　）吊元枠,水掛りの下枠及び敷居　（・ひのき　　　　・　　　　　　　）吊元枠,水掛りの下枠及び敷居　（・ひのき　　　　・　　　　　　　）吊元枠,水掛りの下枠及び敷居　（・ひのき　　　　・　　　　　　　）吊元枠,水掛りの下枠及び敷居　（・ひのき　　　　・　　　　　　　）吊元枠,水掛りの下枠及び敷居　（・ひのき　　　　・　　　　　　　）

その他　　　　　　　　 　　　（・松　　・杉　　・　  　　　　　）その他　　　　　　　　 　　　（・松　　・杉　　・　  　　　　　）その他　　　　　　　　 　　　（・松　　・杉　　・　  　　　　　）その他　　　　　　　　 　　　（・松　　・杉　　・　  　　　　　）その他　　　　　　　　 　　　（・松　　・杉　　・　  　　　　　）その他　　　　　　　　 　　　（・松　　・杉　　・　  　　　　　）その他　　　　　　　　 　　　（・松　　・杉　　・　  　　　　　）

(12.6.1)(12.6.1)(12.6.1)(12.6.1)(12.6.1)(12.6.1)(12.6.1)15151515151515 床板張り床板張り床板張り床板張り床板張り床板張り床板張り 縁甲板及び上がりがまちに用いる木材 （・ひのき　　・　　　　　　　　　）縁甲板及び上がりがまちに用いる木材 （・ひのき　　・　　　　　　　　　）縁甲板及び上がりがまちに用いる木材 （・ひのき　　・　　　　　　　　　）縁甲板及び上がりがまちに用いる木材 （・ひのき　　・　　　　　　　　　）縁甲板及び上がりがまちに用いる木材 （・ひのき　　・　　　　　　　　　）縁甲板及び上がりがまちに用いる木材 （・ひのき　　・　　　　　　　　　）縁甲板及び上がりがまちに用いる木材 （・ひのき　　・　　　　　　　　　）

16161616161616 壁及び天井下地壁及び天井下地壁及び天井下地壁及び天井下地壁及び天井下地壁及び天井下地壁及び天井下地 木材　　　　　　　　　　　　　　　 （・杉　　・松　　・　　 　　   　）木材　　　　　　　　　　　　　　　 （・杉　　・松　　・　　 　　   　）木材　　　　　　　　　　　　　　　 （・杉　　・松　　・　　 　　   　）木材　　　　　　　　　　　　　　　 （・杉　　・松　　・　　 　　   　）木材　　　　　　　　　　　　　　　 （・杉　　・松　　・　　 　　   　）木材　　　　　　　　　　　　　　　 （・杉　　・松　　・　　 　　   　）木材　　　　　　　　　　　　　　　 （・杉　　・松　　・　　 　　   　） (12.7.1)(12.7.1)(12.7.1)(12.7.1)(12.7.1)(12.7.1)(12.7.1)

・かん合形・かん合形・かん合形・かん合形・かん合形・かん合形・かん合形・はぜ締め形・はぜ締め形・はぜ締め形・はぜ締め形・はぜ締め形・はぜ締め形・はぜ締め形※重ね形※重ね形※重ね形※重ね形※重ね形※重ね形※重ね形

・・・・・・・

種類種類種類種類種類種類種類

形式形式形式形式形式形式形式

（Ａ種，ＳＧ）（Ａ種，ＳＧ）（Ａ種，ＳＧ）（Ａ種，ＳＧ）（Ａ種，ＳＧ）（Ａ種，ＳＧ）（Ａ種，ＳＧ）

　
屋
根
及
び
と
い
工
事

　
屋
根
及
び
と
い
工
事

　
屋
根
及
び
と
い
工
事

　
屋
根
及
び
と
い
工
事

　
屋
根
及
び
と
い
工
事

　
屋
根
及
び
と
い
工
事

　
屋
根
及
び
と
い
工
事

（Ａ種，ＳＧ）（Ａ種，ＳＧ）（Ａ種，ＳＧ）（Ａ種，ＳＧ）（Ａ種，ＳＧ）（Ａ種，ＳＧ）（Ａ種，ＳＧ）

(13.2.2～3)(13.2.2～3)(13.2.2～3)(13.2.2～3)(13.2.2～3)(13.2.2～3)(13.2.2～3)

(表13.2.1)(表13.2.1)(表13.2.1)(表13.2.1)(表13.2.1)(表13.2.1)(表13.2.1)

(表13.2.1)(表13.2.1)(表13.2.1)(表13.2.1)(表13.2.1)(表13.2.1)(表13.2.1)

(13.3.3)(13.3.3)(13.3.3)(13.3.3)(13.3.3)(13.3.3)(13.3.3)

(13.3.2)(13.3.2)(13.3.2)(13.3.2)(13.3.2)(13.3.2)(13.3.2)

※　打診による確認※　打診による確認※　打診による確認※　打診による確認※　打診による確認※　打診による確認※　打診による確認

・（　　　　　　　）・（　　　　　　　）・（　　　　　　　）・（　　　　　　　）・（　　　　　　　）・（　　　　　　　）・（　　　　　　　）

樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具

樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具

場合を示す。なお，仕上げを行わない場合は特記による。場合を示す。なお，仕上げを行わない場合は特記による。場合を示す。なお，仕上げを行わない場合は特記による。場合を示す。なお，仕上げを行わない場合は特記による。場合を示す。なお，仕上げを行わない場合は特記による。場合を示す。なお，仕上げを行わない場合は特記による。場合を示す。なお，仕上げを行わない場合は特記による。

　　　　　　　　　　　　・専門工事業者の指定する製品とし，実績等の資料を監督員に提出する　　　　　　　　　　　　・専門工事業者の指定する製品とし，実績等の資料を監督員に提出する　　　　　　　　　　　　・専門工事業者の指定する製品とし，実績等の資料を監督員に提出する　　　　　　　　　　　　・専門工事業者の指定する製品とし，実績等の資料を監督員に提出する　　　　　　　　　　　　・専門工事業者の指定する製品とし，実績等の資料を監督員に提出する　　　　　　　　　　　　・専門工事業者の指定する製品とし，実績等の資料を監督員に提出する　　　　　　　　　　　　・専門工事業者の指定する製品とし，実績等の資料を監督員に提出する

・　引張接着試験・　引張接着試験・　引張接着試験・　引張接着試験・　引張接着試験・　引張接着試験・　引張接着試験

(11.1.7)(11.1.7)(11.1.7)(11.1.7)(11.1.7)(11.1.7)(11.1.7)

・浸透性吸水防止剤　　　※図示による・浸透性吸水防止剤　　　※図示による・浸透性吸水防止剤　　　※図示による・浸透性吸水防止剤　　　※図示による・浸透性吸水防止剤　　　※図示による・浸透性吸水防止剤　　　※図示による・浸透性吸水防止剤　　　※図示による

(12.2.1.3)(12.2.1.3)(12.2.1.3)(12.2.1.3)(12.2.1.3)(12.2.1.3)(12.2.1.3)

(12.2.1.4)(12.2.1.4)(12.2.1.4)(12.2.1.4)(12.2.1.4)(12.2.1.4)(12.2.1.4)

寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法品名品名品名品名品名品名品名 種別種別種別種別種別種別種別曲げ強度（強度等級）曲げ強度（強度等級）曲げ強度（強度等級）曲げ強度（強度等級）曲げ強度（強度等級）曲げ強度（強度等級）曲げ強度（強度等級） 接着性能（使用環境）接着性能（使用環境）接着性能（使用環境）接着性能（使用環境）接着性能（使用環境）接着性能（使用環境）接着性能（使用環境）

・直交集成材・直交集成材・直交集成材・直交集成材・直交集成材・直交集成材・直交集成材

樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名

芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名 化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名

化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名 化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の厚さ（mm）

柱柱柱柱柱柱柱

かも居，なげし，廻縁かも居，なげし，廻縁かも居，なげし，廻縁かも居，なげし，廻縁かも居，なげし，廻縁かも居，なげし，廻縁かも居，なげし，廻縁

天井板天井板天井板天井板天井板天井板天井板

敷居敷居敷居敷居敷居敷居敷居

カウンターカウンターカウンターカウンターカウンターカウンターカウンター

施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所

施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所 芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名

含水率含水率含水率含水率含水率含水率含水率単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）単材の厚さ（mm）樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所

施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名 化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名 含水率含水率含水率含水率含水率含水率含水率

含水率含水率含水率含水率含水率含水率含水率芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名芯材の樹種名見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質見付け材面の品質施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名化粧薄板の樹種名

施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所

施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所施　工　箇　所 表面の品質表面の品質表面の品質表面の品質表面の品質表面の品質表面の品質

表面の品質表面の品質表面の品質表面の品質表面の品質表面の品質表面の品質 防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理

防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理 含水率含水率含水率含水率含水率含水率含水率

樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名

「JAS 3079」に規定する直交集成板「JAS 3079」に規定する直交集成板「JAS 3079」に規定する直交集成板「JAS 3079」に規定する直交集成板「JAS 3079」に規定する直交集成板「JAS 3079」に規定する直交集成板「JAS 3079」に規定する直交集成板

「JAS0701」に規定するもの以外の造作用単板積層材「JAS0701」に規定するもの以外の造作用単板積層材「JAS0701」に規定するもの以外の造作用単板積層材「JAS0701」に規定するもの以外の造作用単板積層材「JAS0701」に規定するもの以外の造作用単板積層材「JAS0701」に規定するもの以外の造作用単板積層材「JAS0701」に規定するもの以外の造作用単板積層材

「JAS0701」に規定する造作用単板積層材「JAS0701」に規定する造作用単板積層材「JAS0701」に規定する造作用単板積層材「JAS0701」に規定する造作用単板積層材「JAS0701」に規定する造作用単板積層材「JAS0701」に規定する造作用単板積層材「JAS0701」に規定する造作用単板積層材

接合具等接合具等接合具等接合具等接合具等接合具等接合具等 (12.2.2.1)(12.2.2.1)(12.2.2.1)(12.2.2.1)(12.2.2.1)(12.2.2.1)(12.2.2.1)

(12.2.2.2)(12.2.2.2)(12.2.2.2)(12.2.2.2)(12.2.2.2)(12.2.2.2)(12.2.2.2)

(12.2.2.3)(12.2.2.3)(12.2.2.3)(12.2.2.3)(12.2.2.3)(12.2.2.3)(12.2.2.3)※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆

10101010101010

現場施工のシーリング材と打継が発生する場合の工場シーリング材を示す。現場施工のシーリング材と打継が発生する場合の工場シーリング材を示す。現場施工のシーリング材と打継が発生する場合の工場シーリング材を示す。現場施工のシーリング材と打継が発生する場合の工場シーリング材を示す。現場施工のシーリング材と打継が発生する場合の工場シーリング材を示す。現場施工のシーリング材と打継が発生する場合の工場シーリング材を示す。現場施工のシーリング材と打継が発生する場合の工場シーリング材を示す。

防かびタイプの１成分形シリコーン系とする。防かびタイプの１成分形シリコーン系とする。防かびタイプの１成分形シリコーン系とする。防かびタイプの１成分形シリコーン系とする。防かびタイプの１成分形シリコーン系とする。防かびタイプの１成分形シリコーン系とする。防かびタイプの１成分形シリコーン系とする。

被着体がＡＬＣパネルの場合に用いるシーリング材は，JIS A 1439（建築用シーリング被着体がＡＬＣパネルの場合に用いるシーリング材は，JIS A 1439（建築用シーリング被着体がＡＬＣパネルの場合に用いるシーリング材は，JIS A 1439（建築用シーリング被着体がＡＬＣパネルの場合に用いるシーリング材は，JIS A 1439（建築用シーリング被着体がＡＬＣパネルの場合に用いるシーリング材は，JIS A 1439（建築用シーリング被着体がＡＬＣパネルの場合に用いるシーリング材は，JIS A 1439（建築用シーリング被着体がＡＬＣパネルの場合に用いるシーリング材は，JIS A 1439（建築用シーリング

材の試験方法）に基づく養生後の引張接着性試験における50％引張応力が0.2Ｎ／ｍ㎡材の試験方法）に基づく養生後の引張接着性試験における50％引張応力が0.2Ｎ／ｍ㎡材の試験方法）に基づく養生後の引張接着性試験における50％引張応力が0.2Ｎ／ｍ㎡材の試験方法）に基づく養生後の引張接着性試験における50％引張応力が0.2Ｎ／ｍ㎡材の試験方法）に基づく養生後の引張接着性試験における50％引張応力が0.2Ｎ／ｍ㎡材の試験方法）に基づく養生後の引張接着性試験における50％引張応力が0.2Ｎ／ｍ㎡材の試験方法）に基づく養生後の引張接着性試験における50％引張応力が0.2Ｎ／ｍ㎡

以下の製品を使用する。以下の製品を使用する。以下の製品を使用する。以下の製品を使用する。以下の製品を使用する。以下の製品を使用する。以下の製品を使用する。

2.2.2.2.2.2.2.

3.3.3.3.3.3.3.

4.4.4.4.4.4.4.

5.5.5.5.5.5.5.

6.6.6.6.6.6.6.

異種シーリング材が接する場合は，監督員と協議する。異種シーリング材が接する場合は，監督員と協議する。異種シーリング材が接する場合は，監督員と協議する。異種シーリング材が接する場合は，監督員と協議する。異種シーリング材が接する場合は，監督員と協議する。異種シーリング材が接する場合は，監督員と協議する。異種シーリング材が接する場合は，監督員と協議する。

伸縮調整目地を設ける。伸縮調整目地を設ける。伸縮調整目地を設ける。伸縮調整目地を設ける。伸縮調整目地を設ける。伸縮調整目地を設ける。伸縮調整目地を設ける。

・・・・・・・ 福山市公共建築物等木材利用促進方針福山市公共建築物等木材利用促進方針福山市公共建築物等木材利用促進方針福山市公共建築物等木材利用促進方針福山市公共建築物等木材利用促進方針福山市公共建築物等木材利用促進方針福山市公共建築物等木材利用促進方針

２２２２２２２ 寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法 図面上の寸法は構造材はひき立て寸法，造作材は仕上り寸法とする。図面上の寸法は構造材はひき立て寸法，造作材は仕上り寸法とする。図面上の寸法は構造材はひき立て寸法，造作材は仕上り寸法とする。図面上の寸法は構造材はひき立て寸法，造作材は仕上り寸法とする。図面上の寸法は構造材はひき立て寸法，造作材は仕上り寸法とする。図面上の寸法は構造材はひき立て寸法，造作材は仕上り寸法とする。図面上の寸法は構造材はひき立て寸法，造作材は仕上り寸法とする。

３３３３３３３ 表面仕上げ表面仕上げ表面仕上げ表面仕上げ表面仕上げ表面仕上げ表面仕上げ 見え掛り面の表面仕上げ見え掛り面の表面仕上げ見え掛り面の表面仕上げ見え掛り面の表面仕上げ見え掛り面の表面仕上げ見え掛り面の表面仕上げ見え掛り面の表面仕上げ

(12.2.1.ｲ)(表12.2.1)(12.2.1.ｲ)(表12.2.1)(12.2.1.ｲ)(表12.2.1)(12.2.1.ｲ)(表12.2.1)(12.2.1.ｲ)(表12.2.1)(12.2.1.ｲ)(表12.2.1)(12.2.1.ｲ)(表12.2.1)４４４４４４４ 木材の含水率木材の含水率木材の含水率木材の含水率木材の含水率木材の含水率木材の含水率 下地材下地材下地材下地材下地材下地材下地材 ※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種 ・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種

造作材造作材造作材造作材造作材造作材造作材 ※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種 ・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種

（ただし，５～８項で含水率が規定されているものは，その規定による）（ただし，５～８項で含水率が規定されているものは，その規定による）（ただし，５～８項で含水率が規定されているものは，その規定による）（ただし，５～８項で含水率が規定されているものは，その規定による）（ただし，５～８項で含水率が規定されているものは，その規定による）（ただし，５～８項で含水率が規定されているものは，その規定による）（ただし，５～８項で含水率が規定されているものは，その規定による）

見え掛り面の表面仕上げ程度は，プレーナー加工のうえ，超自動機械かんな，見え掛り面の表面仕上げ程度は，プレーナー加工のうえ，超自動機械かんな，見え掛り面の表面仕上げ程度は，プレーナー加工のうえ，超自動機械かんな，見え掛り面の表面仕上げ程度は，プレーナー加工のうえ，超自動機械かんな，見え掛り面の表面仕上げ程度は，プレーナー加工のうえ，超自動機械かんな，見え掛り面の表面仕上げ程度は，プレーナー加工のうえ，超自動機械かんな，見え掛り面の表面仕上げ程度は，プレーナー加工のうえ，超自動機械かんな，

サンダー等により，使用箇所，樹種，仕上げ等に適したものとするサンダー等により，使用箇所，樹種，仕上げ等に適したものとするサンダー等により，使用箇所，樹種，仕上げ等に適したものとするサンダー等により，使用箇所，樹種，仕上げ等に適したものとするサンダー等により，使用箇所，樹種，仕上げ等に適したものとするサンダー等により，使用箇所，樹種，仕上げ等に適したものとするサンダー等により，使用箇所，樹種，仕上げ等に適したものとする

(12.1.4)(12.1.4)(12.1.4)(12.1.4)(12.1.4)(12.1.4)(12.1.4)

５５５５５５５ 製材製材製材製材製材製材製材

・・・・・・・ホルムアルデヒドの放散量　　　　※F☆☆☆☆（※１）ホルムアルデヒドの放散量　　　　※F☆☆☆☆（※１）ホルムアルデヒドの放散量　　　　※F☆☆☆☆（※１）ホルムアルデヒドの放散量　　　　※F☆☆☆☆（※１）ホルムアルデヒドの放散量　　　　※F☆☆☆☆（※１）ホルムアルデヒドの放散量　　　　※F☆☆☆☆（※１）ホルムアルデヒドの放散量　　　　※F☆☆☆☆（※１）

※１：F☆☆☆☆又はホルムアルデヒド放散量表示がない場合は，※１：F☆☆☆☆又はホルムアルデヒド放散量表示がない場合は，※１：F☆☆☆☆又はホルムアルデヒド放散量表示がない場合は，※１：F☆☆☆☆又はホルムアルデヒド放散量表示がない場合は，※１：F☆☆☆☆又はホルムアルデヒド放散量表示がない場合は，※１：F☆☆☆☆又はホルムアルデヒド放散量表示がない場合は，※１：F☆☆☆☆又はホルムアルデヒド放散量表示がない場合は，

塗装していないものは「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」塗装していないものは「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」塗装していないものは「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」塗装していないものは「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」塗装していないものは「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」塗装していないものは「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」塗装していないものは「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」

塗装したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び塗装したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び塗装したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び塗装したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び塗装したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び塗装したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び塗装したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び

ホルムアルデヒドを放散しない塗料使用」ホルムアルデヒドを放散しない塗料使用」ホルムアルデヒドを放散しない塗料使用」ホルムアルデヒドを放散しない塗料使用」ホルムアルデヒドを放散しない塗料使用」ホルムアルデヒドを放散しない塗料使用」ホルムアルデヒドを放散しない塗料使用」

化粧加工したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び化粧加工したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び化粧加工したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び化粧加工したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び化粧加工したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び化粧加工したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び化粧加工したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び

ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」

(9.7.2)(9.7.2)(9.7.2)(9.7.2)(9.7.2)(9.7.2)(9.7.2)

(9.7.5)(9.7.5)(9.7.5)(9.7.5)(9.7.5)(9.7.5)(9.7.5)

(10.2.1～2)(10.2.1～2)(10.2.1～2)(10.2.1～2)(10.2.1～2)(10.2.1～2)(10.2.1～2)

(10.2.2)(10.2.2)(10.2.2)(10.2.2)(10.2.2)(10.2.2)(10.2.2)

(10.2.3)(10.2.3)(10.2.3)(10.2.3)(10.2.3)(10.2.3)(10.2.3)

(11.1.3)(11.1.3)(11.1.3)(11.1.3)(11.1.3)(11.1.3)(11.1.3)

(11.1.7)(11.1.7)(11.1.7)(11.1.7)(11.1.7)(11.1.7)(11.1.7)

(11.1.2～4)(11.1.2～4)(11.1.2～4)(11.1.2～4)(11.1.2～4)(11.1.2～4)(11.1.2～4)

(11.2～3.7)(11.2～3.7)(11.2～3.7)(11.2～3.7)(11.2～3.7)(11.2～3.7)(11.2～3.7)

(11.2.5)(11.2.5)(11.2.5)(11.2.5)(11.2.5)(11.2.5)(11.2.5)

(11.3.1～2)(11.3.1～2)(11.3.1～2)(11.3.1～2)(11.3.1～2)(11.3.1～2)(11.3.1～2)

(12.1.4)(12.1.4)(12.1.4)(12.1.4)(12.1.4)(12.1.4)(12.1.4)

(12.2.1.ｲ)(12.2.1.ｲ)(12.2.1.ｲ)(12.2.1.ｲ)(12.2.1.ｲ)(12.2.1.ｲ)(12.2.1.ｲ)

(12.2.1.3)(12.2.1.3)(12.2.1.3)(12.2.1.3)(12.2.1.3)(12.2.1.3)(12.2.1.3)

(12.2.1.4)(12.2.1.4)(12.2.1.4)(12.2.1.4)(12.2.1.4)(12.2.1.4)(12.2.1.4)

(12.2.1.5)(12.2.1.5)(12.2.1.5)(12.2.1.5)(12.2.1.5)(12.2.1.5)(12.2.1.5)

(12.2.2.1～3)(12.2.2.1～3)(12.2.2.1～3)(12.2.2.1～3)(12.2.2.1～3)(12.2.2.1～3)(12.2.2.1～3)

(12.3.1)(12.3.1)(12.3.1)(12.3.1)(12.3.1)(12.3.1)(12.3.1)

(12.3.1.ｱ～ｴ)(12.3.1.ｱ～ｴ)(12.3.1.ｱ～ｴ)(12.3.1.ｱ～ｴ)(12.3.1.ｱ～ｴ)(12.3.1.ｱ～ｴ)(12.3.1.ｱ～ｴ)

(12.3.2)(12.3.2)(12.3.2)(12.3.2)(12.3.2)(12.3.2)(12.3.2)

(12.4.1)(12.4.1)(12.4.1)(12.4.1)(12.4.1)(12.4.1)(12.4.1)

(12.5.1)(12.5.1)(12.5.1)(12.5.1)(12.5.1)(12.5.1)(12.5.1)

(12.6.1)(12.6.1)(12.6.1)(12.6.1)(12.6.1)(12.6.1)(12.6.1)

(12.7.1)(12.7.1)(12.7.1)(12.7.1)(12.7.1)(12.7.1)(12.7.1)

　　　　　　　

(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1

外壁壁タイル接着剤張りにおける伸縮調整目地は，11.3.4(ｲ)による。外壁壁タイル接着剤張りにおける伸縮調整目地は，11.3.4(ｲ)による。外壁壁タイル接着剤張りにおける伸縮調整目地は，11.3.4(ｲ)による。外壁壁タイル接着剤張りにおける伸縮調整目地は，11.3.4(ｲ)による。外壁壁タイル接着剤張りにおける伸縮調整目地は，11.3.4(ｲ)による。外壁壁タイル接着剤張りにおける伸縮調整目地は，11.3.4(ｲ)による。外壁壁タイル接着剤張りにおける伸縮調整目地は，11.3.4(ｲ)による。

４４４４４４４

・・・・・・・ その他のタイルその他のタイルその他のタイルその他のタイルその他のタイルその他のタイルその他のタイル

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

※※※※※※※

伸縮調整目地及び伸縮調整目地及び伸縮調整目地及び伸縮調整目地及び伸縮調整目地及び伸縮調整目地及び伸縮調整目地及び ・外壁の伸縮調整目地・外壁の伸縮調整目地・外壁の伸縮調整目地・外壁の伸縮調整目地・外壁の伸縮調整目地・外壁の伸縮調整目地・外壁の伸縮調整目地11111111111111

10101010101010 １１１１１１１

８８８８８８８

７７７７７７７

F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆ ・・・・・・・

９９９９９９９ 合板等合板等合板等合板等合板等合板等合板等

(12.2.1.6)(12.2.1.6)(12.2.1.6)(12.2.1.6)(12.2.1.6)(12.2.1.6)(12.2.1.6)

「合板の日本農林規格」による下地用合板「合板の日本農林規格」による下地用合板「合板の日本農林規格」による下地用合板「合板の日本農林規格」による下地用合板「合板の日本農林規格」による下地用合板「合板の日本農林規格」による下地用合板「合板の日本農林規格」による下地用合板

・・・・・・・ 普通合板普通合板普通合板普通合板普通合板普通合板普通合板

※※※※※※※ ※※※※※※※ ２類２類２類２類２類２類２類５．５５．５５．５５．５５．５５．５５．５

・・・・・・・

接着の程度　接着の程度　接着の程度　接着の程度　接着の程度　接着の程度　接着の程度　厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜）厚さ（㎜） 表面の品質　表面の品質　表面の品質　表面の品質　表面の品質　表面の品質　表面の品質　

１等１等１等１等１等１等１等 ２等２等２等２等２等２等２等※※※※※※※・・・・・・・・・・・・・・１類１類１類１類１類１類１類

※※※※※※※ ２類２類２類２類２類２類２類・・・・・・・１類１類１類１類１類１類１類

　　　　　　　

・・・・・・・ 特類特類特類特類特類特類特類 １類１類１類１類１類１類１類・・・・・・・

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

保存処理性能区分保存処理性能区分保存処理性能区分保存処理性能区分保存処理性能区分保存処理性能区分保存処理性能区分適用部位適用部位適用部位適用部位適用部位適用部位適用部位

・薬剤の加圧注入による防腐･防蟻処理・薬剤の加圧注入による防腐･防蟻処理・薬剤の加圧注入による防腐･防蟻処理・薬剤の加圧注入による防腐･防蟻処理・薬剤の加圧注入による防腐･防蟻処理・薬剤の加圧注入による防腐･防蟻処理・薬剤の加圧注入による防腐･防蟻処理

釘釘釘釘釘釘釘

接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤 ホルムアルデヒドの放散量ホルムアルデヒドの放散量ホルムアルデヒドの放散量ホルムアルデヒドの放散量ホルムアルデヒドの放散量ホルムアルデヒドの放散量ホルムアルデヒドの放散量

「製材の日本農林規格」による製材「製材の日本農林規格」による製材「製材の日本農林規格」による製材「製材の日本農林規格」による製材「製材の日本農林規格」による製材「製材の日本農林規格」による製材「製材の日本農林規格」による製材

・造作用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(板類･角類),含水率,保存処理,材面の品質・造作用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(板類･角類),含水率,保存処理,材面の品質・造作用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(板類･角類),含水率,保存処理,材面の品質・造作用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(板類･角類),含水率,保存処理,材面の品質・造作用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(板類･角類),含水率,保存処理,材面の品質・造作用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(板類･角類),含水率,保存処理,材面の品質・造作用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(板類･角類),含水率,保存処理,材面の品質

※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

建築基準法に基づき定まる耐風圧に対応した工法建築基準法に基づき定まる耐風圧に対応した工法建築基準法に基づき定まる耐風圧に対応した工法建築基準法に基づき定まる耐風圧に対応した工法建築基準法に基づき定まる耐風圧に対応した工法建築基準法に基づき定まる耐風圧に対応した工法建築基準法に基づき定まる耐風圧に対応した工法

タイトフレーム，けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。タイトフレーム，けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。タイトフレーム，けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。タイトフレーム，けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。タイトフレーム，けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。タイトフレーム，けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。タイトフレーム，けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。

形による区分形による区分形による区分形による区分形による区分形による区分形による区分

厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ ㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜山のピッチ山のピッチ山のピッチ山のピッチ山のピッチ山のピッチ山のピッチ㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜山高山高山高山高山高山高山高種類種類種類種類種類種類種類

・・・・・・・

・・・・・・・ 塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)

塗装溶融亜鉛－５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)塗装溶融亜鉛－５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)塗装溶融亜鉛－５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)塗装溶融亜鉛－５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)塗装溶融亜鉛－５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)塗装溶融亜鉛－５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)塗装溶融亜鉛－５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)・・・・・・・

・・・・・・・ ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯

塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）※※※※※※※材種材種材種材種材種材種材種折板葺折板葺折板葺折板葺折板葺折板葺折板葺

(13.3.2～3)(13.3.2～3)(13.3.2～3)(13.3.2～3)(13.3.2～3)(13.3.2～3)(13.3.2～3)

２２２２２２２

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による※※※※※※※ ・・・・・・・

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

一般部一般部一般部一般部一般部一般部一般部 ※　0.4※　0.4※　0.4※　0.4※　0.4※　0.4※　0.4 谷　部谷　部谷　部谷　部谷　部谷　部谷　部 ※　0.4※　0.4※　0.4※　0.4※　0.4※　0.4※　0.4 ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・

鋼板の厚さ（mm）鋼板の厚さ（mm）鋼板の厚さ（mm）鋼板の厚さ（mm）鋼板の厚さ（mm）鋼板の厚さ（mm）鋼板の厚さ（mm）

・・・・・・・

※※※※※※※ 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CGLCCR-20-AZ)JISG3322塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CGLCCR-20-AZ)JISG3322塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CGLCCR-20-AZ)JISG3322塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CGLCCR-20-AZ)JISG3322塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CGLCCR-20-AZ)JISG3322塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CGLCCR-20-AZ)JISG3322塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CGLCCR-20-AZ)JISG3322

塗装溶融亜鉛-５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)塗装溶融亜鉛-５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)塗装溶融亜鉛-５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)塗装溶融亜鉛-５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)塗装溶融亜鉛-５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)塗装溶融亜鉛-５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)塗装溶融亜鉛-５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)

ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）

立て平葺立て平葺立て平葺立て平葺立て平葺立て平葺立て平葺・・・・・・・ ・ 横葺・ 横葺・ 横葺・ 横葺・ 横葺・ 横葺・ 横葺・・・・・・・・ 心木なし瓦棒葺・ 心木なし瓦棒葺・ 心木なし瓦棒葺・ 心木なし瓦棒葺・ 心木なし瓦棒葺・ 心木なし瓦棒葺・ 心木なし瓦棒葺長尺金属板葺長尺金属板葺長尺金属板葺長尺金属板葺長尺金属板葺長尺金属板葺長尺金属板葺

(13.2.2～3)(13.2.2～3)(13.2.2～3)(13.2.2～3)(13.2.2～3)(13.2.2～3)(13.2.2～3)

１１１１１１１13131313131313

・広葉樹製材　　樹種,寸法,等級,含水率,保存処理,材面の品質・広葉樹製材　　樹種,寸法,等級,含水率,保存処理,材面の品質・広葉樹製材　　樹種,寸法,等級,含水率,保存処理,材面の品質・広葉樹製材　　樹種,寸法,等級,含水率,保存処理,材面の品質・広葉樹製材　　樹種,寸法,等級,含水率,保存処理,材面の品質・広葉樹製材　　樹種,寸法,等級,含水率,保存処理,材面の品質・広葉樹製材　　樹種,寸法,等級,含水率,保存処理,材面の品質

含水率含水率含水率含水率含水率含水率含水率 保存処理保存処理保存処理保存処理保存処理保存処理保存処理施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 樹種樹種樹種樹種樹種樹種樹種 寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法 等級等級等級等級等級等級等級

※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等

※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等

※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等

※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下※10％以下・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等・特等 ※１等 ・２等

「製材の日本農林規格」以外による製材「製材の日本農林規格」以外による製材「製材の日本農林規格」以外による製材「製材の日本農林規格」以外による製材「製材の日本農林規格」以外による製材「製材の日本農林規格」以外による製材「製材の日本農林規格」以外による製材

・下地,造作及び仕上げに用いる製材　　樹種,寸法,材面の品質,防虫処理,含水率・下地,造作及び仕上げに用いる製材　　樹種,寸法,材面の品質,防虫処理,含水率・下地,造作及び仕上げに用いる製材　　樹種,寸法,材面の品質,防虫処理,含水率・下地,造作及び仕上げに用いる製材　　樹種,寸法,材面の品質,防虫処理,含水率・下地,造作及び仕上げに用いる製材　　樹種,寸法,材面の品質,防虫処理,含水率・下地,造作及び仕上げに用いる製材　　樹種,寸法,材面の品質,防虫処理,含水率・下地,造作及び仕上げに用いる製材　　樹種,寸法,材面の品質,防虫処理,含水率

含水率含水率含水率含水率含水率含水率含水率寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 樹種樹種樹種樹種樹種樹種樹種 材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質 防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理

・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下

・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下

・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下

・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下・　％以下

・造作材の材面の品質・造作材の材面の品質・造作材の材面の品質・造作材の材面の品質・造作材の材面の品質・造作材の材面の品質・造作材の材面の品質 ※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種 ・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種 (表12.2.2)(表12.2.2)(表12.2.2)(表12.2.2)(表12.2.2)(表12.2.2)(表12.2.2)

樹種樹種樹種樹種樹種樹種樹種

区分区分区分区分区分区分区分 樹種樹種樹種樹種樹種樹種樹種

下地材下地材下地材下地材下地材下地材下地材

・杉　・松　・（　　　）・杉　・松　・（　　　）・杉　・松　・（　　　）・杉　・松　・（　　　）・杉　・松　・（　　　）・杉　・松　・（　　　）・杉　・松　・（　　　）壁・天井下地壁・天井下地壁・天井下地壁・天井下地壁・天井下地壁・天井下地壁・天井下地

畳下・下張り用床板等畳下・下張り用床板等畳下・下張り用床板等畳下・下張り用床板等畳下・下張り用床板等畳下・下張り用床板等畳下・下張り用床板等

造作材造作材造作材造作材造作材造作材造作材 ・杉　・松　・ひのき　・（　　　）・杉　・松　・ひのき　・（　　　）・杉　・松　・ひのき　・（　　　）・杉　・松　・ひのき　・（　　　）・杉　・松　・ひのき　・（　　　）・杉　・松　・ひのき　・（　　　）・杉　・松　・ひのき　・（　　　）

・・・・・・・ タイプⅠタイプⅠタイプⅠタイプⅠタイプⅠタイプⅠタイプⅠ タイプⅡタイプⅡタイプⅡタイプⅡタイプⅡタイプⅡタイプⅡ その他（　　　）その他（　　　）その他（　　　）その他（　　　）その他（　　　）その他（　　　）その他（　　　）・・・・・・・・・・・・・・

下葺材料下葺材料下葺材料下葺材料下葺材料下葺材料下葺材料 ・アスファルトルーフィング９４０　　・アスファルトルーフィング９４０　　・アスファルトルーフィング９４０　　・アスファルトルーフィング９４０　　・アスファルトルーフィング９４０　　・アスファルトルーフィング９４０　　・アスファルトルーフィング９４０　　 ・改質アスファルトルーフィング下葺材・改質アスファルトルーフィング下葺材・改質アスファルトルーフィング下葺材・改質アスファルトルーフィング下葺材・改質アスファルトルーフィング下葺材・改質アスファルトルーフィング下葺材・改質アスファルトルーフィング下葺材

木ねじ木ねじ木ねじ木ねじ木ねじ木ねじ木ねじ

諸金物諸金物諸金物諸金物諸金物諸金物諸金物 ・　・　・　・　・　・　・　

・　・　・　・　・　・　・　

※表面処理された鉄製※表面処理された鉄製※表面処理された鉄製※表面処理された鉄製※表面処理された鉄製※表面処理された鉄製※表面処理された鉄製

※ステンレス製※ステンレス製※ステンレス製※ステンレス製※ステンレス製※ステンレス製※ステンレス製湿潤状態となる場所湿潤状態となる場所湿潤状態となる場所湿潤状態となる場所湿潤状態となる場所湿潤状態となる場所湿潤状態となる場所

それ以外の場所それ以外の場所それ以外の場所それ以外の場所それ以外の場所それ以外の場所それ以外の場所

※ステンレス※ステンレス※ステンレス※ステンレス※ステンレス※ステンレス※ステンレス

※亜鉛めっき品※亜鉛めっき品※亜鉛めっき品※亜鉛めっき品※亜鉛めっき品※亜鉛めっき品※亜鉛めっき品

ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所

Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜

有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社設計者設計者設計者設計者設計者設計者設計者

JIS A5758JIS A5758JIS A5758JIS A5758JIS A5758JIS A5758JIS A5758

(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1

(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1

(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1

(注)4(注)4(注)4(注)4(注)4(注)4(注)4

(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1

(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1

(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1

(注)3(注)3(注)3(注)3(注)3(注)3(注)3

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

外壁乾式工法の目地外壁乾式工法の目地外壁乾式工法の目地外壁乾式工法の目地外壁乾式工法の目地外壁乾式工法の目地外壁乾式工法の目地

上記以外の目地上記以外の目地上記以外の目地上記以外の目地上記以外の目地上記以外の目地上記以外の目地

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

タイル（伸縮調整目地）タイル（伸縮調整目地）タイル（伸縮調整目地）タイル（伸縮調整目地）タイル（伸縮調整目地）タイル（伸縮調整目地）タイル（伸縮調整目地）

１１１１１１１

押角押角押角押角押角押角押角

押角押角押角押角押角押角押角

押角押角押角押角押角押角押角

・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級

・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級

・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級

・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級・１級　※２級

図示図示図示図示図示図示図示天井下地天井下地天井下地天井下地天井下地天井下地天井下地

壁下地壁下地壁下地壁下地壁下地壁下地壁下地 図示図示図示図示図示図示図示

庇下地庇下地庇下地庇下地庇下地庇下地庇下地

破風等下地破風等下地破風等下地破風等下地破風等下地破風等下地破風等下地

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

含水率含水率含水率含水率含水率含水率含水率 保存処理保存処理保存処理保存処理保存処理保存処理保存処理施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 樹種樹種樹種樹種樹種樹種樹種 寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法 等級等級等級等級等級等級等級 形状形状形状形状形状形状形状

(耳付材･押角）(耳付材･押角）(耳付材･押角）(耳付材･押角）(耳付材･押角）(耳付材･押角）(耳付材･押角）

・下地用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(耳付材･押角),含水率,保存処理,材面の品質・下地用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(耳付材･押角),含水率,保存処理,材面の品質・下地用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(耳付材･押角),含水率,保存処理,材面の品質・下地用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(耳付材･押角),含水率,保存処理,材面の品質・下地用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(耳付材･押角),含水率,保存処理,材面の品質・下地用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(耳付材･押角),含水率,保存処理,材面の品質・下地用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(耳付材･押角),含水率,保存処理,材面の品質

板類板類板類板類板類板類板類

板類板類板類板類板類板類板類

角類角類角類角類角類角類角類

板類板類板類板類板類板類板類巾木巾木巾木巾木巾木巾木巾木

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

(板類･角類）(板類･角類）(板類･角類）(板類･角類）(板類･角類）(板類･角類）(板類･角類）

・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節

・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節

・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節

羽目板羽目板羽目板羽目板羽目板羽目板羽目板 図示図示図示図示図示図示図示 ・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節

各種見切各種見切各種見切各種見切各種見切各種見切各種見切

角類角類角類角類角類角類角類床見切床見切床見切床見切床見切床見切床見切

図示図示図示図示図示図示図示 ・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節ルーバールーバールーバールーバールーバールーバールーバー

角類角類角類角類角類角類角類

角類角類角類角類角類角類角類

図示図示図示図示図示図示図示 ・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節

図示図示図示図示図示図示図示 ・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節

廻り縁廻り縁廻り縁廻り縁廻り縁廻り縁廻り縁

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

他他他他他他他

板類板類板類板類板類板類板類

図示図示図示図示図示図示図示 ・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節雑巾摺雑巾摺雑巾摺雑巾摺雑巾摺雑巾摺雑巾摺 角類角類角類角類角類角類角類

図示図示図示図示図示図示図示 ・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節 板類板類板類板類板類板類板類中棚、枕棚中棚、枕棚中棚、枕棚中棚、枕棚中棚、枕棚中棚、枕棚中棚、枕棚

板類板類板類板類板類板類板類

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下・18％以下

・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節・無節 ※上小節

・小節 ・並・小節 ・並・小節 ・並・小節 ・並・小節 ・並・小節 ・並・小節 ・並

材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下※15％以下

・小節・小節・小節・小節・小節・小節・小節

・小節・小節・小節・小節・小節・小節・小節

・小節・小節・小節・小節・小節・小節・小節

・小節・小節・小節・小節・小節・小節・小節

・小節・小節・小節・小節・小節・小節・小節

・小節・小節・小節・小節・小節・小節・小節

・小節・小節・小節・小節・小節・小節・小節

・小節・小節・小節・小節・小節・小節・小節

・小節・小節・小節・小節・小節・小節・小節

・小節・小節・小節・小節・小節・小節・小節

含水率含水率含水率含水率含水率含水率含水率 保存処理保存処理保存処理保存処理保存処理保存処理保存処理施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 樹種樹種樹種樹種樹種樹種樹種 寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法 等級等級等級等級等級等級等級 形状形状形状形状形状形状形状

塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製

90φ：大型ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品90φ：大型ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品90φ：大型ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品90φ：大型ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品90φ：大型ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品90φ：大型ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品90φ：大型ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品

60φ：ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品60φ：ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品60φ：ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品60φ：ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品60φ：ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品60φ：ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品60φ：ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品

・・・・・・・ 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製たてどいたてどいたてどいたてどいたてどいたてどいたてどい

巾木、床見切巾木、床見切巾木、床見切巾木、床見切巾木、床見切巾木、床見切巾木、床見切

天井天井天井天井天井天井天井 ※　３０※　３０※　３０※　３０※　３０※　３０※　３０

※１５０※１５０※１５０※１５０※１５０※１５０※１５０床床床床床床床高さ（mm）高さ（mm）高さ（mm）高さ（mm）高さ（mm）高さ（mm）高さ（mm）

・・・・・・・

※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆

防露材のホルムアルデヒドの放散量防露材のホルムアルデヒドの放散量防露材のホルムアルデヒドの放散量防露材のホルムアルデヒドの放散量防露材のホルムアルデヒドの放散量防露材のホルムアルデヒドの放散量防露材のホルムアルデヒドの放散量防露材防露材防露材防露材防露材防露材防露材

防露を行わない場合防露を行わない場合防露を行わない場合防露を行わない場合防露を行わない場合防露を行わない場合防露を行わない場合

屋内見え掛りの場合屋内見え掛りの場合屋内見え掛りの場合屋内見え掛りの場合屋内見え掛りの場合屋内見え掛りの場合屋内見え掛りの場合

※屋内床：ステンレス鋼板幅木（厚0.2mm），天井取合い部：廻り縁※屋内床：ステンレス鋼板幅木（厚0.2mm），天井取合い部：廻り縁※屋内床：ステンレス鋼板幅木（厚0.2mm），天井取合い部：廻り縁※屋内床：ステンレス鋼板幅木（厚0.2mm），天井取合い部：廻り縁※屋内床：ステンレス鋼板幅木（厚0.2mm），天井取合い部：廻り縁※屋内床：ステンレス鋼板幅木（厚0.2mm），天井取合い部：廻り縁※屋内床：ステンレス鋼板幅木（厚0.2mm），天井取合い部：廻り縁

・　・　・　・　・　・　・　

※ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床，天井共）※ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床，天井共）※ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床，天井共）※ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床，天井共）※ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床，天井共）※ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床，天井共）※ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床，天井共）

(13.5.2.3)(表13.5.3)(13.5.2.3)(表13.5.3)(13.5.2.3)(表13.5.3)(13.5.2.3)(表13.5.3)(13.5.2.3)(表13.5.3)(13.5.2.3)(表13.5.3)(13.5.2.3)(表13.5.3)

５５５５５５５

巻工法巻工法巻工法巻工法巻工法巻工法巻工法

鋼管製といの防露鋼管製といの防露鋼管製といの防露鋼管製といの防露鋼管製といの防露鋼管製といの防露鋼管製といの防露

ルーフドレンルーフドレンルーフドレンルーフドレンルーフドレンルーフドレンルーフドレン４４４４４４４ 型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※※※※※※※ 打込み打込み打込み打込み打込み打込み打込み ・・・・・・・ 後付け後付け後付け後付け後付け後付け後付け

防露巻き仕様防露巻き仕様防露巻き仕様防露巻き仕様防露巻き仕様防露巻き仕様防露巻き仕様

防露部防露部防露部防露部防露部防露部防露部

14141414141414
　
金
　
属
　
工
　
事

　
金
　
属
　
工
　
事

　
金
　
属
　
工
　
事

　
金
　
属
　
工
　
事

　
金
　
属
　
工
　
事

　
金
　
属
　
工
　
事

　
金
　
属
　
工
　
事

引張試験機による試験引張試験機による試験引張試験機による試験引張試験機による試験引張試験機による試験引張試験機による試験引張試験機による試験※※※※※※※引抜き耐力の確認試験引抜き耐力の確認試験引抜き耐力の確認試験引抜き耐力の確認試験引抜き耐力の確認試験引抜き耐力の確認試験引抜き耐力の確認試験あと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカー ・・・・・・・ (14.1.3)(14.1.3)(14.1.3)(14.1.3)(14.1.3)(14.1.3)(14.1.3)

設計用基準強度設計用基準強度設計用基準強度設計用基準強度設計用基準強度設計用基準強度設計用基準強度 N／本N／本N／本N／本N／本N／本N／本

１１１１１１１

施　　工　　箇　　所施　　工　　箇　　所施　　工　　箇　　所施　　工　　箇　　所施　　工　　箇　　所施　　工　　箇　　所施　　工　　箇　　所

・・・・・・・

・ＳＵＳ304・ＳＵＳ304・ＳＵＳ304・ＳＵＳ304・ＳＵＳ304・ＳＵＳ304・ＳＵＳ304

・ＳＵＳ304・ＳＵＳ304・ＳＵＳ304・ＳＵＳ304・ＳＵＳ304・ＳＵＳ304・ＳＵＳ304

表面仕上げの種類表面仕上げの種類表面仕上げの種類表面仕上げの種類表面仕上げの種類表面仕上げの種類表面仕上げの種類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類

ステンレスステンレスステンレスステンレスステンレスステンレスステンレス２２２２２２２

※ＨＬ（ＪＩＳ）※ＨＬ（ＪＩＳ）※ＨＬ（ＪＩＳ）※ＨＬ（ＪＩＳ）※ＨＬ（ＪＩＳ）※ＨＬ（ＪＩＳ）※ＨＬ（ＪＩＳ）

・鏡面・鏡面・鏡面・鏡面・鏡面・鏡面・鏡面

※行わない（試験成績書の提出）※行わない（試験成績書の提出）※行わない（試験成績書の提出）※行わない（試験成績書の提出）※行わない（試験成績書の提出）※行わない（試験成績書の提出）※行わない（試験成績書の提出）・行う・行う・行う・行う・行う・行う・行う皮膜の品質試験皮膜の品質試験皮膜の品質試験皮膜の品質試験皮膜の品質試験皮膜の品質試験皮膜の品質試験

施　　　工　　　箇　　　所施　　　工　　　箇　　　所施　　　工　　　箇　　　所施　　　工　　　箇　　　所施　　　工　　　箇　　　所施　　　工　　　箇　　　所施　　　工　　　箇　　　所

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

表面処理の種別表面処理の種別表面処理の種別表面処理の種別表面処理の種別表面処理の種別表面処理の種別アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金

アルミニウム及びアルミニウム及びアルミニウム及びアルミニウム及びアルミニウム及びアルミニウム及びアルミニウム及び３３３３３３３

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

鉄鋼の亜鉛めっき鉄鋼の亜鉛めっき鉄鋼の亜鉛めっき鉄鋼の亜鉛めっき鉄鋼の亜鉛めっき鉄鋼の亜鉛めっき鉄鋼の亜鉛めっき４４４４４４４

適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所

適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所

適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所

・天井のふところが1.5m以上の補強　　　　　　・天井のふところが1.5m以上の補強　　　　　　・天井のふところが1.5m以上の補強　　　　　　・天井のふところが1.5m以上の補強　　　　　　・天井のふところが1.5m以上の補強　　　　　　・天井のふところが1.5m以上の補強　　　　　　・天井のふところが1.5m以上の補強　　　　　　

・25形・25形・25形・25形・25形・25形・25形※19形※19形※19形※19形※19形※19形※19形屋内屋内屋内屋内屋内屋内屋内

野緑などの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）野緑などの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）野緑などの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）野緑などの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）野緑などの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）野緑などの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）野緑などの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）軽量鉄骨天井下地軽量鉄骨天井下地軽量鉄骨天井下地軽量鉄骨天井下地軽量鉄骨天井下地軽量鉄骨天井下地軽量鉄骨天井下地５５５５５５５

※25形※25形※25形※25形※25形※25形※25形・19形・19形・19形・19形・19形・19形・19形屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋外

・耐震性を考慮した補強・耐震性を考慮した補強・耐震性を考慮した補強・耐震性を考慮した補強・耐震性を考慮した補強・耐震性を考慮した補強・耐震性を考慮した補強

・屋外における耐風圧性を考慮した補強・屋外における耐風圧性を考慮した補強・屋外における耐風圧性を考慮した補強・屋外における耐風圧性を考慮した補強・屋外における耐風圧性を考慮した補強・屋外における耐風圧性を考慮した補強・屋外における耐風圧性を考慮した補強

(14.4.2)(表14.4.1)(14.4.2)(表14.4.1)(14.4.2)(表14.4.1)(14.4.2)(表14.4.1)(14.4.2)(表14.4.1)(14.4.2)(表14.4.1)(14.4.2)(表14.4.1)

施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様 仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様

仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様

仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様

仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様

仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様仕　様

(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)

(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)

(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)

(14.5.3)(表14.5.1)(14.5.3)(表14.5.1)(14.5.3)(表14.5.1)(14.5.3)(表14.5.1)(14.5.3)(表14.5.1)(14.5.3)(表14.5.1)(14.5.3)(表14.5.1)

(13.5.3)(13.5.3)(13.5.3)(13.5.3)(13.5.3)(13.5.3)(13.5.3)

(14.2.1)(表14.2.1)(14.2.1)(表14.2.1)(14.2.1)(表14.2.1)(14.2.1)(表14.2.1)(14.2.1)(表14.2.1)(14.2.1)(表14.2.1)(14.2.1)(表14.2.1)

(14.2.2)(表14.2.2)(14.2.2)(表14.2.2)(14.2.2)(表14.2.2)(14.2.2)(表14.2.2)(14.2.2)(表14.2.2)(14.2.2)(表14.2.2)(14.2.2)(表14.2.2)

(13.5.2.3)(13.5.2.3)(13.5.2.3)(13.5.2.3)(13.5.2.3)(13.5.2.3)(13.5.2.3)

(13.5.3)(13.5.3)(13.5.3)(13.5.3)(13.5.3)(13.5.3)(13.5.3)

(14.1.3)(14.1.3)(14.1.3)(14.1.3)(14.1.3)(14.1.3)(14.1.3)

(14.2.1)(14.2.1)(14.2.1)(14.2.1)(14.2.1)(14.2.1)(14.2.1)

(14.2.2)(14.2.2)(14.2.2)(14.2.2)(14.2.2)(14.2.2)(14.2.2)

(14.4.2)(14.4.2)(14.4.2)(14.4.2)(14.4.2)(14.4.2)(14.4.2)

(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)(14.4.4.8)

・・・・・・・ ステンレス（ＳＵＳ304）ステンレス（ＳＵＳ304）ステンレス（ＳＵＳ304）ステンレス（ＳＵＳ304）ステンレス（ＳＵＳ304）ステンレス（ＳＵＳ304）ステンレス（ＳＵＳ304）

ステンレス（ＳＵＳ304）ステンレス（ＳＵＳ304）ステンレス（ＳＵＳ304）ステンレス（ＳＵＳ304）ステンレス（ＳＵＳ304）ステンレス（ＳＵＳ304）ステンレス（ＳＵＳ304）・・・・・・・※※※※※※※ 溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

亜鉛めっき亜鉛めっき亜鉛めっき亜鉛めっき亜鉛めっき亜鉛めっき亜鉛めっき※※※※※※※とい受け金物とい受け金物とい受け金物とい受け金物とい受け金物とい受け金物とい受け金物

足　金　物足　金　物足　金　物足　金　物足　金　物足　金　物足　金　物

軽量鉄骨壁下地軽量鉄骨壁下地軽量鉄骨壁下地軽量鉄骨壁下地軽量鉄骨壁下地軽量鉄骨壁下地軽量鉄骨壁下地

(14.5.3)(14.5.3)(14.5.3)(14.5.3)(14.5.3)(14.5.3)(14.5.3)

スタッド，ランナーの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）スタッド，ランナーの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）スタッド，ランナーの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）スタッド，ランナーの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）スタッド，ランナーの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）スタッド，ランナーの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）スタッド，ランナーの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）

・50形・50形・50形・50形・50形・50形・50形 ・65形・65形・65形・65形・65形・65形・65形 ・90形・90形・90形・90形・90形・90形・90形 ・100形・100形・100形・100形・100形・100形・100形

６６６６６６６

・特定天井・特定天井・特定天井・特定天井・特定天井・特定天井・特定天井

適応箇所，仕様適応箇所，仕様適応箇所，仕様適応箇所，仕様適応箇所，仕様適応箇所，仕様適応箇所，仕様 ※図示による※図示による※図示による※図示による※図示による※図示による※図示による

・・・・・・・ 耐酸被覆鋼板製W205×H110：谷コイル(Panasonic)同等品耐酸被覆鋼板製W205×H110：谷コイル(Panasonic)同等品耐酸被覆鋼板製W205×H110：谷コイル(Panasonic)同等品耐酸被覆鋼板製W205×H110：谷コイル(Panasonic)同等品耐酸被覆鋼板製W205×H110：谷コイル(Panasonic)同等品耐酸被覆鋼板製W205×H110：谷コイル(Panasonic)同等品耐酸被覆鋼板製W205×H110：谷コイル(Panasonic)同等品

※　下地用杉材は広島県産材とする。※　下地用杉材は広島県産材とする。※　下地用杉材は広島県産材とする。※　下地用杉材は広島県産材とする。※　下地用杉材は広島県産材とする。※　下地用杉材は広島県産材とする。※　下地用杉材は広島県産材とする。

※　造作用杉・桧材は広島県産材とする。※　造作用杉・桧材は広島県産材とする。※　造作用杉・桧材は広島県産材とする。※　造作用杉・桧材は広島県産材とする。※　造作用杉・桧材は広島県産材とする。※　造作用杉・桧材は広島県産材とする。※　造作用杉・桧材は広島県産材とする。

杉杉杉杉杉杉杉

杉杉杉杉杉杉杉

杉杉杉杉杉杉杉

杉杉杉杉杉杉杉

杉杉杉杉杉杉杉

杉杉杉杉杉杉杉

杉杉杉杉杉杉杉

杉杉杉杉杉杉杉

杉杉杉杉杉杉杉

杉杉杉杉杉杉杉

杉杉杉杉杉杉杉

杉杉杉杉杉杉杉

杉杉杉杉杉杉杉

桧桧桧桧桧桧桧

額縁額縁額縁額縁額縁額縁額縁

建具枠、建具枠、建具枠、建具枠、建具枠、建具枠、建具枠、

ｶｳﾝﾀｰ天板ｶｳﾝﾀｰ天板ｶｳﾝﾀｰ天板ｶｳﾝﾀｰ天板ｶｳﾝﾀｰ天板ｶｳﾝﾀｰ天板ｶｳﾝﾀｰ天板 ﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞ 30303030303030

姿見鏡姿見鏡姿見鏡姿見鏡姿見鏡姿見鏡姿見鏡 ﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞﾗﾊﾞｰｳｯﾄﾞ 30303030303030

耐力面材、下地材等耐力面材、下地材等耐力面材、下地材等耐力面材、下地材等耐力面材、下地材等耐力面材、下地材等耐力面材、下地材等

柱、間柱、筋かい、柱、間柱、筋かい、柱、間柱、筋かい、柱、間柱、筋かい、柱、間柱、筋かい、柱、間柱、筋かい、柱、間柱、筋かい、

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

　　　　　　　

適用部位適用部位適用部位適用部位適用部位適用部位適用部位 処理の方法処理の方法処理の方法処理の方法処理の方法処理の方法処理の方法

※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。

土壌土壌土壌土壌土壌土壌土壌 ※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。



杉(県産材)杉(県産材)杉(県産材)杉(県産材)杉(県産材)杉(県産材)杉(県産材)

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称
図面No図面No図面No図面No図面No図面No図面No

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称設計設計設計設計設計設計設計

Ver.2304Ver.2304Ver.2304Ver.2304Ver.2304Ver.2304Ver.2304

可とう性低汚染型装飾性塗壁可とう性低汚染型装飾性塗壁可とう性低汚染型装飾性塗壁可とう性低汚染型装飾性塗壁可とう性低汚染型装飾性塗壁可とう性低汚染型装飾性塗壁可とう性低汚染型装飾性塗壁

15151515151515 図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

30303030303030

 3 3 3 3 3 3 3

1111111

・・・・・・・ 図示図示図示図示図示図示図示

450角程度450角程度450角程度450角程度450角程度450角程度450角程度・・・・・・・

・・・・・・・ 300角300角300角300角300角300角300角・・・・・・・・・・・・・・ 7777777 8888888

A-03A-03A-03A-03A-03A-03A-03

ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所

Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜

有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社設計者設計者設計者設計者設計者設計者設計者

2222222

鋼製建具等以外鋼製建具等以外鋼製建具等以外鋼製建具等以外鋼製建具等以外鋼製建具等以外鋼製建具等以外

鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等

※※※※※※※

※※※※※※※

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種・・・・・・・Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種※※※※※※※

・・・・・・・

※※※※※※※

・・・・・・・

※※※※※※※

※※※※※※※Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・

※※※※※※※

・・・・・・・

※※※※※※※

・・・・・・・

・・・・・・・

目地：継目処理工法以外目地：継目処理工法以外目地：継目処理工法以外目地：継目処理工法以外目地：継目処理工法以外目地：継目処理工法以外目地：継目処理工法以外

目地：継目処理工法目地：継目処理工法目地：継目処理工法目地：継目処理工法目地：継目処理工法目地：継目処理工法目地：継目処理工法

及びその他ボード面及びその他ボード面及びその他ボード面及びその他ボード面及びその他ボード面及びその他ボード面及びその他ボード面

せっこうボード面せっこうボード面せっこうボード面せっこうボード面せっこうボード面せっこうボード面せっこうボード面

押出成形セメント板面押出成形セメント板面押出成形セメント板面押出成形セメント板面押出成形セメント板面押出成形セメント板面押出成形セメント板面

コンクリート面（ＤＰ）の場合コンクリート面（ＤＰ）の場合コンクリート面（ＤＰ）の場合コンクリート面（ＤＰ）の場合コンクリート面（ＤＰ）の場合コンクリート面（ＤＰ）の場合コンクリート面（ＤＰ）の場合

コンクリート面（ＤＰ以外)及びＡＬＣパネル面コンクリート面（ＤＰ以外)及びＡＬＣパネル面コンクリート面（ＤＰ以外)及びＡＬＣパネル面コンクリート面（ＤＰ以外)及びＡＬＣパネル面コンクリート面（ＤＰ以外)及びＡＬＣパネル面コンクリート面（ＤＰ以外)及びＡＬＣパネル面コンクリート面（ＤＰ以外)及びＡＬＣパネル面

モルタル面及びせっこうプラスター面モルタル面及びせっこうプラスター面モルタル面及びせっこうプラスター面モルタル面及びせっこうプラスター面モルタル面及びせっこうプラスター面モルタル面及びせっこうプラスター面モルタル面及びせっこうプラスター面

ＤＰ塗りＤＰ塗りＤＰ塗りＤＰ塗りＤＰ塗りＤＰ塗りＤＰ塗り

鋼製建具以外鋼製建具以外鋼製建具以外鋼製建具以外鋼製建具以外鋼製建具以外鋼製建具以外

鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等

見え隠れ部分見え隠れ部分見え隠れ部分見え隠れ部分見え隠れ部分見え隠れ部分見え隠れ部分

見え掛り部分見え掛り部分見え掛り部分見え掛り部分見え掛り部分見え掛り部分見え掛り部分

・・・・・・・ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

１１１１１１１

材　種材　種材　種材　種材　種材　種材　種

・・・・・・・ 適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する ・・・・・・・ 適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない防錆の適用防錆の適用防錆の適用防錆の適用防錆の適用防錆の適用防錆の適用

検出装置の性能検出装置の性能検出装置の性能検出装置の性能検出装置の性能検出装置の性能検出装置の性能

戸の開閉方式戸の開閉方式戸の開閉方式戸の開閉方式戸の開閉方式戸の開閉方式戸の開閉方式

(接着の程度，板面の品質は16.7.2による)(接着の程度，板面の品質は16.7.2による)(接着の程度，板面の品質は16.7.2による)(接着の程度，板面の品質は16.7.2による)(接着の程度，板面の品質は16.7.2による)(接着の程度，板面の品質は16.7.2による)(接着の程度，板面の品質は16.7.2による)

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

※※※※※※※

召し合わせかまちをいんろう付きとする召し合わせかまちをいんろう付きとする召し合わせかまちをいんろう付きとする召し合わせかまちをいんろう付きとする召し合わせかまちをいんろう付きとする召し合わせかまちをいんろう付きとする召し合わせかまちをいんろう付きとする引戸の定規縁引戸の定規縁引戸の定規縁引戸の定規縁引戸の定規縁引戸の定規縁引戸の定規縁

表面板の厚さ表面板の厚さ表面板の厚さ表面板の厚さ表面板の厚さ表面板の厚さ表面板の厚さ 標準仕様書表16.7.6による標準仕様書表16.7.6による標準仕様書表16.7.6による標準仕様書表16.7.6による標準仕様書表16.7.6による標準仕様書表16.7.6による標準仕様書表16.7.6による

特殊加工化粧合板特殊加工化粧合板特殊加工化粧合板特殊加工化粧合板特殊加工化粧合板特殊加工化粧合板特殊加工化粧合板・・・・・・・・・・・・・・ 天然木化粧合板　天然木化粧合板　天然木化粧合板　天然木化粧合板　天然木化粧合板　天然木化粧合板　天然木化粧合板　

(表裏面の状態，曲げ強さ，接着材，難燃性による区分は図示による。)(表裏面の状態，曲げ強さ，接着材，難燃性による区分は図示による。)(表裏面の状態，曲げ強さ，接着材，難燃性による区分は図示による。)(表裏面の状態，曲げ強さ，接着材，難燃性による区分は図示による。)(表裏面の状態，曲げ強さ，接着材，難燃性による区分は図示による。)(表裏面の状態，曲げ強さ，接着材，難燃性による区分は図示による。)(表裏面の状態，曲げ強さ，接着材，難燃性による区分は図示による。)ＭＤＦＭＤＦＭＤＦＭＤＦＭＤＦＭＤＦＭＤＦ・・・・・・・

・・・・・・・ 普通合板普通合板普通合板普通合板普通合板普通合板普通合板

・・・・・・・

(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)

(16.7.4)(16.7.4)(16.7.4)(16.7.4)(16.7.4)(16.7.4)(16.7.4)

(16.7.3)(16.7.3)(16.7.3)(16.7.3)(16.7.3)(16.7.3)(16.7.3)

・・・・・・・Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆・・・・・・・表面材のホルムアルデヒド放散量　表面材のホルムアルデヒド放散量　表面材のホルムアルデヒド放散量　表面材のホルムアルデヒド放散量　表面材のホルムアルデヒド放散量　表面材のホルムアルデヒド放散量　表面材のホルムアルデヒド放散量　

フラッシュ戸　表面材の合板の種類フラッシュ戸　表面材の合板の種類フラッシュ戸　表面材の合板の種類フラッシュ戸　表面材の合板の種類フラッシュ戸　表面材の合板の種類フラッシュ戸　表面材の合板の種類フラッシュ戸　表面材の合板の種類 （16.7.2）(表16.7.2)（16.7.2）(表16.7.2)（16.7.2）(表16.7.2)（16.7.2）(表16.7.2)（16.7.2）(表16.7.2)（16.7.2）(表16.7.2)（16.7.2）(表16.7.2)

※ Ｆ☆☆☆☆※ Ｆ☆☆☆☆※ Ｆ☆☆☆☆※ Ｆ☆☆☆☆※ Ｆ☆☆☆☆※ Ｆ☆☆☆☆※ Ｆ☆☆☆☆

枠，くつずりの材料枠，くつずりの材料枠，くつずりの材料枠，くつずりの材料枠，くつずりの材料枠，くつずりの材料枠，くつずりの材料

・・・・・・・建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による

建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

くつずりくつずりくつずりくつずりくつずりくつずりくつずり

枠枠枠枠枠枠枠

標準仕様書　表16.4.1よる標準仕様書　表16.4.1よる標準仕様書　表16.4.1よる標準仕様書　表16.4.1よる標準仕様書　表16.4.1よる標準仕様書　表16.4.1よる標準仕様書　表16.4.1よる

建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による・・・・・・・

・・・・・・・気密性，水密性の等級気密性，水密性の等級気密性，水密性の等級気密性，水密性の等級気密性，水密性の等級気密性，水密性の等級気密性，水密性の等級簡易気密型ドアセット簡易気密型ドアセット簡易気密型ドアセット簡易気密型ドアセット簡易気密型ドアセット簡易気密型ドアセット簡易気密型ドアセット・・・・・・・

Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４ ・・・・・・・ Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５ Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級

防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級

外部に面する建具の耐風圧性外部に面する建具の耐風圧性外部に面する建具の耐風圧性外部に面する建具の耐風圧性外部に面する建具の耐風圧性外部に面する建具の耐風圧性外部に面する建具の耐風圧性

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ 耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級

ステンレス鋼板の種類　※SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　ステンレス鋼板の種類　※SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　ステンレス鋼板の種類　※SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　ステンレス鋼板の種類　※SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　ステンレス鋼板の種類　※SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　ステンレス鋼板の種類　※SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　ステンレス鋼板の種類　※SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　

点検口の類のくつずりの材料　　・　　　　　　点検口の類のくつずりの材料　　・　　　　　　点検口の類のくつずりの材料　　・　　　　　　点検口の類のくつずりの材料　　・　　　　　　点検口の類のくつずりの材料　　・　　　　　　点検口の類のくつずりの材料　　・　　　　　　点検口の類のくつずりの材料　　・　　　　　　

(16.4.2)(16.4.2)(16.4.2)(16.4.2)(16.4.2)(16.4.2)(16.4.2)

(表16.2.1)(表16.2.1)(表16.2.1)(表16.2.1)(表16.2.1)(表16.2.1)(表16.2.1)

(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)

(16.4.3)(16.4.3)(16.4.3)(16.4.3)(16.4.3)(16.4.3)(16.4.3)

(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)

・・・・・・・

・・・・・・・表16.4.2による表16.4.2による表16.4.2による表16.4.2による表16.4.2による表16.4.2による表16.4.2による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

※※※※※※※

※※※※※※※

鋼板類の厚さ鋼板類の厚さ鋼板類の厚さ鋼板類の厚さ鋼板類の厚さ鋼板類の厚さ鋼板類の厚さ (W)以下の場合(W)以下の場合(W)以下の場合(W)以下の場合(W)以下の場合(W)以下の場合(W)以下の場合

(W)を超える場合(W)を超える場合(W)を超える場合(W)を超える場合(W)を超える場合(W)を超える場合(W)を超える場合

１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜(W)(W)(W)(W)(W)(W)(W)

ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　 (16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)

(16.4.6)(16.4.6)(16.4.6)(16.4.6)(16.4.6)(16.4.6)(16.4.6)標準型鋼製建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　標準型鋼製建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　標準型鋼製建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　標準型鋼製建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　標準型鋼製建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　標準型鋼製建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　標準型鋼製建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　

適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　・・・・・・・

(16.4.2～6)(16.4.2～6)(16.4.2～6)(16.4.2～6)(16.4.2～6)(16.4.2～6)(16.4.2～6)

鋼製建具鋼製建具鋼製建具鋼製建具鋼製建具鋼製建具鋼製建具６６６６６６６

(16.4.3)(16.4.3)(16.4.3)(16.4.3)(16.4.3)(16.4.3)(16.4.3)

７７７７７７７

(16.5.2～6)(16.5.2～6)(16.5.2～6)(16.5.2～6)(16.5.2～6)(16.5.2～6)(16.5.2～6)

鋼製軽量建具鋼製軽量建具鋼製軽量建具鋼製軽量建具鋼製軽量建具鋼製軽量建具鋼製軽量建具 ・・・・・・・ 簡易気密型ドアセット簡易気密型ドアセット簡易気密型ドアセット簡易気密型ドアセット簡易気密型ドアセット簡易気密型ドアセット簡易気密型ドアセット 気密性の等級気密性の等級気密性の等級気密性の等級気密性の等級気密性の等級気密性の等級 ・・・・・・・ Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３

建具表による。建具表による。建具表による。建具表による。建具表による。建具表による。建具表による。・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級

断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級

防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板・・・・・・・カラー鋼板カラー鋼板カラー鋼板カラー鋼板カラー鋼板カラー鋼板カラー鋼板・・・・・・・ビニル被膜鋼板ビニル被膜鋼板ビニル被膜鋼板ビニル被膜鋼板ビニル被膜鋼板ビニル被膜鋼板ビニル被膜鋼板・・・・・・・鋼板（16.5.3.1.ｱ）鋼板（16.5.3.1.ｱ）鋼板（16.5.3.1.ｱ）鋼板（16.5.3.1.ｱ）鋼板（16.5.3.1.ｱ）鋼板（16.5.3.1.ｱ）鋼板（16.5.3.1.ｱ）・・・・・・・鋼板鋼板鋼板鋼板鋼板鋼板鋼板

・・・・・・・鋼板（16.5.3.1.ｱ）鋼板（16.5.3.1.ｱ）鋼板（16.5.3.1.ｱ）鋼板（16.5.3.1.ｱ）鋼板（16.5.3.1.ｱ）鋼板（16.5.3.1.ｱ）鋼板（16.5.3.1.ｱ）※※※※※※※召合せ，縦小口包み板，押縁召合せ，縦小口包み板，押縁召合せ，縦小口包み板，押縁召合せ，縦小口包み板，押縁召合せ，縦小口包み板，押縁召合せ，縦小口包み板，押縁召合せ，縦小口包み板，押縁

表16.5.1による表16.5.1による表16.5.1による表16.5.1による表16.5.1による表16.5.1による表16.5.1による※※※※※※※鋼板類の厚さ鋼板類の厚さ鋼板類の厚さ鋼板類の厚さ鋼板類の厚さ鋼板類の厚さ鋼板類の厚さ

ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　

(16.5.2)(16.5.2)(16.5.2)(16.5.2)(16.5.2)(16.5.2)(16.5.2)

(16.5.3)(16.5.3)(16.5.3)(16.5.3)(16.5.3)(16.5.3)(16.5.3)

(16.5.3)(16.5.3)(16.5.3)(16.5.3)(16.5.3)(16.5.3)(16.5.3)

(16.5.4)(16.5.4)(16.5.4)(16.5.4)(16.5.4)(16.5.4)(16.5.4)

・・・・・・・

・・・・・・・

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による※※※※※※※

(W)以下の場合(W)以下の場合(W)以下の場合(W)以下の場合(W)以下の場合(W)以下の場合(W)以下の場合

(W)を超える場合(W)を超える場合(W)を超える場合(W)を超える場合(W)を超える場合(W)を超える場合(W)を超える場合

１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜(W)(W)(W)(W)(W)(W)(W)

(16.5.4)(16.5.4)(16.5.4)(16.5.4)(16.5.4)(16.5.4)(16.5.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)

(16.5.6)(16.5.6)(16.5.6)(16.5.6)(16.5.6)(16.5.6)(16.5.6)標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　

・適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　・適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　・適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　・適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　・適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　・適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　・適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　

・・・・・・・※※※※※※※

・・・・・・・

・・・・・・・

角出し曲げ　角出し曲げ　角出し曲げ　角出し曲げ　角出し曲げ　角出し曲げ　角出し曲げ　・・・・・・・※ 普通曲げ※ 普通曲げ※ 普通曲げ※ 普通曲げ※ 普通曲げ※ 普通曲げ※ 普通曲げ

※※※※※※※ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ・・・・・・・ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

・・・・・・・

・・・・・・・ＨＬＨＬＨＬＨＬＨＬＨＬＨＬ※※※※※※※

ＨＬＨＬＨＬＨＬＨＬＨＬＨＬ※※※※※※※ステンレス製くつずりの仕上げステンレス製くつずりの仕上げステンレス製くつずりの仕上げステンレス製くつずりの仕上げステンレス製くつずりの仕上げステンレス製くつずりの仕上げステンレス製くつずりの仕上げ

表面の仕上げ表面の仕上げ表面の仕上げ表面の仕上げ表面の仕上げ表面の仕上げ表面の仕上げ

※ SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　※ SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　※ SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　※ SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　※ SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　※ SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　※ SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板ステンレス鋼板

・・・・・・・図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による※※※※※※※耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級耐震ドアセット，面内変形追従性の等級・・・・・・・

・・・・・・・ 断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級 ※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

・・・・・・・※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級・・・・・・・

(16.6.2)(16.6.2)(16.6.2)(16.6.2)(16.6.2)(16.6.2)(16.6.2)

(表16.2.1)(16.6.2)(表16.2.1)(16.6.2)(表16.2.1)(16.6.2)(表16.2.1)(16.6.2)(表16.2.1)(16.6.2)(表16.2.1)(16.6.2)(表16.2.1)(16.6.2)Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６・・・・・・・Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５・・・・・・・※※※※※※※ Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４外部に面する建具の耐風圧性外部に面する建具の耐風圧性外部に面する建具の耐風圧性外部に面する建具の耐風圧性外部に面する建具の耐風圧性外部に面する建具の耐風圧性外部に面する建具の耐風圧性

耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級　　　　・建具表による　　・　　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級　　　　・建具表による　　・　　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級　　　　・建具表による　　・　　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級　　　　・建具表による　　・　　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級　　　　・建具表による　　・　　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級　　　　・建具表による　　・　　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級　　　　・建具表による　　・　　

(16.6.2～5)(16.6.2～5)(16.6.2～5)(16.6.2～5)(16.6.2～5)(16.6.2～5)(16.6.2～5)

ステンレス製建具ステンレス製建具ステンレス製建具ステンレス製建具ステンレス製建具ステンレス製建具ステンレス製建具８８８８８８８

ステンレス鋼板の曲げ加工ステンレス鋼板の曲げ加工ステンレス鋼板の曲げ加工ステンレス鋼板の曲げ加工ステンレス鋼板の曲げ加工ステンレス鋼板の曲げ加工ステンレス鋼板の曲げ加工

９９９９９９９ 木製建具木製建具木製建具木製建具木製建具木製建具木製建具

（16.7.2～4）（16.7.2～4）（16.7.2～4）（16.7.2～4）（16.7.2～4）（16.7.2～4）（16.7.2～4）

建具材の含水率建具材の含水率建具材の含水率建具材の含水率建具材の含水率建具材の含水率建具材の含水率

接着材のホルムアルデヒド放散量接着材のホルムアルデヒド放散量接着材のホルムアルデヒド放散量接着材のホルムアルデヒド放散量接着材のホルムアルデヒド放散量接着材のホルムアルデヒド放散量接着材のホルムアルデヒド放散量

(16.6.4)(16.6.4)(16.6.4)(16.6.4)(16.6.4)(16.6.4)(16.6.4)

(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)

(16.6.4)(16.6.4)(16.6.4)(16.6.4)(16.6.4)(16.6.4)(16.6.4)

(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)

(16.6.5)(16.6.5)(16.6.5)(16.6.5)(16.6.5)(16.6.5)(16.6.5)

（16.7.2）(表16.7.1)（16.7.2）(表16.7.1)（16.7.2）(表16.7.1)（16.7.2）(表16.7.1)（16.7.2）(表16.7.1)（16.7.2）(表16.7.1)（16.7.2）(表16.7.1)

(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)

(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)(16.7.2)

・・・・・・・ 木下地木下地木下地木下地木下地木下地木下地

・・・・・・・16～18メッシュ16～18メッシュ16～18メッシュ16～18メッシュ16～18メッシュ16～18メッシュ16～18メッシュ

0.25mm以上0.25mm以上0.25mm以上0.25mm以上0.25mm以上0.25mm以上0.25mm以上

※※※※※※※

※※※※※※※

　網目　網目　網目　網目　網目　網目　網目

　線径　線径　線径　線径　線径　線径　線径

・・・・・・・SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1※※※※※※※ステンレス鋼板の種類ステンレス鋼板の種類ステンレス鋼板の種類ステンレス鋼板の種類ステンレス鋼板の種類ステンレス鋼板の種類ステンレス鋼板の種類

・・・・・・・

ステンレス製くつずりの仕上げステンレス製くつずりの仕上げステンレス製くつずりの仕上げステンレス製くつずりの仕上げステンレス製くつずりの仕上げステンレス製くつずりの仕上げステンレス製くつずりの仕上げ

・・・・・・・

図示による　　図示による　　図示による　　図示による　　図示による　　図示による　　図示による　　

図示による　　図示による　　図示による　　図示による　　図示による　　図示による　　図示による　　※※※※※※※

※※※※※※※

水切り板，ぜん板水切り板，ぜん板水切り板，ぜん板水切り板，ぜん板水切り板，ぜん板水切り板，ぜん板水切り板，ぜん板

結露水の処理方法結露水の処理方法結露水の処理方法結露水の処理方法結露水の処理方法結露水の処理方法結露水の処理方法

適用しない　　適用しない　　適用しない　　適用しない　　適用しない　　適用しない　　適用しない　　適用する（建具の製造所の仕様）適用する（建具の製造所の仕様）適用する（建具の製造所の仕様）適用する（建具の製造所の仕様）適用する（建具の製造所の仕様）適用する（建具の製造所の仕様）適用する（建具の製造所の仕様）・・・・・・・ ・・・・・・・木下地の内付け建具木下地の内付け建具木下地の内付け建具木下地の内付け建具木下地の内付け建具木下地の内付け建具木下地の内付け建具

BB-1種BB-1種BB-1種BB-1種BB-1種BB-1種BB-1種

標準色標準色標準色標準色標準色標準色標準色

BC-1種BC-1種BC-1種BC-1種BC-1種BC-1種BC-1種

標準色標準色標準色標準色標準色標準色標準色 特注色特注色特注色特注色特注色特注色特注色

BC-2種BC-2種BC-2種BC-2種BC-2種BC-2種BC-2種

特注色特注色特注色特注色特注色特注色特注色

BB-2種BB-2種BB-2種BB-2種BB-2種BB-2種BB-2種・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・種別種別種別種別種別種別種別

着色着色着色着色着色着色着色

種別種別種別種別種別種別種別

着色着色着色着色着色着色着色

　屋内の建具　屋内の建具　屋内の建具　屋内の建具　屋内の建具　屋内の建具　屋内の建具

　外部に面する建具　外部に面する建具　外部に面する建具　外部に面する建具　外部に面する建具　外部に面する建具　外部に面する建具

・・・・・・・

・・・・・・・

(16.3.5)(16.3.5)(16.3.5)(16.3.5)(16.3.5)(16.3.5)(16.3.5)

(16.3.5)(16.3.5)(16.3.5)(16.3.5)(16.3.5)(16.3.5)(16.3.5)

(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)

(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)

(16.3.4)(16.3.4)(16.3.4)(16.3.4)(16.3.4)(16.3.4)(16.3.4)

木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない　　木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない　　木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない　　木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない　　木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない　　木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない　　木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない　　

水切り板，ぜん板　　・図示による　　・　　水切り板，ぜん板　　・図示による　　・　　水切り板，ぜん板　　・図示による　　・　　水切り板，ぜん板　　・図示による　　・　　水切り板，ぜん板　　・図示による　　・　　水切り板，ぜん板　　・図示による　　・　　水切り板，ぜん板　　・図示による　　・　　

表面色　　・標準色　・特注色　　表面色　　・標準色　・特注色　　表面色　　・標準色　・特注色　　表面色　　・標準色　・特注色　　表面色　　・標準色　・特注色　　表面色　　・標準色　・特注色　　表面色　　・標準色　・特注色　　

(16.3.3)(16.3.3)(16.3.3)(16.3.3)(16.3.3)(16.3.3)(16.3.3)ガラス　　※複層ガラス　・　　　　　・　　ガラス　　※複層ガラス　・　　　　　・　　ガラス　　※複層ガラス　・　　　　　・　　ガラス　　※複層ガラス　・　　　　　・　　ガラス　　※複層ガラス　・　　　　　・　　ガラス　　※複層ガラス　・　　　　　・　　ガラス　　※複層ガラス　・　　　　　・　　

・・・・・・・外部に面する建具の日射熱取得性の等級外部に面する建具の日射熱取得性の等級外部に面する建具の日射熱取得性の等級外部に面する建具の日射熱取得性の等級外部に面する建具の日射熱取得性の等級外部に面する建具の日射熱取得性の等級外部に面する建具の日射熱取得性の等級

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による※※※※※※※断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級・・・・・・・

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による※※※※※※※防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級・・・・・・・

Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３ （　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４
Ｓ－３Ｓ－３Ｓ－３Ｓ－３Ｓ－３Ｓ－３Ｓ－３

Ｓ－２Ｓ－２Ｓ－２Ｓ－２Ｓ－２Ｓ－２Ｓ－２

Ｅ種Ｅ種Ｅ種Ｅ種Ｅ種Ｅ種Ｅ種

Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種

・・・・・・・

・・・・・・・

枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法水密性水密性水密性水密性水密性水密性水密性気密性気密性気密性気密性気密性気密性気密性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性
種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

性能項目性能項目性能項目性能項目性能項目性能項目性能項目

Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４
Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５

Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種・・・・・・・

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種・・・・・・・

Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・

枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法水密性水密性水密性水密性水密性水密性水密性気密性気密性気密性気密性気密性気密性気密性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性

Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

性能項目性能項目性能項目性能項目性能項目性能項目性能項目

・コンクリート系下地及び鉄骨下地・コンクリート系下地及び鉄骨下地・コンクリート系下地及び鉄骨下地・コンクリート系下地及び鉄骨下地・コンクリート系下地及び鉄骨下地・コンクリート系下地及び鉄骨下地・コンクリート系下地及び鉄骨下地

５５５５５５５ 樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具樹脂製建具

(16.3.2～16.3.5)(16.3.2～16.3.5)(16.3.2～16.3.5)(16.3.2～16.3.5)(16.3.2～16.3.5)(16.3.2～16.3.5)(16.3.2～16.3.5) 外部に面する樹脂製建具の性能等級外部に面する樹脂製建具の性能等級外部に面する樹脂製建具の性能等級外部に面する樹脂製建具の性能等級外部に面する樹脂製建具の性能等級外部に面する樹脂製建具の性能等級外部に面する樹脂製建具の性能等級

性能及び構造性能及び構造性能及び構造性能及び構造性能及び構造性能及び構造性能及び構造 (16.3.2～16.3.4)(表16.3.1)(表16.3.2)(16.3.2～16.3.4)(表16.3.1)(表16.3.2)(16.3.2～16.3.4)(表16.3.1)(表16.3.2)(16.3.2～16.3.4)(表16.3.1)(表16.3.2)(16.3.2～16.3.4)(表16.3.1)(表16.3.2)(16.3.2～16.3.4)(表16.3.1)(表16.3.2)(16.3.2～16.3.4)(表16.3.1)(表16.3.2)

ステンレス製　径1.5㎜　ピッチ15㎜ステンレス製　径1.5㎜　ピッチ15㎜ステンレス製　径1.5㎜　ピッチ15㎜ステンレス製　径1.5㎜　ピッチ15㎜ステンレス製　径1.5㎜　ピッチ15㎜ステンレス製　径1.5㎜　ピッチ15㎜ステンレス製　径1.5㎜　ピッチ15㎜・・・・・・・防鳥網防鳥網防鳥網防鳥網防鳥網防鳥網防鳥網

ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製・・・・・・・合成樹脂製合成樹脂製合成樹脂製合成樹脂製合成樹脂製合成樹脂製合成樹脂製※※※※※※※・・・・・・・ ガラス繊維入り合成樹脂製ガラス繊維入り合成樹脂製ガラス繊維入り合成樹脂製ガラス繊維入り合成樹脂製ガラス繊維入り合成樹脂製ガラス繊維入り合成樹脂製ガラス繊維入り合成樹脂製防虫網防虫網防虫網防虫網防虫網防虫網防虫網

(表14.2.1)(表14.2.1)(表14.2.1)(表14.2.1)(表14.2.1)(表14.2.1)(表14.2.1)

(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)

(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)

(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)(16.2.5)

(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)

(表14.2.1)(表14.2.1)(表14.2.1)(表14.2.1)(表14.2.1)(表14.2.1)(表14.2.1)

表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理

・・・・・・・

・・・・・・・ 断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級

防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級

※※※※※※※

※※※※※※※ ・・・・・・・

・・・・・・・図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級

(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)(16.2.4)

(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)

(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)(16.4.4)

(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)(16.6.3)

(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)

(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)(16.2.3)網戸網戸網戸網戸網戸網戸網戸４４４４４４４

ＨＬＨＬＨＬＨＬＨＬＨＬＨＬ

章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項

16161616161616
　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別

寸　　　法（mm)寸　　　法（mm)寸　　　法（mm)寸　　　法（mm)寸　　　法（mm)寸　　　法（mm)寸　　　法（mm)

形　　　　　状形　　　　　状形　　　　　状形　　　　　状形　　　　　状形　　　　　状形　　　　　状

　
左
　
官
　
工
　
事

　
左
　
官
　
工
　
事

　
左
　
官
　
工
　
事

　
左
　
官
　
工
　
事

　
左
　
官
　
工
　
事

　
左
　
官
　
工
　
事

　
左
　
官
　
工
　
事

(17.2.2～6)(17.2.2～6)(17.2.2～6)(17.2.2～6)(17.2.2～6)(17.2.2～6)(17.2.2～6)
(17.3.2～6)(17.3.2～6)(17.3.2～6)(17.3.2～6)(17.3.2～6)(17.3.2～6)(17.3.2～6)

７７７７７７７ 金属成形板張り金属成形板張り金属成形板張り金属成形板張り金属成形板張り金属成形板張り金属成形板張り

(14.6.2～3)(14.6.2～3)(14.6.2～3)(14.6.2～3)(14.6.2～3)(14.6.2～3)(14.6.2～3)

８８８８８８８

15151515151515

表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理

笠木等の固定金具の工法等笠木等の固定金具の工法等笠木等の固定金具の工法等笠木等の固定金具の工法等笠木等の固定金具の工法等笠木等の固定金具の工法等笠木等の固定金具の工法等

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

種別（　　　　）種種別（　　　　）種種別（　　　　）種種別（　　　　）種種別（　　　　）種種別（　　　　）種種別（　　　　）種 ・・・・・・・

・350形　（呼称肉厚は2.0以上）・350形　（呼称肉厚は2.0以上）・350形　（呼称肉厚は2.0以上）・350形　（呼称肉厚は2.0以上）・350形　（呼称肉厚は2.0以上）・350形　（呼称肉厚は2.0以上）・350形　（呼称肉厚は2.0以上）

・300形　（呼称肉厚は1.8以上）・300形　（呼称肉厚は1.8以上）・300形　（呼称肉厚は1.8以上）・300形　（呼称肉厚は1.8以上）・300形　（呼称肉厚は1.8以上）・300形　（呼称肉厚は1.8以上）・300形　（呼称肉厚は1.8以上）

・250形　（呼称肉厚は1.6以上）・250形　（呼称肉厚は1.6以上）・250形　（呼称肉厚は1.6以上）・250形　（呼称肉厚は1.6以上）・250形　（呼称肉厚は1.6以上）・250形　（呼称肉厚は1.6以上）・250形　（呼称肉厚は1.6以上）部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類

・曲げ材・曲げ材・曲げ材・曲げ材・曲げ材・曲げ材・曲げ材※押出形材※押出形材※押出形材※押出形材※押出形材※押出形材※押出形材アルミニウム製笠木アルミニウム製笠木アルミニウム製笠木アルミニウム製笠木アルミニウム製笠木アルミニウム製笠木アルミニウム製笠木

(14.7.2～3)(14.7.2～3)(14.7.2～3)(14.7.2～3)(14.7.2～3)(14.7.2～3)(14.7.2～3)

(14.7.2～3)(表14.7.1)(14.7.2～3)(表14.7.1)(14.7.2～3)(表14.7.1)(14.7.2～3)(表14.7.1)(14.7.2～3)(表14.7.1)(14.7.2～3)(表14.7.1)(14.7.2～3)(表14.7.1)

(14.6.2～3)(14.6.2～3)(14.6.2～3)(14.6.2～3)(14.6.2～3)(14.6.2～3)(14.6.2～3)

アルミスパンドレル（既製品）アルミスパンドレル（既製品）アルミスパンドレル（既製品）アルミスパンドレル（既製品）アルミスパンドレル（既製品）アルミスパンドレル（既製品）アルミスパンドレル（既製品）

・押出し形材・押出し形材・押出し形材・押出し形材・押出し形材・押出し形材・押出し形材 ・板曲げ・板曲げ・板曲げ・板曲げ・板曲げ・板曲げ・板曲げ

板幅板幅板幅板幅板幅板幅板幅

板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚

製　　　　　法製　　　　　法製　　　　　法製　　　　　法製　　　　　法製　　　　　法製　　　　　法

表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理

伸　縮　継　手伸　縮　継　手伸　縮　継　手伸　縮　継　手伸　縮　継　手伸　縮　継　手伸　縮　継　手 ・設ける（場所は図示）・設ける（場所は図示）・設ける（場所は図示）・設ける（場所は図示）・設ける（場所は図示）・設ける（場所は図示）・設ける（場所は図示）※設けない※設けない※設けない※設けない※設けない※設けない※設けない

仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状

・・・・・・・・・・・・・・

吸放湿性吸放湿性吸放湿性吸放湿性吸放湿性吸放湿性吸放湿性工　法工　法工　法工　法工　法工　法工　法種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

・・・・・・・

薄付け仕上塗材薄付け仕上塗材薄付け仕上塗材薄付け仕上塗材薄付け仕上塗材薄付け仕上塗材薄付け仕上塗材・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する

適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない

吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け

吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け

吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け砂壁状砂壁状砂壁状砂壁状砂壁状砂壁状砂壁状

砂壁状じゅらく砂壁状じゅらく砂壁状じゅらく砂壁状じゅらく砂壁状じゅらく砂壁状じゅらく砂壁状じゅらく

砂壁状砂壁状砂壁状砂壁状砂壁状砂壁状砂壁状

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

外装薄塗材Ｅ外装薄塗材Ｅ外装薄塗材Ｅ外装薄塗材Ｅ外装薄塗材Ｅ外装薄塗材Ｅ外装薄塗材Ｅ

内装薄塗材Ｅ内装薄塗材Ｅ内装薄塗材Ｅ内装薄塗材Ｅ内装薄塗材Ｅ内装薄塗材Ｅ内装薄塗材Ｅ

可とう形外装薄塗材Ｅ可とう形外装薄塗材Ｅ可とう形外装薄塗材Ｅ可とう形外装薄塗材Ｅ可とう形外装薄塗材Ｅ可とう形外装薄塗材Ｅ可とう形外装薄塗材Ｅ

(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)

(15.6.2.1)(15.6.2.1)(15.6.2.1)(15.6.2.1)(15.6.2.1)(15.6.2.1)(15.6.2.1)

内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量

材料材料材料材料材料材料材料仕上塗材仕上げ仕上塗材仕上げ仕上塗材仕上げ仕上塗材仕上げ仕上塗材仕上げ仕上塗材仕上げ仕上塗材仕上げ７７７７７７７

(15.6.2)(15.6.2)(15.6.2)(15.6.2)(15.6.2)(15.6.2)(15.6.2) ※※※※※※※ F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆ ・・・・・・・

・・・・・・・・セメント系・セメント系・セメント系・セメント系・セメント系・セメント系・セメント系

(15.5.2)(表15.5.1)(15.5.2)(表15.5.1)(15.5.2)(表15.5.1)(15.5.2)(表15.5.1)(15.5.2)(表15.5.1)(15.5.2)(表15.5.1)(15.5.2)(表15.5.1)

施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）

セルフレベリングセルフレベリングセルフレベリングセルフレベリングセルフレベリングセルフレベリングセルフレベリング

材塗り材塗り材塗り材塗り材塗り材塗り材塗り

※　10※　10※　10※　10※　10※　10※　10

・・・・・・・※　10※　10※　10※　10※　10※　10※　10

６６６６６６６

・せっこう系・せっこう系・せっこう系・せっこう系・せっこう系・せっこう系・せっこう系

(15.5.2)(15.5.2)(15.5.2)(15.5.2)(15.5.2)(15.5.2)(15.5.2)

モルタルモルタルモルタルモルタルモルタルモルタルモルタル

・現場調合材料　　　・既調合材料・現場調合材料　　　・既調合材料・現場調合材料　　　・既調合材料・現場調合材料　　　・既調合材料・現場調合材料　　　・既調合材料・現場調合材料　　　・既調合材料・現場調合材料　　　・既調合材料

・行う・行う・行う・行う・行う・行う・行う ・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない

・設けない・設けない・設けない・設けない・設けない・設けない・設けない・設ける（工法　※押し目地　　・　　　　）・設ける（工法　※押し目地　　・　　　　）・設ける（工法　※押し目地　　・　　　　）・設ける（工法　※押し目地　　・　　　　）・設ける（工法　※押し目地　　・　　　　）・設ける（工法　※押し目地　　・　　　　）・設ける（工法　※押し目地　　・　　　　）

外装タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験外装タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験外装タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験外装タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験外装タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験外装タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験外装タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験

床目地床目地床目地床目地床目地床目地床目地

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）形状，寸法形状，寸法形状，寸法形状，寸法形状，寸法形状，寸法形状，寸法

既製目地材既製目地材既製目地材既製目地材既製目地材既製目地材既製目地材

吸水調整材の品質吸水調整材の品質吸水調整材の品質吸水調整材の品質吸水調整材の品質吸水調整材の品質吸水調整材の品質

・使用する・使用する・使用する・使用する・使用する・使用する・使用する・使用しない・使用しない・使用しない・使用しない・使用しない・使用しない・使用しない

材料材料材料材料材料材料材料モルタル塗りモルタル塗りモルタル塗りモルタル塗りモルタル塗りモルタル塗りモルタル塗り

※表15.3.2による※表15.3.2による※表15.3.2による※表15.3.2による※表15.3.2による※表15.3.2による※表15.3.2による

５５５５５５５
(15.3.2～5)(15.3.2～5)(15.3.2～5)(15.3.2～5)(15.3.2～5)(15.3.2～5)(15.3.2～5)

(15.2.7)(15.2.7)(15.2.7)(15.2.7)(15.2.7)(15.2.7)(15.2.7)

木ずり下地木ずり下地木ずり下地木ずり下地木ずり下地木ずり下地木ずり下地４４４４４４４ 材料材料材料材料材料材料材料

木ずり用小幅板の材種　　　※杉（心去り材）　　　・　　木ずり用小幅板の材種　　　※杉（心去り材）　　　・　　木ずり用小幅板の材種　　　※杉（心去り材）　　　・　　木ずり用小幅板の材種　　　※杉（心去り材）　　　・　　木ずり用小幅板の材種　　　※杉（心去り材）　　　・　　木ずり用小幅板の材種　　　※杉（心去り材）　　　・　　木ずり用小幅板の材種　　　※杉（心去り材）　　　・　　

(15.2.7)(15.2.7)(15.2.7)(15.2.7)(15.2.7)(15.2.7)(15.2.7)

(15.3.2)(15.3.2)(15.3.2)(15.3.2)(15.3.2)(15.3.2)(15.3.2)

(15.3.5)(15.3.5)(15.3.5)(15.3.5)(15.3.5)(15.3.5)(15.3.5)

(15.2.6)(15.2.6)(15.2.6)(15.2.6)(15.2.6)(15.2.6)(15.2.6)

こまい下地こまい下地こまい下地こまい下地こまい下地こまい下地こまい下地３３３３３３３ 建築基準法に基づく耐力壁の指定　　　・なし　　　・あり建築基準法に基づく耐力壁の指定　　　・なし　　　・あり建築基準法に基づく耐力壁の指定　　　・なし　　　・あり建築基準法に基づく耐力壁の指定　　　・なし　　　・あり建築基準法に基づく耐力壁の指定　　　・なし　　　・あり建築基準法に基づく耐力壁の指定　　　・なし　　　・あり建築基準法に基づく耐力壁の指定　　　・なし　　　・あり (15.2.6)(15.2.6)(15.2.6)(15.2.6)(15.2.6)(15.2.6)(15.2.6)

２２２２２２２ せっこうボード，せっこうボード，せっこうボード，せっこうボード，せっこうボード，せっこうボード，せっこうボード，

その他のボード下地その他のボード下地その他のボード下地その他のボード下地その他のボード下地その他のボード下地その他のボード下地

(15.2.5)(15.2.5)(15.2.5)(15.2.5)(15.2.5)(15.2.5)(15.2.5)

材料材料材料材料材料材料材料

せっこうボード，せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚させっこうボード，せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚させっこうボード，せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚させっこうボード，せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚させっこうボード，せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚させっこうボード，せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚させっこうボード，せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚さ

　せっこうボード　　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　せっこうボード　　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　せっこうボード　　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　せっこうボード　　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　せっこうボード　　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　せっこうボード　　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　せっこうボード　　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）

　せっこうラスボード　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　せっこうラスボード　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　せっこうラスボード　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　せっこうラスボード　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　せっこうラスボード　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　せっこうラスボード　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　せっこうラスボード　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）

　木質系セメント板　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　木質系セメント板　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　木質系セメント板　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　木質系セメント板　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　木質系セメント板　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　木質系セメント板　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）　木質系セメント板　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）

(15.2.5)(15.2.5)(15.2.5)(15.2.5)(15.2.5)(15.2.5)(15.2.5)

(15.2.4)(15.2.4)(15.2.4)(15.2.4)(15.2.4)(15.2.4)(15.2.4)

(15.2.4)(15.2.4)(15.2.4)(15.2.4)(15.2.4)(15.2.4)(15.2.4)

ラス系下地ラス系下地ラス系下地ラス系下地ラス系下地ラス系下地ラス系下地１１１１１１１ ※※※※※※※ 図示による。図示による。図示による。図示による。図示による。図示による。図示による。

・・・・・・・

性能項目性能項目性能項目性能項目性能項目性能項目性能項目 耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性 気密性気密性気密性気密性気密性気密性気密性 水密性水密性水密性水密性水密性水密性水密性 枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法

Ｅ種Ｅ種Ｅ種Ｅ種Ｅ種Ｅ種Ｅ種

章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項 章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項

・・・・・・・

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による・・・・・・・その他の性能その他の性能その他の性能その他の性能その他の性能その他の性能その他の性能

Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５・・・・・・・Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４・・・・・・・

ＲＣ，ＳＲＣ造ＲＣ，ＳＲＣ造ＲＣ，ＳＲＣ造ＲＣ，ＳＲＣ造ＲＣ，ＳＲＣ造ＲＣ，ＳＲＣ造ＲＣ，ＳＲＣ造

水密性水密性水密性水密性水密性水密性水密性・・・・・・・

Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４・・・・・・・Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・ 耐火性耐火性耐火性耐火性耐火性耐火性耐火性

耐温度差性耐温度差性耐温度差性耐温度差性耐温度差性耐温度差性耐温度差性・・・・・・・

Ｔ－４Ｔ－４Ｔ－４Ｔ－４Ｔ－４Ｔ－４Ｔ－４・・・・・・・Ｔ－３Ｔ－３Ｔ－３Ｔ－３Ｔ－３Ｔ－３Ｔ－３・・・・・・・・Ｔ－２・Ｔ－２・Ｔ－２・Ｔ－２・Ｔ－２・Ｔ－２・Ｔ－２・Ｔ－１・Ｔ－１・Ｔ－１・Ｔ－１・Ｔ－１・Ｔ－１・Ｔ－１遮音性遮音性遮音性遮音性遮音性遮音性遮音性・・・・・・・

断熱性断熱性断熱性断熱性断熱性断熱性断熱性・・・・・・・

1/300以上1/300以上1/300以上1/300以上1/300以上1/300以上1/300以上※※※※※※※

1/200以上1/200以上1/200以上1/200以上1/200以上1/200以上1/200以上※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

層間変位追従性層間変位追従性層間変位追従性層間変位追従性層間変位追従性層間変位追従性層間変位追従性
Ｓ造Ｓ造Ｓ造Ｓ造Ｓ造Ｓ造Ｓ造

鉛直方向に対する地震力係数鉛直方向に対する地震力係数鉛直方向に対する地震力係数鉛直方向に対する地震力係数鉛直方向に対する地震力係数鉛直方向に対する地震力係数鉛直方向に対する地震力係数

水平方向に対する地震力係数水平方向に対する地震力係数水平方向に対する地震力係数水平方向に対する地震力係数水平方向に対する地震力係数水平方向に対する地震力係数水平方向に対する地震力係数

正圧　　Ｎ/㎡以上，負圧　　Ｎ/㎡以上に対して安全なもの正圧　　Ｎ/㎡以上，負圧　　Ｎ/㎡以上に対して安全なもの正圧　　Ｎ/㎡以上，負圧　　Ｎ/㎡以上に対して安全なもの正圧　　Ｎ/㎡以上，負圧　　Ｎ/㎡以上に対して安全なもの正圧　　Ｎ/㎡以上，負圧　　Ｎ/㎡以上に対して安全なもの正圧　　Ｎ/㎡以上，負圧　　Ｎ/㎡以上に対して安全なもの正圧　　Ｎ/㎡以上，負圧　　Ｎ/㎡以上に対して安全なもの・・・・・・・

※※※※※※※

耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性

１１１１１１１

気密性気密性気密性気密性気密性気密性気密性

カーテンウォールカーテンウォールカーテンウォールカーテンウォールカーテンウォールカーテンウォールカーテンウォール

建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた

・・・・・・・

・・・・・・・
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耐
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性

耐

震

性

耐

震

性

耐

震

性

耐

震

性

1.01.01.01.01.01.01.0

0.50.50.50.50.50.50.5

(17.1.3)(17.2.2～6)(17.3.2～6)(17.1.3)(17.2.2～6)(17.3.2～6)(17.1.3)(17.2.2～6)(17.3.2～6)(17.1.3)(17.2.2～6)(17.3.2～6)(17.1.3)(17.2.2～6)(17.3.2～6)(17.1.3)(17.2.2～6)(17.3.2～6)(17.1.3)(17.2.2～6)(17.3.2～6)

風圧力に対して安全を確認したもの。風圧力に対して安全を確認したもの。風圧力に対して安全を確認したもの。風圧力に対して安全を確認したもの。風圧力に対して安全を確認したもの。風圧力に対して安全を確認したもの。風圧力に対して安全を確認したもの。
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図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による※※※※※※※

種類種類種類種類種類種類種類 ・・・・・・・ メタルカーテンウォールメタルカーテンウォールメタルカーテンウォールメタルカーテンウォールメタルカーテンウォールメタルカーテンウォールメタルカーテンウォール

金属材料その他の材料金属材料その他の材料金属材料その他の材料金属材料その他の材料金属材料その他の材料金属材料その他の材料金属材料その他の材料

ＰＣカーテンウォールＰＣカーテンウォールＰＣカーテンウォールＰＣカーテンウォールＰＣカーテンウォールＰＣカーテンウォールＰＣカーテンウォール・・・・・・・

製作所製作所製作所製作所製作所製作所製作所

性能の確認方法及び判定方法　　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料　　　・　　性能の確認方法及び判定方法　　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料　　　・　　性能の確認方法及び判定方法　　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料　　　・　　性能の確認方法及び判定方法　　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料　　　・　　性能の確認方法及び判定方法　　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料　　　・　　性能の確認方法及び判定方法　　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料　　　・　　性能の確認方法及び判定方法　　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料　　　・　　

下地面等下地面等下地面等下地面等下地面等下地面等下地面等

(17.1.3)(17.1.3)(17.1.3)(17.1.3)(17.1.3)(17.1.3)(17.1.3)

木下地木下地木下地木下地木下地木下地木下地

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

・・・・・・・ Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種

・・・・・・・ （　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）

（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）※※※※※※※ Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３

Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３Ｗ－３※※※※※※※Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３

Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３※※※※※※※

※※※※※※※※※※※※※※

※※※※※※※ Ｓ－２Ｓ－２Ｓ－２Ｓ－２Ｓ－２Ｓ－２Ｓ－２

Ｓ－３Ｓ－３Ｓ－３Ｓ－３Ｓ－３Ｓ－３Ｓ－３

耐風圧性は取付高さに適応したものとする。耐風圧性は取付高さに適応したものとする。耐風圧性は取付高さに適応したものとする。耐風圧性は取付高さに適応したものとする。耐風圧性は取付高さに適応したものとする。耐風圧性は取付高さに適応したものとする。耐風圧性は取付高さに適応したものとする。

10101010101010 建具用金物建具用金物建具用金物建具用金物建具用金物建具用金物建具用金物

(16.8.1～4)(16.8.1～4)(16.8.1～4)(16.8.1～4)(16.8.1～4)(16.8.1～4)(16.8.1～4)

鍵箱鍵箱鍵箱鍵箱鍵箱鍵箱鍵箱

マスターキーマスターキーマスターキーマスターキーマスターキーマスターキーマスターキー

煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。

※※※※※※※ 扉にラッチ受座用切込開口補強扉にラッチ受座用切込開口補強扉にラッチ受座用切込開口補強扉にラッチ受座用切込開口補強扉にラッチ受座用切込開口補強扉にラッチ受座用切込開口補強扉にラッチ受座用切込開口補強 ・・・・・・・ 枠に解錠機構用切込開口補強枠に解錠機構用切込開口補強枠に解錠機構用切込開口補強枠に解錠機構用切込開口補強枠に解錠機構用切込開口補強枠に解錠機構用切込開口補強枠に解錠機構用切込開口補強

・・・・・・・

・・・・・・・ 設ける（　　　個用）設ける（　　　個用）設ける（　　　個用）設ける（　　　個用）設ける（　　　個用）設ける（　　　個用）設ける（　　　個用）

製作する（　　　組）製作する（　　　組）製作する（　　　組）製作する（　　　組）製作する（　　　組）製作する（　　　組）製作する（　　　組） ・・・・・・・

・・・・・・・ 設けない設けない設けない設けない設けない設けない設けない

製作しない製作しない製作しない製作しない製作しない製作しない製作しない ・・・・・・・

・・・・・・・ 鍵札鍵札鍵札鍵札鍵札鍵札鍵札

既存マスター合わせ既存マスター合わせ既存マスター合わせ既存マスター合わせ既存マスター合わせ既存マスター合わせ既存マスター合わせ

見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。

建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による建具表による (16.8.1～4)(表16.8.1～4)(16.8.1～4)(表16.8.1～4)(16.8.1～4)(表16.8.1～4)(16.8.1～4)(表16.8.1～4)(16.8.1～4)(表16.8.1～4)(16.8.1～4)(表16.8.1～4)(16.8.1～4)(表16.8.1～4)

(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.3)(表16.7.7)

（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4）（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4）（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4）（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4）（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4）（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4）（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4）

（表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)（表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)（表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)（表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)（表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)（表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)（表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)

（16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)（16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)（16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)（16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)（16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)（16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)（16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)

（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)かまち戸　かまち樹種，鏡板樹種，見込み寸法は図示によるかまち戸　かまち樹種，鏡板樹種，見込み寸法は図示によるかまち戸　かまち樹種，鏡板樹種，見込み寸法は図示によるかまち戸　かまち樹種，鏡板樹種，見込み寸法は図示によるかまち戸　かまち樹種，鏡板樹種，見込み寸法は図示によるかまち戸　かまち樹種，鏡板樹種，見込み寸法は図示によるかまち戸　かまち樹種，鏡板樹種，見込み寸法は図示による

ふすま　種別，工法、上張り，縁仕上，見込み寸法は図示によるふすま　種別，工法、上張り，縁仕上，見込み寸法は図示によるふすま　種別，工法、上張り，縁仕上，見込み寸法は図示によるふすま　種別，工法、上張り，縁仕上，見込み寸法は図示によるふすま　種別，工法、上張り，縁仕上，見込み寸法は図示によるふすま　種別，工法、上張り，縁仕上，見込み寸法は図示によるふすま　種別，工法、上張り，縁仕上，見込み寸法は図示による

戸ぶすま　表面材の種類，品質等，見込み寸法は図示による戸ぶすま　表面材の種類，品質等，見込み寸法は図示による戸ぶすま　表面材の種類，品質等，見込み寸法は図示による戸ぶすま　表面材の種類，品質等，見込み寸法は図示による戸ぶすま　表面材の種類，品質等，見込み寸法は図示による戸ぶすま　表面材の種類，品質等，見込み寸法は図示による戸ぶすま　表面材の種類，品質等，見込み寸法は図示による

紙張り障子　見込み寸法は図示による紙張り障子　見込み寸法は図示による紙張り障子　見込み寸法は図示による紙張り障子　見込み寸法は図示による紙張り障子　見込み寸法は図示による紙張り障子　見込み寸法は図示による紙張り障子　見込み寸法は図示による

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

11111111111111 自動ドア開閉装置自動ドア開閉装置自動ドア開閉装置自動ドア開閉装置自動ドア開閉装置自動ドア開閉装置自動ドア開閉装置

(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2) 自動ドア開閉装置の性能自動ドア開閉装置の性能自動ドア開閉装置の性能自動ドア開閉装置の性能自動ドア開閉装置の性能自動ドア開閉装置の性能自動ドア開閉装置の性能

　　　・タッチスイッチ(・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ)　・押しボタンスイッチ　　　・タッチスイッチ(・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ)　・押しボタンスイッチ　　　・タッチスイッチ(・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ)　・押しボタンスイッチ　　　・タッチスイッチ(・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ)　・押しボタンスイッチ　　　・タッチスイッチ(・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ)　・押しボタンスイッチ　　　・タッチスイッチ(・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ)　・押しボタンスイッチ　　　・タッチスイッチ(・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ)　・押しボタンスイッチ

　　　・車椅子使用者便房スイッチ(・大形(開・閉)押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ)　　　・車椅子使用者便房スイッチ(・大形(開・閉)押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ)　　　・車椅子使用者便房スイッチ(・大形(開・閉)押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ)　　　・車椅子使用者便房スイッチ(・大形(開・閉)押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ)　　　・車椅子使用者便房スイッチ(・大形(開・閉)押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ)　　　・車椅子使用者便房スイッチ(・大形(開・閉)押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ)　　　・車椅子使用者便房スイッチ(・大形(開・閉)押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ)

引戸装置引戸装置引戸装置引戸装置引戸装置引戸装置引戸装置

性能性能性能性能性能性能性能 ※※※※※※※ 標準仕様書　表16.10.1による　・図示による標準仕様書　表16.10.1による　・図示による標準仕様書　表16.10.1による　・図示による標準仕様書　表16.10.1による　・図示による標準仕様書　表16.10.1による　・図示による標準仕様書　表16.10.1による　・図示による標準仕様書　表16.10.1による　・図示による

(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)

(16.10.3)(16.10.3)(16.10.3)(16.10.3)(16.10.3)(16.10.3)(16.10.3)

(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)

(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)

※※※※※※※ 引き戸用駆動装置の場合，標準仕様書表16.9.1による引き戸用駆動装置の場合，標準仕様書表16.9.1による引き戸用駆動装置の場合，標準仕様書表16.9.1による引き戸用駆動装置の場合，標準仕様書表16.9.1による引き戸用駆動装置の場合，標準仕様書表16.9.1による引き戸用駆動装置の場合，標準仕様書表16.9.1による引き戸用駆動装置の場合，標準仕様書表16.9.1による ・・・・・・・

・・・・・・・ ・・・・・・・適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する 適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・・・・・・・・

駆動装置の性能駆動装置の性能駆動装置の性能駆動装置の性能駆動装置の性能駆動装置の性能駆動装置の性能

防錆の適用防錆の適用防錆の適用防錆の適用防錆の適用防錆の適用防錆の適用

・・・・・・・ 適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する ・・・・・・・ 適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない防錆の適用防錆の適用防錆の適用防錆の適用防錆の適用防錆の適用防錆の適用

引き戸用検出装置の種類　標準仕様書表16.9.4による引き戸用検出装置の種類　標準仕様書表16.9.4による引き戸用検出装置の種類　標準仕様書表16.9.4による引き戸用検出装置の種類　標準仕様書表16.9.4による引き戸用検出装置の種類　標準仕様書表16.9.4による引き戸用検出装置の種類　標準仕様書表16.9.4による引き戸用検出装置の種類　標準仕様書表16.9.4による (16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)(16.9.2)

　種類・光線(反射)センサー　・熱線センサー　・音波センサー　・光電センサー　・電波センサー　種類・光線(反射)センサー　・熱線センサー　・音波センサー　・光電センサー　・電波センサー　種類・光線(反射)センサー　・熱線センサー　・音波センサー　・光電センサー　・電波センサー　種類・光線(反射)センサー　・熱線センサー　・音波センサー　・光電センサー　・電波センサー　種類・光線(反射)センサー　・熱線センサー　・音波センサー　・光電センサー　・電波センサー　種類・光線(反射)センサー　・熱線センサー　・音波センサー　・光電センサー　・電波センサー　種類・光線(反射)センサー　・熱線センサー　・音波センサー　・光電センサー　・電波センサー

12121212121212 自閉式上吊り自閉式上吊り自閉式上吊り自閉式上吊り自閉式上吊り自閉式上吊り自閉式上吊り

13131313131313 重量シャッター重量シャッター重量シャッター重量シャッター重量シャッター重量シャッター重量シャッター

(16.11.2～3)(16.11.2～3)(16.11.2～3)(16.11.2～3)(16.11.2～3)(16.11.2～3)(16.11.2～3)

シャッターの種類シャッターの種類シャッターの種類シャッターの種類シャッターの種類シャッターの種類シャッターの種類 ・・・・・・・ 管理用シャッター管理用シャッター管理用シャッター管理用シャッター管理用シャッター管理用シャッター管理用シャッター ・・・・・・・ 外壁用防火シャッター外壁用防火シャッター外壁用防火シャッター外壁用防火シャッター外壁用防火シャッター外壁用防火シャッター外壁用防火シャッター

防煙シャッター防煙シャッター防煙シャッター防煙シャッター防煙シャッター防煙シャッター防煙シャッター・・・・・・・屋内用防火シャッター屋内用防火シャッター屋内用防火シャッター屋内用防火シャッター屋内用防火シャッター屋内用防火シャッター屋内用防火シャッター・・・・・・・

(16.11.2)(16.11.2)(16.11.2)(16.11.2)(16.11.2)(16.11.2)(16.11.2)

外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度(　　　)pa外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度(　　　)pa外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度(　　　)pa外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度(　　　)pa外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度(　　　)pa外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度(　　　)pa外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度(　　　)pa

開閉方式の種類開閉方式の種類開閉方式の種類開閉方式の種類開閉方式の種類開閉方式の種類開閉方式の種類 ※※※※※※※ 電動式（手動併用）電動式（手動併用）電動式（手動併用）電動式（手動併用）電動式（手動併用）電動式（手動併用）電動式（手動併用） ・・・・・・・ 手動式手動式手動式手動式手動式手動式手動式 (表16.11.1)(表16.11.1)(表16.11.1)(表16.11.1)(表16.11.1)(表16.11.1)(表16.11.1)

防火・防煙シャッターは，自動閉鎖機構及び随時閉鎖機構付とし，連動制御盤及び煙感知器は別途防火・防煙シャッターは，自動閉鎖機構及び随時閉鎖機構付とし，連動制御盤及び煙感知器は別途防火・防煙シャッターは，自動閉鎖機構及び随時閉鎖機構付とし，連動制御盤及び煙感知器は別途防火・防煙シャッターは，自動閉鎖機構及び随時閉鎖機構付とし，連動制御盤及び煙感知器は別途防火・防煙シャッターは，自動閉鎖機構及び随時閉鎖機構付とし，連動制御盤及び煙感知器は別途防火・防煙シャッターは，自動閉鎖機構及び随時閉鎖機構付とし，連動制御盤及び煙感知器は別途防火・防煙シャッターは，自動閉鎖機構及び随時閉鎖機構付とし，連動制御盤及び煙感知器は別途

とする。とする。とする。とする。とする。とする。とする。

安全装置の設置箇所安全装置の設置箇所安全装置の設置箇所安全装置の設置箇所安全装置の設置箇所安全装置の設置箇所安全装置の設置箇所

設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所安全装置安全装置安全装置安全装置安全装置安全装置安全装置

管理用シャッターのシャッターケース管理用シャッターのシャッターケース管理用シャッターのシャッターケース管理用シャッターのシャッターケース管理用シャッターのシャッターケース管理用シャッターのシャッターケース管理用シャッターのシャッターケース (16.11.2)(16.11.2)(16.11.2)(16.11.2)(16.11.2)(16.11.2)(16.11.2)・・・・・・・ 設ける設ける設ける設ける設ける設ける設ける ・・・・・・・ 設けない設けない設けない設けない設けない設けない設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板スラット及びシャッターケース用鋼板スラット及びシャッターケース用鋼板スラット及びシャッターケース用鋼板スラット及びシャッターケース用鋼板スラット及びシャッターケース用鋼板スラット及びシャッターケース用鋼板 (16.11.3)(16.11.3)(16.11.3)(16.11.3)(16.11.3)(16.11.3)(16.11.3)

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

急降下制動装置急降下制動装置急降下制動装置急降下制動装置急降下制動装置急降下制動装置急降下制動装置

障害物感知装置障害物感知装置障害物感知装置障害物感知装置障害物感知装置障害物感知装置障害物感知装置

危害防止機構危害防止機構危害防止機構危害防止機構危害防止機構危害防止機構危害防止機構

・・・・・・・ 急降下停止装置急降下停止装置急降下停止装置急降下停止装置急降下停止装置急降下停止装置急降下停止装置 ・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

鋼板の種類鋼板の種類鋼板の種類鋼板の種類鋼板の種類鋼板の種類鋼板の種類

(16.11.3)(表16.12.1）(16.11.3)(表16.12.1）(16.11.3)(表16.12.1）(16.11.3)(表16.12.1）(16.11.3)(表16.12.1）(16.11.3)(表16.12.1）(16.11.3)(表16.12.1）

めっきの付着量めっきの付着量めっきの付着量めっきの付着量めっきの付着量めっきの付着量めっきの付着量

SUS304，SUSJ1L又はSUS443J1SUS304，SUSJ1L又はSUS443J1SUS304，SUSJ1L又はSUS443J1SUS304，SUSJ1L又はSUS443J1SUS304，SUSJ1L又はSUS443J1SUS304，SUSJ1L又はSUS443J1SUS304，SUSJ1L又はSUS443J1※※※※※※※

・・・・・・・

・・・・・・・ JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

JIS G3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)JIS G3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)JIS G3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)JIS G3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)JIS G3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)JIS G3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)JIS G3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

※※※※※※※ Z12又はF12Z12又はF12Z12又はF12Z12又はF12Z12又はF12Z12又はF12Z12又はF12 ・・・・・・・

ステンレス鋼板の種類　　ステンレス鋼板の種類　　ステンレス鋼板の種類　　ステンレス鋼板の種類　　ステンレス鋼板の種類　　ステンレス鋼板の種類　　ステンレス鋼板の種類　　 ・・・・・・・

14141414141414 軽量シャッター軽量シャッター軽量シャッター軽量シャッター軽量シャッター軽量シャッター軽量シャッター 開閉形式開閉形式開閉形式開閉形式開閉形式開閉形式開閉形式 ※※※※※※※ 手動式手動式手動式手動式手動式手動式手動式・・・・・・・ 電動式（手動併用）電動式（手動併用）電動式（手動併用）電動式（手動併用）電動式（手動併用）電動式（手動併用）電動式（手動併用） (16.12.2)(表16.12.1)(16.12.2)(表16.12.1)(16.12.2)(表16.12.1)(16.12.2)(表16.12.1)(16.12.2)(表16.12.1)(16.12.2)(表16.12.1)(16.12.2)(表16.12.1)

(16.12.2)(16.12.2)(16.12.2)(16.12.2)(16.12.2)(16.12.2)(16.12.2)耐風圧強度　　(　　　)pa耐風圧強度　　(　　　)pa耐風圧強度　　(　　　)pa耐風圧強度　　(　　　)pa耐風圧強度　　(　　　)pa耐風圧強度　　(　　　)pa耐風圧強度　　(　　　)pa(16.12.2～4)(16.12.2～4)(16.12.2～4)(16.12.2～4)(16.12.2～4)(16.12.2～4)(16.12.2～4)

(16.10.3)(16.10.3)(16.10.3)(16.10.3)(16.10.3)(16.10.3)(16.10.3)

電動式の場合の安全装置電動式の場合の安全装置電動式の場合の安全装置電動式の場合の安全装置電動式の場合の安全装置電動式の場合の安全装置電動式の場合の安全装置

・障害物感知装置・障害物感知装置・障害物感知装置・障害物感知装置・障害物感知装置・障害物感知装置・障害物感知装置

設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所安全装置安全装置安全装置安全装置安全装置安全装置安全装置

スラットの材質の種類スラットの材質の種類スラットの材質の種類スラットの材質の種類スラットの材質の種類スラットの材質の種類スラットの材質の種類 (16.12.3)(16.12.3)(16.12.3)(16.12.3)(16.12.3)(16.12.3)(16.12.3)

　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)　　めっき付着量　　※Z06又はF06　　・　　　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)　　めっき付着量　　※Z06又はF06　　・　　　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)　　めっき付着量　　※Z06又はF06　　・　　　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)　　めっき付着量　　※Z06又はF06　　・　　　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)　　めっき付着量　　※Z06又はF06　　・　　　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)　　めっき付着量　　※Z06又はF06　　・　　　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)　　めっき付着量　　※Z06又はF06　　・　　

　・JIS G3322(塗装溶融亜鉛55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)　・JIS G3322(塗装溶融亜鉛55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)　・JIS G3322(塗装溶融亜鉛55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)　・JIS G3322(塗装溶融亜鉛55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)　・JIS G3322(塗装溶融亜鉛55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)　・JIS G3322(塗装溶融亜鉛55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)　・JIS G3322(塗装溶融亜鉛55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めっきの付着量　　※AZ90　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めっきの付着量　　※AZ90　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めっきの付着量　　※AZ90　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めっきの付着量　　※AZ90　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めっきの付着量　　※AZ90　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めっきの付着量　　※AZ90　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めっきの付着量　　※AZ90　　　・　　　

スラットの種類スラットの種類スラットの種類スラットの種類スラットの種類スラットの種類スラットの種類 ・・・・・・・ インターロッキング形インターロッキング形インターロッキング形インターロッキング形インターロッキング形インターロッキング形インターロッキング形 (16.12.4)(16.12.4)(16.12.4)(16.12.4)(16.12.4)(16.12.4)(16.12.4)

・・・・・・・ オーバーラッピング形オーバーラッピング形オーバーラッピング形オーバーラッピング形オーバーラッピング形オーバーラッピング形オーバーラッピング形

15151515151515 ガラスガラスガラスガラスガラスガラスガラス

(16.14.2～3)(16.14.2～3)(16.14.2～3)(16.14.2～3)(16.14.2～3)(16.14.2～3)(16.14.2～3)

ガラスの種類，厚さの組合せ，品質等ガラスの種類，厚さの組合せ，品質等ガラスの種類，厚さの組合せ，品質等ガラスの種類，厚さの組合せ，品質等ガラスの種類，厚さの組合せ，品質等ガラスの種類，厚さの組合せ，品質等ガラスの種類，厚さの組合せ，品質等

※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

ガラス留め材ガラス留め材ガラス留め材ガラス留め材ガラス留め材ガラス留め材ガラス留め材

(16.14.2)(16.14.2)(16.14.2)(16.14.2)(16.14.2)(16.14.2)(16.14.2)

(16.14.2)(16.14.3)(表9.7.1)(16.14.2)(16.14.3)(表9.7.1)(16.14.2)(16.14.3)(表9.7.1)(16.14.2)(16.14.3)(表9.7.1)(16.14.2)(16.14.3)(表9.7.1)(16.14.2)(16.14.3)(表9.7.1)(16.14.2)(16.14.3)(表9.7.1)

樹脂製樹脂製樹脂製樹脂製樹脂製樹脂製樹脂製

ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製

アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量鋼製及び鋼製軽量鋼製及び鋼製軽量鋼製及び鋼製軽量鋼製及び鋼製軽量鋼製及び鋼製軽量鋼製及び鋼製軽量

建具の種類建具の種類建具の種類建具の種類建具の種類建具の種類建具の種類

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

ガスケット（注）ガスケット（注）ガスケット（注）ガスケット（注）ガスケット（注）ガスケット（注）ガスケット（注）

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

ガスケットガスケットガスケットガスケットガスケットガスケットガスケット・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ ・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材 ・・・・・・・

防火戸のガラス留め材は認定を受けた条件による。防火戸のガラス留め材は認定を受けた条件による。防火戸のガラス留め材は認定を受けた条件による。防火戸のガラス留め材は認定を受けた条件による。防火戸のガラス留め材は認定を受けた条件による。防火戸のガラス留め材は認定を受けた条件による。防火戸のガラス留め材は認定を受けた条件による。

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）外部に面する複層ガラス，合わせガラス，網入り板ガラス，線入り板ガラスを除く外部に面する複層ガラス，合わせガラス，網入り板ガラス，線入り板ガラスを除く外部に面する複層ガラス，合わせガラス，網入り板ガラス，線入り板ガラスを除く外部に面する複層ガラス，合わせガラス，網入り板ガラス，線入り板ガラスを除く外部に面する複層ガラス，合わせガラス，網入り板ガラス，線入り板ガラスを除く外部に面する複層ガラス，合わせガラス，網入り板ガラス，線入り板ガラスを除く外部に面する複層ガラス，合わせガラス，網入り板ガラス，線入り板ガラスを除く

ガラス溝の大きさガラス溝の大きさガラス溝の大きさガラス溝の大きさガラス溝の大きさガラス溝の大きさガラス溝の大きさ

※※※※※※※ 建具の製造所の仕様による　　　・　　　建具の製造所の仕様による　　　・　　　建具の製造所の仕様による　　　・　　　建具の製造所の仕様による　　　・　　　建具の製造所の仕様による　　　・　　　建具の製造所の仕様による　　　・　　　建具の製造所の仕様による　　　・　　　

(図16.14.1)(図16.14.1)(図16.14.1)(図16.14.1)(図16.14.1)(図16.14.1)(図16.14.1)

※※※※※※※ 標準仕様書表16.9.2による標準仕様書表16.9.2による標準仕様書表16.9.2による標準仕様書表16.9.2による標準仕様書表16.9.2による標準仕様書表16.9.2による標準仕様書表16.9.2による ・・・・・・・車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能

※※※※※※※ 引き戸用検出装置の性能は標準仕様書表16.9.3による引き戸用検出装置の性能は標準仕様書表16.9.3による引き戸用検出装置の性能は標準仕様書表16.9.3による引き戸用検出装置の性能は標準仕様書表16.9.3による引き戸用検出装置の性能は標準仕様書表16.9.3による引き戸用検出装置の性能は標準仕様書表16.9.3による引き戸用検出装置の性能は標準仕様書表16.9.3による ・・・・・・・

凍結防止措置凍結防止措置凍結防止措置凍結防止措置凍結防止措置凍結防止措置凍結防止措置 ・・・・・・・ 適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する ・・・・・・・ 適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない

材料材料材料材料材料材料材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 ※※※※※※※ F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆ ・・・・・・・

防火材料防火材料防火材料防火材料防火材料防火材料防火材料(18.1.3)(18.1.3)(18.1.3)(18.1.3)(18.1.3)(18.1.3)(18.1.3)

・屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする。　・屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする。　・屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする。　・屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする。　・屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする。　・屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする。　・屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする。　

・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　）　・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　）　・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　）　・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　）　・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　）　・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　）　・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　）　

２２２２２２２

(18.1.7)(18.1.7)(18.1.7)(18.1.7)(18.1.7)(18.1.7)(18.1.7)

塗装面の確認等塗装面の確認等塗装面の確認等塗装面の確認等塗装面の確認等塗装面の確認等塗装面の確認等 工事現場塗装工事現場塗装工事現場塗装工事現場塗装工事現場塗装工事現場塗装工事現場塗装

工場塗装工場塗装工場塗装工場塗装工場塗装工場塗装工場塗装 ※※※※※※※

※※※※※※※ 使用量から単位面積当たり塗付け量を推定使用量から単位面積当たり塗付け量を推定使用量から単位面積当たり塗付け量を推定使用量から単位面積当たり塗付け量を推定使用量から単位面積当たり塗付け量を推定使用量から単位面積当たり塗付け量を推定使用量から単位面積当たり塗付け量を推定

適切な測定器具により膜厚を確認適切な測定器具により膜厚を確認適切な測定器具により膜厚を確認適切な測定器具により膜厚を確認適切な測定器具により膜厚を確認適切な測定器具により膜厚を確認適切な測定器具により膜厚を確認

３３３３３３３

(18.2.2～7)(18.2.2～7)(18.2.2～7)(18.2.2～7)(18.2.2～7)(18.2.2～7)(18.2.2～7)

素地ごしらえ素地ごしらえ素地ごしらえ素地ごしらえ素地ごしらえ素地ごしらえ素地ごしらえ

種別種別種別種別種別種別種別下地面等下地面等下地面等下地面等下地面等下地面等下地面等

種別種別種別種別種別種別種別 (18.2.2～7)(表18.2.1～18.2.7)(18.2.2～7)(表18.2.1～18.2.7)(18.2.2～7)(表18.2.1～18.2.7)(18.2.2～7)(表18.2.1～18.2.7)(18.2.2～7)(表18.2.1～18.2.7)(18.2.2～7)(表18.2.1～18.2.7)(18.2.2～7)(表18.2.1～18.2.7)

(18.1.7)(18.1.7)(18.1.7)(18.1.7)(18.1.7)(18.1.7)(18.1.7)

(18.1.3)(18.1.3)(18.1.3)(18.1.3)(18.1.3)(18.1.3)(18.1.3)

鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面

木部木部木部木部木部木部木部

亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面

※※※※※※※

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

・・・・・・・

※※※※※※※

※※※※※※※

・・・・・・・ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

・・・・・・・

※※※※※※※ Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種

Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種

４４４４４４４ 錆止め塗料塗り錆止め塗料塗り錆止め塗料塗り錆止め塗料塗り錆止め塗料塗り錆止め塗料塗り錆止め塗料塗り

(18.3.2)(18.3.3)(18.3.2)(18.3.3)(18.3.2)(18.3.3)(18.3.2)(18.3.3)(18.3.2)(18.3.3)(18.3.2)(18.3.3)(18.3.2)(18.3.3)

種別種別種別種別種別種別種別

鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面

亜鉛めっき亜鉛めっき亜鉛めっき亜鉛めっき亜鉛めっき亜鉛めっき亜鉛めっき

鋼面鋼面鋼面鋼面鋼面鋼面鋼面

ＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰ

ＤＰＤＰＤＰＤＰＤＰＤＰＤＰ

ＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－Ｇ

ＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰ

ＤＰＤＰＤＰＤＰＤＰＤＰＤＰ

ＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－Ｇ

ＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰ

ＤＰＤＰＤＰＤＰＤＰＤＰＤＰ

ＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－Ｇ

ＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰ

ＤＰＤＰＤＰＤＰＤＰＤＰＤＰ

ＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－ＧＥＰ－Ｇ ・・・・・・・ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

標準仕様書　表18.3.6標準仕様書　表18.3.6標準仕様書　表18.3.6標準仕様書　表18.3.6標準仕様書　表18.3.6標準仕様書　表18.3.6標準仕様書　表18.3.6

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種※※※※※※※

標準仕様書　表18.3.6標準仕様書　表18.3.6標準仕様書　表18.3.6標準仕様書　表18.3.6標準仕様書　表18.3.6標準仕様書　表18.3.6標準仕様書　表18.3.6

※※※※※※※ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

・・・・・・・

・・・・・・・

※※※※※※※

※※※※※※※ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

標準仕様書　表18.3.4標準仕様書　表18.3.4標準仕様書　表18.3.4標準仕様書　表18.3.4標準仕様書　表18.3.4標準仕様書　表18.3.4標準仕様書　表18.3.4

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

※※※※※※※ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

・・・・・・・

標準仕様書　表18.3.4標準仕様書　表18.3.4標準仕様書　表18.3.4標準仕様書　表18.3.4標準仕様書　表18.3.4標準仕様書　表18.3.4標準仕様書　表18.3.4

※※※※※※※ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種・・・・・・・

工程の種別工程の種別工程の種別工程の種別工程の種別工程の種別工程の種別

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ※※※※※※※ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

・・・・・・・ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ※※※※※※※ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

１回目Ｃ種　１回目Ｃ種　１回目Ｃ種　１回目Ｃ種　１回目Ｃ種　１回目Ｃ種　１回目Ｃ種　

１回目Ｃ種　１回目Ｃ種　１回目Ｃ種　１回目Ｃ種　１回目Ｃ種　１回目Ｃ種　１回目Ｃ種　

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種※※※※※※※Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・

※※※※※※※ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ・・・・・・・ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

・・・・・・・

Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

錆止め塗料の種別錆止め塗料の種別錆止め塗料の種別錆止め塗料の種別錆止め塗料の種別錆止め塗料の種別錆止め塗料の種別

２，３回目Ｄ種２，３回目Ｄ種２，３回目Ｄ種２，３回目Ｄ種２，３回目Ｄ種２，３回目Ｄ種２，３回目Ｄ種

２，３回目Ｄ種２，３回目Ｄ種２，３回目Ｄ種２，３回目Ｄ種２，３回目Ｄ種２，３回目Ｄ種２，３回目Ｄ種

(18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)(18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)(18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)(18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)(18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)(18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)(18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)

※※※※※※※

※※※※※※※

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ・・・・・・・ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

※※※※※※※

※※※※※※※

５５５５５５５ 塗装塗装塗装塗装塗装塗装塗装

(18.4.1～18.12.2)(18.4.1～18.12.2)(18.4.1～18.12.2)(18.4.1～18.12.2)(18.4.1～18.12.2)(18.4.1～18.12.2)(18.4.1～18.12.2)

種別種別種別種別種別種別種別

鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等鋼製建具等

鋼製建具等以外鋼製建具等以外鋼製建具等以外鋼製建具等以外鋼製建具等以外鋼製建具等以外鋼製建具等以外

上記以外上記以外上記以外上記以外上記以外上記以外上記以外

ＤＰ塗りＤＰ塗りＤＰ塗りＤＰ塗りＤＰ塗りＤＰ塗りＤＰ塗り

透明塗料塗り透明塗料塗り透明塗料塗り透明塗料塗り透明塗料塗り透明塗料塗り透明塗料塗り

不透明塗料塗り不透明塗料塗り不透明塗料塗り不透明塗料塗り不透明塗料塗り不透明塗料塗り不透明塗料塗り

錆止め工程(A種)錆止め工程(A種)錆止め工程(A種)錆止め工程(A種)錆止め工程(A種)錆止め工程(A種)錆止め工程(A種)

錆止め工程(B種)錆止め工程(B種)錆止め工程(B種)錆止め工程(B種)錆止め工程(B種)錆止め工程(B種)錆止め工程(B種) ・・・・・・・ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種※※※※※※※

(18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)(18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)(18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)(18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)(18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)(18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)(18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)

※※※※※※※ ・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・ ※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・ ※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種

標準仕様書　表18.4.3標準仕様書　表18.4.3標準仕様書　表18.4.3標準仕様書　表18.4.3標準仕様書　表18.4.3標準仕様書　表18.4.3標準仕様書　表18.4.3

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・ ※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種

塗装塗装塗装塗装塗装塗装塗装 種別種別種別種別種別種別種別

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・ ※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種

木部屋外木部屋外木部屋外木部屋外木部屋外木部屋外木部屋外

木部屋内木部屋内木部屋内木部屋内木部屋内木部屋内木部屋内

鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面亜鉛めっき鋼面

コンクリート面及び押出成形コンクリート面及び押出成形コンクリート面及び押出成形コンクリート面及び押出成形コンクリート面及び押出成形コンクリート面及び押出成形コンクリート面及び押出成形

セメント板面セメント板面セメント板面セメント板面セメント板面セメント板面セメント板面

標準仕様書　表18.7.1標準仕様書　表18.7.1標準仕様書　表18.7.1標準仕様書　表18.7.1標準仕様書　表18.7.1標準仕様書　表18.7.1標準仕様書　表18.7.1

標準仕様書　表18.7.2標準仕様書　表18.7.2標準仕様書　表18.7.2標準仕様書　表18.7.2標準仕様書　表18.7.2標準仕様書　表18.7.2標準仕様書　表18.7.2

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・ ・・・・・・・・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種・Ｂ種 Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種

コンクリート面，コンクリート面，コンクリート面，コンクリート面，コンクリート面，コンクリート面，コンクリート面，

モルタル面等モルタル面等モルタル面等モルタル面等モルタル面等モルタル面等モルタル面等

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・ ※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種

木部木部木部木部木部木部木部

屋内の鉄鋼面屋内の鉄鋼面屋内の鉄鋼面屋内の鉄鋼面屋内の鉄鋼面屋内の鉄鋼面屋内の鉄鋼面

標準仕様書　表18.8.2標準仕様書　表18.8.2標準仕様書　表18.8.2標準仕様書　表18.8.2標準仕様書　表18.8.2標準仕様書　表18.8.2標準仕様書　表18.8.2

標準仕様書　表18.8.4標準仕様書　表18.8.4標準仕様書　表18.8.4標準仕様書　表18.8.4標準仕様書　表18.8.4標準仕様書　表18.8.4標準仕様書　表18.8.4

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・ ※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・ ※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・ ※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種

・ピグメントステイン塗り・ピグメントステイン塗り・ピグメントステイン塗り・ピグメントステイン塗り・ピグメントステイン塗り・ピグメントステイン塗り・ピグメントステイン塗り

・オイルステイン塗り(OS)・オイルステイン塗り(OS)・オイルステイン塗り(OS)・オイルステイン塗り(OS)・オイルステイン塗り(OS)・オイルステイン塗り(OS)・オイルステイン塗り(OS)

―――――――

―――――――

屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋外 Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種・・・・・・・ ※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種

・・・・・・・

クリアラッカー塗り(CL)クリアラッカー塗り(CL)クリアラッカー塗り(CL)クリアラッカー塗り(CL)クリアラッカー塗り(CL)クリアラッカー塗り(CL)クリアラッカー塗り(CL)

アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

木材保護塗料塗り(WP)木材保護塗料塗り(WP)木材保護塗料塗り(WP)木材保護塗料塗り(WP)木材保護塗料塗り(WP)木材保護塗料塗り(WP)木材保護塗料塗り(WP)・・・・・・・

・・・・・・・ ステイン塗りステイン塗りステイン塗りステイン塗りステイン塗りステイン塗りステイン塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・・・・・・・

・・・・・・・

ペイント塗り(EP-G)ペイント塗り(EP-G)ペイント塗り(EP-G)ペイント塗り(EP-G)ペイント塗り(EP-G)ペイント塗り(EP-G)ペイント塗り(EP-G)

つや有合成樹脂エマルションつや有合成樹脂エマルションつや有合成樹脂エマルションつや有合成樹脂エマルションつや有合成樹脂エマルションつや有合成樹脂エマルションつや有合成樹脂エマルション

耐候性塗料塗り(DP)耐候性塗料塗り(DP)耐候性塗料塗り(DP)耐候性塗料塗り(DP)耐候性塗料塗り(DP)耐候性塗料塗り(DP)耐候性塗料塗り(DP)

屋内の亜鉛めっき鋼面屋内の亜鉛めっき鋼面屋内の亜鉛めっき鋼面屋内の亜鉛めっき鋼面屋内の亜鉛めっき鋼面屋内の亜鉛めっき鋼面屋内の亜鉛めっき鋼面

合成樹脂調合ペイント塗り(SOP)合成樹脂調合ペイント塗り(SOP)合成樹脂調合ペイント塗り(SOP)合成樹脂調合ペイント塗り(SOP)合成樹脂調合ペイント塗り(SOP)合成樹脂調合ペイント塗り(SOP)合成樹脂調合ペイント塗り(SOP)

　　種別がＡ種の場合における，標準仕様書　表18.5.1の工程2　　・塗料の種類(　　　)　　種別がＡ種の場合における，標準仕様書　表18.5.1の工程2　　・塗料の種類(　　　)　　種別がＡ種の場合における，標準仕様書　表18.5.1の工程2　　・塗料の種類(　　　)　　種別がＡ種の場合における，標準仕様書　表18.5.1の工程2　　・塗料の種類(　　　)　　種別がＡ種の場合における，標準仕様書　表18.5.1の工程2　　・塗料の種類(　　　)　　種別がＡ種の場合における，標準仕様書　表18.5.1の工程2　　・塗料の種類(　　　)　　種別がＡ種の場合における，標準仕様書　表18.5.1の工程2　　・塗料の種類(　　　)

　クリアラッカー塗り(CL)　クリアラッカー塗り(CL)　クリアラッカー塗り(CL)　クリアラッカー塗り(CL)　クリアラッカー塗り(CL)　クリアラッカー塗り(CL)　クリアラッカー塗り(CL)

(表18.7.2)(表18.7.2)(表18.7.2)(表18.7.2)(表18.7.2)(表18.7.2)(表18.7.2)

　オイルステイン塗り(OS)の仕様　オイルステイン塗り(OS)の仕様　オイルステイン塗り(OS)の仕様　オイルステイン塗り(OS)の仕様　オイルステイン塗り(OS)の仕様　オイルステイン塗り(OS)の仕様　オイルステイン塗り(OS)の仕様 (表18.11.2）(表18.11.2）(表18.11.2）(表18.11.2）(表18.11.2）(表18.11.2）(表18.11.2）

　　標準仕様書　表8.10.1の工程１の着色　　・適用する　　標準仕様書　表8.10.1の工程１の着色　　・適用する　　標準仕様書　表8.10.1の工程１の着色　　・適用する　　標準仕様書　表8.10.1の工程１の着色　　・適用する　　標準仕様書　表8.10.1の工程１の着色　　・適用する　　標準仕様書　表8.10.1の工程１の着色　　・適用する　　標準仕様書　表8.10.1の工程１の着色　　・適用する

　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) (表18.10.1）(表18.10.1）(表18.10.1）(表18.10.1）(表18.10.1）(表18.10.1）(表18.10.1）

　耐候性塗料塗り(DP)　耐候性塗料塗り(DP)　耐候性塗料塗り(DP)　耐候性塗料塗り(DP)　耐候性塗料塗り(DP)　耐候性塗料塗り(DP)　耐候性塗料塗り(DP)

　　上塗り塗料の等級　　上塗り塗料の等級　　上塗り塗料の等級　　上塗り塗料の等級　　上塗り塗料の等級　　上塗り塗料の等級　　上塗り塗料の等級 鉄鋼面(　　　)級鉄鋼面(　　　)級鉄鋼面(　　　)級鉄鋼面(　　　)級鉄鋼面(　　　)級鉄鋼面(　　　)級鉄鋼面(　　　)級 亜鉛めっき鋼面(　　　)級亜鉛めっき鋼面(　　　)級亜鉛めっき鋼面(　　　)級亜鉛めっき鋼面(　　　)級亜鉛めっき鋼面(　　　)級亜鉛めっき鋼面(　　　)級亜鉛めっき鋼面(　　　)級

(表18.5.1)(表18.5.1)(表18.5.1)(表18.5.1)(表18.5.1)(表18.5.1)(表18.5.1)塗料の種類等塗料の種類等塗料の種類等塗料の種類等塗料の種類等塗料の種類等塗料の種類等

・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

　
内
　
装
　
工
　
事

　
内
　
装
　
工
　
事

　
内
　
装
　
工
　
事

　
内
　
装
　
工
　
事

　
内
　
装
　
工
　
事

　
内
　
装
　
工
　
事

　
内
　
装
　
工
　
事

(19.2.2)(19.3.2)(19.2.2)(19.3.2)(19.2.2)(19.3.2)(19.2.2)(19.3.2)(19.2.2)(19.3.2)(19.2.2)(19.3.2)(19.2.2)(19.3.2)

(19.5.4)(19.5.5)(19.5.4)(19.5.5)(19.5.4)(19.5.5)(19.5.4)(19.5.5)(19.5.4)(19.5.5)(19.5.4)(19.5.5)(19.5.4)(19.5.5)

接着剤等接着剤等接着剤等接着剤等接着剤等接着剤等接着剤等１１１１１１１19191919191919 接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤のホルムアルデヒド放散量

※※※※※※※ F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆ ・・・・・・・

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の

ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分　　・図示による　　　・　　　　ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分　　・図示による　　　・　　　　ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分　　・図示による　　　・　　　　ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分　　・図示による　　　・　　　　ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分　　・図示による　　　・　　　　ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分　　・図示による　　　・　　　　ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分　　・図示による　　　・　　　　

(19.2.3)(19.2.3)(19.2.3)(19.2.3)(19.2.3)(19.2.3)(19.2.3)

(19.2.2)(表19.2.2)(19.2.2)(表19.2.2)(19.2.2)(表19.2.2)(19.2.2)(表19.2.2)(19.2.2)(表19.2.2)(19.2.2)(表19.2.2)(19.2.2)(表19.2.2)

(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)

下地の施工下地の施工下地の施工下地の施工下地の施工下地の施工下地の施工

種　　　類種　　　類種　　　類種　　　類種　　　類種　　　類種　　　類 記　号記　号記　号記　号記　号記　号記　号 色　柄色　柄色　柄色　柄色　柄色　柄色　柄 厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm） 特殊機能特殊機能特殊機能特殊機能特殊機能特殊機能特殊機能 工　法工　法工　法工　法工　法工　法工　法

(19.2.2～3)(19.2.2～3)(19.2.2～3)(19.2.2～3)(19.2.2～3)(19.2.2～3)(19.2.2～3)２２２２２２２ ビニル床シートビニル床シートビニル床シートビニル床シートビニル床シートビニル床シートビニル床シート

ビニル床タイルビニル床タイルビニル床タイルビニル床タイルビニル床タイルビニル床タイルビニル床タイル

(19.2.2～3)(19.2.2～3)(19.2.2～3)(19.2.2～3)(19.2.2～3)(19.2.2～3)(19.2.2～3)

(19.7.2)(19.9.3)(19.7.2)(19.9.3)(19.7.2)(19.9.3)(19.7.2)(19.9.3)(19.7.2)(19.9.3)(19.7.2)(19.9.3)(19.7.2)(19.9.3)

・・・・・・・ ビニル床シートビニル床シートビニル床シートビニル床シートビニル床シートビニル床シートビニル床シート

　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法　　・図示による　　　・　　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法　　・図示による　　　・　　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法　　・図示による　　　・　　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法　　・図示による　　　・　　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法　　・図示による　　　・　　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法　　・図示による　　　・　　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法　　・図示による　　　・　

※※※※※※※

・・・・・・・

発泡層のないもの発泡層のないもの発泡層のないもの発泡層のないもの発泡層のないもの発泡層のないもの発泡層のないもの ※※※※※※※

・・・・・・・

ＦＳＦＳＦＳＦＳＦＳＦＳＦＳ ※※※※※※※

・・・・・・・

・・・・・・・ 特殊柄特殊柄特殊柄特殊柄特殊柄特殊柄特殊柄

マーブルマーブルマーブルマーブルマーブルマーブルマーブル

プレーンプレーンプレーンプレーンプレーンプレーンプレーン ※※※※※※※ 2222222

2.52.52.52.52.52.52.5

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ 防滑性防滑性防滑性防滑性防滑性防滑性防滑性

耐動荷重耐動荷重耐動荷重耐動荷重耐動荷重耐動荷重耐動荷重

帯電防止帯電防止帯電防止帯電防止帯電防止帯電防止帯電防止 ・・・・・・・

※※※※※※※

突付け突付け突付け突付け突付け突付け突付け

熱溶接熱溶接熱溶接熱溶接熱溶接熱溶接熱溶接

記　号記　号記　号記　号記　号記　号記　号 色柄色柄色柄色柄色柄色柄色柄 厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm） 特殊機能特殊機能特殊機能特殊機能特殊機能特殊機能特殊機能

・・・・・・・

・・・・・・・

4以上4以上4以上4以上4以上4以上4以上 ・・・・・・・ 帯電防止帯電防止帯電防止帯電防止帯電防止帯電防止帯電防止・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・ 4未満4未満4未満4未満4未満4未満4未満

形状，寸法，性能等形状，寸法，性能等形状，寸法，性能等形状，寸法，性能等形状，寸法，性能等形状，寸法，性能等形状，寸法，性能等

厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）

※※※※※※※ 1.5以上1.5以上1.5以上1.5以上1.5以上1.5以上1.5以上 ・・・・・・・

(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)

(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)

(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)

帯電防止帯電防止帯電防止帯電防止帯電防止帯電防止帯電防止

防滑性防滑性防滑性防滑性防滑性防滑性防滑性

防滑性防滑性防滑性防滑性防滑性防滑性防滑性

種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類 厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）

寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法 備考備考備考備考備考備考備考

※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

高　さ（mm）高　さ（mm）高　さ（mm）高　さ（mm）高　さ（mm）高　さ（mm）高　さ（mm） 種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 色　柄色　柄色　柄色　柄色　柄色　柄色　柄

・・・・・・・ ビニル床タイルビニル床タイルビニル床タイルビニル床タイルビニル床タイルビニル床タイルビニル床タイル

・・・・・・・ ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ

ＦＴＦＴＦＴＦＴＦＴＦＴＦＴ

ＫＴＫＴＫＴＫＴＫＴＫＴＫＴ※※※※※※※

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ ＦＯＢＦＯＢＦＯＢＦＯＢＦＯＢＦＯＢＦＯＢ

ＦＯＡＦＯＡＦＯＡＦＯＡＦＯＡＦＯＡＦＯＡ

※※※※※※※

・・・・・・・ 特殊柄特殊柄特殊柄特殊柄特殊柄特殊柄特殊柄

※※※※※※※

・・・・・・・ 特殊柄特殊柄特殊柄特殊柄特殊柄特殊柄特殊柄

標準柄標準柄標準柄標準柄標準柄標準柄標準柄

標準柄標準柄標準柄標準柄標準柄標準柄標準柄 ・・・・・・・ 3333333

・・・・・・・ 特殊機能床材特殊機能床材特殊機能床材特殊機能床材特殊機能床材特殊機能床材特殊機能床材

・・・・・・・ 視覚障害者用視覚障害者用視覚障害者用視覚障害者用視覚障害者用視覚障害者用視覚障害者用

床タイル床タイル床タイル床タイル床タイル床タイル床タイル

・・・・・・・ ビニル幅木ビニル幅木ビニル幅木ビニル幅木ビニル幅木ビニル幅木ビニル幅木

※※※※※※※ 60606060606060 ・・・・・・・ 75757575757575 ・・・・・・・ 100100100100100100100 ※※※※※※※ 軟質軟質軟質軟質軟質軟質軟質 ・・・・・・・ 硬質硬質硬質硬質硬質硬質硬質 ※※※※※※※ 標準柄標準柄標準柄標準柄標準柄標準柄標準柄

・・・・・・・

形状，寸法，性能等形状，寸法，性能等形状，寸法，性能等形状，寸法，性能等形状，寸法，性能等形状，寸法，性能等形状，寸法，性能等

・・・・・・・

(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)(19.2.2)

種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類 厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）

ゴム床タイルゴム床タイルゴム床タイルゴム床タイルゴム床タイルゴム床タイルゴム床タイル

単層品単層品単層品単層品単層品単層品単層品

・・・・・・・ 積層品積層品積層品積層品積層品積層品積層品

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 パイル形状パイル形状パイル形状パイル形状パイル形状パイル形状パイル形状

※※※※※※※ 一種一種一種一種一種一種一種 ※※※※※※※ ループパイルループパイルループパイルループパイルループパイルループパイルループパイル ※※※※※※※ 500×500500×500500×500500×500500×500500×500500×500

・・・・・・・ ・・・・・・・ カットパイルカットパイルカットパイルカットパイルカットパイルカットパイルカットパイル ・・・・・・・

(19.3.2)(19.3.3)(19.3.2)(19.3.3)(19.3.2)(19.3.3)(19.3.2)(19.3.3)(19.3.2)(19.3.3)(19.3.2)(19.3.3)(19.3.2)(19.3.3)

寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm） 総厚さ（mm）総厚さ（mm）総厚さ（mm）総厚さ（mm）総厚さ（mm）総厚さ（mm）総厚さ（mm）

※※※※※※※ ６．５６．５６．５６．５６．５６．５６．５ ・・・・・・・ 無地無地無地無地無地無地無地

・・・・・・・ ・・・・・・・ 柄物柄物柄物柄物柄物柄物柄物

色　柄色　柄色　柄色　柄色　柄色　柄色　柄 敷き方敷き方敷き方敷き方敷き方敷き方敷き方

平場　※市松敷き・模様流し平場　※市松敷き・模様流し平場　※市松敷き・模様流し平場　※市松敷き・模様流し平場　※市松敷き・模様流し平場　※市松敷き・模様流し平場　※市松敷き・模様流し

階段　・市松敷き※模様流し階段　・市松敷き※模様流し階段　・市松敷き※模様流し階段　・市松敷き※模様流し階段　・市松敷き※模様流し階段　・市松敷き※模様流し階段　・市松敷き※模様流し

３３３３３３３ カーペット敷きカーペット敷きカーペット敷きカーペット敷きカーペット敷きカーペット敷きカーペット敷き

(19.3.2)(19.3.3)(19.3.2)(19.3.3)(19.3.2)(19.3.3)(19.3.2)(19.3.3)(19.3.2)(19.3.3)(19.3.2)(19.3.3)(19.3.2)(19.3.3)

・・・・・・・ タイルカーペットタイルカーペットタイルカーペットタイルカーペットタイルカーペットタイルカーペットタイルカーペット

製造所及び製品名製造所及び製品名製造所及び製品名製造所及び製品名製造所及び製品名製造所及び製品名製造所及び製品名

織じゅうたん　　　・図示による　　・　　織じゅうたん　　　・図示による　　・　　織じゅうたん　　　・図示による　　・　　織じゅうたん　　　・図示による　　・　　織じゅうたん　　　・図示による　　・　　織じゅうたん　　　・図示による　　・　　織じゅうたん　　　・図示による　　・　　・・・・・・・

・・・・・・・ タフデットカーペット　　　・図示による　　　・ タフデットカーペット　　　・図示による　　　・ タフデットカーペット　　　・図示による　　　・ タフデットカーペット　　　・図示による　　　・ タフデットカーペット　　　・図示による　　　・ タフデットカーペット　　　・図示による　　　・ タフデットカーペット　　　・図示による　　　・ (19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

(19.3.2)(表19.3.1)(19.3.2)(表19.3.1)(19.3.2)(表19.3.1)(19.3.2)(表19.3.1)(19.3.2)(表19.3.1)(19.3.2)(表19.3.1)(19.3.2)(表19.3.1)

塗床の種類塗床の種類塗床の種類塗床の種類塗床の種類塗床の種類塗床の種類

４４４４４４４ 合成樹脂塗床合成樹脂塗床合成樹脂塗床合成樹脂塗床合成樹脂塗床合成樹脂塗床合成樹脂塗床

(19.4.2)(19.4.3)(19.4.2)(19.4.3)(19.4.2)(19.4.3)(19.4.2)(19.4.3)(19.4.2)(19.4.3)(19.4.2)(19.4.3)(19.4.2)(19.4.3)

・・・・・・・ 厚膜型塗床材厚膜型塗床材厚膜型塗床材厚膜型塗床材厚膜型塗床材厚膜型塗床材厚膜型塗床材

・・・・・・・ 弾性ウレタン樹脂系塗床弾性ウレタン樹脂系塗床弾性ウレタン樹脂系塗床弾性ウレタン樹脂系塗床弾性ウレタン樹脂系塗床弾性ウレタン樹脂系塗床弾性ウレタン樹脂系塗床

エポキシ樹脂系塗床エポキシ樹脂系塗床エポキシ樹脂系塗床エポキシ樹脂系塗床エポキシ樹脂系塗床エポキシ樹脂系塗床エポキシ樹脂系塗床・・・・・・・

・・・・・・・ つや消し仕上げつや消し仕上げつや消し仕上げつや消し仕上げつや消し仕上げつや消し仕上げつや消し仕上げ

平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ※※※※※※※

仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類塗床の種類塗床の種類塗床の種類塗床の種類塗床の種類塗床の種類塗床の種類

防滑仕上げ防滑仕上げ防滑仕上げ防滑仕上げ防滑仕上げ防滑仕上げ防滑仕上げ・・・・・・・

(19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)(19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)(19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)(19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)(19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)(19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)(19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)

・平滑仕上げ・平滑仕上げ・平滑仕上げ・平滑仕上げ・平滑仕上げ・平滑仕上げ・平滑仕上げ

・防滑仕上げ・防滑仕上げ・防滑仕上げ・防滑仕上げ・防滑仕上げ・防滑仕上げ・防滑仕上げ

厚膜流しのべ工法厚膜流しのべ工法厚膜流しのべ工法厚膜流しのべ工法厚膜流しのべ工法厚膜流しのべ工法厚膜流しのべ工法・・・・・・・

・・・・・・・樹脂モルタル工法樹脂モルタル工法樹脂モルタル工法樹脂モルタル工法樹脂モルタル工法樹脂モルタル工法樹脂モルタル工法

薄膜流しのべ工法薄膜流しのべ工法薄膜流しのべ工法薄膜流しのべ工法薄膜流しのべ工法薄膜流しのべ工法薄膜流しのべ工法・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ 薄膜型塗床材薄膜型塗床材薄膜型塗床材薄膜型塗床材薄膜型塗床材薄膜型塗床材薄膜型塗床材

※※※※※※※ エポキシ樹脂系塗床エポキシ樹脂系塗床エポキシ樹脂系塗床エポキシ樹脂系塗床エポキシ樹脂系塗床エポキシ樹脂系塗床エポキシ樹脂系塗床

合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド発散量合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド発散量合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド発散量合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド発散量合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド発散量合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド発散量合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド発散量※※※※※※※

※※※※※※※ F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆ ・・・・・・・

平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ※※※※※※※

仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類仕上げの種類

福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課

建築工事　特記仕様書　№３建築工事　特記仕様書　№３建築工事　特記仕様書　№３建築工事　特記仕様書　№３建築工事　特記仕様書　№３建築工事　特記仕様書　№３建築工事　特記仕様書　№３2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月

GB-RGB-RGB-RGB-RGB-RGB-RGB-R 12.512.512.512.512.512.512.5

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 工　法工　法工　法工　法工　法工　法工　法仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状

(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)

上塗材上塗材上塗材上塗材上塗材上塗材上塗材種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

・・・・・・・※耐候形３種※耐候形３種※耐候形３種※耐候形３種※耐候形３種※耐候形３種※耐候形３種複層仕上塗材の耐候性複層仕上塗材の耐候性複層仕上塗材の耐候性複層仕上塗材の耐候性複層仕上塗材の耐候性複層仕上塗材の耐候性複層仕上塗材の耐候性

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状 工法工法工法工法工法工法工法

(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)

(15.6.2)(15.6.2)(15.6.2)(15.6.2)(15.6.2)(15.6.2)(15.6.2)

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 工　法工　法工　法工　法工　法工　法工　法

・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・

吸放湿性吸放湿性吸放湿性吸放湿性吸放湿性吸放湿性吸放湿性 上塗材上塗材上塗材上塗材上塗材上塗材上塗材仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状仕上げの形状

・厚付け仕上塗材・厚付け仕上塗材・厚付け仕上塗材・厚付け仕上塗材・厚付け仕上塗材・厚付け仕上塗材・厚付け仕上塗材

・・・・・・・・・・・・・・

(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)(15.6.2)(表15.6.1)

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

吹付用軽量塗材吹付用軽量塗材吹付用軽量塗材吹付用軽量塗材吹付用軽量塗材吹付用軽量塗材吹付用軽量塗材

こて塗用軽量塗材こて塗用軽量塗材こて塗用軽量塗材こて塗用軽量塗材こて塗用軽量塗材こて塗用軽量塗材こて塗用軽量塗材 平たん状平たん状平たん状平たん状平たん状平たん状平たん状

砂壁状砂壁状砂壁状砂壁状砂壁状砂壁状砂壁状 吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け

こて塗りこて塗りこて塗りこて塗りこて塗りこて塗りこて塗り

・・・・・・・ 軽量骨材仕上塗材軽量骨材仕上塗材軽量骨材仕上塗材軽量骨材仕上塗材軽量骨材仕上塗材軽量骨材仕上塗材軽量骨材仕上塗材

※※※※※※※

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

※※※※※※※※※※※※※※

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

※※※※※※※・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

複層仕上塗材複層仕上塗材複層仕上塗材複層仕上塗材複層仕上塗材複層仕上塗材複層仕上塗材・・・・・・・

複層塗材Ｅ複層塗材Ｅ複層塗材Ｅ複層塗材Ｅ複層塗材Ｅ複層塗材Ｅ複層塗材Ｅ

複層塗材ＣＥ複層塗材ＣＥ複層塗材ＣＥ複層塗材ＣＥ複層塗材ＣＥ複層塗材ＣＥ複層塗材ＣＥ

可とう形複層塗材ＣＥ可とう形複層塗材ＣＥ可とう形複層塗材ＣＥ可とう形複層塗材ＣＥ可とう形複層塗材ＣＥ可とう形複層塗材ＣＥ可とう形複層塗材ＣＥ

複層塗材Ｓｉ複層塗材Ｓｉ複層塗材Ｓｉ複層塗材Ｓｉ複層塗材Ｓｉ複層塗材Ｓｉ複層塗材Ｓｉ

複層塗材ＲＥ複層塗材ＲＥ複層塗材ＲＥ複層塗材ＲＥ複層塗材ＲＥ複層塗材ＲＥ複層塗材ＲＥ

凹凸状凹凸状凹凸状凹凸状凹凸状凹凸状凹凸状

凸部処理凸部処理凸部処理凸部処理凸部処理凸部処理凸部処理

ゆず肌状ゆず肌状ゆず肌状ゆず肌状ゆず肌状ゆず肌状ゆず肌状

吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け

ﾛｰﾗｰﾛｰﾗｰﾛｰﾗｰﾛｰﾗｰﾛｰﾗｰﾛｰﾗｰﾛｰﾗｰ

水系水系水系水系水系水系水系

溶剤系溶剤系溶剤系溶剤系溶剤系溶剤系溶剤系

弱溶剤系弱溶剤系弱溶剤系弱溶剤系弱溶剤系弱溶剤系弱溶剤系

ｱｸﾘﾙ系ｱｸﾘﾙ系ｱｸﾘﾙ系ｱｸﾘﾙ系ｱｸﾘﾙ系ｱｸﾘﾙ系ｱｸﾘﾙ系

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系

ふっ素系ふっ素系ふっ素系ふっ素系ふっ素系ふっ素系ふっ素系

ｼﾘｶ系ｼﾘｶ系ｼﾘｶ系ｼﾘｶ系ｼﾘｶ系ｼﾘｶ系ｼﾘｶ系

つやありつやありつやありつやありつやありつやありつやあり

つやなしつやなしつやなしつやなしつやなしつやなしつやなし

ﾒﾀﾘｯｸﾒﾀﾘｯｸﾒﾀﾘｯｸﾒﾀﾘｯｸﾒﾀﾘｯｸﾒﾀﾘｯｸﾒﾀﾘｯｸ

・・・・・・・

・・・・・・・ ・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

内装厚塗材Ｅ内装厚塗材Ｅ内装厚塗材Ｅ内装厚塗材Ｅ内装厚塗材Ｅ内装厚塗材Ｅ内装厚塗材Ｅ

外装厚塗材Ｅ外装厚塗材Ｅ外装厚塗材Ｅ外装厚塗材Ｅ外装厚塗材Ｅ外装厚塗材Ｅ外装厚塗材Ｅ 吹放し吹放し吹放し吹放し吹放し吹放し吹放し

凸部処理凸部処理凸部処理凸部処理凸部処理凸部処理凸部処理

吹放し吹放し吹放し吹放し吹放し吹放し吹放し

凸部処理凸部処理凸部処理凸部処理凸部処理凸部処理凸部処理

吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け

吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け吹付け 適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する

適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない

行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない

行う行う行う行う行う行う行う

※※※※※※※ 製作しない製作しない製作しない製作しない製作しない製作しない製作しない

※※※※※※※ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない

16161616161616

引違い・片引き・上げ下げ窓で，複層ガラスを使用する場合は，100㎜とする。引違い・片引き・上げ下げ窓で，複層ガラスを使用する場合は，100㎜とする。引違い・片引き・上げ下げ窓で，複層ガラスを使用する場合は，100㎜とする。引違い・片引き・上げ下げ窓で，複層ガラスを使用する場合は，100㎜とする。引違い・片引き・上げ下げ窓で，複層ガラスを使用する場合は，100㎜とする。引違い・片引き・上げ下げ窓で，複層ガラスを使用する場合は，100㎜とする。引違い・片引き・上げ下げ窓で，複層ガラスを使用する場合は，100㎜とする。（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

(16.1.3)(16.1.3)(16.1.3)(16.1.3)(16.1.3)(16.1.3)(16.1.3)

(16.1.4)(16.1.4)(16.1.4)(16.1.4)(16.1.4)(16.1.4)(16.1.4)

(16.2.2～16.2.5)(表16.2.1)(表16.2.2)(16.2.2～16.2.5)(表16.2.1)(表16.2.2)(16.2.2～16.2.5)(表16.2.1)(表16.2.2)(16.2.2～16.2.5)(表16.2.1)(表16.2.2)(16.2.2～16.2.5)(表16.2.1)(表16.2.2)(16.2.2～16.2.5)(表16.2.1)(表16.2.2)(16.2.2～16.2.5)(表16.2.1)(表16.2.2)

防火戸の指定防火戸の指定防火戸の指定防火戸の指定防火戸の指定防火戸の指定防火戸の指定

(16.1.3)(16.1.3)(16.1.3)(16.1.3)(16.1.3)(16.1.3)(16.1.3)

見本の製作等見本の製作等見本の製作等見本の製作等見本の製作等見本の製作等見本の製作等

(16.1.4)(16.1.4)(16.1.4)(16.1.4)(16.1.4)(16.1.4)(16.1.4)

２２２２２２２

１１１１１１１

アルミニウムアルミニウムアルミニウムアルミニウムアルミニウムアルミニウムアルミニウム

製建具製建具製建具製建具製建具製建具製建具

(16.2.2～16.2.5)(16.2.2～16.2.5)(16.2.2～16.2.5)(16.2.2～16.2.5)(16.2.2～16.2.5)(16.2.2～16.2.5)(16.2.2～16.2.5)

３３３３３３３

　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

建具見本の製作建具見本の製作建具見本の製作建具見本の製作建具見本の製作建具見本の製作建具見本の製作

特殊な建具の仮組特殊な建具の仮組特殊な建具の仮組特殊な建具の仮組特殊な建具の仮組特殊な建具の仮組特殊な建具の仮組

建具の製作所建具の製作所建具の製作所建具の製作所建具の製作所建具の製作所建具の製作所 ※※※※※※※

・・・・・・・

・・・・・・・ 製作する（図示）製作する（図示）製作する（図示）製作する（図示）製作する（図示）製作する（図示）製作する（図示）

行う（図示）行う（図示）行う（図示）行う（図示）行う（図示）行う（図示）行う（図示）

監督員の承諾する製作所監督員の承諾する製作所監督員の承諾する製作所監督員の承諾する製作所監督員の承諾する製作所監督員の承諾する製作所監督員の承諾する製作所

性能及び構造性能及び構造性能及び構造性能及び構造性能及び構造性能及び構造性能及び構造

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級外部に面するアルミニウム製建具の性能等級外部に面するアルミニウム製建具の性能等級外部に面するアルミニウム製建具の性能等級外部に面するアルミニウム製建具の性能等級外部に面するアルミニウム製建具の性能等級外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

性能項目性能項目性能項目性能項目性能項目性能項目性能項目

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※ Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６Ｓ－６

Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５Ｓ－５

Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４Ｓ－４

※※※※※※※ Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４Ａ－４ Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５Ｗ－５※※※※※※※ （　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）（　　　㎜）

Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３Ａ－３※※※※※※※ ※※※※※※※ Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４Ｗ－４ 70mm（注）70mm（注）70mm（注）70mm（注）70mm（注）70mm（注）70mm（注）

枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法枠の見込み寸法水密性水密性水密性水密性水密性水密性水密性気密性気密性気密性気密性気密性気密性気密性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性耐風圧性

・・・・・・・ コンクリート系下地及び鉄骨下地コンクリート系下地及び鉄骨下地コンクリート系下地及び鉄骨下地コンクリート系下地及び鉄骨下地コンクリート系下地及び鉄骨下地コンクリート系下地及び鉄骨下地コンクリート系下地及び鉄骨下地

・　図示による・　図示による・　図示による・　図示による・　図示による・　図示による・　図示による ・　25mm・　25mm・　25mm・　25mm・　25mm・　25mm・　25mm

・・・・・・・※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆

※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆※　F☆☆☆☆ ・・・・・・・

仕上げ吹付け厚さ(mm)仕上げ吹付け厚さ(mm)仕上げ吹付け厚さ(mm)仕上げ吹付け厚さ(mm)仕上げ吹付け厚さ(mm)仕上げ吹付け厚さ(mm)仕上げ吹付け厚さ(mm)

接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤のホルムアルデヒド放散量

ロックウールのホルムアルデヒド放散量ロックウールのホルムアルデヒド放散量ロックウールのホルムアルデヒド放散量ロックウールのホルムアルデヒド放散量ロックウールのホルムアルデヒド放散量ロックウールのホルムアルデヒド放散量ロックウールのホルムアルデヒド放散量

(15.12.2)(15.12.2)(15.12.2)(15.12.2)(15.12.2)(15.12.2)(15.12.2)

ロックウール吹付けロックウール吹付けロックウール吹付けロックウール吹付けロックウール吹付けロックウール吹付けロックウール吹付け11111111111111

10101010101010 こまい壁塗りこまい壁塗りこまい壁塗りこまい壁塗りこまい壁塗りこまい壁塗りこまい壁塗り

しっくい塗りしっくい塗りしっくい塗りしっくい塗りしっくい塗りしっくい塗りしっくい塗り９９９９９９９

(15.12.2)(15.12.2)(15.12.2)(15.12.2)(15.12.2)(15.12.2)(15.12.2)

(15.11.2～5)(15.11.7～8)(表15.11.9)(15.11.2～5)(15.11.7～8)(表15.11.9)(15.11.2～5)(15.11.7～8)(表15.11.9)(15.11.2～5)(15.11.7～8)(表15.11.9)(15.11.2～5)(15.11.7～8)(表15.11.9)(15.11.2～5)(15.11.7～8)(表15.11.9)(15.11.2～5)(15.11.7～8)(表15.11.9)

(15.10.1)(15.10.2)(15.10.3)(15.10.4)(表15.10.1～表15.10.5)(15.10.1)(15.10.2)(15.10.3)(15.10.4)(表15.10.1～表15.10.5)(15.10.1)(15.10.2)(15.10.3)(15.10.4)(表15.10.1～表15.10.5)(15.10.1)(15.10.2)(15.10.3)(15.10.4)(表15.10.1～表15.10.5)(15.10.1)(15.10.2)(15.10.3)(15.10.4)(表15.10.1～表15.10.5)(15.10.1)(15.10.2)(15.10.3)(15.10.4)(表15.10.1～表15.10.5)(15.10.1)(15.10.2)(15.10.3)(15.10.4)(表15.10.1～表15.10.5)

(15.7.2)(15.7.2)(15.7.2)(15.7.2)(15.7.2)(15.7.2)(15.7.2)

８８８８８８８ マスチック塗材塗りマスチック塗材塗りマスチック塗材塗りマスチック塗材塗りマスチック塗材塗りマスチック塗材塗りマスチック塗材塗り 種別種別種別種別種別種別種別 (15.7.2)(15.7.2)(15.7.2)(15.7.2)(15.7.2)(15.7.2)(15.7.2)

※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による※※※※※※※

・・・・・・・ ・・・・・・・Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

・・・・・・・

(珪藻土塗り)(珪藻土塗り)(珪藻土塗り)(珪藻土塗り)(珪藻土塗り)(珪藻土塗り)(珪藻土塗り)

内装薄塗材Ｗ内装薄塗材Ｗ内装薄塗材Ｗ内装薄塗材Ｗ内装薄塗材Ｗ内装薄塗材Ｗ内装薄塗材Ｗ ・・・・・・・ ・・・・・・・ ※※※※※※※

・・・・・・・

鏝波仕上げ鏝波仕上げ鏝波仕上げ鏝波仕上げ鏝波仕上げ鏝波仕上げ鏝波仕上げ ｺﾃ仕上げｺﾃ仕上げｺﾃ仕上げｺﾃ仕上げｺﾃ仕上げｺﾃ仕上げｺﾃ仕上げ

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理 ・外部・外部・外部・外部・外部・外部・外部

・内部・内部・内部・内部・内部・内部・内部

Ｂ－１種Ｂ－１種Ｂ－１種Ｂ－１種Ｂ－１種Ｂ－１種Ｂ－１種

Ｃ－１種Ｃ－１種Ｃ－１種Ｃ－１種Ｃ－１種Ｃ－１種Ｃ－１種



直張り直張り直張り直張り直張り直張り直張り

上張り上張り上張り上張り上張り上張り上張り

直張り直張り直張り直張り直張り直張り直張り

直張り直張り直張り直張り直張り直張り直張り

項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項 章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項 章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項 章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項章章章章章章章

・・・・・・・

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称
図面No図面No図面No図面No図面No図面No図面No

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称設計設計設計設計設計設計設計

Ver.2304Ver.2304Ver.2304Ver.2304Ver.2304Ver.2304Ver.2304

５５５５５５５

コミュニケーションタフⅡDW(大建工業)同等品コミュニケーションタフⅡDW(大建工業)同等品コミュニケーションタフⅡDW(大建工業)同等品コミュニケーションタフⅡDW(大建工業)同等品コミュニケーションタフⅡDW(大建工業)同等品コミュニケーションタフⅡDW(大建工業)同等品コミュニケーションタフⅡDW(大建工業)同等品

・・・・・・・ 図示図示図示図示図示図示図示

・・・・・・・ シージングせっこうシージングせっこうシージングせっこうシージングせっこうシージングせっこうシージングせっこうシージングせっこう

ボード(JIS A6901)ボード(JIS A6901)ボード(JIS A6901)ボード(JIS A6901)ボード(JIS A6901)ボード(JIS A6901)ボード(JIS A6901) ・・・・・・・

・・・・・・・ 壁壁壁壁壁壁壁

天井天井天井天井天井天井天井

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ 突付け突付け突付け突付け突付け突付け突付け ・・・・・・・ 9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）

12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）・・・・・・・

大会議室 中会議室 事務室 印刷室大会議室 中会議室 事務室 印刷室大会議室 中会議室 事務室 印刷室大会議室 中会議室 事務室 印刷室大会議室 中会議室 事務室 印刷室大会議室 中会議室 事務室 印刷室大会議室 中会議室 事務室 印刷室

無機質系無機質系無機質系無機質系無機質系無機質系無機質系

塩化ビニル樹脂系塩化ビニル樹脂系塩化ビニル樹脂系塩化ビニル樹脂系塩化ビニル樹脂系塩化ビニル樹脂系塩化ビニル樹脂系

不燃不燃不燃不燃不燃不燃不燃

準不燃準不燃準不燃準不燃準不燃準不燃準不燃

相談室1 相談室2相談室1 相談室2相談室1 相談室2相談室1 相談室2相談室1 相談室2相談室1 相談室2相談室1 相談室2

・・・・・・・ 30303030303030 屋根屋根屋根屋根屋根屋根屋根

土間下土間下土間下土間下土間下土間下土間下

大会議室大会議室大会議室大会議室大会議室大会議室大会議室 図示図示図示図示図示図示図示 図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

LW-50VB-W(小松ウォール工業)同等品LW-50VB-W(小松ウォール工業)同等品LW-50VB-W(小松ウォール工業)同等品LW-50VB-W(小松ウォール工業)同等品LW-50VB-W(小松ウォール工業)同等品LW-50VB-W(小松ウォール工業)同等品LW-50VB-W(小松ウォール工業)同等品

60606060606060

3333333

Fc=21 S15Fc=21 S15Fc=21 S15Fc=21 S15Fc=21 S15Fc=21 S15Fc=21 S15

エラスタイトt=15 @2,500内外エラスタイトt=15 @2,500内外エラスタイトt=15 @2,500内外エラスタイトt=15 @2,500内外エラスタイトt=15 @2,500内外エラスタイトt=15 @2,500内外エラスタイトt=15 @2,500内外

・・・・・・・

・・・・・・・

箱文字箱文字箱文字箱文字箱文字箱文字箱文字

切抜文字切抜文字切抜文字切抜文字切抜文字切抜文字切抜文字

・・・・・・・

・・・・・・・

ステンレスステンレスステンレスステンレスステンレスステンレスステンレス

ステンレスステンレスステンレスステンレスステンレスステンレスステンレス

文字の大きさ（　　×　　）文字の大きさ（　　×　　）文字の大きさ（　　×　　）文字の大きさ（　　×　　）文字の大きさ（　　×　　）文字の大きさ（　　×　　）文字の大きさ（　　×　　）

字数字数字数字数字数字数字数 ）））））））（（（（（（（

無塗装品無塗装品無塗装品無塗装品無塗装品無塗装品無塗装品

塗装品塗装品塗装品塗装品塗装品塗装品塗装品・・・・・・・

仕上塗装仕上塗装仕上塗装仕上塗装仕上塗装仕上塗装仕上塗装大きさ（㎜）大きさ（㎜）大きさ（㎜）大きさ（㎜）大きさ（㎜）大きさ（㎜）大きさ（㎜）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

12以上12以上12以上12以上12以上12以上12以上・・・・・・・

樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

ならならならならならならなら※※※※※※※接着工法接着工法接着工法接着工法接着工法接着工法接着工法・・・・・・・

ならならならならならならなら

ならならならならならならなら

※※※※※※※

※※※※※※※

ならならならならならならなら※※※※※※※

接着工法接着工法接着工法接着工法接着工法接着工法接着工法・・・・・・・

釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法・・・・・・・

釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法・・・・・・・

工　法工　法工　法工　法工　法工　法工　法種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

・・・・・・・

塗装品塗装品塗装品塗装品塗装品塗装品塗装品

無塗装品無塗装品無塗装品無塗装品無塗装品無塗装品無塗装品・・・・・・・

・・・・・・・

（根太張り）（根太張り）（根太張り）（根太張り）（根太張り）（根太張り）（根太張り）

（直張り）（直張り）（直張り）（直張り）（直張り）（直張り）（直張り）

板幅75以上板幅75以上板幅75以上板幅75以上板幅75以上板幅75以上板幅75以上

板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上

板幅75以上板幅75以上板幅75以上板幅75以上板幅75以上板幅75以上板幅75以上

板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上

8以上8以上8以上8以上8以上8以上8以上 板幅75以上板幅75以上板幅75以上板幅75以上板幅75以上板幅75以上板幅75以上

板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上板長さ400以上

・・・・・・・ ・・・・・・・

７７７７７７７ せっこうボードせっこうボードせっこうボードせっこうボードせっこうボードせっこうボードせっこうボード

その他ボードその他ボードその他ボードその他ボードその他ボードその他ボードその他ボード

及び合板張り及び合板張り及び合板張り及び合板張り及び合板張り及び合板張り及び合板張り

※※※※※※※

材　種・規　格材　種・規　格材　種・規　格材　種・規　格材　種・規　格材　種・規　格材　種・規　格

・・・・・・・ せっこうボードせっこうボードせっこうボードせっこうボードせっこうボードせっこうボードせっこうボード

(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)

・・・・・・・ 壁壁壁壁壁壁壁

・・・・・・・ 天井天井天井天井天井天井天井

・・・・・・・ 化粧せっこうボード化粧せっこうボード化粧せっこうボード化粧せっこうボード化粧せっこうボード化粧せっこうボード化粧せっこうボード

(トラバーチン模様)(トラバーチン模様)(トラバーチン模様)(トラバーチン模様)(トラバーチン模様)(トラバーチン模様)(トラバーチン模様)

(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)

・・・・・・・ 天井天井天井天井天井天井天井

・・・・・・・ 化粧せっこうボード化粧せっこうボード化粧せっこうボード化粧せっこうボード化粧せっこうボード化粧せっこうボード化粧せっこうボード

(プリント)(プリント)(プリント)(プリント)(プリント)(プリント)(プリント) ・・・・・・・ 天井天井天井天井天井天井天井

・・・・・・・ 吸音用穴あきせっこう吸音用穴あきせっこう吸音用穴あきせっこう吸音用穴あきせっこう吸音用穴あきせっこう吸音用穴あきせっこう吸音用穴あきせっこう

ボード(JIS A6301)ボード(JIS A6301)ボード(JIS A6301)ボード(JIS A6301)ボード(JIS A6301)ボード(JIS A6301)ボード(JIS A6301)

・・・・・・・ 天井天井天井天井天井天井天井

(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)(JIS A6901)

・・・・・・・ ロックウール化粧吸音板ロックウール化粧吸音板ロックウール化粧吸音板ロックウール化粧吸音板ロックウール化粧吸音板ロックウール化粧吸音板ロックウール化粧吸音板

(JIS A6301)(JIS A6301)(JIS A6301)(JIS A6301)(JIS A6301)(JIS A6301)(JIS A6301)

天井天井天井天井天井天井天井

厚さ（mm）等厚さ（mm）等厚さ（mm）等厚さ（mm）等厚さ（mm）等厚さ（mm）等厚さ（mm）等

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）

12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）

・・・・・・・

・・・・・・・

9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）

12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）

※※※※※※※ 9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）

・・・・・・・ 9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）

・・・・・・・ 9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

9（不燃）9（不燃）9（不燃）9（不燃）9（不燃）9（不燃）9（不燃）

12（不燃）12（不燃）12（不燃）12（不燃）12（不燃）12（不燃）12（不燃）

15（不燃）15（不燃）15（不燃）15（不燃）15（不燃）15（不燃）15（不燃）

張　　り　　方張　　り　　方張　　り　　方張　　り　　方張　　り　　方張　　り　　方張　　り　　方

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

下張り下張り下張り下張り下張り下張り下張り

上張り上張り上張り上張り上張り上張り上張り

直張り直張り直張り直張り直張り直張り直張り

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

目透し目透し目透し目透し目透し目透し目透し

突付け突付け突付け突付け突付け突付け突付け

継目処理継目処理継目処理継目処理継目処理継目処理継目処理

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

下張り下張り下張り下張り下張り下張り下張り ・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

目透し目透し目透し目透し目透し目透し目透し

突付け突付け突付け突付け突付け突付け突付け

継目処理継目処理継目処理継目処理継目処理継目処理継目処理

・・・・・・・ ・・・・・・・ 突付け突付け突付け突付け突付け突付け突付け

・・・・・・・ ・・・・・・・ 目透し目透し目透し目透し目透し目透し目透し

・・・・・・・ ・・・・・・・ 目透し目透し目透し目透し目透し目透し目透し

・・・・・・・ 突付け突付け突付け突付け突付け突付け突付け

・・・・・・・

・・・・・・・

上張り上張り上張り上張り上張り上張り上張り

直張り直張り直張り直張り直張り直張り直張り

・・・・・・・ 突付け突付け突付け突付け突付け突付け突付け

天井及び壁に使用する材料は，建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。天井及び壁に使用する材料は，建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。天井及び壁に使用する材料は，建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。天井及び壁に使用する材料は，建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。天井及び壁に使用する材料は，建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。天井及び壁に使用する材料は，建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。天井及び壁に使用する材料は，建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。

施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所

・・・・・・・ 不燃性原紙裏張り不燃性原紙裏張り不燃性原紙裏張り不燃性原紙裏張り不燃性原紙裏張り不燃性原紙裏張り不燃性原紙裏張り

・・・・・・・

(19.7.2)(表19.7.1～表19.7.5)(19.7.2)(表19.7.1～表19.7.5)(19.7.2)(表19.7.1～表19.7.5)(19.7.2)(表19.7.1～表19.7.5)(19.7.2)(表19.7.1～表19.7.5)(19.7.2)(表19.7.1～表19.7.5)(19.7.2)(表19.7.1～表19.7.5)・・・・・・・ せっこうボード製品せっこうボード製品せっこうボード製品せっこうボード製品せっこうボード製品せっこうボード製品せっこうボード製品

施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 防火性能の種別防火性能の種別防火性能の種別防火性能の種別防火性能の種別防火性能の種別防火性能の種別

・・・・・・・

壁紙のホルムアルデヒドの発散量壁紙のホルムアルデヒドの発散量壁紙のホルムアルデヒドの発散量壁紙のホルムアルデヒドの発散量壁紙のホルムアルデヒドの発散量壁紙のホルムアルデヒドの発散量壁紙のホルムアルデヒドの発散量

※※※※※※※ F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆ ・・・・・・・

種　類（製造所）種　類（製造所）種　類（製造所）種　類（製造所）種　類（製造所）種　類（製造所）種　類（製造所）

(19.8.2)(19.8.2)(19.8.2)(19.8.2)(19.8.2)(19.8.2)(19.8.2)

断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材 断熱材打込み工法断熱材打込み工法断熱材打込み工法断熱材打込み工法断熱材打込み工法断熱材打込み工法断熱材打込み工法９９９９９９９

・・・・・・・ Ａ種硬質ウレタンフォームＡ種硬質ウレタンフォームＡ種硬質ウレタンフォームＡ種硬質ウレタンフォームＡ種硬質ウレタンフォームＡ種硬質ウレタンフォームＡ種硬質ウレタンフォーム

ビーズ法ビーズ法ビーズ法ビーズ法ビーズ法ビーズ法ビーズ法・・・・・・・

※※※※※※※ 押出法押出法押出法押出法押出法押出法押出法 ・・・・・・・

・・・・・・・ ３種ｂ３種ｂ３種ｂ３種ｂ３種ｂ３種ｂ３種ｂ

２種ｂ２種ｂ２種ｂ２種ｂ２種ｂ２種ｂ２種ｂ ※※※※※※※

・・・・・・・ 20202020202020

25252525252525

施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所

ポリスチレンフォームポリスチレンフォームポリスチレンフォームポリスチレンフォームポリスチレンフォームポリスチレンフォームポリスチレンフォーム

ポリスチレンフォームポリスチレンフォームポリスチレンフォームポリスチレンフォームポリスチレンフォームポリスチレンフォームポリスチレンフォーム

・・・・・・・ フェノールフォームフェノールフォームフェノールフォームフェノールフォームフェノールフォームフェノールフォームフェノールフォーム

・・・・・・・ 硬質ウレタンフォーム硬質ウレタンフォーム硬質ウレタンフォーム硬質ウレタンフォーム硬質ウレタンフォーム硬質ウレタンフォーム硬質ウレタンフォーム

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別材　種材　種材　種材　種材　種材　種材　種 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ

・・・・・・・ 断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材

※※※※※※※ フェノールフォーム断熱材のホルムアルデヒド放散量フェノールフォーム断熱材のホルムアルデヒド放散量フェノールフォーム断熱材のホルムアルデヒド放散量フェノールフォーム断熱材のホルムアルデヒド放散量フェノールフォーム断熱材のホルムアルデヒド放散量フェノールフォーム断熱材のホルムアルデヒド放散量フェノールフォーム断熱材のホルムアルデヒド放散量 ※※※※※※※ Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆

・・・・・・・ 断熱材と同材断熱材と同材断熱材と同材断熱材と同材断熱材と同材断熱材と同材断熱材と同材

・・・・・・・ 吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材

断熱材補修材断熱材補修材断熱材補修材断熱材補修材断熱材補修材断熱材補修材断熱材補修材

※※※※※※※ 難燃性難燃性難燃性難燃性難燃性難燃性難燃性 ・・・・・・・ ２級２級２級２級２級２級２級 ※※※※※※※ ３級３級３級３級３級３級３級

・・・・・・・ 吹付け硬質ウレタンフォーム吹付け硬質ウレタンフォーム吹付け硬質ウレタンフォーム吹付け硬質ウレタンフォーム吹付け硬質ウレタンフォーム吹付け硬質ウレタンフォーム吹付け硬質ウレタンフォーム ※※※※※※※ Ａ種１Ａ種１Ａ種１Ａ種１Ａ種１Ａ種１Ａ種１

施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所

断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材

断熱材現場発泡工法断熱材現場発泡工法断熱材現場発泡工法断熱材現場発泡工法断熱材現場発泡工法断熱材現場発泡工法断熱材現場発泡工法

材　種材　種材　種材　種材　種材　種材　種 種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

難燃性難燃性難燃性難燃性難燃性難燃性難燃性

Ａ種１ＨＡ種１ＨＡ種１ＨＡ種１ＨＡ種１ＨＡ種１ＨＡ種１Ｈ・・・・・・・

厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ

・・・・・・・

20202020202020

　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

１１１１１１１ フリーアクセスフリーアクセスフリーアクセスフリーアクセスフリーアクセスフリーアクセスフリーアクセス

フロアフロアフロアフロアフロアフロアフロア 施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能寸法・高さ寸法・高さ寸法・高さ寸法・高さ寸法・高さ寸法・高さ寸法・高さ

※※※※※※※ 表面仕上材表面仕上材表面仕上材表面仕上材表面仕上材表面仕上材表面仕上材 ※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

・・・・・・・ 帯電防止性能帯電防止性能帯電防止性能帯電防止性能帯電防止性能帯電防止性能帯電防止性能 ・・・・・・・ 漏えい抵抗漏えい抵抗漏えい抵抗漏えい抵抗漏えい抵抗漏えい抵抗漏えい抵抗

所定荷重所定荷重所定荷重所定荷重所定荷重所定荷重所定荷重

(20.2.2)(20.2.2)(20.2.2)(20.2.2)(20.2.2)(20.2.2)(20.2.2)

材　質材　質材　質材　質材　質材　質材　質

２２２２２２２ 可動間仕切可動間仕切可動間仕切可動間仕切可動間仕切可動間仕切可動間仕切 ・・・・・・・ パーティションパーティションパーティションパーティションパーティションパーティションパーティション

構造形式種別構造形式種別構造形式種別構造形式種別構造形式種別構造形式種別構造形式種別

スタッド式スタッド式スタッド式スタッド式スタッド式スタッド式スタッド式・・・・・・・ ※※※※※※※

・・・・・・・ スチールスチールスチールスチールスチールスチールスチール

アルミアルミアルミアルミアルミアルミアルミ

構成基材の種類構成基材の種類構成基材の種類構成基材の種類構成基材の種類構成基材の種類構成基材の種類 パネル表面材・仕上パネル表面材・仕上パネル表面材・仕上パネル表面材・仕上パネル表面材・仕上パネル表面材・仕上パネル表面材・仕上 遮音性能遮音性能遮音性能遮音性能遮音性能遮音性能遮音性能 防火性能防火性能防火性能防火性能防火性能防火性能防火性能

・・・・・・・

・・・・・・・

不燃不燃不燃不燃不燃不燃不燃

パネルのホルムアルデヒドの放散量パネルのホルムアルデヒドの放散量パネルのホルムアルデヒドの放散量パネルのホルムアルデヒドの放散量パネルのホルムアルデヒドの放散量パネルのホルムアルデヒドの放散量パネルのホルムアルデヒドの放散量 ※※※※※※※ F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆

(20.2.3)(20.2.3)(20.2.3)(20.2.3)(20.2.3)(20.2.3)(20.2.3)

３３３３３３３ 移動間仕切移動間仕切移動間仕切移動間仕切移動間仕切移動間仕切移動間仕切 ・・・・・・・ スライディングドアスライディングドアスライディングドアスライディングドアスライディングドアスライディングドアスライディングドア

・・・・・・・

・・・・・・・ 手動式手動式手動式手動式手動式手動式手動式

操作方法種別操作方法種別操作方法種別操作方法種別操作方法種別操作方法種別操作方法種別 パネル表面材・仕上パネル表面材・仕上パネル表面材・仕上パネル表面材・仕上パネル表面材・仕上パネル表面材・仕上パネル表面材・仕上 圧接装置操作方法圧接装置操作方法圧接装置操作方法圧接装置操作方法圧接装置操作方法圧接装置操作方法圧接装置操作方法

・・・・・・・

・・・・・・・

プッシュ式プッシュ式プッシュ式プッシュ式プッシュ式プッシュ式プッシュ式

ハンドル回転式ハンドル回転式ハンドル回転式ハンドル回転式ハンドル回転式ハンドル回転式ハンドル回転式

遮音性能遮音性能遮音性能遮音性能遮音性能遮音性能遮音性能 防火性能防火性能防火性能防火性能防火性能防火性能防火性能

・・・・・・・

・・・・・・・

不燃不燃不燃不燃不燃不燃不燃

製造所製造所製造所製造所製造所製造所製造所

(20.2.4)(20.2.4)(20.2.4)(20.2.4)(20.2.4)(20.2.4)(20.2.4)

ホワイトボードホワイトボードホワイトボードホワイトボードホワイトボードホワイトボードホワイトボード

黒板及び黒板及び黒板及び黒板及び黒板及び黒板及び黒板及び

・・・・・・・

・・・・・・・ アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製

ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製

・・・・・・・

※※※※※※※ タイヤ入タイヤ入タイヤ入タイヤ入タイヤ入タイヤ入タイヤ入

タイヤなしタイヤなしタイヤなしタイヤなしタイヤなしタイヤなしタイヤなし

※※※※※※※ 35㎜35㎜35㎜35㎜35㎜35㎜35㎜

形状・寸法形状・寸法形状・寸法形状・寸法形状・寸法形状・寸法形状・寸法

接着工法接着工法接着工法接着工法接着工法接着工法接着工法※※※※※※※

埋込工法埋込工法埋込工法埋込工法埋込工法埋込工法埋込工法・・・・・・・ ・・・・・・・ なしなしなしなしなしなしなし

有有有有有有有・・・・・・・ （（（（（（（ ）））））））

フラットエンドフラットエンドフラットエンドフラットエンドフラットエンドフラットエンドフラットエンド工　法工　法工　法工　法工　法工　法工　法材　種材　種材　種材　種材　種材　種材　種

・・・・・・・

・・・・・・・ ホワイトボードホワイトボードホワイトボードホワイトボードホワイトボードホワイトボードホワイトボード

※※※※※※※

※※※※※※※

色色色色色色色

※※※※※※※ 緑緑緑緑緑緑緑

黒黒黒黒黒黒黒・・・・・・・

白白白白白白白・・・・・・・

焼付焼付焼付焼付焼付焼付焼付

ほうろうほうろうほうろうほうろうほうろうほうろうほうろう

有有有有有有有・・・・・・・

なしなしなしなしなしなしなし・・・・・・・

有有有有有有有・・・・・・・

なしなしなしなしなしなしなし・・・・・・・

施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所

形状形状形状形状形状形状形状 ・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

平面平面平面平面平面平面平面

平面（行事）平面（行事）平面（行事）平面（行事）平面（行事）平面（行事）平面（行事）

箇所箇所箇所箇所箇所箇所箇所

箇所箇所箇所箇所箇所箇所箇所

暗　線暗　線暗　線暗　線暗　線暗　線暗　線種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

・・・・・・・

鋼製黒板鋼製黒板鋼製黒板鋼製黒板鋼製黒板鋼製黒板鋼製黒板

ほうろう黒板ほうろう黒板ほうろう黒板ほうろう黒板ほうろう黒板ほうろう黒板ほうろう黒板

枠枠枠枠枠枠枠 ・・・・・・・ 木製（図示による）木製（図示による）木製（図示による）木製（図示による）木製（図示による）木製（図示による）木製（図示による） ※※※※※※※ アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製

チョークボックスチョークボックスチョークボックスチョークボックスチョークボックスチョークボックスチョークボックス

ピクチャーレールピクチャーレールピクチャーレールピクチャーレールピクチャーレールピクチャーレールピクチャーレール

・・・・・・・

・・・・・・・ 有（図示による）有（図示による）有（図示による）有（図示による）有（図示による）有（図示による）有（図示による）

アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製アルミ製 ・・・・・・・

・・・・・・・

表示表示表示表示表示表示表示 ・・・・・・・

・・・・・・・ 施 設 名 文 字施 設 名 文 字施 設 名 文 字施 設 名 文 字施 設 名 文 字施 設 名 文 字施 設 名 文 字

・・・・・・・

ピ ク ト グ ラ フピ ク ト グ ラ フピ ク ト グ ラ フピ ク ト グ ラ フピ ク ト グ ラ フピ ク ト グ ラ フピ ク ト グ ラ フ

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

）））））））

）））））））

）））））））

）））））））

）））））））

）））））））

）））））））

車 イ ス マ ー ク車 イ ス マ ー ク車 イ ス マ ー ク車 イ ス マ ー ク車 イ ス マ ー ク車 イ ス マ ー ク車 イ ス マ ー ク

室 名 札室 名 札室 名 札室 名 札室 名 札室 名 札室 名 札

衝 突 防 止 表 示衝 突 防 止 表 示衝 突 防 止 表 示衝 突 防 止 表 示衝 突 防 止 表 示衝 突 防 止 表 示衝 突 防 止 表 示

案 内 板案 内 板案 内 板案 内 板案 内 板案 内 板案 内 板・・・・・・・

ブラインドブラインドブラインドブラインドブラインドブラインドブラインド

ボックス等の材種ボックス等の材種ボックス等の材種ボックス等の材種ボックス等の材種ボックス等の材種ボックス等の材種

スラットの材種スラットの材種スラットの材種スラットの材種スラットの材種スラットの材種スラットの材種

スラットの幅スラットの幅スラットの幅スラットの幅スラットの幅スラットの幅スラットの幅

種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※ 横形(JIS A4801)横形(JIS A4801)横形(JIS A4801)横形(JIS A4801)横形(JIS A4801)横形(JIS A4801)横形(JIS A4801)

鋼製鋼製鋼製鋼製鋼製鋼製鋼製

アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金

25mm25mm25mm25mm25mm25mm25mm ・・・・・・・35mm35mm35mm35mm35mm35mm35mm・・・・・・・

ギア式ギア式ギア式ギア式ギア式ギア式ギア式 ・・・・・・・ コード式コード式コード式コード式コード式コード式コード式

※※※※※※※

※※※※※※※

・・・・・・・

※※※※※※※

・・・・・・・ 縦形縦形縦形縦形縦形縦形縦形

コード方式コード方式コード方式コード方式コード方式コード方式コード方式

100100100100100100100

アルミ（ヘッドレール）アルミ（ヘッドレール）アルミ（ヘッドレール）アルミ（ヘッドレール）アルミ（ヘッドレール）アルミ（ヘッドレール）アルミ（ヘッドレール）

アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金アルミニウム合金

・・・・・・・ 75757575757575

・・・・・・・ クロスクロスクロスクロスクロスクロスクロス

形　式形　式形　式形　式形　式形　式形　式

カーテン及びカーテン及びカーテン及びカーテン及びカーテン及びカーテン及びカーテン及び

カーテンレールカーテンレールカーテンレールカーテンレールカーテンレールカーテンレールカーテンレール きれ地の品質等（製造所）きれ地の品質等（製造所）きれ地の品質等（製造所）きれ地の品質等（製造所）きれ地の品質等（製造所）きれ地の品質等（製造所）きれ地の品質等（製造所） ひだの種類ひだの種類ひだの種類ひだの種類ひだの種類ひだの種類ひだの種類

暗幕用カーテンの両端，上部及び召合せの重なり暗幕用カーテンの両端，上部及び召合せの重なり暗幕用カーテンの両端，上部及び召合せの重なり暗幕用カーテンの両端，上部及び召合せの重なり暗幕用カーテンの両端，上部及び召合せの重なり暗幕用カーテンの両端，上部及び召合せの重なり暗幕用カーテンの両端，上部及び召合せの重なり

カーテンレールカーテンレールカーテンレールカーテンレールカーテンレールカーテンレールカーテンレール ・・・・・・・材　種材　種材　種材　種材　種材　種材　種 ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製 ※※※※※※※ アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製

※※※※※※※ 300以上300以上300以上300以上300以上300以上300以上

スクリーンスクリーンスクリーンスクリーンスクリーンスクリーンスクリーン 種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別

形　式形　式形　式形　式形　式形　式形　式

寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm）寸法（mm） 幅幅幅幅幅幅幅

※※※※※※※

※※※※※※※ ホワイトスクリーンホワイトスクリーンホワイトスクリーンホワイトスクリーンホワイトスクリーンホワイトスクリーンホワイトスクリーン

スプリング巻上（ノーショック）式スプリング巻上（ノーショック）式スプリング巻上（ノーショック）式スプリング巻上（ノーショック）式スプリング巻上（ノーショック）式スプリング巻上（ノーショック）式スプリング巻上（ノーショック）式

（（（（（（（ ））））））） 高さ高さ高さ高さ高さ高さ高さ （（（（（（（ ）））））））

・・・・・・・

くつふきマットくつふきマットくつふきマットくつふきマットくつふきマットくつふきマットくつふきマット

排　水排　水排　水排　水排　水排　水排　水

マットマットマットマットマットマットマット

　枠　枠　枠　枠　枠　枠　枠

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

設ける（排水目皿ＶＰ50φ）設ける（排水目皿ＶＰ50φ）設ける（排水目皿ＶＰ50φ）設ける（排水目皿ＶＰ50φ）設ける（排水目皿ＶＰ50φ）設ける（排水目皿ＶＰ50φ）設ける（排水目皿ＶＰ50φ）

塩化ビニル製塩化ビニル製塩化ビニル製塩化ビニル製塩化ビニル製塩化ビニル製塩化ビニル製

ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製ステンレス製

・・・・・・・

・・・・・・・

ゴム製ゴム製ゴム製ゴム製ゴム製ゴム製ゴム製

黄銅製黄銅製黄銅製黄銅製黄銅製黄銅製黄銅製

・・・・・・・ 設けない設けない設けない設けない設けない設けない設けない

・・・・・・・ アルミ合金製アルミ合金製アルミ合金製アルミ合金製アルミ合金製アルミ合金製アルミ合金製 ・・・・・・・ 鉄製鉄製鉄製鉄製鉄製鉄製鉄製

厨房器具厨房器具厨房器具厨房器具厨房器具厨房器具厨房器具 器　具　名器　具　名器　具　名器　具　名器　具　名器　具　名器　具　名

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ 水切だな水切だな水切だな水切だな水切だな水切だな水切だな

つり戸だなつり戸だなつり戸だなつり戸だなつり戸だなつり戸だなつり戸だな

ガステーブルガステーブルガステーブルガステーブルガステーブルガステーブルガステーブル

コンロ台コンロ台コンロ台コンロ台コンロ台コンロ台コンロ台

調理台調理台調理台調理台調理台調理台調理台

流し台流し台流し台流し台流し台流し台流し台 市販品市販品市販品市販品市販品市販品市販品

　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

規格・施工箇所等規格・施工箇所等規格・施工箇所等規格・施工箇所等規格・施工箇所等規格・施工箇所等規格・施工箇所等

消火器ボックス消火器ボックス消火器ボックス消火器ボックス消火器ボックス消火器ボックス消火器ボックス

ピクチャーレールピクチャーレールピクチャーレールピクチャーレールピクチャーレールピクチャーレールピクチャーレール タイプタイプタイプタイプタイプタイプタイプ

安全荷重安全荷重安全荷重安全荷重安全荷重安全荷重安全荷重

・・・・・・・ 天井面付け天井面付け天井面付け天井面付け天井面付け天井面付け天井面付け ・・・・・・・ 壁面付け壁面付け壁面付け壁面付け壁面付け壁面付け壁面付け

溝幅×深さ（㎜）溝幅×深さ（㎜）溝幅×深さ（㎜）溝幅×深さ（㎜）溝幅×深さ（㎜）溝幅×深さ（㎜）溝幅×深さ（㎜）※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・ １２０×８０１２０×８０１２０×８０１２０×８０１２０×８０１２０×８０１２０×８０

表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理表面処理

材質材質材質材質材質材質材質

※※※※※※※

※※※※※※※

Ｃ－１Ｃ－１Ｃ－１Ｃ－１Ｃ－１Ｃ－１Ｃ－１

アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製アルミニウム製

・・・・・・・ Ｃ－２Ｃ－２Ｃ－２Ｃ－２Ｃ－２Ｃ－２Ｃ－２（色調：　　　　　）（色調：　　　　　）（色調：　　　　　）（色調：　　　　　）（色調：　　　　　）（色調：　　　　　）（色調：　　　　　）

・・・・・・・

カーテンボックスカーテンボックスカーテンボックスカーテンボックスカーテンボックスカーテンボックスカーテンボックス

誘導ブロック誘導ブロック誘導ブロック誘導ブロック誘導ブロック誘導ブロック誘導ブロック

ブラインドボックスブラインドボックスブラインドボックスブラインドボックスブラインドボックスブラインドボックスブラインドボックス

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ 磁器質タイル製磁器質タイル製磁器質タイル製磁器質タイル製磁器質タイル製磁器質タイル製磁器質タイル製

塩化ビニル製塩化ビニル製塩化ビニル製塩化ビニル製塩化ビニル製塩化ビニル製塩化ビニル製 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ ※※※※※※※材種材種材種材種材種材種材種

フック　耐荷重　30㎏程度　２個／ｍフック　耐荷重　30㎏程度　２個／ｍフック　耐荷重　30㎏程度　２個／ｍフック　耐荷重　30㎏程度　２個／ｍフック　耐荷重　30㎏程度　２個／ｍフック　耐荷重　30㎏程度　２個／ｍフック　耐荷重　30㎏程度　２個／ｍ・・・・・・・

・・・・・・・・既製品(図示による)・既製品(図示による)・既製品(図示による)・既製品(図示による)・既製品(図示による)・既製品(図示による)・既製品(図示による)

家具類家具類家具類家具類家具類家具類家具類

２２２２２２２ 排水桝排水桝排水桝排水桝排水桝排水桝排水桝 ・・・・・・・

１１１１１１１ 排水管排水管排水管排水管排水管排水管排水管

・・・・・・・ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）

・・・・・・・ 遠心力鉄筋コンクリート管（※外圧管Ｂ形）遠心力鉄筋コンクリート管（※外圧管Ｂ形）遠心力鉄筋コンクリート管（※外圧管Ｂ形）遠心力鉄筋コンクリート管（※外圧管Ｂ形）遠心力鉄筋コンクリート管（※外圧管Ｂ形）遠心力鉄筋コンクリート管（※外圧管Ｂ形）遠心力鉄筋コンクリート管（※外圧管Ｂ形） １種１種１種１種１種１種１種
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工
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工
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コンクリート現場打ち桝コンクリート現場打ち桝コンクリート現場打ち桝コンクリート現場打ち桝コンクリート現場打ち桝コンクリート現場打ち桝コンクリート現場打ち桝

・・・・・・・

・・・・・・・

桝蓋桝蓋桝蓋桝蓋桝蓋桝蓋桝蓋 グレーチンググレーチンググレーチンググレーチンググレーチンググレーチンググレーチング （（（（（（（ ）））））））

マンホールマンホールマンホールマンホールマンホールマンホールマンホール

鉄板鉄板鉄板鉄板鉄板鉄板鉄板・・・・・・・

樹脂製樹脂製樹脂製樹脂製樹脂製樹脂製樹脂製

（（（（（（（

（（（（（（（

・・・・・・・ ＭＨＡＭＨＡＭＨＡＭＨＡＭＨＡＭＨＡＭＨＡ ・・・・・・・ ＭＨＢＭＨＢＭＨＢＭＨＢＭＨＢＭＨＢＭＨＢ ）））））））

ｔ＝ｔ＝ｔ＝ｔ＝ｔ＝ｔ＝ｔ＝ ㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜ ）））））））

（（（（（（（

４４４４４４４

５５５５５５５ 溝蓋溝蓋溝蓋溝蓋溝蓋溝蓋溝蓋

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

鉄板鉄板鉄板鉄板鉄板鉄板鉄板

グレーチンググレーチンググレーチンググレーチンググレーチンググレーチンググレーチング （（（（（（（

（（（（（（（

（（（（（（（ ｔ＝ｔ＝ｔ＝ｔ＝ｔ＝ｔ＝ｔ＝

ｔ＝ｔ＝ｔ＝ｔ＝ｔ＝ｔ＝ｔ＝

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜ ）））））））

）））））））

）））））））

）））））））

材質：材質：材質：材質：材質：材質：材質： 耐荷重：耐荷重：耐荷重：耐荷重：耐荷重：耐荷重：耐荷重：

材質：材質：材質：材質：材質：材質：材質： 耐荷重：耐荷重：耐荷重：耐荷重：耐荷重：耐荷重：耐荷重：

Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－

Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－

種類種類種類種類種類種類種類 ※※※※※※※ 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート ・・・・・・・ 設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 ※※※※※※※ 18N/m㎡18N/m㎡18N/m㎡18N/m㎡18N/m㎡18N/m㎡18N/m㎡ ・・・・・・・

スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ ※※※※※※※ 15cm15cm15cm15cm15cm15cm15cm ・・・・・・・ 鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別 ※※※※※※※ ・・・・・・・

・・・・・・・ 樹脂製溜め桝樹脂製溜め桝樹脂製溜め桝樹脂製溜め桝樹脂製溜め桝樹脂製溜め桝樹脂製溜め桝

埋戻しに用いる材料埋戻しに用いる材料埋戻しに用いる材料埋戻しに用いる材料埋戻しに用いる材料埋戻しに用いる材料埋戻しに用いる材料 ・・・・・・・ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ※※※※※※※ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種 ・・・・・・・ Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種 ・・・・・・・ Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種３３３３３３３

・・・・・・・ コンクリート既製桝コンクリート既製桝コンクリート既製桝コンクリート既製桝コンクリート既製桝コンクリート既製桝コンクリート既製桝

・・・・・・・

１１１１１１１ 路床路床路床路床路床路床路床

砂の粒度試験砂の粒度試験砂の粒度試験砂の粒度試験砂の粒度試験砂の粒度試験砂の粒度試験 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない ・・・・・・・ 行う行う行う行う行う行う行う

フィルター層フィルター層フィルター層フィルター層フィルター層フィルター層フィルター層 ※※※※※※※ 適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない ・・・・・・・ 適用する（厚適用する（厚適用する（厚適用する（厚適用する（厚適用する（厚適用する（厚 ㎜）㎜）㎜）㎜）㎜）㎜）㎜）

路床安定処理路床安定処理路床安定処理路床安定処理路床安定処理路床安定処理路床安定処理 ※※※※※※※ 適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない ・・・・・・・

路床の盛土材料路床の盛土材料路床の盛土材料路床の盛土材料路床の盛土材料路床の盛土材料路床の盛土材料 ・・・・・・・ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ※※※※※※※ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種 ・・・・・・・ Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種 Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種

路床の試験路床の試験路床の試験路床の試験路床の試験路床の試験路床の試験 ＣＢＲ試験ＣＢＲ試験ＣＢＲ試験ＣＢＲ試験ＣＢＲ試験ＣＢＲ試験ＣＢＲ試験 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない 行う行う行う行う行う行う行う・・・・・・・

路床締固め度の試験路床締固め度の試験路床締固め度の試験路床締固め度の試験路床締固め度の試験路床締固め度の試験路床締固め度の試験 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない 行う行う行う行う行う行う行う・・・・・・・

行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない 行う行う行う行う行う行う行う・・・・・・・現場ＣＢＲ試験現場ＣＢＲ試験現場ＣＢＲ試験現場ＣＢＲ試験現場ＣＢＲ試験現場ＣＢＲ試験現場ＣＢＲ試験

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・
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22222222222222

１１１１１１１ 植栽地の確認植栽地の確認植栽地の確認植栽地の確認植栽地の確認植栽地の確認植栽地の確認 ・・・・・・・ ※※※※※※※ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない (23.1.3)(23.1.3)(23.1.3)(23.1.3)(23.1.3)(23.1.3)(23.1.3)

２２２２２２２ 植栽基盤植栽基盤植栽基盤植栽基盤植栽基盤植栽基盤植栽基盤 植栽基盤植栽基盤植栽基盤植栽基盤植栽基盤植栽基盤植栽基盤 ・・・・・・・ 適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する (23.2.2)(23.2.2)(23.2.2)(23.2.2)(23.2.2)(23.2.2)(23.2.2)

・・・・・・・

有効土層の厚さ（㎝）有効土層の厚さ（㎝）有効土層の厚さ（㎝）有効土層の厚さ（㎝）有効土層の厚さ（㎝）有効土層の厚さ（㎝）有効土層の厚さ（㎝）

樹　高樹　高樹　高樹　高樹　高樹　高樹　高 12ｍ以上12ｍ以上12ｍ以上12ｍ以上12ｍ以上12ｍ以上12ｍ以上

有　効有　効有　効有　効有　効有　効有　効 ※※※※※※※ 100100100100100100100 ・・・・・・・ ※※※※※※※ 80808080808080 ・・・・・・・ ※※※※※※※ 60606060606060 ・・・・・・・ ※※※※※※※ 50505050505050 ・・・・・・・ ※※※※※※※ 20202020202020

土　層土　層土　層土　層土　層土　層土　層 ・・・・・・・

工法工法工法工法工法工法工法 樹木樹木樹木樹木樹木樹木樹木

土壌改良材土壌改良材土壌改良材土壌改良材土壌改良材土壌改良材土壌改良材

土壌の水素イオン濃度指数，電気伝導度等の試験土壌の水素イオン濃度指数，電気伝導度等の試験土壌の水素イオン濃度指数，電気伝導度等の試験土壌の水素イオン濃度指数，電気伝導度等の試験土壌の水素イオン濃度指数，電気伝導度等の試験土壌の水素イオン濃度指数，電気伝導度等の試験土壌の水素イオン濃度指数，電気伝導度等の試験

７～12ｍ未満７～12ｍ未満７～12ｍ未満７～12ｍ未満７～12ｍ未満７～12ｍ未満７～12ｍ未満 ３～７ｍ未満３～７ｍ未満３～７ｍ未満３～７ｍ未満３～７ｍ未満３～７ｍ未満３～７ｍ未満 ３ｍ未満３ｍ未満３ｍ未満３ｍ未満３ｍ未満３ｍ未満３ｍ未満

芝，地被類芝，地被類芝，地被類芝，地被類芝，地被類芝，地被類芝，地被類

（表23.2.1）（表23.2.1）（表23.2.1）（表23.2.1）（表23.2.1）（表23.2.1）（表23.2.1）

芝及び地被類芝及び地被類芝及び地被類芝及び地被類芝及び地被類芝及び地被類芝及び地被類

※※※※※※※ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ・・・・・・・ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種 ・・・・・・・ Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種 ・・・・・・・ Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種

・・・・・・・ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ※※※※※※※ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種 ・・・・・・・ Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種 ・・・・・・・ Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種Ｄ種

※※※※※※※ バーク堆肥バーク堆肥バーク堆肥バーク堆肥バーク堆肥バーク堆肥バーク堆肥 ・・・・・・・ 汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

適用しない（ただし，芝及び地被類の植栽の場合は整備する。）適用しない（ただし，芝及び地被類の植栽の場合は整備する。）適用しない（ただし，芝及び地被類の植栽の場合は整備する。）適用しない（ただし，芝及び地被類の植栽の場合は整備する。）適用しない（ただし，芝及び地被類の植栽の場合は整備する。）適用しない（ただし，芝及び地被類の植栽の場合は整備する。）適用しない（ただし，芝及び地被類の植栽の場合は整備する。）

・行う・行う・行う・行う・行う・行う・行う

樹　木樹　木樹　木樹　木樹　木樹　木樹　木

高　木高　木高　木高　木高　木高　木高　木 低　木低　木低　木低　木低　木低　木低　木
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23232323232323

３３３３３３３ 支柱材支柱材支柱材支柱材支柱材支柱材支柱材 支柱材支柱材支柱材支柱材支柱材支柱材支柱材

４４４４４４４ 芝芝芝芝芝芝芝 種類種類種類種類種類種類種類

※※※※※※※ 杉の焼丸太杉の焼丸太杉の焼丸太杉の焼丸太杉の焼丸太杉の焼丸太杉の焼丸太 ・・・・・・・ 竹竹竹竹竹竹竹

※※※※※※※ コウライシバコウライシバコウライシバコウライシバコウライシバコウライシバコウライシバ ・・・・・・・ ノシバノシバノシバノシバノシバノシバノシバ

・・・・・・・※　Ｆ☆☆☆☆※　Ｆ☆☆☆☆※　Ｆ☆☆☆☆※　Ｆ☆☆☆☆※　Ｆ☆☆☆☆※　Ｆ☆☆☆☆※　Ｆ☆☆☆☆

合板類，ＭＤＦ及びパーティクルボード，接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量合板類，ＭＤＦ及びパーティクルボード，接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量合板類，ＭＤＦ及びパーティクルボード，接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量合板類，ＭＤＦ及びパーティクルボード，接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量合板類，ＭＤＦ及びパーティクルボード，接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量合板類，ＭＤＦ及びパーティクルボード，接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量合板類，ＭＤＦ及びパーティクルボード，接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量

・・・・・・・ （（（（（（（ ※※※※※※※ ＶＵＶＵＶＵＶＵＶＵＶＵＶＵ ・・・・・・・ ＶＰＶＰＶＰＶＰＶＰＶＰＶＰ ）））））））硬質ポリ塩化ビニル管硬質ポリ塩化ビニル管硬質ポリ塩化ビニル管硬質ポリ塩化ビニル管硬質ポリ塩化ビニル管硬質ポリ塩化ビニル管硬質ポリ塩化ビニル管

(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)

(19.9.3)(19.9.3)(19.9.3)(19.9.3)(19.9.3)(19.9.3)(19.9.3)

(19.9.4)(19.9.4)(19.9.4)(19.9.4)(19.9.4)(19.9.4)(19.9.4)

パネルのホルムアルデヒドの放散量パネルのホルムアルデヒドの放散量パネルのホルムアルデヒドの放散量パネルのホルムアルデヒドの放散量パネルのホルムアルデヒドの放散量パネルのホルムアルデヒドの放散量パネルのホルムアルデヒドの放散量

※※※※※※※ ・・・・・・・F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆F☆☆☆☆

６６６６６６６

７７７７７７７

８８８８８８８

９９９９９９９

11111111111111

12121212121212

13131313131313

14141414141414

15151515151515

16161616161616

17171717171717

18181818181818

10101010101010

(20.2.9)(20.2.9)(20.2.9)(20.2.9)(20.2.9)(20.2.9)(20.2.9)

(20.2.11)(20.2.11)(20.2.11)(20.2.11)(20.2.11)(20.2.11)(20.2.11)

(20.2.14)(20.2.14)(20.2.14)(20.2.14)(20.2.14)(20.2.14)(20.2.14)

(20.2.16)(20.2.16)(20.2.16)(20.2.16)(20.2.16)(20.2.16)(20.2.16)

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

視 覚 障 が い 者 案 内 板視 覚 障 が い 者 案 内 板視 覚 障 が い 者 案 内 板視 覚 障 が い 者 案 内 板視 覚 障 が い 者 案 内 板視 覚 障 が い 者 案 内 板視 覚 障 が い 者 案 内 板

（（（（（（（

（（（（（（（

（（（（（（（

（（（（（（（

（（（（（（（

（（（（（（（

（（（（（（（

市　　　　　　　章市　　　　　　　章市　　　　　　　章市　　　　　　　章市　　　　　　　章市　　　　　　　章市　　　　　　　章

視覚障がい者用視覚障がい者用視覚障がい者用視覚障がい者用視覚障がい者用視覚障がい者用視覚障がい者用

(19.7.2～3)(19.7.2～3)(19.7.2～3)(19.7.2～3)(19.7.2～3)(19.7.2～3)(19.7.2～3)

(19.9.3～4)(19.9.3～4)(19.9.3～4)(19.9.3～4)(19.9.3～4)(19.9.3～4)(19.9.3～4)

(20.2.2)(20.2.2)(20.2.2)(20.2.2)(20.2.2)(20.2.2)(20.2.2)

(20.2.3)(20.2.3)(20.2.3)(20.2.3)(20.2.3)(20.2.3)(20.2.3)

(20.2.4)(20.2.4)(20.2.4)(20.2.4)(20.2.4)(20.2.4)(20.2.4)

(20.2.9)(20.2.9)(20.2.9)(20.2.9)(20.2.9)(20.2.9)(20.2.9)

(20.2.11)(20.2.11)(20.2.11)(20.2.11)(20.2.11)(20.2.11)(20.2.11)

(20.2.14)(20.2.14)(20.2.14)(20.2.14)(20.2.14)(20.2.14)(20.2.14)

(20.2.16)(20.2.16)(20.2.16)(20.2.16)(20.2.16)(20.2.16)(20.2.16)

(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)

(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)

(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)

(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)

(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)

(22.2.2～5)(22.2.2～5)(22.2.2～5)(22.2.2～5)(22.2.2～5)(22.2.2～5)(22.2.2～5)

(23.1.3)(23.1.3)(23.1.3)(23.1.3)(23.1.3)(23.1.3)(23.1.3)

(23.2.2)(23.2.2)(23.2.2)(23.2.2)(23.2.2)(23.2.2)(23.2.2)

(23.4.2)(23.4.2)(23.4.2)(23.4.2)(23.4.2)(23.4.2)(23.4.2)

フローリング張りフローリング張りフローリング張りフローリング張りフローリング張りフローリング張りフローリング張り

(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)

・・・・・・・ 単層フローリング単層フローリング単層フローリング単層フローリング単層フローリング単層フローリング単層フローリング

フローリングのホルムアルデヒド放散量等フローリングのホルムアルデヒド放散量等フローリングのホルムアルデヒド放散量等フローリングのホルムアルデヒド放散量等フローリングのホルムアルデヒド放散量等フローリングのホルムアルデヒド放散量等フローリングのホルムアルデヒド放散量等

※※※※※※※ F☆☆☆☆，接着剤等不使用（単層フローリングに限る），ホルムアルデヒドを放F☆☆☆☆，接着剤等不使用（単層フローリングに限る），ホルムアルデヒドを放F☆☆☆☆，接着剤等不使用（単層フローリングに限る），ホルムアルデヒドを放F☆☆☆☆，接着剤等不使用（単層フローリングに限る），ホルムアルデヒドを放F☆☆☆☆，接着剤等不使用（単層フローリングに限る），ホルムアルデヒドを放F☆☆☆☆，接着剤等不使用（単層フローリングに限る），ホルムアルデヒドを放F☆☆☆☆，接着剤等不使用（単層フローリングに限る），ホルムアルデヒドを放

散しない塗料等使用（単層フローリングに限る），非ホルムアルデヒド系接着剤散しない塗料等使用（単層フローリングに限る），非ホルムアルデヒド系接着剤散しない塗料等使用（単層フローリングに限る），非ホルムアルデヒド系接着剤散しない塗料等使用（単層フローリングに限る），非ホルムアルデヒド系接着剤散しない塗料等使用（単層フローリングに限る），非ホルムアルデヒド系接着剤散しない塗料等使用（単層フローリングに限る），非ホルムアルデヒド系接着剤散しない塗料等使用（単層フローリングに限る），非ホルムアルデヒド系接着剤

使用並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料

等使用とする。等使用とする。等使用とする。等使用とする。等使用とする。等使用とする。等使用とする。

※※※※※※※

接着工法の場合の不陸緩衝材接着工法の場合の不陸緩衝材接着工法の場合の不陸緩衝材接着工法の場合の不陸緩衝材接着工法の場合の不陸緩衝材接着工法の場合の不陸緩衝材接着工法の場合の不陸緩衝材 合成樹脂発泡シート合成樹脂発泡シート合成樹脂発泡シート合成樹脂発泡シート合成樹脂発泡シート合成樹脂発泡シート合成樹脂発泡シート※※※※※※※ ・・・・・・・

製造所及び製品名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）製造所及び製品名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）製造所及び製品名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）製造所及び製品名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）製造所及び製品名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）製造所及び製品名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）製造所及び製品名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・・・・・・・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

１等１等１等１等１等１等１等

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

１等１等１等１等１等１等１等

・・・・・・・

15151515151515・・・・・・・

６６６６６６６ 畳敷き畳敷き畳敷き畳敷き畳敷き畳敷き畳敷き

(19.6.2)(19.6.2)(19.6.2)(19.6.2)(19.6.2)(19.6.2)(19.6.2)

種別種別種別種別種別種別種別 ・・・・・・・ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ・・・・・・・ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種 ・・・・・・・ Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種 ・・・・・・・ Ｄ種（畳床：　　　　）Ｄ種（畳床：　　　　）Ｄ種（畳床：　　　　）Ｄ種（畳床：　　　　）Ｄ種（畳床：　　　　）Ｄ種（畳床：　　　　）Ｄ種（畳床：　　　　）

(19.5.5)(19.5.5)(19.5.5)(19.5.5)(19.5.5)(19.5.5)(19.5.5)

(19.6.2)(表19.6.1)(19.6.2)(表19.6.1)(19.6.2)(表19.6.1)(19.6.2)(表19.6.1)(19.6.2)(表19.6.1)(19.6.2)(表19.6.1)(19.6.2)(表19.6.1)

防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理防虫処理 防虫加工紙を使用する場合は，薬事法の承認を受けたものとする。（Ａ，Ｂ，Ｃ種）防虫加工紙を使用する場合は，薬事法の承認を受けたものとする。（Ａ，Ｂ，Ｃ種）防虫加工紙を使用する場合は，薬事法の承認を受けたものとする。（Ａ，Ｂ，Ｃ種）防虫加工紙を使用する場合は，薬事法の承認を受けたものとする。（Ａ，Ｂ，Ｃ種）防虫加工紙を使用する場合は，薬事法の承認を受けたものとする。（Ａ，Ｂ，Ｃ種）防虫加工紙を使用する場合は，薬事法の承認を受けたものとする。（Ａ，Ｂ，Ｃ種）防虫加工紙を使用する場合は，薬事法の承認を受けたものとする。（Ａ，Ｂ，Ｃ種）

・・・・・・・

８８８８８８８ 壁紙張り壁紙張り壁紙張り壁紙張り壁紙張り壁紙張り壁紙張り

(19.8.2)(19.8.2)(19.8.2)(19.8.2)(19.8.2)(19.8.2)(19.8.2)

建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

・・・・・・・

・・・・・・・

４４４４４４４

金物金物金物金物金物金物金物 ※※※※※※※ 図示による（見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。）図示による（見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。）図示による（見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。）図示による（見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。）図示による（見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。）図示による（見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。）図示による（見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。）

トイレブーストイレブーストイレブーストイレブーストイレブーストイレブーストイレブース

(20.2.5)(20.2.5)(20.2.5)(20.2.5)(20.2.5)(20.2.5)(20.2.5)

ポリエステル樹脂系化粧板ポリエステル樹脂系化粧板ポリエステル樹脂系化粧板ポリエステル樹脂系化粧板ポリエステル樹脂系化粧板ポリエステル樹脂系化粧板ポリエステル樹脂系化粧板

(20.2.5)(20.2.5)(20.2.5)(20.2.5)(20.2.5)(20.2.5)(20.2.5)

・・・・・・・

ドアエッジドアエッジドアエッジドアエッジドアエッジドアエッジドアエッジ

※※※※※※※ メラミン樹脂系化粧板メラミン樹脂系化粧板メラミン樹脂系化粧板メラミン樹脂系化粧板メラミン樹脂系化粧板メラミン樹脂系化粧板メラミン樹脂系化粧板

表面材の材質（下小口共）表面材の材質（下小口共）表面材の材質（下小口共）表面材の材質（下小口共）表面材の材質（下小口共）表面材の材質（下小口共）表面材の材質（下小口共） 脚　部脚　部脚　部脚　部脚　部脚　部脚　部

※※※※※※※ 幅木幅木幅木幅木幅木幅木幅木

支柱支柱支柱支柱支柱支柱支柱・・・・・・・

※※※※※※※ ＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳ

・・・・・・・

・・・・・・・

※※※※※※※

標準標準標準標準標準標準標準

Ｒ付Ｒ付Ｒ付Ｒ付Ｒ付Ｒ付Ｒ付

・・・・・・・

・・・・・・・ ＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳ

アルミアルミアルミアルミアルミアルミアルミ

５５５５５５５ 手すり手すり手すり手すり手すり手すり手すり

(20.2.6)(20.2.6)(20.2.6)(20.2.6)(20.2.6)(20.2.6)(20.2.6)

(20.2.7)(20.2.7)(20.2.7)(20.2.7)(20.2.7)(20.2.7)(20.2.7)

階段滑り止め階段滑り止め階段滑り止め階段滑り止め階段滑り止め階段滑り止め階段滑り止め (20.2.7)(20.2.7)(20.2.7)(20.2.7)(20.2.7)(20.2.7)(20.2.7)

(20.2.6)(20.2.6)(20.2.6)(20.2.6)(20.2.6)(20.2.6)(20.2.6)材料の種類材料の種類材料の種類材料の種類材料の種類材料の種類材料の種類 ・・・・・・・ 仕上仕上仕上仕上仕上仕上仕上 ・・・・・・・

平面（案内板）平面（案内板）平面（案内板）平面（案内板）平面（案内板）平面（案内板）平面（案内板）

2222222

1111111 箇所箇所箇所箇所箇所箇所箇所

無無無無無無無

無無無無無無無

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

・・・・・・・ 図示図示図示図示図示図示図示

2154215421542154215421542154 1346134613461346134613461346

L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室

L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室

L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室L1200・給湯室

・・・・・・・

コンクリート製コンクリート製コンクリート製コンクリート製コンクリート製コンクリート製コンクリート製 （厚さ　　　mm）（厚さ　　　mm）（厚さ　　　mm）（厚さ　　　mm）（厚さ　　　mm）（厚さ　　　mm）（厚さ　　　mm）

※※※※※※※ ３００×３００３００×３００３００×３００３００×３００３００×３００３００×３００３００×３００7㎜(2+5)7㎜(2+5)7㎜(2+5)7㎜(2+5)7㎜(2+5)7㎜(2+5)7㎜(2+5) ・・・・・・・ 8mm(3+5)8mm(3+5)8mm(3+5)8mm(3+5)8mm(3+5)8mm(3+5)8mm(3+5)

既製コンクリート板既製コンクリート板既製コンクリート板既製コンクリート板既製コンクリート板既製コンクリート板既製コンクリート板

・・・・・・・ 図示図示図示図示図示図示図示

コンクリート製(既製品)コンクリート製(既製品)コンクリート製(既製品)コンクリート製(既製品)コンクリート製(既製品)コンクリート製(既製品)コンクリート製(既製品)

(22.2.2)(22.2.2)(22.2.2)(22.2.2)(22.2.2)(22.2.2)(22.2.2)

(表3.2.1)(22.2.3)(表3.2.1)(22.2.3)(表3.2.1)(22.2.3)(表3.2.1)(22.2.3)(表3.2.1)(22.2.3)(表3.2.1)(22.2.3)(表3.2.1)(22.2.3)

(22.2.5)(22.2.5)(22.2.5)(22.2.5)(22.2.5)(22.2.5)(22.2.5)

(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)

(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)

(表3.2.1)(21.2.1)(表3.2.1)(21.2.1)(表3.2.1)(21.2.1)(表3.2.1)(21.2.1)(表3.2.1)(21.2.1)(表3.2.1)(21.2.1)(表3.2.1)(21.2.1)

(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)

(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)(21.2.1)

２２２２２２２ 路盤路盤路盤路盤路盤路盤路盤 路盤の構成路盤の構成路盤の構成路盤の構成路盤の構成路盤の構成路盤の構成 ・・・・・・・ ・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

材料材料材料材料材料材料材料 ・・・・・・・ 砕石クラッシャラン砕石クラッシャラン砕石クラッシャラン砕石クラッシャラン砕石クラッシャラン砕石クラッシャラン砕石クラッシャラン

・・・・・・・ クラッシャラン鉄鋼スラグクラッシャラン鉄鋼スラグクラッシャラン鉄鋼スラグクラッシャラン鉄鋼スラグクラッシャラン鉄鋼スラグクラッシャラン鉄鋼スラグクラッシャラン鉄鋼スラグ

※※※※※※※ 再生材クラッシャラン再生材クラッシャラン再生材クラッシャラン再生材クラッシャラン再生材クラッシャラン再生材クラッシャラン再生材クラッシャラン

締固め度の試験締固め度の試験締固め度の試験締固め度の試験締固め度の試験締固め度の試験締固め度の試験 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない 行う行う行う行う行う行う行う・・・・・・・ ※※※※※※※

車路：100，歩行者用通路：100車路：100，歩行者用通路：100車路：100，歩行者用通路：100車路：100，歩行者用通路：100車路：100，歩行者用通路：100車路：100，歩行者用通路：100車路：100，歩行者用通路：100

(22.3.2～5)(22.3.2～5)(22.3.2～5)(22.3.2～5)(22.3.2～5)(22.3.2～5)(22.3.2～5)
(22.3.2)(22.3.2)(22.3.2)(22.3.2)(22.3.2)(22.3.2)(22.3.2)

(22.3.3)(22.3.3)(22.3.3)(22.3.3)(22.3.3)(22.3.3)(22.3.3)

(22.3.5)(22.3.5)(22.3.5)(22.3.5)(22.3.5)(22.3.5)(22.3.5)

３３３３３３３ アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装 舗装厚舗装厚舗装厚舗装厚舗装厚舗装厚舗装厚

アスファルトアスファルトアスファルトアスファルトアスファルトアスファルトアスファルト 再生アスファルト再生アスファルト再生アスファルト再生アスファルト再生アスファルト再生アスファルト再生アスファルト

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

車路車路車路車路車路車路車路

歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路

・・・・・・・

30303030303030・・・・・・・

50505050505050

・・・・・・・ ストレートアスファルトストレートアスファルトストレートアスファルトストレートアスファルトストレートアスファルトストレートアスファルトストレートアスファルト

※※※※※※※ 60～8060～8060～8060～8060～8060～8060～80 ・・・・・・・ 80～10080～10080～10080～10080～10080～10080～100

(22.4.2～6)(22.4.2～6)(22.4.2～6)(22.4.2～6)(22.4.2～6)(22.4.2～6)(22.4.2～6)

切り取り検査切り取り検査切り取り検査切り取り検査切り取り検査切り取り検査切り取り検査 ※※※※※※※ 行う行う行う行う行う行う行う ・・・・・・・ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない

・・・・・・・ 行う行う行う行う行う行う行う 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない・・・・・・・

表層表層表層表層表層表層表層 密粒度アスファルト混合物 (13)密粒度アスファルト混合物 (13)密粒度アスファルト混合物 (13)密粒度アスファルト混合物 (13)密粒度アスファルト混合物 (13)密粒度アスファルト混合物 (13)密粒度アスファルト混合物 (13) ・・・・・・・

・・・・・・・

加熱アスファルト混合物等の種類加熱アスファルト混合物等の種類加熱アスファルト混合物等の種類加熱アスファルト混合物等の種類加熱アスファルト混合物等の種類加熱アスファルト混合物等の種類加熱アスファルト混合物等の種類

細粒度度アスファルト混合物（13）細粒度度アスファルト混合物（13）細粒度度アスファルト混合物（13）細粒度度アスファルト混合物（13）細粒度度アスファルト混合物（13）細粒度度アスファルト混合物（13）細粒度度アスファルト混合物（13）

・・・・・・・

・・・・・・・

（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）

アスファルト混合物等の抽出試験アスファルト混合物等の抽出試験アスファルト混合物等の抽出試験アスファルト混合物等の抽出試験アスファルト混合物等の抽出試験アスファルト混合物等の抽出試験アスファルト混合物等の抽出試験

(22.4.2)(22.4.2)(22.4.2)(22.4.2)(22.4.2)(22.4.2)(22.4.2)

(22.4.3)(22.4.3)(22.4.3)(22.4.3)(22.4.3)(22.4.3)(22.4.3)

(22.4.4)(22.4.4)(22.4.4)(22.4.4)(22.4.4)(22.4.4)(22.4.4)

(22.4.6)(22.4.6)(22.4.6)(22.4.6)(22.4.6)(22.4.6)(22.4.6)

(22.7.2)(22.7.2)(22.7.2)(22.7.2)(22.7.2)(22.7.2)(22.7.2)

(22.7.6)(22.7.6)(22.7.6)(22.7.6)(22.7.6)(22.7.6)(22.7.6)

(22.7.2～6)(22.7.2～6)(22.7.2～6)(22.7.2～6)(22.7.2～6)(22.7.2～6)(22.7.2～6)

アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装

透水性透水性透水性透水性透水性透水性透水性６６６６６６６ 舗装の構成及び厚舗装の構成及び厚舗装の構成及び厚舗装の構成及び厚舗装の構成及び厚舗装の構成及び厚舗装の構成及び厚 ・図示による・図示による・図示による・図示による・図示による・図示による・図示による

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験開粒度アスファルト混合物等の抽出試験開粒度アスファルト混合物等の抽出試験開粒度アスファルト混合物等の抽出試験開粒度アスファルト混合物等の抽出試験開粒度アスファルト混合物等の抽出試験開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

切り取り検査切り取り検査切り取り検査切り取り検査切り取り検査切り取り検査切り取り検査

・・・・・・・ 行う行う行う行う行う行う行う ・・・・・・・ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない

・・・・・・・ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）行う行う行う行う行う行う行う※※※※※※※

・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

・・・・・・・ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない行う行う行う行う行う行う行う・・・・・・・

・・・・・・・ 使用する（150□×6φ）使用する（150□×6φ）使用する（150□×6φ）使用する（150□×6φ）使用する（150□×6φ）使用する（150□×6φ）使用する（150□×6φ）・・・・・・・ 使用しない使用しない使用しない使用しない使用しない使用しない使用しない溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

(22.5.6)(22.5.6)(22.5.6)(22.5.6)(22.5.6)(22.5.6)(22.5.6)

車路及び駐車場車路及び駐車場車路及び駐車場車路及び駐車場車路及び駐車場車路及び駐車場車路及び駐車場

歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路

車路及び駐車場車路及び駐車場車路及び駐車場車路及び駐車場車路及び駐車場車路及び駐車場車路及び駐車場

歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路歩行者用通路

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

４４４４４４４ コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装

(22.5.2～6)(22.5.2～6)(22.5.2～6)(22.5.2～6)(22.5.2～6)(22.5.2～6)(22.5.2～6) 70707070707070

舗装厚舗装厚舗装厚舗装厚舗装厚舗装厚舗装厚

※※※※※※※

・・・・・・・ (22.5.2)(22.5.2)(22.5.2)(22.5.2)(22.5.2)(22.5.2)(22.5.2)

(22.5.3)(22.5.3)(22.5.3)(22.5.3)(22.5.3)(22.5.3)(22.5.3)

※※※※※※※ ・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・目地材目地材目地材目地材目地材目地材目地材

・・・・・・・

コンクリート版の厚さの試験コンクリート版の厚さの試験コンクリート版の厚さの試験コンクリート版の厚さの試験コンクリート版の厚さの試験コンクリート版の厚さの試験コンクリート版の厚さの試験

Fc=24 S8Fc=24 S8Fc=24 S8Fc=24 S8Fc=24 S8Fc=24 S8Fc=24 S8

Fc=18 S8Fc=18 S8Fc=18 S8Fc=18 S8Fc=18 S8Fc=18 S8Fc=18 S8

※※※※※※※

※※※※※※※ 図22.5.1による図22.5.1による図22.5.1による図22.5.1による図22.5.1による図22.5.1による図22.5.1による

５５５５５５５ カラー舗装カラー舗装カラー舗装カラー舗装カラー舗装カラー舗装カラー舗装

(22.6.2～6)(22.6.2～6)(22.6.2～6)(22.6.2～6)(22.6.2～6)(22.6.2～6)(22.6.2～6)

加熱系カラー舗装加熱系カラー舗装加熱系カラー舗装加熱系カラー舗装加熱系カラー舗装加熱系カラー舗装加熱系カラー舗装・・・・・・・

構成及び厚さ構成及び厚さ構成及び厚さ構成及び厚さ構成及び厚さ構成及び厚さ構成及び厚さ

添加する着色骨材又は自然石添加する着色骨材又は自然石添加する着色骨材又は自然石添加する着色骨材又は自然石添加する着色骨材又は自然石添加する着色骨材又は自然石添加する着色骨材又は自然石 ・・・・・・・図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による・・・・・・・

・・・・・・・ ・・・・・・・結合材に石油樹脂を使用する場合、顔料の添加量結合材に石油樹脂を使用する場合、顔料の添加量結合材に石油樹脂を使用する場合、顔料の添加量結合材に石油樹脂を使用する場合、顔料の添加量結合材に石油樹脂を使用する場合、顔料の添加量結合材に石油樹脂を使用する場合、顔料の添加量結合材に石油樹脂を使用する場合、顔料の添加量

(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)

(22.6.4)(22.6.4)(22.6.4)(22.6.4)(22.6.4)(22.6.4)(22.6.4)

(22.6.3)(22.6.3)(22.6.3)(22.6.3)(22.6.3)(22.6.3)(22.6.3)

常温系カラー舗装常温系カラー舗装常温系カラー舗装常温系カラー舗装常温系カラー舗装常温系カラー舗装常温系カラー舗装・・・・・・・

・・・・・・・工法工法工法工法工法工法工法 ニート工法ニート工法ニート工法ニート工法ニート工法ニート工法ニート工法

・・・・・・・ アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装

・・・・・・・ 塗布工法塗布工法塗布工法塗布工法塗布工法塗布工法塗布工法

・・・・・・・ コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装コンクリート舗装

・・・・・・・

着色部の下部着色部の下部着色部の下部着色部の下部着色部の下部着色部の下部着色部の下部

配合その他配合その他配合その他配合その他配合その他配合その他配合その他

(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)

(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)(22.6.2)

(22.6.4)(22.6.4)(22.6.4)(22.6.4)(22.6.4)(22.6.4)(22.6.4)

※※※※※※※ 行う行う行う行う行う行う行う （　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所）（　　　箇所） ・・・・・・・ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない (22.6.6)(22.6.6)(22.6.6)(22.6.6)(22.6.6)(22.6.6)(22.6.6)切り取り検査切り取り検査切り取り検査切り取り検査切り取り検査切り取り検査切り取り検査

８８８８８８８ 区画線区画線区画線区画線区画線区画線区画線 路面標示用塗料路面標示用塗料路面標示用塗料路面標示用塗料路面標示用塗料路面標示用塗料路面標示用塗料

色色色色色色色 ※※※※※※※ 白白白白白白白

塗布幅塗布幅塗布幅塗布幅塗布幅塗布幅塗布幅 ※※※※※※※ 図示図示図示図示図示図示図示

・・・・・・・

・・・・・・・ １種１種１種１種１種１種１種 ・・・・・・・ ２種２種２種２種２種２種２種 ※※※※※※※ ３種１号３種１号３種１号３種１号３種１号３種１号３種１号

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０※※※※※※※塗布厚さ塗布厚さ塗布厚さ塗布厚さ塗布厚さ塗布厚さ塗布厚さ

(22.8.2～3)(22.8.2～3)(22.8.2～3)(22.8.2～3)(22.8.2～3)(22.8.2～3)(22.8.2～3)・・・・・・・ インターロッキングブロック舗装インターロッキングブロック舗装インターロッキングブロック舗装インターロッキングブロック舗装インターロッキングブロック舗装インターロッキングブロック舗装インターロッキングブロック舗装ブロック系舗装ブロック系舗装ブロック系舗装ブロック系舗装ブロック系舗装ブロック系舗装ブロック系舗装

(22.8.2～3)(22.8.2～3)(22.8.2～3)(22.8.2～3)(22.8.2～3)(22.8.2～3)(22.8.2～3)

７７７７７７７

基層基層基層基層基層基層基層

クッション材クッション材クッション材クッション材クッション材クッション材クッション材

種類，形状，厚さ種類，形状，厚さ種類，形状，厚さ種類，形状，厚さ種類，形状，厚さ種類，形状，厚さ種類，形状，厚さ ・・・・・・・

製造所製造所製造所製造所製造所製造所製造所

※※※※※※※ 砂砂砂砂砂砂砂

・・・・・・・

・・・・・・・ アスファルト混合物アスファルト混合物アスファルト混合物アスファルト混合物アスファルト混合物アスファルト混合物アスファルト混合物

コンクリート版コンクリート版コンクリート版コンクリート版コンクリート版コンクリート版コンクリート版

・・・・・・・

・・・・・・・ 70707070707070

50505050505050

空練りモルタル空練りモルタル空練りモルタル空練りモルタル空練りモルタル空練りモルタル空練りモルタル・・・・・・・

監督職員の指示による監督職員の指示による監督職員の指示による監督職員の指示による監督職員の指示による監督職員の指示による監督職員の指示による

監督職員の指示による監督職員の指示による監督職員の指示による監督職員の指示による監督職員の指示による監督職員の指示による監督職員の指示による

ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所ティーズ設計事務所

Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜

有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社設計者設計者設計者設計者設計者設計者設計者

A-04A-04A-04A-04A-04A-04A-04

福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事福山市御野交流館改築工事

2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月2023年  3月

福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課

建築工事　特記仕様書　№４建築工事　特記仕様書　№４建築工事　特記仕様書　№４建築工事　特記仕様書　№４建築工事　特記仕様書　№４建築工事　特記仕様書　№４建築工事　特記仕様書　№４

・・・・・・・

ボード(JIS A6901)ボード(JIS A6901)ボード(JIS A6901)ボード(JIS A6901)ボード(JIS A6901)ボード(JIS A6901)ボード(JIS A6901)

・・・・・・・ 壁壁壁壁壁壁壁 ・・・・・・・ 突付け突付け突付け突付け突付け突付け突付け ・・・・・・・ 9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）9.5（準不燃）

12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）12.5（不燃）・・・・・・・

吸放湿化粧せっこう吸放湿化粧せっこう吸放湿化粧せっこう吸放湿化粧せっこう吸放湿化粧せっこう吸放湿化粧せっこう吸放湿化粧せっこう ・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・ 6（不燃）6（不燃）6（不燃）6（不燃）6（不燃）6（不燃）6（不燃）

・・・・・・・ 99999992222222

・・・・・・・ 繊維強化セメント板繊維強化セメント板繊維強化セメント板繊維強化セメント板繊維強化セメント板繊維強化セメント板繊維強化セメント板

タ
イ
プ
２

タ
イ
プ
２

タ
イ
プ
２

タ
イ
プ
２

タ
イ
プ
２

タ
イ
プ
２

タ
イ
プ
２

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所 張　　り　　方張　　り　　方張　　り　　方張　　り　　方張　　り　　方張　　り　　方張　　り　　方

・・・・・・・ けい酸カルシウム板けい酸カルシウム板けい酸カルシウム板けい酸カルシウム板けい酸カルシウム板けい酸カルシウム板けい酸カルシウム板

・・・・・・・ 普通板普通板普通板普通板普通板普通板普通板

(JIS A5430)(JIS A5430)(JIS A5430)(JIS A5430)(JIS A5430)(JIS A5430)(JIS A5430)

・・・・・・・ 化粧ボード化粧ボード化粧ボード化粧ボード化粧ボード化粧ボード化粧ボード

(JIS A5430)(JIS A5430)(JIS A5430)(JIS A5430)(JIS A5430)(JIS A5430)(JIS A5430)

・・・・・・・

・・・・・・・ 天井天井天井天井天井天井天井

壁壁壁壁壁壁壁

・・・・・・・

・・・・・・・ 天井天井天井天井天井天井天井

壁壁壁壁壁壁壁

目透し目透し目透し目透し目透し目透し目透し

突付け突付け突付け突付け突付け突付け突付け

突付けＶ目地突付けＶ目地突付けＶ目地突付けＶ目地突付けＶ目地突付けＶ目地突付けＶ目地・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

目透し目透し目透し目透し目透し目透し目透し・・・・・・・

（シーリング）（シーリング）（シーリング）（シーリング）（シーリング）（シーリング）（シーリング）

突付け突付け突付け突付け突付け突付け突付け・・・・・・・

ジョイナジョイナジョイナジョイナジョイナジョイナジョイナ・・・・・・・

厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）

・・・・・・・ 6（不燃）6（不燃）6（不燃）6（不燃）6（不燃）6（不燃）6（不燃）

・・・・・・・ 8（不燃）8（不燃）8（不燃）8（不燃）8（不燃）8（不燃）8（不燃）

・・・・・・・ 10（不燃）10（不燃）10（不燃）10（不燃）10（不燃）10（不燃）10（不燃）

・・・・・・・ 12（不燃）12（不燃）12（不燃）12（不燃）12（不燃）12（不燃）12（不燃）

・・・・・・・

・・・・・・・ 合板合板合板合板合板合板合板

・・・・・・・

・・・・・・・

普通合板普通合板普通合板普通合板普通合板普通合板普通合板

樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名樹種名

ラワンラワンラワンラワンラワンラワンラワン

シナシナシナシナシナシナシナ

・・・・・・・

・・・・・・・

防虫防虫防虫防虫防虫防虫防虫

防虫防虫防虫防虫防虫防虫防虫

・・・・・・・

・・・・・・・

5.55.55.55.55.55.55.5

4444444 ・・・・・・・

・・・・・・・ 15151515151515

・・・・・・・

　類　類　類　類　類　類　類

　類　類　類　類　類　類　類

合板のホルムアルデヒド放散量等合板のホルムアルデヒド放散量等合板のホルムアルデヒド放散量等合板のホルムアルデヒド放散量等合板のホルムアルデヒド放散量等合板のホルムアルデヒド放散量等合板のホルムアルデヒド放散量等

※※※※※※※ F☆☆☆☆，非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板及び天然木化粧合板に限る），F☆☆☆☆，非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板及び天然木化粧合板に限る），F☆☆☆☆，非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板及び天然木化粧合板に限る），F☆☆☆☆，非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板及び天然木化粧合板に限る），F☆☆☆☆，非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板及び天然木化粧合板に限る），F☆☆☆☆，非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板及び天然木化粧合板に限る），F☆☆☆☆，非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板及び天然木化粧合板に限る），

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用（天然木化粧非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用（天然木化粧非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用（天然木化粧非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用（天然木化粧非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用（天然木化粧非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用（天然木化粧非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用（天然木化粧

合板に限る）並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材合板に限る）並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材合板に限る）並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材合板に限る）並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材合板に限る）並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材合板に限る）並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材合板に限る）並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材

料使用（特殊加工化粧合板に限る）とする。料使用（特殊加工化粧合板に限る）とする。料使用（特殊加工化粧合板に限る）とする。料使用（特殊加工化粧合板に限る）とする。料使用（特殊加工化粧合板に限る）とする。料使用（特殊加工化粧合板に限る）とする。料使用（特殊加工化粧合板に限る）とする。

・・・・・・・

接着の程度，厚さ（㎜）等接着の程度，厚さ（㎜）等接着の程度，厚さ（㎜）等接着の程度，厚さ（㎜）等接着の程度，厚さ（㎜）等接着の程度，厚さ（㎜）等接着の程度，厚さ（㎜）等

・・・・・・・ その他ボードその他ボードその他ボードその他ボードその他ボードその他ボードその他ボード

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

(JIS A5404)(JIS A5404)(JIS A5404)(JIS A5404)(JIS A5404)(JIS A5404)(JIS A5404)

規　　格　　等規　　格　　等規　　格　　等規　　格　　等規　　格　　等規　　格　　等規　　格　　等

　類　類　類　類　類　類　類 ・・・・・・・・・・・・・・ 防虫防虫防虫防虫防虫防虫防虫

(19.7.2～3)(19.7.2～3)(19.7.2～3)(19.7.2～3)(19.7.2～3)(19.7.2～3)(19.7.2～3)

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

材　料材　料材　料材　料材　料材　料材　料 処　理処　理処　理処　理処　理処　理処　理

木質系セメント板木質系セメント板木質系セメント板木質系セメント板木質系セメント板木質系セメント板木質系セメント板

合板の張付け合板の張付け合板の張付け合板の張付け合板の張付け合板の張付け合板の張付け ・・・・・・・ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種 (19.7.3)(表19.7.3)(19.7.3)(表19.7.3)(19.7.3)(表19.7.3)(19.7.3)(表19.7.3)(19.7.3)(表19.7.3)(19.7.3)(表19.7.3)(19.7.3)(表19.7.3)

12121212121212・・・・・・・

天然木化粧合板天然木化粧合板天然木化粧合板天然木化粧合板天然木化粧合板天然木化粧合板天然木化粧合板

直張り直張り直張り直張り直張り直張り直張り

直張り直張り直張り直張り直張り直張り直張り

下張り下張り下張り下張り下張り下張り下張り

下張り下張り下張り下張り下張り下張り下張り

・・・・・・・ 図示図示図示図示図示図示図示

※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

・・・・・・・ 複合フローリング複合フローリング複合フローリング複合フローリング複合フローリング複合フローリング複合フローリング

仕上塗装仕上塗装仕上塗装仕上塗装仕上塗装仕上塗装仕上塗装樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種工　法工　法工　法工　法工　法工　法工　法種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法

釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法釘留め工法

（根太張り）（根太張り）（根太張り）（根太張り）（根太張り）（根太張り）（根太張り）

（直張り）（直張り）（直張り）（直張り）（直張り）（直張り）（直張り）

・・・・・・・

・・・・・・・

※※※※※※※ ならならならならならならなら

・・・・・・・

・・・・・・・ 接着工法接着工法接着工法接着工法接着工法接着工法接着工法

・・・・・・・

・・・・・・・

塗装品塗装品塗装品塗装品塗装品塗装品塗装品

無塗装品無塗装品無塗装品無塗装品無塗装品無塗装品無塗装品・・・・・・・ 天然木化粧天然木化粧天然木化粧天然木化粧天然木化粧天然木化粧天然木化粧

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

厚さ等厚さ等厚さ等厚さ等厚さ等厚さ等厚さ等

適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない

適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する

防湿処理防湿処理防湿処理防湿処理防湿処理防湿処理防湿処理

・・・・・・・

・・・・・・・

(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)(19.5.2～5)

杉杉杉杉杉杉杉

※　表面材は県産材とする。※　表面材は県産材とする。※　表面材は県産材とする。※　表面材は県産材とする。※　表面材は県産材とする。※　表面材は県産材とする。※　表面材は県産材とする。



工事名称
図面No

図面名称
A-05

設計

ティーズ設計事務所

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜

有限会社設計者

2.

1.
※

※

現場製作の床，間仕切り壁類，天井の補強を伴わない開口

ブロック，れんがへの設備機器取付け用開口，取付け枠の製作，

福 山 市 工 事 区 分 表 区分

建

築

電

気

給

排

水

空

調

ガ

ス

昇

降

機

分

類

項 目

区分

建

築

電

気

給

排

水

空

調

ガ

ス

昇

降

機

分

類

項 目

区分

建

築

電

気

給

排

水

空

調

ガ

ス

昇

降

機

項 目

躯
体
以
外
の
貫
通
・
開
口

４

昇降路内点検用タラップの製作及び設置

昇降路内ピットの防水、集水桝の製作及び設置

3.

4. 間仕切り壁開口部の空隙充填及び補修

7.

5.

6. ALC版，押出し成形セメント板，PC版類の設備機器取付け用開口，

8.

床，壁及び天井の点検口の製作及び設置1.

点
検
口
・
ガ
ラ
リ

５

2. 外壁に取りつく大口径の給排気用ガラリの製作及び配置

同上化粧用特殊ガラリの製作及び設置

外壁ガラリのチャンバ－の製作及び設置

3.

4.

5.

6.

外壁に取りつく小口径の給排気用ガラリの製作及び配置

7.

同上内設備配管類の架台の製作及び設置

同上マンホ－ル蓋及びタラップの設置

同上付属蓋類及びタラップの設置

屋外マンホ－ルの化粧蓋の設置

同上化粧蓋の仕上

同上用マンホ－ル蓋及びタラップの設置

屋内の排水溝，配管ピット及び配線ピットの内外の防水及び仕上げ

ピ
ッ
ト
・
マ
ン
ホー

ル
・
水
槽
等

湧水槽，蓄熱槽等のRC造躯体，断熱層，内外の防水及び仕上げ

排水槽，浄化槽等の内外装置の設置

湧水槽，蓄熱槽等用液面電極取付け座の設置

同上用各種満減水警報，液面電極棒取付け

FRP製浄化槽等の設置（RC造躯体は除く）

浄化槽設備のRC造躯体，内外防水及び仕上げ

屋外マンホ－ルのRC造躯体，鋳鉄蓋の設置

屋内マンホ－ルのRC造躯体，鋳鉄蓋及び化粧蓋の設置

１１

空
調
・
換
気
設
備
等

空調機器のスイッチの設置

１０

電
気
設
備
等

敷地内汚水，雑排水工事

屋内汚水，雑排水工事

防火戸の扉，枠の製作・設置（自動閉鎖装置用切り込み補強共）

防火（煙）シャッタ－及び自動閉鎖装置の製作及び設置

排
水
工
事

建
具
等

６

７

９

同上枠廻り空隙の充填及び補修

軌条、中間ビ－ム、ブラケット等昇降路内の鋼製部材一式の製作

出入り口扉三方枠及び沓摺の製作及び設置

軌条、中間ビ－ム、ブラケット等昇降路内の鋼製部材一式の製作

出入り口三方枠取付け用下地鉄骨の設置（S造に限る）

及び設置（S造に限る）

及び設置（S造を除く）

同上の設置

昇降路，ピット内の保守用コンセントの設置

ホ－ル押し釦，インジケ－タ－，鋼索等の躯体開口の設置及び補強

機械室天井フックの製作及び設置（S造に限る）

機械室天井フックの製作（S造を除く）

１３

昇
降
機

分

類

1.

2.

3.

4.

5.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

1.

2.

3.

1.

2.

3.

4.

5.

13.

14.

15.

16.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

6.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

7.

同上用連動制御器及び感知器の製作・設置5.

6.

7.

8.

可動式防煙壁及び自動降下装置緩衝装置の製作・設置

9.

10.

11.

12.

屋内，敷地内雨水排水工事（側溝等への放流を含む）

自動制御などの現場盤への電源接続

自家発電設備用一次側給排水配管工事

自家発電運転用給排気設備工事

設備用機器，付属制御盤への電源接続及び接地工事

2.

3.

4.

5.

6.

7.

同上用自動閉鎖装置の製作・設置4.

及び油配管工事

自家発電設備用オイルタンク及びサ－ビスタンクの製作・設置1.

同上用防油堤RC造躯体及び仕上げ

一般換気扇（壁付型を含む）の設置

同上用の取付枠の製作及び設置

消
火
設
備
等

１２

ガス漏れ警報設備

消火栓ボックスの設置1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

防火（煙）ダンパーの製作及び設置8.

9.

Ver.2004

※ ※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ ※

同上給排水管及び排水金物の接続

同上フ－ドへのダクト接続

洗面化粧台の製作及び設置

同上陶製洗面器の設置

流し台，ガス台，戸棚及びフードの製作及び設置

ユニットバス・ユニットシャワ－類の設置

同上ダクト接続

同上給排水管接続

同上一次側電気配管配線

同上給排水管接続

同上給排水管接続

既製化粧鏡の設置

特注化粧鏡の設置

大便器等水平区画の耐火区画の製作及び設置

手すり

洗濯機パン

ベビーベット，ベビーチェアー

ペーパーホルダー

同上一次側電気配管配線

同上一次側電気配管配線

同上給排水管接続

電気湯沸器，電気温水器，電磁ヒーターの設置

８

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

11. オストメイト対応トイレパック（既製品）

（汚物流し・シャワー・電気温水器・ライニング含む）

便
所
・
浴
室
・
湯
沸
室
・
調
理
室
等

※

※

※

※ ※ ※ ※ ※ ※

設備機器類の取付け用インサ－ト及び吊りボルトの製作及び設置

外灯基礎の製作及び設置

小規模な機器類の基礎や架台の製作及び設置

1.

2.

3.

4.

1.

2.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

地下室等の二重壁内の水抜き管の製作及び設置

RC造梁貫通スリ－ブの製作及び設置

各貫通穴あけ箇所の空隙充填及び補修

床や壁の貫通及び半貫通部分のスリ－ブ，箱等の製作及び設置

同上アンカ－ボルト，箱入れ，埋込み設置

3.

区分

建

築

電

気

給

排

水

空

調

ガ

ス

昇

降

機

分

類

項 目

躯
体
貫
通

設
備
機
器
類
取
付
下
地

設
備
基
礎

１

２

３

※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※

※

※

※ ※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ ※ ※ ※

※

※ ※ ※ ※ ※

※※※※※

※

※

※

※

※

※ ※ ※

※※

同上電気配管配線工事

同上用連動制御器と感知器の製作・設置及び電気配管配線工事

同上用自動閉鎖装置，連動制御器及び感知器の電気配管配線工事

同上用連動制御器，感知器の製作・設置及び電気配管配線工事

電動式排煙窓の開放装置の製作・設置及び二次側電気配管配線工事

同上一次側電気配管配線工事

電動シャッタ－，自動ドアなどの制御盤及び二次側電気配管配線工事

同上一次側電気配管配線工事

同上電気配管配線工事

同上二次側電気配管工事

同上二次側電気配線工事

同上一次側電気配管配線工事

同上一次側電気配管配線工事

機器類付属制御盤の設置及び二次側電気配管配線工事

同上起動押釦，表示灯，電話の設置及び電気配管配線工事

消火ポンプ起動制御盤の設置及び二次側電気配管配線工事

同上一次側電気配管配線工事

同上一次側電気配管配線工事

昇降機の制御盤及び二次側電気配管配線工事

※

※

※

※

※ ※ ※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

１４

そ
の
他

ブラインドボックス，カーテンボックスの設置

カーテンレール，カーテンの設置

同上取付け用の開口及び補強

電動ロールスクリーン，電動カーテンの取付け用下地補強

同上本体・スイッチとの結線

消火器

電動ロールスクリーン，電動カーテンのスイッチの設置

電動ロールスクリーン，電動カーテンの設置

消火器ボックスの設置

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

区分

建

築

項 目

分

類

ブ
ラ
イ
ン
ド

カー

テ
ン
・
　

ブラインドボックス等の電気配線用開口

同上一次側電気配管配線工事

同上二次側電気配管配線工事（本体・スイッチとの結線を除く）

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

電

気

別
途
工
事

同上一次側電気配管配線工事

下水道本管への接続（雨水・汚水） ※

玄関マット等の排水管 ※

昇降路内の換気設備の設置

昇降路内の煙感知器の設置

昇降路内の換気設備及び煙感知器の電気配管配線工事

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

昇降路外の遠方操作盤及び警報監視インターホン用電気配管配線工事

遠方操作盤，警報監視盤及びインターホンの設置及び調整

※

※

※

15.

16.

17.

18.

19.※

※

※

※

工場製作の床パネル，間仕切り壁類の開口，取付け枠の製作，

※

※

※

※

地中梁の連通管，通気管及び人通孔の製作，設置及び開口補強

※

大規模な機器類の基礎や架台の製作及び設置

鉄骨造の設備機器類吊り下げ用取付け金物の製作及び設置

設備機器類の取付け用下地補強

各室建具ガラリの製作及び設置

1. 区分は設計図書に明記なき限り，※印のついたものを適用する。

3. 複数の区分が適用となる場合は，関連工事別に施工する。

※

※

防火区画，排煙区画床，壁貫通部処理

※

※

※

※

※

床や壁の石材面の設備機器取付け用開口

取付け枠の製作，設置及び開口補強

設置及び開口補強

現場製作の床，間仕切り壁類，天井の補強を伴う開口及び開口補強

設置及び開口補強

同上開口補強

同上開口補強

S，SRC造梁貫通鋼管スリ－ブの製作，設置及び開口補強

洗面器・衛生陶器の設置及び給排水管接続

排煙窓手動開放装置のリミットスイッチの設置

防火区画，排煙区画床，壁貫通部処理

（接続用アングル，防鳥ネット，ウェザ－カバ－を含む）

内壁等に取りつく吹出口，吸込口のガラリ等の製作及び設置

（接続用アングル，防鳥ネット，ウェザ－カバ－を含む）

※ ※
2 2 2 2 2

1 2 2 2 2 2

1 2 2 2 2 2

1

1

1

1

1

1

1

1

1 2

1 2

1

1 2

2

1 2

1

12. ※ は設計図書に明記されたものに限る。明記がない場合は※ による。2

※※
1 2

福山市建設局建築部営繕課

工事区分表2023年  3月

福山市御野交流館改築工事



メッシュフェンスH=1,500

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 1/200 A

案内看板

特記事項

1,575

As舗装

As舗装

Ｓ＝１／２００

As As
As

As

As

As

As

As
18.11

As

T T

As

As

16.73

17.7217.61

As

16.71

17.85 17.97 18.06

水

水

水
18.10

T.1
H=18.153

18.19

18.1818.0117.9217.83
17.71

水 HP200

HP600

H P
60

0

E 平野八尋59

T 淀水2L1

17.57

16.73
T.2

H=17.489

16.92

16.73

17.65

16.94
17.87

17.90 17.98

T 淀水2L2E 平野八尋60

18.00 16.88 16.95

18.48

18.53

既存掲示板

18.60

18.35

18.54

18.94

T.4
H=17.636

16.9316.9317.11
16.93

17.04

16.9216.84

17.51

16.84

16.83

16.81

17.64

17.41

17.45

16.72

16.77

17.21

16.85

16.95

16.99

17.01

16.89

歩道

歩道

道路 (42条 1項 1号 )

側溝

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀H=1,300

敷地面積

敷地境界線

隣地境界線

隣地境界線

水
路

水路

水
路

水路

KBM
H=18.000

17.6317.65

17.65

17.65

17.64

17.67

17.61

17.02

17.3217.65

17.31

17.64

17.64

道路境界線

道路境界線

交流館

その他建築物

申請建築物1

1 ,80 0

4,
50

0

敷地境界線

1,889.47㎡

花壇

As舗装

1

5,
00

0
6,

00
0

5,
00

0

H=17.668
T.3

緑化ブロック

12 16 17 25

26 34

軽

軽

軽

軽

ウッドデッキ

洗ﾀｸｷﾊﾟﾝ

（屋根付き）

申請建築物3

犬
走

り

≒5,610

犬走り

洗い場

・設計GL=KBM+50（TP：18.05ｍ）とする。

・FL=設計GL+150（TP：18.20ｍ）とする。

(18.20)

FL=設計GL+150

テラス

植
栽

8,000

手摺

配置図

下御領井原線

井原線

物流センター

小田商店

至井原

至御幸

福山神辺

県道102号

Ｎ

付近見取図

Ｎ

20
,3

50
(道

路
幅

員
)

ﾎﾞﾝﾍﾞ庫

付近見取図・配置図

63
0

交流館付属倉庫
申請建築物4

840

駐輪場
(10台程度)

Co舗装

Co舗装

ア ア

イ

イ

1

1.25

道
路

境
界

線

道
路

境
界

線

敷
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

Ｓ＝１／２００ア～ア断面 Ｓ＝１／２００イ～イ断面

申請建物 3
水路 歩道 道路(42条 1項 1号 ) 歩道 側溝

水路

水路 水路

全ての申請建物は、高さが20ｍ未満の為、隣地斜線制限に適合している。 全ての申請建物は、高さが20ｍ未満の為、隣地斜線制限に適合している。

申請建物1 申請建物 1

浄化槽(50人槽)
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

延
焼

ラ
イ

ン
3ｍ

延焼ライン3ｍ

花壇

既存橋撤去、橋新設

福山市御野交流館改築工事 06

身障者用駐車場

（おもいやり）

申請建築物2

道
路
斜
線
制
限

11

移設倉庫A 移設倉庫B

建築物5
申請 申請

建築物6

消火栓

(距離128m)

消火栓

(距離123m)

特記：訂正事項

1 ,92 4

道路占用許可　指令東建管第2625号 2023年(令和5年1月24日)（広島県）
公共用地使用許可　福指令神建第1008号 2023年(令和5年1月17日)（福山市）

床面積 594.13㎡

3,859.3

1,818

犬走り

1,
80

0R

1,500

敷地内通路

(基準法令第128条)

3,
06

5

1,
81

6

5,400
1,800800

延焼ライン3ｍ

工事場所：福山市神辺町字下御４６番地２

ｲﾝﾀ ｰﾛ ｯｷ ﾝｸﾞ

ｲﾝ
ﾀｰ

ﾛｯ
ｷﾝ

ｸﾞ



A

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

敷地面積求積図 1/2002023年  3月

Ｎ

1

38.7
7

12.45

2

38.77

16
.2

0

3

38.7
4

9.
63

4

1 7. 5 7

1.51

5

41.
81

14
.1
0

6

38.74

8.27

7
39.3

8

8.
06

8

41.81

12.30

9

39.38

7.46

10

21.44

9.22

11

14.40

2.47

Ｓ＝１／２００敷地面積求積図

1 38.77 12.45 482.6865 241.34325

2 38.77 16.20 628.0740 314.03700

3 38.74 9.63 373.0662 186.53310

4 17.57 1.51 26.5307 13.26535

5 41.81 14.10 589.5210 294.76050

6 38.74 8.27 320.3798 160.18990

7 39.38 8.06 317.4028 158.70140

8 41.81 12.30 514.2630 257.13150

9 39.38 7.46 293.7748 146.88740

10 21.44 9.22 197.6768 98.83840

11 14.40 2.47 35.5680 17.78400

合       計 1,889.47180

敷 地 面 積 1,889.47 m2

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

敷地面積求積表

福山市御野交流館改築工事 07



13.40 ㎡

廊下１
団体交流室

12
,2

85
9,

10
0

12,2852,275 6,825 3,185

7,735

2,730

5,005

19,110

2,275
1,365

5,460

5,005 6,825

1,7301,000

7,735

5,915
3,185

2,875
910

4,550

4,885

2,600

1,625 2,600

12,285

4,
44

5
2,

38
0

5,
46

0

910

4,225

3,185
2,730

5,915

廊 下２

1,
36

5

1,
82

0
2,

73
0

1,940

3,700 3,125

5,
91

5

2,217.5

2,500

2,467.5 2,140

3,
41

5

2,500

収納
３

実習室

交流スペース

事務室

風除室

多目的室

踏込

中会議室

印刷室 相談室２

相談室１
給湯室

収納２

収納１ 大会議室

A

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

1/2002023年  3月 床面積求積図

床面積求積図 室別床面積求積図

建築面積 延べ床面積

交流館棟

駐輪場棟

建物別面積表

交流館棟　室別床面積求積表

× =風除室

室名 計　算　式 室床面積

交流スペース

3.185 2.875

× =

× =

7.735 8.500

2.730 0.910

交流館棟

9.1568

室名 計　算　式 室床面積

9.15 ㎡

団体交流室

給湯室

男子便所

女子便所

× =

× =2.600

× =

× =

× =

5.005 3.185

2.380

15.9409

6.1880

15.94 ㎡

6.18 ㎡

3.125 3.415

2.140 2.500

10.6718

5.3500

16.02 ㎡

3.700 3.415

多目的便所

収納 1

収納 2

収納 3

EPS

× =

× =

× =

× =2.730

× =

2.275 12.285

4.885 1.365

1.000

1.000 1.820

27.9483

6.6680

2.7300

1.8200

27.94 ㎡

6.66 ㎡

2.73 ㎡

1.82 ㎡

12.6355

12.63 ㎡

2.4675 2.500 6.1687

6.16 ㎡

相談室1

相談室2

× =2.600 3.185

× =2.600 2.730

8.28 ㎡

8.2810

7.0980

7.09 ㎡

多目的
便所

女子便所 男子便所

EPS

身障者用駐車場棟

福山市御野交流館改築工事 08

26.00 ㎡ 20.25 ㎡

×

符号 計　算　式 面　積

×

符号 計　算　式 面　積

合　　　計

床　面　積

4.050

身障者用駐車場棟　建築面積求積表 身障者用駐車場棟　床面積求積表

8 5.000 20.2500

20.2500

20.25 ㎡

合　　　 計

建 築  面  積

7 3.250 8.000 26.0000

26.0000

26.00 ㎡

×

符号 計　算　式 面　積

合　　　 計

建 築  面  積

×

符号 計　算　式 面　積

合　　　計

床　面　積

駐輪場棟　床面積求積表

2.200

駐輪場棟　建築面積求積表

10 102.200

×

符号 計　算　式 面　積

合　　　 計

建 築  面  積

×

符号 計　算　式 面　積

合　　　計

床　面　積

交流館付属倉庫棟　建築面積求積表

5.129 5.129

9.55 ㎡

1.8625 1.86259.5527

9.5527

9.5527

9.5527

交流館付属倉庫棟　床面積求積表

9.55 ㎡

11 11

×

符号 計　算　式 面　積

合　　　 計

建 築  面  積

×

符号 計　算　式 面　積

合　　　  計

建  築  面  積

移設倉庫棟A　建築面積求積表 移設倉庫棟A　床面積求積表 移設倉庫棟B　建築面積求積表 移設倉庫棟B　床面積求積表

12 3.060 2.210 6.7626

6.7626

6.76 ㎡

×

符号 計　算　式 面　積

12 3.060 2.210 6.7626

6.7626

6.76 ㎡

合　　  計

床　面　積

13 2.890 2.290 6.6181

6.6181

6.61 ㎡

×

符号 計　算　式 面　積

13 2.890 2.290 6.6181

6.6181

6.61 ㎡

合　　　計

床　面　積

合 計

9.55 ㎡9.55 ㎡交流館付属倉庫棟

移設倉庫棟A

移設倉庫棟B

6.76 ㎡ 6.76 ㎡

6.61 ㎡ 6.61 ㎡

1

2
3

4

19
,1

10
2,

27
5

11,830 2,730 14,560

24,570 4,550

交流館棟

2,
20

0
1,

00
0

1,
00

0

600 600

5

7

8 9 10

11

2,275 12,285 10,010

16
,2

35
1,

36
5

1,
00

0
1,

00
0

7,
13

5

3,810910

170

17
0

6

身障者用駐車場棟

4,
20

0

4,050

600600 4,050

5,
00

0
2,

10
0

8

2,
90

0
2,

90
0

床面積求積図

1,000 3,250 1,000

1,
00

0
1,

90
0

4,
20

0
1,

90
0

1,
00

0

7

8,
00

0

600600 4,050

建築面積求積図

10

駐輪場棟 交流館付属倉庫棟

5,129

1,
86

2.
5

1 1

移設倉庫棟A 移設倉庫棟B
2,

21
0

3,060

12 2,
29

0

2,890

13

×

×

×

×

×

×

交流館棟　建築面積求積表 交流館棟　床面積求積表

符号 計　算　式 面　積

1

2

3

4

5

6

符号 計　算　式 面　積

1

2

3

4

24.570 19.110

11.830 2.275

14.560 1.365

4.550 16.235

合　　　 計

建 築  面  積

×

×

×

×

×2.730 1.365

12.285 0.170

7

8

9

10

11

3.810 0.170

7.1350.170

2.275 2.200

12.285

2,
03

0
17

0

2.030

10.010 2.200

469.5327

26.9132

19.8744

73.8692

0.6477

1.2129

5.0050

24.9385

22.0220

3.7264

649.83 ㎡

合　　　計

床　面　積

5

6

7

×

×

×

×

×

×

24.570 19.110

11.830 2.275

14.560 1.365

4.550 16.235

×

12.285 0.170

3.810 0.170

7.1350.170

469.5327

26.9132

19.8744

73.8692

2.0884

0.6477

1.2129

649.8304

594.1385

594.13 ㎡

649.83 ㎡ 594.13 ㎡

3,810

8,
50

0

7,135
170

170

170

廊下１ × =

× =

19.110 2.275 43.4752

× =4.5501.730

2.2175 2.500 5.5437

大会議室 × =12.28512.285 150.9212

× =廊下２ 1.625 5.915

9.61 ㎡

9.6118

56.89 ㎡

× =

× =

3.810 0.170

0.170 7.135

65.7475

2.4843

0.6477

1.2129

70.09 ㎡

中会議室 × =7.735 5.915

事務室 × =

× =0.910

6.825 5.460

4.225

印刷室 × =2.600 4.445

× =

× =

6.825 5.460

1.940

多目的室

× =

1.365

実習室 5.005 9.100

45.7525

37.2645

3.8447

11.5570

37.2645

2.6481

45.5455

45.75 ㎡

41.10 ㎡

11.55 ㎡

39.91 ㎡

45.54 ㎡

× =12.285 0.170

2.0884

2.0884

153.00 ㎡

2,
20

0

6,094

6.094 13.4068

13.4068

13.4068

13.4068

6.094

13.40 ㎡ 13.40 ㎡

13.40 ㎡

650.70 ㎡

自動車車庫等の部分：20.25＋13.40＝33.65㎡≦650.70×1/5＝130.14㎡

712.15 ㎡

7.8715



図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 1/200 A平均地盤面算定図

計 計

エ－ア

符号 面積計算式 値

ア－イ

イ－ウ

ウ－エ

身障者用駐車場　平均地盤面算定表

身障者用駐車場交流館棟

○ア○イ

○ウ ○エ
24

,0
95

12,050

2,
27

5

2,510 1,
36

5

14,780

10,505
7,315

2,875

4,750

2,
49

0

95

95

+40 +40

+70 +70

+50 +50

+50+50

+50 +50

+50

21,495 3,285

○B

○D ○E

○F ○G

○H ○I

○J ○K

○L ○M

○N

○A
+150

+120

○C

○O

+20+20

+50+150

-110 -110

7,
50

0 7,500

4,750

○A

交流館棟

設計GL-500

○A○B ○C ○D ○E ○F ○G ○H ○I ○J ○K ○L ○M ○N ○O

○ア

身障者用駐車場

設計GL-500

○ア○イ ○ウ ○エ

4,750 7,500 4,750 7,500

24,500

3,285 21,495 24,095 12,050 2,275 2,510 1,365 14,780 10,505 7,315 2,875 4,750 2,490

109,980

95 95

62
0

52
0

52
0

54
0

54
0

57
0

57
0

55
0

55
0

55
0

55
0

55
0

55
0

55
0

65
0

62
0

39
0

39
0 65
0

39
0

0 .39*4.75

符号 面積計算式 値

A－B

B－ C

C－ D

D－ E

E－ F

F－ G

G－ H

H－ I

I－ J

J－ K

K－ L

L－ M

M－ N

N－ O

交流館棟　平均地盤面算定表

(0.62+0.52)/2*3.285

0.52*21.495

(0.52+0.54)/2*24.095

0.54*12.05

(0.54+0.57)/2*2.275

0.57*2.51

(0.57+0.55)/2*1.365

0.55*14.78

0.55*10.505

0.55*0.095

0.55*7.315

0.55*0.095

0.55*2.875

(0.55+0.65)/2*4.75

(0.65+0.62)/2*2.49O－ A

1.8724

11.1774

12.7703

6.5070

1.2626

1.4307

0.7644

8.1290

5.7777

0.0522

4.0232

0.0522

1.5812

2.8500

1.5811

59.8314

59.8314/109.98=0.5440

平均地盤面=設計 GL+44

1.8525

3.9000

55
0

( 0.39+0.65)/2*7.5

(0.55+0.39)/2*7.5

2.8500(0.65+0.55)/2*4.75

3.5250

12.1275

平均地盤面=設計GL-5

12.1275/24.50=0.4950

＊図中レベル数値は設計 GLからの数値とする。 ＊図中レベル数値は設計GLからの数値とする。

09福山市御野交流館改築工事

4,750



郵便受け

開口部全周：防水テープ（ブチルテープ）及びシーリング打ち

洗い場

ボンベ庫

身障者用駐車場

破風･鼻隠：繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板210×17(塗装品)

洗濯機パン(設備工事)

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

有限会社

防
火
材
料
認
定
番
号

階 階室　名室　名

内部仕上表

下地 カーテン その他
室名札 点検口巾　木

壁

仕　上下地

床

仕　上

床仕上ﾚﾍﾞﾙ

ｽﾗﾌﾞﾚﾍﾞﾙ
内装制限

□不燃材料認定 □壁装材料(性能により条件異なる ) □塗料

スクリーン

□参考指定材料□準不燃材料・難燃材料認定 □耐火・準耐火・防火認定 □特記事項

外部仕上表（身障者用駐車場は別図参照）

備　考廻り縁
下地 仕　上

天　井
天井高さ

ボックス類

ブラインド

ティーズ設計事務所

・外壁：ガラス繊維入モルタルセメント板t=12.5(木質ボード系)　不燃材料　

準不燃材料　

　難燃材料　

NM-8585

QM-9816

RM-9364

QM-9828・せっこうボード t=9.5

・化粧せっこうボード t=9.5 QM-0524 QM-9824

・耐水せっこうボード t=9.5 t=12.5 QM-0898 QM-0493

・不燃認定の必要な塗料NM-8619 NM-8612・せっこうボード t=12.5

NM-4227 NM-4121・化粧けい酸カルシウム板 t=6

NM-9639 NM-9346・耐水石こうボード t=12.5

NM-9951

QM-9412

・化粧吸音せっこうボード t=9.5 QM-9822

・無機質系壁紙

・塩化ビニル樹脂系壁紙 ※天井裏には全てグラスウール(24㎏品)t=50を敷込むこと。

※カーテン、ブラインド、カーペット類は防炎加工品とする。

※ガスコンロより上方80cm以上は消火空間を確保する。

※ガスコンロより側方15cm、上方100cm以内は不燃材料とする。

※室内の規制対象建築材料等は、全てF☆☆☆☆を使用する。

※天井裏･小屋裏等の下地材･断熱材等は、全てF☆☆☆以上を使用する。

※総合盤取付部は、壁下地を補強すること。

※壁に手摺、棚、衛生設備器具等を取付ける場合は、下地補強を行なう。 W165×H103.8：HAKO/GH12号(タニタ)同等品

90φ：大型ガルバリウムたてとい(タニタ)同等品

※塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製軒樋：

※塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製竪樋：

防火対応軒天換気材 FV-DE12-L18(城東テクノ)同等品

※軒天換気材（軒先・壁際）：

PC030BE-1300

・ロックウール化粧吸音板t=9 NM-8599

※外壁(柱間)及び内部遮音壁には全てグラスウール(24㎏品)t=100を入れること。

※延焼のおそれのある部分　30分防火構造

45分準耐火構造 H12建告1358号

・小屋裏隔壁：GB-R t=9.5+GB-Rt=12.5両面張り

・珪藻土塗り RM-9363

QM-0172 QM-9086 QM-0977(1)・吸放湿化粧せっこうボード t=9.5

※杉複合フローリングt=12：コミュニケーションタフⅡDW(大建工業)同等品

※乾式二重床：フクビフリーフロアSDG同等品

※人工木デッキ材：プラスッドデッキND(フクビ化学)同等品

※郵便受け：ルージュ ムント05(ユニソン)同等品

※ボンベ庫：ボンベックBN-200標準仕様(ホクエイ)同等品

※流し台：TIO(LIXIL)同等品

※ビニル床タイルt=3：タバックナチュール,タバックウッド(サンゲツ)同等品

※天然杢化粧合板t=6(杉)：無塗装品

※自然保護塗料：オスモカラー(ノーマルクリア又はエキストラクリア)同等品

(内部のみ)

A仕上表 102023年  3月 福山市御野交流館改築工事

スクリーンボックス

石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗り

石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗り

石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗り

床：BⅠ類300角タイル張り

軒天換気材（軒先・壁際）

館名文字

アルミ製　複層ガラス

軒樋：角型化粧ガルバリウム鋼板製W=165　SUS製受け金物@600内外

竪樋：化粧ガルバリウム鋼板製 90φ　SUS製掴み金物@1,200内外

人工木デッキ材

コンクリート直押え こて目地切り@1,820程度

コンクリート直押え こて目地切り@1,820程度

BⅠ類300角タイル張り ステンレス HL H=75

セルフレベリング材 H=75

杉(白太) 自然塗料塗ビニル床タイルt=3.0

石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

(室名)

ビニル床タイルt=3.0

セルフレベリング材

杉(白太) 自然塗料塗

H=75

スクリーン　スクリーンボックス

ステンレス製バトン　バトンボックス

ビニル床タイルt=3.0

セルフレベリング材

杉(白太) 自然塗料塗

H=75

(室名)
ビニル巾木 H=75

セルフレベリング材

(室名)
姿見鏡　縦型手摺

杉(白太) 自然塗料塗

H=75

杉(白太) 自然塗料塗

H=75セルフレベリング材

ビニル床シートt=2.0

ビニル床シートt=2.0

石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗り

マグネット掲示板　木製手摺　消火器ボックス　消火器

(室名)セルフレベリング材 H=75

杉(白太) 自然塗料塗ビニル床タイルt=3.0

ビニル巾木 H=75
(室名)セルフレベリング材

試食台兼用調理台(ガス)　収納棚　荷物入れ　掃除具入れ
耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

(ピクト)

雑巾摺

雑巾摺 木製中段　枕棚
セルフレベリング材

木製中段　枕棚
セルフレベリング材

木製吊棚
セルフレベリング材

トイレブース　洗面カウンター　ベビーチェア

(ピクト)

(ピクト)

セルフレベリング材

セルフレベリング材

セルフレベリング材

雑巾摺
セルフレベリング材

H=75

ビニル床シートt=2.0(耐汚染・消臭仕様)

ビニル床シートt=2.0(耐汚染・消臭仕様)

ビニル床シートt=2.0

ビニル床シートt=2.0

ビニル床シートt=2.0

ビニル床シートt=2.0

床材巻上げ H=75

床材巻上げ H=75

床材巻上げ H=75

ビニル床シートt=2.0(耐汚染・消臭仕様)
耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り
(室名)

ビニル巾木 H=75
セルフレベリング材

ビニル床シートt=2.0

(ピクト) ステンレス水切り棚L=1,200

流し台L=1,200　吊戸棚L=1,200
ビニル巾木 H=75

セルフレベリング材

ビニル床シートt=2.0
耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

ベビーシート
(室名)セルフレベリング材

ビニル床シートt=2.0

(室名)セルフレベリング材

ビニル床シートt=2.0

H=75

杉(白太) 自然塗料塗

(室名)ネダフォームt=65+ラワン合板t=12+5.5

ビニル床シートt=2.0

セルフレベリング材 H=75

杉(白太) 自然塗料塗
下足入れ　縦型手摺

ビニル巾木 H=75

ビニル巾木 H=75

鏡　掃除具掛け　小便器用手摺　L型手摺

用紙棚　棚

鏡　掃除具掛け　L型手摺

食器棚　作業台　ホワイトボード　消火器ボックス　消火器

案内板(ホワイトボード)　衝突防止柵

視覚障害者用誘導ブロック　傘立

視覚障害者用ビニル床タイル　掲示板

受付カウンター　書棚　展示棚　本棚　収納　連絡BOX

石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗り

杉(白太)

石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗り

（一部腰壁：タイル張り(なまこ壁調)）

構造用合板t=9+透湿防水シート+通気胴縁18×45+ガラス繊維入モルタルセメント板t=12.5+スタンダードメッシュ全面伏込み

+ベースコートt=5下地 可とう性低汚染型装飾性塗壁

野地板：構造用合板t=12　　垂木：45×75＠455（通気工法）　　断熱材：フェノールフォーム断熱材t=30（継目気密テープ貼り）

下地板：構造用合板t=24　　軒先唐草・軒先水切・ケラバ唐草・ケラバ水切等：屋根同材t=0.5　換気棟等:カラーGL t=0.4(既製品)

野地板：構造用合板t=18　水切り：屋根同材t=0.5

畳t=13 半帖30枚

(ダイケンここち和座 置き敷きタイプ「清流(防炎)」同等品)

石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

ラワン合板t=9素地

ラワン合板t=9素地

ラワン合板t=9素地 H=2,500

石こうボードt=12.5下地 EP塗り　H=2,040から上部

石こうボードt=12.5下地 ラワン合板t=9素地

たてはぜ葺:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5　下葺き材：アスファルトルーフィング940 杉羽目板張り t=9×120 自然塗料塗り(WP)

ビニル床シートt=2.5(耐汚染・消臭仕様)

消火器BOX（本体含む）

破風･鼻隠：繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板180×17(塗装品)　庇裏:杉羽目板t=9×120　自然塗料塗り(WP)

コンクリート打放し 撥水剤

杉複合フローリングt=12張り

杉複合フローリングt=12張り

ラワン合板t=12捨張り

化粧石こうボードt=9.5張り

石こうボードt=9.5下地 ロックウール化粧吸音板t=9張り

石こうボードt=9.5下地 ロックウール化粧吸音板t=9張り

上部：石こうボードt=9.5下地 EP塗り

石こうボードt=9.5下地 ロックウール化粧吸音板t=9張り

石こうボードt=9.5下地 ロックウール化粧吸音板t=9張り

化粧石こうボードt=9.5張り

化粧石こうボードt=9.5張り

化粧石こうボードt=9.5張り

化粧石こうボードt=9.5張り

化粧石こうボードt=9.5張り

化粧石こうボードt=9.5張り

石こうボードt=9.5下地 ロックウール化粧吸音板t=9張り

化粧石こうボードt=9.5張り

石こうボードt=12.5下地 ロックウール化粧吸音板t=9張り

石こうボードt=12.5下地 ロックウール化粧吸音板t=9張り

屋根裏現わし

たてはぜ葺:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5　下葺き材：アスファルトルーフィング940

ホワイトボード

トイレブース　洗面カウンター　ベビーチェア　汚垂石

ユニバーサルシート　荷物用フック　可動手摺　L型手摺

鏡

石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

腰壁：石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料 H=1,100

腰壁：石こうボードt=12.5下地　杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料 H=1,100

腰壁：石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料 H=1,100

腰壁：石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料 H=1,100

腰壁：石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料 H=900

勾配天井（梁現わし：自然保護塗料）

勾配天井（梁現わし：自然保護塗料）

勾配天井（梁現わし：自然保護塗料）

勾配天井（梁現わし：自然保護塗料）

腰壁：石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料 H=1,100

腰壁：石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料 H=1,100

腰壁：石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料 H=1,100

ラワン合板t=5.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料

ラワン合板t=5.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料

ラワン合板t=5.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料

ラワン合板t=5.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料

ラワン合板t=5.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料

（一部：杉羽目板張り t=9×120 自然塗料塗り（WP））

屋根

ポーチ

軒天

外壁

その他

犬走り

庇

外部建具

樋

ウッドデッキ

テラス

基礎巾木

１ １風除室
±0

-50
Ｍ 風除室木製

Ｃ交流スペース 交流スペース木製木製
±0

平付型

平付型
○ 中会議室中会議室

±0

Ｃ
±0 ピクチャー

レール
○廊下 1

大会議室
±0

-150

乾式

二重床ｼｽﾃﾑ
大会議室木製 木製

Ｃ
±0

○

廊下1

廊下2廊下 2

木製 事務室
平付型

○
レール

ピクチャー±0
Ｃ事務室

ピクチャー

レール

木製

木製

木製

木製

木製

木製Ｃ

木製
平付型

○
レール

ピクチャー±0
Ｃ団体交流室 団体交流室木製

実習室
平付型

○
±0

Ｃ実習室 木製準不燃 木製

多目的便所

女子便所

男子便所

±0
Ｃ

±0
Ｃ

±0
Ｃ

平付型

平付型

平付型

±0
Ｃ

±0
Ｃ

±0
Ｃ

多目的便所

女子便所

男子便所

収納 1

収納 2

収納1

収納2

収納 3 収納3

EPS
± 0

ＣEPS

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

○

○

○

○ 印刷室
平付型±0

Ｃ印刷室 木製

給湯室
平付型±0

Ｃ給湯室 木製 ○

平付型±0
Ｃ相談室1 ○

平付型±0
Ｃ相談室2 ○

相談室1

相談室2

多目的室
平付型

○Ｃ 木製 多目的室木製
±0

-110

踏込
±0

Ｃ 木製 踏込

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

-15

LGS

LGS

不燃

不燃

(下地共)

(下地共)

難燃

難燃

難燃

難燃

木製木製

木製

塩ビ

木製

塩ビ

塩ビ

塩ビ

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

塩ビ 木製

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ 木製

木製

木製

木製

塩ビ 木製

塩ビ 木製

塩ビ

塩ビ

木製 木製

木製 木製

木製

木製

LGS

LGS

木製塩ビ

― ―

勾配

勾配

2,500

2,500

2,500

勾配

2,500

勾配

勾配

2,650

2,500

2,500

2,500

2,500

2,500

2,500

2,400

2,500

2,500

2,500

2,500

直天

木製

木製

※可とう性低汚染型装飾性塗壁：ジョリパットネオJQ-650(アイカ)同等品

※汚垂石：TOTOハイドロセラフロアPU溝型同等品
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縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632
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ティーズ設計事務所有限会社
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5,005 1,730 1,000 7,735

11,830 2,730 14,560

29,120

事務室

相談室２

廊下２

ポーチ

2,730 5,005

27.94㎡

41.10㎡

11.55㎡

6.18㎡

9.61㎡

8.28㎡

7.09㎡

2.73㎡
45.75㎡

15.94㎡

2,600 1,625 2,600 3,185 4,550

7,7356,8252,275 12,285

29,120

Ｓ＝１／１００平　面　図

風除室

9.15㎡

凡     例

埋込型消火器BOX　 消火器ABC10型

パッケージ型消火設備Ⅰ型（別途工事）

多目的室

置畳(半帖)30枚

椅子

椅子収納台
×4

卓球台×2

折畳みｽﾃｰｼﾞ×3

展示パネル

展示ﾊﾟﾈﾙ脚

机 30台

ス
テ

ー
ジ

×
3

E PS
1.82㎡

交流スペース

カ
ウ

ン
タ

ー

事務机×6

印刷機

ｺﾋﾟｰ

作業台

長
尺

印
刷

機

文
書
用

ﾛ
ｯ
ｶｰ

ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ

姿
見

鏡

下
足

入

踏込
6.66㎡

39.91㎡

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ

複合機

案
内

板

消

連
絡

BO
X

下
部

収
納

30
0×

40
0×

3段

消

冷

消

消

4,050

10

ｶﾗｰｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

2,
20

0

2,
20

0

50
0

4,
20

0

（おもいやり）

（屋根付き）

冷

ｼｭﾚｯﾀﾞｰ

総
合

盤

郵便受け

ウッドデッキ

犬走り

3,700 3,125

2,140

女子便所 男子便所

多目的便所

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ

掃除

掃除

2,
50

0
3,

41
5

2,467.5 2,217.5

12.63㎡ 16.02㎡

6.16㎡

56.89㎡

1,9404,885

姿見鏡

犬走り

洗い場

ﾎﾜ
ｲﾄ

ﾎﾞ
ｰﾄ

ﾞ

荷物入

洗濯機ﾊﾟﾝ

BR
BR

BR

BRBRBRBR

掃
除

具
食

器
棚

食
器

棚

収
納

棚

45.54㎡

実習室

調理台(ガス)
試食台兼用

調理台(ガス)
試食台兼用

調理台(ガス)
試食台兼用

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

テラス

ﾎﾞﾝﾍﾞ庫

平面図

用
紙
保

管
棚

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ

下
部

本
棚

作業台 作業台

消

遮音壁

11福山市御野交流館改築工事

身障者用駐車場

火気使用なし

消

消

153.00㎡

70.09㎡

展
示

棚

犬走り

歩行距離24.66ｍ≦80ｍ

歩行距離20.02ｍ≦60ｍ

ｻﾑﾀｰﾝ
開錠方法表示

小屋裏隔壁

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ



1/100 A

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 屋根伏図
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0
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600 600

300

W165×H103.8　SUS製受け金物@600内外
軒樋:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製(既製品)

W165×H103.8　SUS製受け金物@600内外
軒樋:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製(既製品)
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内樋:耐酸被覆鋼板 芯材t=0.5
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棟換気(既製品)

棟換気(既製品)

棟換気(既製品)

隅棟換気(既製品)

隅棟換気(既製品)

太陽光発電装置(将来工事)

屋根:たてはぜ葺 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5

屋根:たてはぜ葺 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5

庇:たてはぜ葺 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5
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立面図

ウッドデッキ幕板

洗濯機パン

郵便受け

屋外消火器ボックスボンベ庫
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Ａ
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Ｂ
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Ｇ

ウッドデッキ幕板

Ｈ

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

Ｈ

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

Ｉ

Ｉ Ｊ Ｉ Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ
身障者用駐車場サイン

Ｊ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｈ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

凡 例

Ｇ

Ｍ

２

１

３

４

鉄部：溶融亜鉛めっきの上DP塗り

破風･鼻隠：繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板210×17(塗装品)

破風･鼻隠：繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板210×17(塗装品)

外壁：可とう性低汚染型装飾性塗壁

竪樋：化粧ガルバリウム鋼板製 90φ

庇破風･鼻隠：繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板180×17(塗装品)

化粧ボーダー：繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板180×26(塗装品)

２

２

２

２

３

３３

３

４

４

４

２

２
３３

４

１

１

１
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５

５

１

Ｃ

館名文字

SPA C6 692

SPA C6 692

Ｅ

Ｃ
Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｆ

外壁見切

外壁端部見切

Ｃ

Ｂ

Ｌ
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竪樋：化粧ガルバリウム鋼板製 60φ

福山市御野交流館

腰壁：タイル張り(なまこ壁調)

通気土台水切：塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.35

屋根：塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5 たてはぜ葺き

屋根：塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5 たてはぜ葺き

外壁：杉羽目板張り 自然塗料塗り(WP)　（両面）

化粧柱･方杖：自然塗料塗り(WP)

外壁木ルーバー：杉45×60@100 自然塗料塗り(WP)

木ルーバー：杉30×100@175 自然塗料塗り(WP)

基礎巾木：コンクリート打放し 撥水剤

庇屋根：塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5  たてはぜ葺き
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PR1

PR2

BB 木製バトンBOX W200×H200×L4,300

ピクチャーレール(壁付)

ピクチャーレール(天井付)

SB1

SB2

木製スクリーンBOX W150×H150×L2,500(壁付)

SB
2

SB
1

木製カーテンBOX W150×H120(天井埋込)

木製スクリーンBOX W150×H150×L2,500(天井埋込)
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ア

イ

ウ

エ

オ

アルミ製オーバーハング

アルミ製ジョイナー

カ SUSアイボルト：M24×L120

カ カ カ カ カ カ カ カ

600

600

600

600

600

凡 例

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

化粧石こうボードt=9.5張り

Ｃ

天井点検口：アルミ製450×450　裏当:ラワン合板t=4

石こうボードt=9.5下地 ロックウール化粧吸音板t=9張り

Ｆ

石こうボードt=9.5下地 EP塗り
600 天井点検口：アルミ製600×600　裏当:ラワン合板t=4

Ｇ

Ｇ

Ｇ

石こうボードt=12.5下地 ロックウール化粧吸音板t=9張り

CB
1

BB1

BB2

BB
1

BB
1

BB2

BB2 BB2

CB
1

木製ブラインドBOX W150×H1150(壁付)

木製ブラインドBOX W150×H150(天井埋込)

凡     例

遮音壁

CH=2,500

CH=2,500

隔壁下端高さ＝FL+3,206～5,326

隔壁下端高さ＝FL+5,480～5,903

隔壁下端高さ＝FL+2,500

隔壁下端高さ＝FL+2,500

隔壁下端高さ＝FL+2,500

隔壁下端高さ＝FL+2,500

隔壁下端高さ＝FL+5,480～5,903

隔壁下端高さ＝FL+2,500

隔壁下端高さ＝FL+2,500

小屋裏隔壁

隔壁下端高さ＝FL+5,026隔壁下端高さ＝FL+5,026～5,326

特記事項

ファイヤーストップ

フ
ァ

イ
ヤ

ー
ス

ト
ッ

プ

ファイヤーストップ

フ
ァ

イ
ヤ

ー
ス

ト
ッ

プ

ファイヤーストップ

直天井

直天井

・ファイヤーストップは、壁せっこうボードt=12.5張りとする。(天井裏面から屋根下地面まで)

杉羽目板張り t=9×120 自然塗料塗り(WP)

梁現わし：自然保護塗料

天井出隅見切：杉 自然保護塗料

天井見切：杉 自然保護塗料

天井ルーバー：杉 自然保護塗料

ラワン合板t=5.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料
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たてはぜ葺:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5
下葺き材：アスファルトルーフィング940

床：ビニル床シートt=2.5(耐汚染・消臭仕様)

床：杉複合フローリングt=12張り

基礎巾木：コンクリート打放し 撥水剤

化粧梁：自然保護塗料

天井見切：杉 自然保護塗料

自然保護塗料

自然保護塗料

腰壁天端見切：杉 自然保護塗料

自然保護塗料

腰壁：天然杢化粧合板t=6(杉)張り
自然保護塗料



124.5

A

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 断面詳細図（２） 1/30

軒高さ

1FL=(18.20)

設計GL=(18.05)

軒高さ

1FL=(18.20)

設計 GL=(18.05)

3,
40

0

3,
55

0

テラス 事務室

900

2,
50

0
90

0
15

15
0

90.590.5

13
0

20

10
0

44
0

2,
96

0

15
4 11

1
18

0
26

11
1

11
1

15
4

90.5135.5

17
0

15
0

20

37
0

10
0

2,
00

0

2,
47

0

25

束石：コンクリート打放し

土間コンクリートt=150

400

こて目地切り@1,820程度
床：コンクリート直押え

竪樋：化粧ガルバリウム鋼板製 90φ
SUS製掴み金物@1,200内外

軒天換気材

軒天：杉羽目板張り t=9×120
自然塗料塗り

ピクチャーレール(天井付)

気流止め

セルフレベリング材
床：ビニル床シートt=2.0

天井裏断熱材：グラスウール(24㎏品)t=50

天井：化粧石こうボードt=9.5張り

壁：塩化ビニル樹脂系壁紙張り
石こうボードt=12.5下地

下地板：構造用合板t=24

野地板：構造用合板t=12

外壁断熱材：グラスウール(24㎏品)t=100

化粧柱：自然塗料塗り

化粧方杖：自然塗料塗り

化粧梁：自然塗料塗り

外壁：杉羽目板張り t=9×120 自然塗料塗り

SUSアイボルト：M24×L120

土間コンクリートt=150

ポリエチレンフィルムt=0.15
ポリスチレンフォームt=25

2,200

6,370

Y0 Y1 Y4

構造用合板t=9+透湿防水シート+通気胴縁40×45+
ガラス繊維入モルタルセメント板t=12.5+

スタンダードメッシュ全面伏込み+ベースコートt=5下地

隔壁：石こうボードt=9.5+12.5両面張り

断面詳細図 Ｓ＝１／３０

10
2

軒樋：角型化粧ガルバリウム鋼板製W=165
SUS製受け金物@600内外

3,
40

0

3,
55

0

SUS製掴み金物@1,200内外

自然塗料塗り

SUS製受け金物@600内外

自然塗料塗り
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1

相談室２ 相談室１ 男子便所

900

450

1,200

43
0

12
0

20

28
0

10
0

11
7

1,
30

0
1,

17
0

2,
47

0

2,
50

0
90

0
15

15
0

1 5
4

100 106

15
15

0

15
15

0

100

2,
50

0

2,
50

0

90.5

11
1

11
1 15

4
1 1

1

100 104.5

11
1

104.596.5

252525

セルフレベリング材
床：ビニル床シートt=2.0

セルフレベリング材
床：ビニル床シートt=2.0

75
98

5

1,
10

0

40

巾木：杉(白太) H=75

廊下１

66
0

5,
21

0

5,
87

0

83
0

木製手摺

腰壁：杉羽目板張りt=9×120

15
15

0
25

天井裏断熱材：グラスウール(24㎏品)t=50

天井：化粧石こうボードt=9.5張り塩ビ製廻り縁

セルフレベリング材
床：ビニル床シートt=2.0(耐汚染・消臭仕様)

床：ビニル床タイルt=3.0
セルフレベリング材

壁：化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール)
石こうボードt=9.5+耐水石こうボードt=12.5下地

下地板：構造用合板t=24

野地板：構造用合板t=12

38
5

天井裏断熱材：グラスウール(24㎏品)t=50

塩ビ製廻り縁
(勾配用)

天井：石こうボードt=9.5下地 EP塗り

天井裏断熱材：グラスウール(24㎏品)t=50

吸音材：グラスウール(24㎏品)t=100

外壁断熱材：グラスウール(24㎏品)t=100

外壁断熱材：グラスウール(24㎏品)t=100

壁：珪藻土塗り
石こうボードt=9.5+12.5下地

壁：珪藻土塗り
石こうボードt=9.5+12.5下地

軒天：杉羽目板張り t=9×120

軒樋：角型化粧ガルバリウム鋼板製W=165

竪樋：化粧ガルバリウム鋼板製 90φ

軒天：杉羽目板張り t=9×120

10
2

外壁：可とう性低汚染型装飾性塗壁

外壁：可とう性低汚染型装飾性塗壁

天井：ロックウール化粧吸音板t=9張り 天井：ロックウール化粧吸音板t=9張り

腰壁：タイル張り(なまこ壁調)

15
0

17
0

15
0

20
50

10
0

こて目地切り@1,820程度
床：コンクリート直押え

土間コンクリートt=150
捨コンクリートt=50
再生クラッシャランt=100

ポリスチレンフォームt=25
ポリエチレンフィルムt=0.15

土間コンクリートt=150土間コンクリートt=150

ポリエチレンフィルムt=0.15
ポリスチレンフォームt=25

2,275 2,500 3,4152,730 3,185

Y4 Y5 Y8 Y9 Y12 Y14断面詳細図 Ｓ＝１／３０

構造用合板t=9+透湿防水シート+通気胴縁18×45+

構造用合板t=9+透湿防水シート+通気胴縁18×45+

ピクチャーレール(壁埋込)

床材巻上げ巾木

ピクチャーレール(壁埋込)

ガラス繊維入モルタルセメント板t=12.5+
スタンダードメッシュ全面伏込み+ベースコートt=5下地

ガラス繊維入モルタルセメント板t=12.5+
スタンダードメッシュ全面伏込み+ベースコートt=5下地

隔壁：石こうボードt=9.5+12.5両面張り

隔壁：石こうボードt=9.5+12.5両面張り

20,475

15
0

15
0

福山市御野交流館改築工事 19

1,
05

5

通気垂木：45×75＠455

通気垂木：45×75＠455

棟換気(既製品)：塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.4

屋根断熱材：フェノールフォーム断熱材t=30
(継目気密テープ貼り)

屋根断熱材：フェノールフォーム断熱材t=30
(継目気密テープ貼り)

雨押え換気(既製品)：塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.4

塩ビ製廻り縁

石こうボードt=12.5下地

124.5 124.5

塩ビ製廻り縁

石こうボードt=12.5下地

124.5

ビニル巾木 H=75ビニル巾木 H=75

横胴縁

気流止め気流止め

石こうボードt=12.5下地 石こうボードt=12.5下地

壁：無機質壁紙張り壁：無機質壁紙張り

木製ブラインドBOX W150×H120(天井埋込)

ファイヤーストップ

下葺き材：アスファルトルーフィング940
たてはぜ葺:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5

たてはぜ葺:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5
下葺き材：アスファルトルーフィング940

再生クラッシャランt=100 再生クラッシャランt=100

10
0 10

0

再生クラッシャランt=100再生クラッシャランt=100

10
0

10
0

10
0

10
0

基礎巾木：コンクリート打放し 撥水剤

自然保護塗料

化粧束：自然保護塗料

化粧梁：自然保護塗料

腰壁天端見切：杉 自然保護塗料

自然保護塗料

自然保護塗料
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Ｓ＝１／３０断面詳細図

29,120

スクリーン

石こうボードt=9.5下地

大会議室収納１
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12
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0

12

15
0

21
0
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0

11
1

30

21
0

24
0

11
1

30

塩ビ製廻り縁
(勾配用)

塩ビ製廻り縁
(勾配用)

石こうボードt=9.5下地

天井裏断熱材：グラスウール(24㎏品)t=50

外壁：可とう性低汚染型装飾性塗壁

外壁：可とう性低汚染型装飾性塗壁

化粧ボーダー：繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板180×26(塗装品)

外壁断熱材：グラスウール(24㎏品)t=100

床：コンクリート直押え
こて目地切り@1,820程度

巾木：杉(白太) H=75

1,
10

0

98
5

40
75

乾式二重床システム 乾式二重床システム

石こうボードt=12.5下地

木製スクリーンBOX W150×H150×L2,500(壁付)

木製バトンBOX W200×H200×L4,300

ステンレス製バトン

600

2,
04

0

25 25

ポリスチレンフォームt=25
ポリエチレンフィルムt=0.15

石こうボードt=9.5+12.5下地

石こうボードt=9.5+12.5下地

土間コンクリートt=150

2,275 12,285

X7X1X0 X1b X2a X2e X2h X4 X5a

軒高さ

1FL=(18.20)

設計 GL=(18.05)

3,
40

0

3,
55

0

15
0

20

20×15

40×45 @360

45×90

吊木：90×45 @1,800程度

壁：石こうボードt=12.5

巾木：杉(白太) 床：ビニル床シートt=2.0
セルフレベリング材

壁：ラワン合板t=9素地
石こうボードt=12.5

45×90

ラワン合板t=9

隔壁：石こうボードt=9.5+12.5両面張り

構造用合板t=9+透湿防水シート+通気胴縁18×45+

構造用合板t=9+透湿防水シート+通気胴縁18×45+
ガラス繊維入モルタルセメント板t=12.5+

スタンダードメッシュ全面伏込み+ベースコートt=5下地

スタンダードメッシュ全面伏込み+ベースコートt=5下地
ガラス繊維入モルタルセメント板t=12.5+

ピクチャーレール(壁埋込)
(釘φ2.5×65㎜)

屋根断熱材：フェノールフォーム断熱材t=30
(継目気密テープ貼り)

天井：ロックウール化粧吸音板t=9張り

天井：ロックウール化粧吸音板t=9張り

壁：塩化ビニル樹脂系壁紙張り

壁：塩化ビニル樹脂系壁紙張り

壁：塩化ビニル樹脂系壁紙張り

ファイヤーストップ

ラワン合板t=12捨張り

12
6

12

ラワン合板t=12捨張り

12
6

12

10
0

25

10
0

10
0

再生クラッシャランt=100

10
0

10
0

基礎巾木：コンクリート打放し 撥水剤
床：杉複合フローリングt=12張り 床：杉複合フローリングt=12張り

下地板：構造用合板t=24
通気垂木：45×75＠455
野地板：構造用合板t=12
下葺き材：アスファルトルーフィング940
たてはぜ葺:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5

化粧梁：自然保護塗料

化粧梁：自然保護塗料

化粧梁：自然保護塗料

腰壁天端見切：杉 自然保護塗料

自然保護塗料

腰壁：天然杢化粧合板t=6(杉)張り
自然保護塗料



A

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 断面詳細図（４） 1/30福山市御野交流館改築工事

3,
55

0

15
0

3,
40

0

設計 GL=(18.05)

1FL=(18.20)

軒高さ

X13 X15 X16 X18X7 X9

2,6001,6252,600 7,735

2,730 5,005

ポリエチレンフィルムt=0.15

土間コンクリートt=150
ポリスチレンフォームt=25

スタンダードメッシュ全面伏込み+ベースコートt=5下地
ガラス繊維入モルタルセメント板t=12.5+

腰壁：タイル張り(なまこ壁調)

天井裏断熱材：グラスウール(24㎏品)t=50

天井裏断熱材：グラスウール(24㎏品)t=50

隔壁：石こうボードt=9.5+12.5両面張り
ラワン合板t=5.5下地

天井：化粧石こうボードt=9.5張り
塩ビ製廻り縁

90.5

天井：ロックウール化粧吸音板t=9張り
石こうボードt=9.5下地

天井：ロックウール化粧吸音板t=9張り

石こうボードt=12.5下地
壁：珪藻土塗り

石こうボードt=9.5+耐水石こうボードt=12.5下地
壁：化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール)

石こうボードt=12.5下地
壁：珪藻土塗り

2,
47

0

巾木：杉(白太) H=75

腰壁：杉羽目板張りt=9×120

木製カーテンBOX W150×H120(壁付)

75
40

1,
10

0

98
5

床：ビニル床タイルt=3.0
セルフレベリング材

床：ビニル床タイルt=3.0
セルフレベリング材

床：ビニル床シートt=2.0
セルフレベリング材

床：ビニル床タイルt=3.0
セルフレベリング材

床：ビニル床シートt=2.0
セルフレベリング材

2525252525

下地板：構造用合板t=24

野地板：構造用合板t=12

自然塗料塗り
軒天：杉羽目板張り t=9×120

構造用合板t=9+透湿防水シート+通気胴縁18×45+
外壁：可とう性低汚染型装飾性塗壁

ピクチャーレール(壁埋込)
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交流スペース

600

廊下２給湯室 相談室１ 団体交流室

石こうボードt=12.5下地
壁：珪藻土塗り

29,120

断面詳細図 Ｓ＝１／３０

21

1,
05

5

1,
16

5
1,

30
5

通気垂木：45×75＠455 屋根断熱材：フェノールフォーム断熱材t=30
(継目気密テープ貼り)

屋根断熱材：フェノールフォーム断熱材t=30
(継目気密テープ貼り)

ケラバ取合水切：塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5

124.5

124.5

塩ビ製廻り縁

石こうボードt=12.5下地

石こうボードt=12.5下地

壁：無機質壁紙張り

33
0

気流止め

ファイヤーストップ

1,
95

0

たてはぜ葺:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5
下葺き材：アスファルトルーフィング940

再生クラッシャランt=100

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

下地板：構造用合板t=24

野地板：構造用合板t=12
通気垂木：45×75＠455

たてはぜ葺:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5
下葺き材：アスファルトルーフィング940

基礎巾木：コンクリート打放し 撥水剤

（LGS下地）

（LGS下地）

1,000

持出し梁取付材：L-125×75×7 L=120

持出し梁：120×120 @910程度

木製廻り縁：杉 自然保護塗料

木製廻り縁：杉 自然保護塗料

天井：天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料

化粧束：自然保護塗料

化粧梁：自然保護塗料

木製廻り縁：杉 自然保護塗料

化粧梁：自然保護塗料

自然保護塗料

腰壁天端見切：杉 自然保護塗料

自然保護塗料

自然保護塗料



4,
57

1

A

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 展開図（１） 1/50
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風除室

交流スペース

交流スペース

団体交流室

団体交流室
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7,735

2,730 5,005
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廊下１

Ａ

Ａ

２

Ｅ

3,
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FIX

受付カウンター

ア

イイ

イ イ

Ｅ
２

巾木:ステンレス HL H=75

巾木:ビニル巾木 H=75

巾木:床材巻上げ H=75

１

３

４

ア

イ

ウ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｄ 耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

Ｃ 石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

Ｃ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

Ｂ 石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

凡 例

石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗りＡ

Ａ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗り

Ｂ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

Ｄ 石こうボードt=9.5+耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

ピクチャーレール

木枠マグネット掲示板
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FIX イ
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衝突防止柵
ｻﾝﾎﾟｰﾙ FNA-7U75-800同等品

衝突防止柵
ｻﾝﾎﾟｰﾙ FNA-7U75-800同等品

パッケージ型消火設備

（別途工事）
消火設備Ⅰ型
パッケージ型

木枠案内板

傘立て 傘立て

FIX

FIX FIX

FIX

FIX

FIX

化粧目地

石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

巾木:杉(白太) 自然保護塗料 H=75

壁出隅見切：杉 自然保護塗料

腰壁天端見切：杉 自然保護塗料

天井出隅見切：杉 自然保護塗料

石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料

石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料



A

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 1/50展開図（２）
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巾木:ステンレス HL H=75

巾木:ビニル巾木 H=75

巾木:床材巻上げ H=75
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Ｄ 耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

Ｃ 石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

Ｃ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

Ｂ 石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

凡 例

石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗りＡ

Ａ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗り

Ｂ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

Ｄ 石こうボードt=9.5+耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

マグネット掲示板

3030 2,700

ウ

ウ ウ

ピクチャーレールピクチャーレール

ピクチャーレール ピクチャーレール

パッケージ型消火設備

パッケージ型
消火設備Ⅰ型
（別途工事）

Ａ
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石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

巾木:杉(白太) 自然保護塗料 H=75

壁出隅見切：杉 自然保護塗料

腰壁天端見切：杉 自然保護塗料

天井出隅見切：杉 自然保護塗料

石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料

石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料



ピクチャーレール

A

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 1/50展開図（３）
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巾木:ステンレス HL H=75

巾木:ビニル巾木 H=75

巾木:床材巻上げ H=75
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ウ
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Ｅ
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Ｄ 耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

Ｃ 石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

Ｃ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

Ｂ 石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

凡 例

石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗りＡ

Ａ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗り

Ｂ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

Ｄ 石こうボードt=9.5+耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

バトンボックス
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外 外 外

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ

イ

縦型手摺

石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

巾木:杉(白太) 自然保護塗料 H=75

壁出隅見切：杉 自然保護塗料

腰壁天端見切：杉 自然保護塗料

天井出隅見切：杉 自然保護塗料

石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料

石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料



FIX
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図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 1/50展開図（４）
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１

３

４

ア

イ

ウ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｄ 耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

Ｃ 石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

Ｃ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

Ｂ 石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

凡 例

石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗りＡ

Ａ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗り

Ｂ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

Ｄ 石こうボードt=9.5+耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）
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ベビーシート
TOTO YKA25S同等品

ＣＣＣＣ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

巾木:杉(白太) 自然保護塗料 H=75

壁出隅見切：杉 自然保護塗料

腰壁天端見切：杉 自然保護塗料

天井出隅見切：杉 自然保護塗料

石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料

石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料



掃除具入れ 食器棚 食器棚
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図面番号縮尺図面名称工事名称
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縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 1/50展開図（５）

5,005 9,100 5,005 9,100

2,
65

0

2,
65

0

2,
65

0

2,
65

0

FIX

FIX

Ｄ

３ ３３

2,600 4,445 2,600 4,445

2,
50

0

2,
50

0

2,
50

0

2,
50

0

２

6,825 5,460 6,825 5,460

2,
50

0

2,
50

0

2,
50

0

2,
50

0

２２ ２

Ｆ Ｆ Ｆ

2,600 2,380

2,
40

0

2,
40

0

2,600

2,
40

0

2,380

2,
40

0

1,940 1,365 1,940 1,365

２ ２

Ａ

Ａ
Ａ

３ ３ ３ ３

３ ３ ３３
1,

80
0

600 600

Ｂ ＢＢＢ

ＡＡ

Ｄ Ｄ Ｄ

ＤＤ Ｄ Ｄ

イ イ イ イ

Ｆ

荷物入れ 収納棚

下足入れ

縦型手摺
水切り棚

吊戸棚

流し台

棚

消火器ボックス

90
0

1,
20

0

ホワイトボード

作業台 作業台

３

用紙棚

Ａ

２

巾木:ステンレス HL H=75

巾木:ビニル巾木 H=75

巾木:床材巻上げ H=75
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Ｄ 耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

Ｃ 石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

Ｃ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

Ｂ 石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

凡 例

石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗りＡ

Ａ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗り

Ｂ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

Ｄ 石こうボードt=9.5+耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）
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FIXFIX
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石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

巾木:杉(白太) 自然保護塗料 H=75

壁出隅見切：杉 自然保護塗料

腰壁天端見切：杉 自然保護塗料

天井出隅見切：杉 自然保護塗料

石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料

石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料



TOTO YKH22同等品
荷物用フック
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図面番号縮尺図面名称工事名称
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縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 1/50展開図（６）
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0
2,

50
0

2,
50

0

2,
50

0

2,
50

0

L型手摺

可動手摺

1,
30

0
30

0
1,100 1,400

ユニバーサルシート

洗面カウンター

洗面カウンター

L型手摺

L型手摺

鏡 t=5(面取り加工)

鏡 t=5(面取り加工)

掃除具掛け
(棚付)

小便器用手摺

掃除具掛け
(棚付)

Ｄ Ｄ Ｄ

２

巾木:ステンレス HL H=75

巾木:ビニル巾木 H=75

巾木:床材巻上げ H=75

１

３

４

ア

イ

ウ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｄ 耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

Ｃ 石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

Ｃ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 無機質壁紙張り

Ｂ 石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

凡 例

石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗りＡ

Ａ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地処理の上珪藻土塗り

Ｂ 石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 塩化ビニル樹脂系壁紙張り

Ｄ 石こうボードt=9.5+耐水石こうボードt=12.5下地 化粧けい酸カルシウム板t=6張り（目地シール）

90
0

1,
60

0

1,
10

0
1,

40
0

ライニングW150×H1,100
ライニングW100×H1,100

ライニングW150×H900
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35
0

Ｄ

鏡

TOTO YM6090A同等品

石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 杉羽目板張りt=9×120 自然保護塗料

巾木:杉(白太) 自然保護塗料 H=75

壁出隅見切：杉 自然保護塗料

腰壁天端見切：杉 自然保護塗料

天井出隅見切：杉 自然保護塗料

石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料

石こうボードt=9.5+石こうボードt=12.5下地 天然杢化粧合板t=6(杉)張り 自然保護塗料
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消

傘立 傘立

1,
82

0
2,

73
0

ｽﾏｰﾄｷｰ

収納１ 大会議室

収納２

収納３

給湯室

相談室１

団体交流室

中会議室

印刷室

廊下１

5,
46

0
4,

44
5

2,
38

0
2,

27
5

1,
36

5
5,

46
0

9,
10

0
12

,2
85

21
,3

85

3,
49

5
2,

73
0

3,
18

5
2,

27
5

5,
91

5
3,

18
5

8,
50

0
2,

87
5

20
,4

75

5,005 1,730 1,000 7,735

11,830 2,730 14,560

29,120

事務室

相談室２

廊下２

ポーチ

2,730 5,005

27.94㎡

41.10㎡

11.55㎡

6.18㎡

9.61㎡

8.28㎡

7.09㎡

2.73㎡
45.75㎡

15.94㎡

2,600 1,625 2,600 3,185 4,550

7,7356,8252,275 12,285

29,120

風除室

9.15㎡

凡     例

埋込型消火器BOX　 消火器ABC10型

パッケージ型消火設備Ⅰ型（別途工事）

多目的室

置畳(半帖)30枚

椅子

椅子収納台
×4

卓球台×2

折畳みｽﾃｰｼﾞ×3

展示パネル

展示ﾊﾟﾈﾙ脚

机 30台

ス
テ

ー
ジ

×
3

E PS
1.82㎡

交流スペース

カ
ウ

ン
タ

ー

事務机×6

印刷機

ｺﾋﾟｰ

作業台

長
尺

印
刷

機

文
書
用

ﾛ
ｯ
ｶｰ

ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ
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（おもいやり）
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冷
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総
合

盤

郵便受け

ウッドデッキ

犬走り

3,700 3,125
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50

0
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掃
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具
食

器
棚

食
器

棚

収
納

棚

45.54㎡

実習室

調理台(ガス)
試食台兼用

調理台(ガス)
試食台兼用

調理台(ガス)
試食台兼用

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

テラス

犬走り

ﾎﾞﾝﾍﾞ庫

用
紙
保

管
棚
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下
部

本
棚

作業台 作業台

消

遮音壁

身障者用駐車場

火気使用なし

消

消

70.09㎡

153.00㎡

小屋裏隔壁

建具記号
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見込・枠形状

硝 子

仕 上

金 物 等

場所・数量

FL.

記号・仕様
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FL.
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見込・枠形状
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姿図・寸法

姿図・寸法

姿図・寸法

姿図・寸法

風除室

100

ドアエンジンシリンダー錠(サムターン付)

アングルピース

アルミ(標準色)

AD

1

建具表（１）

風除室

100

標準金物一式

ドアエンジンシリンダー錠(サムターン付)

アングルピース

アルミ(標準色)

2

AD

1 1

70

廊下１

アルミ(標準色)

標準金物一式

SUSレバーハンドル

アングルピース

シリンダー錠(サムターン付) ドアクローザー(ストップ付)
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欄間(FIX窓 )付 FIX窓

FIX FIX FIX FIX FIX FIX
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840 70 840 70 840 70 840
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00

0
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欄間 (FIX窓付)自動ドア 欄間 (FIX窓付)自動ドア
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0

10
0

2,
00

0
10

0

2,
00

0
10

0
37

0

2,
47

0

37
0

2,
47

0
30

2,
50

0

2,
50

0

30

2,
65

0

2,
62

0

52
0

30 30

2,
47

0

37
0

30

2,
50

0

FIX

FIX FIX

2,
47

0

2,
47

0

2,
50

0

30

1,902.5 1,902.5

FIX

1,
08

5
1,

53
5

FIX

強化ガラスt=4 + A6 + 強化ガラスt=4

アングルピース

網戸
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0

2,
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0
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0
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0

強化ガラスt=4(型板) + A6 + 強化ガラスt=4 強化ガラスt=4(型板) + A6 + 強化ガラスt=4

網戸
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17

0

30

2,
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2連片引き窓
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1,600

強化ガラスt=4 + A6 + 強化ガラスt=4

FIXFIX
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事務室

アルミ(標準色)

AW

標準金物一式

1

２連引違い窓
10

1

3,570 3,570 3,9207070 70

FIX FIX FIX FIX FIX

FIX

FIX

欄間(FIX窓 )付引分け窓＋欄間 (FIX窓 )付片開き戸

1,
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5

1,675 1,67570

3,420
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8
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標準金物一式

強化ガラスt=4 + A6 + 強化ガラスt=4

廊下1上部 2

外 外 外 外 外 外 外 外

排煙窓 (引違い窓 )

FIX

欄間(FIX窓 )付片開きドア＋片引き窓

アングルピース

アングルピースアングルピースアングルピース

アングルピース アングルピース網戸

網戸

網戸 網戸

網戸 網戸 網戸

アングルピース網戸

SUSレバーハンドル 電気錠(別途工事) ドアクローザー(ストップ付) SUS下枠SUS丁番

SUS下枠

SUS下枠

網戸 アングルピース 網戸

開口制限ストッパー

クレセント(抗ウイルス・抗菌)

クレセント(抗ウイルス・抗菌) クレセント(抗ウイルス・抗菌) クレセント(抗ウイルス・抗菌)

クレセント(抗ウイルス・抗菌)クレセント(抗ウイルス・抗菌)クレセント(抗ウイルス・抗菌)

クレセント(抗ウイルス・抗菌) クレセント(抗ウイルス・抗菌) クレセント(抗ウイルス・抗菌)

開閉角度50°　有効開口面積0.27㎡

SHG-60(三菱ケミカルインフラテック)同等品
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相談室１・相談室２

別図参照

アルミ(アルマイトシルバー)

ハンドルオペレーター

フロートガラスt=8 + A6 + 網入りガラスt=6.8
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強化ガラスt=5 + A6 + 強化ガラスt=5　欄間:フロートガラスt=5 + A6 + フロートガラスt=5 強化ガラスt=5　欄間:フロートガラスt=5 強化ガラスt=4 + A6 + 強化ガラスt=4　欄間:フロートガラスt=4 + A6 + フロートガラスt=4 強化ガラスt=4 + A6 + 強化ガラスt=4　開き戸下部:断熱パネルt=16　欄間:フロートガラスt=4 + A6 + フロートガラスt=4 強化ガラスt=4 + A6 + 強化ガラスt=4　欄間:フロートガラスt=4 + A6 + フロートガラスt=4

強化ガラスt=5 + A6 + 強化ガラスt=5　欄間:フロートガラスt=4 + A6 + フロートガラスt=4 強化ガラスt=5 + A6 + 強化ガラスt=5　欄間:フロートガラスt=4 + A6 + フロートガラスt=4

強化ガラスt=5 + A6 + 強化ガラスt=5　欄間:フロートガラスt=4　+ A6 + フロートガラスt=4

強化ガラスt=5 + A6 + 強化ガラスt=5　欄間:フロートガラスt=4　+ A6 + フロートガラスt=4

外 外 外

3連欄間 (外倒し窓 60° )付引分け窓

水切



36

3枚連動引戸(フラッシュ戸 ) 4枚引違戸(フラッシュ戸) 引違戸 (フラッシュ戸)

SUS丁番

1/100 A

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月

見込・枠形状

硝 子

仕 上

金 物 等

場所・数量

FL.

記号・仕様

見込・枠形状

硝 子

仕 上

金 物 等

場所・数量

FL.

記号・仕様

見込・枠形状

硝 子

仕 上

金 物 等

場所・数量

FL.

見込・枠形状

硝 子

仕 上

金 物 等

場所・数量

FL.

記号・仕様

記号・仕様

姿図・寸法

姿図・寸法

姿図・寸法

姿図・寸法

36

SUS引き棒L=450 戸先ゴム

36

戸先ゴムSUS引き棒L=450

事務室

印刷室

36

SUS引き棒L=450 戸先ゴム

多目的室

引戸錠(シリンダー/サムターン)

引戸錠(シリンダー/サムターン)

引戸錠(シリンダー/サムターン)

廊下１

フランス落し ドアクローザー(ストップ付) ケースハンドル錠(シリンダー/空)

小口･押縁:桧 自然塗装

小口･押縁:桧 自然塗装

小口･押縁:桧 自然塗装

小口:桧 自然塗装

36

中会議室1

SUS引き棒L=450 戸先ゴム

36

戸先ゴムSUS引き棒L=450

1 事務室

1

引戸錠(シリンダー/サムターン)

引戸錠(シリンダー/サムターン)

SUSフラットレール SUS戸車

36

大会議室

掘込引手 戸先ゴム 連動引戸金具

1

小口･押縁:桧 自然塗装

小口･押縁:桧 自然塗装

引戸錠(シリンダー/サムターン)

1

36

男子便所　女子便所

戸先ゴムSUS引き棒L=450

1

36

戸先ゴムSUS引き棒L=450

印刷室

2

SUSフラットレール SUS戸車

36

大会議室

掘込引手 戸先ゴム 連動引戸金具

小口･押縁:桧 自然塗装

小口:桧 自然塗装

引戸錠(シリンダー/サムターン)

2

36

戸先ゴムSUS引き棒L=450

多目的便所

1

36

SUS引き棒L=450 戸先ゴム

大会議室

引戸錠(表示錠/大型サムターン)

引戸錠(シリンダー/サムターン)

2

SUSフラットレール SUS戸車

掘込引手 戸先ゴム

多目的室

40

小口･押縁:桧 自然塗装

小口:桧 自然塗装

1

36

戸先ゴムSUS引き棒L=450

相談室１　相談室２

2

36

SUS引き棒L=450 戸先ゴム

実習室

引戸錠(シリンダー/サムターン)

引戸錠(シリンダー/サムターン)

1

SUSフラットレール SUS戸車

掘込引手 戸先ゴム

40

廊下１

小口･押縁:桧 自然塗装

小口:桧 自然塗装

2

1

1

150

300

2,
00

0

1,
60

0

1,050

150

1,050

900

300

1,050

900

300

2,
00

0

12
0

150 800

950

120

2,
00

0

1,
60

0

2,
00

0

150800

950

120

150800

950

120

2,
00

0

2,861.5

1,
60

0

2,
00

0

1,
60

0

2,
00

0

1501,000

1,150

300

150

120

1,050

900

1,
60

0

2,
00

0

1,
60

0

2,
00

0

1,
60

0

2,
00

0
900

1,050

150

300

150

120

1,050

900

1501,000

1,150

300

1,548

2,
00

0

強化ガラスt=4(フロスト)

強化ガラスt=4(フロスト)強化ガラスt=4(フロスト)

強化ガラスt=4(フロスト) 強化ガラスt=4(型板) 強化ガラスt=4(型板) 強化ガラスt=4(型板)

強化ガラスt=4(型板) 強化ガラスt=4(型板) 強化ガラスt=4(型板)

引違錠(シリンダー/サムターン)

建具表（２）

16

WD

WD

15

WD

14

WD

13

WD

12

WD

11

WD

10

WD

9

WD

8

WD

7

WD

6

WD

5

WD

4

WD

3

WD

2

WD

1

両開戸 (フラッシュ戸)

2,
00

0

2,453.5

150

1,
60

0

2,
00

0

1,300

1,150

2,
00

0

2,819

2,
46

0

4,604

強化ガラスt=4(フロスト)

表面板:両面メラミン樹脂化粧板 表面板:両面メラミン樹脂化粧板 表面板:両面メラミン樹脂化粧板 表面板:両面メラミン樹脂化粧板 表面板:両面メラミン樹脂化粧板

表面板:両面メラミン樹脂化粧板 表面板:両面メラミン樹脂化粧板 表面板:両面メラミン樹脂化粧板 表面板:両面メラミン樹脂化粧板 表面板:両面メラミン樹脂化粧板

表面板:片面メラミン樹脂化粧板(裏面しな合板) 表面板:片面メラミン樹脂化粧板合板(裏面しな合板) 表面板:片面メラミン樹脂化粧板(裏面しな合板)表面板:片面メラミン樹脂化粧板(裏面しな合板)

表面板:片面メラミン樹脂化粧板(裏面しな合板)

表面板:両面メラミン樹脂化粧板

上吊式引戸金具(デュアルソフトクローザー仕様) 上吊式引戸金具(デュアルソフトクローザー仕様) 上吊式引戸金具(デュアルソフトクローザー仕様) 上吊式引戸金具(デュアルソフトクローザー仕様) 上吊式引戸金具(デュアルソフトクローザー仕様)

上吊式引戸金具(デュアルソフトクローザー仕様) 上吊式引戸金具(デュアルソフトクローザー仕様) 上吊式引戸金具(デュアルソフトクローザー仕様) 上吊式引戸金具(デュアルソフトクローザー仕様) 上吊式引戸金具(デュアルソフトクローザー仕様)

上吊式引戸金具(デュアルソフトクローザー仕様)

上吊式片引込戸(フラッシュ戸) 上吊式片引込戸 (フラッシュ戸) 上吊式片引込戸(フラッシュ戸 ) 上吊式片引込戸(フラッシュ戸 ) 上吊式片引込戸(フラッシュ戸)

上吊式片引込戸(フラッシュ戸) 上吊式片引込戸 (フラッシュ戸) 上吊式片引込戸(フラッシュ戸 ) 上吊式片引込戸(フラッシュ戸 ) 上吊式片引込戸(フラッシュ戸)

上吊式片引込戸(フラッシュ戸)

1

SUSフラットレール SUS戸車

36

事務室

掘込引手 戸先ゴム 引違錠(空/サムターン)

框:桧 自然塗装

強化ガラスt=4

1,
10

0
90

0

2,
00

0

WW

1
引違窓

1,600

90 90 90

90
90

75
0

75
0

10
0

75
0

75
0

10
0

小口･押縁・ガラリ:桧 自然塗装小口･押縁・ガラリ:桧 自然塗装小口･押縁・ガラリ:桧 自然塗装

SUS床見切

福山市御野交流館改築工事 30

3枚連動引戸 (フラッシュ戸)

小口:桧 自然塗装

1,
95

0

120

70
0



2,
46

0

A

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 1/50建具表（３）

見込・枠形状

硝 子

仕 上

金 物 等

場所・数量

記号・仕様

見込・枠形状

硝 子

仕 上

金 物 等

場所・数量

記号・仕様

見込・枠形状

硝 子

仕 上

金 物 等

場所・数量

見込・枠形状

硝 子

仕 上

金 物 等

場所・数量

記号・仕様

記号・仕様

姿図・寸法

姿図・寸法

姿図・寸法

姿図・寸法

1

40

男子便所 1

40

男子便所

トイレブース

表面材:高圧メラミン樹脂化粧板　枠材:MDF　芯材:ペーパーコア

標準金物一式標準金物一式

表面材:高圧メラミン樹脂化粧板　枠材:MDF　芯材:ペーパーコア

1

TB TB

2

枠

1
三方枠

枠
三方枠

2

900 1,533

2,
00

0

1 1

TBTB

3 4

1

40

女子便所

トイレブース

中心吊グレビティヒンジ

標準金物一式

表面材:高圧メラミン樹脂化粧板　枠材:MDF　芯材:ペーパーコア

1

40

標準金物一式

表面材:高圧メラミン樹脂化粧板　枠材:MDF　芯材:ペーパーコア

2,
50

0

650

450100 100 680

2,
50

0

965

245 600

120 985

600265

120 1,260

1,670

TB

5

1

40

表面材:高圧メラミン樹脂化粧板　枠材:MDF　芯材:ペーパーコア

標準金物一式

女子便所女子便所

2,
50

0

7009651,100 120120

1,340

2,
50

0

730

SKブースSKブース

表示付スライドロック(非常開錠付) 戸当り中心吊グレビティヒンジ 表示付スライドロック(非常開錠付)

隔てスクリーン

中心吊グレビティヒンジ戸当り中心吊グレビティヒンジ ケースハンドル錠 ケースハンドル錠 戸当り戸当り

給湯室 多目的室

600 265395

2,
00

0
42

5
75 ×1

2,
00

0
42

5
75 ×2×1

2,
00

0
42

5
75 ×2

別図参照

団体交流室 1

移動間仕切

強化ガラスt=4(フロスト)

レバーハンドル

木製フレーム:桧 自然塗装

標準金物一式

別図参照

WSL

1

アルミ壁面戸当り

表面板:両面メラミン樹脂化粧板

1,027 1,027 1,027

27 4,85926

25

90°

1,195 1,195 1,195 1,195 48+6=54

150 845 200150 727 150

2,
97

0

2,
90

5
35

30

2,
50

0

100600

75
42

5
2,

00
0

1,606

120600886

1,606.5

906.5

福山市御野交流館改築工事 31

3,085

1,
40

0
1,

10
0

47
0

2,
97

0

2,
90

5
35

30

6+25=31

LW-50VB-W(小松ウォール)同等品

150 895 150

1,
40

0
1,

10
0

47
0

300

150595150

895

300

1,195

20
0

70
0

1,
10

0

2,
00

0



図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

有限会社 ティーズ設計事務所

A2023年  3月 法規チェック 32福山市御野交流館改築工事

1.600/2*1.305*1*1=1.0440

換気採光

建具符号 開口面積(W) 有効採光面積 必要面積 1/20 有効換気面積建具符号判定 判定採光補正係数(A)必要面積 1/20

0.840*0.500*6*1=2.5200

∴A=3  

∴A=3  

∴A=3  

∴A=3  

∴A=3  

∴A=3  

∴A=3  

ADW-2ADW-2 0.770*2.100*1*1=1.6170

3.570*2.200*1*1=7.8540

0.840*2.100*2*1=3.5280

0.770*0.500*1*1=0.3850

1.6170*3.0=4.8510

7.8540*3.0=23.5620

3.5280*3.0=10.5840

0.3850*3.0=1.1550

2.5200*3.0=7.5600

3.570/2*2.200*1*1=3.9270

1.000*2.200*1*1=2.2000

階 床面積室名

１ 交流スペース 勾配天井

天井高 建具符号必要面積 1/50 有効排煙面積 判定

排煙

団体交流室

廊下１

廊下２

∴A=3  AW-2

AW-2

AW-11 1.600/2*0.660*1*8=4.2240

AW-11 1.600/2*0.660*1*8=4.2240

∴A=3  AD-3

合計 OK 合計

∴A=3  1.9955㎡ 1.9955㎡ AW-7

1.182/2.493*10-1=3.7412

1.199/3.130*10-1=2.8306

合計 合計OK OK

∴A=3  

合計 合計OK OK

∴A=3  

∴A=3  

∴A=3  

2.2770㎡ 2.2770㎡

1.600*1.030*1*1=1.6480

1.600*1.030*1*1=1.6480AW-8

1.6480*2.8=4.6144

1.6480*3.0=4.9440

2.3907*3.0=7.1721

1.7000*3.0=5.1000

0.4420*3.0=1.3260

23.1565＞2.2770

ADW-1

0.850*0.520*1*1=0.4420

0.850*2.000*1*1=1.7000

1.5575*1.535*1*1=2.3907 ADW-1

AW-7多目的室 39.91㎡

実習室 45.54㎡

2,500ｍ

2,650ｍ

0.7982㎡ AW-7

合計 OK

合計 OK

0.9108㎡ ADW-1

AW-8AW-8

4.5433＞2.2770

1.5575/2*1.535*1*1=1.1953

0.850*2.000*1*1=1.7000

1.600/2*1.030*1*2=1.6480 1.600/2*0.265*1*2=0.4240

0.850*0.150*1*1=0.1275

1.5575/2*0.770*1*1=0.5996

1.1511＞0.9108

合計 OKOK

∴A=3  0.900*0.370*1*1=0.3330

0.900*2.000*1*1=1.8000 1.8000*3.0=5.4000

0.3330*3.0=0.9990

AD-3 0.900*2.000*1*1=1.8000

∴A=3  2.2875㎡ 2.2875㎡AW-3

AW-4

AW-3

合計 合計 OK

0.4140㎡ 0.4140㎡

0.3545㎡ 0.3545㎡

3.9198＞2.0550

AW-10

AD-4

合計 合計OK

∴A=3  

OK

∴A=3  

2.0550㎡ 2.0550㎡AW-10 1.675/2*1.385*2*1=2.31981.675*1.385*2*1=4.6397 4.6397*3.0=13.9191

AD-4 0.800*2.000*1*1=1.60000.800*2.000/2*1*1=0.8000 0.8000*3.0=2.4000

∴A=3  0.800*0.370*1*1=0.2960 0.2960*3.0=0.8880

17.2071＞2.0550

AW-41.9025*2.000*2*1=7.6100

1.9025*0.370*2*1=1.4078

∴A=3  

∴A=3  

7.6100*3.0=22.8300

1.4078*3.0=4.2234

1.9025/2*2.000*2*1=3.8050

1.9025/2*0.370*2*1=0.7039

中会議室 45.75㎡

相談室１ 8.28㎡

相談室２ 7.09㎡

事務室 41.10㎡

2,500ｍ

2,500ｍ

2,500ｍ

2,500ｍ

0.9150㎡ AW-3 1.600/2*0.770*1*1=0.6160

合計

0.1656㎡

0.1418㎡

OK

合計 OK

0.8220㎡ AW-10 1.675/2*0.770*2*1=1.2897

AD-4 0.800*0.300*1*1=0.2400

1.5297＞0.8220

AW-4 1.9025/2*0.300*2*1=0.5707

1.9025/2*0.370*2*1=0.7039

1.8906＞0.9150

合計 合計OK

∴A=3  

∴A=3  

∴A=3  

3.570*2.200*2*1=15.7080

3.920*2.200*1*1=8.6240

0.726*2.200*1*1=1.5972

15.7080*3.0=47.1240

8.6240*3.0=25.8720

1.5972*3.0=4.7916

AW-9 AW-9 3.570/2*2.200*3*1=11.7810

OK

大会議室 勾配天井 AW-9

∴A=2.8

OK

1.865*1.385*2*1=5.1660 5.1660*3.0=15.4980

15.4980＞1.9955

1.865/2*1.385*2*1=2.5830

2.5830＞1.9955

1.865/2*0.770*2*1=1.4360

1.4360＞0.7982

1.600*1.305*1*1=2.0880 2.0880*3.0=6.2640

1.600*1.305*1*1=2.0880 2.0880*3.0=6.2640

33.3174＞2.2875

1.600/2*1.305*1*1=1.0440

5.5529＞2.2875

0.820*2.100*1*1=1.7220 1.7220*3.0=5.1660

0.820*0.500*1*1=0.4100 0.4100*3.0=1.2300

※機械換気設備

※機械換気設備

※告示第1436号第四号ニ(四)

※告示第1436号第四号ニ(四)

※告示第249号第一号(イ)

※告示第249号第一号(イ)

152.53㎡

66.7710＞7.6265

153.00㎡

77.7876＞7.6500

7.6265㎡ 7.6265㎡

13.1950＞7.6265

3.0506㎡

7.6500㎡ 7.6500㎡

11.7810＞7.6500

3.0600㎡

4.2240＞3.0506

0.840*0.394*11*1=3.6405

合計 3.6405＞3.0600 OK

803.8063

-139.2387

-2.9345

5.8579

667.4910

気積計算

150.9212*5.326

-131.3573*2.120/2

-19.5638*0.300/2

大会議室

計

2.0884*2.805 平均天井高

667.4910/153.0000=4.363ｍ

275.3426

22.4245

(7.735*7.8175)*(3.781+5.326)/2

気積計算

交流スペース・団体交流室

(2.730*1.5925)*(4.990+5.326)/2

(5.005*3.8675)*(4.571+5.326)/2 95.7873

(3.810*0.170)*2.800 1.8135

(0.170*7.135)*2.800 3.3962

計

-3.459*1.820/2*(5.326-4.981)/3 -0.3619

398.4022

平均天井高

398.4022/86.0333=4.630ｍ

気積計算

廊下１

(19.110*2.275)*(5.480+5.903)/2 247.4393

(1.730*4.550)*2.500 19.6787

(2.2175*2.500)*2.500 13.8593

計 280.9773

平均天井高

280.9773/56.8004=4.946ｍ
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・樹脂カバー付き規格外仕様
図 番

0/0

S=1:10

固定枠

  アルミ押出形材

開閉枠

  アルミ押出形材

ガラスサイズ

６２０×６２０　－１枚

  アルミ押出形材

断 面 図 S=1:10

  アルミ押出形材

固定枠

開閉枠

ステイ

オペレーターへ

アウターケーシング 9φ

インナーワイヤー 1.8φ

S=1:10枠 伏 図枠 伏 図

固定枠

  アルミ押出形材

蝶アンカー（計８ヶ所）

ベタアンカー（計４ヶ所）

（蝶アンカーに溶接　又は　差筋に直接溶接）

ロックブラケット（上下枠固定金具）

　アルミ押出形材（計１ヶ所）

アウターキャップ取付位置

（２ヶ所のうち　何れか一方を使用）

ヒ
ン
ジ
側

断熱複層ガラス　FL8＋A6＋WG6.8（建築工事）

断熱複層ガラス　FL8＋A6＋WG6.8（建築工事）

枠
外

形
寸

法

呼
称

寸
法

アウターケーシングは、壁、天井下地等にこまめに緊結する。

アウターケーシングの曲がりは、半径300r以上且つ、3箇所以内とする。

（別途工事）

アウターケーシングの標準長さは10mとする。

オペレーターまで距離が有る時は、薄鋼電線管（19φ;CD管は不可）で配管する。

断面詳細図 S=1:2

平 面 図
※ は、外部水抜穴　８C

（計４ヶ所）

※　アルミ部材表面処理は、アルマイトシルバーとする。
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仕上開口寸法
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シーリング（建築工事）

断熱複層ガラス

仕上材（建築工事）

アウターケーシング 9φ

木（建築工事）

コーチスクリュー8x75

溶接レスアンカー下地

　高耐食溶融めっき鋼板　t=2.3

溶接レスアンカー本体

　高耐食溶融めっき鋼板　t=3.2

インナーワイヤー 1.8φ

FL8+A6+WG6.8（建築工事）

M8x25ボルト・ワッシャ・ナット

アウターキャップ

樹脂カバー（断熱材 t=2 裏貼り）

固定枠ヒンジ

　アルミ押出形材

開閉枠ヒンジ

　アルミ押出形材

高耐食溶融めっき鋼板

  t=1.6  L=72

  2ヶ所/辺

高耐食溶融めっき鋼板

  t=1.6

L-25x30x50W

  t=1.5

・溶接レスアンカー本体（SHG用）

・溶接レスアンカー下地（タイプ2）

溶接レスアンカー仕様（受注生産）

オペレーターへ

（建築工事）

水切鋼板

野地板

アスファルトルーフィング

シーリング（建築工事）

排水パイプ

（ジョイント部横）

二段水切ジョイント部

シーリング

4mmテクスビス  @300

二段水切

アルミ押出形材 W=70

固定枠

　アルミ押出形材

水抜穴 8φ

水抜穴カバー
ＡＡＳ樹脂

仮止めボルト

水抜穴 8φ

仮止め金具（上下枠固定用金具）

　アルミ押出形材

開閉枠

押縁

　アルミ押出形材

　アルミ押出形材

シーリング（建築工事）

有限会社
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特記：訂正事項 設計年月 縮尺率
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A3 50％
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100％

工事名称 図面名称 縮尺 図面番号
ティーズ設計事務所
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下地材

△レールレベル (建築工事)35

後付壁面戸当り

アルミ押出型材

(焼付塗装)目隠しゴム

6木製切窓枠

(着色塗装仕上：内装工事)

表面材：

メラミン樹脂化粧板(ハイパネル)
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16アルミFB （アルマイト）木製フレーム アルミ押出型材

木製フレーム(アルマイト)(着色塗装仕上：内装工事) (焼付塗装)
(着色塗装仕上：内装工事)

30▽床仕上天

(48)

(2
5)

強化ガラス(フロスト) 4mm(ガラス工事)

(飛散防止フィルム貼)

切窓詳細図

表面材:メラミン樹脂化粧板

(MDF 4mm裏打ち)

(表面仕上:内装工事)

木製フレーム (固定式)

ＤＷ

(可倒式)

フラットレバーハンドル

(着色塗装仕上:内装工事)

木製フレーム

召合せフレーム（アルマイト）

106 60召合せゴム

ギボシ丁番 56 17
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レール仕様

ランナー仕様

パネル仕様

レール

走行輪

吊ボルト

表面仕上

表面材

充填材

骨組

フレーム

召合せ

固定方法

下部シールド

アルミ押出型材ハンガーレール(アルマイト処理)

※パネル断面詳細図の特記部分は焼付塗装

コーナー部 直角レール

消音型水平スライド走行輪(ベアリング内蔵)

M 14

メラミン樹脂化粧板(ハイパネル)(MDF 4mm裏打ち)

ペーパーコア

木枠(LVL)

木製

固定ゴム嵌合

接床装置(プッシュロッド式)

小口及び表面丸落としにて固定

スライディングウオール 厚み52mm(LW-50VB-W)同等品 WSL

1

有限会社

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

Tel. 084-949-3632

特記：訂正事項 設計年月 縮尺率

A1

A2

A3 50％

71％

100％

工事名称 図面名称 縮尺 図面番号
ティーズ設計事務所
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収納１ 大会議室
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図面番号縮尺図面名称工事名称
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縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5
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A

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

ティーズ設計事務所有限会社

2023年  3月 家具特記仕様書

木製家具標準仕様  『特記無き場合は下記の仕様とする』 把手､引手 詳細図 開戸 詳細図

地球環境問題（リサイクル、温暖化等）に配慮し、かつ室内におけるホルムアルデヒドの気中濃度を下げる事に

主眼を置き、各種有機溶剤や可塑剤等の有害物質についてもその残留、放散を極力抑制する為に以下の仕様とする。

樹脂コート化粧 ホルムアルデヒド放散量「0.04mg/l」以下とする。

パーティクルボード マテリアルリサイクル可能品（メラミン樹脂含浸の低圧メラミン等は使用不可）

PP製空気孔付掘込引手PP製空気孔付舟底引手 ABS製ハンドル
「JIS A 5908」適合品の国内生産品とする。

表面材：単色は防汚機能を有するメラミンコート、木目柄は天然木の質感を持つ高意匠ウレタンコート

樹脂コート化粧MDF JIS-F☆☆☆☆適合品

MDFは国産木材の使用比率70%以上とし、「間伐材マーク」、「木づかいサイクルマーク」取得品とする

「JIS A 5905」適合品の国内生産品とする。

表面材：単色は防汚機能を有するメラミンコート、木目柄は天然木の質感を持つ高意匠ウレタンコート

ポリエステル JAS-F☆☆☆☆適合品

化粧合板

各種合板 JAS-F☆☆☆☆適合品

接着剤 厚生労働省のＶＯＣ指定13物質を含んでいないものを使用する。　F☆☆☆☆適合品 吊元側

塗料 厚生労働省のＶＯＣ指定13物質を含んでいないものを使用する。　F☆☆☆☆適合品

本体

木口 本体見掛り：非塩ビ化粧樹脂シートｔ1.0貼

本体見隠れ：非塩ビ化粧樹脂シートｔ0.45貼

天板 高圧メラミン化粧板貼　ポストフォーム加工

※ポストフォーム天板に使用するメラミンの厚さはt0.8以上とする。

引違戸 詳細図 引出 詳細図（ECOボード仕様）開戸（板戸）

木製引違戸

板 戸 ガラス戸（アルミ製）
（板戸） 樹脂製戸車(立付け調整可能)、PP樹脂製空気孔付舟底引手、硬質樹脂製敷居・鴨居

アルミ引違戸 四方框、鴨居・敷居：高剛性アルミフレーム（メラミン焼付塗装：オフホワイト）

（ガラス戸） 透明強化ガラスｔ4mm

框一体成形ライン引手、調整式戸車

引出

品名差付ラインハンドル、スライドレール付（粉体塗装）

引出

底板、先板：樹脂コート化粧パーティクルボード

側板兼用鋼製スライドレール、口板取付けブラケット（調整機能付）、品名差付ラインハンドル

可動式棚板

棚板底面にずれ止めのダボジャクリを施すこと。

※W600以上の棚板は強度を考慮し、パーティクルボードの使用は不可とする。

　また、フラッシュ芯材にもパーティクルボードの使用は不可とする。

棚受けダボ：φ9mmネジ込式（W1/4）　アルミ製ニッケルメッキ　P=60mm　3段

台輪 ポリエステル化粧合板貼　　　下地：ランバーコア合板ｔ15（四方組）

※壁面固定の家具は不陸調整の上、台輪化粧材「後貼」とする。

ステンレス天板 SUS304及びSUS430　ｔ1.0　表面仕上：＃400

低温アルゴン溶接加工品　下地：合板ｔ9mm

ステンレスシンク SUS304及びSUS430　ｔ1.0　表面仕上：＃400

可動棚板 詳細図 引出 詳細図（側板兼用鋼製スライドレール仕様）
低温アルゴン溶接加工品

※板厚が薄くなるため、プレス加工品は使用不可とする。

排水トラップ M-14AP：樹脂製、N-14BPs：樹脂製（ステンレスプレート、大型ゴミカゴ付）、N-14ASI：ステンレス製

トラップ接続径：全て40A

※給排水管やそれらの接続、及び接続に関わる穴あけ等の二次加工は設備工事とする。

共　通 ※「日本家具保証協会」認定企業の生産製品、及び監理製品とする。

※施工承認時に製作家具のカタログを提出し、監理者へ商品説明をおこなうこと。

※「西尾家具工芸社」製品、又は同等品以上とすること。

※製作家具本体は国内生産品とする。

※W600以上の棚板は強度を考慮し、

　パーティクルボードの使用は不可とする。

　また、フラッシュ芯材にもパーティクルボードの使用は不可とする。

品名差付ラインハンドル

品名差23 （PP樹脂成型品）

透明プレート厚0.5mm

25 13.2 29

3
5

3
5

ワンタッチ脱着式116
スライド丁番（キャッチ付）

空気孔

20 20 78 12 20 20 20

4
0

1
1
0

1
1
1
.
4

開戸

背面手掛り 樹脂コート化粧パーティクルボード

空気孔

鴨居：アルミ成形品

メラミン焼付塗装

（オフホワイト）

1
3

鴨居 引出し内部
四方框：アルミ成形品

PP樹脂成型品 樹脂コート化粧パーティクルボード
メラミン焼付塗装

15 15（オフホワイト）
引違戸

樹脂コート化粧 引出口板

パーティクルボード 樹脂コート化粧
t4mm透明強化ガラス

底板パーティクルボード

樹脂コート化粧MDF　t4mm

2020
スライドレール

戸車
樹脂製戸車

敷居：アルミ成形品 （立付調整可）
（立付調整可）

メラミン焼付塗装敷居

（オフホワイト）PP樹脂成型品
5

棚板　樹脂コート化粧MDF

下地　フラッシュ

D

側板兼用鋼製スライドレール
30 30

引出口板6
0

樹脂コート化粧

パーティクルボード2
1
・

2
3

引出先板、底板

樹脂コート化粧ダボ　φ9

6
0

パーティクルボードアルミ製ニッケルメッキ

背板：樹脂コート化粧MDF貼
口板取付けブラケット

口板調整機能付

福山市御野交流館改築工事 38

樹脂コート化粧MDFフラッシュ

底板：樹脂コート化粧MDFt4mm

背板、地板取外し部：樹脂コート化粧MDFt4mm

（NEOボードプラス同等）

（ECOボードプラス同等）

主材：樹脂コート化粧パーティクルボードｔ20

樹脂コート化粧パーティクルボードｔ20、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼

樹脂コート化粧パーティクルボードｔ20、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼

口板：樹脂コート化粧パーティクルボードｔ20、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼

側板、向板：樹脂コート化粧パーティクルボードｔ15

口板：樹脂コート化粧パーティクルボードｔ20、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼

ワンタッチ脱着式スライド丁番（キャッチ機能付）　105°開き
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品 品

番 番

仕　　　様 仕　　　様

樹脂コート化粧パーティクルボード本 体 本体主材ステンレスクラッド管φ25、ABS樹脂（ブラック）

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼脚 部 アジャスター（ブラック）x4

ABS樹脂（ブラック）x2枚 樹脂コート化粧MDF貼水受皿 背 板

ABS樹脂 樹脂コート化粧パーティクルボード固定棚スリーブ

（ブラック、クールグレー、ワインレッドより選択） 木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

ポリ合板貼台 輪

備 考 （メラミン/ウレタンコート化粧パーティクルボード　ｔ20）

①超低ホルムアルデヒド（放散量0.04mg/l　※20℃環境下）

②スチレン　ゼロ

③汚染除去機能付（白のみ）

④マテリアルリサイクル可能品

品 品

番 番

仕　　　様 仕　　　様

メラミン化粧板貼　ポストフォーム加工 樹脂コート化粧パーティクルボード(木目柄)天 板 本体主材

樹脂コート化粧パーティクルボード(木目柄) 木口：樹脂シートｔ1.0mm貼本体主材

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼 樹脂コート化粧MDF貼背 板

樹脂コート化粧MDFフラッシュ  木口：シート貼 樹脂コート化粧パーティクルボード開 戸 固定棚

スライド丁番(キャッチ付)、樹脂製空気孔付堀込引手 木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

樹脂コート化粧MDFフラッシュ ポリ合板貼棚 板 台 輪

備 考 （メラミン/ウレタンコート化粧パーティクルボード　ｔ20）木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

①超低ホルムアルデヒド（放散量0.04mg/l　※20℃環境下）ステンレス面付棚柱、ステンレス棚受(可動ピッチ20mm)

②スチレン　ゼロポリ合板貼台 輪

③汚染除去機能付（白のみ）

④マテリアルリサイクル可能品

仕　　　様

枠：ラバーウッド集成材　UC塗装本　体

鏡用下地合板 ｔ5.5

ポリ合板貼、下地合板：ｔ5.5袖　壁

引　戸 ポリ合板貼、木口：木面貼 ｔ3

引手、調整式戸車、フラッターレール、ステンレス製関止

連動引戸金具、引戸カマ錠、戸当りゴム
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120 120ストッパー（奥側） ストッパー（奥側）

※鏡t=6mmは家具工事外とする。
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関止め（手前側）戸当りゴム 戸当りゴム

袖壁：
引戸：ポリ合板貼660 660

ポリ合板貼
木口：木面貼 ｔ3

（固定後、後貼）630 652.5 652.5 630

鏡:t6（家具工事外）652.5 652.5 鏡ｔ6＋接着ｔ17引手（桧）
50 下地合板:t5.5（家具工事）
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（シルバー）
内部木枠（タテ）：

ラバーウッド集成材　UC塗装

30x30 面取C2

30 2380 30

袖壁：ポリ合板貼15 2350 15

8
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5

押縁15x15クッションゴム クッションゴム 30
面取C5（全周）
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（四方）
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シリンダー錠

GSK-SS5.B同等 CPW-GS2.P.ZZ同等

BUW-W2.ZZ同等 CRR-W2.ZZ同等

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3
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縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632
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A2023年  3月 家具詳細図（１） 1/20 39福山市御野交流館改築工事

F-1 F-31階　風除室　　傘立て 1階　踏込　　下足入2ヶ所 1ヶ所

F-2 1階　交流スペース　　収納戸棚 1ヶ所

F-4a,b 1階　多目的室、大会議室　　姿見鏡 2ヶ所



備 考 （メラミン/ウレタンコート化粧パーティクルボード　ｔ20）
仕　　　様

①超低ホルムアルデヒド（放散量0.04mg/l　※20℃環境下）
ステンレス SUS430 ｔ1.0mm(R付) 表面仕上：#400天 板

②スチレン　ゼロ
水切りロール加工、下地合板 ｔ9mm電気排水給湯給水 ガス

略 ③汚染除去機能付（白のみ）
AC 100V ステンレス SUS430 ｔ1.0mm 表面仕上：#400 (D=200)シンク

記
④マテリアルリサイクル可能品

ステンレス SUS430 ｔ1.0mm 表面仕上：#400コンロ台号
※（株）西尾家具工芸社　同等製品以上

フタ受：ステンレス SUS430角パイプ□25
床立上は、FL+100以下としてください。

HWD コンロ台裏面（一方）：ケイカル板t5mm貼
E G給排水、電気、ガスに関する附帯工事は別途となります。

W
ステンレス SUS430 ｔ1.0mm(R付) 表面仕上：#400天フタ

※ガス配管は必ず器具承認図をご確認してください。
側パネル：スーパーポストフォーム加工(R8mm)本体主材

※水栓・コンセントの
内部：樹脂コート化粧MDFフラッシュ  木口：シート貼

本体への取付は家具工事。
取外し式地板：樹脂コート化粧MDFｔ4mm(ビス止)

附帯工事は設備・電気工事です。
配管立上り図　S=1/40 樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼開 戸

推　奨　調　理　器　具
※配線カバーは材工共に電気工事です。

スライド丁番(キャッチ付)

12ッ口ガステーブルコンロ RTS-336-2FTS
空気孔・品名差付引手

口板：樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼引 出

内部：樹脂コート化粧パーティクルボード(奥行=370mm)

底板：樹脂コート化粧MDFｔ4mm

スライドレール

空気孔・品名差付引手
側面OPEN

ポリ合板貼(樹脂製コーナーガード付)台 輪

附 属 器 具

1折畳み式混合水栓 NS-205

1大型ゴミカゴ付排水トラップ N-14BPs

2AC電気コンセント(EET付) AC-2P(WN11329)

品 品

番 番

仕　　　様 仕　　　様

樹脂コート化粧パーティクルボード 樹脂コート化粧パーティクルボード本体主材 本体主材

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼 木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

*地板 ステンレス板貼 SUS430 ｔ1.0mm 樹脂コート化粧MDFフラッシュ  木口：シート貼開 戸

樹脂コート化粧MDF貼（ハニカムコア芯） スライド丁番(キャッチ付)、樹脂製空気孔付堀込引手開 戸 （上段）

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼 四方框、敷居・鴨居レール：アルミ成形品(オフホワイト)引違戸

スライド丁番、ABS樹脂製ハンドル ガラス：透明強化ガラスｔ4mm(アルミ枠)

マグネットキャッチ 調整式戸車

樹脂コート化粧パーティクルボード 樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼開 戸棚 板

ポリ合板貼 スライド丁番(キャッチ付)、品名差付ラインハンドル（下段）台 輪

口板：樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼附属品 引 出

1ハンガーパイプ ステンレス巻パイプφ25(Sカン9ヶ付) 底板、先板：樹脂コート化粧パーティクルボード

3フック 玉付回転フック(TK-30) 側板兼用鋼製スライドレール、品名差付ラインハンドル

2雑巾掛け(戸裏) ステンレス巻パイプφ9.5(L350) 樹脂コート化粧MDFフラッシュ棚 板

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

ステンレス面付棚柱、ステンレス棚受(可動ピッチ20mm)

棚ダボφ9 (3段)

ポリ合板貼台 輪

備 考 （メラミン/ウレタンコート化粧パーティクルボード　ｔ20）

①超低ホルムアルデヒド（放散量0.04mg/l　※20℃環境下）

②スチレン　ゼロ

③汚染除去機能付（白のみ）

④マテリアルリサイクル可能品

品 品

番 番

仕　　　様 仕　　　様

ステンレス SUS430 ｔ1.0mm 表面仕上：#400 樹脂コート化粧パーティクルボード天 板 本体主材

下地合板 ｔ9mm 木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

樹脂コート化粧パーティクルボード 樹脂コート化粧MDF貼（ハニカムコア芯）開 戸本体主材

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼 木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼 スライド丁番、ABS樹脂製ハンドル引違戸

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手 マグネットキャッチ

引き残しストッパー 樹脂コート化粧MDFフラッシュ棚 板

樹脂コート化粧MDFフラッシュ 木口：樹脂シートｔ1.0mm貼棚 板

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼 ステンレス面付棚柱、ステンレス棚受(可動ピッチ20mm)

ステンレス面付棚柱、ステンレス棚受(可動ピッチ20mm) ポリ合板貼台 輪

備 考 （メラミン/ウレタンコート化粧パーティクルボード　ｔ20）ポリ合板貼台 輪

備 考 （メラミン/ウレタンコート化粧パーティクルボード　ｔ20） ①超低ホルムアルデヒド（放散量0.04mg/l　※20℃環境下）

①超低ホルムアルデヒド（放散量0.04mg/l　※20℃環境下） ②スチレン　ゼロ

②スチレン　ゼロ ③汚染除去機能付（白のみ）

③汚染除去機能付（白のみ） ④マテリアルリサイクル可能品

④マテリアルリサイクル可能品

天フタ固定用

ダボφ9（4ヶ所）

R10R10 200 100

280 820 400
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NKB-9.A.ZZ同等NNB-3.A.ZZ同等

NWB-1HB.S.ZZ同等 NNB-3W.ZZ同等

※2ッ口ガステーブルコンロ・ガスホースは設備工事（家具工事外）

図面番号縮尺図面名称工事名称
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縮尺率設計年月特記：訂正事項
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1階　実習室　　掃除用具入、食器戸棚

F-5 1階　実習室　試食台兼用調理台 3ヶ所

F-6 1ヶ所

F-7 F-81階　実習室　　作業台 1階　実習室　　収納戸棚1ヶ所 1ヶ所



品 仕　　　様
番

杉集成材　60ｘ60柱
仕　　　様

杉集成材　45ｘ90根太受

樹脂コート化粧パーティクルボード本体主材
杉集成材　40ｘ60根 太

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼
ラワン合板　ｔ12貼棚 板

樹脂コート化粧MDF貼背 板

樹脂コート化粧パーティクルボード固定棚

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

ポリ合板貼台 輪

備 考 （メラミン/ウレタンコート化粧パーティクルボード　ｔ20）

①超低ホルムアルデヒド（放散量0.04mg/l　※20℃環境下）

②スチレン　ゼロ

③汚染除去機能付（白のみ）

④マテリアルリサイクル可能品

仕　　　様 仕　　　様

ラバーウッド集成材　UC塗装 ポリ合板フラッシュ天 板 棚 板

木口：メラミン化粧板貼アングル

メラミン化粧板貼棚受材

木口：メラミン化粧板貼

附属品

3フック SUS製フック（EL-25）

仕　　　様 仕　　　様

ポリ合板フラッシュ 樹脂コート化粧MDF貼（ベタ芯構造）棚 板 本体主材

木口：メラミン化粧板貼 木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

メラミン化粧板貼 スチール製　白　BTK-480W棚受材 アングル

木口：メラミン化粧板貼

附属品

3フック SUS製フック（EL-25）
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棚受材(三方)：30x60
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（家具工事外）

2400

アングル取付下地補強要

ポールφ60（ラバーウッド集成材）

受座・ｱｼﾞｬｽﾀｰ

ポールφ60x1本

スチール製　ｔ9　400ｘ400　メラミン焼付塗装　3ヶ所

スチール製　ｔ9　250ｘ400　メラミン焼付塗装　1ヶ所

CRR-W2.ZZ同等

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％
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50％A3
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A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項
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F-9 F-101階　実習室　　荷物入 1階　印刷室　　用紙保管棚1ヶ所 1ヶ所

F-11 1階　事務室　　カウンター 1階　男子便所　　棚1ヶ所 1ヶ所

1階　女子便所　　棚 1ヶ所 1ヶ所1階　印刷室　　棚F-14

F-12

F-13



仕　　　様

ポリ合板貼台 輪

サンファーニ　ティオ（リクシル）吊戸棚

ステンレストップ　シルクエンボス加工流し台

サンファーニ　ティオ（リクシル）

グループ1　ハンドル引手　同等以上

附 属 器 具

給水栓 家具工事外

1排水トラップ

給水栓　材・工共　設備工事（家具工事外）

給水栓の開口サイズ、要確認

排水トラップは材のみ支給、工は設備工事（家具工事外）

給排水の接続に関する附帯工事は一切別途（家具工事外）

幕板：ポリ合板貼（白）
370扉キャッチ付

取付下地　補強
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縮尺率設計年月特記：訂正事項
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1階　給湯室　　吊戸棚、流し台 1ヶ所F-15
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（おもいやり）
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犬走り

犬走り

身障者用駐車場

荷物入

掃
除

具
食

器
棚

食
器

棚

収
納

棚

調理台(ガス)
試食台兼用

調理台(ガス)
試食台兼用

調理台(ガス)
試食台兼用

作業台 作業台

椅子

椅子収納台
×4

卓球台×2

折畳みｽﾃｰｼﾞ×3

展示パネル

展示ﾊﾟﾈﾙ脚

机 30台

ス
テ

ー
ジ

×
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事務机×6

印刷機
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文
書
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ﾛ
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冷

冷
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用
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保

管
棚

ｽﾏｰﾄｷｰ
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6.18㎡

9.61㎡

8.28㎡

7.09㎡

2.73㎡
45.75㎡
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置畳(半帖)30枚
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洗い場

ﾎﾜ
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ｰﾄ

ﾞ

洗濯機ﾊﾟﾝ
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下
部

本
棚
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153.00㎡

70.09㎡

Ｓ＝１／１００白板・掲示板配置図
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収納２

収納３

給湯室

相談室１

団体交流室

中会議室

印刷室

廊下１

事務室

相談室２

廊下２

ポーチ

風除室

多目的室
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交流スペース

踏込
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パッケージ型消火設備Ⅰ型（別途工事）
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消
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内

板

消

消

消

消

消

消
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図面番号縮尺図面名称工事名称
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WB-1 WB-2a

WB-2b

K-1a

K-1b

アルミ枠ホワイトボード(中会議室)　 W3000× H1200×FL+900

アルミ枠ホワイトボード(実習室)　 W1800× H1200×FL+900

木枠マグネット掲示板(廊下)　 W2760× H1060×FL+1100

アルミUシルエット枠

アルミホーロー平面白板

コーナーパーツ

プラスチック

(暗線無し)

正面図　S=1/30
正面図　S=1/30

正面図　S=1/30

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

木枠マグネット掲示板(交流スペース)　 W5040× H1140×FL+900

※木枠 自然塗料塗り

※木枠  自然塗料塗り

W寸法

H寸
法

W寸法

H寸
法

FL
高

FL
高

H寸
法

FL
高

W寸法

30 30

30
30

25 25
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15

30
30

30 30

木枠案内板(風除室)　 W1500× H900×FL+1100

H
寸

法

H寸
法

F
L高

W寸法

R5

84

アルミ枠

アルミホーロー平面白板

合板t5.5m/m

アルミ粉受

粉受サイドパーツ

プラスチック

ウラ桟30×24

ミルキーホワイト(無地)

F
L高

合板t5.5m/m

粉受サイドパーツ

プラスチック

アルミホーロー平面白板

ミルキーホワイト(無地)
アルミ粉受

＠900

T-2(Ｆ☆☆☆☆)

Ｌ金具 

＠900 T-2(Ｆ☆☆☆☆)

縦のみ＠360以内

3t×30×33×63
Ｌ金具

3t×30×33×63

コーナーパーツ
プラスチック

CL

5.5mmベニヤ板
掲示板

ビニール押縁：15x15

木枠：65x30

ニューマグネットクロス

ウラ桟：30x24@300

T-2(Ｆ☆☆☆☆)

横＠450以内

木レンガ：15x15x45
スチールアングル

3t×30×33×63

木レンガ：15x15x45@300

木レンガ

ウラ桟：30x24

スチールアングル

木枠：65×30

15x15x45@300

ビニール押縁：15x15

5.5mmベニヤ板

掲示板

ニューマグネットクロス
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3t×30×33×63
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縦断面図　S=1/3
横断面図　S=1/3

CL

横断面図　S=1/3 縦断面図　S=1/3

R2
0

CL

ラミネートシート貼り
+ホワイトボード

スチール複合板

ウラ桟：30x30@300

木枠：55×30

木枠：55×30 塩ビ樹脂押縁：15x15
粉受溝

(杉集成材･自然塗装)

ラミネートシート貼り
+ホワイトボード

スチール複合板

ウラ桟：30x35

(杉集成材･自然塗装)

塩ビ樹脂押縁：15x15

粉受溝

木枠：125x30

3t×30×33×63

3t×30×33×63

スチールアングル

スチールアングル

(杉集成材･自然塗装)

(自然塗装)

横断面図　S=1/3

縦断面図　S=1/3
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10

2

2

10

10

2

FL+3,400

一般部 出隅部 入隅部

Ｓ＝１／５流れ方向断面 Ｓ＝１／５桁行方向断面

通気層

下地板：構造用合板t=24

(継目気密テープ貼り)
断熱材：フェノールフォーム断熱材t=30

野地板：構造用合板t=12

破風：繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板210×17(塗装品)

破風下地：t=24

軒天換気材(軒先)

軒天：杉羽目板張り t=9×120 自然塗料塗り

軒天換気材(壁際)

ケラバ水切：屋根同材t=0.5

ケラバ唐草：屋根同材t=0.5

野縁：40×45 @455

野地板：構造用合板t=12

通気層

下地板：構造用合板t=24

(継目気密テープ貼り)
断熱材：フェノールフォーム断熱材t=30

軒天：杉羽目板張り t=9×120 自然塗料塗り

軒天換気材(壁際)

軒天換気材(軒先)

W165×H103.8　SUS製受け金物@600内外

軒といドレン(丸落し90φ)

鼻隠：繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板210×17(塗装品)

鼻隠下地：t=24

軒先唐草：屋根同材t=0.5

軒先水切：屋根同材t=0.5

軒樋:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5(既製品)

棟包み:屋根同材t=0.5

エプロン:屋根同材t=0.5

棟換気(既製品)：塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.4

水上取合い水切:屋根同材t=0.5

エプロン:屋根同材t=0.5

軒天換気材（軒先・壁際）は、塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.35(高耐食仕様) 軒天換気材（軒先・壁際）は、塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.35(高耐食仕様)

ガラス繊維テープ

ベースコートt=5

ガラス繊維入モルタルセメント板t=12.5

透湿防水シート 通気胴縁:18×45

シーリング

通気胴縁:18×60

スタンダードメッシュ全面伏込み

可とう性低汚染型装飾性塗壁

垂木：45×75＠455

通気垂木：45×75＠455

雨押え換気(既製品)：塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.4

コーナービート
ガラス繊維テープ

通気胴縁:18×60

ガラス繊維テープ

通気胴縁:18×60

防鼠付通気水切り WKF-N4015(城東テクノ)同等品
通気土台水切：塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.35

キソパッキン

野縁：40×45 @455

(株)タニタハウジング 棟まどS形同等品

(株)タニタハウジング 雨押さえS形同等品

たてはぜ葺:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5

下葺き材：アスファルトルーフィング940

たてはぜ葺:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5

下葺き材：アスファルトルーフィング940

レベラーt10

太陽光パネル取付金具　端部

太陽光パネル(設備工事)

太陽光パネル取付金具　中間
太陽光パネル(設備工事)

太陽光パネル取付金具　端部

太陽光パネル(設備工事)

太陽光パネル取付金具

太陽光パネル(設備工事)

太陽光パネル取付金具：スワロー工業(株)D-SWAT 瓦棒(三晃式)H＝35同等品

455以下 455以下
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一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

Tel. 084-949-3632

特記：訂正事項 設計年月 縮尺率

A1

A2

A3 50％

71％

100％

工事名称 図面名称 縮尺 図面番号
ティーズ設計事務所
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棟部詳細図

水上壁取合い部詳細図

S=1/5S=1/5 軒先部詳細図

S=1/5S=1/5

S=1/5外壁可とう性低汚染型装飾性塗壁詳細図 外壁土台部詳細図S=1/5

S=1/5 ケラバ部詳細図

太陽光パネル取付部詳細図
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0

Y15 Y15

洗い場

設計GL

1FL

設計GL

1FL

軒高さ+1,774.5

D10-@200

コンクリート金ごて押え

ボンベ庫
※外構詳細図参照

モルタル金ごて押え

コンクリート金ごて押え

モルタル金ごて押え

ステンレスグレーチング
FB-3(プレーン) P=30 H=20 歩行用

D10-@200

洗濯機パン(設備工事)

-110

-125

-125

-60

-60

-60

-150

-160

屋外消火器ボックス(消火器含む)

モルタル金ごて押え コンクリート金ごて押え

コンクリート金ごて押え

ボンベ庫
※外構詳細図参照

※外構詳細図参照

ステンレスグレーチング
FB-3(プレーン) P=30 H=20 歩行用

ボンベ置場 洗濯機置場

20
程

度
20

程
度

ＢⅠ類タイル(300mm角平・無釉)

ＡⅡ類タイル(ボーダー・施釉)

ＡⅡ類タイル(二丁屏風曲・施釉)

ＢⅠ類タイル(300mm角平・無釉)：LIXIL 陶墨染Ⅱ同等品

ＡⅡ類タイル(ボーダー・施釉)：LIXIL 陶灯火同等品

ＡⅡ類タイル(二丁屏風曲・施釉)：LIXIL 陶灯火同等品

目地モルタル(白)

20程度
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3.5

1FL

設計 GL

1FL

設計GL

L-40x40x2.3

(ZAM)

幕板：ND-JF2726AN

SUS410サラドリルビス5φx45

脳天ビス（デッキ同色塗装）

根太：40-70ハット型 @500

防錆鋼板ｔ1.6 (ZAM)

デッキ：ND-JF2760AC

押え金具

SUS410サラドリルビス5φx45

脳天ビス（デッキ同色塗装）

SUS M12ボルト

エポキシ樹脂系接着剤

10
0～

13
0

Max50

@500 @500

デッキ：ND-JF2760AC 根太：40-70ハット型 @500

防錆鋼板ｔ1.6 (ZAM)

エポキシ樹脂系接着剤

押え金具

SUS M12ボルト

格子：杉 45×60 @100 自然塗料塗り(WP) 上枠：杉 45×60 自然塗料塗り(WP)

下枠：杉 45×60 自然塗料塗り(WP)

5

≦900 ≦900@900

Max180Max180

≒
10

0

ステンレス釘

上枠：杉 45×60 自然塗料塗り(WP)

格子：杉 45×60 @100 自然塗料塗り(WP)

下枠：杉 45×60 自然塗料塗り(WP)
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外壁見切：杉 自然塗料塗り(WP)

80
25

10
5

Y14

城東テクノ FA-45-L27同等品
アルミ製オーバーハング

455以下

透湿防水シート

ガラス繊維入モルタルセメント板t=12.5

ベースコートt=5

通気胴縁:40×45通気胴縁:40×60

スタンダードメッシュ全面伏込み

455以下

可とう性低汚染型装飾性塗壁
ベースコートt=5
スタンダードメッシュ全面伏込み
ガラス繊維入モルタルセメント板t=12.5

10

杉羽目板張りt=9×120 自然塗料塗り(WP)

軒天：杉羽目板張り t=9×120 自然塗料塗り(WP)
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キソパッキン
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外壁端部見切：杉 自然塗料塗り(WP)

有限会社

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

Tel. 084-949-3632

特記：訂正事項 設計年月 縮尺率

A1

A2

A3 50％

71％

100％

工事名称 図面名称 縮尺 図面番号
ティーズ設計事務所

2023年  3月 A部分詳細図（２） 1/20・1/10・1/5 46福山市御野交流館改築工事

S=1/10ウッドデッキ詳細図 S=1/20洗い場・ボンベ置場・洗濯機置場詳細図

腰壁：タイル張り(なまこ壁調) S=1/20S=1/10

S=1/5S=1/5S=1/5S=1/5 外壁羽目板張り下部詳細図外壁端部見切詳細図外壁羽目板張り詳細図

外壁木ルーバー

外壁垂壁部(北側出入口)詳細図

ウッドデッキ：フクビ化学工業㈱プラスウッドデッキND同等品



FL

FLまでスラブ嵩上げ

パッケージ型消火設備(設備工事)
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140 306032.568532.5

174-φ

80
0

80
0

郵便受:ユニソン ルージュ ムトン05同等品

H H

(目地底 テープ張り)

天然杢化粧合板t=6(杉)

腰壁天端見切：杉 自然保護塗料

杉羽目板t=9×120 自然保護塗料

巾木：杉(白太) 自然保護塗料

腰壁天端見切：杉 自然保護塗料

巾木：杉(白太) 自然保護塗料

自然保護塗料
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40
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Ｓ＝１／１０断面
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40
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12

6

Ｓ＝１／１０断面
ナカ工業(株) NWS-S-I-60同等品

40
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12

12

10

野縁：40×45 @455 野縁：40×45 @455野縁：40×45 @455野縁：40×45 @455

ステンレス巾木：HL仕上

BⅠ類300角タイル

化粧目地モルタル

BⅠ類300角タイル

張付けモルタル

敷モルタル

ビニル床タイルt=3又はビニル床シートt=2.5

セルフレベリング材

パーティクルボードt=20
床パネル

ラワン合板t=12
ラワン合板t=5.5

モルタルダンゴ

ネダフォームt=65

床見切：桧105×45　自然塗料塗り

ビニル巾木

ビニル床シートt=2.0

ビニル巾木

ビニル床シートt=2.0 ビニル床シートt=2.0

床材巻上げ巾木

塩ビ廻り縁
塩ビ廻り縁

ロックウール化粧吸音板t=9
化粧石こうボードt=9.5

石こうボードt=9.5 石こうボードt=9.5
ロックウール化粧吸音板t=9

ラワン合板t=5.5
天然杢化粧合板t=6(シオジ)

ロックウール化粧吸音板t=9
石こうボードt=9.5

石こうボードt=12.5
珪藻土塗り

石こうボードt=12.5
塩化ビニル樹脂系壁紙
石こうボードt=12.5

化粧けい酸カルシウム板t=6(目地シール)
耐水石こうボードt=12.5

化粧けい酸カルシウム板t=6(目地シール)
耐水石こうボードt=12.5

ジョイナージョイナー

取付ネジ @450以内

トーソー(株) T-2N同等品
トーソー(株) T-3N同等品

ピクチャーレール(壁埋込)
ピクチャーレール(天井埋込)

取付ネジ @450以内

H=
83

0

H=
83

0

杉田エース 246-338同等品
カーテンボックス用ブラケット@600 SOP塗

木製カーテンBOX

100以下

(目地底 テープ張り)

乾
式

二
重

床
工

事

支持脚

ラワン合板t=12

乾式二重床：ﾌｸﾋﾞﾌﾘｰﾌﾛｱSDG同等品

杉複合フローリングt=12
杉複合フローリングt=12

杉羽目板t=9×120 自然保護塗料

木製廻り縁：杉 自然保護塗料
木製廻り縁：杉 自然保護塗料

自然保護塗料

天井見切：杉 自然保護塗料

天井出隅見切：杉 自然保護塗料

杉 自然保護塗料

壁出隅見切：杉 自然保護塗料 壁出隅見切：杉 自然保護塗料
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木製手摺

手摺：カバ集成材35φ　CL塗装

有限会社

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

Tel. 084-949-3632

特記：訂正事項 設計年月 縮尺率

A1

A2

A3 50％

71％

100％

工事名称 図面名称 縮尺 図面番号
ティーズ設計事務所

2023年  3月 A部分詳細図（３） 471/20・1/10・1/5福山市御野交流館改築工事

縦型手摺

床フローリング張り（乾式二重床システム）床タイル張り 床ビニル床タイル張り又はビニル床シート張り 床フローリング張り（ネダフォーム） 木製床見切

ステンレス巾木 ビニル巾木 床材巻上げ巾木 塩ビ廻り縁 木製廻り縁

天井出隅見切天井見切

S=1/5S=1/5S=1/5S=1/5S=1/5

S=1/5 S=1/5 S=1/5 S=1/5 S=1/5

S=1/5S=1/5

ピクチャーレール(天井付)S=1/5 S=1/5ピクチャーレール(壁付)

木製手摺 S=1/10S=1/5 腰壁：杉羽目板張り

郵便受け S=1/5木製カーテンBOXS=1/5

腰壁：天然杢化粧合板張りS=1/10・ 1/5 S=1/10・ 1/5 S=1/20パッケージ型消火設備



Y8 Y9

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(ﾅｯﾄ付)

4－M5
皿小ﾈｼﾞ

SUS

M8×65L
SS400

鏡 t=5(面取り加工)

フロントパネルケンドン式

床固定金具

洗面カウンター

ブラケット 3ヶ所

ジョイナー

指定巾木

メラミンポストフォームカウンター

75×45 @300程度

75×45

75×45

化粧けい酸カルシウム板t=6(目地シール)
耐水石こうボードt=12.5

化粧けい酸カルシウム板t=6(目地シール)

L型手摺:TOTO(株) T112CL10同等品
※取付補強をすること。

小便器用手摺:TOTO(株) T112CU22同等品
※取付補強をすること。 ※取付補強をすること。

荷物棚:TOTO(株) YKH51A同等品
※取付補強をすること。

可動手摺:TOTO(株) T113HK7R同等品

ユニバーサルシート:TOTO(株) EWC500RS同等品 消火器ボックス:ナカ工業 NHED-FTW同等品

洗面カウンター：TOTO MDWE同等品
※取付補強をすること。

衝突防止柵:(株)サンポール FNA-7U75-800同等品

※取付補強をすること。
ベビーチェア:TOTO(株) YKA16S同等品

※取付補強をすること。
ベビーシート:TOTO(株) YKA25同等品

シーリング

設備受材：杉45×60 自然保護塗料

ルーバー受材：杉45×60 自然保護塗料

天井ルーバー：杉30×60 自然保護塗料

ベビーシート

箇所室　名

S=1/20

1相談室１

ベビーチェア

箇所室　名

S=1/20

1女子便所

L型手摺

箇所室　名

男子便所

女子便所

2

S=1/20

3

1

小便器用手摺

箇所室　名

男子便所 1

S=1/20 荷物棚 S=1/20

室　名 箇所

男子便所 2

女子便所 3

可動手摺 S=1/20

箇所室　名

1

多目的便所

S=1/20

箇所室　名

1

多目的便所

多目的便所

ユニバーサルシート S=1/20消火器ボックス

S=1/20洗面カウンター S=1/20ライニング

S=1/20

S=1/20衝突防止柵

FL+3,400

両開戸 S=1/10遮音壁 小屋裏隔壁S=1/10 S=1/10一般壁S=1/10上吊式片引込戸S=1/10
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石こうボードt=12.5

横胴縁：18×45 @300程度

ラワン合板t=9

横胴縁：18×45 @300程度 横胴縁：18×45 @300程度 横胴縁：18×45 @300程度

グラスウール(24㎏品)t=100

石こうボードt=9.5石こうボードt=9.5
石こうボードt=12.5石こうボードt=12.5

石こうボードt=9.5
石こうボードt=12.5

石こうボードt=9.5
石こうボードt=12.5

横胴縁：18×45 @300程度横胴縁：18×45 @300程度

下地板：構造用合板t=24
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建具枠：杉 自然保護塗料

建具枠：杉 自然保護塗料

建具枠：杉 自然保護塗料

建具枠：杉 自然保護塗料

有限会社

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

Tel. 084-949-3632

特記：訂正事項 設計年月 縮尺率

A1

A2

A3 50％

71％

100％

工事名称 図面名称 縮尺 図面番号
ティーズ設計事務所

45分準耐火構造 H12建告1358号

2023年  3月 A部分詳細図（４） 1/20・1/10 48福山市御野交流館改築工事

天井ルーバー
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塩ビ製廻り縁
天井：化粧石こうボードt=9.5

40×45 @360

ラワン合板t=9

支柱：90×90
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40×45 @360
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分割ライン バトンパイプ

φ25 SUS ＃400研磨
Sカン

2ヶ所

分割ライン サイドキャップ

(スクリーン工事外)3ヶ所

取付金具
アルミ天板

スクリーンボックス

黒マスク

φ25.0アルミパイプ

3ヶ所

取付金具(スライド可能)
(バトン工事外)

バトンボックス

ハンドル巻上機

巾木：杉(白太)

壁：石こうボードt=12.5

20×15

45×90

壁：ラワン合板t=9素地

45×90

ラワン合板t=9

40×45 @360

床：ビニル床シートt=2.0
セルフレベリング材

石こうボードt=12.5下地

雑巾摺：20×15
セルフレベリング材
床：ビニル床シートt=2.0

45×90

壁：ラワン合板t=9素地

45×90
20×15

ラワン合板t=9

40×45 @360

支柱：90×90

90×90
20×15

ラワン合板t=9

40×45 @360

天井：化粧石こうボードt=9.5
塩ビ製廻り縁

(遮音壁面：石こうボードt=9.5下地)

吊木受：120×120

吊木：90×90 @1,800程度
吊木：90×90 @1,800程度

吊木：90×90 @1,800程度
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建具枠：杉 自然保護塗料

建具枠：杉 自然保護塗料

建具枠：杉 自然保護塗料

カーテンボックス用ブラケット@600 SOP塗
杉田エース 246-338同等品

カーテンボックス用ブラケット@600 SOP塗
杉田エース 246-338同等品
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スライド可能

取付金具

タッピングビス

ケース

ハンドル巻上機
スクリーン

アルミ天板

取付金具

タッピングビス
木製スクリーンボックス

木製バトンボックス

杉 自然保護塗料

杉 自然保護塗料

材質：アルミ合金押出型材 A6063S-T5

アルマイト_ホワイト電着塗装(N9.3マンセル近似値)

10kg

9.5kg

ハンドル

取付金具,タッピングビス

バトンボックス(建築工事)

ロータリーストップ、スピードコントローラー機構標準装備

ナノホワイト

材質：アルミ合金押出型材 A6063S-T5

フック棒

アルマイト_クリヤー電着塗装(シルバー色)

9.4kg

取付金具,タッピングビス

スクリーンボックス(建築工事)

別途工事

ケース

吊下荷重

仕　様

(株 )シネマ工房 BKK-4025同等品

質　量

付属品

別売品

別途工事

質　量

生地 (防炎品)

仕　様

(株 )シネマ工房 CKL-100WX同等品

付属品

天　板

有限会社

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

Tel. 084-949-3632

特記：訂正事項 設計年月 縮尺率

A1

A2

A3 50％

71％

100％

工事名称 図面名称 縮尺 図面番号
ティーズ設計事務所

2023年  3月 A部分詳細図（５） 1/20・1/5 49福山市御野交流館改築工事

スクリーン S=1/20　 S=1/5S=1/20　 S=1/5ステンレス製バトン

収納１ 収納２S=1/20 S=1/20収納３S=1/20
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ｶﾗｰｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

（おもいやり）

（屋根付き）

犬走り

犬走り

犬走り

身障者用駐車場

荷物入

掃
除

具
食

器
棚

食
器

棚

収
納

棚

調理台(ガス)
試食台兼用

調理台(ガス)
試食台兼用

調理台(ガス)
試食台兼用

作業台 作業台

椅子

椅子収納台
×4

卓球台×2

折畳みｽﾃｰｼﾞ×3

展示パネル

展示ﾊﾟﾈﾙ脚

机 30台

ス
テ

ー
ジ

×
3

事務机×6

印刷機

ｺﾋﾟｰ

作業台

長
尺

印
刷

機

文
書
用

ﾛ
ｯ
ｶｰ

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ

複合機

冷

冷

ｼｭﾚｯﾀﾞｰ

総
合

盤

用
紙
保

管
棚

ｽﾏｰﾄｷｰ

27.94㎡

41.10㎡

11.55㎡

6.18㎡

9.61㎡

8.28㎡

7.09㎡

2.73㎡
45.75㎡

15.94㎡

9.15㎡

置畳(半帖)30枚

1.82㎡

カ
ウ

ン
タ

ー

ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ

姿
見

鏡

下
足

入

6.66㎡

39.91㎡

連
絡

BO
X

展
示

棚

下
部

収
納

30
0×

40
0×

3段

10

郵便受け

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ

掃除

掃除

12.63㎡ 16.02㎡

6.16㎡

56.89㎡

姿見鏡

洗い場

ﾎﾜ
ｲﾄ

ﾎﾞ
ｰﾄ

ﾞ

洗濯機ﾊﾟﾝ

45.54㎡

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾞﾝﾍﾞ庫

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ

下
部

本
棚

火気使用なし

153.00㎡

70.09㎡

サイン配置図 Ｓ＝１／１００

収納１ 大会議室

収納２

収納３

給湯室

相談室１

団体交流室

中会議室

印刷室

廊下１

事務室

相談室２

廊下２

ポーチ

風除室

多目的室

EPS

交流スペース

踏込

ウッドデッキ

女子便所 男子便所

多目的便所

実習室

テラス

〔7.1ｍ〕

〔3.6ｍ〕〔2.8ｍ〕

〔2.8ｍ〕

〔1.3ｍ〕
〔12.0ｍ〕

〔3.9ｍ〕

IN-01

IN-02

IN-02

IN-02

IN-02

IN-02

IN-02

IN-02

IN-03

IN-04

IN-04

IN-06

IN-06
IN-05

IN-05

IN-05

IN-05

IN-05

IN-05

IN-05IN-05
IN-05

IN-05

IN-07

IN-07

IN-08

IN-07

埋込型消火器BOX　 消火器ABC10型

パッケージ型消火設備Ⅰ型（別途工事）

遮音壁

凡     例

消

傘立 傘立

案
内

板

消

消

消

消

消

消

消

図面番号縮尺図面名称工事名称
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事務室

事務室 団体交流室

scale:1/30 scale:1/30 scale:1/30 scale:1/30scale:1/30

scale:1/30scale:1/30 scale:1/30 scale:1/30 scale:1/30

枠天端合わせ

FL+1,350 FL+1,350FL+1,350

ピクトグラムは、JIS Z8210に適合するものとする。 ピクトグラムは、JIS Z8210に適合するものとする。

ピクトグラムは、JIS Z8210に適合するものとする。ピクトグラムは、JIS Z8210に適合するものとする。

Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ

受付窓口

ふく し み の こう りゅう かんやま

福山市御野交流館
Mino-Kouryuukan,Fukuyama City

使用申請受付 ※使用を希望される方は電話で空き状況をご確認ください

使用予定日の３か月前に当たる日から使用予定日の前日まで

（３ヵ月前に当たる日が休日の場合は翌開館日）

電話番号084-966-2424

受付時間 （祝日を除く）

8時30分～17時00分月～金曜日

土曜日 8時30分～12時15分

8時30分～22時00分

年末年始(12月29日～1月3日)休館日

開館時間

相談室２

SUS鋼板(5.0t)切り文字加工、HL仕上
スペーサー：SUS化粧パイプ(6.0φ)
スタッドボルト(M2)ピン立て
5㎜浮かし付け

scale:1/15

scale:1/15

シート貼(ガラス面直貼／内貼)

scale:1/15

シート切り文字貼(ガラス面直貼／内貼)

20
0

200295

20
0

1,000(1セット／ライン10本)

95 5

15
0

905

5

900

90
0

Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ

受付窓口

75
18

0
28

0

62
5

280

752

480

5 5
ふく し み の こう りゅう かん

Mino-Kouryuukan,Fukuyama City

やま

福山市御野交流館

使用申請受付

（３ヵ月前に当たる日が休日の場合は翌開館日）

※使用を希望される方は電話で空き状況をご確認ください

使用予定日の３か月前に当たる日から使用予定日の前日まで

8時30分～22時00分開館時間

休館日 年末年始(12月29日～1月3日)

受付時間（祝日を除く）

8時30分～12時15分

8時30分～17時00分月～金曜日

土曜日

電話番号 084-966-2424

福 館流交野御市山
団体交流室

事務室

scale:1/5

表示：シルクプロセス
表示面：アクリル板(3.0t／色板／マット)加工

内蔵取付金物：鋼板曲げ加工
ビス頭は、本体同色にタッチアップ塗装

scale:1/5

表示面：アクリル板(3.0t／色板／マット)加工
表示：シルクプロセス
使用中表示：アクリル板(3.0t／色板／マット)加工
着色：シート貼

scale:1/5

ミラーマット(3.0t)、コーキング剤併用接着

←【使用中】

シート切り文字貼(扉面直貼)

scale:1/5

表示：シルクプロセス

scale:1/5

表示面：アクリル板(5.0t／色板／マット)加工

ミラーマット(3.0t)、コーキング剤併用接着

本体：ステンレス箱加工(SUS304)

側面：ステンレス鋼板t=1.0 焼付塗装

表面：ステンレス鋼板t=1.2 焼付塗装

裏面：ステンレス鋼板t=1.2

書体：監督員と協議のこと

施設名市章
200×200×20295×200×20

現場にて打合せ

200

20
0

33

200

20
0

200

20
0

5

文字数による

200

30
0

200

30
0

25
25

20

相談室１

中会議室

図面番号縮尺図面名称工事名称
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IN-01 施設利用案内 IN-02 IN-03 受付窓口表示 室名表示(突出し)IN-04

IN-05 室名表示(壁付／一般室)

衝突防止 35.5ｍ

※予備〔2ｍ〕を含む

IN-06 室名表示(壁付／使用中表示付き) 室名表示(シート切り文字貼)IN-07

1ヶ所

10ヶ所 2ヶ所 3ヶ所

1ヶ所 2ヶ所

IN-08 1ヶ所館名文字
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0
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0

1,400

野地板:硬質木片セメント板(塗装品)t=18 100
5

100
5

野地板:硬質木片セメント板(塗装品)t=18

屋根:たてはぜ葺 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5

下葺き材:アスファルトルーフィング940

屋根:たてはぜ葺 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5

下葺き材:アスファルトルーフィング940

平均地盤面

梁天端(水下)

梁天端(水上)

Ｓ＝１／５０Ａ－Ａ断面図

鉄面：溶融亜鉛めっき DP塗り

（おもいやり）

（屋根付き）

屋根ライン

竪樋:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製(既製品)
60φ　SUS製掴み金物@1,200内外

60φ　SUS製掴み金物@1,200内外
竪樋:塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板製(既製品)

鉄面：溶融亜鉛めっき DP塗り

土間コンクリート金こて押え

車止めブロック(既製品)

土間コンクリート金こて押え

車止めブロック(既製品)

Ｓ＝１／５０平面詳細図

身障者用駐車場

特記事項

・鉄部見え掛り部は全て溶融亜鉛めっきの上DP(1級 )塗りとする。

車椅子マーク

C1 C2X17
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3,859.3

±0
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-130 -230

500 4,050

900

150

60

8 0

野地板:硬質木片セメント板(塗装品)t=18

内樋：耐酸被覆鋼板　芯材t=0.5

木製ルーバー：杉 30×60＠175 自然塗料塗り

軒といドレン(60φ落し)

竪樋：化粧ガルバリウム鋼板製 60φ

鼻隠し:繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板210×17塗装品
鼻隠し:繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板210×17塗装品

軒先桟鼻:屋根同材t=0.5

軒先唐草:屋根同材t=0.5

軒先水切:屋根同材t=0.5

けらば唐草:屋根同材t=0.5

けらば水切:屋根同材t=0.5

野地板:硬質木片セメント板(塗装品)t=18

たてはぜ葺：塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5

下葺き材:アスファルトルーフィング940 

たてはぜ葺：塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板t=0.5

下葺き材:アスファルトルーフィング940
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軒先詳細図 Ｓ＝１／５
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80
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けらば詳細図 Ｓ＝１／５
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身障者用駐車場棟
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60314
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7
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2,
36
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3

2,
30

7.
7

2,
10

0

溶接金網6φ×150×150 溶接金網6φ×150×150

2.3t

下レール

棚受

棚板

もや C-A4.0

鼻隠し 後

上枠 後

屋根板

上枠 前

間柱前

扉

床板
下枠 前 下枠 後

壁パネル

鼻隠し 前

上レール

床補強

溶接金網6φ×150×150

竪トイ 竪トイ

ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5
垂木 64x57x3.0/2.0t

柱 314x94
ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

竪枠 94x17x1.5t
ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5ｽﾃﾝﾚｽ SUS304

ﾁｪｰﾝﾛｯｸﾎﾟｰﾙ φ42.7x2.0t

前枠 27.3x32x1.5t
ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

ｽﾃﾝﾚｽ SUS304
ﾁｪｰﾝﾛｯｸﾎﾟｰﾙ柱 60x30x2.0t

ｽﾃﾝﾚｽ SUS304
ﾁｪｰﾝﾛｯｸﾎﾟｰﾙ φ42.7x2.0t

柱 314x94
ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

コンクリート金こて押え

竪樋 34.8x45.5x1.0t
ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

木目調ﾊﾟﾈﾙ 1.5t
ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

柱ﾍﾞｰｽ 420x200
ｽﾁｰﾙ材 SS400

ｽﾃﾝﾚｽ SUS304
ﾁｪｰﾝﾛｯｸﾎﾟｰﾙ柱 60x30x2.0t

角樋 30x45x1.0t
ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5
竪樋 34.8x45.5x1.0t

横枠 31.5x4.5x1.5t
ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

屋根材
ｱﾙﾐ樹脂複合板

ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5
後桁 102.5x104x2.8/4.0t前桁 114.9x110x4.0t

ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

屋根材押え 31.6x36.9x1.3t
ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

雨樋 95.1x128x1.6t
ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

雨樋補強材 9x32.9x1.5t
ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

コンクリート金こて押え

アンカー芯

Ｓ＝１／５０側面立面図Ｓ＝１／５０正面立面図

FL GL

GL(TP： 17.75ｍ )

FL

Ｓ＝１／５０断面図

基礎天端GL

※ヨド物置 エルモ  LMD-5118HW同等品

オプション:別売棚 (A2.0型× 2枚・A1.5型×2枚 )、トイセット、結露低減材付屋根、内アンカーセットを含む。

平面図 Ｓ＝１／５０

GL=(TP:17.94)

Ｓ＝１／５０屋根伏図 Ｓ＝１／５０基礎伏図

　オプション：チェーンロックポール、LED照明 (LPK-31型 )含む。

※LIXIL:アーキラインサイクルポート AR-A型同等品

FL

GL(TP： 17.75ｍ )

Ｓ＝１／５０正面立面図 Ｓ＝１／５０側面立面図 Ｓ＝１／５０断面図

FL

GL(TP： 17.75ｍ )

Ｓ＝１／５０正面立面図 Ｓ＝１／５０側面立面図 Ｓ＝１／５０断面図

基礎伏図 Ｓ＝１／５０平面図 Ｓ＝１／５０

※屋根材：国土交通省大臣認定  NM-1961

　に適合するものとする。

※国土交通省告示　第408号、第410号、第607号

・FC 21N/mm2

・スランプ：15cm

※コンクリート仕様

・ FC 21N/mm2

・スランプ：15cm

※コンクリート仕様

屋　根

外　壁

屋　根

外　壁
移設倉庫B

移設倉庫A
亜鉛合金めっき鋼板 t=0.4

亜鉛合金めっき鋼板 t=0.5

亜鉛合金めっき鋼板 t=0.4

亜鉛合金めっき鋼板 t=0.5

2.3

1.6

）（1.0 0.8

0.6

1.0

0.5

0.8

0.8

0.5

1.2

1.2

m

0.4

厚さ（ ）m

0.8

0.8

1.2

0.8

0.5

0.5

2.3

1.6

1.2 （1.0 ）

1.6

1.6

1.2

もや  D-A3.5S

もや  B-A3.5＜一般型＞

上レール

床 補 強

上 枠 前（後）

壁 パ ネ ル

アンカープレート（L）

床　板

間　柱

扉

袖　壁

中　柱

柱

下レール

上 枠 左,右

鼻 隠 し 前

鼻 隠 し 後

＜積雪型＞

もや  E-A3.5SW＜積雪型＞

下枠前（側・後・中）

上枠補強（積雪型のみ）

上枠中

上枠中＜一般型＞

＜積雪型＞ S

屋 根 板

部　　材　　名

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

塗装溶融亜鉛めっき鋼板

アルミニウム合金押出形材

JIS G3321 溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 SGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

塗装溶融亜鉛めっき鋼板（後塗装仕上げ）

JIS G3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 CGCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 （ツートンカラー）

 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 （ツートンカラー）

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 CGCC

JIS G3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 CGCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 CGCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

構造接着
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下枠 中
アンカーボルトW1/2×210

アンカーボルトW1/2×210 アンカーボルトW1/2×210 アンカープレート
下枠 (標準品切断して使用)内アンカー金具(Ｌ)(切断して使用)

溶接金網6φ×150×150 溶接金網6φ×150×150

Ｓ＝１／３０ Ｓ＝１／３０A-A断面図 B-B断面図

GL＝基礎天端 GL＝基礎天端

166 3333

30

3382

30

図 面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5
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Ｓ＝１／５０

Ｓ＝１／５０駐輪場棟

交流館付属倉庫棟

移設倉庫棟

（移設倉庫棟Ｂ）

（移設倉庫棟Ａ）

移設倉庫棟Ａ移設倉庫棟Ｂ
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合計：200.32㎡

北側花壇：40.76㎡
西側花壇：13.03㎡

東側花壇： 5.03㎡

211.20㎡×緑化率0.67＝141.50㎡
駐車場(緑化ブロック)：

≧ 188.95㎡　OK

浄化槽(50人槽)
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Ｓ＝１／１００外構配置図
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駐車場ライン引き(幅150・白)

H900

き Ａ

分類 幹周(㎝) 枝振(㎝) 樹高(㎝) 数量

中木 1200 220

320 2高木 ※ハナミズキ

※コゴメザクラ

20

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ
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Ｋ Ｌ

Ｍ
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え

ボンベ庫(本体及び消火器等)

キュービクル(基礎及びフェンス・消火器等)

浄化槽(地業及び底盤・上盤)

Ｈ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

凡 例

Ｆ

Ｇ 北側花壇

東側花壇

西側花壇

コンクリート擁壁A

コンクリート擁壁B

コンクリート擁壁C

既存擁壁嵩上げ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

コンクリート擁壁D

メッシュフェンス扉 W900×H2000
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視覚障害者誘導ブロック
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身障者用駐車場案内サイン

身障者用駐車場サイン

案内看板

屋外掲示板(自立式)

架橋架替え

き

雨水排水管(VP100)

雨水排水管(VU100)

雨水排水管(VU150)

コンクリート塀 H1,300

メッシュフェンス H2,000

アスファルト舗装

コンクリート舗装

緑化ブロック舗装
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移植植栽リスト

※敷地外 (神辺東ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ)仮移植先から移植する。
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西側花壇

VP100

コンクリート舗装

緑化ブロック舗装

アスファルト舗装

計画地盤高さを示す

植栽基盤整備範囲

インターロッキング

凡    例

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項
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・細目(滑り止め付)とする。
※鋼製グレーチング桝蓋は、落込式・T-2

既存擁壁天端 既存擁壁天端 既存擁壁天端

犬走り天端

既存擁壁天端(TP： 17.65)

既存擁壁天端（ TP： 17.64）

植栽用地盤面

舗装天端

設計GL(TP： 18.05)

植栽用地盤面 (TP： 17.59）

植栽用地盤面(TP： 18.10）

舗装面

植栽用地盤面 (TP： 18.00）

舗装天端又は浄化槽天端

植栽用地盤面(TP： 17.59）

架橋天端（ TP： 17.87）
1,

32
0

23
0

植 栽用地盤面(TP： 18.00）

既存擁壁天端（ TP： 17.64）

舗装天端

舗装天端 舗装天端 舗装天端

スロープ舗装天端

700

スロープ舗装天端

舗装天端

700700

犬走り天端

700

設計 GL(TP： 18.05ｍ )

植栽用地盤面

既存擁壁天端（ TP： 17.64）

コンクリート打放し

コア抜きφ75×H300 @2,000以内

朝日フェンス XW-1500-M(PN)同等品

φ50.8

目隠しフェンス H1,500

モルタル詰め
コア抜きφ75×H300 @2,000以内

メッシュフェンス H2,000

モルタル詰め

φ50.8

コア抜きφ75×H300 @2,000以内

φ50.8

メッシュフェンス H1,500

モルタル詰め

φ60.5φ60.5

メッシュフェンス扉 W900×H2,000
朝日フェンス シリンダー錠対応型門扉同等品

館銘板：SUS箱文字 厚20･HL仕上

コンクリート金ごて押え

市章板：SUS箱文字 厚20･HL仕上

50
～

18
0

0～
33

5

80
～

31
5

コア抜きφ85×H450
モルタル詰め

コンクリート打放し
コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート金ごて押え

コンクリート金ごて押え

コンクリート金ごて押え

コンクリート金ごて押え

30
～

12
5

1,
07

5

コンクリート打放し コンクリート金ごて押え

目あらし

650×650

350×350

H(
45

0以
下

)

H(
60

0以
下

)

450×450

750×750

600×600

940×940

H(
12

00
以

下
)

コンクリート金ごて押え

17
0～

38
0
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0～

37
0

コンクリート打放し

コンクリート金ごて押え コンクリート打放し
コンクリート金ごて押え

コンクリート打放し

コンクリート金ごて押え
コンクリート打放し

館銘板

フッ素樹脂塗装

コンクリート打放し
フッ素樹脂塗装

フッ素樹脂塗装

鋼製グレーチング桝蓋(集水桝)
コンクリート桝蓋又は コンクリート桝蓋 コンクリート桝蓋

≒3,500

朝日フェンス UN-A2000(50シリーズ)同等品 朝日フェンス UN-A1500(50シリーズ)同等品
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・ FC 21N/mm2

・スランプ：15cm

※コンクリート仕様

・ FC 21N/mm2

・スランプ：15cm

※コンクリート仕様

・FC 21N/mm2

・スランプ： 15cm

※コンクリート仕様

・FC 21N/mm2

・スランプ： 15cm

※コンクリート仕様

・ FC 21N/mm2

・スランプ：15cm

※コンクリート仕様

・ FC 21N/mm2

・スランプ：15cm

※コンクリート仕様

・FC 21N/mm2

・スランプ：15cm

※コンクリート仕様

・FC 21N/mm2

・スランプ：15cm

※コンクリート仕様

・FC 21N/mm2

・スランプ： 15cm

※コンクリート仕様

D10-@200
端部 D13

D10-@200

D10-@200 D10-@200

D10-@200
出隅部・端部 D13

D10-@200
出隅部・端部 D13

D10-@200

D10-@200
出隅部・端部 D13

D10-@200

D10-@200
出隅部・端部 D13

差し筋アンカーD10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200
端部 D13

D10-@200

D10-@200
端部 D13

D10-@200

D10-@200
端部 D13

D10-@200
端部 D13

D10-@200

流交野御市山福 館

70
10

0

50
15

0

再生クラッシャラン

路床

コンクリート版

プライムコート PK-3

路床

再生クラッシャラン

再生加熱アスファルト混合物
地先境界ブロック

モルタル

捨てコンクリート

再生クラッシャラン

ホールキャップ

パーキングストッパーC

接着剤

モルタル

良質客土（タエルド）

芝生(目土）

□300

不織布

リビオ[ai]緑化80同等品

敷砂層

再生クラッシャラン

フィルター層

路床

不織布

(300) 視覚障害者誘導ブロック

敷砂層

路床

再生クラッシャラン

金こて押え（スロープ部：くし引き仕上）
120

10
0

50
12

0
10

160

10
0

20
80

15
0

10
0

60
30

10
0

※ユニソン　リビオ[ai]緑化80同等品

※緑化率 67％

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

有限会社 ティーズ設計事務所

A2023年  3月 1/20・1/10外構詳細図（１） 55福山市御野交流館改築工事
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メッシュフェンス H2,000 目隠しフェンス H1,500メッシュフェンス H1,500メッシュフェンス扉 W900×H2,000

視覚障害者誘導ブロックパーキングブロック緑化ブロック舗装コンクリート舗装 舗装境界ブロック

コンクリート塀 H1,300

西側花壇 東側花壇

北側花壇

既存擁壁嵩上げ 雨水桝A･集水桝A 雨水桝B 雨水桝C

コンクリート擁壁A コンクリート擁壁B コンクリート擁壁C コンクリート擁壁D

アスファルト舗装



※ホクエイ  ボンベック LBN-200同等品

300

30
0

看板体：アルミ複合板 t3

印刷　：屋外用印刷フィルム貼

※小梁(H-194× 150× 6× 9)の側面に取付ける。

※ピクトグラムは、JIS Z8210に適合するものとする。

主筋:4-D13

フープ:D10@100

砕石

シリンダー錠

コンクリート打放し

側面図正面図

平面図-Ａ－Ａ

ナカ工業　NHD-3000N同等品

コンクリート金こて押え

屋外用消火器ボックス(消火器ABC10型含む)

Ｓ＝１／３０正面図 Ｓ＝１／３０側面図

舗装天端

10

5 6 7

3

アンカーボルト位置対角寸法
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番 号 品 名 個 数 記 事

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 高耐食めっき鋼板

めっき鋼板　t0.4

高耐食めっき鋼板

めっき鋼板

めっき鋼板

高耐食めっき鋼板

めっき鋼板

高耐食めっき鋼板

めっき鋼板

めっき鋼板

めっき鋼板

前柱

シャッター

側パネル

屋根

母屋

後土台

横桟

後柱

屋根受け雨樋

左右土台

右1左1

1

2

1

1

4

右1左1

右1左1
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前1後1

1前梁
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0
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※神栄ホームクリエイト　 SK-2071-3-SC同等品

LED灯付

50
0

以
降

電
気

工
事

(別
途

)

植栽用地盤面 (TP： 18.00）

外観図 S=1/20

印刷　　　　　：屋外用印刷フィルム貼

表示基板分割位置

D13ﾀﾃﾖｺ
 @190

※アンカー以外のビス類は全てステンレスとする。

ベース　　　　：鋼材加工品、溶融亜鉛メッキ仕上

トップフレーム：t3.0アルミ板、アルマイト（シルバー）

サイドフレーム：アルミ押出形材、アルマイト（シルバー）クリア塗装

支柱　　　　　：アルミ押出形材、アルマイト（シルバー）クリア塗装

裏パネル  ：t2.0 アルミ板、合成樹脂焼付塗装（ダークグレー）

表示基板  ：t2.0 アルミ板、合成樹脂焼付塗装（ダークグレー）

館
流
交
野
御
市
山
福

印刷：屋外用印刷フィルム貼 ※コンクリート仕様

・FC 21N/mm2

・スランプ： 15cm

※コンクリート仕様

・ FC 21N/mm2

・スランプ：15cm

※コンクリート仕様

・ FC 21N/mm2

・スランプ：15cm
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400

420

10

φ60.5

83
0

植栽用地盤面

現在地

4バンド

アルミ押出型材
アルマイトシルバー仕上

表示面

ホワイト仕上
アルミ複合板 3t

支柱

アルミ押出型材
アルマイトシルバー仕上

ボルト、ナット

樹脂コーナー

グレー

支柱上部フタ

アルミキャップ

343 10mm

Ｐ 駐車場

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

有限会社 ティーズ設計事務所

A2023年  3月 1/30外構詳細図（２） 56福山市御野交流館改築工事

Ｓ＝１／２０ Ｓ＝１／２０

Ｓ＝１／５

Ｓ＝１／３０

Ｓ＝１／３０

案内看板

身障者用駐車場サイン

身障者用駐車場案内サイン屋外掲示板

ボンベ庫



Ｓ＝１／５０仮設土留工事図

※本図は参考図であり現地状況により適切に変更対応すること。

※地下水の状況により釜場排水とする。

※施工時特にＦＲＰ搬入時の切梁盛り換え時には、山留め壁の崩壊に注意して、適切に処置すること。

※鋼矢板はＳＰ－Ⅲ型とし、クラッシュパイラー工法同等とする。

（ＳＰ－Ⅲ型　１７枚）

鋼矢板ＳＰ－Ⅲ(7.0m)

（
Ｓ

Ｐ
－

Ⅲ
型

　
１

枚
）

G.L.

Ｓ＝１／５０土留参考断面図

鋼矢板SP-Ⅲ(7.0m)
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メッシュフェンスH=1,500

消

フェンス門扉W900×H1,500

キュービクル(別途工事)

朝日フェンス シリンダー錠対応型門扉同等品

朝日フェンス シリンダー錠対応型門扉同等品

フェンス門扉W1,900×H1,500

メッシュフェンスH=1,500

D13-@200

D13-@200

D13@200

φ４５０ φ６００ φ４５０ φ６００

支柱200φ

支柱200φ

支柱200φ

ナカ工業　NHD-3000N同等品
屋外用消火器ボックス(消火器ABC10型含む)

1-D16

D13@200

朝日フェンス UN-A1500(50シリーズ)同等品

朝日フェンス UN-A1500(50シリーズ)同等品

・FC 21N/mm2

・スランプ：15cm

※コンクリート仕様

※鉄筋仕様

・ＳＤ２９５

Ｓ＝１／５０A-A断面図

設計GL-125

Ｓ＝１／５０配置図

マンホール位置

Ａ Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｓ＝１／５０頂版開口図 Ｓ＝１／５０Ｂ－Ｂ断面図

ＦＳ１

柱頭部 床版部

Ｓ１

主筋　４－Ｄ１３

HOOP D10 @ 100

D13 @ 200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13 @ 200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

Ｓ＝１／５０ Ｓ＝１／５０Ｂ－Ｂ断面配筋図底版平面図

Ｓ＝１／５０Ａ－Ａ断面図

Ｓ＝１／５０

開口補強筋要領図

1-D13ﾀﾞﾌﾞﾙ
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2-D13ﾀﾞﾌﾞﾙ

・FC 21N/mm2

・スランプ： 15cm
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※鉄筋仕様

・ＳＤ２９５
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ワイヤメッシュ

（ハイテンション線）

亜鉛・アルミ・マグネシウム

合金めっき鉄線

蝶番

φ60.5×2.3

φ50.8×1.6

戸当りt=2.3

ストライクt=2.0(SUS)

シリンダー錠・レバーハンドル

□120×40×1.6

φ60.5×3.2

シ リ ン ダ ー 錠

レバーハンドル

φ50.8×1.6

ワイヤメッシュ

（ハイテンション線）

亜鉛・アルミ・マグネシウム

合金めっき鉄線

ストライクt=2.0(SUS)

戸当りt=2.3

φ50.8×1.6

φ50.8×1.6

□120×40×1.6 蝶番

押し取手押え金具PL2.0(SUS)

落し

(舟形落し受付)

ワイヤメッシュ

（ハイテンション線）

亜鉛・アルミ・マグネシウム

合金めっき鉄線

φ50.8×2.3

〔                 　　　　　〕

設計 GL-125

Ｓ＝１／２０フェンス門扉 W900×H1,500

設計GL-125

Ｓ＝１／２０フェンス門扉 W1,900×H1,500

〔                 　　　　　〕

朝日フェンス シリンダー錠対応型門扉同等品朝日フェンス  シリンダー錠対応型門扉同等品

メッシュフェンス H1,500 Ｓ＝１／２０

〔                 　　　　　〕

設計GL-125

朝日フェンス  UN-A1500(50シリーズ)同等品

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632
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仮設工事特記事項

２．仮設図に記載された仮設等は、発注者の考え方を示したものであって、実際の施工

　　においては、事前に詳細な調査・検討を行い、より安全な施工に努めること。

４．仮設計画は、監督員の承諾を得ること。

３．仮設計画を立案する前に、監督員と充分協議すること。

Ｓ＝１／２００Ｓ＝１／２００

１．工事車両出入口：キャスターゲート程度とする。
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凡　　例

工事車両進入路

工事建物

敷鉄板　　 1,524× 6,096

キャスターゲート　　W3.0m× H1.8m：１か所

仮囲い(成形鋼板) H=2.0m　※範囲図示

仮囲い(防炎ｼｰﾄ張り) H=2.0m　※範囲図示

キャスターゲート　　W6.0m× H1.8m：１か所

敷鉄板

敷鉄板

敷鉄板
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　また、夜間は照明等を設置し足元を明るくする。

※作業は昼間に行い、夜間は歩行者が通行出来るよう
　足元に段差がなく堅固な状態に、歩道を復旧する。
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(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)

(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)

６６６６６６６

　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）

章章章章章章章 項項項項項項項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項 章章章章章章章 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項項項項項項項項 項項項項項項項章章章章章章章 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項

直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎 （（（（（（（ ・・・・・・・ 地盤改良（地盤改良（地盤改良（地盤改良（地盤改良（地盤改良（地盤改良（ 表層改良表層改良表層改良表層改良表層改良表層改良表層改良・・・・・・・ ・・・・・・・ 柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良 ））））））） ）））））））

設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力

・・・・・・・ 杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎

KN／㎡KN／㎡KN／㎡KN／㎡KN／㎡KN／㎡KN／㎡

・・・・・・・ 最初の１本最初の１本最初の１本最初の１本最初の１本最初の１本最初の１本 ・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による・・・・・・・

※※※※※※※ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない

※※※※※※※ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない

試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭 位置，本数及び寸法位置，本数及び寸法位置，本数及び寸法位置，本数及び寸法位置，本数及び寸法位置，本数及び寸法位置，本数及び寸法

杭の載荷試験杭の載荷試験杭の載荷試験杭の載荷試験杭の載荷試験杭の載荷試験杭の載荷試験

地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験

試験及び報告書試験及び報告書試験及び報告書試験及び報告書試験及び報告書試験及び報告書試験及び報告書２２２２２２２

３３３３３３３ 既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭

地業地業地業地業地業地業地業

５５５５５５５

杭地業杭地業杭地業杭地業杭地業杭地業杭地業

場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ 施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する

寸法等寸法等寸法等寸法等寸法等寸法等寸法等

試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭

本杭本杭本杭本杭本杭本杭本杭

軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

拡底径拡底径拡底径拡底径拡底径拡底径拡底径

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

杭長杭長杭長杭長杭長杭長杭長

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)符号符号符号符号符号符号符号 セット数セット数セット数セット数セット数セット数セット数

長期設計支持力長期設計支持力長期設計支持力長期設計支持力長期設計支持力長期設計支持力長期設計支持力

（ｋN／本）（ｋN／本）（ｋN／本）（ｋN／本）（ｋN／本）（ｋN／本）（ｋN／本） 備考備考備考備考備考備考備考

コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別

・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種

・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による

コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度

材料材料材料材料材料材料材料

　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値

　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による評定等評定等評定等評定等評定等評定等評定等

　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種

７７７７７７７ コンクリートの材料コンクリートの材料コンクリートの材料コンクリートの材料コンクリートの材料コンクリートの材料コンクリートの材料

セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない

工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合

節節節節節節節

検査基準検査基準検査基準検査基準検査基準検査基準検査基準

※全て※全て※全て※全て※全て※全て※全て

※第６水準※第６水準※第６水準※第６水準※第６水準※第６水準※第６水準

工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合

ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％

※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部

種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　

寸法，継手，性能等寸法，継手，性能等寸法，継手，性能等寸法，継手，性能等寸法，継手，性能等寸法，継手，性能等寸法，継手，性能等

符号符号符号符号符号符号符号 杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径

(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）

杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）

及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類

上杭上杭上杭上杭上杭上杭上杭

中杭中杭中杭中杭中杭中杭中杭

下杭下杭下杭下杭下杭下杭下杭

上杭上杭上杭上杭上杭上杭上杭

中杭中杭中杭中杭中杭中杭中杭

下杭下杭下杭下杭下杭下杭下杭

厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ

(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）

継手数継手数継手数継手数継手数継手数継手数 本数本数本数本数本数本数本数 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度

(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）

長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支

持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）

備考備考備考備考備考備考備考

試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭

本杭本杭本杭本杭本杭本杭本杭

鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業４４４４４４４ 施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する

符号符号符号符号符号符号符号 杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径

(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）

杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）

及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類

上杭上杭上杭上杭上杭上杭上杭

中杭中杭中杭中杭中杭中杭中杭

下杭下杭下杭下杭下杭下杭下杭

上杭上杭上杭上杭上杭上杭上杭

中杭中杭中杭中杭中杭中杭中杭

下杭下杭下杭下杭下杭下杭下杭

厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ

(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）

継手数継手数継手数継手数継手数継手数継手数 本数本数本数本数本数本数本数 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度

(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）

長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支

持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）

備考備考備考備考備考備考備考

試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭

本杭本杭本杭本杭本杭本杭本杭

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）

先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形

なお，特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお，特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお，特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお，特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお，特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお，特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお，特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとする

ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策

　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）

杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による

　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による

杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する

　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

　※構造図による　※構造図による　※構造図による　※構造図による　※構造図による　※構造図による　※構造図による

杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )

施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法

　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法

　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度

　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上

　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法

　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない

杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度

　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法

※普通ポルトランドセメント※普通ポルトランドセメント※普通ポルトランドセメント※普通ポルトランドセメント※普通ポルトランドセメント※普通ポルトランドセメント※普通ポルトランドセメント

セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類 使　用　部　位使　用　部　位使　用　部　位使　用　部　位使　用　部　位使　用　部　位使　用　部　位

・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ

・・・・・・・

・構造床・構造床・構造床・構造床・構造床・構造床・構造床

Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種・・・・・・・※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種

・・・・・・・・モルタル・モルタル・モルタル・モルタル・モルタル・モルタル・モルタル８８８８８８８

デッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレート７７７７７７７

羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト※※※※※※※

※※※※※※※

ボルトの種類ボルトの種類ボルトの種類ボルトの種類ボルトの種類ボルトの種類ボルトの種類

胴の種類胴の種類胴の種類胴の種類胴の種類胴の種類胴の種類ターンバックルターンバックルターンバックルターンバックルターンバックルターンバックルターンバックル６６６６６６６

・・・・・・・

・・・・・・・

材　料材　料材　料材　料材　料材　料材　料

工　法工　法工　法工　法工　法工　法工　法

材質・形状・寸法材質・形状・寸法材質・形状・寸法材質・形状・寸法材質・形状・寸法材質・形状・寸法材質・形状・寸法

柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル

溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験９９９９９９９

鉄面鉄面鉄面鉄面鉄面鉄面鉄面錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装10101010101010

耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面

亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面

・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674

※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による

・ＪＩＳ　Ｋ5551，5552・ＪＩＳ　Ｋ5551，5552・ＪＩＳ　Ｋ5551，5552・ＪＩＳ　Ｋ5551，5552・ＪＩＳ　Ｋ5551，5552・ＪＩＳ　Ｋ5551，5552・ＪＩＳ　Ｋ5551，5552

現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り

現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り

工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り

工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り

・行う・行う・行う・行う・行う・行う・行う ・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない

11111111111111 耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆 種別及び性能種別及び性能種別及び性能種別及び性能種別及び性能種別及び性能種別及び性能

種別種別種別種別種別種別種別

・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け ・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール

・　・　・　・　・　・　・　

・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール

・　・　・　・　・　・　・　

・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板

・　・　・　・　・　・　・　

・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り

・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け

材料・工法材料・工法材料・工法材料・工法材料・工法材料・工法材料・工法
性能性能性能性能性能性能性能

（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）

適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所

（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）

　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り

材料及び工法は，建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は，建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は，建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は，建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は，建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は，建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は，建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料 ・　・　・　・　・　・　・　

・　・　・　・　・　・　・　

・・・・・・・高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合

溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき13131313131313

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別12121212121212

リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理 ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理※※※※※※※

溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法 ※※※※※※※ Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）

摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による

章章章章章章章

４４４４４４４ 基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

項項項項項項項

　

地

業

工

事

　

地

業

工

事

　

地

業

工

事

　

地

業

工

事

　

地

業

工

事

　

地

業

工

事

　

地

業

工

事

施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する

種類種類種類種類種類種類種類

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）

　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　

寸法，継手，性能等寸法，継手，性能等寸法，継手，性能等寸法，継手，性能等寸法，継手，性能等寸法，継手，性能等寸法，継手，性能等

割枠式割枠式割枠式割枠式割枠式割枠式割枠式

　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による

　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）

（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上

　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による

　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　

　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による

　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法

　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）

掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）

併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　

鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）

孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う

　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器

　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所

　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない

　スランプ値　スランプ値　スランプ値　スランプ値　スランプ値　スランプ値　スランプ値

　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　

　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う

19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による

0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上※※※※※※※

９９９９９９９

８８８８８８８

７７７７７７７

６６６６６６６ 砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業

断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材

床下防湿層床下防湿層床下防湿層床下防湿層床下防湿層床下防湿層床下防湿層

捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業

※※※※※※※

・・・・・・・

・・・・・・・ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚・・・・・・・

50505050505050※※※※※※※厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）

再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※ 切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石

その他その他その他その他その他その他その他

直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎

・・・・・・・

材料材料材料材料材料材料材料

・・・・・・・60606060606060厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）

・・・・・・・

５５５５５５５
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鉄
　
筋
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事

　
鉄
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事

　
鉄
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１１１１１１１ 鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別 鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋

類　　別類　　別類　　別類　　別類　　別類　　別類　　別 種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別 径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)

・・・・・・・

※※※※※※※ ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112 ・・・・・・・

２２２２２２２ 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網 網目の形状，寸法及び径（mm）網目の形状，寸法及び径（mm）網目の形状，寸法及び径（mm）網目の形状，寸法及び径（mm）網目の形状，寸法及び径（mm）網目の形状，寸法及び径（mm）網目の形状，寸法及び径（mm） ・・・・・・・

施工場所施工場所施工場所施工場所施工場所施工場所施工場所 （（（（（（（ ）））））））

３３３３３３３ 柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手 ・・・・・・・ ・・・・・・・

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手・・・・・・・ 機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手 ・・・・・・・

継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置 ※※※※※※※ 鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による ・・・・・・・

４４４４４４４ 梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強 ※※※※※※※ 鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による ・・・・・・・ 各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1 ・・・・・・・

５５５５５５５ 圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査 検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法 ※※※※※※※ 超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験

・・・・・・・ 引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験

６６６６６６６ 柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋 ・・・・・・・ 組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。

鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強

　・　　・　　・　　・　　・　　・　　・　

鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　

鉄筋の重ね継手長さ，主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ，主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ，主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ，主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ，主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ，主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ，主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による

杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度

　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　

１１１１１１１

水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比

※※※※※※※ 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

※※※※※※※ 軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート

適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所種類種類種類種類種類種類種類

・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種

スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ

（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）
適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

※　21※　21※　21※　21※　21※　21※　21

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ

（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）

コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度６６６６６６６
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※　21※　21※　21※　21※　21※　21※　21

３３３３３３３

※※※※※※※ 屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。

２２２２２２２ コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別

５５５５５５５ コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量

・・・・・・・ アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し，コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し，コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し，コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し，コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し，コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し，コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し，コンクリート中の総アル

４４４４４４４ コンクリート中のコンクリート中のコンクリート中のコンクリート中のコンクリート中のコンクリート中のコンクリート中の

塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量

※※※※※※※

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

18181818181818

15151515151515

Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）

Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）

カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。

ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295

ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345

ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）

　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による

施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法

　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法

杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度

　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　

杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手

　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による

　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による

杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない

　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する

　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による

杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合） ・（　）・（　）・（　）・（　）・（　）・（　）・（　）

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法

　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による

　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）

　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う

ＡＥ剤，ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤，ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤，ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤，ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤，ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤，ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤，ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）※※※※※※※混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料

※※※※※※※ フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種，Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種，Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種，Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種，Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種，Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種，Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種，Ⅱ種若しくはⅣ種

※※※※※※※ 高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）

※※※※※※※ シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）

コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造

工場の選定工場の選定工場の選定工場の選定工場の選定工場の選定工場の選定

※※※※※※※８８８８８８８ レディミクストコンクリート工場の選定は，監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は，監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は，監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は，監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は，監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は，監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は，監督員の承諾を受ける。

９９９９９９９ 強度強度強度強度強度強度強度

適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　

上上上上上上上

旬旬旬旬旬旬旬

中中中中中中中
全て全て全て全て全て全て全て

11月11月11月11月11月11月11月 12月12月12月12月12月12月12月 １月１月１月１月１月１月１月 ２月２月２月２月２月２月２月 ３月３月３月３月３月３月３月

旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬

下下下下下下下 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下

3.03.03.03.03.03.03.0

3.03.03.03.03.03.03.0

3.03.03.03.03.03.03.0

6.06.06.06.06.06.06.0

6.06.06.06.06.06.06.0

6.06.06.06.06.06.06.0 3.03.03.03.03.03.03.0

3.03.03.03.03.03.03.0

4～10月4～10月4～10月4～10月4～10月4～10月4～10月

3.03.03.03.03.03.03.0

セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント

普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド

セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント

早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド

セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント

地域地域地域地域地域地域地域

市内全域市内全域市内全域市内全域市内全域市内全域市内全域

北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域

その他その他その他その他その他その他その他

・・・・・・・

・・・・・・・

北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域

その他その他その他その他その他その他その他

：：：：：：：

：：：：：：：

新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域

上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域

暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート ※※※※※※※ 日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合

寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート 適用期間適用期間適用期間適用期間適用期間適用期間適用期間 （（（（（（（ ）））））））

10101010101010

11111111111111

12121212121212 コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

強度試験強度試験強度試験強度試験強度試験強度試験強度試験

※※※※※※※

13131313131313 外部に面する外部に面する外部に面する外部に面する外部に面する外部に面する外部に面する

コンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放し

仕上仕上仕上仕上仕上仕上仕上

※※※※※※※ 打増厚さ打増厚さ打増厚さ打増厚さ打増厚さ打増厚さ打増厚さ （（（（（（（ ）））））））

14141414141414 型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板 ※※※※※※※ 合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm） ・・・・・・・ 合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）

・・・・・・・ 床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）

・・・・・・・ メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠

・・・・・・・ 断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）

・・・・・・・

（（（（（（（

15151515151515 マスコンクリートマスコンクリートマスコンクリートマスコンクリートマスコンクリートマスコンクリートマスコンクリート セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類 （（（（（（（ ）））））））

ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）

）））））））

（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による

適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所 （（（（（（（ ）））））））

混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料 （（（（（（（ ）））））））

16161616161616 水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート 水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）

※50※50※50※50※50※50※50 ・・・・・・・

スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）

※15※15※15※15※15※15※15 ・・・・・・・

適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

17171717171717 打継部打継部打継部打継部打継部打継部打継部 止水板止水板止水板止水板止水板止水板止水板 止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所

適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所

（（（（（（（

（（（（（（（

※※※※※※※ ・・・・・・・ 幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上

）））））））

）））））））

打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置 ※※※※※※※ 標仕による標仕による標仕による標仕による標仕による標仕による標仕による ・・・・・・・

18181818181818 無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート 適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所 ※※※※※※※ 6.14.1による6.14.1による6.14.1による6.14.1による6.14.1による6.14.1による6.14.1による ・・・・・・・

粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）

※※※※※※※ 25mm以下25mm以下25mm以下25mm以下25mm以下25mm以下25mm以下

コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質

スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類 適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）

・・・・・・・普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 18181818181818 15151515151515 ・・・・・・・ 18181818181818 ・・・・・・・ 捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート

・・・・・・・

19191919191919 流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート ・・・・・・・ 適用適用適用適用適用適用適用 （（（（（（（ ）））））））

適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない・・・・・・・適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する※※※※※※※施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者

加工能力加工能力加工能力加工能力加工能力加工能力加工能力

製作工場の製作工場の製作工場の製作工場の製作工場の製作工場の製作工場の

監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場・・・・・・・次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場・・・・・・・

鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場

施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者

鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び１１１１１１１

・・・・・・・ 試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う※※※※※※※ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合

使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所規　　　　格規　　　　格規　　　　格規　　　　格規　　　　格規　　　　格規　　　　格

ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外

ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外

ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

材　　質材　　質材　　質材　　質材　　質材　　質材　　質

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400

ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400

ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400

鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材２２２２２２２

※※※※※※※ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径

ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト４４４４４４４

※※※※※※※ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径

）））））））

）））））））

）））））））

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）

２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）

※※※※※※※

※※※※※※※

※※※※※※※

（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類

（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類

（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類

溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト

トルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルト

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト３３３３３３３

１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）

ＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルト

・・・・・・・

※※※※※※※

・・・・・・・

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による

図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による

材質及び設置材質及び設置材質及び設置材質及び設置材質及び設置材質及び設置材質及び設置

アンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトの５５５５５５５

・・・・・・・ ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400 ・・・・・・・ ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490

構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）

構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2） 6.0　Ｎ/㎜2
6.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜2
6.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜2
6.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜2

Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）

・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種

・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種

・高炉セメントＡ種・高炉セメントＡ種・高炉セメントＡ種・高炉セメントＡ種・高炉セメントＡ種・高炉セメントＡ種・高炉セメントＡ種

・シリカセメントＡ種・シリカセメントＡ種・シリカセメントＡ種・シリカセメントＡ種・シリカセメントＡ種・シリカセメントＡ種・シリカセメントＡ種

・フライアッシュセメントＡ種・フライアッシュセメントＡ種・フライアッシュセメントＡ種・フライアッシュセメントＡ種・フライアッシュセメントＡ種・フライアッシュセメントＡ種・フライアッシュセメントＡ種

無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）

重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）

※※※※※※※ ・・・・・・・ Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類

0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下

１１１１１１１ ※※※※※※※

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 せき板の種類せき板の種類せき板の種類せき板の種類せき板の種類せき板の種類せき板の種類 表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度 適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種 ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品） ※※※※※※※ 図示図示図示図示図示図示図示 ・・・・・・・表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4

※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種 ＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－Ｃ ・・・・・・・表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4

・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種 ＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－Ｃ ・・・・・・・表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4

※※※※※※※ 合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合仕上り仕上り仕上り仕上り仕上り仕上り仕上り

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの 打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別

※※※※※※※ 水セメント比の最大値は、6.3.2(ｲ)(b)による。水セメント比の最大値は、6.3.2(ｲ)(b)による。水セメント比の最大値は、6.3.2(ｲ)(b)による。水セメント比の最大値は、6.3.2(ｲ)(b)による。水セメント比の最大値は、6.3.2(ｲ)(b)による。水セメント比の最大値は、6.3.2(ｲ)(b)による。水セメント比の最大値は、6.3.2(ｲ)(b)による。

７７７７７７７
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事

　
鉄
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事

　
鉄
　
骨
　
工
　
事

　
鉄
　
骨
　
工
　
事

　
鉄
　
骨
　
工
　
事

　
鉄
　
骨
　
工
　
事

※※※※※※※ ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品 ・・・・・・・ ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外

※※※※※※※ ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品 ・・・・・・・ ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外

材質材質材質材質材質材質材質 構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト

建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト ・・・・・・・ ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400 ・・・・・・・

・・・・・・・ ＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳ

構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法

※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法 ・・・・・・・ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ※※※※※※※ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種 ・・・・・・・ その他その他その他その他その他その他その他 ・・・・・・・

100100100100100100100

図示図示図示図示図示図示図示

Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19

Ｄ10～Ｄ16Ｄ10～Ｄ16Ｄ10～Ｄ16Ｄ10～Ｄ16Ｄ10～Ｄ16Ｄ10～Ｄ16Ｄ10～Ｄ16

表5.3.2表5.3.2表5.3.2表5.3.2表5.3.2表5.3.2表5.3.2

20㎜20㎜20㎜20㎜20㎜20㎜20㎜

て認可を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構のて認可を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構のて認可を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構のて認可を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構のて認可を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構のて認可を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構のて認可を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構の

「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「Ｒグレード」として国土交通大臣「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「Ｒグレード」として国土交通大臣「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「Ｒグレード」として国土交通大臣「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「Ｒグレード」として国土交通大臣「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「Ｒグレード」として国土交通大臣「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「Ｒグレード」として国土交通大臣「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「Ｒグレード」として国土交通大臣

から認定を受けた工場又は県鉄構工業会会員企業の工場から認定を受けた工場又は県鉄構工業会会員企業の工場から認定を受けた工場又は県鉄構工業会会員企業の工場から認定を受けた工場又は県鉄構工業会会員企業の工場から認定を受けた工場又は県鉄構工業会会員企業の工場から認定を受けた工場又は県鉄構工業会会員企業の工場から認定を受けた工場又は県鉄構工業会会員企業の工場

建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関とし建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関とし建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関とし建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関とし建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関とし建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関とし建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関とし

ＳＮ    400ＢＳＮ    400ＢＳＮ    400ＢＳＮ    400ＢＳＮ    400ＢＳＮ    400ＢＳＮ    400Ｂ

柱柱柱柱柱柱柱

梁、小梁、ベースプレート梁、小梁、ベースプレート梁、小梁、ベースプレート梁、小梁、ベースプレート梁、小梁、ベースプレート梁、小梁、ベースプレート梁、小梁、ベースプレート

ダイヤフラムダイヤフラムダイヤフラムダイヤフラムダイヤフラムダイヤフラムダイヤフラムＳＮ    490ＣＳＮ    490ＣＳＮ    490ＣＳＮ    490ＣＳＮ    490ＣＳＮ    490ＣＳＮ    490Ｃ

横補剛、水平ブレース、垂木横補剛、水平ブレース、垂木横補剛、水平ブレース、垂木横補剛、水平ブレース、垂木横補剛、水平ブレース、垂木横補剛、水平ブレース、垂木横補剛、水平ブレース、垂木
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ｍｍｍｍ

　　一般用錆止めペイント ３５μｍＪＩＳＫ５６２１

３０μｍ　　鉛、クロムフリ－錆び止め ＪＩＳＫ５６７４ ―

　　シアナミド鉛錆止めペイント ＪＩＳＫ５６２５ ２種 ３０μｍ

２種

３．１　コンクリート

標準図

サンプリングを行う。総計６０個のサンプルについて不合格の個数の合計が４個以下のとき「合」、５個以上のときはロットを不合格とする

合否判定は３０個中不合格が１個以下が「合」で、４個以上が「否」とする。不合格数が１個を超え４個未満のとき同じロットからさらに３０個の

溶接部の検査：節毎及び溶接箇所数３００個以下で１検査ロットとする。　１検査ロット毎に３０個のサンプリングを行う。

不合格のロットは残り全数の検査を行う。以上のいずれの検査でも検出された不合格の溶接部は、全て補正を行い再検査を行う。圧接部超音波探傷検査

圧接部引張試験

圧接工．技量試験

鉄筋引張試験 高力ボルトすべり試験

スタッド溶接［品質検査，製品検査，技量試験］

高力ボルト現場締付検査

検査基準・同解説」による荷卸地点におけるレミコン品質検査及び強度試験 溶接部超音波探傷検査［工場．現場］
日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷

気乾単位容積重量 溶接工技量試験［工場．現場］

スランプ，空気量［荷卸、筒先］ 材料試験［鋼材，高力ボルト，スタッド］

適用適用適用項　　　目 備　　　考項　　　目備　　考備考 項　　　目

２．５　試験・検査 ３．４　試験．検査 ４．５　試験．検査

試験堀にて再度杭先端位置を決定の事

溶　接　接　合
実長

ボルト　接　合
掘削長

高力ボルト接合 １６杭径

フランジウェブ ウェブフランジ帯筋主筋鉄筋の材質 継手形式
柱継手部大梁継手部

コンクリートの設計基準強度 １５

４．４　現場継手形式
工　法

１４２．４　場所打コンクリート杭

１３杭の先端位置

杭　長

１２杭　径

杭打試験は原則として行い，図示又は係員の指示に従う．

１１有　　　　無杭の支持力試験

杭支持力（長期）

１０継　手

工法の種類

９杭の種類

杭長及び先端位置は地盤状況，杭打試験，載荷試験により変更することがある

８４．３　防錆塗装２．３　既　製　杭

７
地盤改良

地盤設計許容支持力

６
２．２　設計地盤支持力

５

４

３

備　　考捨てコンクリート砕石施　工　箇　所

２
２．１　割　栗　地　業

２．　地　業　工　事 １
備　　　考使用箇所材　質名　称

４．２　接　合　材５

（ｍ）（ｍ）（ｍ） 名号 調 ５０４０３０２０１０値４ 質度高尺 基礎形状質記
Ｎ色深標標 Ｎ値折線　土 地３

孔内水位日月年調査
自主管理すること。２

標　　高調　査　地　点鉄骨加工業者は、設計図書に定められた製品の品質を確保するための一切の事項を註：１

当工事の建築工事に関する見積および施工については下記の図書を適用する

１．２　適　要　図　書

建築構造用圧延鋼材

構造種別 ＳＳＣ４００一般用軽量形鋼

階　数 ＳＴＫ４００一般構造用炭素鋼管

延べ面積 ＢＣＲ２９５冷間成形角形鋼管

ＳＴＫＲ４００建物用途 一般構造用角形鋼管

工事種別 ＳＭ４９０Ａ溶接構造用圧延鋼材

建設予定地 ＳＳ４００一般構造用圧延鋼材

ｃｍ プレート工事名称 備考間柱小梁大梁柱材　質規格名称備考スランプ設計基準強度種　類施　工　箇　所 その他ブレース
ベース

調査項目調査位置図４．１　鋼　　材１．１　建　物　概　要

１．　一　般　事　項 ５．地　質　柱　状　図４．　鉄　骨　工　事３．鉄筋コンクリート工事

要概造構

別図参照

スリーブ

溶　接

圧　接

重　ね Ｄ１０～Ｄ１６

継手形式 部　　位 備　　考

３．３　鉄筋の継手

記　号

Ｄ３２Ｄ２９Ｄ２５Ｄ２２Ｄ１９Ｄ１６Ｄ１３Ｄ１０鉄筋径

鉄筋記号

鉄　筋　径材　　質

３．２　鉄　　筋

ＳＮ４００Ｂ

適　用

室外 室内
防錆塗装の種類 標準膜厚種　別

註：　素地調整の工程は日本建築学会「鉄骨工事技術指針」による。

ＳＮ４９０Ｃ

ＳＮ４９０Ｂ

土間コンクリート

基礎下

基礎梁下

Ｎ／ｍｍ２

部　位 備　　　考

Ｄ１９～Ｄ２２

特記仕様書

日本建築学会標準仕様書　，　ＪＡＳＳ５　，　ＪＡＳＳ６

当工事設計図

建築工事標準仕様書

外部土間コンクリート

　　　設計図書に記載ある場合は設計図書に従うものとする。

＊　行わない

＊　行わない

　　行う

３－１－５

３－１－４

３－１－３

＊　行わない

＊　行う

＊　行う

行う

行う

行わない

行わない

マスコンクリートのひび割れ照査（温度応力解析）

コンクリートコア抜き取り圧縮試験

躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

フレッシュコンクリート

骨材　　　　　　塩分含有量　　　　アルカリシリカ反応性［

［ ］

］

スランプ 空気量

１）

５）

４）

３）

２）

試験　（躯体コンクリートの２８日圧縮試験は公的機関において行う）

混和材

粗骨材２）

＊　普通ポルトランドセメントＪＩＳＲ５２１０セメント　　　

３－１－１

＊ＡＥ剤

＊ＪＩＳＡ５３０８の付属書３による。水３－１－２

＊　２０最大径（ｍｍ）

　　　　＊　砕石　　　　　　　砂利

１）

調合　（補正値は工事費に含む）

計画供用期間の級（　）は耐久設計基準強度Ｆｄ

調合管理強度　　Ｆｍ＝Ｍａｘ（Ｆｃ，Ｆｄ）＋Ｓ　　Ｓ＝３～６

材齢２８日の調合強度Ｆは下記の両式を満足するものとする。

　Ｆ≧Ｆｍ＋１．７３σ　　　Ｆ≧Ｆｍ＋１．７３σ　　Ｆ≧０．８５Ｆｍ＋３σ

せき板及び支柱の在置期間（普通ポルトランドセメントの場合）３－１－６

の材齢による

コンクリート

設計強度

梁　　下スラブ下基礎、梁側、柱、壁

圧縮試験による場合

場合

５Ｎ／ｍｍ

℃以上０

℃以上５

℃以上１５

日日 ２８８

日日 ２５５

日日 １７３

２８ 日

２ ２

・短期（１８）　＊標準（２４）　・長期（３０）　・超長期（３６）

３－１－７ 養生

期間はＪＡＳＳ５　８．２による。

０．８５Ｆｃまたは１２Ｎ／ｍｍ

コンクリート材料

●

Ｆｃ１８

柱状改良

５０１００

１００ ５０

１００ｋＮ／ｍ2（基礎底有効）

基礎・基礎梁 普通

普通

普通捨てコンクリート

土間コンクリート・腰壁

ＳＤ２９５ Ｄ１０～Ｄ１６ ＪＩＳ規格品

福山市御野交流館改築工事

●新築　　○増築　　○

交流館（公民館に準ずる）

面積表による

地上　１階　　地下　０階　　塔屋　０階

木造

● ● ●

母材が亜鉛メッキされている部分Ｆ８Ｔ溶融亜鉛メッキ高力ボルト

ＳＳ４００ Ｍ１６

アンカーボルト ＡＢＲ４００ 柱

柱状改良

Ｆｃ２１

Ｆｃ２１

１５

１５

１５

●

普通ボルト

※　建築工事特記仕様書 18章 塗装工事による

１００

１００

ＪＩＳ規格品ＳＤ３４５ Ｄ１９

基礎柱、基礎梁、土間、腰壁

●

●福山市神辺町字下御領４６番地２

柱状改良

柱状改良

基礎柱、基礎梁
(身障者用駐車場)

構造設計一級建築士　第  1025号
一級建築士　　　　　第257981号
構造設計者

坪井　浩一

　　建築省告示第１３８９号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

　　　衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　　　有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　　　有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　　厚さが２５ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

□　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造又は

　　鉄製の支枠を設けたものを除き、９０ｃｍ以下とすること。

□　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は

　　支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

□　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、

・　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

令第１２９条の２の４の事項

■　建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

■　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

　■　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　■　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等

　■　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等

　■　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び

　■　給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

□　法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒 720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録  第 239406号　　　戸梶  好喜

有限会社 ティーズ設計事務所

S 02-構造概要書2023年  3月 福山市御野交流館改築工事
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Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

二段筋
余長

余長

余長

15d(余長)

00/4 /4/20

を２本重ねたものとする。

吊上げ筋は，一般のあばら筋より

１サイズ太い鉄筋又は同径のもの

Ｄ≦100

Ｌ2

Ｌ2

ａ2

Ｌ2

打ち増し部分

以下以下以下
300300300

300以下

300以下

300以下

ａ1

Ｌ
同材質，同間隔

帯筋と同径，

打ち増し部分

ａ

以下以下
300300

のとする。

同径のものを２本重ねたも

より１サイズ太い鉄筋又は

場合，帯筋は，一般の帯筋

上下の柱断面寸法が異なる

帯筋

1.5P1＠

P1＠

P2＠

梁面より割り付ける。

P

1.5P2＠

1.5P1＠

Ｌ

d

≧6d

≧40d

≧6d

P
＠

P
＠

≧6d

P
＠

P
＠

ＬＬＬ

≧8d

≧6d

d

かぶり厚さ

5
0
0
以

上
,
か

つ
,
1
,
5
0
0
以

下
5
0
0
以

上
,
か

つ
,
1
,
5
0
0
以

下

上階の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

≧150≧150

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

1
5
d

1
5
d

Ｌ
2

≦
3
h
0
/
4

≦
3
h
0
/
4

Ｌ1h

≧8d

梁幅梁幅

基礎梁主筋

基礎筋

基礎筋

d

Ｌ2

余長
余長

20d（余長）

余長

Ｌa
※

Ｌ2

Ｌa
※

Ｌ2 Ｌ2

Ｌa
※

/2 /4/4 000

0

継手長さ

15d（余長）継手長さ

余長

20d（余長）
20d（余長）

継手長さ

余長

Ｌa
※

余長 余長

Ｌa
※15d（余長） 15d（余長）継手長さ

Ｌ2

Ｌa
※

Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2

Ｌa
※

/2 /4/4 000

0

余長

余長

余長

Ｌ2

Ｌa
※Ｌa

※

Ｌ2

余長

Ｌ2 Ｌ2

Ｌa
※Ｌa

※ 15d（余長）継手長さ

継手長さ
≧100

/2 /4/4 000

0

Ｌ2

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

Ｄ

Ｌ2

Ｌ2

3-Ｄ16

3-Ｄ16

Ｌ2

Ｄ

基礎梁あばら筋
腹筋と兼ねてよい

はかま筋

連続基礎配力筋

連続基礎主筋

15d

はかま筋基礎筋

はかま筋

はかま筋

Ｄ あき Ｄ

Ｄは,鉄筋の最大外径

フックあり

の場合

フックなし

の場合

機
械
式
継
手

圧
接
継
手

溶
接
継
手

重
ね
継
手

Ｌ1Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1hＬ1h

Ｌ1h

Ｌ1h

ａ≧0.5Ｌ1ａ=0.5Ｌ1

ａ≧0.5Ｌ1hａ=0.5Ｌ1h

圧接継手・溶接継手

ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜

カップラー

b

ａ

ａ ａ≧400㎜

ａａ

ａａ

Ｌb

全長

余長
Ｌ

全長

Ｌa（ただし，柱せいの3/4倍以上）

余長
Ｌ

Ｌ1，Ｌ2又はＬ3 Ｌ1h，Ｌ2h又はＬ3h

定着起点定着起点

Ｌ1h

D

d

4d
以
上

d

D

d

D

4d
以

上

8d
以

上

D

d

6d
以
上

D
d

d
D

4d以上

　　構造計算等により必要長さの確認を行う

   Ｔ形では交互とする。なお，（ハ）の場合は，床版の付く側を90°折曲げとする。

　　柱せいの3/4倍以上とする。

　　いの3/4倍以上とする。

　　いの3/4倍以上とする。

　　いの3/4倍以上とする。

壁の場合スラブの場合

下端筋

上端筋

一般階

最上階

大梁の重ね継手，定着及び余長

※　Ｌ3hを確保できない場合は，鉄筋の継手及び定着の項によることができる。

３．図示のない事項は，基礎梁及び大梁の項による。

２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合は，斜めにしてもよい。

１．　　　　　印は，余長位置を示す。　（注）

小梁主筋の継手，定着及び余長（その1）

小梁主筋の継手，定着及び余長（その2）

Ｌ 3h
※ Ｌ3h

※

Ｌ 3h
※

    定着長さはＬ2とする。

２．あばら筋と同一方向の補強筋は，あばら筋と同径，同材質、同間隔とし，

１．梁の打増し幅（ａ，ａ1，ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。

梁の打増し補強配筋

ニ方向の打増し側面の打増し上端の打増し下端の打増し

１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは，150㎜程度とする。

２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は，D10-1,000＠程度とする。

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2Ｌ 2

腹筋及び幅止め筋

1,200≦Ｄ≦1,500900≦Ｄ＜1,200600≦Ｄ＜900

　　隔を示す。

　　特記されたあばら筋の間

２．図中のＰ＠，Ｐ′＠は，

　　から割り付ける。

１．あばら筋は，柱面の位置

（注）

あばら筋の割付け（その3）

　　たあばら筋の間隔を示す。

２．図中のＰ＠は，特記され

　　から割り付ける。

１．あばら筋は，柱面の位置

（注）

あばら筋の割付け（その2）

あばら筋の割付け（その１）

　　たあばら筋の間隔を示す。

２．図中のＰ＠は，特記され

　　から割り付ける。

１．あばら筋は，柱面の位置

（注）

(2)フックの位置は，（イ）の場合は交互とし，（ロ）の場合は，Ｌ形ではスラブの付く側，

   （ロ）～（ニ）とすることができる。

(1)（イ）形を標準とする。ただし，Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ），Ｔ形梁の場合は，

あばら筋組立の形

（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

一般階

最上階

ハンチのある大梁の定着及び余長

（注）

１．継手中心位置は次による。

　　（Ｄ）以上離し，　o/４

　　柱せいの3/4以上とする。

※　Ｌaの数値は，原則として，

　　を示す。

４．破線は，柱内定着の場合

　　及び余長位置を示す。

３．　　　　　　印は，継手

　　の場合，フックを付ける。

　　にある柱主筋が重ね接手

２．梁の出隅及び下端の両側

　　を加えた範囲以内

　　下端筋：柱面より梁せい

　　上端筋：中央　o/２以内

梁

柱

梁

段違い梁

梁

柱

梁

(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。

(1)柱の打増し幅（ａ，ａ1，ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。

(2)帯筋と同一方向の補強筋は，帯筋と同径，同材質，同間隔とし定着長さはＬ2とする。

　　を1.5P1＠又は1.5P2＠とする範囲は，その柱に

※　Ｌaの数値は，原則として，柱せ

柱の打増し補強配筋

梁主筋の梁内定着

二方向の打増し一方向の打増し

2

帯筋の割付け

　　示す。

　　なお，P1＠，P2＠は，特記された帯筋の間隔を

　　取り付くすべての梁を考慮して適用する。

１．柱に取り付く梁に段差がある場合，帯筋の間隔

（注）

帯筋組立の形

（イ） （ロ）

（ロ）（イ）

（ハ）

（注）溶接は，鉄筋の組立前に行う。

（ロ）（イ）

（ニ）（イ） （ハ）（ロ）

0＜Ｄ≦200

※　Ｌaの数値は，原則として，

　　示す。

４．破線は，柱内定着の場合を

　　できる。

　　のように引き通すことが

　　接近するときは，

３．梁内定着の端部下端筋が

　　及び余長位置を示す。

２．　　　　　　印は，継手

　　の場合，フックを付ける。

　　にある柱主筋が重ね接手

１．梁の出隅及び下端の両側

（注）

　　する。

　　合いを考慮し，適切なかぶり厚さを確保

４．柱頭柱主筋について，梁上端主筋との取

　　ものとする。

３．柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は，

　　位置」による。

２．隣り合う継手の位置は，「隣り合う継手の

　　を付ける。

　　及び最上階の柱頭にある場合には，フック

１．柱の四隅にある主筋で，重ね接手の場合

（注）

（注）

１．片持ちスラブ先端，壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック

柱主筋の継手，定着及び余長

定着

h
0
/
2+
1
5
d

h
0
/
2
+
1
5d

継手

h
0

h
0

h
0

あばら筋組立の形及びフックの位置

重ね継手とする場合一般の場合

Ｌ2

Ｌ2

主筋の継手，定着及び余長（その3）

３．破線は，柱内定着の場合を示す。

　　余長位置を示す。

２．　　　　　　印は，継手及び

　　による。

１．図示のない事項は，大梁の項

※　Ｌaの数値は，原則として，柱せ

３．破線は，柱内定着の場合を示す。

　　余長位置を示す。

２．　　　　　　印は，継手及び

　　による。

１．図示のない事項は，大梁の項

主筋の継手，定着及び余長（その2）

※　Ｌaの数値は，原則として，柱せ

３．破線は，柱内定着の場合を示す。

　　余長位置を示す。

２．　　　　　　印は，継手及び

　　による。

１．図示のない事項は，大梁の項

主筋の継手，定着及び余長（その１）

梁筋の基礎梁内への定着

柱

梁梁

※Ｌ2hを確保できない場合は，鉄筋の継手及び定着の項によることができる。

基礎接合部の補強配筋

200＜Ｄ≦1,000

Ｌ2h
※

Ｌ2h
※

連続基礎の配筋

Ａ部詳細

独立基礎の配筋

Ａ

G.L

鉄筋相互のあき

間隔

Ｄ32

32φ28φ

Ｄ28Ｄ25

25φ22φ

Ｄ22Ｄ19

19φ16φ

Ｄ16Ｄ13

13φ

Ｄ10

９φ

記　　号

異形鉄筋

丸　　鋼

4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは，杭天端からとする。

　　ートの厚さを含まない。

3．スラブ，梁，基礎及び擁壁で，直接土に接する部分のかぶり厚さには，捨てコンクリ

　　でない仕上げ（仕上塗材，塗装等）のものを除く。

2．「仕上げあり」とは，モルタル塗り等の仕上げのあるものとし，鉄筋の耐久性上有効

 　おそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

1．普通コンクリートに適用し，軽量コンクリートには適用しない。また，塩害を受ける

基礎，擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

擁壁，耐圧スラブ

る部分

土に接す

ない部分

土に接し

耐力壁

柱

梁

屋　内

屋　外
仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

60

60

40

40

40

30

30

30

30

20

最小かぶり厚さ（㎜）構　造　部　分　の　種　別

鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）

スラブ，耐力壁

煙突等高熱を受ける部分

以外の壁

スパイラル筋の継手及び定着

中　間　部

50d

50
d

d d

≧6d≧6d

（重ね継手）

末　端　部

d

≧6d

d

≧6d

1.5巻き以上の添え巻き

1節半以上かつ 1節半以上かつ
150㎜以上 150㎜以上

溶接金網の継手及び定着

重ね継手

小梁及びスラブの上端筋の

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

折曲げ定着の方法

柱内折曲げ定着の投影定着長さ

梁主筋の

直線定着の長さ

直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ

フックありの定着の長さ

フックありの重ね継手の長さ

（ｂ）（ａ）

3d以上

180°

折　曲　げ　図

鉄筋の折曲げ形状及び寸法

1．Ｌ1，Ｌ1h：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ

SD390

鉄筋の重ね継手の長さ

15d

コンクリートの
鉄筋の

投影定着長さ

　 ただし，梁主筋の柱内定着においては，柱せいの3/4倍以上とする。

Ｌ2 Ｌ 1

鉄筋鉄筋

Ｌ 3 Ｌ1

隣り合う継手の位置

１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の

18

Fc(Ｎ/mm2）

　　値に5dを加えたものとする。

３．軽量コンクリートの場合は，表の

　　　　　除く。）

　　　　（片持小梁及び片持スラブを

　　　　 内折曲げ定着の投影定着長さ

２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁

　　　　　スラブを含む。）

　　　　（基礎梁，片持梁及び片持

　　　　 投影定着長さ

（注）

SD295

15d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

15d

15d

15d

20d

30，33，36

21

24，27

30，33，36

24，27

21

18

30，33，36

24，27

21

ＬbＬa

SD390

SD345

設計基準強度
種類

15d

20d

20d
15d

15d

15d

(c)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa 及びＬb は，下図に示す長さとする。

(b)余長は，8d以上とする。

(a)全長は，ｱ）の直線定着の長さ以上とする。

6．軽量コンクリートの場合は，表の値に5dを加えたものとする。

　 また，中間部での折曲げは行わない。

5．フックありの定着の場合は，下図に示すようにフック部分　を含まない。

4．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。

　　　　る小梁は除く。

3．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし，基礎耐圧スラブ及びこれを受け

2．Ｌ2，Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ

鉄筋の定着の長さ

－10d

（注）

25d)
場合は

(片持
スラブ

25d)
場合は

(片持
小梁

以上

10d

150㎜
かつ

のの

20d

25d

30d

30d

20d

25d

25d

30d

20d

20d

25d

30d

30d

35d

35d

25d

30d

30d

35d

25d

25d

30d

35d40d

35d

30d

30d

40d

35d

35d

30d

40d

40d

35d40d

45d

50d

35d

40d

45d

50d

35d

35d

40d

45d

スラブ小梁

Ｌ 3hＬ 2hＬ 1h

スラブ小梁

Ｌ 3Ｌ2Ｌ 1

フックあり定着の長さ直線定着の長さ

30，33，36

24，27

21

30，33，36

24，27

21

18

30，33，36

24，27

21

18

SD345

SD295

コンクリートの

設計基準強度

Fc(Ｎ/mm2）

鉄筋の

種類

３．軽量コンクリートの場合は，表の値に5dを加えたものとする。

２．Ｌ1hは，下図に示すようにフック部分に　を含まない。

１．Ｌ1，Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ

50d

（注）

鉄筋の

種類

コンクリートの

Fc(Ｎ/mm2）

設計基準強度

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d40d

45d

35d

40d

45d

50d

35d

35d

40d

45d

Ｌ 1h (フックなし）Ｌ 1 (フックなし）

18

21

24，27

30，33，36

18

21

24，27

30，33，36

21

24，27

30，33，36

SD390

SD345

SD295

　　を用いる場合には，余長は4d以上とする。

5d以上

（注）

90°

135°

及び

4d以上 6d以上 8d以上

D25～D38D19～D25D16以下

SD295，SD345，SD390

折曲げ内法直径（Ｄ）

4d以上

D16以下 D19～D38 D19～D38

SD390SD295，SD345

折曲げ内法直径（Ｄ）

折　曲　げ　図

90°未満

折曲げ角度

90°

135°

折曲げ角度

（柱頭又は柱脚部）

小梁及び片持ち梁

梁の配筋

柱の配筋

基礎梁の配筋

鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

基礎の配筋

鉄筋の継手及び定着

鉄筋の折曲げ基準

(4)ＳＰ形において，柱頭及び柱筋の端部は，1.5巻以上の添巻きを行う。

Ｌ1 は１．ｲ），Ｌ2 及びＬ3 は2．ｱ）による。

隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は，特記による。

及び壁筋の場合は除く。なお，先組み工法等で，柱及び梁の主筋のうち，

隣り合う継手の位置は，下図による。ただし，スラブ筋でD16以下の場合

２）単独小梁の場合

１）連続小梁の場合

１．小梁主筋の継手，定着及び余長

２．打増し補強

(1)一般の梁

3）腹筋及び幅止め筋

(ｲ)間隔が一様で，ハンチのある場合

(ｳ)梁の端部で間隔の異なる場合

(ｱ)間隔が一様で，ハンチのない場合

2）あばら筋の割付け

1）あばら筋組立の形及びフックの位置

２．あばら筋（小梁，片持ち梁，基礎梁含む）の組立の形及び割付等

２）ハンチのない場合の重ね継手，定着及び余長

(ｳ)段違い梁は，下図による。

　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

　　　上端筋：曲げ降ろす。

　 なお，定着の方法は継手及び定着の項による。

(ｲ)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

   きない場合は，柱内に定着することができる。

(ｱ)梁主筋は，原則として，柱をまたいで引き通すものとし，引き通すことがで

１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

   ただし，やむを得ず梁内に定着する場合は，下図による。

１．大梁主筋の継手，定着及び余長

４．柱の打ち増し補強

(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は，Ｗ－Ⅰ形とする。

   アーク溶接の場合は10d以上とする。

(3)溶接する場合の溶接長さＬは，両面重ねアーク溶接の場合は5d以上，片面重ね

(2)フック及び継手の位置は，交互とする。

(1)Ｈ形を標準とする。

④　丸形③　ＳＰ形（スパイラル筋）

②　Ｗ－Ⅰ形

①　Ｈ形

２．帯筋組立の形及び割付け 3）ハンチのある場合の定着及び余長

１．柱主筋の継手，定着及び余長

は，下図によることができる。

ただし，梁の上下にスラブがつく場合で，かつ，梁せいが1.5ｍ以上の場合

あばら筋組立の形及びフックの位置は，梁の配筋２．1）による。

２．基礎梁のあばら筋

4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手，定着及び余長

 　ただし，耐圧スラブがつく場合は４）による。

3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手，定着及び余長

2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手，定着及び余長

(ｲ)梁筋を柱内に定着する場合は，梁の配筋１．１）（ｲ）による。

　 下図による。

　 ない場合は，柱内に定着する。だだし，やむを得ず梁内に定着する場合は，

1）一般事項

(ｱ)梁筋は，原則として，柱をまたいで引き通すものとし，引き通すことができ

１．基礎梁主筋の継手，定着及び余長

２．基礎接合部の補強配筋

(２)連続基礎(１)独立基礎

ｱ）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは，特記による。

１．直接基礎の配筋

３．鉄筋の投影定着長さ

４．隣り合う継手の位置

５．溶接金網の継手及び定着

６．スパイラル筋の継手及び定着

３．鉄筋の表示記号

3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは，最小かぶり厚さ以上とする。

   とのあきも，同様とする。

2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合，主筋と平行する鉄骨

(ｳ)隣り合う鉄筋の径の平均の1.5倍

(ｲ)25㎜

(ｱ）粗骨材の最大寸法の1.25倍

1) 次の値のうち最大のもの以上とする。

２．鉄筋相互のあき

1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は，主筋のかぶり厚さを径の

１．鉄筋（溶接金網含む）の最小かぶり厚さ（㎜）

１．鉄筋の継手

異形鉄筋のフック

２．鉄筋の定着

原則として，D35以上の異形鉄筋については，重ね継ぎ手を用いない。

鉄筋の重ね継手は，次による。

ｱ）柱の四隅にある主筋の重ね接手（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）

場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。

より，下記の条件を全て満足するものとする。

確保できない場合の折曲げ定着の方法は，特記による。特記がなければ，下図に

仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが，フックありの定着の長さを

ｲ）定着の方法

ｱ）鉄筋の定着の長さは，特記による。特記がなければ，下表による。

ｲ）ｱ）以外の鉄筋の重ね継手の長さは，下表による。

   場合は50d）又は下表の重ね接手の長さのうちいずれか大きい値とする。
　 特記がなければ，耐力壁の鉄筋の重ね接手の長さは，40d（軽量コンクリートの

なお，径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは，細い鉄筋の径による。

ｶ）帯筋，あばら筋及び幅止め筋

ｵ）杭基礎のベース筋

ｴ）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）

　（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）
ｳ）梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね接手（基礎梁を除く。）

ｲ）最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にフックを付ける。

工事編）（令和４年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき

　この仕様書は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築
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余長

余長
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余長 余長
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縦筋
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下縦筋
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D13
D13
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D13
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D13
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ｔ

ｔ

ｔ

ｔ
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Ｌ

Ｌ3
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0
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D13

D10
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D10
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D13
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ｔ

ｔ

150

150

0

Ｌ3

3Ｌ

ｔ

D10

D10
D10-300＠

0
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2

2Ｌ

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

余長

余長

余長

あばら筋

溶接金網

あばら筋

8d以上

10d以上

D13

1
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1

1

Ｌ1
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1

Ｌ
3

Ｌ3

補強筋の定着 1

2
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1

1

一般スラブ配力筋

出隅受け部出隅部分
の補強筋

出隅部分

の補強筋

1 2

1

1 2

スラブ筋と同径，
同材質，同間隔

Ｌ

Ｌ

Ｌ2
Ｌ3

ａ
D13 D13

2Ｌ

2

2

ａ

Ｌ2

土間コンクリート補強筋

土間コンクリート
補強筋の鉄筋径及
び間隔に合わせる。

ａ

Ｌ2

ａ

Ｌ2

Ｌ2Ｌ2

Ｈ

Ｌ2

Ｌ2

350㎜5Ｈ

Ｈ

D13

D13

D13 D13

出隅部

Ｄ

1

Ｌ1

ＫＢ４

ＫＢ３

ＫＢ２

ＫＢ１

配筋種別

D13-200＠

D13，D16-150＠

D13-100＠

D13-150＠

上端筋，下端筋とも（全域） 配筋種別 上端筋，下端筋とも（全域）

ＫＢ６

ＫＢ５

ＫＢ７

D16-125＠

D16-100＠

D16-150＠

二辺固定スラブ形階段の基準配筋

１．　　　　　印は，余長位置を示す。

２．先端の折曲げ長さＬは，梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）

Ｌ Ｌ

Ｌ
ＬＬ

3h※2．　を確保できない場合は，鉄筋の継手及び定着の項によることができる。

３．先端小梁の連続端は，片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

２．先端小梁終端部の主筋は，片持梁内に水平定着する。

１．図示のない場合は，先端に小梁のない場合の項による。

（注）

垂直断面

Ｌ

Ｌ

小梁外端部 小梁連続端部

Ｗ12

Ｗ15Ａ

Ｗ15Ｂ

Ｗ18Ａ

Ｗ18Ｂ

Ｗ20Ａ

Ｗ20Ｂ

D10-200＠シングル

D10-150＠シングル

D10-100＠シングル

D10-150＠ダブル

D10-200＠ダブル

D10-200＠ダブル

D10-150＠ダブル

（注）壁筋の配筋順序は，規定しない。

種　別 断　面　図　(㎜)縦筋及び横筋

壁の基準配筋

片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋

種　別 断　面　図　(㎜)

ＫＷ1

ＫＷ2

縦　筋

縦　筋

横　筋

横　筋

D13-200＠

D10-200＠

D10-200＠

D13-150＠

ダブル

ダブル

ダブル

ダブル

ＫＡ1

ＫＡ4

縦筋及び横筋

（注）縦筋は，横筋の外側に配筋する。

ＫＡ2

ＫＡ3

１．図中のＰ＠は，特記された壁筋の間隔を示す。

２．壁配筋の重ね継手は　　，定着長さは　　とする。

３．幅止め筋は，縦横ともD10－1,000＠程度とする。

Ｌ Ｌ

（注）

４．原則として，柱及び梁内に，壁筋の継手を設けてはいけない。

壁の配筋

端部（垂直及び水平断面）

外壁の端部（垂直及び水平断面）

交差部（水平断面）

壁の交差部及び端部の配筋

壁開口部補強筋（Ｂ形）

補　強　筋 補　強　筋

Ｗ12，Ｗ15 Ｗ12，Ｗ15

Ｗ18，Ｗ20 Ｗ18，Ｗ20

壁 の 種 別 壁 の 種 別
縦　横 縦　横 斜　め斜　め

1-D13 1-D13

2-D13 2-D13

2-D13

2-D13

1-D13

4-D13

壁開口部補強筋（Ａ形）

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

（イ）

耐圧スラブの場合

（ハ）（ロ）

一般スラブの場合

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

b

b b b

Ｓ１

Ｓ２

Ｓ３

Ｓ４

Ｓ５

Ｓ６

Ｓ７

Ｓ８

Ｓ９

Ｓ10

Ｓ11

Ｓ12

Ｓ13

Ｓ14

D13-150＠

D13-100＠

D10，D13-150＠

D10，D13-150＠

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

D13-150＠

D13-150＠

D10，D13-150＠

D10，D13-150＠

D10，D13-150＠

D10-150＠

D10-150＠

D10-200＠

D10，D13-200＠D10，D13-200＠

D10-200＠

D10-200＠

D10-250＠

D10-250＠

D10-200＠

D13-100＠

スラブの基準配筋

スラブの配筋

１．配筋の割付けは，中央から行い，端部は定められた間隔以下とする。

２．鉄筋の重ね継手長さは，   とする。Ｌ

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

壁開口部補強筋の定着長さ

壁の打増し補強配筋

（注）

　　かぶり厚さを除いた長さとする。

　　通してスラブに定着してもよい。

片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）

１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さより

２．スラブに段差のない場合は，主筋を引き

片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）

　　かぶり厚さを除いた長さとする。

　　通してスラブに定着してもよい。

（注）

１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さより

２．スラブに段差のない場合は，主筋を引き

配筋種別 配筋種別主　　筋 主　　筋

上

上

上

上

上

上

上

下

下

下

下

下

下

下

ＣＳ1

ＣＳ2

ＣＳ3

ＣＳ4

ＣＳ5

ＣＳ6

ＣＳ7

D13-100＠

D13-200＠

D13-150＠

D13-300＠

D10，D13-150＠

D10，D13-300＠

D10，D13-200＠

D10-200＠

D10-200＠

D10-400＠

D10-200＠

D10，D13-200＠

片持ちスラブの基準配筋

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

先端に壁が付く場合の配筋

1n

n 2

1n

n 2

スラブ開口部の補強配筋

斜め筋 縦　筋 横　筋 上下筋
配筋
種別

Ｈ１

Ｈ２

Ｈ３

Ｈ４

Ｈ５

Ｈ６

Ｈ７

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

な　し

な　し な　し

2-2-D13

2-2-D13 2-2-D13 2-2-D13

2-2-D134-2-D13 3-2-D13

配　　筋　　図

（注）　　　　　は，一般部分のあばら筋を示す。

Ｈ形配筋

配筋
種別

配　　筋　　図縦　筋 溶接金網

（注）　　　　　は，一般部分のあばら筋を示す。

な　し

2-6φ-100＠

4-2-D13Ｍ３

Ｍ４ 6-2-D13

4-2-D13Ｍ２

Ｍ１ 2-2-D13

Ｍ形配筋

配筋
種別

縦　筋 溶接金網斜め筋 配　　筋　　図

（注）　　　　　は，一般部分のあばら筋を示す。

な　し

な　しＭＨ１

2-2-D13

ＭＨ２ 2-2-D13

2-2-D13 2-6φ-100＠

2-2-D13ＭＨ３

ＭＨ４ 4-2-D13

4-2-D16ＭＨ５

ＭＨ６ 4-2-D16

4-2-D13 2-6φ-100＠

4-2-D19ＭＨ７

ＭＨ形配筋

補強筋を上端筋の下側に配置する。

出隅及び入隅部の補強配筋

補強筋の定着長さ

貫通孔が円形の場合 貫通孔が円形でない場合

ＭＨ形及びＭ形

壁付き土間コンクリートの補強配筋

最上階一般階

３．図示のない事項は，大梁の項による。

a※1．　の数値は，原則として，柱せいの３／４倍以上とする。

水平断面

Ｌ

パラペットの配筋

Ｈ形

片持ちスラブ形階段配筋の定着

配筋種別

配筋種別

配筋図

配筋図

ＫＡ１ ＫＡ２

ＫＡ３ ＫＡ４

片持ちスラブ形階段の基準配筋

　　配筋による。

１．壁配筋は，片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準

Ｌ

３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，［鉄筋の定着

　　長さ］の   とする。

２．階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦におろす。

（注）

二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

b

b

b

出隅部分の補強配筋 出隅受け部配筋

片持ちスラブ出隅部の補強配筋

（注） １．   ≧   とする。

Ｌ２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。

（注）１．   ≧   とする。

端　部中間部

打継ぎ補強配筋

（注）基礎梁と土間スラブを一体打ちとしないで，打継ぎを設ける場合の補強を示す。

中間部 端　部

土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

１．土間コンクリートとは，土に接するスラブのうち，床荷重を直接支持地盤へ

　　伝達できるものをいい，それ以外は土間スラブとして，梁及び柱を介して

　　基礎へ荷重を伝達するものとする。

（注）

70＜Ｈ≦150の場合Ｈ≦70の場合

段差のあるスラブの補強配筋

150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。

２．ａが300㎜以下の場合に限る。

控壁の配筋（水平，垂直とも）

壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す

1 1

２．二辺固定スラブ形階段

　　より，開口部を避けて配筋できる場合は，補強を省略することができる。

２．片持梁主筋の定着及び余長

１．壁の基準配筋

2）先端に小梁がある場合

1）先端に小梁のない場合

1）壁の基準配筋は下図による。

2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。

２．壁の継手及び定着

３．壁の交差部及び端部の配筋は，下図による。

４．壁開口部の補強

1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は，Ａ形又はＢ形とする。

１．スラブの基準配筋

1）スラブの基準配筋

２．スラブ筋の定着及び受け筋

３．片持ちスラブの基準配筋

1）片持ちスラブの基準配筋

４．先端に壁が付く場合の配筋は，下図による。

５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）

1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し，隅角部に斜め

 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 ２．梁貫通孔の補強形式

（注）

１．大臣認定による既製品を使用する場合は，適用条件はすべて認定内容による。

３．コンクリートブロック帳壁との取合い

５．壁の打増し補強配筋

2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強

3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部

６．パラペットの配筋

１．梁貫通孔の配筋

　　中心とする。

11）溶接金網の割付け始点は，横筋であばら筋の下側とし，縦筋では貫通孔の

　　なお，リング筋は，溶接金網に４箇所以上溶接する。

10）溶接金網の貫通孔部分には，鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。

９）溶接金網の余長は１格子以上とし，突出しは10㎜以上とする。

　　きる。

　　ることにより，開口部を避けて配筋できる場合は，補強を省略することがで

８）孔の径が梁せいの1/10以下，かつ，150㎜未満のものは，鉄筋を緩やかに曲げ

７）補強筋は，主筋の内側とする。また，鉄筋の定着長さは，下図による。

６）縦筋及び上下縦筋は，あばら筋の形に配筋する。

５）孔が並列する場合の中心間隔は，孔の径の平均値の３倍以上とする。

　　ただし，基礎梁及び壁付帯梁は除く。

４）孔は，柱面から，原則として，1.5D（Dは梁せい）以上離す。

　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。

１）梁貫通孔補強筋の名称等は，下図による。

２）孔の径は，梁せいの1/3以下とし，孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

１．片持ちスラブ形階段

片持ちスラブ形階段の基準配筋は，下表及び下図により，寸法及び配筋種別は，
特記による。

３）孔の上下方向の位置は，梁せいの中心付近とし，梁中央部下端は梁下端より

　 を避けて配筋できる場合は，補強を省略することができる。

2）壁開口部補強筋の定着長さは，下図による。

６．出隅部及び入隅部の補強

2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で，鉄筋を緩やかに曲げることに

1）屋根スラブの出隅部及び入隅部

2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

８．段差のあるスラブの補強

７．スラブの打継ぎ補強等

1）土間スラブの打継ぎ補強

2）片持スラブの出隅部

1）控壁の配筋

壁及びその他の配筋

スラブの配筋

梁貫通孔及びその他の配筋

階段の配筋鉄筋工事仕様書　No.２
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　 の呼び径＋1.0㎜とする。

率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合，溶接作業及び高力ボルトの締付けが困

床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。

(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。

   の良否，予熱，エンドタブの取付け状態，完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等

   部の寸法，内部欠陥，エンドタブの処理状態等

   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。

   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず，かつ，当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい

　　　ないこととする。

　 分な知識，技量及び経験に基づく能力を有する者とする。

　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法

   について十分な知識，技量及び経験に基づく能力を有する者とする。

   (ｲ)工場溶接の場合

　　　②AOQL（平均出検品限界）は，4.0％とする。

　　　①試験は，全ての溶接部について行う。

(3)割れの疑いがある表面欠陥

　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模

   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。

   (ｳ)工場現場溶接の場合

　 を決定する。

　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより，共回り又は軸回りが生じていないこと。

　　 ③ナットの回転量は，各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範

　　　 囲であること。

　　　 の範囲であること。

　　 ④ボルトの余長は，ねじ１山から６山までの範囲であること。

　　　 締めし，所定のトルクであること。

　　　 のナットを追締めする。この結果，締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付
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   鋼板は，せん断による切断とすることができる。ただし，主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ

 　り等）又は溶接接合部には，せん断へりを用いない。

(1)鋼材の切断面は，材軸に垂直とする。ガス切断による場合は，自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の

(1)ボルトの孔径は，下表による。ただし，母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は，ねじ

２．縁端距離及びボルト間隔

３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

・図面及び仕様書に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書

　（建築工事編）（令和4年版）による。

・項目及び特記事項は，○印をつけたものを適用する。○のない場合は，※印を適用する。

材料名

２．けがき

１．鉄骨製作用の基準巻尺

(1)鋼製巻尺は，JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。

490N/㎜ 級以上の高張力鋼，曲げ加工する外側等には，たがね，ポンチ等による打こんを残さない。た

だし，溶接により溶融する箇所又は切断，切削又は孔あけにより除去される箇所は，この限りでない。

３．切断

(2)切断面には，有害な凹凸，まくれ，切欠き，スラグの付着等がないものとする。

４．鉄筋の貫通孔の孔径

(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は，下表による。

(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は，鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。

(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は，行ってはならない。

５．現寸図

標準的形状の建築物の場合，実物大の床書き原寸図については，通常作成する必要はない。ただし，曲

難と判断される箇所が存在する場合，納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は，

６．その他

施工業者は，施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。

設備工事等における配管等の貫通穴は，構造耐力上の制約について確認し，設計図又は工作図に従い加

工する。

１．ボルト孔

   以下の場合は，せん断孔あけとすることができる。

(2)孔あけは，ドリル孔あけとする。ただし，普通ボルト，アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜

４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

(2)高力ボルトの場合は，下表による。

(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え，その誤差

  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。

５．締め付け長さに加える長さ

(1)普通ボルトの場合は，締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。

※２.３.４.までの値は標準であり，高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合

　は，「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）

　に規定される値を下回らないようにする。

３．部材の組立

(1)組立溶接の位置は，板材の隅角部，本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を

   避ける。

(2)開先内には，組立溶接を行わない。

(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし，欠陥を生じたものは，全て削り取る。

2 2(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上，かつ，400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶

   接で行う場合は，低水素系溶接棒を使用する。

４．溶接施工

(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は，表面から溶接を行った後，健全な溶着部分が現

   れるまで裏はつりを行い，裏はつり部を十分に清掃した後，裏溶接を行う。ただし，サブマージア

   ーク溶接で，溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は，裏はつりを

   省略することができる。

(2)エンドタブは，適切な材質，形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし，監督職員の

   承諾を受けた場合は，この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は，下表による。

(3)鋼製エンドタブを切断する場合，切断する箇所及び切断範囲は，図示による。

(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は，直接，柱及び梁のフランジに行わない。

   また，裏当て金の組立溶接は，H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ

   るように規定されている。

(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状

　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では，厚い方の材を1/2.5

　 　　以下の傾斜に加工し，開先部分で薄い方と同一の高さにする。

　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は，

　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。

     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下，かつ、10㎜以下の場合は，溶接表面が薄い方

　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。

(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を，隅肉サイズの10倍以上で，かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を，隅肉サイズの10倍以上で，かつ40㎜以上とする。

   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。

(7)スカラップを設ける場合には，一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ

５．溶接入熱とパス間温度

６．予熱

(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上，490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以

   上で適用する。

22 22

(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。
(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で，表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）

2 2 2   を行ってから溶接を行う。ただし，400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合，490N/㎜ 級及び520N/㎜ 

   以上の場合は，50℃の予熱を行う。

(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は，予熱温度を高めにするか，電気ヒーター等で確

   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。

(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は，40℃まで加熱を行う。

(6)予熱は規定値以上，200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす

   る。

(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は，表の値よりも１ランク上の予熱

   温度を適用する。ただし，１ランク上でも予熱なしとなる場合は，気温等の条件を考慮して必要に

   応じて50℃の予熱を行う。

(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。

(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは，予熱温度の高い方を採用する。

   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合，CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜

７．溶接部の確認

次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。

(1)溶接着手前

   隙間，食違い，ずれ，ルート間隔，開先角度及びルート面の加工精度等，組立溶接，溶接部の清掃

(2)溶接作業中

   溶接順序，溶接姿勢，溶接棒径，ワイヤ径，溶接電流，アーク電圧，入熱，パス間温度，各層間の

   スラグの清掃，裏はつりの状態等

(3)溶接完了後

   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否，ピット，アンダーカット，クレーター等の状態等），溶接

８．溶接部の試験を行う技能資格者

   織体制，所有する探傷機器，技能資格者，試験の実績等の資料を提出し，監督職員の承諾を受ける。

(1)溶接部の試験を行う技能資格者は，次に示す試験機関に所属することとし，試験機関について，組

(2)溶接部の外観試験を行う場合，技能資格者は，鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について，十

　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。

(1)溶接部の外観試験

(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

   (ｱ)試験の規準は，(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。

　　　①試験箇所数の数え方は，JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。

　　　③検査水準は，第6水準とする。

　　　②溶接部の不合格箇所は，全て補修を行い，再試験する。

９．溶接部の試験

(3)超音波探傷試験，浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合，技能資格者は，JIS Z 2305（非破壊

１．スタッド溶接作業は，技能資格者が行う。

      ロットの大きさは，100本及びその端数とする。また，ロットは，スタッドの種類ごと及び溶接

２．スタッドの仕上り

(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは，0.5㎜以内とする。

(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。

３．スタッド溶接施工

(1)スタッド溶接は，アークスタッド溶接の直接溶接とし，下向き姿勢とする。ただし，やむを得ず下

６．本接合に先立ち，ひずみを修正し，建入れ直しを行う。

   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は，溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。

(2)スタッド溶接用電源は，専用電源とする。

(3)溶接面に，水分，錆，塗料，亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は，

   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し，清掃を行う。

(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は，事前に引張試験，曲げ試験，マクロ試験

   等を行い，溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。

４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）

(1)外観検査

   (ｱ)全てのスタッド溶接部について，母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。

(2)打撃曲げ試験

      される部材ごとに構成する。

   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし，１ロットにつき１本以上抜き取る。

   (ｱ)試験は抜取りとし，１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは，100本及びその端数

      とする。また，ロットは，スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。

５．デッキプレートの溶接

(2)

(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は，焼抜き栓溶接を行う。なお，デッキプレートが敷込

   み後に強風や突風によって飛散しないように，敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若

   しくは隅肉溶接を行う必要がある。

   (ｱ)手動方法の場合は，JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と

(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者

   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は，JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）

      における基本となる級以上の有資格者とする。

      なる級以上の有資格者とする。

１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,

見え隠れ部分はＢ種とする。
２．塗装の範囲

(1)次の部分は塗装をしない。

   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分

   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面

   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面

   (ｴ)ピン，ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分

   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分

(2)工事現場で溶接を行う部分であっても，溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は，溶接

   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。

(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範

   囲の塗装は，超音波探傷試験の完了後に行う。

３．工事現場塗装

(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは，Ｃ種とし，工場塗装と同種の錆止め塗料により塗

   装する。

(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は，活膜を残して除去し，錆止め塗料で補修する。

１．アンカーボルトは，二重ナット及び座金を用い，ねじがナットの外に３山以上出るようにする。

２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし，モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は，30㎜とする。

３．建方は，組立順序，建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い，本接合が完了するまで風荷重，自重

　　その他の荷重に対して安全な方法とする。

４．仮ボルトは，本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し，締付け本数は，１群

　　のボルト数の1/3以上，かつ，２本以上とする。

５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は，エレクションピース等の仮ボルトは，高力ボルトを使用し，全

　　て締め付ける。

７．鉄骨に材料，機械等の重量物を積載する場合や，特殊な荷重を負担させる場合は，補強の要否等の必要

　　な検討を行い，検討結果を監督職員に提出する。

８．吊上げの際に変形しやすい部材は，適切な補強を行う。

９．建方の完了後，形状及び寸法精度を確認し，監督職員の検査を受ける。

１．溶融亜鉛めっき作業は，JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。

２．鋼材の溶融亜鉛めっきは，［亜鉛めっきの種別］により，種別は，鋼材の板厚に相応したものとする。

３．普通ボルト，ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。

４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は，ブラスト処理とする。

　　（すべり係数値が0.4以上，摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上，摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）

(2)スタッドの傾きは，5°以内とする。

(1)スタッドの仕上り高さは，所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。

(3)錆が生じた部分は，旧塗膜を除去し，Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ，錆止め塗料で補修する。

(4)一次締めは，下表によるトルクでナットを回転させて行う。

６．摩擦面の処理

７．組立

(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また，摩擦面に浮き錆が発

(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は，フィラープレートを用いて補う。

(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が，1/20以上傾斜している場合は，勾配座金を使用する。

(4)組立後，ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は，添え板等を取り替える。

(1)摩擦面の性能及び処理は，すべり係数値が0.45以上確保できるよう，次のいずれかによる。

　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後，一様に錆を発生させる。

　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し，同一の作業条件のもと作成された

(2)摩擦面には，鋼材のまくれ，ひずみ，へこみ等が無いものとする。

８．締付け

(1)本接合に先立ち，仮ボルトで締付けを行い，板の密着を図る。

(2)ボルトを取り付けた後，一次締め，マーキング，本締めの順序で本接合の締付けを行う。

(3)１群のボルトの締付けは，群の中央から周辺に向かう順序で行う。

１．溶接作業における施工管理技術者

溶接作業においては，施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は，JIS Z 3410

（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。

２．開先の加工

開先の加工は，自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは，修正する。

(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。

(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット，座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。

(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。

   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。

   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。

９．締付け後の確認

(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件

  

 　・ナット回転法による場合

　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより，共回りが生じていないこと。

　 　②ナット回転量は，規定値-30°から規定値+30°まで（M12は，規定値0°から規定値30°まで）

　 　③ボルトの余長は，ねじ１山から６山までの範囲であること。

 　・トルクコントロール法による場合

　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより，共回りが生じていないこと。

　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお，締付け不足が認められた場合は，追

　 　③ボルトの余長は，ねじ１山から６山までの範囲であること。

　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は，トルクレンチを用いて全てのボルト

(1)締付け後に，次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。

　(ｱ)トルシア形高力ボルト

　(ｲ)JIS形高力ボルト

(2)(1)の確認の結果，合格とならなかった場合は，高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。

10．締付け機器及び確認用機器

(1)締付け機器及び確認用機器は，ボルトに適したものとし，適切に点検整備されたものとする。

(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は，毎日１回作業開始前に，JASS 6 6.4［高力ボル

　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い，その結果を記録する。

11．普通ボルト接合

(1)ボルトには,有効な戻止めをする。

　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接

(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし，締付け終了後にナットの外に３

   山以上ねじ山が出ていることを確認する。

(3)ナットの下に使用する座金の厚さは，JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。

　　 ①ピンテールが破断していること。

(4)組立溶接の最小ビート長さは，下表により，組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で

   溶接する。１．材料

２．工作上の注意

３．ボルト

５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接

８．溶融亜鉛めっき

７．工場現場施工

６．錆止め塗装

４．溶接接合
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ボルト長さ

締付け長さ 加算長さ
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座金厚さ 座金厚さ ﾅｯﾄ高 余長
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・１種（F8T）

100℃　 

65

○ 構造用鋼材 ・JIS G 3101 （一般構造用圧延鋼材） ※SS400 ・SS490 ・SS540

・JIS G 3106 （溶接構造用圧延鋼材） ・SM400A ・SM400B ・SM400C

・SM490A ・SM490B ・SM490C

・SM490YA ・SM490YB

・SM520B ・SM520C

（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）・JIS G 3114 ・SMA400AW，AP ・SMA400BW，BP ・SMA400CW，CP

・SMA490AW，AP ・SMA490BW，BP ・SMA490CW，CP

・JIS G 3136 （建築構造用圧延鋼材） ・SN400A ・SN400B ・SN400C

・SN490B ・SN490C

・JIS G 3138 （建築構造用圧延棒鋼） ・SNR400A ・SNR400B ・SNR490B

・JIS G 3350 （一般構造用軽量形鋼） ※SSC400

・JIS G 3353 （一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼） ・SWH400

・JIS G 3444 （一般構造用炭素鋼鋼管） ※STK400 ・STK490

・JIS G 3466 （一般構造用角形鋼管） ※STKR400 ・STKR490

・JIS G 3475 （建築構造用炭素鋼鋼管） ・STKN400W ・STKN400B ・STKN490B

（デッキプレート） ・SDP1T ・SDP2 ・SDP3

・SDP1TG ・SDP2G

○ ボルト・ナット

用鋼材

・JIS G 3101

・JIS B 1220

（一般構造用圧延鋼材）

（構造用両ねじアンカーボルトセット）

・JIS B 1186 （摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）

○ ターンバックル

溶接材料○

（建築用ターンバックル）

※割枠式・JIS A 5541 （建築用ターンバックル胴）

ガスシールドアーク

名　　　　称 規　　　　　　　　　　　格

被覆アーク溶接棒
JIS Z 3211 （軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）

（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）JIS Z 3214 

溶接用ワイヤ

（軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）

（軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）

（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）

（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3315

JIS Z 3320

セルフシールドアー

ク溶接用ワイヤ
（軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）JIS Z 3313

サブマージアーク溶

接用材料

JIS Z 3183 （炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）

JIS Z 3351 （炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）

JIS Z 3352 （サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）

エレクトロスラグ溶

接用材料
JIS Z 3353 （軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）

スタッド溶接用材料 JIS B 1198 （頭付きスタッド）

上に掲げるもののほか，建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料－

建方用アンカーボルト

構造用アンカーボルト

D10 D13

21 24

D16

28

D19

31

D22

35

D25

38

D29 D32

43 46

鉄筋の呼び名

鉄筋の貫通孔の孔径

種　類

アンカーボルト

高 力 ボ ル ト

普 通 ボ ル ト

孔　径

d ＋2.0

d ＋0.5

d ＋5.0

dねじの呼び径  

d ＜27

ねじの呼び 縁端距離（ｅ） ボルト間隔（ｐ）

Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22

Ｍ24

40

45

60

70

千鳥打ち間隔（Pt）
ゲージ

（ｇ）

35

40

45

50

55

60

ねじの呼び

Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22

50

45

40

35

25

Ｍ24

60

55

50

45

40

Ａ又はＢ

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

ｇ ｇ 

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

最大軸径

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

最大軸径

12

20

20

22

22

24

24

ｇ 

30

35

40

40

45

50

55

Ｂ

50

65

70

75

80

90

100

最大軸径

16

16

22

22

24

24

24

24

24

ｇ ｇ Ｂ

56

75

90

105

120

40

70

90

(注 )1

150

150

140

140

100

125

150

175

200

250

300

350

400

　(注)1　千鳥打ちとした場合

（注）板厚が異なる場合は，厚い方の板厚とする。

板厚

６を超える

６以下　　

手溶接，半自動溶接を行う箇所

30

40

自動溶接を行う箇所

50

70

溶接工法

手　溶　接

半自動溶接

自 動 溶 接

長さ

70以上

30以上

30以上

①傾斜加工 ②Ｔ継手に準じた余盛 ③なめらかに溶接

鉄骨構造建築物における主なワイヤの使用区分

溶接条件

入熱

（kJ/cm）

15～30

15～30

15～40

パス間温度

（℃）

≦250

≦450

≦350

適用鋼材の引張強さ

490MPa 級400MPa 級 520MPa 級

ＹＧＷ11，15，18，19

ＹＧＷ11，15，18，19 ＹＧＷ18，19

ＹＧＷ18，19ＹＧＷ11，15

鋼種

SM 490 Y

SN 490  
SM 490  

SM 520  

SN 400  

SM 400  

SS 400  

溶接法

低水素系以外の被覆アーク溶接

低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接

CO2ガスシールドアーク溶接
サブマージアーク溶接

（注）4

（注）3

低水素系被覆アーク溶接

CO2ガスシールドアーク溶接
サブマージアーク溶接

（注）4

（注）3

余熱温度の標準

板厚（㎜）

t＜25
25≦t
＜32

32≦t
＜40

40≦t
≦50

50＜t
≦75

75＜t
≦100

予熱なし

予熱なし

予熱なし

予熱なし

予熱なし

予熱なし

50℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

予熱なし

50℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし 予熱なし

予熱なし

50℃

50℃

50℃　 50℃　

50℃　

80℃　

80℃　

50℃　

（注）2  （注）2  （注）2  （注）2  

（注）2  （注）2  （注）2  80℃ 

50℃　（注）1  （注）1  

（注）1  
（注）1  

低水素系被覆アーク溶接

CO2ガスシールドアーク溶接
サブマージアーク溶接

（注）4

（注）3 予熱なし
SM 570  

50℃ 50℃ 80℃ 80℃ 100℃ 120℃

50℃ 50℃ 50℃ 80℃ 100℃

（注）

２．熱加工制御を行った鋼材では，より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。

　　アーク溶接に準ずる。

３．大電流溶接などの特殊な溶接では，個別の検討をすること。

４．フラックス入りワイヤーによるCO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は，低水素系被覆

１．鋼種SM 400，SN 400の場合に適用し，鋼種SS 400は別途検討すること。

ねじの呼び

Ｍ12

Ｍ16

Ｍ20，Ｍ22

Ｍ24

一次締付けトルク

100程度

 50程度

150程度

200程度

　 生した場合又は油，塗料，じんあい等が付着した場合は，組立に先立ち取り除く。

　　　 対比試験片との照合等により，摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを

　 　  確認する。

JIS形高力ボルト

施工前

施工後

①チップ部

②ネック部

③ボルトネジ部

トルシア形高力ボルト

Ｍ22

40

35

ねじの呼び

JIS形

トルシア形

Ｍ12

25

Ｍ16

30

25

Ｍ20

35

30

Ｍ24

45

40（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）

・JIS B 1180 （六角ボルト）

・JIS B 1181 （六角ナット）

※仕上げの程度：中

※仕上げの程度：中

・JIS B 1256 （平座金） ※並形－部品等級Ａ

ねじの公差域クラス：6H

ねじの公差域クラス：6g 強度区分：4.6

強度区分：5T

・JSS Ⅱ 09

※２種（F10T） ・３種（F11T）

・JIS G 3352

・JIS A 5540

Ver.2304

福山市御野交流館改築工事
設計者 有限会社

一級建築士登録 第239406号　　　戸梶  好喜

〒720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

Tel. 084-949-3632
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(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準

２．隅肉溶接

(2)隅肉溶接のサイズ

１．製品

２．工事現場

１．突合せ溶接

(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準

(3)かど継手（Ｌ）の開先標準

(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準

９．溶接部の形状・寸法

10．工作及び組立

12．溶接

11．高力ボルト

14．鉄骨工事精度

13．溶接継手の種類別開先標準

鉄骨工事仕様書　　No.2
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梁フランジ

スチフナ

柱フランジ

t

e

t

柱フランジ

t

スチフナ
ダイアフラム
(梁フランジ)

t

e

t=min(t ,t )

設計ボルト心
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ｈ
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h△
h

h
△
h

△
h

h
△
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Dh
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D

t

e

et

θ

縦割れ横割れ

(溶接金属割れ)

クレーター割れ

t t

e

B -Be =

e =B -B

a－a断面

e

b－b断面

150㎜

B B

a
a

bb

25㎜

e

B

B

a a

b
b

a
－
a
断
面

e

2
5
㎜

e

2
5
㎜

b
－
b
断
面

t=min(t ,t )

e

t

(梁フランジ)
ダイアフラム

スチフナ

t

柱フランジ

t

e

t

柱フランジ

スチフナ

梁フランジ

t

t

t t

e

t=min(t ,t )

a

a

θ＋△θ

θ＋△θ 

θ＋△θ θ＋△θ 

L
+
△
L

0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4‐3mm

図 限界許容差 測定器具管理許容差名　称

限界ゲージ

0≦△S≦0.8S

かつ△S≦8㎜

0≦△S≦0.5S

かつ△S≦5㎜

(1)隅肉溶接の

   サイズ

△Ｓ

溶接ゲージ

(3)完全溶込み溶接

   突合せ継手の余

　 盛の高さ

限界ゲージ

△ｈ

溶接ゲージ

溶接ゲージ

△ｈ

限界ゲージ

(4)完全溶込み溶接

   角継手の余盛の

　 高さ

(2)隅肉溶接の余盛

   の高さ

△ａ

0≦△a≦0.4S

かつ△a≦4mm

0≦△a≦0.6S

かつ△a≦6mm

溶接ゲージ

0≦△h≦7㎜ 0≦△h≦10㎜ 限界ゲージ

t＞40㎜　(h=10mm)

t≦40mm （h=t／4mm) t≦40mm

t＞40㎜　(h=10mm)

0≦△h≦t／4mm

（h=t／4mm)

0≦△h≦t／4‐3mm

溶接ゲージ

△ｈ

(5)完全溶込み溶接

   Ｔ継手(裏当て

   金あり)の余盛

　の高さ

(6)完全溶込み溶接

   Ｔ継手(裏はつり)

   の余盛の高さ

0≦△h≦7㎜ 0≦△h≦10㎜

t≦40mm t≦40mm（h=t／8mm) （h=t／8mm)

t＞40㎜　(h=5mm)

限界ゲージ

溶接ゲージ

△ｈ

名　称 図 管理許容差 限界許容差 測定器具

e≦3㎜(1)Ｔ継手のすき間 e≦2㎜

(隅肉溶接) 金属製直尺

ｅ

テーパーゲージ

(2)重ね継手のすき e≦2㎜ e≦3㎜ テーパーゲージ

   間 金属製直尺ｅ

(3）突合せ継手の t≦15㎜ t≦15㎜ 金属製角度直尺

   食違い 金属製直尺

ｅ テーパーゲージ

溶接ゲージ

21

21

t＞15㎜ t＞15㎜

e≦t/15かつe≦2㎜ e≦t/10かつe≦3㎜

e≦1㎜ e≦1.5㎜

21

(4）ルート間隔 被覆アーク溶接 テーパーゲージ

（裏はつり) サブマージアーク溶接 サブマージアーク溶接

ルール

(6)ルート面

△ａ

コンベックス

金属製直尺

△ａ≦2㎜ △ａ≦3㎜

△ａ≦1㎜ △ａ≦2㎜

　　裏当て金なし

　　裏当て金あり

　　裏当て金なし

　　裏当て金あり

△ａ≦3㎜△ａ≦2㎜

サブマージアーク溶接 サブマージアーク溶接

(7)ベベル角度 溶接ゲージ

セルフシールドアーク溶接

被覆アーク溶接，

ガスシールドアーク溶接，

被覆アーク溶接，

ガスシールドアーク溶接，

セルフシールドアーク溶接

1(8)開先角度 限界ゲージ

22 2

名　称 図 管理許容差 限界許容差 測定器具

(1)孔の心ずれ

ｅ

検定用型板

(2)孔相互の間隔 コンベックス

△Ｐ ルール

金属製直尺

ルール

(3)孔の食違い

ｅ

コンベックス

直角定規

   部の肌すき

(4)高力ボルト接合

ｅ

テーパーゲージ

e≦1㎜ e≦1.5㎜

－1㎜≦△P≦＋1㎜ －1.5㎜≦△P≦＋1.5㎜

e≦1㎜ e≦1.5㎜

e≦1㎜ e≦1㎜

△ａ ≧－2㎜

△ａ ≧－2㎜

△ａ ≧－3㎜

△ａ ≧－3㎜

1 1

2 2

ボルト接合設計施工ガイドブ

ック」の最小縁端距離を満足

すること。

ボルト接合設計施工ガイドブ

ック」の最小縁端距離を満足

すること。

ルール

(5)孔のはしあき

   ・へりあき

△ａ

コンベックス

金属製直尺

1 1

2
2

(9)切断面のあらさ 対比試験片開 先 内　100μmRz以下

自由縁端　100μmRz以下

開 先 内　100μmRz以下

自由縁端　100μmRz以下

t≦40㎜　e≦1㎜

e≦1.5㎜

t≦40㎜　e≦1.5㎜

e≦2㎜

t＞40㎜　e≦1.5t/40かつ

溶接ゲージ

テーパーゲージ

金属製角度直尺

ルール

コンベックス

測定治具

テーパーゲージ

(12)仕口のずれ

ｅ

ｅ コンベックス
ルール

1

3

2

    深さ

(10)切断面のノッチ

ｄ

開 先 内　d≦1㎜

自由縁端　d≦1㎜

開 先 内　d≦0.5㎜

自由縁端　d≦0.5㎜

溶接ゲージ

1e≦2t /15かつe≦3mm

e≦t /6かつe≦4mm

e≦t /5かつe≦4mm

e≦t /4かつe≦5mm

1

3

2

1 2

e≦2mm e≦3mm

(11)切断縁の直角度

直角定規

金属製直尺

直角定規

金属製角度直尺

金属製直尺

t＞40㎜　e≦t/40かつ

t≧t　

t＜t

3

3

t≧t　

t＜t

3

3

(13)溶接組立て部材

　　端部の不ぞろい

かつ「鋼構造設計規準」「高力 かつ「鋼構造設計規準」「高力

貫通ゲージ

コンベックス

ルール

金属製直尺

1
2

(7)アンダーカット

の長さが3㎜以下。 の長さが5㎜以下。

 対比試験片

ただし，上記の数値を超え1

ゲージ

アンダーカットe≦0.5㎜

e≦0.5㎜

e≦0.8㎜

り総長さが30㎜以下かつ1箇所

㎜以下の場合，溶接長300㎜当

側面隅肉溶接

前面隅肉溶接

完全溶込み溶接

e≦0.5㎜

e≦0.3㎜

e≦0.3㎜

り総長さが30㎜以下かつ1箇所

㎜以下の場合，溶接長300㎜当

ただし，上記の数値を超え0.7

側面隅肉溶接

前面隅肉溶接

完全溶込み溶接

ｅ

θ≦5°θ≦3°

限界ゲージ

金属製直尺

ルール

コンベックス

－2mm≦△Ｌ≦+2mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm

△Ｌ，θ

と傾き

の仕上がり高さ
(14)スタッド溶接後

－－

－－

著しいものは認めない。(13)オーバーラップ

150㎜の範囲で7㎜以下。

ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。

方向)は溶接の長さ，またはビー

(ビート長さ方向),e (ビート幅2

ビード表面の凹凸の高低差e 

ビード幅の不整e は溶接の長さ3

1

ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。

方向)は溶接の長さ，またはビー

(ビート長さ方向),e (ビート幅2

ビード表面の凹凸の高低差e 

測定治具

溶接ゲージ

テーパーゲージ

金属製直尺

金属製角度直尺

て計算する。て計算する。

(11)ピット ルーペ

以下のものは３個を１個とし

だし，ピットの大きさが1㎜

溶接長300㎜当り２個以下。た

以下のものは３個を１個とし

だし，ピットの大きさが1㎜

溶接長300㎜当り１個以下。た

150㎜の範囲で5㎜以下。

ビード幅の不整e は溶接の長さ3

1

テーパーゲージ

溶接ゲージ(10)ビード表面の

ルール

コンベックス

金属製直尺

ｅ

   不整

3

3

3

3

金属製直尺

テーパーゲージ

ｅ

(9)仕口のずれ

ルール

測定治具

コンベックス

e≦t /4かつe≦5㎜

e≦t /5かつe≦4㎜

t ＜t

t ≧t 

e≦t /6かつe≦4㎜

t ≧t 

t ＜t

e≦2t /15かつe≦3㎜

1 2

213

3 21

2

1

1

2

1

2

2

1

21

2

3

1

2

3

1

1 2

21

(8)突合せ継手の

ｅ

　 食違い

e≦1.5㎜

e≦t/10かつe≦3㎜t＞15㎜

t≦15㎜

e≦t/15かつe≦2㎜

e≦1㎜

t＞15㎜

t≦15㎜

あってはならない。(12)割れ

ａ

0≦a≦2.5㎜

0≦a≦1㎜

セルフシールドアーク溶接

ガスシールドアーク溶接，

0≦a≦2㎜

被覆アーク溶接 0≦a≦4㎜

0≦a≦2㎜

セルフシールドアーク溶接

0≦a≦3㎜

ガスシールドアーク溶接，

(5)ルート間隔 限界ゲージ

テーパーゲージ

△ａ

(裏当て金あり)

ガスシールドアーク溶接，

セルフシールドアーク溶接

被覆アーク溶接

△ａ≧-2㎜（θ≧35°）

サブマージアーク溶接

△ａ≧-2㎜（θ≧35°）

-2㎜≦△ａ≦+2㎜

△ａ≧-1㎜（θ＜35°）

サブマージアーク溶接

-3㎜≦△ａ≦+3㎜

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接，

セルフシールドアーク溶接

△ａ≧-3㎜（θ≧35°）

△ａ≧-3㎜（θ≧35°）

△ａ≧-2㎜（θ＜35°）

△θ

△θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°）

△θ≧-1°（θ＜35°） △θ≧-2°（θ＜35°）

△θ

1 1△θ ≧-5°

2

△θ ≧-10°

22△θ ≧-1°（θ＜35°）

△θ ≧-2.5°（θ≧35°） △θ ≧-5°（θ≧35°）

△θ ≧-5°（θ＜35°）

B＜15㎜（h=0㎜）

0≦△h≦3㎜

15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）

0≦△h≦4㎜

25㎜≦B（h=0mm）

0≦△h≦4B/25㎜

0≦△h≦5㎜

B＜15㎜（h=0mm）

15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）

0≦△h≦6㎜

25㎜≦B（h=0mm）

0≦△h≦6B/25㎜

B＜15㎜（h=0mm）

0≦△h≦3㎜

15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）

0≦△h≦4㎜

25㎜≦B（h=0mm）

0≦△h≦4B/25㎜

B＜15㎜（h=0mm）

0≦△h≦5㎜

15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）

0≦△h≦6㎜

25㎜≦B（h=0mm）

0≦△h≦6B/25㎜

t＞40㎜ （h=5mm）

D1＝2（ｔ－2）／3

D2＝（ｔ－2）／3

ｔ ｔ ｔ ｔ

35° 45°

60° 60°67

2

2

2

6

D1

D2D2

D1

D1＝（ｔ－6）／2

D2＝（ｔ－6）／2

ｔ ｔ ｔ ｔ

Ｓ
Ｓ

35°35°

2

6

1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10

ｔｔｔｔ

ＳＳＳ Ｓ

ＳＳ

6222

7 7

60°35°45°35°

1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10

D1＝2（ｔ－2）／3

D2＝（ｔ－2）／3

1/4ｔ≦Ｓ≦10

D2＝（ｔ－6）／2

1/4ｔ≦Ｓ≦10

D1＝（ｔ－6）／2
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限界値図項　目
ｔ≦6 ｔ≦12

１（片面溶接） １（片面溶接）２（両面溶接） ２（両面溶接）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

ｔ≦6 ｔ≦12

１（片面溶接）２（両面溶接） ２（両面溶接）１（片面溶接）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

２（両面溶接）

16＜ｔ≦40

１（片面溶接）

ｔ

Ｓ

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

４ ５ ５ ６ ７ ８ ８ ９ 10 12

名　　　称 図 製作管理許容差 限界許容差 備　　考

(2) 柱の長さ

　　⊿L

(3) 階　高

－3㎜≦△Ｌ≦＋3㎜ －5㎜≦△Ｌ≦＋5㎜

名　　　称 図 製作管理許容差 限界許容差 備　　考

　　ｅ ｅ≦ ｅ≦1000 1000
Ｌ 1.5Ｌ

かつ かつｅ≦10㎜ ｅ≦15㎜

(5) 柱の曲り

　　ｅ ｅ≦ ｅ≦かつ かつ
1500

ｅ≦5㎜
1000

ｅ≦8㎜

(6) せ　い

(14) 柱のねじれ

(15) メタルタッチ

(16) ベースプレートの

　　δ

　　ｅ

　　ｅ ｅ≦2㎜ ｅ≦3㎜

ｅ≦ ｅ≦

δ≦ δ≦
1000

1000 1000

1000
かつδ≦5㎜ かつδ≦8㎜

(13) 仕口部の長さ

(7) 幅

(10) ウェブの心ずれ

(11) ウェブの曲り

(12) 仕口部の角度

　　ｅ

　　ｅ

　　ｅ

　　ｅ

接合部

一般部

ｅ≦2ｂ/100かつｅ≦2㎜

接合部

一般部

ｅ≦3㎜ｅ≦2㎜

　 ,   ≦Ｌ/300

   ≦4㎜    ≦6㎜

かつ かつ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ ｅ

   ,　 ≦3㎜    , 　≦5㎜ｅ ｅ

ｅ ｅ　 ,   ≦Ｌ/200

－2㎜≦△Ｂ≦＋2㎜ －3㎜≦△Ｂ≦＋3㎜

－3㎜≦△Ｌ≦＋3㎜ －5㎜≦△Ｌ≦＋5㎜
　　△L

　　△B

(7) 柱の倒れ

　　ｅ
ｅ≦ ｅ≦

Ｈ Ｈ
1000 700

かつ かつ

ｅ≦10㎜ ｅ≦15㎜

　　ｅ ｅ≦Ｌ/1000＋３㎜ ｅ≦Ｌ/700＋5㎜

かつｅ≦10㎜ かつｅ≦15㎜

　　ｅ

アンカーボルト

建方用

アンカーボルト

構造用

(2) 建物のわん曲

　　ｅ ｅ≦Ｌ/4000 ｅ≦Ｌ/2500

かつｅ≦20㎜ かつｅ≦25㎜

　　ｅ

(1) 建物の倒れ

備　　考限界許容差製作管理許容差図名　　　称

かつｅ≦50㎜

ｅ≦Ｈ/2500＋10㎜

かつｅ≦30㎜

ｅ≦Ｈ/4000＋7㎜

　　△H
－3㎜≦△Ｈ≦＋3㎜ －5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜

　　△H －5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜ －8㎜≦△Ｈ≦＋8㎜

ｔ≦16 ｔ≦16

ｔ ＜ｔ 　　e≦t ／4　

21

21 1

1

かつe≦5mm

e≦1.5㎜

e≦t/10t＞15㎜

t≦15㎜

かつe≦3mm

この場合において，通しダイアフラ

ムと梁フランジの溶接部は，梁フラ

ンジは通しダイアフラムの厚み内で

溶接しなければならない。

②突合せ継手の食違い

e≦0.3㎜

ただし，上記の数値を超え1㎜以下

の場合，アンダーカット部分の長さ

の総和が溶接長の1/10以下であり断

③アンダーカット

面が鋭角的でないものは許容できる。

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

ｔ≦6 ｔ≦12

１（片面溶接） １（片面溶接）２（両面溶接） ２（両面溶接）

①ダイアフラムと

　フランジのずれ

ｔ ≧ｔ 　　e≦t ／5　　

かつe≦4mm

被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及び
（サブマージアーク自動溶接）

19＜ｔ≦40 22＜ｔ≦40

被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及び

セルフシールドアーク溶接
（サブマージアーク自動溶接）

セルフシールドアーク溶接

19＜ｔ≦40 22＜ｔ≦40

被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及び

セルフシールドアーク溶接
（サブマージアーク自動溶接）

19＜ｔ≦40 19＜ｔ≦40

（被覆アーク溶接,ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

４ 19 25 28 32 36 40

10 11 11 13 15 17 19 21 24３

22

(1) 梁の長さ

　　⊿H
Ｈ＜10ｍ

Ｈ≧10ｍ

－3㎜≦△Ｈ≦＋3㎜

－4㎜≦△Ｈ≦＋4㎜

Ｈ＜10ｍ

－5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜

－6㎜≦△Ｈ≦＋6㎜

　　⊿h

4 4 22
3 3 1 1

4 24 2
3 3 1 1

－3㎜≦△ｈ≦＋3㎜ －5㎜≦△ｈ≦＋5㎜

(4) 梁の曲り

Ｈ Ｈ

Ｄ＜800㎜ Ｄ＜800㎜

－2㎜≦△Ｄ≦＋2㎜ －3㎜≦△Ｄ≦＋3㎜

Ｄ≧800㎜ Ｄ≧800㎜

－3㎜≦△Ｄ≦＋3㎜ －4㎜≦△Ｄ≦＋4㎜

接合部 接合部

ｅ≦3Ｄ/200かつｅ≦3㎜ｅ≦Ｄ/100かつｅ≦2㎜

一般部 一般部

ｅ≦2Ｄ/100かつｅ≦4㎜ ｅ≦3Ｄ/100かつｅ≦6㎜

(8) 溶接組立

　　ｅ

　　箱形断面の直角度

(9) Ｈ形断面の直角度

ｅ≦ｂ/100かつｅ≦1㎜ ｅ≦3ｂ/200かつｅ≦1㎜

ｅ≦3ｂ/100かつｅ≦2㎜

ｅ ｅｅｅ　 ≦Ｄ/150かつ   ≦4㎜ 　 ≦Ｄ/100かつ   ≦6㎜

　 ≦ｌ/150かつ   ≦4㎜ 　 ≦ｌ/100かつ   ≦6㎜ｅｅ ｅ ｅ

C CL L

6Ｄ 9Ｄ

1.5Ｄ 2.5Ｄ

　　 折れおよび凹凸

(3) アンカーボルトの

　　位置のずれ －3㎜≦ｅ≦＋3㎜

－3㎜≦ｅ≦＋3㎜

－5㎜≦ｅ≦＋5㎜

－5㎜≦ｅ≦＋5㎜

(4) 柱据え付け面の

　　高さ

(5) 工事現場継手階の

　　階高

(6) 梁の水平度

Ｈ≧10ｍ

　　△D

ＡＨ

ＡＨ

Ｈ

1

2

2

1

ＡＨ

（ ）

（ ）

（ ）

福山市御野交流館改築工事
設計者 有限会社

一級建築士登録 第239406号　　　戸梶  好喜

〒720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

Tel. 084-949-3632

ティーズ設計事務所

Ver.2304

図面No

2023年  3月

福山市建設局建築部営繕課
工事名称

図面名称設計 S-06
鉄骨工事仕様書　　No.２

構造設計一級建築士　第  1025号
坪井　浩一

構造設計者
一級建築士　　　　　第257981号



木 質 構 造 特 記 仕 様 書

    本 特 記 仕 様 書 は 構 造 用 集 成 材 ， 構 造 用 単 板 積 層 材 ( L V L ) ， 構 造 用 製 材 及 び 直 交 集 成 板 ( C L T ) を

    特 記 事 項 は  ・   印 の 付 い た も の を 適 用 す る .   ・   印 が 付 か な い 場 合 は  ※  印 の 付 い た も の を 適 用 し ，

     ・  印 と   ※   印 が 付 い た 場 合 は 共 に 適 用 す る ．

  ｅ ． 大 断 面 木 造 建 築 物 設 計 施 工 マ ニ ュ ア ル （ 日 本 建 築 セ ン タ ー ） 1 9 8 8 年 版

  ｇ ． 木 質 構 造 設 計 規 準 ・ 同 解 説 （ 日 本 建 築 学 会 ） 2 0 0 6 年 版

ａ ． 構 造 用 単 板 積 層 材 の 品 質 は J A S  0 7 0 1 （ 単 板 積 層 材 ） に よ る ．

ｂ ． 使 用 材 料

１ ． １   適 用 範 囲

１ ． ２   一 般 事 項

１ ． ３   準 拠 規 準

２ ． １   構 造 用 製 材

１   共 通 事 項

２   材 料

ｃ ． ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 に よ る 区 分 は Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る ．

２ ． ３   構 造 用 単 板 積 層 材 （ L V L ）

２ ． ４   直 交 集 成 板 （ C L T ）

ａ ． 構 造 用 製 材 の 品 質 は J A S  1 0 8 3 （ 製 材 ） に よ る ．

ａ ． 直 交 集 成 板 の 品 質 は J A S  3 0 7 9 （ 直 交 集 成 板 ） に よ る ．

  ａ ． 木 質 構 造 設 計 ・ 技 術 マ ニ ュ ア ル （ J K 木 構 造 グ ル ー プ ） V o l . 2

v e r 2 2 1 2 2 3

     主 要 構 造 部 に 用 い た 木 工 事 に 適 用 す る ．

ａ ． 構 造 用 集 成 材 の 品 質 は 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 に よ る ．

ｂ ． 使 用 材 料

ｃ ． ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 に よ る 区 分 は Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る ．

２ ． ２   構 造 用 集 成 材

  ａ ． 製 作 接 合 ⾦ 物 の 鋼 材 の 品 質 は J I S  G 3 1 0 1 （ 一 般 構 造 用 圧 延 鋼 材 ） ， J I S  G  3 1 0 6

２ ． ９   製 作 接 合 ⾦ 物

  ｂ ． 製 作 接 合 ⾦ 物 の 鋼 材 は 品 質 証 明 の た め ， 規 格 証 明 書 を 監 理 者 に 提 出 す る ．

  ａ ． 適 用 規 格

      ※ J I S  B 1 1 8 0 （ 六 角 ボ ル ト ） 本 体 規 格 も し く は 附 属 書

      ※ J I S  B 1 1 8 1 （ 六 角 ナ ッ ト ） 本 体 規 格 も し く は 附 属 書

  ｂ ． 鋼 材 品 質

        ボ ル ト   ※  強 度 区 分  4 . 6   ※  強 度 区 分  4 . 8   ・ Z マ ー ク 等 ⾦ 物 の 仕 様     ・ （           ）

  ｂ ． 鋼 材 品 質

      S S 4 0 0 と し ， そ の 適 用 は 設 計 図 に よ る ．

  ａ ． 適 用 規 格

  ｂ ． 鋼 材 品 質

２ ． １ ０   ボ ル ト お よ び ナ ッ ト

２ ． １ ２   ド リ フ ト ピ ン

２ ． １ ４   座 ⾦

２ ． １ ５   ア ン カ ー ボ ル ト

２ ． ７   保 存 処 理

    ※  K 3 相 当 以 上 の 防 腐 ・ 防 蟻 処 理

    ・ 構 造 用 製 材 規 格 等 に 規 定 さ れ る 耐 久 性 区 分 Ｄ １ の 樹 種 ， ま た は こ れ ら に よ り 構 成 さ れ る

  ａ ． 鋼 材 品 質

２ ． １ ３   ラ グ ス ク リ ュ ー

        仕 様 ︓   ※  キ ー ラ ム A Q 土 台 セ ッ コ ン

  ｃ ． 防 錆 処 理

      ※  J I S  H 8 6 1 0 （ 電 気 亜 鉛 め っ き ） ２ 種   C M 2   3 級

      ・  J I S  H 8 6 4 1 （ 溶 融 亜 鉛 め っ き ） H D Z T 4 9

  ａ ． 適 用 規 格

  ｄ ． 防 錆 処 理

  ｃ ． 防 錆 処 理

  ｂ ． 防 錆 処 理

  ｃ ． 防 錆 処 理

２ ． １ ６   釘

  ａ ． 適 用 規 格

      ※  J I S  A 5 5 0 8 （ く ぎ ）

２ ． １ ７   木 質 構 造 用 ね じ

      木 質 構 造 用 ね じ は 評 価 機 関 が 評 価 し た も の ， ま た は 試 験 成 績 書 が あ る も の を 使 用 す る ．

      ※  タ ル キ ッ ク （ シ ネ ジ ッ ク 製 ）

      ※  設 計 図 に よ る ．

  ａ ． 鋼 材 品 質

                   ・ （                      ）

      ※  パ ネ リ ー ド （ シ ネ ジ ッ ク 製 ）

        ナ ッ ト   ・  強 度 区 分  5 も し く は 4 T   ・  強 度 区 分  5 も し く は 5 T

      ※  S S 4 0 0

        J I S  G 3 1 9 1 （ 熱 間 圧 延 棒 鋼 及 び バ ー イ ン コ イ ル の 形 状 , 寸 法 , 質 量 及 び そ の 許 容 差 ） に よ る ．

      ・  J I S  B 1 2 2 0 （ 構 造 用 両 ね じ ア ン カ ー ボ ル ト セ ッ ト ）

  ａ ． 土 台

  ｃ ． そ の 他

        ・ （                      ）

      ・  S N R 4 0 0 B

  ｃ ． 形 状

        木 質 構 造 標 準 図 に よ る ．

      ※  設 計 図 に よ る ．

  ｂ ． 形 状

部   位 樹 種 名 強 度 等 級 乾 燥 処 理 保 存 処 理 材 面 の 美 観

ｂ ． 使 用 材 料

部   位 樹 種 名 品 名 強 度 等 級 材 面 の 品 質 接 着 性 能

部   位 樹 種 名 区 分 曲 げ 性 能 水 平 せ ん 断 性 能 接 着 性 能種 類

部   位 樹   種

ｂ ． 使 用 材 料

強 度 等 級 備   考

ｃ ． ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 に よ る 区 分 は Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る ．

２ ． ５   構 造 用 合 板

ａ ． 構 造 用 合 板 の 品 質 は 「 合 板 の 日 本 農 林 規 格 」 に よ る ．

部   位 樹   種 接 着 性 能 厚 さ

ｂ ． 使 用 材 料

曲 げ 性 能 , 板 面 の 品 質等 級 備   考

ｃ ． ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 に よ る 区 分 は Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る ．

接 着 性 能

２ ． ８   既 製 接 合 ⾦ 物

  ｂ ． 既 製 接 合 ⾦ 物 は 「 日 本 住 宅 ･ 木 材 技 術 セ ン タ ー 」 が 規 定 す る Z , C , D , S ,     マ ー ク 表 示 ⾦ 物 （ 以 下

       Z マ ー ク 等 ⾦ 物 ） ま た は 設 計 図 に 明 記 さ れ た 製 品 を 用 い る ．

  ｃ ． 既 製 接 合 ⾦ 物 は 出 荷 証 明 書 を 監 理 者 に 提 出 す る ．

  ｄ ． 既 製 接 合 ⾦ 物 の 接 合 部 に 用 い る 接 合 具 は 接 合 部 性 能 試 験 時 と 同 規 格 ， 同 仕 様 の も の と し ，

       本 特 記 仕 様 書 ２ . 9 〜 ２ . 1 5 は 適 用 し な い ．

       設 計 図 に 記 載 が な い 場 合 は S S 4 0 0 と す る ．

      ・  S N R 4 9 0 B

      ・  J I S  B 1 1 8 0 （ 六 角 ボ ル ト ） の 強 度 区 分 4 . 6 も し く は 4 . 8 に 適 合 す る 炭 素 鋼

      ※  S S 4 0 0

      ※  S N R 4 0 0 B

      ・  S N R 4 9 0 B

      ・  J I S  B 1 1 8 0 （ 六 角 ボ ル ト ） の 強 度 区 分 ４ . ６ も し く は ４ . ８ に 適 合 す る 炭 素 鋼  

  ｂ ． 種 類

      ※  N Z く ぎ ( め っ き 鉄 丸 く ぎ )

      ・  

ｄ ． 直 交 集 成 板 の 表 面 仕 上 げ

    ※  プ レ ー ナ ー 仕 上 げ の み

    ・  エ ポ キ シ パ テ 補 修 の 上 ， サ ン ダ ー 仕 上 げ

      J I S  B 1 2 5 6 （ 平 座 ⾦ ） に 準 拠 す る 鋼 材 ， J I S  B 1 2 5 1 （ ば ね 座 ⾦ ） に 準 拠 す る 鋼 材 も し く は

２ ． ６   無 等 級 製 材

ａ ． 使 用 材 料

  ｄ ． ボ ル ト の 規 格 に 本 体 規 格 を 用 い る 場 合 ， ボ ル ト の 軸 径 の 最 大 寸 法 は ね じ の 呼 び 径 の 値 以 下 と す る ．

      （ 溶 接 構 造 用 圧 延 鋼 材 ） ， J I S  G 3 1 3 6 （ 建 築 構 造 用 圧 延 鋼 材 ） に 準 拠 し ， 材 質 は 設 計 図 に よ る ．

        集 成 材 等 の 使 用

    ※  薬 剤 処 理 （ 現 場 塗 布 ）

        仕 様 ︓   ※  ( 社 ) 日 本 し ろ あ り 対 策 協 会 又 は ( 社 ) 日 本 木 材 保 存 協 会 認 定 の 防 腐 ・ 防 蟻 剤

                   ・ （                      ）

  ｂ ． 地 盤 面 か ら の 高 さ が 1 m 以 内 の 外 壁 の 軸 組 （ 柱 ， 間 柱 ， 筋 か い ， 耐 ⼒ 面 材 ， 下 地 材 等 ）

    ・ 構 造 用 製 材 規 格 等 に 規 定 さ れ る 耐 久 性 区 分 Ｄ １ の 樹 種 ， ま た は こ れ ら に よ り 構 成 さ れ る

        集 成 材 等 の 使 用

  ａ ． 既 製 接 合 ⾦ 物 と は 梁 受 け ⾦ 物 ， 柱 頭 柱 脚 ⾦ 物 ， 筋 か い 仕 口 ⾦ 物 の こ と を 示 し ， ボ ル ト ， ア ン カ ー

       ボ ル ト ， ド リ フ ト ピ ン 等 の 接 合 具 単 体 は 含 ま な い ．

      ・  Z マ ー ク 等 ⾦ 物

                ・ Z マ ー ク 等 ⾦ 物 の 仕 様   ・ （           ）

      ・  Z マ ー ク 等 ⾦ 物 の 仕 様

      ・ Z マ ー ク 等 ⾦ 物 の 仕 様

      ・ Z マ ー ク 等 ⾦ 物

２ ． １ １   両 ね じ ボ ル ト

ａ ． 鋼 材 品 質

    ※  S S 4 0 0

    ・  S N R 4 0 0 B

    ・  S N R 4 9 0 B

    ・ Z マ ー ク 等 ⾦ 物 の 仕 様

ｂ ． 防 錆 処 理

      ※  C N Z く ぎ ( め っ き 太 め 鉄 丸 く ぎ )

     

  ｅ ． 既 製 接 合 ⾦ 物 の 納 ま り 、 施 工 方 法 等 は 設 計 図 の ほ か 、 各 製 品 の 仕 様 お よ び 規 定 に 準 拠 す る ．

      ・  J I S  K 5 6 7 4 （ 鉛 ・ ク ロ ム フ リ ー さ び 止 め ペ イ ン ト ） 1 種   2 回 塗 り

    ※  J I S  H 8 6 1 0 （ 電 気 亜 鉛 め っ き ） ２ 種   C M 2   3 級

    ・  J I S  H 8 6 4 1 （ 溶 融 亜 鉛 め っ き ） H D Z T 4 9

    ・  Z マ ー ク 等 ⾦ 物 の 仕 様

    ・  J I S  K 5 6 7 4 （ 鉛 ・ ク ロ ム フ リ ー さ び 止 め ペ イ ン ト ） 1 種   2 回 塗 り

      ※  J I S  H 8 6 1 0 （ 電 気 亜 鉛 め っ き ） ２ 種   C M 2   3 級

      ・  J I S  H 8 6 4 1 （ 溶 融 亜 鉛 め っ き ） H D Z T 4 9

      ・  Z マ ー ク 等 ⾦ 物 の 仕 様

      ・  J I S  K 5 6 7 4 （ 鉛 ・ ク ロ ム フ リ ー さ び 止 め ペ イ ン ト ） 1 種   2 回 塗 り

      ※  J I S  H 8 6 1 0 （ 電 気 亜 鉛 め っ き ） ２ 種   C M 2   3 級

      ・  J I S  H 8 6 4 1 （ 溶 融 亜 鉛 め っ き ） H D Z T 4 9

      ・  Z マ ー ク 等 ⾦ 物 の 仕 様

      ・  J I S  K 5 6 7 4 （ 鉛 ・ ク ロ ム フ リ ー さ び 止 め ペ イ ン ト ） 1 種   2 回 塗 り

      ※  J I S  H 8 6 1 0 （ 電 気 亜 鉛 め っ き ） ２ 種   C M 2   3 級

      ・  J I S  H 8 6 4 1 （ 溶 融 亜 鉛 め っ き ） H D Z T 4 9

      ・  Z マ ー ク 等 ⾦ 物 の 仕 様

      ・  J I S  K 5 6 7 4 （ 鉛 ・ ク ロ ム フ リ ー さ び 止 め ペ イ ン ト ） 1 種   2 回 塗 り

      ※  J I S  H 8 6 1 0 （ 電 気 亜 鉛 め っ き ） ２ 種   C M 2   3 級

      ・  J I S  H 8 6 4 1 （ 溶 融 亜 鉛 め っ き ） H D Z T 4 9 適 用 範 囲 （                     ）

      ・  Z マ ー ク 等 ⾦ 物 の 仕 様

      ※  J I S  K 5 6 7 4

適 用 範 囲 （                      ）

（ 鉛 ・ ク ロ ム フ リ ー さ び 止 め ペ イ ン ト ） 1 種   2 回 塗 り

  ｃ ． 木 造 計 画 ・ 設 計 基 準 及 び 同 資 料 （ 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 ） 平 成 2 9 年 版

  ｄ ． 集 成 材 建 築 物 設 計 の 手 引 （ 日 本 集 成 材 工 業 協 同 組 合 ）

  ｆ ． 木 造 軸 組 工 法 住 宅 の 許 容 応 ⼒ 度 設 計 （ 日 本 住 宅 ・ 木 材 技 術 セ ン タ ー ） 2 0 1 7 年 版

背 割 り

・ 有   ※ 無

備   考

部   位 樹 種 名 強 度 等 級 乾 燥 処 理 保 存 処 理 材 面 の 美 観 背 割 り

・ 有   ※ 無

備   考

備   考

備   考

ｃ ． 背 割 り は 原 則 、 ⾒ え が か り 部 分 , 相 欠 き 部 材 , 構 造 用 合 板 の 釘 接 合 面 以 外 の 面 に ⾏ う も の と し ，

    部 材 と 方 向 の 関 係 に つ い て は 監 理 者 の 承 認 を 得 る ．

ｂ ． 背 割 り は 原 則 ， ⾒ え が か り 部 分 ， 相 欠 き 部 材 ， 構 造 用 合 板 の 釘 接 合 面 以 外 の 面 に ⾏ う も の と し ，

    部 材 と 方 向 の 関 係 に つ い て は 監 理 者 の 承 認 を 得 る ．

      ・  

梁 オ ウ シ ュ ウ ア カ マ ツ 対 称 異 等 級 E 1 0 5 - F 3 0 0 2 種 使 用 環 境 C

柱 同 一 等 級 E 9 5 - F 3 1 5 2 種 使 用 環 境 A

壁 、 屋 根 針 葉 樹 特 類 1 2 m mC - D2 級

     

  ｃ ． 製 作 接 合 ⾦ 物 の 接 合 部 に 用 い る 接 合 具 は 設 計 図 に 記 載 な き 限 り ，

      本 特 記 仕 様 書 ２ . 9 〜 ２ . 1 5 を 適 用 す る ．

                 外 部 の み

適 用 範 囲 （                     ）

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                     ）

適 用 範 囲 （                     ）

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

                 外 部 の み

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

                 外 部 の み

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

                 外 部 の み

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

適 用 範 囲 （                      ）

                 外 部 の み

オ ウ シ ュ ウ ア カ マ ツ

                 外 部 の み

梁

ス ギ 乙 種 ２ 級 S D 2 0 - -

ス ギ 甲 種 ２ 級 S D 2 0 - - ・ 有   ※ 無

外 部 の み

梁 カ ラ マ ツ A 種 １ 級 1 2 0 E - 3 8 5 F 5 5 V - 4 7 H 使 用 環 境 C

ト ラ ス 梁 対 称 異 等 級 E 9 5 - F 2 7 0 2 種 使 用 環 境 C

屋 根 針 葉 樹 特 類 2 4 m mC - D2 級

土 台 ヒ ノ キ 無 等 級 S D - 特 一 等

甲 乙 梁 ， 間 柱 等 ス ギ 無 等 級 S D - 特 一 等 ・ 有   ※ 無

・ 有   ※ 無⺟ 屋 、 束 ス ギ 無 等 級 S D - 特 一 等

・ 有   ※ 無筋 か い カ ラ マ ツ 無 等 級 S D - 特 一 等

ヒ ノ キ

  ｂ ． 公 共 建 築 木 造 工 事 標 準 仕 様 書 （ 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 ） 令 和  4 年 版

柱、ﾄﾗｽ斜材

ヒノキ

07木質構造特記仕様書(1)
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    照 合 に 関 し て ， 巻 尺 に 対 す る 張 ⼒ は 5 0 N と す る ．

４   検 査

    製 品 の 輸 送 計 画 に あ た っ て は ， 建 方 計 画 に 支 障 の 生 じ な い よ う に 道 路 状 況 ，

５ ． １   輸 送 計 画

５   搬 出 ， 運 搬

    現 場 の 作 業 の 手 順 な ど を 考 慮 し ， 十 分 な 検 討 を お こ な う ．

    各 部 材 （ 製 品 ） に は ， 加 工 図 等 に 基 づ き 部 材 符 号 （ 製 品 符 号 ） を 明 示 す る ．

    積 込 み ， 荷 降 ろ し ま た は 輸 送 中 に 製 品 が ひ ず み ・ 変 形 な ど を 生 じ な い よ う に 荷 台 を 調 整 し ，

    ⻑ 尺 物 ， 異 形 物 な ど は 適 切 な 養 生 方 法 を 講 ず る ．

５ ． ２   部 材 （ 製 品 ） の 仕 分 け

５ ． ３   輸 送

    た だ し , 部 材 符 号 の 明 示 は ⾒ え が か り 部 に は ⾏ わ な い よ う に す る ．

ａ ． 現 場 建 方 は 予 め 建 方 計 画 書 を 提 出 し ， 監 理 者 の 承 認 を 受 け る も の と す る ．

ｂ ． 建 方 計 画 は 建 方 精 度 に 規 定 す る 諸 寸 法 を 保 持 す る よ う 部 材 の 組 ⽴ て 順 序 を ⽴ 案 し ，

ｃ ． 建 方 に 用 い る 機 械 は ， 最 大 吊 荷 重 ， 作 業 半 径 お よ び 建 物 の 規 模 ・ 形 状 に よ り 最 適 な

    機 種 を 選 定 し そ の 機 械 の 特 性 に 適 し た 使 用 法 を 計 画 す る と と も に ， 不 慮 の 衝 撃 な

    ど に 対 し て も 安 全 で あ る よ う に す る ．

ｄ ． 建 方 中 の 木 材 に ， 機 械 ， 資 材 等 の 仮 置 き を ⾏ う 場 合 は ， 各 部 材 ・ 接 合 部 に 過 大 な 応 ⼒ が か か ら な い

    よ う 適 切 な 補 強 や 有 効 な 措 置 を と る ．

ａ ． 製 品 の 受 入 れ に あ た っ て は ， 工 場 か ら の 送 り 状 と 照 合 し ， 数 量 を 確 認 す る ．

ｂ ． 製 品 は 建 方 順 序 に 従 い 仕 分 け し て 集 積 す る ．

ｃ ． 集 積 の 際 ， 部 材 は 適 切 な 受 台 の 上 に 置 き ， 材 に 曲 が り ・ ね じ れ な ど の 損 傷 を 与 え な い よ う に す る ．

ｄ ． 部 材 の 曲 が り ・ ね じ れ な ど を 発 ⾒ し た 場 合 は ， 監 理 者 に 報 告 の う え 対 応 方 法 を 協 議 す る ．

    建 方 に 先 ⽴ っ て 地 組 を お こ な う 場 合 は ， 寸 法 精 度 を 保 持 す る た め に 適 切 で 有 効 な 架 台 ・ 治 具 な ど を

ａ ． 建 方 計 画 書 に 基 づ き ， 順 次 建 方 を お こ な う ． こ の 際 ， 原 則 と し て 筋 か い ， 方 づ え な ど の 斜 材 を

ｂ ． 必 要 に 応 じ て 仮 設 支 柱 を ⽴ て て 架 構 を 保 持 す る ． こ の 仮 設 支 柱 は 本 接 合 が 完 了 す る ま で 保 持 す る ．

ｃ ． 建 方 完 了 後 ま た は 定 め ら れ た 工 程 の 建 方 が 完 了 し た 場 合 ， 建 方 の 検 査 を ⾏ う ．

    た だ し ， 検 査 記 録 に よ り ， そ の 一 部 ま た は 全 部 を 省 略 す る こ と が あ る ．

ｄ ． 本 接 合 は ， 建 入 れ ひ ず み を 修 正 し た の ち ， あ ら か じ め 定 め ら れ た 順 序 ， 工 法 に 基 づ い て お こ な う ．

ｅ ． 建 方 の 作 業 中 ， 風 圧 ⼒ そ の 他 の 荷 重 に 対 し て は ， 必 要 に 応 じ 仮 設 の 筋 か い そ の 他 の 支 持 材 で

ｆ ． ト ラ ス ， そ の 他 の 吊 上 げ ま た は 建 方 に あ た っ て は ， 適 切 な 補 強 を お こ な う ．

ｇ ． 建 方 の 作 業 中 ， 横 架 材 上 に 材 料 ま た は 機 械 な ど の 重 量 物 を 積 載 し ，

    あ る い は 柱 に 大 き な 引 張 ⼒ を 与 え る 場 合 は ， 監 理 者 の 承 認 を 受 け ， か つ 必 要 な 補 強 を お こ な う ．

ｈ ． 建 方 の 精 度 基 準 は 下 記 に よ る ． ま た ， 建 方 精 度 に 不 具 合 が 発 生 し た 場 合 は 速 や か に 監 理 者 に

建 物 の 倒 れ

建 物 の 湾 曲

ア ン カ ー ボ ル ト

階 高

梁 の 水 平 度

柱 の 倒 れ

柱 芯

６ ． １   一 般 事 項

６ ． ２   搬 入 お よ び 仕 分 け

６ ． ３   地 組

６ ． ４   建 方

６   建 方

    報 告 し ， 対 応 策 を 協 議 す る ．

７ ． １   製 作 工 場 の 選 定 ， 承 認

７   そ の 他

e  ≦  L / 1 0 0 0 ＋ 3 ｍ ｍ  か つ  ｅ  ≦  1 0 ｍ ｍ

e  ≦  H / 1 0 0 0  か つ  e  ≦  1 0  mｍ

－ 5 ｍ ｍ  ≦  ⊿ H  ≦  ＋ 5 ｍ ｍ

－ 1 . 5 ｍ ｍ  ≦  ⊿ a  ≦ ＋ 1 . 5 ｍ ｍ

e  ≦  L / 4 0 0 0  か つ e  ≦  2 0 m m

e  ≦  H / 4 0 0 0 ＋ 7 ｍ ｍ  か つ  e  ≦  3 0 mm

    用 い て ⾏ う ．

e  ≦  H / 7 0 0  か つ  e  ≦  1 5 ｍ ｍ

e  ≦  L / 7 0 0 ＋ 5 ｍ ｍ  か つ  e  ≦  1 5 ｍ ｍ

－ 2 . 5 mｍ  ≦  ⊿ a  ≦  ＋ 2 . 5 ｍ ｍ

e  ≦  H / 2 5 0 0 ＋ 1 0 m m  か つ  e  ≦  5 0 ｍ ｍ

e  ≦  L / 2 5 0 0  か つ  e  ≦  2 5 ｍ ｍ

    同 時 に 取 付 け な が ら 進 め る ．

    あ わ せ て 作 業 期 間 中 の 安 全 を 考 慮 す る ．

－ 8 ｍ ｍ  ≦  ⊿ Ｈ  ≦  ＋ 8 ｍ ｍ

    設 計 図 書 に 基 づ き ， 当 該 工 事 の 規 模 ， 加 工 内 容 に 応 じ た 技 術 と 設 備 を 備 え ， か つ 自 主 管 理 能 ⼒ を

    有 し た 製 作 工 場 を 選 定 し ， 監 理 者 の 承 認 を 受 け る ．

柱 芯

    受 入 検 査 は 建 方 計 画 書 に 基 づ い て ⾏ う ．

ｅ ． 保 管 に 関 し て は 適 切 な 養 生 を ⾏ う ．

    補 強 す る ．

４ ． １  木 質 部 材 の 検 査

  ａ ． 適 用 範 囲

      本 節 の 適 用 範 囲 は 「 2 . 1 構 造 用 製 材 」 ， 「 2 . 2 構 造 用 集 成 材 」 ， 「 2 . 3 構 造 用 単 板 積 層 材 ( L V L ) 」 ，

      「 2 . 4 直 交 集 成 板 ( C L T ) 」 と し ， 「 2 . 5 構 造 用 合 板 」 ， 「 2 . 6 無 等 級 製 材 」 は 適 用 範 囲 外 と す る ．

  ｂ ． 木 質 部 材 の 検 査 の 実 施

      ※ 実 施 す る      ・ 実 施 し な い

        木 質 部 材 の 検 査 は 本 特 記 仕 様 書 に 従 い 実 施 す る 。 た だ し 各 製 品 の 製 作 方 法 の 特 性 等 を 踏 ま え て ，

        よ り 合 理 的 な 検 査 方 法 を 提 案 し 、 監 理 者 の 承 認 が 得 ら れ た 場 合 に 限 り 検 査 方 法 を 変 更 す る こ と

        が で き る ．

  c ． 検 査 ロ ッ ト の 層 別

      ※ 柱 、 梁 等 の 部 位 ご と

      ※ 製 材 、 集 成 材 、 L V L 等 の 材 料 種 類 ご と

      ※ 直 通 材 、 湾 曲 材 、 変 断 面 等 の 断 面 種 類 ご と

      ※ 樹 種 及 び 強 度 等 級 ご と

      ・ 断 面 寸 法 ご と

     

  d ． 木 材 加 工 工 場 社 内 検 査

      ※ 実 施 す る     ・ 実 施 し な い

        木 材 加 工 工 場 社 内 検 査 は 受 注 者 ( 元 請 負 人 ) 製 品 検 査 に 先 ⽴ ち ， 以 下 の 検 査 を 実 施 し ，

        １ ） 検 査 項 目 及 び 抜 取 り 率

            ( １ ) 寸 法 検 査

                部 材 の ⻑ さ ( A )          ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

                断 面 の せ い ( A )          ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

                断 面 の 幅 ( A )            ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

                部 材 の 曲 が り ( B )        ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

                部 材 の ね じ れ ( B )        ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

                断 面 直 角 度 ( B ) ( 矩 形 断 面 以 外 の 断 面 の 場 合 は ( A ) )      ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

                接 合 部 ス リ ッ ト 幅 お よ び ⻑ さ ( B )                     ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

                接 合 具 孔 位 置 ( B )        ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

                (               ）      ※ 1 0 0 %     ・ （      ） %

            ( ２ ) 外 観 検 査

                節 お よ び 穴 ( C )          ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

                腐 れ ( C )                ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

                割 れ ( C )                ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

                そ の 他 の 欠 点 ( C )        ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

                (               )       ※ 1 0 0 %     ・ （      ） ％

        ２ ） 検 査 方 法 お よ び 記 録

            抜 取 り 検 査 の 抜 取 り は ラ ン ダ ム サ ン プ リ ン グ と し ，  「 4 . 1  d .  1 ) 検 査 項 目 及 び 抜 取 り 率 」 に

            示 す ( A ) ， ( B ) ， ( C ) の 分 類 ご と に 以 下 の 検 査 お よ び 記 録 を ⾏ う ．

                ( A ) ︓ 寸 法 測 定 の う え ， 社 内 検 査 成 績 表 に 計 測 寸 法 お よ び 誤 差 寸 法 を 記 録 す る ．

                ( B ) ︓ 目 視 検 査 の う え ， 基 準 を 逸 脱 し て い る と 思 わ れ る も の に つ い て の み

                      寸 法 測 定 ( 二 次 検 査 ) を ⾏ い ， 社 内 寸 法 成 績 表 に 良 ・ 否 の 結 果 を 記 録 す る .

                      た だ し 二 次 検 査 移 ⾏ 個 所 に つ い て は 良 ・ 否 の 結 果 の 記 録 と と も に 計 測 寸 法 お よ び

                      誤 差 寸 法 を 記 録 す る ．

                ( C ) ︓ 目 視 検 査 の う え ， 社 内 検 査 記 録 表 に 良 ・ 否 の 結 果 を 記 録 す る ．

    ?     ３ ） 合 否 判 定 基 準

            寸 法 検 査 の 合 否 判 定 基 準 は 「 ３ ． １ ２   木 質 部 材 の 寸 法 精 度 」 の 「 限 界 許 容 差 」 に よ る ．

            を 超 え る 割 合 が 5 %以 下 の と き 、 そ の ロ ッ ト を 合 格 と す る ．

  e ． 受 注 者 ( 元 請 負 人 ) 製 品 検 査

    １ ） 寸 法 検 査

        （ １ ） 書 類 検 査      ※ 実 施 す る     ・ 実 施 し な い

            書 類 検 査 の 方 法 は 社 内 検 査 成 績 表 の 記 録 を 基 に 製 品 の 寸 法 精 度 の 確 認 を ⾏ う ．

            合 否 判 定 は 社 内 検 査 の 合 否 判 定 基 準 に 準 じ る ．

        （ ２ ） 対 物 検 査      ※ 実 施 す る     ・ 実 施 し な い

            対 物 検 査 の 方 法 は 断 面 の せ い 、 断 面 の 幅 、 部 材 の ⻑ さ の 3 項 目 に つ い て

            寸 法 測 定 を ⾏ う ． 抜 取 り は 合 理 的 な 方 法 に て 監 理 者 が 指 定 す る も の と し 、

            部 材 の 曲 が り 等 、 上 記 3 項 目 以 外 の 項 目 に 関 し て は 全 数 目 視 確 認 の う え 、

            必 要 に 応 じ て 検 査 器 具 等 を 用 い て 寸 法 測 定 を ⾏ う ．

            合 否 判 定 は 「 ３ ． １ ２   木 質 部 材 の 寸 法 精 度 」 の 「 限 界 許 容 差 」 に よ る ．

    ２ ） 外 観 検 査

        ※ 実 施 す る     ・ 実 施 し な い

            外 観 検 査 は 節 お よ び 穴 、 割 れ 等 に つ い て 全 数 目 視 確 認 を ⾏ う ．

            合 否 判 定 は 適 合 す る J A S の 基 準 に よ る ．

    ３ ） 材 料 検 査

        ※ 実 施 す る     ・ 実 施 し な い

            材 料 検 査 は 製 品 に 添 付 さ れ た J A S ラ ベ ル ま た は 材 料 の 出 荷 証 明 書 の 確 認 を ⾏ う ．

    ４ ） 含 水 率 検 査

        ※ 実 施 す る     ・ 実 施 し な い

            材 料 の 受 入 検 査 時 に 実 施 し た J A S 認 定 証 の 確 認 を ⾏ う ．

４ ． ２  接 合 ⾦ 物 の 検 査

  a ． 適 用 範 囲

  b ． 接 合 ⾦ 物 の 検 査 の 実 施

      ※ 実 施 す る      ・ 実 施 し な い

  d ． 受 注 者 ( 元 請 負 人 ) 製 品 検 査

    １ ） 寸 法 検 査

        監 理 者 が 任 意 で 指 定 す る 1 0 製 品 に つ い て 抜 取 り 、 製 品 の 幅 、 高 さ 等 の 主 要 寸 法 項 目 に つ い て

        合 否 判 定 は J A S S 6 ( 2 0 1 8 ) 付 則 6 . 「 限 界 許 容 差 」 に よ る ． た だ し 「 管 理 許 容 差 」 を 超 え た 場 合 の

    ２ ） 外 観 検 査

        部 材 表 面 、 切 断 面 、 溶 接 部 の 外 観 に つ い て 全 数 目 視 確 認 の う え 、 必 要 に 応 じ て 検 査 器 具 等 を

        用 い て 寸 法 測 定 を ⾏ う ． 合 否 判 定 は J A S S 6 ( 2 0 1 8 ) 付 則 6 . 「 限 界 許 容 差 」 に よ る ．

        対 応 は 監 理 者 と の 協 議 に よ る ．

            た だ し ， 全 数 検 査 を ⾏ わ な い 場 合 は 「 限 界 許 容 差 」 を 超 え る 割 合 が 0 %か つ 「 管 理 許 容 差 」

            外 観 検 査 の 合 否 判 定 基 準 は 適 合 す る J A S の 基 準 に よ る ．

            合 否 判 定 は J A S S 6 ( 2 0 1 8 )  付 則 7 . の 「 対 物 検 査 1 」 に 準 じ る ．

            ま た 原 産 地 が 指 定 さ れ て い る 材 料 に つ い て は 産 地 証 明 書 の 確 認 を ⾏ う ．

名 称 管 理 許 容 差図 限 界 許 容 差

の 位 置 ず れ

L

柱 据 付 け 面 の － 3 m m ≦  ⊿ H  ≦  + 3 m m

高 さ

基 準 高 さ － 5 m m  ≦  ⊿ H  ≦  + 5 m m

  c ． 接 合 ⾦ 物 製 作 工 場 社 内 検 査

        社 内 検 査 成 績 表 を 作 成 す る ．

      ※ 実 施 す る     ・ 実 施 し な い

        接 合 ⾦ 物 製 作 工 場 社 内 検 査 は 受 注 者 ( 元 請 負 人 ) 製 品 検 査 に 先 ⽴ ち 、 全 数 寸 法 検 査 お よ び 外 観 検 査

        を 実 施 し 、 社 内 検 査 成 績 表 を 作 成 す る . 合 否 判 定 は J A S S 6 ( 2 0 1 8 ) 付 則 6 . 「 限 界 許 容 差 」 に よ る ．

      ※ 実 施 す る     ・ 実 施 し な い

        寸 法 測 定 を ⾏ う ．

ａ ． 製 作 接 合 ⾦ 物 （ 屋 内 ）

    ※  J I S  H  8 6 4 1 （ 溶 融 亜 鉛 め っ き ） H D Z T 7 7

ｂ ． 製 作 接 合 ⾦ 物 （ 屋 外 ）

    ※  J I S  H  8 6 4 1 （ 溶 融 亜 鉛 め っ き ） H D Z T 7 7

３ ． １ １   接 合 ⾦ 物 の 防 錆 処 理

ｃ ． 既 製 接 合 ⾦ 物

    ※  各 製 品 の 仕 様 に よ る ．

    ・  J I S  K  5 6 7 4 （ 鉛 ・ ク ロ ム フ リ ー さ び 止 め ペ イ ン ト ） 1 種   2 回

    ・  J I S  K  5 6 7 4 （ 鉛 ・ ク ロ ム フ リ ー さ び 止 め ペ イ ン ト ） 1 種   2 回

    ・  

δ

名 称 管 理 許 容 差

断 面 の せ い D  <  8 0 0 mm ︓

断 面 の 幅

  － 2 m m  ≦  ⊿ D  ≦  ＋ 2 m m

－ 2 m m ≦  ⊿ B  ≦  ＋ 2 mm

部 材 の ⻑ さ － 2 m m ≦  ⊿ L  ≦  ＋ 2 mm

部 材 の 曲 が り 梁 ︓ e  ≦  L / 1 5 0 0  か つ  e  ≦  7 mm

e

部 材 の ね じ れ δ  ≦  6 D / 1 0 0 0  か つ  δ  ≦  5 m m

断 面 の 直 角 度 e  ≦  D / 1 0 0  か つ  e  ≦  4 mm

接 合 部 － 0 . 5 m m  ≦  ⊿ t  ≦  ＋ 1 m m

接 合 部 － 2 m m ≦  ⊿ l  ≦  ＋ 2 mm

接 合 具 孔 の e  ≦  1 m m

接 合 具 孔 － 1 m m ≦  ⊿ P  ≦  ＋ 1 mm

ａ ． 木 質 部 材 の 寸 法 精 度 は 以 下 に よ る .

３ ． １ ２   木 質 部 材 の 寸 法 精 度

ａ ． 製 作 接 合 ⾦ 物 の 寸 法 精 度 は J A S S 6 ( 2 0 1 8 )  付 則 ６ ． に よ る .

３ ． １ ３   製 作 接 合 ⾦ 物 の 寸 法 精 度

図

ス リ ッ ト ⻑ さ

ス リ ッ ト 幅

芯 ず れ

相 互 の 間 隔

限 界 許 容 差

－ 3 m m  ≦  ⊿ B  ≦  ＋ 3 m m

－ 3 m m  ≦  ⊿ L  ≦  ＋ 3 m m

梁 ︓ e  ≦  L / 1 0 0 0  か つ  e  ≦  1 0 mm

δ  ≦  9 D / 1 0 0 0  か つ  δ  ≦  8 mm

e  ≦  1 . 5 D / 1 0 0  か つ  e  ≦  6 m m

－ 1 m m  ≦  ⊿ t  ≦  ＋ 1 . 5 m m

－ 3 m m  ≦  ⊿ l  ≦  ＋ 3 m m

e  ≦  1 . 5 mm

－ 1 . 5 mm  ≦  ⊿ P  ≦  ＋ 1 . 5 mm

柱 ︓ e  ≦  L / 1 5 0 0  か つ  e  ≦  5 mm 柱 ︓ e  ≦  L / 1 0 0 0  か つ  e  ≦  8 m m

D  ≧  8 0 0 m m ︓

  － 3 m m  ≦  ⊿ D  ≦  ＋ 3 m m

D  <  8 0 0 m m︓

  － 3 mm  ≦  ⊿ D  ≦  ＋ 3 m m

D  ≧  8 0 0 mm ︓

  － 4 mm  ≦  ⊿ D  ≦  ＋ 4 m m

切 断 縁 の e  ≦  2 m m e  ≦  3 m m

直 角 度 ( ⻑ 辺 )

切 断 縁 の e  ≦  1 m m e  ≦  1 . 5 mm

直 角 度 ( 短 辺 )

直 交 集 成 板 の

厚 さ

－ 2 m m  ≦  ⊿ t  ≦  ＋ 2 m m

直 交 集 成 板 の

幅

－ 3 m m  ≦  ⊿ B  ≦  ＋ 3 m m

直 交 集 成 板 の

⻑ さ

－ 5 m m  ≦  ⊿ L  ≦  ＋ 5 m m

－ 1 . 5 m m  ≦  ⊿ t  ≦  ＋ 1 . 5 m m

－ 2 m m ≦  ⊿ B  ≦  ＋ 2 mm

－ 3 m m ≦  ⊿ L  ≦  ＋ 3 mm

他 部 材 取 合 部 － 2 m m ≦  ⊿ l  ≦  ＋ 2 mm

加 工 の 位 置
他 部 材 取 合 部 － 3 m m  ≦  ⊿ l  ≦  ＋ 3 m m

    ・  

    ・  

    ※   プ レ ー ナ ー 仕 上 げ

    ※   サ ン ダ ー 仕 上 げ

    溶 接 工 は 下 記 の 技 量 を 有 す る 者 と す る ．

※  手 溶 接       J I S  Z  3 8 0 1 （ 溶 接 技 術 検 定 試 験 に お け る 試 験 方 法 お よ び 判 定 基 準 ）

※  半 自 動 溶 接   J I S  Z  3 8 4 1 （ 半 自 動 溶 接 技 術 検 定 試 験 に お け る 試 験 方 法 お よ び 判 定 基 準 ）

３ ． ７   表 面 仕 上 げ

３ ． １ ０   接 合 ⾦ 物 の 溶 接

    施 工 図 は 設 計 図 書 を も と に ， 全 体 の 納 ま り や 詳 細 な ど に つ い て 十 分 検 討 し た 上 で 作 成 し ，

    下 記 の 指 定 部 位 お よ び 部 材 製 作 が 著 し く 困 難 な 部 位 は 現 寸 模 型 を 製 作 す る ．

３ ． ２   施 工 図 （ 承 認 図 ）

３ ． ３   現 寸 模 型

３   工 作 一 般

    監 理 者 の 承 認 を 受 け る ．

         指 定 部 位 （                     ）

ａ ． 鋼 製 巻 尺 は ， J I S  B  7 5 1 2 （ 鋼 製 巻 尺 ） に よ る １ 級 品 を 用 い る ．

    同 一 工 事 に 用 い る 巻 尺 は , そ れ ら 相 互 の 誤 差 の 少 な い も の を 使 用 す る .

ｂ ． 工 場 製 作 用 巻 尺 と 現 場 作 業 用 巻 尺 と を 照 合 し て ， そ の 誤 差 を 確 認 す る ．

    墨 付 け を ⾏ う 場 合 は 加 工 図 に し た が っ て ， 定 規 ， 型 板 お よ び 鋼 製 巻 尺 を 用 い て お こ な う ．

３ ． ４   鋼 製 巻 尺 の 確 認

３ ． ５   墨 付 け

ａ ． 素 地 調 整

       塗 装 前 に 塗 装 面 の よ ご れ ， 付 着 物 等 を 撤 去 す る .

ｂ ． 養 生 塗 装

３ ． ８   構 造 用 木 質 部 材 の 養 生 塗 装

       工 事 中 の 汚 染 や 損 傷 を 目 的 と し て , 適 切 な 木 材 保 護 塗 料 を 用 い て 養 生 塗 装 を ⾏ う .

       用 い る 塗 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 に よ る 区 分 は Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る ．

       塗 料 の 仕 様 は １ 回 塗 り と す る ．

３ ． １   一 般 事 項

    部 材 お よ び 接 合 ⾦ 物 等 の 製 作 に あ た っ て は 製 作 要 領 書 を 提 出 し ， 監 理 者 の 承 認 を 受 け る .

    材 料 の 含 水 率 は ， 製 造 し た 工 場 の J A S 認 定 証 の 提 出 に よ り 確 認 す る ．

３ ． ６   含 水 率 検 査

    ・  

    ・  

    ・  

    ・  

    ・  

    ・  

    ・  

v e r 2 2 1 2 2 3

３ ． ９   直 交 集 成 板 （ C L T ） の 耐 久 措 置

ａ ． 措 置 方 法

    ※ コ ン ク リ ー ト 及 び 鉄 骨 と 接 す る 面 は ， 吸 水 防 止 性 能 に つ い て 評 価 機 関 が 評 価 し た も の ，

      仕 様 ︓   ・ も く ぬ 〜 る 小 口 シ ー ル 剤 S Z - 0 2 （ 玄 々 化 学 工 業 製 ）

              ・ （                      ）

      ま た は 試 験 成 績 書 が あ る も の を 使 用 す る ．

    ・ 基 礎 と 接 す る 面 は ， J I S  A 6 9 3 0 （ 住 宅 用 プ ラ ス チ ッ ク 系 防 湿 フ ィ ル ム ） に 準 拠 し た

      防 湿 フ ィ ル ム を 貼 付 す る ．
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木 質 構 造 標 準 図 （ １ ）
v e r 2 2 0 6 0 1

（ a ） ア ン カ ー ボ ル ト の 先 端 は ， ナ ッ ト の 外 に ね じ が 3 山 以 上 出 る よ う に す る .

（ b ） ア ン カ ー ボ ル ト の 芯 出 し は ､ 型 板 を 用 い て 基 準 墨 に 正 し く あ わ せ ､ 適 切 な 機 器 な ど で 正 確 に ⾏ う .

（ c ） ア ン カ ー ボ ル ト の 保 持 お よ び 埋 込 み は ， 鉄 筋 な ど を 用 い て 組 み ⽴ て ， 移 動 ・ 下 部 の 振 れ な ど が

      な い よ う 適 切 な 補 助 材 で 型 枠 の 類 に 固 定 し て ， コ ン ク リ ー ト の 打 ち 込 み を ⾏ う .

（ d ） ア ン カ ー ボ ル ト は ､ 衝 撃 な ど に よ り 有 害 な 曲 が り が 生 じ な い よ う に 取 り 扱 う ｡

      ま た ､ ね じ 部 の 損 傷 ､ さ び の 発 生 ､ 汚 損 を 防 止 す る た め に 布 ､ ビ ニ ー ル テ ー プ な ど を 巻 い て

  設 計 図 に よ る 。 設 計 図 に 記 載 が な い 場 合 は M 1 6 と す る

（ １ ） 一 般 部

（ a ） ボ ル ト の 径

（ b ） 基 礎 へ の 埋 込 み ⻑ さ

  設 計 図 に よ る 。 設 計 図 に 記 載 が な い 場 合 は 3 6 0 ㎜ 以 上 と す る

2 0 0  程 度

ア ン カ ー ボ ル ト M 1 2

土 台

20
0 

程
度

土 台

ア ン カ ー ボ ル ト M 1 2

2 0 0  程 度

土 台

( ⾒ 下 げ )

( ⾒ 下 げ )

2 0 0  程 度

ア ン カ ー ボ ル ト

土 台

柱

2 0 0  程 度

土 台

基 礎 天 端  ▽

埋
込

み
⻑

さ

( ⾒ 下 げ )

ア ン カ ー ボ ル ト

土 台

継 手 部

ア ン カ ー ボ ル ト M 1 2

≧
 2

50
 ※

▽  基 礎 天 端

( ⾒ 下 げ )

男 木 ⼥ 木

⼥ 木男 木

土 台ア ン カ ー ボ ル ト M 1 2

≧
 2

50

7 0  程 度

▽  基 礎 天 端

( ⾒ 下 げ )

2 0 0  程 度

ア ン カ ー ボ ル ト M 1 2

土 台

⼥ 木

20
0 

程
度

土 台

ア ン カ ー ボ ル ト M 1 2

2 0 0  程 度

土 台

( ⾒ 下 げ )( ⾒ 下 げ )

男 木

  箇 所 は ， 引 き 寄 せ ⾦ 物 用 ア ン カ ー ボ ル ト を 土 台 芯 か ら 2 0 ㎜ オ フ セ ッ ト す る .

受 け ⾦ 物

      養 生 を ⾏ う ｡

2 0 0  程 度 2 0 0  程 度

※
※ 埋 込 み ⻑ さ は 以 下 に よ る

M 1 2 の 場 合 ︓ 2 5 0 ㎜ 以 上

M 1 6 の 場 合 ︓ 3 6 0 ㎜ 以 上

M 1 9 以 上 の 場 合 ︓ 設 計 図 に よ る

ア ン カ ー ボ ル ト の 径 は 設 計 図 に よ る .

設 計 図 に 記 載 が な い 部 位 は M 1 2 と す る

耐 ⼒ 壁
( 軸 組 耐 ⼒ 壁 ,

面 材 耐 ⼒ 壁 ）

  筋 交 い 構 面 に 引 き 寄 せ ⾦ 物 を 用 い る 場 合 で 筋 か い と 引 き 寄 せ ⾦ 物 用 ア ン カ ー ボ ル ト が 干 渉 す る

（ c ） 筋 か い と の 取 り 合 い

20

引 き 寄 せ ⾦ 物 用 ア ン カ ー ボ ル ト

▽ 土 台 芯

筋 か い

１ ． ア ン カ ー ボ ル ト

１ . １   土 台 固 定 用 ア ン カ ー ボ ル ト

      ア ン カ ー ボ ル ト 径 お よ び ピ ッ チ ︓ M 1 2 ＠ 2 0 0 0

      ア ン カ ー ボ ル ト の 埋 め 込 み ⻑ さ ︓ 2 5 0 mm 以 上

（ ２ ） 耐 ⼒ 壁 ( 軸 組 耐 ⼒ 壁 ， 面 材 耐 ⼒ 壁 ) の 下 部

（ ３ ） 土 台 の 継 手 ･ 仕 口 及 び 土 台 切 れ 端 部 （ ⾦ 物 を 使 用 す る 場 合 )

仕 口 部 土 台 切 れ 端 部

継 手 部

仕 口 部 土 台 切 れ 端 部

（ 4 ） 土 台 の 継 手 ･ 仕 口 及 び 土 台 切 れ 端 部 （ ⾦ 物 を 使 用 し な い 場 合 ）

１ . ２   引 き 寄 せ ⾦ 物 用 ア ン カ ー ボ ル ト

１ . ３   ア ン カ ー ボ ル ト の 施 工

土 台 の

樹 種 グ ル ー プ

J 1

J 2

J 3

短 期 許 容 せ ん 断 ⼒ ( k N )

M 1 2 M 1 6

9 . 1 8 1 6 . 3 2

8 . 6 2

8 . 0 2

1 5 . 3 3

1 4 . 2 6
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コ ボ ッ ト 本 体
ス テ ン コ ー チ ス ク リ ュ ー
ス テ ン ブ レ ー ス 接 続 ⾦ 具
ス テ ン ロ ッ ド
ワ ン タ ッ チ ピ ン

M1 0 （ 軸 径 9 . 0 ）

Φ 6 . 2 × 8 5
t =2 . 0

A P P R OV E D
承     認 検     図 検     図 検     図 製     図

C H E C K E DC H E C K E D C H E C K E D D R A WN T I T L E   名 称 S C A L E尺   度
1 ︓ 5

DA T E   日 付
コ ボ ッ ト ス テ ン ブ レ ー ス 納 ま り 図

2 0 2 0 . 0 1 . 1 0 提   出   図

藤 原土 岐白 波 瀬渡

ｲ

ｱ

木 質 構 造 標 準 図 （ ２ ）

梁 , 土 台

梁

アH≦
30

00
㎜

耐 ⼒ 壁 下 部 の 土 台 と 基 礎 と の 間 は 、 基 礎 パ ッ キ ン も し く は 気 密 パ ッ キ ン を 挿 入 し 隙 間 を 埋 め る .

L b

ア 詳 細 図

釘  N Z 7 5

両 面 各 ２ 本 打 ち

筋 か い ︓ L V L  カ ラ マ ツ  1 2 0 E - 3 8 5 F

筋 か い 端 部 ︓  突 き 付 け の 上  

筋 交 い 断 面 表

L b ≦ 2 7 0 0

L b ≦ 2 8 5 0

L b ≦ 3 1 5 0

L b ≦ 3 3 0 0

L b ≦ 3 0 0 0

本 要 領 は 建 築 基 準 法 施 ⾏ 令 お よ び 建 設 省 告 示 第 1 1 0 0 号 に 準 じ る 耐 ⼒ 壁 に 適 用 す る .

符   号 V 1 （ 片 筋 か い ) ( 壁 倍 率 ︓ 2 . 0 倍 ） ， V 1 X （ た す き 掛 け ) ( 壁 倍 率 ︓ 4 . 0 倍 ）

間 柱 端 部 ︓ 上 下 横 架 材 の 間 柱 欠 き に 1 5 ㎜ 大 入 れ の 上 ，

２ ． 鉛 直 構 面

２ . ２   軸 組 耐 ⼒ 壁 の 仕 様

v e r 2 2 0 9 2 0

２ . 1  共 通 事 項

          2 - N Ｚ 7 5 ， 斜 め 打 ち

ブ レ ス タ ー Z （ 岡 部 製 ） を 用 い て 柱 ， 横 架 材 と 緊 結

合 板 に 対 す る 釘 の へ り あ き : 1 0 ㎜ 以 上

合 板 外 周 部 ︓ N Z 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜ 以 下

合 板 中 間 部 ︓ N Z 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜ 以 下

合 板 に 対 す る 釘 の へ り あ き : 1 0 ㎜ 以 上

柱 及 び は り に 対 す る 構 造 用 合 板 の か か り 寸 法 : 2 2 . 5 ㎜ 以 上

軸 材 に 対 す る 釘 の へ り あ き : 1 2 . 5 ㎜ 以 上

受 材 に 対 す る 構 造 用 合 板 の か か り 寸 法 : 2 2 . 5 ㎜ 以 上

軸 材 に 対 す る 釘 の へ り あ き : 1 2 . 5 ㎜ 以 上

釘 が そ の 他 の ⾦ 物 等 に 干 渉 す る 場 合 は ⾦ 物 を 避 け た 位 置 に 所 定 の 本 数 を 釘 打 ち す る

    ( 両 面 構 造 用 合 板 張 り の 場 合 は @1 2 0 ㎜ 以 下 ）

釘 打 ち 方 法 ｱ

符 号 ( 壁 倍 率 )

梁

ｳ

ｳ

ｲ

大 壁 仕 様 真 壁 仕 様

合 板 外 周 部 ︓ C N Z 5 0 ＠   7 5 ㎜ 以 下

合 板 中 間 部 ︓ C N Z 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜ 以 下

ｱ

ｲ

面 材 ︓ 構 造 用 合 板 t = 1 2

ｱ

ｲ

ｳ

合 板 外 周 部 ︓ N Z 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜ 以 下

合 板 中 間 部 ︓ N Z 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜ 以 下

受 材 と 柱 梁 : N Z 9 0 @3 0 0 ㎜ 以 下

W 1 A ( 壁 倍 率 ︓ 2 . 5 倍 ) ， W 1 B ( 壁 倍 率 ︓ 3 . 7 倍 ) W 2 A ( 壁 倍 率 ︓ 2 . 5 倍 ) ， W 2 B ( 壁 倍 率 ︓ 3 . 3 倍 )

備 考

    ( 両 面 構 造 用 合 板 張 り の 場 合 は @1 0 0 ㎜ 以 下 ）

ｱ

ｲ

ｳ

合 板 外 周 部 ︓ C N Z 5 0 ＠   7 5 ㎜ 以 下

合 板 中 間 部 ︓ C N Z 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜ 以 下

受 材 と 柱 梁 :  N Z 9 0 @2 0 0 ㎜ 以 下

中 桟 ︓  ⾒ 付 け 幅 9 0 以 上

ｱ

ｱｱ

受 材 :  幅 4 5 以 上

ｲｱｱｲ

ｱ

仕   様

W 1 A

W 1 B

W 2 A

W 2 B

ｱ

ｱ

ｲ

２ . ６   面 材 耐 ⼒ 壁 の 仕 様

間 柱 ︓ 幅 4 5 ㎜ 以 上 ， 間 隔 5 0 0 ㎜ 以 下
        ス ギ 無 等 級 材

２ . ４   筋 交 い 接 合 ⾦ 物 ( ブ レ ス タ ー Z ( 岡 部 製 ) ) の 納 ま り 要 領

        ( ブ レ ス タ ー Z ) が 干 渉 し な い よ う 、 筋 交 い 接 合 ⾦ 物 ( ブ レ ス タ ー Z ) は 内 使 い で 取 り 付 け る

（ ａ ） 引 き 寄 せ ⾦ 物 下 端 が 土 台 上 端 か ら 2 7 0 ㎜ 未 満 の 場 合 、 引 き 寄 せ ⾦ 物 と 筋 交 い 接 合 ⾦ 物

柱

土 台

内 使 い

27
0㎜

未
満

筋 か い ⾦ 物 （ ブ レ ス タ ー Ｚ ）

引 き 寄 せ ⾦ 物

合 板 外 周 部 ︓ C N Z 7 5 ＠ 1 0 0 mm 以 下釘 打 ち 方 法 ｱ

符 号 ( 壁 倍 率 ) W3     （ 壁 倍 率 ︓ 5 . 0 倍 ） W4     （ 壁 倍 率 ︓ 5 . 0 倍 ）

ｱ

ｲ

仕   様 大 壁 仕 様 真 壁 仕 様

備 考

軸 材 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 2 0 mm 以 上

合 板 外 周 部 ︓ C N Z 7 5 ＠ 1 0 0 mm 以 下

受 材 と 柱 梁 ︓ C N Z 9 0 ＠ 1 5 0 mm 以 下 ( 両 面 構 造 用 合 板 張 り の 場 合 は @7 5 m m以 下 ）

両 面 に 使 用

ア 詳 細 図

ブ レ ス タ ー X

V ２ （ 片 筋 か い ) ( 壁 倍 率 ︓ 3 . 0 倍 ） ， V ２ X （ た す き 掛 け ) ( 壁 倍 率 ︓ 5 . 0 倍 ）

H≦
30

00
㎜

梁 , 土 台

梁

筋 か い 端 部 ︓  突 き 付 け の 上  
ブ レ ス タ ー Z （ 岡 部 製 ） を 用 い て 柱 ， 横 架 材 と 緊 結

筋 か い ︓ 9 0 ㎜ × 9 0 ㎜
L V L  カ ラ マ ツ  1 2 0 E - 3 8 5 F

符   号

２ . ３   構 造 用 階 高 H が 3 0 0 0 ㎜ を 超 え る 軸 組 耐 ⼒ 壁 の 要 領

（ ａ ） 本 要 領 は 構 造 用 階 高 H ( 下 図 ) が 3 0 0 0 ㎜ を 超 え る V 1 , V 1 X , V 2 , V 2 X 軸 組 耐 ⼒ 壁 に 適 用 す る .

（ ｂ ） 以 下 の 要 領 図 に 従 い ， 筋 か い 部 の 高 さ が 3 0 0 0 ㎜ 以 下 と な る よ う に す る .

（ ｃ ） 筋 か い や 構 造 用 合 板 の 仕 様 ， 納 ま り 等 ， 本 要 領 図 に 記 載 が な い も の は 「 2 . 2  軸 組 耐 ⼒ 壁 の 仕 様 」

30
00

㎜
以

下

筋 か い   ( 筋 か い の 仕 様 お よ び 納 ま り は

梁 , 土 台

梁

        「 2 . 2  軸 組 耐 ⼒ 壁 の 仕 様 」 に よ る )

H>
30

00
㎜

柱

構 造 用 合 板  t = 1 2  両 面 貼 り   ( 構 造 用 合 板 の 仕 様 お よ び 納 ま り は
                    「 2 . 5  面 材 耐 ⼒ 壁 の 仕 様 」 W 2 A に よ る )

B 1 8

4 5 ×  9 0

4 5 × 1 0 5

4 5 × 1 3 5

4 5 × 1 5 0

4 5 × 1 2 0

筋 か い ⾦ 物 （ ブ レ ス タ ー Ｚ ）

受 材   ( 受 材 の 仕 様 お よ び 納 ま り は
      「 2 . 5  面 材 耐 ⼒ 壁 の 仕 様 」 W2 A に よ る )

        た だ し ， 床 合 板 の 厚 さ が 3 0 ㎜ 以 下 の 場 合 に 限 る .

（ ｂ ） 筋 か い 端 部 に 床 合 板 が 取 合 う 場 合 ， 床 合 板 上 か ら 筋 か い 接 合 ⾦ 物 を 取 付 け る .

間 柱 ︓ ⾒ 付 け 幅 4 5 以 上
      間 隔 5 0 0 以 下

間 柱 端 部 ︓ 突 き 付 け の 上 ,
          2 - N Z 7 5 , 斜 め 釘 打 ち

中 桟 端 部 ︓ 突 き 付 け の 上 ，
2 - N Z 7 5 , 斜 め 釘 打 ち

間 柱 端 部 ︓ 間 柱 欠 き に 1 5 m m大 入 れ の 上 ,

間 柱 ︓ ⾒ 付 け 幅 4 5 以 上

梁

ｱ

ｱ ｲ

ク リ ア ラ ン ス 6 以 上

1 5 1 5

ｱ ｱｱｲ

ｱ

ｱ

ｱ

      間 隔 5 0 0 以 下

          2 - N Z 7 5 , 斜 め 釘 打 ち

中 桟 端 部 ︓ ま ぐ さ 欠 き に
1 5 m m 大 入 れ の 上 ,
2 - N Z 7 5 , 斜 め 釘 打 ち

梁

ｱ

ｱ

ｱ ｱ ｱｱ

中 桟 ︓ 4 5 × 9 0 以 上

ｱ

ｱ

ｱ

面 材 ︓ 構 造 用 合 板 t = 2 4

中 桟 端 部 ︓ 突 き 付 け の 上 ，
        2 - N Z 7 5 , 斜 め 釘 打 ち

ク リ ア ラ ン ス 1 以 上

柱柱

柱 ︓ 1 0 5 × 1 0 5 以 上柱 ︓ 1 0 5 × 1 0 5 以 上

柱

柱

合 板 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 1 5 mm 以 上

梁

ｲ

ｲ

面 材 ︓ 構 造 用 合 板 t = 2 4

ｱ

ｱｱ

受 材 :  ⾒ 付 け 幅 4 5 以 上

ｱｱ

ｱ

ｱ

ｱ

合 板 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 1 5 ｍ ｍ 以 上

ク リ ア ラ ン ス 1 以 上

        お よ び 「 2 . 5  面 材 耐 ⼒ 壁 の 仕 様 」 に 従 う ．

      ス ギ 無 等 級 材

       ス ギ 無 等 級 材

      ス ギ 無 等 級 材

      ス ギ 無 等 級 材

釘 が そ の 他 の ⾦ 物 等 に 干 渉 す る 場 合 は ⾦ 物 を 避 け た 位 置 に 所 定 の 本 数 を 釘 打 ち す る

      ス ギ 無 等 級 材

      ス ギ 無 等 級 材

軸 材 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 2 0 mm 以 上

床 勝 ち 納 ま り の 場 合 の 水 平 構 面 は 構 造 用 合 板  t = 2 4 m m 又 は 2 8 mm と す る 床 勝 ち 納 ま り の 場 合 の 水 平 構 面 は 構 造 用 合 板  t = 2 4 m m又 は 2 8 m m と す る

6 0 0  ≦  P  ≦  2 0 0 0

6 0 0  ≦  P  ≦  2 0 0 0

H

6 0 0  ≦  P  ≦  2 0 0 0

H

9 1 0  ≦  P  ≦  1 0 0 0 9 1 0  ≦  P  ≦  1 0 0 0 9 1 0  ≦  P  ≦  1 0 0 0 9 1 0  ≦  P  ≦  1 0 0 0

面 材 間

大 臣 認 定 番 号   大 壁 ︓ F R M - 0 2 9 7     大 壁 床 勝 ち ︓ F R M - 0 2 9 6 大 臣 認 定 番 号   真 壁 ︓ F R M - 0 2 9 8     真 壁 床 勝 ち ︓ F R M - 0 2 9 8

面 材 間

中 桟 ︓ 4 5 × 9 0 以 上

中 桟 端 部 ︓ 突 き 付 け の 上 ，
        2 - N Z 7 5 , 斜 め 釘 打 ち

      ス ギ 無 等 級 材

中 桟 ︓  ⾒ 付 け 幅 9 0 以 上
       ス ギ 無 等 級 材

柱 ︓ 1 0 5 × 1 0 5 以 上

寸 法 単 位  mm 寸 法 単 位  mm

寸 法 単 位  mm寸 法 単 位  mm

柱 ︓ 1 0 5 × 1 0 5 以 上

柱 ︓ 1 0 5 × 1 0 5 以 上
柱 ︓ 1 0 5 × 1 0 5 以 上

H ≦ 6 0 0 0 か つ
付 帯 柱 の 両 端 柱 芯 間
距 離 の 5 倍 以 下

H ≦ 6 0 0 0 か つ
付 帯 柱 の 両 端 柱 芯 間
距 離 の 5 倍 以 下

２ . ５   コ ボ ッ ト シ ス テ ム 納 ま り 要 領

( 5 0 )

備   考数 量品     名番 号

13
92
11

4
5

1
1

3

( 2 1 6 )

( 1 6 0 )

( 8 5 )

1 0

(1
90

)

1

2

3

4

5

900 ≦  P ≦  2000

ア

4
5
0
㎜

以
上

面 材 ︓ 構 造 用 合 板 t = 9

10木質構造標準図（2）
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A1
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受 け 材 接 合 釘

ス ギ 無 等 級 材
幅 4 5 m m
受 け 材

面材厚t

（ c ） 間 柱 と 受 け 材 は 間 柱 勝 ち と す る 。

  （ 2 ） 構 造 用 合 板  t = 2 4 ︓ 2 0 mm 以 上

  （ 1 ） 構 造 用 合 板  t = 1 2 ︓ 1 0 mm 以 上

（ b ） 合 板 に 対 す る 釘 の へ り あ き 距 離 は 特 記 な き 限 り 以 下 に よ る

C N Z 9 0 @1 5 0  ( 両 面 張 り の 場 合 @7 5 )W 3 ・ W4

N Z 9 0 @1 2 0  ( 両 面 張 り の 場 合 @6 0 )W 1 B ・ W2 B

N Z 9 0 @2 0 0  ( 両 面 張 り の 場 合 @1 0 0 )W 1 A ・ W 2 A

受 け 材 接 合 釘 仕 様

受 け 材 接 合 釘 仕 様壁 符 号

C N Z 9 0 @1 5 0  ( 両 面 張 り の 場 合 @7 5 )W3

N Z 9 0 @1 2 0  ( 両 面 張 り の 場 合 @6 0 )W1 B

N Z 9 0 @2 0 0  ( 両 面 張 り の 場 合 @1 0 0 )W1 A

受 け 材 接 合 釘 仕 様

受 け 材 接 合 釘 仕 様壁 符 号

受 け 材 接 合 釘

（ a ） 釘 頭 の め り 込 み は 2 ㎜ を 限 度 と し 、 2 ㎜ を 超 え た 場 合 は 隣 り 合 う 釘 と の 中 間 部 に 増 し 打 ち す る ．

２ . １ ０   合 板 釘 打 ち 接 合

貫 通 孔 補 強 材

貫 通 孔 補 強 材

貫 通 孔 補 強 材

50

5 05 0

面 材 釘 打 ち
C N Z 7 5 ＠ 1 0 0貫 通 孔 補 強 材 へ の

突 き 付 け の 上 , 2 - N Z 7 5 , 斜 め 釘 打 ち貫 通 孔 補 強 材 端 部

貫 通 孔 補 強 材 の 仕 様

受 材 同 断 面 ， ス ギ 無 等 級 材貫 通 孔 補 強 材

面 材 を 貫 通 孔 補 強 材 に 釘 打 ち

貫 通 径 が 5 0 0 ㎜ 以 下 の 場 合 ， 貫 通 孔 四 周 に 貫 通 孔 補 強 材 を 設 け ，

貫 通 径 が 1 0 0 ㎜ 以 下 の 場 合 ， 貫 通 孔 補 強 材 不 要

壁 符 号 W 3 ， W4 の 場 合

2 ． 設 け る こ と が で き る 貫 通 孔 の 個 数 は ，  各 面 材 に 1 箇 所 ま で と す る

1 ．         は 貫 通 孔 を 設 け る こ と が で き る 範 囲 を 示 す

水 平 構 面

横 架 材

ス ギ 無 等 級 材
4 5 m m× 6 0 m m以 上

受 材  

（ a ） 大 壁 仕 様 の 面 材 耐 ⼒ 壁 が 直 交 す る 入 隅 部 の 納 ま り は 以 下 と す る .

（ b ） 床 勝 ち 納 ま り は 以 下 と す る .

（ a ） 水 平 構 面 と 取 合 う 面 材 耐 ⼒ 壁 は 原 則 と し て 床 勝 ち 納 ま り と す る .

２ . ９   面 材 耐 ⼒ 壁 の 床 勝 ち の 納 ま り

２ . ８   大 壁 仕 様 の 面 材 耐 ⼒ 壁 の 入 隅 部 の 納 ま り

50

5 05 0

壁 符 号 W 1 A ， W 1 B ， W2 A ， W 2 B の 場 合

W 1 A , W 1 B の 場 合 ︓ N Z 5 0 ＠ 1 5 0
面 材 釘 打 ち W 2 A , W 2 B の 場 合 ︓ C N Z 5 0 ＠ 1 5 0
貫 通 孔 補 強 材 へ の

1 5 ㎜ 大 入 れ の 上 , 2 - N Z 7 5 , 斜 め 釘 打 ち貫 通 孔 補 強 材 端 部

貫 通 孔 補 強 材 の 仕 様

4 5 ㎜ × 9 0 ㎜ ， ス ギ 無 等 級 材貫 通 孔 補 強 材

2 ． 設 け る こ と が で き る 貫 通 孔 の 個 数 は ，  各 面 材 に 1 箇 所 ま で と す る

（ a ） 面 材 耐 ⼒ 壁 に 貫 通 孔 を 設 け る 場 合 の 要 領 は 以 下 に よ る

２ ． 鉛 直 構 面

２ . ７   面 材 耐 ⼒ 壁 の 貫 通 孔 要 領

1 ．         は 貫 通 孔 を 設 け る こ と が で き る 範 囲 を 示 す

面 材 を 貫 通 孔 補 強 材 に 釘 打 ち

貫 通 径 が 5 0 0 ㎜ 以 下 の 場 合 ， 貫 通 孔 四 周 に 貫 通 孔 補 強 材 を 設 け ，

L

貫 通 径 が 1 2 t 以 下 か つ Ｌ ／ ６ 以 下 の 場 合 ， 貫 通 孔 補 強 材 不 要

面 材 短 辺 寸 法

v e r 2 2 0 6 0 1

木 質 構 造 標 準 図 （ ３ ）
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v e r 2 2 1 2 0 5

木 質 構 造 標 準 図 （ ４ ）

甲 乙 梁 端 部 ︓ 梁 に 対 し て 深 さ 1 5 ㎜ 程 度 の 大 入 れ

甲 乙 梁 端 部 ︓ 床 受 材 に 対 し て 深 さ 1 5 ㎜ × せ い 6 0 ㎜ 切 り 欠 き , 甲 乙 梁 は せ い 6 0 ㎜ 分 大 入 れ ( 床 受 材 勝 ち 納 ま り )

N Z 7 5 ＠ 7 5 ㎜ , 日 の 字 釘 打 ち , 横 架 材 ･ 甲 乙 梁 ･ 床 受 材 に 留 め 付 け

⽴ 面 図

軒 先 転 び 止 め ︓ 幅 1 0 5 ㎜ × せ い 3 0 0 ㎜ の 製 材 を 用 い , 天 端 は 屋 根 面 に 合 わ せ 切 り 欠 く

側 面 図 側 面 図平 面 図

軒 先 転 び 止 め の 外 面 に 直 貼 り す る 面 材 ︓ 構 造 用 合 板 t = 1 2 ㎜

⺟ 屋 端 部 ︓ 登 梁 に 対 し て 深 さ 1 5 ㎜ 程 度 の 大 入 れ

軒 先 転 び 止 め の 外 面 に 直 貼 り す る 面 材 ︓ N Z 5 0 ＠ 5 0 ㎜ , 千 鳥 打 ち , 軒 先 大 梁 ･ 軒 先 転 び 止 め に 留 め 付 け

３ ． 水 平 構 面

Ａ

ｱ

B

A

B

ｱ

A

︓ 面 材

符   号 H 1 H 2

短 期 許 容 せ ん 断 耐 ⼒ 7 . 8 4 k N / m 3 . 5 3 k N / m

9 0 ( 幅 ) 以 上 × 6 0 ( せ い ) 以 上

甲 乙 梁 端 部

横 架 材 横 架 材

水 平 構 面 が H 1 、 H 2 、 H 3 の 場 合

釘 N Z 7 5 ＠ 1 2 0 ㎜ 以 下

床 受 材 : 4 5 ㎜ × 6 0 ㎜

ｳ ｱ

ｳ

ｳ

ｲ

H 3

1 . 9 6 k N / m

登 り 梁

甲 乙 梁 端 部

面 材 ︓ 構 造 用 合 板  t = 2 4 ㎜

H 4

1 4 . 1 k N / m

面 材 ︓ 構 造 用 合 板 t = 2 4

甲 乙 梁 ︓ 9 0 × 9 0 ＠ 1 0 0 0 以 下   ス ギ 無 等 級 材

木 質 構 造 用 ビ ス   ＠ 1 5 0 ㎜ ， 2 列

構 造 用 合 板

梁

床 受 材 : 5 5 ㎜ × 1 2 0 ㎜

釘 打 及 び ビ ス 止 め

仕 口

各 部 材 料

H 5 A

1 3 . 5 k N / m ( 合 板 釘 ピ ッ チ 7 5 ㎜ )

面 材 ︓ 構 造 用 合 板 t = 2 4

H 5 B

1 9 . 1 k N / m ( 合 板 釘 ピ ッ チ 5 0 ㎜ )

⺟ 屋

⺟ 屋

N Z 7 5 ＠ 7 5 ㎜ , 四 周 ( ロ の 字 ) 釘 打 ち , 登 梁 ･ ⺟ 屋 に 留 め 付 けｱ

ｲ

ｳ

N Z 7 5 ＠ 5 0 ㎜ , 四 周 ( ロ の 字 ) 釘 打 ち , 登 梁 ･ ⺟ 屋 に 留 め 付 けｱ

⺟ 屋 端 部 ︓ 木 質 構 造 用 ビ ス φ 5 ,  L = 1 7 0 （ 頭 部 径 φ 1 2 . 5 以 上 ， ね じ 部 ⻑ さ 5 0 以 上 ） 1 本 を 斜 め 打 ち

( 転 び 止 め 1 本 に 対 し

ｲ

⺟ 屋

ｱ

ｱ
Aｲ

ｳ

釘 打 及 び ビ ス 止 め

仕 口

N Z 7 5 ＠ 1 5 0 ㎜ , 四 周 釘 打 ち , 横 架 材 ･ 甲 乙 梁 ･ 床 受 材 に 留 め 付 け

甲 乙 梁 端 部 ︓ 小 梁 に 対 し て 深 さ 1 5 ㎜ 程 度 の 大 入 れ , N Z 7 5 , 1 本 斜 め 打 ち

ｱ

ｱ

N Z 7 5 ＠ 1 5 0 ㎜ , 川 の 字 釘 打 ち , 横 架 材 ･ 床 受 材 に 留 め 付 けｱ

ｱ

ｱ

N Z 5 0 ＠ 1 5 0 ㎜ , 川 の 字 釘 打 ち , 垂 木 に 留 め 付 け

転 び 止 め を ⺟ 屋 に 4 - N Z 7 5 斜 め 打 ち

垂 木 の 留 め 付 け ︓ タ ル キ ッ ク

ｱ

ｲ

ｳ

面 材 ︓ 構 造 用 合 板  t = 1 2 ㎜

－

転 び 止 め ︓ 垂 木 と 同 断 面

垂 木

⺟ 屋

ｱ

面 材

甲 乙 梁

床 受 材

ｱ

面 材

面 材

甲 乙 梁

面 材

床 受 材
床 受 材

甲 乙 梁

甲 乙 梁

床 受 材

B

軒 先 転 び 止 め

面 材

面 材

面 材

軒 先 転 び 止 め

直 貼 り す る 面 材

軒 先 転 び 止 め の 外 側 に

垂 木
転 び 止 め

4 - N Z 7 5 斜 め 打 ち

＠ ( 垂 木 ピ ッ チ ）

転 び 止 め
垂 木

 表 か ら 2 本 と 裏 か ら 2 本 を 千 鳥 配 置 )

( 転 び 止 め は 軒 先 や 棟 だ け で は な く , 垂 木 を 受 け る ⺟ 屋 ･ 桁 等
す べ て の 横 架 材 に 設 け る )

垂 木

梁 ， ⺟ 屋

－

2 0 ㎜ 以 下

構 造 用 合 板

梁

符   号

短 期 許 容 せ ん 断 耐 ⼒

３ ． １   水 平 構 面 の 仕 様

面 材 ︓ 構 造 用 合 板  t = 2 4 ㎜

＠ 1 0 0 0 以 下
ス ギ 無 等 級 材

面 材 ︓ 構 造 用 合 板  t = 2 4 ㎜

３ ． ３   梁 と 段 差 の あ る 水 平 構 面

ス ギ 無 等 級 材 ス ギ 無 等 級 材

水 平 構 面 が H 4 の 場 合

３ ． ４   転 び 止 め

３ ． ５   垂 木

３ ． ２   合 板 釘 打 ち 接 合

（ a ） 釘 頭 の め り 込 み は 2 mm を 限 度 と し 、 2 m mを 超 え た 場 合 は 隣 り 合 う 釘 と の 中 間 部 に 増 し 打 ち す る

（ b ） 合 板 に 対 す る 釘 の へ り あ き 距 離 は 特 記 な き 限 り 以 下 に よ る

  （ 1 ） 構 造 用 合 板  t = 1 2 ︓ 1 0 mm 以 上

  （ 2 ） 構 造 用 合 板  t = 2 4 ︓ 2 0 mm 以 上

（ a ） 転 び 止 め は 軒 先 や 棟 だ け で は な く 、 垂 木 を 受 け る ⺟ 屋 ・ 桁 等 す べ て の 横 架 材 に 設 け る

（ b ） 垂 木 に よ り 梁 も し く は ⺟ 屋 を 切 り 欠 く 場 合 の 要 領 は 以 下 に よ る

（ b ） 転 び 止 め の ⺟ 屋 等 横 架 材 へ の 止 付 け は 以 下 に よ る

（ a ） 垂 木 は タ ル キ ッ ク ( シ ネ ジ ッ ク 製 ) を 用 い て 接 合 す る

（ a ） 梁 上 端 レ ベ ル と 構 造 用 合 板 下 端 レ ベ ル が 異 な る 場 合 の 段 差 部 の 収 ま り は 以 下 に よ る

（ b ） 段 差 と 梁 成 の 関 係 等 に よ り （ a ） の 収 ま り が 困 難 な 場 合 は 監 理 者 と の 協 議 に よ る

※ 1 ) 木 質 構 造 用 ビ ス は パ ネ リ ー ド Ⅱ  P 6 × 1 3 5 Ⅱ  

※ 1

       ( シ ネ ジ ッ ク 製 ) も し く は
    パ ネ リ ー ド S  P S 8 - 1 4 0 ( シ ネ ジ ッ ク 製 ) と す る

+ +
甲 乙 梁

9 0 ( 幅 ) 以 上 × 6 0 ( せ い ) 以 上
＠ 1 0 0 0 以 下

ス ギ 無 等 級 材

甲 乙 梁

備 考 合 板 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 2 0 m m以 上

軸 材 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 2 0 m m以 上

合 板 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 2 0 m m以 上

軸 材 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 2 0 m m以 上

合 板 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 1 0 mm 以 上

軸 材 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 1 2 . 5 m m以 上

備 考 合 板 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 2 0 m m以 上

軸 材 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 2 0 m m以 上

合 板 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 2 0 m m以 上

軸 材 に 対 す る 釘 の へ り あ き ︓ 2 0 m m以 上

３ ． ６   甲 乙 梁 と 梁 が 対 面 す る 場 合 の 納 ま り

（ a ） 甲 乙 梁 と 梁 が 対 面 す る 場 合 、 以 下 の と お り 甲 乙 梁 は 1 0 5 × 1 0 5 と し 、 甲 乙 梁 端 部 は 大 入 れ せ ず 、

甲 乙 梁 と 対 面 す る 梁 甲 乙 梁 : 1 0 5 × 1 0 5

既 製 ⾦ 物 ( T H - 1 0 相 当 品 )

大 入 れ し な い

ス ギ 無 等 級 材

       既 製 ⾦ 物 を 用 い る ．≦  1 0 0 0
≦  1 0 0 0

≦
 2

00
0

≦ 1 0 0 0
≦ 1 0 0 0

≦ 1 0 0 0 ≦ 1 0 0 0

≦ 1 0 0 0

≦ 5 0 0

※ B

※ B  実 付 き 合 板 と す る  千 鳥 貼 り ※ C  千 鳥 貼 り

※ C

準 拠 規 格 ︓ 木 造 軸 組 工 法 住 宅 の 許 容 応 ⼒ 度 設 計 準 拠 規 格 ︓ 木 造 軸 組 工 法 住 宅 の 許 容 応 ⼒ 度 設 計 準 拠 規 格 ︓ 木 造 軸 組 工 法 住 宅 の 許 容 応 ⼒ 度 設 計

準 拠 規 格 ︓ J I S  A 3 3 0 1 （ 木 造 校 舎 の 構 造 設 計 標 準 ） 準 拠 規 格 ︓ J I S  A 3 3 0 1 （ 木 造 校 舎 の 構 造 設 計 標 準 ）

12木質構造標準図（4）

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜

有限会社 ティーズ設計事務所

S2023年  3月 福山市御野交流館改築工事

一級建築士　　　　　第257981号
構造設計者

坪井　浩一
構造設計一級建築士　第  1025号



木 質 構 造 標 準 図 （ ５ ）
v e r 2 2 1 1 0 9

３ ． 水 平 構 面

３ ． ７   水 平 構 面 貫 通 孔 要 領

（ a ） 水 平 構 面 H 1 ， H 2 の 貫 通 孔 要 領

（ 1 ） 貫 通 孔 径  d ≦ 1 5 0 ㎜ の 場 合

1 ．         は 貫 通 孔 を 設 け る こ と が で き る 範 囲 を 示 す

甲
乙

梁

甲
乙

梁

50
50

5 05 0

梁

梁

2 ． 原 則 と し て 設 け る こ と が で き る 貫 通 孔 の 個 数 は ，            範 囲 内 に 1 箇 所 ま で と す る

（ 2 ） 貫 通 孔 径  d > 1 5 0 ㎜ の 場 合

1 ．         は 貫 通 孔 を 設 け る こ と が で き る 範 囲 を 示 す

甲
乙

梁

甲
乙

梁

梁

梁

2 ． 原 則 と し て 設 け る こ と が で き る 貫 通 孔 の 個 数 は ，  各             範 囲 内 に 1 箇 所 ま で と す る

3 ． 貫 通 孔 補 強 材 は 6 0 ㎜ × 6 0 ㎜ （ ス ギ 無 等 級 材 ） と し ， 貫 通 孔 四 周 に 設 け る .

    貫 通 孔 補 強 材 端 部 は 1 5 ㎜ 大 入 れ の 上 ， 斜 め ビ ス 2 本 留 め と す る .

貫 通 孔 補 強 材

貫 通 孔 補 強 材

（ b ） 水 平 構 面 H 4 の 貫 通 孔 要 領

（ 1 ） 貫 通 孔 径  d ≦ 3 0 ㎜ の 場 合

甲
乙

梁

甲
乙

梁

5 0

梁

梁

P / 3

P

P / 3 P / 3

5 0

50
50

S/
3

S

S/
3

S/
3

範 囲 に 貫 通 孔 を 設 け る 場 合

貫 通 孔

貫 通 孔

貫 通 孔

貫 通 孔 補 強 材

甲
乙

梁

甲
乙

梁

5 0

梁

梁

P / 3

P

P / 3 P / 3

5 0

50
50

S/
3

S

S/
3

S/
3

範 囲 に 貫 通 孔 を 設 け る 場 合

貫 通 孔

貫 通 孔 補 強 材

貫 通 孔 補 強 材

1 ．         お よ び          は 貫 通 孔 を 設 け る こ と が で き る 範 囲 を 示 す

2 ． 各 区 画 に 設 け る こ と が で き る 貫 通 孔 の 個 数 は ， 各 々 1 箇 所 ま で と す る

3 ． 貫 通 孔 補 強 材 は 9 0 ㎜ × 9 0 ㎜ （ ス ギ 無 等 級 材 ） と し ，

    貫 通 孔 補 強 材 端 部 は 深 さ 1 5 ㎜ ， 高 さ 4 5 ㎜ 腰 掛 け の 上 ， 斜 め ビ ス 2 本 留 め と す る .

4 ． 合 板 は 梁 ， 甲 乙 梁 の ほ か ， 貫 通 孔 補 強 材 に 釘 打 ち す る .

    貫 通 孔 補 強 材 へ の 釘 仕 様 は ， N Z 7 5 ＠ 7 5 と す る .

（ 2 ） 貫 通 孔 径  d > 3 0 ㎜  の 場 合

甲
乙

梁

甲
乙

梁

5 0

梁

梁

P / 3

P

P / 3 P / 3

5 0

S/
3

S

S/
3

S/
3

貫 通 孔 補 強 材

2 ．         は 貫 通 孔 を 設 け る こ と が で き る 範 囲 を 示 す

3 ． P × S の 範 囲 内 に 設 け る こ と が で き る 貫 通 孔 の 個 数 は ， 1 箇 所 ま で と す る

4 ． 貫 通 孔 補 強 材 は 9 0 ㎜ × 9 0 ㎜ （ ス ギ 無 等 級 材 ） と し ，

    貫 通 孔 補 強 材 端 部 は 深 さ 1 5 ㎜ ， 高 さ 4 5 ㎜ 腰 掛 け の 上 ， 斜 め ビ ス 2 本 留 め と す る .

5 ． 合 板 は 梁 ， 甲 乙 梁 の ほ か ， 貫 通 孔 補 強 材 に 釘 打 ち す る .

    貫 通 孔 補 強 材 へ の 釘 仕 様 は ， N Z 7 5 ＠ 7 5 と す る .

1 ． 貫 通 孔 径  d  は 2 4 0 ㎜ 以 下 と す る

貫 通 孔 補 強 材

50
50

貫 通 孔 補 強 材

貫 通 孔

50
50

5 05 0

３ ． ８   水 平 ブ レ ー ス

（ a ） 水 平 ブ レ ー ス の 接 合 に 用 い る ブ レ ー ス 接 合 ⾦ 物 は 部 材 リ ス ト に よ る

（ b ） ブ レ ー ス 接 合 ⾦ 物 と 横 架 材 の 接 合 ボ ル ト は J I S  B  1 1 8 0  強 度 区 分 4 . 6 も し く は 4 . 8 に 適 合 す る ボ ル ト

     と す る

（ c ） ブ レ ー ス 接 合 ⾦ 物 の 取 り 付 け 要 領 は 以 下 に よ る

1 - M 1 6  高 ⼒ ボ ル ト

J I S タ ー ン バ ッ ク ル ブ レ ー ス
M 1 2 , M 1 4 , M 1 6 4 - M 1 6 ( 普 通 ボ ル ト )

1 - M 1 6   高 ⼒ ボ ル ト

J I S タ ー ン バ ッ ク ル ブ レ ー ス

M 1 2

3 - M 1 2 ( 普 通 ボ ル ト )

専 用 座 ⾦   Φ 5 8

1 - M 1 6   高 ⼒ ボ ル ト

J I S  タ ー ン バ ッ ク ル ブ レ ー ス
M 1 2 , M 1 4

6 5 以
上

5 0 以
上

5 0 以
上

2 - M 1 2 ( 普 通 ボ ル ト )

( S 1 0 T )

( S 1 0 T )

( S 1 0 T )

ツ イ ン ガ セ ッ ト ( ダ イ ド ー ハ ン ト 製 )

シ ン グ ル ガ セ ッ ト ( ダ イ ド ー ハ ン ト 製 )

V 1 コ ネ ク ト ( タ ツ ミ 製 )

（ d ） タ ー ン バ ッ ク ル ブ レ ー ス は 羽 子 板 ボ ル ト に 対 し て 接 合 ⾦ 物 と 同 じ 側 に 取 り 付 け る

羽 子 板 ボ ル ト

正 し い 取 付 方 法 誤 っ た 取 付 方 法

羽 子 板 ボ ル ト

（ e ） タ ー ン バ ッ ク ル ブ レ ー ス は 建 て 入 れ 直 し 後 に 取 り 付 け る

タ ー ン バ ッ ク ル ブ レ ー ス タ ー ン バ ッ ク ル ブ レ ー ス
ガ セ ッ ト プ レ ー ト ガ セ ッ ト プ レ ー ト
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木 質 構 造 標 準 図 （ ６ ）
v e r 2 2 0 6 0 1

５ ． 小 屋 組

５ . １   く も 筋 交 い

く も 筋 か い ︓ 4 5 × 9 0

く も 筋 か い ︓ 1 5 × 9 0  
( ス ギ  無 等 級 材 )

2 - N Z 5 0

筋 か い ﾌ ﾟ ﾚ ｰ ﾄ ︓ メ タ リ フ 筋 交 い プ レ ー ト

（ a ） く も 筋 交 い の 配 置 及 び 部 材 は 梁 伏 図 お よ び 軸 組 図 に よ る ．

（ b ） く も 筋 交 い の 接 合 要 領 は 以 下 に よ る ．

く も 筋 か い ︓ 1 5 × 9 0  
( ス ギ  無 等 級 材 )

( ス ギ  無 等 級 材 )

く も 筋 か い ︓ 4 5 × 9 0
( ス ギ  無 等 級 材 )

く も 筋 交 い 1 5 × 9 0 の 場 合 の 接 合 要 領

く も 筋 交 い 4 5 × 9 0 の 場 合 の 接 合 要 領

横 架 材 に 勾 配 が あ る 場 合

く も 筋 交 い 角 度 が 4 5 ° 以 上 の 場 合 横 架 材 に 勾 配 が な い 場 合

く も 筋 交 い 角 度 が 4 5 ° 以 下 で

( 壁 倍 率 2 倍 の 筋 交 い に 対 応 し た ⾦ 物 と す る )
              ( B X カ ネ シ ン 製 ) 相 当 品

４ . １   梁 貫 通 孔 要 領

（ b ） 貫 通 孔 径 d ≦ 3 0 の 場 合 の 要 領 は 以 下 に よ る ．

（ c ） 貫 通 孔 径 d > 3 0 の 場 合 の 要 領 は 以 下 に よ る ．

2 d

2d
h/

3

5 d 以 上

貫 通 孔 径 3 0 φ 以 下

梁
せ

い
 h

４ ． 梁 貫 通 孔

L / 8

貫 通 孔 径 d は ｈ / 4 か つ 1 5 0 ㎜ 以 下

梁 ス パ ン Ｌ
〃 〃 〃 L / 8〃〃

h/
3

h/
3

h/
3

〃

梁
せ

い
ｈ

1 ．         は 貫 通 孔 を 設 け る こ と が で き る 範 囲 を 示 す ．

1 ．         は 貫 通 孔 を 設 け る こ と が で き る 範 囲 を 示 す ．

2 ． 設 け る こ と が で き る 貫 通 孔 の 個 数 は ，  各             範 囲 内 に 1 箇 所 ま で と す る ．

（ a ） 本 要 領 は 単 純 梁 に 適 用 し ， ト ラ ス 梁 等 の 梁 に は 適 用 し な い .

ス リ ッ ト 位 置
梁 受 ⾦ 物 の

2

ｔ ≦ ６

G

3 5 °

G  ＝ ｔ

ｔ

4 5 °

１ （ 片 面 溶 接 ） ２ （ 両 面 溶 接 ）

ｔ

7

2 ｔ
ｔ

1 / 4  t ≦  S  ≦ 1 0

3 5 °

1 / 4  t ≦  S  ≦ 1 0

4 5 °

3 5 °

1 / 4  t ≦  S  ≦ 1 0

ｔ ｔ

6

2
S

ｔ2
S

7

ｔ2
S

S

ｔ ≦ ６

6 < t ≦ 1 96 < t ≦ 1 9

１ （ 片 面 溶 接 ）

完 全 溶 込 み 溶 接 ( T 継 手 )

２ （ 両 面 溶 接 ）

ｔ ≦ ６ ｔ ≦ ６

6 < t ≦ 1 96 < t ≦ 1 9

６ . 2   座 ⾦

（ a ） ボ ル ト お よ び 両 ね じ ボ ル ト 接 合 部 に 用 い る 座 ⾦ の 種 別 は 以 下 に よ る .

ボ ル ト 径

座 ⾦ の 厚 さ

丸 座 ⾦ の 直 径 4 0

3 . 2

1 2 1 6

4 . 5

6 0 7 0

6

2 0 2 2

6

7 5 8 0

6

2 4

引 張 を 受 け な い ボ ル ト の 平 座 ⾦ b の 標 準 寸 法 （ 単 位 ︓ ｍ ｍ ）

部 位

木 材 に 接 す る 座 ⾦

鋼 材 に 接 す る 座 ⾦

ボ ル ト 頭 側

平 座 ⾦ b

平 座 ⾦ a

ナ ッ ト 側

平 座 ⾦ b ＋ ば ね 座 ⾦

ば ね 座 ⾦

・ ば ね 座 ⾦ ︓ J I S  B  1 2 5 1 （ ば ね 座 ⾦ ） 3 号 （ 重 荷 重 用 ）
・ 平 座 ⾦ a ︓ J I S  B  1 2 5 6 （ 平 座 ⾦ ）
・ 平 座 ⾦ b ︓ 設 計 図 に よ る ． た だ し ， 引 張 を 受 け な い ボ ル ト で 設 計 図 に 記 載 が な い 場 合 の 座 ⾦ 寸 法 は

（ b ） 各 座 ⾦ の 仕 様 は 以 下 に よ る .

            以 下 の 表 に よ り ， 鋼 材 品 質 は S S 4 0 0 と す る ．

Q    = 2 . 0 0  k N / 組A S

Q    = 7 . 8 4  k N / 組A S

６ . 3   ボ ル ト 接 合 部 の 座 堀 り お よ び 埋 木

（ a ） ボ ル ト 接 合 部 の 座 堀 り お よ び 埋 木 の 適 用 部 位 は 以 下 に よ る ．

座 堀 り ・ 埋 木 の 仕 様

（ b ） ボ ル ト 接 合 部 の 座 堀 り 寸 法 は 以 下 に よ る ． ボ ル ト 頭 の 向 き は 監 理 者 の 指 示 に よ る ．

座 堀 り な し

座 堀 り あ り
埋 木 あ り

埋 木 な し
無 耐 火

3 0 分 準 耐 火
4 5 分 準 耐 火
6 0 分 準 耐 火

-

ね じ の 呼 び M 1 2 M 1 6 M 2 0 M 2 2
部 位 ボ ル ト 頭 側ナ ッ ト 側 ボ ル ト 頭 側ナ ッ ト 側 ボ ル ト 頭 側ナ ッ ト 側 ボ ル ト 頭 側ナ ッ ト 側

座 堀 り 深 さ

埋 木 な し 1 5 3 0 1 5 3 5 2 0 4 0 2 0 4 5

埋 木 あ り

無 耐 火 3 0 4 5 3 0 5 0 3 5 5 5 3 5 6 0
3 0 分 準 耐 火 4 0 5 5 4 0 6 0 4 5 6 5 4 5 7 0
4 5 分 準 耐 火 5 0 6 5 5 0 7 0 5 5 7 5 5 5 8 0
6 0 分 準 耐 火 6 0 7 5 6 0 8 0 6 5 8 5 6 5 9 0

( mm )

-
1 5 m m

適 用 部 位
例 ︓ 下 記 以 外
例 ︓ 建 物 外 周 部 ( 外 壁 取 合 い 部 )
例 ︓ 現 し と な る 部 位

2 5 m m
3 5 m m
4 5 m m

（ c ） ボ ル ト 接 合 部 の 座 堀 り 径 は 座 ⾦ の 外 径 + 2 mm と す る ．

S

6 0 °

2

S

6 0 °

2

S S

ｔ

S S

ｔ

S S

1 5７

5

t

s

５

4

４

3

６

5

1 1

8

９

7

８

6

1 0

8

1 3

1 0

1 2

9

1 4

1 0 1 1

2 51 9

1 1

1 6

1 2

2 2

1 3 1 5

2 8

1 7

3 2

1 9

3 6

2 1

4 0

2 4

2 2

1 3Ｄ 1 0

ｔ 1 2

1 21 1

1 91 6

４ ５ °

3 62 8

1 41 3

2 5

1 5 1 5

3 2

1 6

4 0

４ ５ ° ４ ５ °

D 1 =  ( ｔ － 2 ） / 2
D 2 =  ( ｔ － 2 ） / 2

1 / 4  t ≦  S  ≦ 1 0

1 / 4  t ≦  S  ≦ 1 0

ｔ

S

S D

ｔ

S S

D 1

2

D 2

S

t ≦ 1 6

隅 肉 溶 接

1 6 < t ≦ 4 0

１ （ 片 面 溶 接 ）

部 分 溶 込 み 溶 接

２ （ 両 面 溶 接 ）

完 全 溶 込 み 溶 接 ( 突 合 せ 溶 接 )

６ . 4   溶 接 基 準

L

C

D

CC

6 ． 接 合 ⾦ 物

６ . １   ド リ フ ト ピ ン の 形 状

（ a ） ド リ フ ト ピ ン の 形 状 は 以 下 に よ る ．

1 2 Φ 1 6 Φ 2 0 Φ
D ( 径 ) 1 2 1 6 2 0

C ( 面 取 り ) 2 3 4
L ( ⻑ さ ) 材 幅 - 5 m m

呼 び 径

（ b ） 埋 木 を す る 場 合 の ド リ フ ト ピ ン の ⻑ さ は ( a ) に よ ら ず ( c ) に よ る ．

埋 木 の 仕 様

埋 木 あ り

埋 木 な し

無 耐 火
3 0 分 準 耐 火
4 5 分 準 耐 火
6 0 分 準 耐 火

適 用 部 位
例 ︓ 建 物 外 周 部 ( 外 壁 取 合 い 部 )

例 ︓ 現 し と な る 部 位

L ( ⻑ さ )

埋 木 厚

材 幅 - 2 5

無 耐 火
3 0 分 準 耐 火 例 ︓ 建 物 外 周 部 ( 外 壁 取 合 い 部 )

（ c ） ド リ フ ト ピ ン 接 合 部 の 埋 木 の 適 用 部 位 は 以 下 に よ る ．

-

1 0 mm
2 0 mm

埋 木 厚

1 0 mm
1 0 mm

-

材 幅 - 2 5
材 幅 - 2 5
材 幅 - 4 5

材 幅 - 5
材 幅 - 5
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木 質 構 造 標 準 図 （ ７ ）
v e r 2 2 1 1 0 9

7 ． 加 工 寸 法

７ . １   木 質 部 材 の 加 工 寸 法

（ a ） 木 質 部 材 の 標 準 的 な 加 工 寸 法 は 以 下 に よ る

種 類 加 工 寸 法 備 考

ド リ フ ト ピ ン 孔 径 ド リ フ ト ピ ン 径 ± 0 . 0 m m

ボ ル ト 孔 径
M 1 6 未 満 ︓ d + 1 . 0 mm
M 1 6 以 上 ︓ d + 2 . 0 mm

d ︓ 呼 び 径

ラ グ ス ク リ ュ ー 孔 径
胴 部 ︓ 胴 部 径 ± 0 . 0 mm
ね じ 部 ︓ ね じ 山 径 の 6 0 ％ 〜 7 0 ％ の 径

2 段 穴 明 け と す る

L S B 孔 径 ( b ) に よ る

挿 入 鋼 板 ス リ ッ ト 幅 t + 2 . 0 ｍ ｍ t ︓ 鋼 板 板 厚

7 . 2   接 合 ⾦ 物 の 加 工 寸 法

（ a ） 接 合 ⾦ 物 の 標 準 的 な 加 工 寸 法 は 以 下 に よ る

種 類 加 工 寸 法 備 考

ド リ フ ト ピ ン 孔 径

1 6 Φ 以 上 ︓ d + 1 . 5 m m

1 6 Φ 未 満 ︓ d + 1 . 0 m m

ボ ル ト 孔 径

M 1 6 以 上 ︓ d + 1 . 5 m m

M 1 6 未 満 ︓ d + 1 . 0 m m d ︓ 呼 び 径

ラ グ ス ク リ ュ ー 孔 径

胴 部 径 1 6 Φ 以 上 ︓ d + 1 . 5 m m

胴 部 径 1 6 Φ 未 満 ︓ d + 1 . 0 m m

L S B 孔 径 d + 5 . 0 m m

    雌 ね じ 部 取 合 い ボ ル ト の 呼 び 径

d ︓ 雄 ね じ 部 も し く は

ア ン カ ー ボ ル ト 孔 径 d ︓ 呼 び 径

C L T 引 張 ⾦ 物 用

面 取 り   C L T を 除 く
せ い 4 5 0 m m 以 上 ︓ c = 9 mm 以 下

せ い 4 5 0 m m 未 満 ︓ c = 3 mm 以 下

面 取 り   C L T c = 3 mm 以 下
c

（ b ） L S B 孔 径 は 以 下 に よ る

L S B 仕 様 山 径 ( m m) 木 部 先 孔 径 ( m m)

Φ 2 5G W仕 様

呼 び 径 ( m m) 谷 径 ( m m )

Φ 1 9

Φ 3 5

Φ 1 9 . 4

Φ 2 5 . 4

Φ 3 5

Φ 1 4 . 4

Φ 2 0 . 4

Φ 2 7

Φ 2 1

Φ 1 5

Φ 2 7 . 5

M K 仕 様

H T 仕 様

Φ 1 9

Φ 2 5

Φ 1 9 . 4

Φ 2 5

Φ 1 4

Φ 2 0 Φ 2 2

Φ 1 5

Φ 1 8 Φ 1 6Φ 1 3 . 6Φ 1 8

木 質 構 造 用 ね じ 孔 径 d + 0 . 5 m m

d + 5 . 0 m m

両 引 き ボ ル ト 孔 径

d + 5 . 0 m m

d ︓ 呼 び 径

    既 成 接 合 ⾦ 物 は 含 ま な い

d ︓ ド リ フ ト ピ ン 径

d ︓ 胴 部 径

d ︓ ね じ 胴 部 径

引 き ボ ル ト 接 合 用

ボ ル ト 孔 径

d + 5 . 0 mm d ︓ 呼 び 径

引 き ボ ル ト 孔 径

接 合 具 干 渉 部 d + 5 . 0 m m d ︓ 呼 び 径
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BorNo.3

BorNo.1

BorNo.2

身障者用駐車場
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犬
走

り

≒5,610

1,575

4,
50

0

63
0

840

Ｎ

駐輪場

1

12 16 17 25

26 34

軽

軽

軽

軽

(18.20)

FL=設計GL+150

交流館

その他建築物

申請建築物1

申請建築物3

申請建築物4

申請建築物2

Ｓ＝１／２００ボーリング位置図

・設計GL=KBM+50（TP：18.05ｍ）とする。

特記事項

交流館付属倉庫

8,000

T.1
H=18.153

T.2
H=17.489

T.4
H=17.636

KBM
H=18.000

H=17.668
T.3

敷地境界線

隣地境界線

隣地境界線

道路境界線

道路境界線
敷地境界線

17.6317.65

17.65

17.65

17.64

17.67

17.61

17.3217.65

17.31

17.64

17.64
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(3)　施工の立会い

　　　 建築工事の請負者は、本地業責任者（請負業者の中から選定）及び施工責任者を定め、両者は本地業の施工中は立合うものとする。

検査対象層は  ，  ，  であり、設計対象層を  とする。

設計対象層の平均強度は他の検査対象層の平均強度を超えないこと。

一軸圧縮強度は公的機関あるいは検査員立会いの下に行うものとする。

検査手法は検査手法Ａ（品質のバラツキを想定する場合の検査手法）による。

調査ヶ所数

検査手法Ａによる品質検査

合否の判定は検査対象層におけるＮヶ所（抜取ヶ所）の一軸圧縮試験結果が下式を満足すれば合格とする。

ＸN ≧ ＸL ＝ Ｆc＋ｋa・σd

ＸN

ＸL

Ｆc

ｋa

σd

：設計基準強度(N/mm2,kN/m2)

：合格判定係数

：想定したコア強度の標準偏差(N/mm2,kN/m2)であり、σd ＝ Ｖd・ｑud Ｖd

ｑud

：変動係数、品質確認書により想定する

：想定した平均一軸圧縮強さ(N/mm2,kN/m2)

コラムの伏図及び番号

コラムの施工日

コラムの径及び実施コラム長

掘削深度（実施コラム長＋空掘長）

設計対象層についての抜取ヶ所数をＮとする。1抜取ヶ所当り3個のコア供試体を採取し、その平均強度をその抜取ヶ所の強度とする。

合否の判定結果

あるかを確認する。

　施工にあたっては、セメント系固化材等を使用した改良土の六価クロム溶出試験を実施し、環境庁告示46号の土壌環境基準値(検液1Lにつき0.05mg)以下で

　試験方法は、平成13年4月20日付国官技第16号国営建第1号「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領(案)の一部変更に

ついて」による。

試験方法及び試験の個数：配合設計の段階で実施する環境庁告示46号溶出試験、 検体

検査対象群は概ねコラム300本を1単位とする。土層毎に検査対象層を決めるが、最小層厚を0.5mとする。

(1)　検査対象群、検査対象層及び調査ヶ所数

(2)　コラムの芯ズレ

　　　 コラムの芯ズレが許容値を超えた場合は、監督員（監理者）と協議し、設計検討により応力照査を行った上、安全であると判断した場合、合格とする。

：合格判定値(N/mm2,kN/m2)

：Ｎヶ所の一軸圧縮強度の平均値(N/mm2,kN/m2)

超えている場合は、最も低い平均強度の層を設計対象層とする。

(1)　コラムの径、掘削深度（設計コラム長＋空掘長）、本数配置等は設計図書による。ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及び固化材液の配合等について

kN/m2（ N/mm2）とする。

(3)　設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理および品質検査を実施する。

   土質や地盤状況により変更した方が適切だと判断される場合は、監督員の承認の下に変更することができる。

(2)　コラムの設計基準強度はＦc ＝

(2)　施工計画書

コラム仕様〔コラム径・掘削深度(設計コラム長＋空掘長)

　　　　　　・本数・設計基準強度〕

(1)　作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないよう養生する。

(2)　基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が出現した場合は、別途検討する。

(3)　実施コラム長は、設計図書で示された支持地盤に着底する長さとする。

(4)　本工事により排出される発生残土は場内処分とする。

(2)　所定の施工管理項目を計測、記録できる管理装置を用いること。

(3)　改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したもので、自走式とする。

(4)　ミキシングプラントは、所定吐出量を十分供給できるものとする。

(1)　共回り現象を防止する機構を有し、固化材液と原位置土を確実に撹拌混合できる撹拌装置を用いること。

(1)　固化材液に使用する材料は、セメント又はセメント系固化材とする。

(2)　配合強度

Ｘf＝α×Ｆc　［α：割り増し係数、Ｘf：配合強度］

(3)　室内配合試験

　　　 固化材液の配合（Ｗ/Ｃ）と使用量（添加量）は、室内配合試験の結果に基づいて、現場室内強度比を考慮して、配合強度を満足するように決定する。

　　 あるいは正確に土質を把握し、かつその土質に対する既存データがある場合は、その結果を用いて添加量を決定する。

変動係数を25%と想定し、９項に規定する抜取ヶ所数Ｎ、合格確率80%とした下表を用いて設定する。

　本地業は、テノコラム工法による地盤改良地業である。テノコラム工法は、スラリー状のセメント系固化材（以下、固化材液と称す）を地盤に注入しながら、

共回り防止翼を装着した撹拌装置を用いて、原位置土と機械的に撹拌混合し、固化材の固化反応により所要の強度を持つ改良柱体（以下、コラムと称す）を築造

するものである。

(1)　本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通したもので、テノコラム協会に所属する会員とする。

　本工事は、本特記仕様書によるほか「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針(平成16年 4月)」(日本建築センター)による。

(4)　本工事法は、テノコラム工法（　財団法人　先端建設技術センター先端建設技術・技術審査証明第2001号）とする。

撹拌混合装置をコラム心に合せる。

固化材液を吐出せずに、空掘部を所定の深度まで掘進する。

固化材液を吐出しながら掘進・撹拌混合する。

注入掘進工程が終了したら、固化材液の吐出を停止し先端部の練り返しを行う。

先端部練り返し工程が終了したら、撹拌軸を逆回転し引き上げ撹拌混合する。

工事件名及び工事場所

工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

工事期間及び工程

工事の組織(建築請負業者の本工事責任者、コラム施工業者名

及び責任者、各種作業の主たる従事者）

施工手順

施工機器

固化材配合条件

施工管理（立会い、管理項目、施工記録）

品質検査

安全衛生対策

地盤概要（土質柱状図）

コラム伏図

技術審査証明書（写）

(1)　施工の安定性を確保するため以下に示す項目について施工管理する。

形状・寸法

固化材

撹拌混合度

支持地盤

：鉛直性

　コラム心

　掘削深度

　コラム径

：材料計量

　固化材液の密度

　固化材液の添加量又はスラリーの吐出量

：撹拌混合回数又は掘進・引き上げ速度

：仕事量又は掘進速度・オーガー電流値（又はトルク値）

改良機本体のリーダー内に設置された傾斜計で管理する。

事前にコラム心にマークを設ける

深度計で計測し記録する

撹拌装置の形状・寸法を記録する

マッドバランス（泥水比重計）等で計測する

水、固化材の重量

スーパーシステムによる施工管理又は流量計で計測し、記録する。

スーパーシステムによる施工管理又は速度計で計測し、記録する

スーパーシステムによる施工管理又は速度計・電流計（又は

トルク計）で計測し、記録する。

　工事完了後、次の事項について施工報告書をまとめ、監督員に提出する。

撹拌混合回数又は掘進速度及び引き上げ速度

仕事量又は掘進速度及び電流値（又はトルク値）

固化材液の配合と固化材の使用量

頭部コア調査100本に1ヶ所とする。

深度コア調査100本に1ヶ所とする。

ティーズ設計事務所

コア供試体の一軸圧縮強度試験結果及びボーリングコアを用いた採取率

(2)　コア採取率による調査

　　　 深度コア調査の内、検査対象群に1ヶ所の割合でボーリングによりオールコアサンプリングを行い、コア採取率を調査する。

　　　 コア採取率が、全長に対して粘性土層90%、砂質土層95%以上、かつ深さ1m毎に粘性土層85%、砂質土層90%以上であることを確認する。

(3)　合否の判定
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又、品質確保の為、技術審査証明取得業者が常駐管理の元に施工を行う。

砂・礫質土 粘土・シルト 粘土・シルト

抜取ヶ所数Ｎ

合格判定係数ｋa

1 2 3 4～6 7～8 9～

1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

Ｎ

α

1 2 3 4～6 7～8

2.163 1.918 1.815 1.719 1.651 1.594

9～
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▽梁上端

部分を残す梁は以下とする

(                                       )

M12,M16:40㎜

M20:50㎜
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N

▽梁上端
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△梁下端
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@
P

@P

@P2 @P2 @P2

@P2

@  60

@100

@  80

(PL-AがPL-9の場合※1は70)

　70㎜(PL-AがPL-9以上の場合)※2

※1 直交梁の接合具と干渉する場合、

　　30mm及びEはそれぞれ30mm+P/2、

　　E+P/2と読み替える

※2 柱幅が120mmの場合、ガセットプレートと

接合ボルト

M16

M20

普通ボルト

PL-A
PL-A

B:60㎜(PL-AがPL-6の場合)

普通ボルトM12,M16,M20

接合具径：12φ・M12 接合具径：16φ・M16

配置タイプ Ａ

接合具径：20Φ・M20 接合具径：12φ・M12 接合具径：16φ・M16

配置タイプ B

接合具径：20Φ・M20

柱取合い部 直交梁取合い部

製作金物 梁端部形状要領図

　　とベースプレートの溶接は部分溶込み溶接

　　とし、B=60mmとする

備　考

部　位

符　号 部　位 断面寸法 種　類 強度区分等 備　考 符　号 部　位 断面寸法 種　類 強度区分等 備　考

符　号 断面寸法 種　類 樹　種 使用環境 乾燥処理

製　品

推奨既製金物（相当品）

型　番
配置
タイプ

PL-A
接合具種類 接合具

梁取合い部

M × N @P E

製作金物接合

接合具 M × N

柱取合い部

@P E 接合具
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M × N @P E
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C1

C2

C3

C4

V1X

φ9

V18a トラス斜材

筋かい

筋かい

柱

柱

柱

柱 120

120

120

150

45×150

120

150

180

150

丸鋼φ9以上

120 180 構造用製材

丸鋼

無等級製材

構造用集成材

構造用製材

構造用製材

構造用製材 スギ　目視等級　乙種２級　(県産材)

スギ　目視等級　乙種２級　(県産材)

スギ　目視等級　乙種２級　(県産材)

オウシュウアカマツ　同一等級　E95-F315

カラマツ　KD材　特一等程度

スギ　目視等級　乙種２級　(県産材)

大臣認定品：コボットシステム相当品

節、目切れの軽微なもの

使用環境A

D1 土台 120 × 120 無等級製材  ヒノキ　KD材　特一等程度　(県産材)

間柱

母屋

束

横つなぎ材

くも筋かい

間柱

垂木

120 × 120

120×120

120 × 150

15 × 120

45 × 120

45 × 75 無等級製材

無等級製材

無等級製材

無等級製材

無等級製材

無等級製材

 スギ　KD材　特一等程度　(県産材)

 スギ　KD材　特一等程度　(県産材)

 スギ　KD材　特一等程度　(県産材)

 スギ　KD材　特一等程度　(県産材)

 スギ　KD材　特一等程度　(県産材)

 スギ　KD材　特一等程度　(県産材)

B12

B15

B18

B21

B24

B27

B30

B36

B33

B39

B42

B45

B48

B51

B54

120

120

120

120

120

120

150

180

210

240×

×

×

×

× 構造用製材

構造用製材

構造用製材

構造用製材

構造用製材

スギ　(県産材)

スギ　(県産材)

スギ　(県産材)

スギ　(県産材)

スギ　(県産材)

 目視等級　　甲種２級

 目視等級　　甲種２級

 目視等級　　甲種２級

 目視等級　　甲種２級

 目視等級　　甲種２級

C

C

C

C

C Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ) TH-10

TH-10

TH-18

TH-18

TH-24

×120

120

120

120

120

120

120

120

120

120

120

120 600

570

540

510

450

480

420

390

360

330

300

270 構造用集成材

構造用集成材

構造用集成材

構造用集成材

構造用集成材

構造用集成材

構造用集成材

構造用集成材

構造用集成材

構造用集成材

構造用集成材

構造用集成材 オウシュウアカマツ

オウシュウアカマツ

オウシュウアカマツ

オウシュウアカマツ

オウシュウアカマツ

オウシュウアカマツ

オウシュウアカマツ

オウシュウアカマツ

オウシュウアカマツ

オウシュウアカマツ

オウシュウアカマツ

オウシュウアカマツ 対称異等級　E105-300

対称異等級　E105-300

対称異等級　E105-300

対称異等級　E105-300

対称異等級　E105-300

対称異等級　E105-300

対称異等級　E105-300

対称異等級　E105-300

対称異等級　E105-300

対称異等級　E105-300

対称異等級　E105-300

対称異等級　E105-300 C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ)

TH-24

TH-24

TH-33

TH-33

TH-33

TH-33

TH-33+TH-10

TH-33+TH-10

TH-33+TH-18

TH-33+TH-18

TH-33+TH-24

TH-33+TH-24

B54b

B60

B57

B24a

B33a 120

120

150 540

240

330 構造用集成材

構造用集成材

構造用単板積層材 カラマツ A種　120E-385F

対称異等級　E95-270

対称異等級　E95-270 C

C

C Tec-One(タツミ)

Tec-One(タツミ) TH-33

TH-33+TH-18

トラス要領図による

トラス要領図による

符　号 部　位 断面寸法 種　類 強度区分等

梁断面表・梁接合部基準図

部材断面表

製作金物 接合具配置基準図

ヒノキ　(県産材)

ヒノキ　(県産材)

小屋筋かい 45 × 120 無等級製材  スギ　KD材　特一等程度　(県産材)

母屋 120 × 150 無等級製材  スギ　KD材　特一等程度　(県産材)

b1

b2

勾配梁（120×120）も同様

勾配梁（120×150）も同様

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜

有限会社 ティーズ設計事務所

S2023年  3月 部材断面表 19福山市御野交流館改築工事

一級建築士　　　　　第257981号
構造設計者

坪井　浩一
構造設計一級建築士　第  1025号



　１．基礎梁天端レベル：GL-20
　２．基礎下端レベル：基礎リストによる
　３．埋戻しは良質砂質土若しくは敷き砂利とし　十分転圧して締固めを行う
　４．基礎梁の長期許容地盤支持力：100kN/㎡以上
　５．コンクリート設計基準強度：21N/㎡　スランプ15㎝

　１．　　　　　は土間コンクリートを示す
　２．土間天端レベル：1FL-15　（　　　　　　）は1FLからのレベルを示す
　３．埋戻しは良質砂質土若しくは敷き砂利とし　十分転圧して締固めを行う
　４．土間コンクリートの長期許容地盤支持力：10kN/㎡以上
　５．コンクリート設計基準強度：21N/㎡　スランプ15㎝　鉄筋SD295
　６．ポーチ、犬走り等の外部土間コンクリートレベルは、意匠図参照のこと

　７．基礎、土間下へ全面土壌処理（防腐・防蟻措置）を行う。
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基礎リスト　1/30

断面

断面

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5
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　２．柱符号：C1

　４．土台下には基礎パッキン(厚さ20mm)を設ける。

　３．土台上端レベル：1FL+120

　１．土台符号：D1

　７．土台固定用アンカーボルトとは別に柱脚金物および引寄せ金物用アンカーボルトを設ける。

　６．土台固定用アンカーボルトの配置は本伏図によるほか、木質構造標準図による。

　５．建具取合い部の土台切れ等、土台切れの詳細寸法は意匠図による。

　８．柱芯＝通り芯とする。

　９．面材耐力壁の受け間柱等は木造構造標準図による。

１０．非耐力壁および非耐力壁下地材は意匠図による。

１１．土台・柱・壁等は地面から1.0mまで防腐・防蟻措置を行う。

当 該 階 柱

面材耐力壁　大壁仕様3.7倍（W1B仕様）

面材耐力壁　真壁仕様3.3倍（W2B仕様）

筋かい　たすき掛け　4.0倍（V1X仕様）

筋かい（コボット:大臣認定品相当品）

土台固定用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ M12　定着長さL=250

特記以外は　HDP10（株式会社タツミ製相当品）とする。

ただし、柱勝ちとなる梁との接合は、梁受金物による接合とする。

　　U20・・・ 20kN用ホールダウン金物+HDP10

　　HDCS ・・ HDCⅢ-S（タツミ）

　　PSBP  ・・ PSBP45（BXカネシン）

１２．筋かい金物は、S-10 木質構造標準図(2) 2.4 筋交い接合金物(ブレスターZ(岡部製))の納まり要領 を参照すること。

【 柱 頭 柱 脚 ⾦ 物 】

凡 例記入なき限り下記による

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5

一級建築士登録 第239406号　　　戸梶 好喜

有限会社 ティーズ設計事務所

1/100 S2023年  3月 福山市御野交流館改築工事 21土台、柱伏図・柱頭柱脚金物図

一級建築士　　　　　第257981号
構造設計者

坪井　浩一
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HDP10（株式会社タツミ製相当品）を基本とし、かすがい２本打ちも可とする。

ただし、束勝ちとなる母屋との接合は、梁受金物による接合とし、

S-19　部材断面表の梁断面表・梁接合基準に示す金物仕様とする。

凡 例記入なき限り下記による

　１．梁符号：B24

　２．梁上端レベル：軒高±0

　３．束：120×120

　４．梁端部は梁受け金物による接合とし、金物の仕様は記載なき限り、

　　　S-19　部材断面表の梁断面表・梁接合基準に示す金物仕様とする

　６．トラスはトラス要領図による

　１．母屋は、b1

　２．（　　　）は軒高からの高さ：母屋高さは屋根勾配による

　４．トラスはトラス要領図による

　５．水平構面は、構造用合板t=24　N75@150川の字打ち（H2仕様）の上、　

          +　垂木@455（断熱材あり）　+　構造用合板t=12 N50打ちとする

記入なき限り下記による

柱（通し）

束

下階柱

火打ち材
　５．小屋筋かいおよびくも筋かいの要領は　S-14 木構造標準図(6)による

　３．梁端部は梁受け金物による接合とし、金物の仕様は記載なき限り、

　　　S-19　部材断面表の梁断面表・梁接合基準に示す金物仕様とする

　６．垂木の接合要領は S-12 木構造標準図(4)による

【 束 - ⺟ 屋 接 合 ⾦ 物 】

　　　小屋内の合板張りの要領は　S-10 木構造標準図(2)のW2Aによる

　　　　　　は小屋裏隔壁の位置を示す

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項
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記入なき限り下記による

　１．柱符号：C1

　２．梁符号：B24

構造用合板耐力壁を示す

W1　大壁仕様3.7倍（W1B仕様）

W2　真壁仕様3.3倍（W2B仕様）

筋かい耐力壁を示す

たすき掛け　4.0倍（V1X仕様）

筋かい耐力壁を示す

コボットシステム　

B21 B21

C4 C4
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B21
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B21

C4

B21

C4

W1
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小屋筋かい
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小屋筋かい
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小屋筋かい

C2
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合板小屋筋かい 小屋筋かい
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B33
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小屋筋かい 小屋筋かい

B33

W2 W2 W2

B33

小屋筋かい

X0 X1 X2a X2h X5a X7d X14b X17 X0 X1 X1b X2a X4 X7 X15 X17

X15 X17 X18 X7 X9 X13 X15 X7 X9 X13 X15

X0 X1 X2 X5 X7 X9 X13 X15 X16 X18

X0 X2 X5 X6 X7 X8 X14 X15 X16 X18

　３．母屋および勾配梁：b1（120×120）

　４．束：120×120

b2
b2

409

W1

小屋裏隔壁位置です 小屋裏隔壁位置です

(はね出し部加工)

(はね出し部加工)

(はね出し部加工)

(はね出し部加工)

　５．小屋筋かいおよびくも筋かいの要領は　S-14 木構造標準図(6)による

　　　小屋内の合板張りの要領は　S-10 木構造標準図(2)のW2Aによる
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記入なき限り下記による

　１．柱符号：C1

　２．梁符号：B24

構造用合板耐力壁を示す

W1　大壁仕様3.7倍（W1B仕様）

W2　真壁仕様3.3倍（W2B仕様）

筋かい耐力壁を示す

たすき掛け　4.0倍（V1X仕様）

筋かい耐力壁を示す

コボットシステム　

軸組-Y14 軸組-Y15

軸組-X0 軸組-X1

軸組-X1b 軸組-X2

X0 X2 X5 X7 X11 X14 X15 X18 X0 X2 X5

Y0 Y1 Y8 Y15 Y0 Y1 Y8 Y9 Y15

Y0 Y1 Y8 Y9 Y15 Y0 Y1 Y8 Y9 Y10 Y15

くも筋かい

b2

C2

　３．母屋および勾配梁：b1（120×120）

　４．束：120×120

合板

(はね出し部加工) (はね出し部加工)

　５．小屋筋かいおよびくも筋かいの要領は　S-14 木構造標準図(6)による

　　　小屋内の合板張りの要領は　S-10 木構造標準図(2)のW2Aによる
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記入なき限り下記による

構造用合板耐力壁を示す
　１．柱符号：C1

　２．梁符号：B24

筋かい耐力壁を示す

W1　大壁仕様3.7倍（W1B仕様）

W2　真壁仕様3.3倍（W2B仕様）

筋かい耐力壁を示す

b2

b2

たすき掛け　4.0倍（V1X仕様） コボットシステム　

軸組-X4 軸組-X2a

軸組-X2e

軸組-X2h

軸組-X5a

軸組-X7軸組-X5

小屋裏隔壁

小屋裏隔壁

軸組-X10 軸組-X11軸組-X14軸組-X12軸組-X13

Y0 Y1 Y8 Y9 Y10 Y15 Y0 Y1 Y8

Y0 Y1 Y8 Y9 Y10 Y13 Y14 Y15 Y0 Y1 Y5 Y6 Y8 Y9 Y11 Y13 Y14

Y0 Y1 Y3 Y4 Y3 Y4 Y5 Y8 Y9 Y8 Y9 Y8 Y9 Y12 Y14 Y8 Y9 Y12 Y14

C2

B18 B33

B18

　３．母屋および勾配梁：b1（120×120）

　４．束：120×120

小 屋 裏 隔 壁
小 屋 裏 隔 壁 小 屋 裏 隔 壁

小屋裏隔壁 小屋裏隔壁 小屋裏隔壁 小屋裏隔壁

小 屋 裏 隔 壁

小 屋 裏 隔 壁

小 屋 裏 隔 壁

　５．小屋筋かいおよびくも筋かいの要領は　S-14 木構造標準図(6)による
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記入なき限り下記による

構造用合板耐力壁を示す

W1　大壁仕様3.7倍（W1B仕様）

W2　真壁仕様3.3倍（W2B仕様）

筋かい耐力壁を示す

たすき掛け　4.0倍（V1X仕様）

筋かい耐力壁を示す

コボットシステム　

くも筋かい くも筋かい小屋筋かい

　１．柱符号：C1

　２．梁符号：B24

　３．母屋および勾配梁：b1（120×120）

　４．束：120×120

B18

合板

　５．小屋筋かいおよびくも筋かいの要領は　S-14 木構造標準図(6)による

　　　小屋内の合板張りの要領は　S-10 木構造標準図(2)のW2Aによる
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⺟ 屋 : 1 2 0 × 1 2 0 ( 加 工 )

⺟ 屋 : 1 2 0 × 1 2 0 ( 加 工 )

⺟ 屋 : 1 2 0 × 1 2 0 ( 加 工 )

横 つ な ぎ 材
1 2 0 × 1 5 0 横 つ な ぎ 材

1 2 0 × 1 5 0

⺟ 屋 : 1 2 0 × 1 2 0 ( 加 工 )

⺟ 屋 : 1 2 0 × 1 2 0 ( 加 工 )

2 . 0
1 0

梁 受 ⾦ 物
T H 1 8 ( タ ツ ミ 製 ) 相 当 品

梁 受 ⾦ 物
T H 3 3 ( タ ツ ミ 製 ) 相 当 品

梁 受 ⾦ 物
T H 3 3 ( タ ツ ミ 製 ) 相 当 品

V 1 8 a

V 1 8 a

V 1 8 a
V 1 8 a V 1 8 a V 1 8 a V 1 8 a

V 1 8 a
V 1 8 a

V 1 8 a
V 1 8 a

V 1 8 a

ロ   部 詳 細 図 ハ   部 詳 細 図 リ   部 詳 細 図

ニ   部 詳 細 図 ホ   部 詳 細 図 ヘ   部 詳 細 図 ト   部 詳 細 図 チ   部 詳 細 図

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項
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福山市御野交流館改築工事



鉄骨部材リスト

大梁継手リスト

柱リスト 基礎梁リスト

T Y P E H T B mw × n w G . P L P  m m
ー ー ー ー ー

2 M 1 6 1 × 2 6 60

接 合 部 ︓ G P L - 6   2 - M 1 6

接 合 部 ︓ G P L - 6   1 - M 1 6

H T B

M 1 6

ボ ル ト ゲ ー ジ 外 添 板 内 添 板

2 × 2 9 0

n  × m g 厚 × ⻑ さ

ー
㎜

1 g
㎜

2 厚 × 幅
㎜ ㎜ ㎜ ㎜
9 × 2 9 0 9 × 6 0

ボ ル ト 外 添 板

2 × 1 6 0

m  × n P 厚 × 幅 × ⻑ さ
㎜

c
㎜ ㎜

6 × 1 4 0 × 2 3 0
㎜

鉄 骨 構 造 標 準 接 合 部 委 員 会   S C S S - H 9 7 よ り

1/100 S

図面番号縮尺図面名称工事名称

100％

71％

50％A3

A2

A1

縮尺率設計年月特記：訂正事項

Tel. 084-949-3632

〒720-2412　広島県福山市加茂町下加茂68-5
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1/30

F F W W

断面寸法

G194

符号 部材 鋼材種別
WEB

備考

剛接合H-194× 150× 6× 9 SN400B

B194

t

HK1

H-194× 150× 6× 9 SN400B

[-100× 50× 5× 7.5 SS400

SS4001-M16(TB付き)

H-194× 150× 6× 9

フランジ ウェブ

備考

SN400B

C1

φ 190.7× t6(STK400)

4-M16(ABR400)L=400

300× 300× 22(SN400B)

PL-12× 60× 60孔径22

柱脚記号

柱寸法

アンカーボルト

ベースプレート

定着板

詳細図

FG1

全断面

符号

位置

B×D

上端筋

下端筋

ST

腹筋

備考

350× 600

3-D19

3-D19

□ -D13@200

2-D10

幅止め筋は、D10@1000以内とする

350

▽ G L

6
0
0

5
0

1
0
0

2
0
0

▽

ダ ブ ル ナ ッ ト 締 め
座 ⾦ 溶 接 と す る

3
0
0

300

5
0
0

500

2
2

5
0

基礎梁天端

200

200

20
0

FS1 200

符号 厚さ 位置 短辺方向配筋 長辺方向配筋

D13@200

D13@200 D10@200

D10@200

下

上

身障者用駐車場棟構造図

特記なき限り以下による

・溶融亜鉛メッキとする個所のボルトはF8Tとする
・鉄部は全て溶融亜鉛めっきの上DP塗りとする

2
,
0
0
0

4
,
2
0
0

2
,
9
0
0

2
,
0
0
0

9
0
0

4, 050 600600

2
,
1
0
0

2
,
1
0
0

9
0
0

2
,
9
0
0

4
,
2
0
0

4, 050 600600

9
0
0

2
,
0
0
0

G 1 9 4

B1
94

B1
94

G 1 9 4

B 1 9 4

B 1 9 4

G1
94

B1
94

H K 1
H K 1 H K 1

H K 1

H K 1 H K 1

H K 1 H K 1

G1
94

t

t
t

t

C 1 C 1

C 1C 1

C 1C 1

B1
94

G 1 9 4

9
0
0 B 1 9 4

梁伏図1　1/100 梁伏図2　1/100

垂木：C-100×50×20×2.3

2C-100×50×20×2.3

2C-100×50×20×2.3

記入なき限り下記による

　１．JOINT位置は柱芯から1,000とする

　２．鉄骨大梁天端＝小梁天端とする

2C-100× 50× 20× 2.3

4
,
2
0
0

4, 050

2
,
1
0
0

2
,
1
0
0

F S 1

F G 1

F G 1

FG
1

FG
1

基礎伏図　1/100

CB

CA

C1 C2

記入なき限り下記による

　１．基礎梁天端レベル：GL-200

　２．基礎下端レベル：基礎リストによる

　３．埋戻しは良質砂質土若しくは敷き砂利とし　十分転圧して締固めを行う

　４．基礎梁の長期許容地盤支持力：100kN/㎡以上

　５．コンクリート設計基準強度：21N/mm2　スランプ15cm

　６．FS1コンクリートレベルは、意匠図参照のこと

4
,
2
0
0

2
,
1
0
0

2
,
1
0
0

3
,
8
5
0

3 ,700

F
G
1

FS1

FG1

F
G
1

F G1

CB

CA

FG1　基本配置

1
5
0

1
50
30
0

1,500以下

4, 200 4, 050

4
,
2
0
0

C1 C1 C1 C1

2
1
0

2
0
0

6
0
0

4
,
2
0
0

2
1
0

2
0
0

6
0
0

2, 9002, 900

2, 000 2, 000

4, 050

C1 C1

4
,
2
0
0

2
1
0

2
0
0

6
0
0

2
0
0

2
0
0

3
,
3
5
0

2
0
0

ﾙ ｰ ﾊ ﾞ ｰ 取 付 用 下 地
C - 1 0 0 × 5 0 × 2 0 × 2 . 3 × ②

C1、C2通り軸組図　1/100 CA通り軸組図　1/100 CB通り軸組図　1/100

▽ 梁 天 端 ( 水 下 )
▽ 梁 天 端 ( 水 上 )

▽ 設 計 G L

▽ 基 礎 下 端

▽ 梁 天 端 ( 水 下 )
▽ 梁 天 端 ( 水 上 )

▽ 設 計 G L

▽ 基 礎 下 端

▽ 梁 天 端 ( 水 上 )

▽ 設 計 G L

▽ 基 礎 下 端

CA CB C1 C2 C1 C2

　１．JOINT位置は柱芯から1,000とする

記入なき限り下記による

　２．基礎梁天端レベル：GL-200

　３．BPL下端は基礎梁天端＋50とする

　４．　　　　　は増打ちを示す

　５．コンクリート設計基準強度 Fc21N/mm2　スランプ15cm

　６．鉄筋　D16以下：SD295、D19以上：SD345

柱状改良伏図　1/100

掘削長 空掘長 設計コラム長 本数

（本）（m）

改良径

（m）（m）

0.85 2.75

0.25 3.35

設計基準強度

数量表

Ｆc = 1,000 kN/㎡

φ500

φ1,000
3.60

12

　　　支持地盤：

※空掘長に捨てコン厚50含む。

シルト混じり礫質土

　　　実施コラム長という。

注記）設計図書に示された支持地盤に着底する長さを

4,050

C1 C2

4

一級建築士　　　　　第257981号
構造設計者

坪井　浩一
構造設計一級建築士　第  1025号

500× 500

8-D19

D10@100

柱形断面

柱主筋

帯　筋

PL-16(SN490C)ダイヤフラム

土間スラブリスト



§工事名称 福山市御野交流館改築工事

§工事場所 福山市神辺町字下御領４６番地２

1 この数量書は，福山市建設工事請負契約約款１条に定める「設計図書」ではなく

参考数量です。従って，契約後の変更等を含意するものではありません。

2 数量の算出は次の基準によっています。

※ 「建築数量積算基準・同解説」 （建築工事建築数量積算研究会制定）

参考数量書

特記事項



福 山 市

設 計 書

工事名称 福山市御野交流館改築工事

工事場所 福山市神辺町字下御領４６番地２

【工事概要】                                 
構    造：木造平家建
規    模：延べ面積        594.13㎡
付属建物：身障者用駐車場   20.25㎡   

駐輪場           13.40㎡
その他（交流館付属物置，ガスボンベ庫等）  

【別途工事】
電気設備工事
給排水衛生設備工事
冷暖房換気設備工事
カーテン取付工事



福 山 市

工事費内訳 1

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費

建築工事

1

式

計

共通費

共通仮設費

1

式

現場管理費

1

式

一般管理費等

1

式

計

工事価格

1

式

消費税等相当額

1 消費税率 10 ％

式

工事費

1

式



福 山 市

工事種別内訳 2

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

建築工事

1

式

計



福 山 市

建築工事 種目別内訳 3

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

交流館棟

1

式

身障者用駐車場棟

1

式

屋外施設等

1

式

計



福 山 市

建築工事 科目別内訳 4

交流館棟

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1

式

土工

1

式

地業

1

式

鉄筋

1

式

ｺﾝｸﾘｰﾄ

1

式

型枠

1

式

防水

1

式

ﾀｲﾙ

1

式

木

1

式

屋根及びとい

1

式

金属

1

式

左官

1

式

建具

1

式

塗装

1

式

内外装

1

式

ﾕﾆｯﾄ及びその他

1

式

発生材処理

1

式

計



福 山 市

建築工事 科目別内訳 5

身障者用駐車場棟

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1

式

土工

1

式

地業

1

式

鉄筋

1

式

ｺﾝｸﾘｰﾄ

1

式

型枠

1

式

鉄骨

1

式

木工

1

式

屋根及びとい

1

式

左官

1

式

塗装

1

式

内外装

1

式

発生材処理

1

式

計



福 山 市

建築工事 科目別内訳 6

屋外施設等

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

駐輪場

1

式

交流館付属倉庫

1

式

移設倉庫A

1

式

移設倉庫B

1

式

ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫

1

式

屋外掲示板

1

式

駐車場他外構工事

1

式

発生材処理

1

式

計



福 山 市

建築工事 中科目別内訳 7

交流館棟

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設 直接仮設

1
式

計

土工 土工

1
式

計

地業 地盤改良

1
式

地業 一般地業

1
式

計

鉄筋 躯体

1
式

計

ｺﾝｸﾘｰﾄ 躯体

1
式

計

型枠 躯体

1
式

計

防水 外部

1
式

防水 内部

1
式

計

ﾀｲﾙ 外部

1
式

ﾀｲﾙ 内部

1
式

計

木 躯体

1
式



福 山 市

建築工事 中科目別内訳 8

交流館棟

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

木 部位別(外部)

1
式

木 部位別(内部)

1
式

計

屋根及びとい 外部

1
式

計

金属 外部

1
式

金属 内部

1
式

計

左官 外部

1
式

左官 内部

1
式

計

建具 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

1
式

建具 木製建具

1
式

建具 ｶﾞﾗｽ

1
式

計

塗装 外部

1
式

塗装 内部

1
式

計

内外装 外部

1
式

内外装 内部

1
式



福 山 市

建築工事 中科目別内訳 9

交流館棟

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

計

ﾕﾆｯﾄ及びその他 外部

1
式

ﾕﾆｯﾄ及びその他 内部

1
式

計

発生材処理 運搬

1
式

発生材処理 処理

1
式

計



福 山 市

建築工事 中科目別内訳 10

身障者用駐車場棟

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設 直接仮設

1
式

計

土工 土工

1
式

計

地業 地盤改良

1
式

地業 一般地業

1
式

計

鉄筋 躯体

1
式

計

ｺﾝｸﾘｰﾄ 躯体

1
式

計

型枠 躯体

1
式

計

鉄骨

1
式

計

木工 部位別(外部)

1
式

計

屋根及びとい 外部

1
式

計

左官 外部

1
式



福 山 市

建築工事 中科目別内訳 11

身障者用駐車場棟

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

計

塗装 外部

1
式

計

内外装 外部

1
式

計

発生材処理 運搬

1
式

発生材処理 処理

1
式

計



福 山 市

建築工事 中科目別内訳 12

屋外施設等

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

駐輪場 駐輪場

1
式

計

交流館付属倉庫 交流館付属倉庫

1
式

計

移設倉庫A 移設倉庫A

1
式

計

移設倉庫B 移設倉庫B

1
式

計

ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫 ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫

1
式

計

屋外掲示板 屋外掲示板

1
式

計

駐車場他外構工事 囲障

1
式

駐車場他外構工事 構内舗装

1
式

駐車場他外構工事 屋外排水

1
式

駐車場他外構工事 植栽

1
式

駐車場他外構工事 その他工作物

1
式

計

発生材処理 運搬

1
式

発生材処理 処理

1
式



福 山 市

建築工事 中科目別内訳 13

屋外施設等

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 14

交流館棟 直接仮設 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

遣方 別紙 00-0001

1
式

墨出し 別紙 00-0002

1
式

養生 別紙 00-0003

1
式

整理清掃後片付け 別紙 00-0004

1
式

外部足場 別紙 00-0050

1
式

内部仕上足場 別紙 00-0007

1
式

災害防止 別紙 00-0008

1
式

仮設材運搬 別紙 00-0009

1
式

墜落制止用器具 別紙 00-0010

胴ﾍﾞﾙﾄ型・ﾌﾙﾊｰﾈｽ 1

型・ﾗﾝﾔｰﾄﾞ 式

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 15

交流館棟 土工 土工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

根切り つぼ,布掘り

深さ2.5m程度 81.8
ｍ3

床付け つぼ,布掘り

149
㎡

埋戻し(B種) 小規模土工 発生土

70.6
ｍ3

盛土(B種) 発生土

51.3
ｍ3

土工機械運搬 別紙 00-0011

1
式

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 16

交流館棟 地業 地盤改良

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

地盤改良 地盤改良ｺﾗﾑ径φ600 別紙 00-0012

設計基準強度1000kN/m2

天端GL-0.42m 改良長3.18m 200本

地盤改良ｺﾗﾑ径φ1000

設計基準強度1000kN/m2

天端GL-0.15m 改良長3.45m 8本

天端GL-0.11m 改良長3.49m 2本

天端GL-0.05m 改良長3.55m 1本 1
天端GL-0.015m 改良長3.585m 33本 式

機械運搬費

1
式

機械組立解体費

1
式

室内配合試験費費

1
式

一軸圧縮試験費費 頭部ｺｱ:3set 深度ｺｱ:9set

12
set

六価ｸﾛﾑ溶出試験 配合試験時

費 1
検体

頭部ｺｱ採取費

3
か所

全長ｺｱﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ採

取費 1
か所

深度ﾓｰﾙﾄﾞｺｱ採取

費 2
か所

地盤改良

諸経費 1
式

計
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交流館棟 地業 一般地業

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

72
ｍ3

床下防湿層敷き ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15

668
㎡

土間下断熱材敷き 2種b 厚さ25

554
㎡

計
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交流館棟 鉄筋 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D10

異形棒鋼 6.5
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D13

異形棒鋼 0.1
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D16

異形棒鋼 2.4
ｔ

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0014

1
式

鉄筋加工組立 木造 基礎

8.6
ｔ

鉄筋運搬費 10ｔ車 30㎞程度

8.6
ｔ

計
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交流館棟 ｺﾝｸﾘｰﾄ 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc=18N/mm2 S=15cm

捨てｺﾝ 7
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 Fc=21N/mm2 S=15cm

基礎部 32
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 Fc=21N/mm2 S=15cm

土間部 112
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 Fc=21N/mm2 S=15cm

立上り 3.9
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0015

1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 別紙 00-0016

圧送･基本料金 1
式

構造体強度補正 別紙 00-0017

1
式

計
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交流館棟 型枠 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

型枠 普通合板型枠

- 基礎部 240
- ㎡

型枠 打放合板型枠B種

ﾗｰﾒﾝ構造 地上軸部 42.2
階高3.5～4.0m程度 ㎡

型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復

282
㎡

面木

101
ｍ

目地 打継目地

120
ｍ

金物取付費 手間のみ

柱脚金物,土台金物 1
式

計
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交流館棟 防水 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

15×10 197
ｍ

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 22

交流館棟 防水 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ｼﾘｺｰﾝ系(SR-1)

6×6 102
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

10×10 70.7
ｍ

計
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交流館棟 ﾀｲﾙ 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ﾀｲﾙ張り B1類 300角 無釉

12
㎡

壁ﾀｲﾙ張り なまこ壁調

B Ⅰ類ﾀｲﾙ(300角平･無釉) 16.2
LIXIL 陶墨染Ⅱ同等品 ㎡

壁ﾀｲﾙ張り A Ⅱ類ﾀｲﾙ(ﾎﾞｰﾀﾞｰ･施釉)

LIXIL 陶灯火同等品 21.3
ｍ

壁ﾀｲﾙ張り A Ⅱ類ﾀｲﾙ(二丁屏風曲･施釉)

LIXL 陶灯火同等品 0.8
ｍ

視覚障害者用床ﾀｲ 300x300

ﾙ 警告 点状 3
枚

視覚障害者用床ﾀｲ 300x300

ﾙ 誘導 線状 14
枚

計
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交流館棟 ﾀｲﾙ 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ﾀｲﾙ張り B1類 300角 無釉

7.4
㎡

視覚障害者用床ﾀｲ 300x300

ﾙ 警告 点状 8
枚

視覚障害者用床ﾀｲ 300x300

ﾙ 誘導 線状 4
枚

汚垂石 D600

2.5
ｍ

計
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交流館棟 木 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾌﾟﾚｶｯﾄ加工費 別紙 00-0059

1
式

横架材 別紙 00-0060

1
式

柱材 別紙 00-0061

1
式

羽柄材 別紙 00-0062

1
式

金物費 別紙 00-0063

1
式

建方費 別紙 00-0064

1
式

防蟻処理･防腐処 JAS保存処理 性能区分K1

理 処理量300ml/m2 2回 147
㎡

防蟻・防腐処理 ｸﾞﾚﾈｰﾄﾞMC同等品

（土壌処理） 594
材のみ ㎡

防蟻・防腐処理 施工手間

（土壌処理） 1
式

計
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交流館棟 木 部位別(外部)

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

庇 構造用合板 厚18 材工共

野地板 50
㎡

軒天

木製天井下地 194
㎡

庇下地組 持出し板 120x30@455程度 材工共

50
㎡

屋根 265x24 材工共

鼻隠し･破風板下 141

地 ｍ

庇 165x24 材工共

鼻隠し･破風板下 58.8

地 ｍ

天井 厚9×120 材工共

杉羽目板張り 194
㎡

通気胴縁 横 18x45 ＠455

228
材工共 ㎡

通気胴縁 横 40x60 ＠455

39.9
材工共 ㎡

壁 厚9×120 材工共

杉羽目板張り 39.9
㎡

外壁縦見切り 杉40x75程度 材工共

3.3
ｍ

外壁端部見切り 杉235x25程度 材工共

2.9
ｍ

外壁木ﾙｰﾊﾞｰ W3840 H672 三角形

上枠､下枠:杉 45x60 1
格子:杉45x60@100 材工共 か所

木製額縁

183
ｍ

計
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交流館棟 木 部位別(内部)

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り 杉 t=12 木下地部

大建工業 WPC加工 同等品 184
UV抗菌耐摩耗塗装 ㎡

床下地合板張り ﾗﾜﾝ 厚12

乾式二重床ｼｽﾃﾑ 148
㎡

床下地合板張り ﾗﾜﾝ 厚12

35.8
㎡

床下地合板張り ﾗﾜﾝ 厚5.5

35.8
㎡

踏込 桧 105x45

床見切 1.8
ｍ

木製巾木 杉(白太) H=75 厚12

140
ｍ

雑巾摺り

15.6
ｍ

壁 厚9×120 材工共

杉羽目板張り 93.9
㎡

壁 厚6 杉 不燃

天然木化粧合板張 42.1
㎡

壁合板張り 厚9 素地 ﾎﾞｰﾄﾞ面

86.3
㎡

腰壁天端見切 杉 40x12

120
ｍ

壁出隅見切 杉 (40+40)×12

20
ｍ

天井出隅見切 杉 (40+40)×12

10.1
ｍ

壁 横 18x45 ＠303

横胴縁組 1,083
㎡

天井 厚6 杉 不燃

天然木化粧合板張 131
㎡

天井下地合板張り ﾗﾜﾝ 厚5.5

131
㎡

木製天井下地

525
㎡

廻り縁 杉 12ｘ25

202
ｍ

天井見切り 杉 30x12

22.3
ｍ

BB1 W150xH150(壁付)

木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 杉 厚25 3.4
ｍ
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交流館棟 木 部位別(内部)

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

BB2 W150xH150(天井埋込)

木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 杉 厚25 6.9
ｍ

CB1 W150xH120(壁付)

木製ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 杉 厚25 27.7
ｍ

CB2 W150xH120(天井埋込)

木製ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 杉 厚25 16
ｍ

大会議室 W150xH150xL2500(壁付)

木製ｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ 杉 厚25 1
か所

中会議室 W150xH150xL2500(天井埋込)

木製ｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ 杉 厚25 1
か所

天井 開口補強 450角

16
か所

天井 開口補強 600角

5
か所

収納1 W12080程度 D600

木製吊棚 棚板:ﾗﾜﾝ合板 厚9

受け:45x90 根太:40x45@360

雑巾摺り:20x15

吊木:90x90@1800程度 1
か所

収納2 W4700程度 D800

木製中段 棚板:ﾗﾜﾝ合板 厚9

受け:45x90､90x90 根太:40x45@360

雑巾摺り:20x15 支柱:90x90

1
か所

収納2 W4700程度 D400

枕棚 棚板:ﾗﾜﾝ合板 厚9

受け:45x90 根太:40x45@360

雑巾摺り:20x15

吊木:90x90@1800程度 1
か所

収納3 W2550程度 D800

木製中段 棚板:ﾗﾜﾝ合板 厚9

受け:45x90､90x90 根太:40x45@360

雑巾摺り:20x15 支柱:90x90

1
か所

収納3 W2550程度 D400

枕棚 棚板:ﾗﾜﾝ合板 厚9

受け:45x90 根太:40x45@360

雑巾摺り:20x15

吊木:90x90@1800程度 1
か所

天井 W1250 D2075 程度

天井ﾙｰﾊﾞｰ 受材:杉 45x60 3
ﾙｰﾊﾞｰ:杉 30x60@30 か所

下地補強 ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ,洗面ｶｳﾝﾀｰ,L型手摺等

13
か所

木製額縁

8.4
ｍ
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交流館棟 木 部位別(内部)

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

木製建具枠 WD1

1050×2000 1
か所

木製建具枠 WD2

1150×2000 1
か所

木製建具枠 WD3

950×2000 2
か所

木製建具枠 WD4

950×2000 1
か所

木製建具枠 WD5

1050×2000 2
か所

木製建具枠 WD6

1050×2000 1
か所

木製建具枠 WD7

1050×2000 1
か所

木製建具枠 WD8

950×2000 1
か所

木製建具枠 WD9

1300×2000 2
か所

木製建具枠 WD10

1050×2000 1
か所

木製建具枠 WD11

1150×2000 1
か所

木製建具枠 WD12

2819×2535 2
か所

木製建具枠 WD13

2862×2535 2
か所

木製建具枠 WD14

4604×2460 1
か所

木製建具枠 WD15

2454×2000 1
か所

木製建具枠 WD16

1548×2000 1
か所

木製建具枠 WW1

1600×1100 1
か所

給湯室 W=900 H=2000

枠1 三方枠 1
か所

多目的室 W=1533 H=2460

枠2 三方枠 1
か所

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 75x45@300 土台･頭繋ぎ75x45引通

木製下地組 8.4
㎡
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交流館棟 木 部位別(内部)

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

木手摺 ﾌﾞﾗｹｯﾄ共

29.6
ｍ

大会議室 W200xH200xL4300 杉 厚25

木製ﾊﾞﾄﾝﾎﾞｯｸｽ 1
か所

縦型手摺 木製 L600

ﾅｶ工業 NWS-S-1-60同等品 2
か所

計
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交流館棟 屋根及びとい 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

屋根 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛ﾒｯｷ鋼板

たてはぜ葺き 厚0.5 756
㎡

屋根 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

下葺き材 756
㎡

屋根 屋根同材 厚0.5

軒先水切 80.7
ｍ

屋根 屋根同材 厚0.5

軒先唐草 80.7
ｍ

屋根 屋根同材 厚0.5

ｹﾗﾊﾞ水切 60.6
ｍ

屋根 屋根同材 厚0.5

ｹﾗﾊﾞ唐草 60.6
ｍ

屋根 ｶﾗｰGL 厚0.4

換気棟 (既製品)㈱ﾀﾆﾀﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 25.5
棟まどS型同等品 ｍ

屋根 屋根同材 厚0.5

棟包み 25.5
ｍ

屋根 屋根同材 厚0.5

棟包みｴﾌﾟﾛﾝ 51
ｍ

屋根 ｶﾗｰGL 厚0.4

換気棟（隅棟） (既製品)㈱ﾀﾆﾀﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 14
棟まどS型同等品 ｍ

屋根 屋根同材 厚0.5

棟包み（隅棟） 14
ｍ

屋根 屋根同材 厚0.5

棟包みｴﾌﾟﾛﾝ（隅 27.9

棟） ｍ

屋根 ｶﾗｰGL 厚0.4

雨押え換気 (既製品)㈱ﾀﾆﾀﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 19.2
雨押えS型同等品 ｍ

屋根 屋根同材 厚0.5

水上取合い水切 19.2
ｍ

屋根 屋根同材 厚0.5

水上取合い水切ｴﾌ 19.2

ﾟﾛﾝ ｍ

屋根 屋根同材 厚0.5

ｹﾗﾊﾞ取合い水切 7.7
ｍ

庇 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛ﾒｯｷ鋼板

たてはぜ葺き 厚0.4 50
㎡

庇 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

下葺き材 50
㎡

庇 屋根同材 厚0.4

軒先水切 53.2
ｍ

庇 屋根同材 厚0.4

軒先唐草 53.2
ｍ
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交流館棟 屋根及びとい 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

庇 屋根同材 厚0.4

ｹﾗﾊﾞ水切 5.6
ｍ

庇 屋根同材 厚0.4

ｹﾗﾊﾞ唐草 5.6
ｍ

庇 屋根同材 厚0.4

水上水切 53.2
ｍ

軒樋 既製品 GL鋼板 厚0.5

W165 H103.8 60.6
SUS製受け金物@600内外 ｍ

軒樋ﾄﾞﾚﾝ 丸落し90φ

11
か所

竪樋 化粧ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板製 90φ

SUS製掴み金物@1200内外 41.3
ｍ

断熱材 ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材 厚30

継目気密ﾃｰﾌﾟ張り 609
㎡

金属屋根及びとい

諸経費 1
式

計
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交流館棟 金属 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

軒天 W24xL120

SUSｱｲﾎﾞﾙﾄ 8
か所

洗い場明細 W300 L1000

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ FB-3 (ﾌﾟﾚｰﾝ)P=30 H=20 歩行用 1
か所

計
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交流館棟 金属 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

給湯室

SUS床見切 0.9
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ巾木 H=75 HL仕上

3.5
ｍ

ﾌﾞﾗｹｯﾄ 杉田ｴｰｽ 246-338同等品

91
か所

(軽量鉄骨下地)

軽量鉄骨壁下地 50形 下地張りなし @300

45.1
㎡

軽量鉄骨壁 50形 扉等三方補強

開口部補強 900×2000㎜程度 2
か所

軽量鉄骨天井下地 19形(屋内) ふところ1.5ｍ未満

下地張りあり @360 ｲﾝｻｰﾄ別途 12.7
㎡

天井ｲﾝｻｰﾄ 木部用

12.7
㎡

天井点検口 一般ﾀｲﾌﾟ ｱﾙﾐ製 内外枠共額縁

450角 16
か所

天井点検口 一般ﾀｲﾌﾟ ｱﾙﾐ製 内外枠共額縁

600角 5

軽量鉄骨天井 別紙 00-0019

開口部補強 1
式

PR1

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ 53.9
ｍ

PR2

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ 9.5
ｍ

衝突防止ﾎﾟｰﾙ ｻﾝﾎﾟｰﾙ FMA-7U75-800 同等品

2
か所

計
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交流館棟 左官 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ﾓﾙﾀﾙ塗り 木ごて 大型ﾀｲﾙ下地

12
㎡

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ

仕上げ 130
㎡

こて目地切り ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し面

69.9
ｍ

洗い場明細 W150～W190

笠木ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 4.9
ｍ

洗い場明細 金ごて

床ﾓﾙﾀﾙ塗り 1.1
㎡

ﾎﾞﾝﾍﾞ置場･洗濯機 金ごて

置場明細 4.3

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し ㎡

建具周囲防水 外部建具

ﾓﾙﾀﾙ充填 34.8
ｍ

床ﾓﾙﾀﾙ塗り 木ごて 誘導ﾀｲﾙ下地

1.5
㎡

打放し面補修 A 種 ｺｰﾝ処理 目違いばらい無

44.3
㎡

計
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交流館棟 左官 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ｺﾝｸﾘｰﾄ面直均し 木ごて

380
㎡

床ﾓﾙﾀﾙ塗り 木ごて 大型ﾀｲﾙ下地

8.5
㎡

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 ｾﾒﾝﾄ系 t10～15

372
㎡

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 ｾﾒﾝﾄ系 t10

99
土台下 ｍ

壁 ﾎﾞｰﾄﾞ面

珪藻土塗り 下地(石こうﾌﾟﾗｽﾀｰ)塗総厚5.0 290
㎡

建具周囲 内部建具

ﾓﾙﾀﾙ充填 2.8
ｍ

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 37

交流館棟 建具 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

AD1 W2610×H2800

欄間(FIX窓)付自 ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(ｻﾑﾀｰﾝ付） ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ

動ﾄﾞｱ 見切縁 ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ SUSﾚｰﾙ

標準金物一式

1
か所

AD2 W2795×H2800

欄間(FIX窓)付自 ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(ｻﾑﾀｰﾝ付） ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ

動ﾄﾞｱ ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ SUSﾚｰﾙ

標準金物一式

1
か所

AD3 W900×H2470

欄間(FIX窓)付片 SUSﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(ｻﾑﾀｰﾝ付

開きﾄﾞｱ ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ(ｽﾄｯﾌﾟ付) 見切縁

ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ SUS丁番 SUS下枠

標準金物一式 1
か所

AD4 W800×H2470

欄間(FIX窓)付片 SUSﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(ｻﾑﾀｰﾝ付

開きﾄﾞｱ ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ(ｽﾄｯﾌﾟ付) 見切縁

ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ SUS丁番 SUS下枠

標準金物一式 1
腰断熱ﾊﾟﾈﾙ t=16 含む か所

ADW1 W2478×H2620

欄間(FIX窓)付片 SUSﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(ｻﾑﾀｰﾝ付

開きﾄﾞｱ+片引き窓 ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ(ｽﾄｯﾌﾟ付) 見切縁

ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ SUS丁番 SUS下枠

ｸﾚｾﾝﾄ(抗ｳｨﾙｽ･抗菌) 網戸 1
標準金物一式 か所

ADW2 欄間(FIX窓 W10895×H2800

)付引分け窓+欄間 SUSﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ 電気錠(別途）

)付片開き戸 ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ(ｽﾄｯﾌﾟ付)開口制限ｽﾄｯﾊﾟｰ

ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ SUS丁番 SUS下枠 水切

ｸﾚｾﾝﾄ(抗ｳｨﾙｽ･抗菌) 網戸 1
標準金物一式 か所

AW1 W2795×H2800

欄間(FIX窓)付FIX ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ 見切縁 1

窓 標準金物一式 か所

AW2 W1600×H1305

片引き窓 ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ 見切縁

ｸﾚｾﾝﾄ(抗ｳｨﾙｽ･抗菌) 網戸

標準金物一式

1
か所

AW3 W1600×H1305

片引き窓 ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ 見切縁

ｸﾚｾﾝﾄ(抗ｳｨﾙｽ･抗菌) 網戸

標準金物一式

1
か所

AW4 W3875×H2470

2連欄間(引違い窓 ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ 見切縁 SUS下枠

)付片引き窓 ｸﾚｾﾝﾄ(抗ｳｨﾙｽ･抗菌) 網戸

標準金物一式

1
か所

AW5 W690×H1170

たてすべり出し窓 ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ 見切縁

ｶﾑﾗｯﾁﾊﾝﾄﾞﾙ 網戸
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交流館棟 建具 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

標準金物一式

1
か所

AW6 W690×H1170

たてすべり出し窓 ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ 見切縁

ｶﾑﾗｯﾁﾊﾝﾄﾞﾙ 網戸

標準金物一式

1
か所

AW7 W3800×H1385

2連片引き窓 ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ 見切縁

ｸﾚｾﾝﾄ(抗ｳｨﾙｽ･抗菌) 網戸

標準金物一式

1
か所

AW8 W1600×H1030

引違い窓 ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ 見切縁

ｸﾚｾﾝﾄ(抗ｳｨﾙｽ･抗菌) 網戸

標準金物一式

2
か所

AW9 3連欄間(外 W12005×H2800

倒し排煙窓60°) ｸﾚｾﾝﾄ(抗ｳｨﾙｽ･抗菌) 網戸

け窓 ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ SUS下枠 水切

ﾊﾝﾄﾞﾙｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(FL+800～+1500)

標準金物一式 1
か所

AW10 W3420×H1385

2連引違い窓 ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ 見切縁

ｸﾚｾﾝﾄ(抗ｳｨﾙｽ･抗菌) 網戸

標準金物一式

1
か所

AW11 W1600×H660

排煙窓(引違い窓) ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ 見切縁

ｸﾚｾﾝﾄ(抗ｳｨﾙｽ･抗菌) 網戸

ﾊﾝﾄﾞﾙｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(FL+800～+1500)

標準金物一式 8
か所

AG1 W250×H250

固定ｶﾞﾗﾘ ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ 見切縁 1
標準金物一式 か所

ｱﾙﾐ建具

諸経費 1
式

計
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交流館棟 建具 木製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

WD1 W1050×H2000

上吊式片引込戸(ﾌ SUS引き棒L=450 戸先ｺﾞﾑ

ﾗｯｼｭ戸） 引戸錠(ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ)

上吊式引戸金具

(ﾃﾞｭｱﾙｿﾌﾄｸﾛｰｻﾞｰ仕様) 1
両面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 か所

WD2 W1150×H2000

上吊式片引込戸(ﾌ SUS引き棒L=450 戸先ｺﾞﾑ

ﾗｯｼｭ戸） 引戸錠(ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ)

上吊式引戸金具

(ﾃﾞｭｱﾙｿﾌﾄｸﾛｰｻﾞｰ仕様) 1
両面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 か所

WD3 W950×H2000

上吊式片引込戸(ﾌ SUS引き棒L=450 戸先ｺﾞﾑ

ﾗｯｼｭ戸） 上吊式引戸金具

(ﾃﾞｭｱﾙｿﾌﾄｸﾛｰｻﾞｰ仕様)

両面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 2
か所

WD4 W950×H2000

上吊式片引込戸(ﾌ SUS引き棒L=450 戸先ｺﾞﾑ

ﾗｯｼｭ戸） 引戸錠(表示錠/大型ｻﾑﾀｰﾝ)

上吊式引戸金具

(ﾃﾞｭｱﾙｿﾌﾄｸﾛｰｻﾞｰ仕様) 1
両面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 か所

WD5 W1050×H2000

上吊式片引込戸(ﾌ SUS引き棒L=450 戸先ｺﾞﾑ

ﾗｯｼｭ戸） 引戸錠(表示錠/大型ｻﾑﾀｰﾝ)

上吊式引戸金具

(ﾃﾞｭｱﾙｿﾌﾄｸﾛｰｻﾞｰ仕様) 2
両面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 か所

WD6 W1050×H2000

上吊式片引込戸(ﾌ SUS引き棒L=450 戸先ｺﾞﾑ

ﾗｯｼｭ戸） 引戸錠(ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ)

上吊式引戸金具

(ﾃﾞｭｱﾙｿﾌﾄｸﾛｰｻﾞｰ仕様) 1
両面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 か所

WD7 W1050×H2000

上吊式片引込戸(ﾌ SUS引き棒L=450 戸先ｺﾞﾑ

ﾗｯｼｭ戸） 引戸錠(ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ)

上吊式引戸金具

(ﾃﾞｭｱﾙｿﾌﾄｸﾛｰｻﾞｰ仕様) 1
両面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 か所

WD8 W950×H2000

上吊式片引込戸(ﾌ SUS引き棒L=450 戸先ｺﾞﾑ

ﾗｯｼｭ戸） 上吊式引戸金具

(ﾃﾞｭｱﾙｿﾌﾄｸﾛｰｻﾞｰ仕様)

両面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 1
か所

WD9 W1300×H2000

上吊式片引込戸(ﾌ SUS引き棒L=450 戸先ｺﾞﾑ

ﾗｯｼｭ戸） 引戸錠(ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ)

上吊式引戸金具

(ﾃﾞｭｱﾙｿﾌﾄｸﾛｰｻﾞｰ仕様) 2
両面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 か所

WD10 W1050×H2000

上吊式片引込戸(ﾌ SUS引き棒L=450 戸先ｺﾞﾑ

ﾗｯｼｭ戸） 引戸錠(ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ)

上吊式引戸金具

(ﾃﾞｭｱﾙｿﾌﾄｸﾛｰｻﾞｰ仕様) 1
両面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 か所
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交流館棟 建具 木製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

WD11 W1150×H2000

上吊式片引込戸(ﾌ SUS引き棒L=450 戸先ｺﾞﾑ

ﾗｯｼｭ戸） 引戸錠(ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ)

上吊式引戸金具

(ﾃﾞｭｱﾙｿﾌﾄｸﾛｰｻﾞｰ仕様) 1
両面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 か所

WD12 W2819×H2535

3枚連動引戸(ﾌﾗｯｼ 堀込引手 戸先ｺﾞﾑ

ｭ戸) 連動引戸金具

引戸錠(ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ)

SUSﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ SUS戸車 2
片面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板(裏面しな合板) か所

WD13 W2862×H2000

3枚連動引戸(ﾌﾗｯｼ 堀込引手 戸先ｺﾞﾑ

ｭ戸) 連動引戸金具

引戸錠(ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ)

SUSﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ SUS戸車 2
片面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板(裏面しな合板) か所

WD14 W4604×H2460

4枚引違い戸(ﾌﾗｯｼ 堀込引手 戸先ｺﾞﾑ

ｭ戸) SUSﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ SUS戸車

片面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板(裏面しな合板)

1
か所

WD15 W2454×H2000

引違い戸(ﾌﾗｯｼｭ戸 堀込引手 戸先ｺﾞﾑ

) 引戸錠(ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ)

SUSﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ SUS戸車

片面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板(裏面しな合板) 1
か所

WD16 W1548×H2000

両開戸(ﾌﾗｯｼｭ戸) SUS丁番 ﾌﾗﾝｽ落し

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ(ｽﾄｯﾌﾟ付)

ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ錠(ｼﾘﾝﾀﾞｰ/空)

SUS床見切 1
片面ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板(裏面しな合板) か所

WW1 W1600×H1100

引違い窓 堀込引手 戸先ｺﾞﾑ

引違錠(空/ｻﾑﾀｰﾝ)

SUSﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ SUS戸車

1
か所

金物代

1
式

運搬費

1
式

吊り込み調整費

1
式

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 41

交流館棟 建具 ｶﾞﾗｽ

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ 厚さ5 特寸 6.81㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 1.1
㎡

複層ｶﾞﾗｽ FL4+A6+FL4 特寸 0.30㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 0.6
㎡

複層ｶﾞﾗｽ FL4+A6+FL4 特寸 2.00㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 13.8
㎡

複層ｶﾞﾗｽ FL5+A6+FL5 特寸 4.00㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 1
㎡

複層ｶﾞﾗｽ 強化4+A6+型板強化4 特寸 2.00㎡

以下 ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 1.6
㎡

複層ｶﾞﾗｽ 強化4+A6+強化4 特寸 2.00㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 32.4
㎡

複層ｶﾞﾗｽ 強化5+A6+強化5 特寸 2.00㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 55
㎡

複層ｶﾞﾗｽ 強化5+A6+強化5 特寸 4.00㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 12.7
㎡

ﾊﾟﾈﾙ施工費 特寸 2.00㎡以下

0.8
㎡

強化ｶﾞﾗｽ(ﾌﾛｽﾄ) 厚さ 4㎜ 特寸 2.00㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 10
㎡

強化ｶﾞﾗｽ 厚さ 4㎜ 120×120

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 1
枚

強化型板ｶﾞﾗｽ 厚さ 4㎜ 特寸 0.30㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 0.9
㎡

強化ｶﾞﾗｽ 厚さ 4㎜ 特寸 2.0㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 1.8
㎡

強化ｶﾞﾗｽ 厚さ 5㎜ 特寸 4.00㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 6.2
㎡

ｶﾞﾗｽとめ 別紙 00-0020

1
式

ｶﾞﾗｽ清掃 別紙 00-0021

1
式

ｶﾞﾗｽ

諸経費 1
式

計
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交流館棟 塗装 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

透湿撥水ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し面

系ｸﾘﾔｰ 36.2
㎡

自然塗料塗り 木部 WP塗り(B種)

59.5
素地ごしらえ含む ㎡

自然塗料塗り 木部見上げ WP塗り(B種)

227
素地ごしらえ含む ㎡

自然塗料塗り 木部糸幅 WP塗り(B種)

207
素地ごしらえ含む ｍ

計
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交流館棟 塗装 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ＥＰ塗り ﾎﾞｰﾄﾞ面 工程B種(一般)

素地B種 68.7
㎡

ＥＰ塗り ﾎﾞｰﾄﾞ面 工程B種(見上)

素地B種 41.8
㎡

ＳＯＰ塗り 鉄鋼面 工程B種

(糸幅300㎜以下) 錆止現場1回共 26.5
ｍ

自然保護塗料 木部 B種 CL

ｵｽﾓｶﾗｰ同等品 185
㎡

自然保護塗料 木部 B種 CL

ｵｽﾓｶﾗｰ同等品 346
見上げ ㎡

自然保護塗料 木部 B種 CL

ｵｽﾓｶﾗｰ同等品 723
糸幅200～300 ｍ

計
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交流館棟 内外装 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

屋根 繊維混入ｾﾒﾝﾄけい酸ｶﾙｼｳﾑ

鼻隠し 押出成形板 80.7
210x17(塗装品) ｍ

屋根 繊維混入ｾﾒﾝﾄけい酸ｶﾙｼｳﾑ

破風板 押出成形板 60.5
210x17(塗装品) ｍ

庇 繊維混入ｾﾒﾝﾄけい酸ｶﾙｼｳﾑ

鼻隠し 押出成形板 53.2
180x17(塗装品) ｍ

庇 繊維混入ｾﾒﾝﾄけい酸ｶﾙｼｳﾑ

破風板 押出成形板 5.6
180x17(塗装品) ｍ

軒天換気材 軒先 GL鋼板 厚0.35

(高耐食仕様) 141
ｍ

軒天換気材 壁際 GL鋼板 厚0.35

(高耐食仕様) 105
ｍ

軒天 城東ﾃｸﾉ FA-45-L27同等品

ｱﾙﾐ製ｵｰﾊﾞｰﾊﾝｸﾞ 2.6
ｍ

軒天

ｱﾙﾐ製ｼﾞｮｲﾅｰ 2.4
ｍ

可とう性低汚染型 ｱｲｶ ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄﾈｵJQ-650同等品

装飾性塗装 228
㎡

ｶﾞﾗｽ繊維混入ﾓﾙﾀﾙ ﾍﾞｰｽｺｰﾄ 厚5,ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾒｯｼｭ,ｶﾞﾗｽ繊

ｾﾒﾝﾄ板 厚12.5 維ﾃｰﾌﾟ含む

吉野石膏：ﾃﾞﾗｸﾘｰﾄｾﾒﾝﾄﾎﾞｰﾄﾞｼｽﾃﾑ

同等品 268
㎡

透湿防水ｼｰﾄ

268
㎡

出隅ｺｰﾅｰﾋﾞｰﾄ

16.2
ｍ

通気土台水切り GL鋼板 厚0.35

防鼠付通気水切り 66.7
WKF-N4015(城東ﾃｸﾉ)同等品 ｍ

化粧ﾎﾞｰﾀﾞｰ 繊維混入ｾﾒﾝﾄけい酸ｶﾙｼｳﾑ

押出成形板 21.7
180x26(塗装品) ｍ

外装

諸経費 1
式

計
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交流館棟 内外装 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ 厚3.0 KT

144
㎡

誘導用及び 点字ﾌﾞﾛｯｸ 塩化ﾋﾞﾆﾙ製

注意喚起用床材 300×300 1.2
㎡

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 無 地 厚さ2.0 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS

一般床 熱溶接工法 151
㎡

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾏｰﾌﾞﾙ 厚さ2.0 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS

多湿部 熱溶接工法 34.8
㎡

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾏｰﾌﾞﾙ 厚さ2.5 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS

多湿部 熱溶接工法 45.5
㎡

ﾈﾀﾞﾌｫｰﾑ 厚65

35.8
㎡

ﾋﾞﾆﾙ幅木 高さ75

86.3
ｍ

床材巻上げ巾木 H=75

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 厚2.0(耐汚染･消臭仕様) 38
ｍ

ｼﾞｮｲﾅｰ 床材巻上げ巾木上部

39.2
ｍ

壁 厚12.5 不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 下地張り 283

張り(GB-R) - - ㎡

壁 厚12.5 不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 継目処理 211

張り(GB-R) - - ㎡

壁 厚 9.5 準不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 下地張り 275

張り(GB-R) 下張GB-S 厚12.5共 ㎡

壁 厚 9.5 準不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 継目処理 156

張り(GB-R) 下張GB-R 厚12.5共 ㎡

壁 ｼｰｼﾞﾝｸﾞ 厚12.5 不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 下地張り 105

張り(GB-S) - - ㎡

壁 ｼｰｼﾞﾝｸﾞ 厚 9.5 準不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 下地張り 71.2

張り(GB-S) 下張GB-S 厚12.5共 ㎡

壁 厚6 目地ｼｰﾙ

化粧けい酸ｶﾙｼｳﾑ 174

板張り ㎡

壁 ﾎﾞｰﾄﾞ面 不燃

無機質壁紙張り 187
㎡

壁 ﾎﾞｰﾄﾞ面 準不燃

塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系壁 111

紙張り ㎡

壁 厚100 24kg/㎡

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填 284
㎡

遮音壁 厚100 24kg/㎡

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填 136
㎡
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交流館棟 内外装 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

天井 厚 9.5 準不燃 突付け

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 41.8

張り(GB-R) ㎡

天井 化粧 厚 9.5 準不燃 ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 突付け 96.6

張り(GB-D) ㎡

天井 ﾛｯｸｳｰﾙ ﾌﾗｯﾄ内部用 厚 9 不燃

化粧吸音板張り 下張GB-R 厚9.5共 268

(DR) ㎡

天井 塗装下地

ﾎﾞｰﾄﾞ面下地処理 41.8
㎡

天井廻縁 塩化ﾋﾞﾆﾙ製

382
ｍ

天井 厚50 24kg/㎡

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填 645
㎡

多目的室 厚13 半帖

畳 ﾀﾞｲｹﾝここち和座 30
置き敷きﾀｲﾌﾟ「清流(防炎)」同等品 枚

計
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交流館棟 ﾕﾆｯﾄ及びその他 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｳｯﾄﾞﾞｯｷ ND-JF2760AC 同等品

根太 40-70ﾊｯﾄ型@500 39.1
根太押え金具 ｱﾝｶｰ共 ㎡

ｳｯﾄﾞﾞｯｷ幕板 ND-JF2726AN 同等品

19.5
ｍ

ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ

諸経費 1
式

IN-08 館名文字 市章 W=295 H=200

施設名 W=200 H=200

(福山市御野交流館）

ｽﾃﾝﾚｽ箱加工

1
か所

郵便受け W390 D267 H290

ﾕﾆｿﾝ ﾙｰｼﾞｭ ﾑﾄﾝ05同等品 1
か所

計
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交流館棟 ﾕﾆｯﾄ及びその他 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

乾式2重床 ﾌｸﾋﾞ ﾌﾘｰﾌﾛｱｰSDG H=138

ｴｱﾛﾋﾞｸｽｼｽﾃﾑ 同等品 148
㎡

消火器ﾎﾞｯｸｽ W280 H650 埋込み形

ﾅｶ工業 NHED-FTW同等品 3
か所

消火器 ABC10型 同等品

3
か所

大会議室 W2254

ｽｸﾘｰﾝ ｼﾈﾏ工房 CKL-100WX同等品 1
か所

大会議室 L4000

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾞﾄﾝ ｼﾈﾏ工房 BKK-4025同等品 1
か所

(家具)

風除室 W750 D300 H500

F1 傘立 GSK-SS5.B同等品 2
か所

交流ｽﾍﾟｰｽ

F-2 収納戸棚 W2340+2700 D450 H900

BUW-W2.ZZ同等品

W1040 D450 H1775

CRR-W2.ZZ同等品 1
か所

踏込

F3 下足入 W1195 D350 H1680 1
CPW-GS2.P.ZZ同等品 か所

多目的室

F4a 姿見鏡 W3760 D120 H2040 1
か所

大会議室

F4b 姿見鏡 W3760 D120 H2040 1
か所

実習室

F5 試食台兼用調 W1800 D900 H850 3

理台 か所

実習室

F6 掃除用具入 W600 D503 H2000 1

F6 食器戸棚 W1760+1760 D523 H2650 か所

実習室

F7 作業台 W1250+1250 D600 H800+150 1
か所

実習室

F8 収納戸棚 W900 D453 H2000 1
か所

実習室

F9 荷物入れ W1310 D500 H1375 1
CRR-W2.ZZ同等品 か所

印刷室

F10 用紙保管棚 W1800 D450 H1800 1
か所

事務室-交流ｽﾍﾟｰｽ

F11 ｶｳﾝﾀｰ W1690 D500 t30 1
W1690 D400 t30 か所

男子便所

F12 棚 W1300 D250 t30 1

F12 掃除具掛け W700 H60 ﾌｯｸ3か所 か所



福 山 市

建築工事 細目別内訳 49

交流館棟 ﾕﾆｯﾄ及びその他 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

女子便所 W630 D250 t20

F13 棚 W650 H60 ﾌｯｸ3か所 1

F13 掃除具掛け か所

印刷室 W2400 D600 t28

F14 棚 1
か所

給湯室

F15 流し台 W1200 D600 H850

F15 吊戸棚 W1200 D370 H600+幕板H100

F15 水切棚 W1200 H270 ｽﾃﾝﾚｽ

1
か所

(白板･掲示板)

風除室 W1500 H900 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

WB1 木枠案内板 1
か所

中会議室 W3000 H1200

WB2a ｱﾙﾐ枠ﾎﾜｲﾄﾎﾞ 1

ｰﾄﾞ か所

実習室 W1800 H1200

WB2b ｱﾙﾐ枠ﾎﾜｲﾄﾎﾞ 1

ｰﾄﾞ か所

交流ｽﾍﾟｰｽ W5100 H1140

K1a 木枠ﾏｸﾞﾈｯﾄ掲 1

示板 か所

廊下 W2760 H1060

K1b 木枠ﾏｸﾞﾈｯﾄ掲 1

示板 か所

(鏡)

男子便所 W1800 H1000 厚5

鏡 巾広面取加工･ｼｰﾘﾝｸﾞ含む 1
か所

女子便所 W1600 H1000 厚5

鏡 巾広面取加工･ｼｰﾘﾝｸﾞ含む 1
か所

多目的便所 W600 H900

鏡 YM6090A同等品 1
か所

多目的室 W2380 H1905 厚6

F4a 姿見鏡（家具 小口磨加工･ｼｰﾘﾝｸﾞ含む 1

工事外） か所

大会議室 W2380 H1905 厚6

F4b 姿見鏡（家具 小口磨加工･ｼｰﾘﾝｸﾞ含む 1

工事外） か所

鏡

諸経費 1
式

(ﾄｲﾚ設備)

相談室1 W780 D560 H750+395

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ TOTO YKA25同等品 1
か所

男子便所 W1800 D600 H800+130

洗面ｶｳﾝﾀｰ TOTO MDWE同等品 1
か所
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交流館棟 ﾕﾆｯﾄ及びその他 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

男子便所 W300 D150

荷物棚 TOTO YKH51A同等品 5
か所

男子便所 W285 D285 H750+200

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ TOTO YKA16S同等品 1
か所

女子便所 W1600 D600 H800+130

洗面ｶｳﾝﾀｰ TOTO MDWE同等品 1
か所

女子便所 W285 D285 H750+200

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ TOTO YKA16S同等品 1
か所

多目的便所 W1620 D640 H500

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ (折畳み時D300 H1120) 1
TOTO EWC500RS同等品 か所

多目的便所 TOTO YKH22同等品

荷物用ﾌｯｸ 2
か所

男子便所 W600 D550 H470

小便器用手摺 TOTO T112CU22同等品 1
か所

男子便所 L700+700

L型手摺 TOTO T112CL10同等品 6
か所

多目的便所 L700

可動手摺 TOTO T113HK7R同等品 1
か所

ﾄｲﾚ設備

諸経費 1
式

(ﾗｲﾆﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ)

給湯室 W150 L1200 厚19

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀ ｱｲｶ NPA同等品 1

ｰ か所

男子便所 W150 L2532.5 厚19

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀ ｱｲｶ NPA同等品 1

ｰ か所

男子便所 W100 L1300 厚19

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀ ｱｲｶ NPA同等品 1

ｰ か所

女子便所 W150 L3232.5 厚19

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀ ｱｲｶ NPA同等品 1

ｰ か所

(ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ)

男子便所 W=1340+730x2 H=2500

TB1 SKﾌﾞｰｽ 高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 厚40

中心吊ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ

ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ錠 戸当り

標準金物一式 1
か所

男子便所 W=3212.5+965 H=2500

TB2 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 厚40

中心吊ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ

表示付ｽﾗｲﾄﾞﾛｯｸ(非常開錠付)

戸当り 標準金物一式 1
か所
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交流館棟 ﾕﾆｯﾄ及びその他 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

女子便所 W=700 H=2500

TB3 隔てｽｸﾘｰﾝ 高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 厚40 1
標準金物一式 か所

女子便所 W=650+680 H=2500

TB4 SKﾌﾞｰｽ 高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 厚40

中心吊ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ

ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ錠 戸当り

標準金物一式 1
か所

女子便所 W=3210+1670x2 H=2500

TB5 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板 厚40

中心吊ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ

表示付ｽﾗｲﾄﾞﾛｯｸ(非常開錠付)

戸当り 標準金物一式 1
か所

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

諸経費 1
式

(移動間仕切)

団体交流室 W=3085+4859 H=2970

WSL1 移動間仕切 両面 ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ｱﾙﾐ壁面戸当り

標準金物一式

LW-60VB-W(小松ｳｫｰﾙ)同等品 1
か所

移動間仕切

諸経費 1
式

(ｻｲﾝ)

IN-01 施設利用案 W=900 H=900

内 ｼｰﾄ切り文字貼 1
(ｶﾞﾗｽ面直貼/内貼) か所

IN-02 衝突防止 1000(1ｾｯﾄ/ﾗｲﾝ10本) H=150

ｼｰﾄ貼

(ｶﾞﾗｽ面直貼/内貼)

予備(2m)を含む

35.5
ｍ

IN-03 受付窓口表 W=280 H=280

示 W=752 H=180

W=480 H=75

SUS鋼板 切り文字加工

1
か所

IN-04 室名表示( W=280 H=380

突出し) 表示面:ｱｸﾘﾙ板 2
か所

IN-05 室名表示( W=280 H=280

壁付/一般室) 表示面:ｱｸﾘﾙ板 10
か所

IN-06 室名表示( W=280 H=280

壁付/使用中表示 表示面:ｱｸﾘﾙ板 2

) か所

IN-07 室名表示(ｼ W=文字数による H=25

ｰﾄ切り文字貼) 3
か所
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交流館棟 ﾕﾆｯﾄ及びその他 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｻｲﾝ

諸経費 1
式

計
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交流館棟 発生材処理 運搬

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

発生材運搬 柱状改良残土

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積 77.5
ｍ3

発生材運搬 木材類

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積 1.6
ｍ3

発生材運搬 廃石こうﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積 1.4
ｔ

発生材運搬 鉄くず(ｽｸﾗｯﾌﾟ)

0.2
ｔ

計
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交流館棟 発生材処理 処理

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

発生材処分 柱状改良残土

77.5
ｍ3

発生材処分 木材類

1.6
ｍ3

発生材処分 廃石こうﾎﾞｰﾄﾞ類

1.4
ｔ

計
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身障者用駐車場棟 直接仮設 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

遣方 別紙 00-0022

1
式

墨出し 別紙 00-0023

1
式

養生 別紙 00-0024

1
式

整理清掃 別紙 00-0025

後片付け 1
式

内部仕上足場 別紙 00-0026

1
式

仮設材運搬 別紙 00-0027

1
式

計
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身障者用駐車場棟 土工 土工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

根切り つぼ,布掘り

深さ2.5m程度 15.6
ｍ3

床付け つぼ,布掘り

9.5
㎡

埋戻し(B種) 小規模土工 発生土

10.6
ｍ3

計
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身障者用駐車場棟 地業 地盤改良

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

地盤改良 地盤改良ｺﾗﾑ径φ1000 別紙 00-0056

設計基準強度1000kN/m2

天端GL-0.25m 改良長3.35m 4本

地盤改良ｺﾗﾑ径φ500

設計基準強度1000kN/m2 1
天端GL-0.85m 改良長2.75m 12本 式

計
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身障者用駐車場棟 地業 一般地業

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

3.6
ｍ3

計
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身障者用駐車場棟 鉄筋 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D10

異形棒鋼 0.3
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D13

異形棒鋼 0.6
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD345 D19

異形棒鋼 0.3
ｔ

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0051

1
式

鉄筋加工組立 S造

床版 - 1.2
ｔ

鉄筋運搬費 10ｔ車 30㎞程度

1.2
ｔ

計
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身障者用駐車場棟 ｺﾝｸﾘｰﾄ 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc=18N/mm2 S=15cm

捨てｺﾝ 0.5
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 Fc=21N/mm2 S=15cm

基礎部 3.9
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 Fc=21N/mm2 S=15cm

土間部 7.2
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0052

1
式

構造体強度補正 別紙 00-0054

1
式

計
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身障者用駐車場棟 型枠 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

型枠 普通合板型枠

- 基礎部 28.6
- ㎡

型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復

28.6
㎡

面木

16.8
ｍ

計
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身障者用駐車場棟 鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(本体鉄骨)

鋼板 SS400 PL-6

0.2
t

鋼板 SN400B PL-6

0.1
t

鋼板 SN400B PL-9

0.2
t

鋼板 SN400B PL-22

0.1
t

鋼板 SN490C PL-16

0.1
t

H形鋼(中幅) SN400B H-194×150×6×9

1.2
t

鋼管 STK400 φ-190.7×6

0.5
t

溝形鋼 SS400 [-100×50×5×7.5

0.1
t

鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0033

1
式

工場加工組立

2.3
t

工場溶接 6mm換算

79.6
ｍ

工場防錆塗装費 溶融亜鉛ﾒｯｷA種

2.2
t

工場防錆塗装費 溶融亜鉛ﾒｯｷB種

0.1
t

鉄骨運搬費

2.3
t

鉄骨運搬費(亜鉛ﾒ 工場～亜鉛ﾒｯｷ工場 往復

ｯｷ) 2.3
t

現場建て方 揚重機別途

2.3
t

亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ M16-40 F8T

46
本

亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ M16-50 F8T

59
本

亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ M16-55 F8T

233
本
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身障者用駐車場棟 鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ

締付費 324
本

ﾌﾞﾚｰｽ M16 L=2.6m ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付

JIS規格品:JIS5540~5542 8
溶融亜鉛ﾒｯｷ(HDZ) 材工共 か所

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ABR400 M16 L=400 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め

定着板:PL-12x60x60 16
材工共 本

ﾍﾞｰｽ下均しﾓﾙﾀﾙ 無収縮ﾓﾙﾀﾙ 300×300 t=50

4
か所

超音波探傷試験 第三者試験機関 工場

20
か所

(母屋)

軽量形鋼 SSC400 2C-100×50×20×2.3

0.3
t

軽量形鋼 SSC400 C-100×50×20×2.3

0.7
t

軽量鉄骨加工･取 溶接共

付 1
t

工場防錆塗装費 溶融亜鉛ﾒｯｷC種

1
t

鉄骨運搬費

1
t

鉄骨運搬費(亜鉛ﾒ 工場～亜鉛ﾒｯｷ工場 往復

ｯｷ) 1
t

中ﾎﾞﾙﾄ M16-40

606
本

鉄骨

諸経費 1
式

計
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身障者用駐車場棟 木工 部位別(外部)

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

木製ﾙｰﾊﾞｰ W3900 H560程度

杉 30x60@175 1
か所

木工

諸経費 1
式

計
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身障者用駐車場棟 屋根及びとい 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

屋根 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛ﾒｯｷ鋼板

たてはぜ葺き 厚0.5 58.5
㎡

下葺き材 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

58.5
㎡

野地板 硬質木片ｾﾒﾝﾄ板(塗装品) 厚18

58.5
㎡

軒先桟鼻 屋根同材 厚0.5

30.2
ｍ

軒先唐草 屋根同材 厚0.5

30.2
ｍ

軒先水切 屋根同材 厚0.5

30.2
ｍ

ｹﾗﾊﾞ唐草 屋根同材 厚0.5

23.5
ｍ

ｹﾗﾊﾞ水切 屋根同材 厚0.5

23.5
ｍ

内樋片側水切り 屋根同材 厚0.5

9.2
ｍ

内樋 耐酸被覆鋼板 芯材厚0.5

W205 H110 程度 9.2
SUS製受け金物@600内外 ｍ

軒樋ﾄﾞﾚﾝ 丸落し60φ

4
か所

竪樋 化粧ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板製 60φ

SUS製掴み金物@1200内外 8.7
ｍ

金属屋根及びとい

諸経費 1
式

計
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身障者用駐車場棟 左官 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ

仕上げ 36.2
㎡

計
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身障者用駐車場棟 塗装 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ＤＰ塗り 亜鉛めっき鋼 1級

63.4
㎡

自然塗料塗り 木部糸幅 WP塗り(B種)

20.1
素地ごしらえ含む ｍ

計
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身障者用駐車場棟 内外装 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鼻隠し 繊維混入ｾﾒﾝﾄけい酸ｶﾙｼｳﾑ

押出成形板 21
210x17(塗装品) ｍ

破風板 繊維混入ｾﾒﾝﾄけい酸ｶﾙｼｳﾑ

押出成形板 22.3
210x17(塗装品) ｍ

外装

諸経費 1
式

計
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身障者用駐車場棟 発生材処理 運搬

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

発生材運搬 柱状改良残土

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積 2
ｍ3

発生材運搬 鉄くず(ｽｸﾗｯﾌﾟ)

0.1
ｔ

計
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身障者用駐車場棟 発生材処理 処理

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

発生材処分 柱状改良残土

2
ｍ3

計
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屋外施設等 駐輪場 駐輪場

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(土工)

根切り 小規模土工

- 4.7
ｍ3

床付け つぼ,布掘り

3.9
㎡

埋戻し(B種) 小規模土工 発生土

1.3
ｍ3

(地業)

砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

2.5
ｍ3

(鉄筋)

溶接金網 径 6.0 ﾋﾟｯﾁ 150×150

16.9
㎡

(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc=18N/mm2 S=15cm

捨てｺﾝ 0.2
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 Fc=21N/mm2 S=15cm

基礎部 1.1
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 Fc=21N/mm2 S=15cm

土間部 2.9
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0036

1
式

構造体強度補正 別紙 00-0037

1
式

(型枠)

普通型枠 小型構造物

6.4
㎡

型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復

6.4
㎡

(仕上)

直接仮設 工作物

20
㎡

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ

仕上げ 16.9
㎡
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屋外施設等 駐輪場 駐輪場

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

駐輪場上屋 既製品 屋根6000x2200

H2100（桁下）

LIXIL

ｱｰｷﾗｲﾝｻｰｸﾙﾎﾟｰﾄAR-A 同等品

ﾁｪｰﾝﾛｯｸﾎﾟｰﾙ

LED照明(LPK-31型)含む

基礎別計上

1
か所

計
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屋外施設等 交流館付属倉庫 交流館付属倉庫

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(直接仮設)

墨出し 小規模

- - 9.6
㎡

養生 小規模

- - 9.6
㎡

整理清掃 小規模

後片付け - - 9.6
㎡

足場 別紙 00-0038

1
式

仮設材運搬 別紙 00-0055

1
式

(土工)

根切り 小規模土工

- 13.7
ｍ3

床付け つぼ,布掘り

1.2
㎡

埋戻し(B種) 小規模土工 発生土

1.5
ｍ3

(地業)

砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

6
ｍ3

(鉄筋)

溶接金網 径 6.0 ﾋﾟｯﾁ 150×150

40.1
㎡

(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc=18N/mm2 S=15cm

捨てｺﾝ 0.1
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 Fc=21N/mm2 S=15cm

基礎部 0.2
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 Fc=21N/mm2 S=15cm

土間部 5.9
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0039

1
式

構造体強度補正 別紙 00-0040

1
式
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屋外施設等 交流館付属倉庫 交流館付属倉庫

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(型枠)

普通型枠 小型構造物

7.5
㎡

型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復

7.5
㎡

(仕上)

直接仮設 工作物

9.6
㎡

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ

仕上げ 40.2
㎡

倉庫上屋 既製品 W5129 D1862.5

H2303(水下)

ﾖﾄﾞ物置

ｴﾙﾓ LMD-5118HW 同等品

別売棚(A2.0型2枚､A1.5型x2枚)

ﾄｲｾｯﾄ､結露低減材付屋根

内ｱﾝｶｰｾｯﾄを含む

基礎別計上 1
か所

計
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屋外施設等 移設倉庫A 移設倉庫A

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(直接仮設)

墨出し 小規模

- - 6.8
㎡

養生 小規模

- - 6.8
㎡

(倉庫上屋)

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫A 既製品 W3060 D2210 H2320(水下)

構内移設 ｱﾝｶｰｾｯﾄ含む 基礎別途 1
か所

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫A

構内移設 1

諸経費 式

計
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屋外施設等 移設倉庫B 移設倉庫B

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(直接仮設)

墨出し 小規模

- - 6.6
㎡

養生 小規模

- - 6.6
㎡

(倉庫上屋)

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫B 既製品 W2890 D2290 H2070(水下)

構内移設 ｱﾝｶｰｾｯﾄ含む 基礎別途 1
か所

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫B

構内移設 1

諸経費 式

計
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屋外施設等 ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫 ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾎﾞﾝﾍﾞ庫 W1800 D650 H2160

ﾎｸｴｲ ﾎﾞﾝﾍﾞｯｸ LBN-200 同等品 1
犬走りに設置 か所

ﾎﾞﾝﾍﾞ庫 ﾅｶ工業 NHD-3000N 同等品

屋外用消火器ﾎﾞｯｸ 1

ｽ か所

消火器 ABC10型 同等品

1
か所

金属

諸経費 1
式

計
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屋外施設等 屋外掲示板 屋外掲示板

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(土工)

根切り 小規模土工

- 1.6
ｍ3

埋戻し(B種) 小規模土工 発生土

1.3
ｍ3

(地業)

砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

0.1
ｍ3

(鉄筋)

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D10

異形棒鋼 0.01
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D13

異形棒鋼 0.01
ｔ

鉄筋加工組立 小型構造物

- - 0.02
ｔ

鉄筋運搬費 4ｔ車 30㎞程度

0.02
ｔ

(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 Fc=21N/mm2 S=15cm

基礎部 0.3
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 小型構造物 人力打設

工作物の基礎等 S15～S18 0.3
- - ｍ3

(型枠)

普通型枠 小型構造物

2.4
㎡

型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復

2.4
㎡

(仕上)

屋外掲示板 自立式 W1850 H1250 支柱H1900

神栄ﾎｰﾑｸﾘｴｲﾄ

SX-2071-3-SC 同等品

LED灯付 基礎別計上

1
か所

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ

仕上げ 0.1
㎡
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屋外施設等 屋外掲示板 屋外掲示板

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

計
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屋外施設等 駐車場他外構工事 囲障

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ H2000

朝日ﾌｪﾝｽ

UN-A2000(50ｼﾘｰｽﾞ)同等品

ｺｱ抜きφ75xH300@2000以内

ﾓﾙﾀﾙ詰め 21.8
ｍ

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ扉 W900xH2000

朝日ﾌｪﾝｽ

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠対応型門扉同等品

ｺｱ抜きφ85xH450 2か所

ﾓﾙﾀﾙ詰め 1
か所

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ H1500

朝日ﾌｪﾝｽ

UN-A1500(50ｼﾘｰｽﾞ)同等品

ｺｱ抜きφ75xH300@2000以内

ﾓﾙﾀﾙ詰め 41.7
ｍ

目隠しﾌｪﾝｽ H1500

朝日ﾌｪﾝｽ

XW-1500-M(PN)同等品

ｺｱ抜きφ75xH300@2000以内

ﾓﾙﾀﾙ詰め 39.8
ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀 W3800 H1300

土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠 1
館銘板含む か所

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁A 土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠

1
か所

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁B 土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠

1
か所

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁C 土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠

1
か所

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁D 土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠

1
か所

既存擁壁嵩上げ 土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠

1
か所

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀 金ごて W150

笠木ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 3.8
ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀 ｺﾝｸﾘｰﾄ面

ﾌｯ素樹脂塗装 10.5
㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁A 金ごて W150

笠木ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 16
ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁B 金ごて W150

笠木ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 25.2
ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁C 金ごて W150

笠木ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 1.2
ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁D 金ごて W150

笠木ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 1.9
ｍ
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屋外施設等 駐車場他外構工事 囲障

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

既存擁壁嵩上げ 金ごて W200

笠木ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 49.6
ｍ

計
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屋外施設等 駐車場他外構工事 構内舗装

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

直接仮設

(構内舗装) 882
㎡

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-5-15 再生密粒 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

500-1000㎡未満 546
㎡

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ 300x300 t=60

下地含む 51.6
㎡

視覚障害者用ﾌﾞﾛｯ 路盤 t=150

ｸ 10.9
㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 歩道C-7-10

特に狭い場所 人力 路盤材共 61.1
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ ㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装目地 ｴﾗｽﾀｲﾄ厚15 @2500内外

24.4
ｍ

緑化ﾌﾞﾛｯｸ舗装 芝生

ﾕﾆｿﾝ ﾘﾋﾞｵ［ai}緑化80 同等品 223
土工･基礎工別途 ㎡

舗装境界ﾌﾞﾛｯｸ 地先境界ﾌﾞﾛｯｸ 120x120

173
ｍ

舗装境界ﾌﾞﾛｯｸ 曲線部

20.7
ｍ

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｽﾄｯﾊﾟｰC 同等品

46
か所

駐車場ﾗｲﾝ引き 幅150 白

41.8
ｍ

駐車場車椅子ﾏｰｸ 白

1
か所

すきとり 積み込み共 H300程度

16.7
ｍ3

土工機械運搬 別紙 00-0044

1
式

舗装機械運搬 別紙 00-0045

1
式

計
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屋外施設等 駐車場他外構工事 屋外排水

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

雨水桝A 350x350 H450以下

ｺﾝｸﾘｰﾄ桝蓋 7
か所

雨水桝B 450x450 H600以下

ｺﾝｸﾘｰﾄ桝蓋 2
か所

雨水桝C 600x600 H1200以下

ｺﾝｸﾘｰﾄ桝蓋 2
か所

集水桝A 350x350 H450以下

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ桝蓋 1
落込式･T-2･細め(滑り止め付) か所

金属 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

諸経費 1
式

雨水排水管 VP100

24.3
ｍ

雨水排水管 VU100

19.8
ｍ

雨水排水管 VU150

19.7
ｍ

雨水排水管 VU100 建物～第1桝

25.5
ｍ

雨水排水管 VP65 建物～第1桝

8.5
ｍ

根切り 小規模土工

- 49.7
ｍ3

埋戻し(B種) 小規模土工 発生土

49.7
ｍ3

計
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屋外施設等 駐車場他外構工事 植栽

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

西側花壇 土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠

1
か所

東側花壇 土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠

1
か所

北側花壇 土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠

1
か所

植栽基盤整備 D種 有効土層 H=50㎝

植込み用土(黒土)共 18.6
㎡

植栽基盤整備 D種 有効土層 H=60㎝

植込み用土(黒土)共 40.7
㎡

中木移植 H2.2m W2.0m

(ｺｺﾞﾒｻｸﾗ) 1
本

高木移植 H3.2m C0.2m

(ﾊﾅﾐｽﾞｷ) 2
本

植栽機械運搬 別紙 00-0047

1
式

西側花壇 金ごて W150

笠木ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 17.5
ｍ

東側花壇 金ごて W150

笠木ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 7.6
ｍ

北側花壇 金ごて W150

笠木ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 30.5
ｍ

計
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屋外施設等 駐車場他外構工事 その他工作物

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(架橋架替え)

架橋架替え 土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠 別紙 00-0065

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｽﾗﾌﾞ 1
ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ含む 式

歩道

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ切り 17.4
ｍ

歩道 厚50

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去 56.6
㎡

歩道 厚200

路盤撤去 49.7
㎡

ｶｯﾀｰ入れ ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜

35.4
ｍ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

4
ｍ3

上部ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

0.3
ｍ3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-5-30

26.3
㎡

SUS転落防止柵 L1940 H900

主材 φ48.6x2.0 HL仕上 2
横桟2段 φ42.7x2.0 HL仕上 か所

(ｻｲﾝ･案内看板)

身障者用駐車場案 自立式 W400 H650 支柱H1500

内ｻｲﾝ 既製品基礎共 1
か所

身障者用駐車場ｻｲ W300 H300 ｱﾙﾐ複合板

ﾝ 屋外用印刷ﾌｨﾙﾑ貼 1
梁(H-400x200x8x13)側面に取付 か所

案内看板基礎

1
か所

案内看板 W600 D127 H3913

ｱﾙﾐ板厚2.0 合成樹脂焼付塗装 1
基礎別計上 か所

ｻｲﾝ

諸経費 1
式

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ

仕上げ 1
㎡

(ｷｭｰﾋﾞｸﾙ置場)

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ置場基礎 土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠

1
式

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ

仕上げ 3.2
㎡
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屋外施設等 駐車場他外構工事 その他工作物

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ置場 朝日ﾌｪﾝｽ

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ UN-A1500(50ｼﾘｰｽﾞ)同等品 10.9
既製品基礎共 ｍ

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ置場 W1900xH1500

ﾌｪﾝｽ門扉 朝日ﾌｪﾝｽ

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠対応型門扉同等品

既製品基礎共

1
か所

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ置場 W900xH1500

ﾌｪﾝｽ門扉 朝日ﾌｪﾝｽ

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠対応型門扉同等品

既製品基礎共

1
か所

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ置場 ﾅｶ工業 NHD-3000N 同等品

屋外用消火器ﾎﾞｯｸ 1

ｽ か所

消火器 ABC10型 同等品

1
か所

(浄化槽基礎)

土留め 鋼矢板打抜工事 別紙 00-0058

1
式

浄化槽基礎 土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠

1
式

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ

仕上げ 15.4
㎡

計
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屋外施設等 発生材処理 運搬

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

発生土運搬

88.8
ｍ3

発生材運搬 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積 4.3
ｍ3

発生材運搬 ｱｽﾌｧﾙﾄ

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積 2.8
ｍ3

発生材運搬 ﾓﾙﾀﾙ､がれき類

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積 0.1
ｔ

発生材運搬 鉄くず(ｽｸﾗｯﾌﾟ)

4.4
ｔ

計
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屋外施設等 発生材処理 処理

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

発生土処分

88.8
ｍ3

発生材処分 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

4.3
ｍ3

発生材処分 ｱｽﾌｧﾙﾄ

2.8
ｍ3

発生材処分 ﾓﾙﾀﾙ､がれき類

0.1
ｔ

計
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交流館棟 直接仮設 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

遣方 別紙 00-0001

1
式

遣方 一 般

638
㎡

計

墨出し 別紙 00-0002

1
式

墨出し 一 般

- - 594
㎡

計

養生 別紙 00-0003

1
式

養生 一 般

- - 594
㎡

計

整理清掃後片付け 別紙 00-0004

1
式

整理清掃 一 般

後片付け - - 594
㎡

計
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交流館棟 直接仮設 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

外部足場 別紙 00-0050

1
式

枠組本足場 建枠 900×1700 布枠500+240

(手すり先行方式) 掛払い手間 共用90日賃料 451
修理費 基本料含む 12m未満 ㎡

安全手すり 枠組本足場用(手すり先行方式）

供用日数90日 114
ｍ

外部仕上足場 脚立足場 階高4.0m以下

供用日数90日 47.8
㎡

計

内部仕上足場 別紙 00-0007

1
式

内部仕上足場 脚立足場 階高4.0m以下

掛払い手間 30日賃料 基本料 306
修理費含む ㎡

内部仕上足場 枠組棚足場 階高4.0m超5.0m未満

(手すり先行方式) 平家用 掛払い手間 30日賃料 180
修理費 基本料含む ㎡

内部仕上足場 枠組棚足場 階高5.0m以上5.7m未満

(手すり先行方式) 平家用 掛払い手間 30日賃料 86.9
基本料 修理費含む ㎡

内部仕上足場 枠組棚足場 階高5.7m以上7.4m未満

(手すり先行方式) 平家用 掛払い手間 30日賃料 20.9
基本料 修理費含む ㎡

計

災害防止 別紙 00-0008

1
式

養生ｼｰﾄ張り 防炎Ⅰ類

掛払い手間 30日賃料 基本料 451
修理費含む ㎡

水平ﾈｯﾄ 建方用

638
㎡

親綱設置

1
ｾｯﾄ

計
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交流館棟 直接仮設 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

仮設材運搬 別紙 00-0009

1
式

仮設材運搬 建枠幅900(二枚布)

(枠組本足場) 451

(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬 枠組本足場用(手すり先行方式)

(安全てすり) 114
ｍ

仮設材運搬 平家建

(内部仕上足場 306

脚立足場) ㎡

仮設材運搬(内部 4.0m超5.0m未満

仕上足場 棚足場) 180

(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬(内部 5.0m以上5.7m未満

仕上足場 棚足場) 86.9

(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬(内部 5.7m以上7.4m未満

仕上足場 棚足場) 20.9

(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬

(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類) 451
㎡

計

墜落制止用器具 別紙 00-0010

胴ﾍﾞﾙﾄ型・ﾌﾙﾊｰﾈｽ 1

型・ﾗﾝﾔｰﾄﾞ 式

墜落制止用器具 墜落制止用器具費月額損料（差額分

胴ﾍﾞﾙﾄ型・ﾌﾙﾊｰﾈｽ ）×月数区分 1

型・ﾗﾝﾔｰﾄﾞ 月数区分 12か月まで 式

計
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交流館棟 土工 土工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

土工機械運搬 別紙 00-0011

1
式

土工機械運搬 根切り、埋戻し(小規模土工)

- 1
往復

計
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交流館棟 地業 地盤改良

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

地盤改良 地盤改良ｺﾗﾑ径φ600 別紙 00-0012

設計基準強度1000kN/m2

天端GL-0.42m 改良長3.18m 200本

地盤改良ｺﾗﾑ径φ1000

設計基準強度1000kN/m2

天端GL-0.15m 改良長3.45m 8本

天端GL-0.11m 改良長3.49m 2本

天端GL-0.05m 改良長3.55m 1本 1
天端GL-0.015m 改良長3.585m 33本 式

施工費(空堀部)

110
ｍ

施工費(改良部)

798
ｍ

材料費 固化材

109
ｔ

計
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交流館棟 鉄筋 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0014

1
式

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 H2

▲0.2
ｔ

計
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交流館棟 ｺﾝｸﾘｰﾄ 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0015

1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

30m3/回程度 S15～S18 7
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎部 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回未満 S15～S18 32
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 土間 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回程度 S15～S18 112
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 躯体 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回未満 S15～S18 3.9
標準階高 圧送費､基本料別途 ｍ3

計

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 別紙 00-0016

圧送･基本料金 1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 7
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 32
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 100m3/回以上

圧送 基本料金別途加算 112
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 3.9
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 2
回

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 100m3/回以上

基本料金 1
回

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 1
回

計

構造体強度補正 別紙 00-0017

1
式

構造体強度補正 補正値6N/mm2

148
ｍ3

計
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交流館棟 木 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾌﾟﾚｶｯﾄ加工費 別紙 00-0059

1
式

木材加工 工場加工

1
式

計
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交流館棟 木 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

横架材 別紙 00-0060

1
式

土台 120×120 無等級材 ﾋﾉｷ(県産品)

KD材 特1等程度 加圧注入処理(K3) 2.5
L=4.0m 44本 ｍ3

土台 120×120 無等級材 ﾋﾉｷ(県産品)

KD材 特1等程度 加圧注入処理(K3) 0.4
L=3.0m 9本 ｍ3

梁 120×120 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 0.1
使用環境C L=3.0m 3本 ｍ3

梁 120×120 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 0.8
使用環境C L=4.0m 14本 ｍ3

梁 120×150 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 0.1
使用環境C L=3.0m 3本 ｍ3

梁 120×150 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 1.2
使用環境C L=4.0m 18本 ｍ3

梁 120×180 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 1.8
使用環境C L=3.0m 28本 ｍ3

梁 120×180 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 0.4
使用環境C L=4.0m 5本 ｍ3

梁 120×210 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 0.1
使用環境C L=3.0m 1本 ｍ3

梁 120×210 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 0.5
使用環境C L=4.0m 5本 ｍ3

梁 120×210 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 0.1
使用環境C L=5.0m 1本 ｍ3

梁 120×240 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 1.1
使用環境C L=3.0m 13本 ｍ3

梁 120×240 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 6.2
使用環境C L=4.0m 54本 ｍ3

梁 120×240 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 0.3
使用環境C L=5.0m 2本 ｍ3

梁 120×240 構造用製材 ｽｷﾞ(県産品)

目視等級 甲種2級 0.2
使用環境C L=6.0m 1本 ｍ3

梁 120×240 構造用集成材

ﾋﾉｷ(県産品) 対象異等級 E95-270 0.1
使用環境C L=3.0m 1本 ｍ3

梁 120×240 構造用集成材

ﾋﾉｷ(県産品) 対象異等級 E95-270 0.1
使用環境C L=4.0m 1本 ｍ3

梁 120×240 構造用集成材

ﾋﾉｷ(県産品) 対象異等級 E95-270 0.7
使用環境C L=5.0m 5本 ｍ3

梁 120×240 構造用集成材

ﾋﾉｷ(県産品) 対象異等級 E95-270 1.3
使用環境C L=8.0m 6本 ｍ3
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交流館棟 木 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

横架材 別紙 00-0060

1
式

梁 120×270 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 0.2
使用環境C L=3.0m 2本 ｍ3

梁 120×270 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 0.3
使用環境C L=4.0m 2本 ｍ3

梁 120×330 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 0.2
使用環境C L=3.0m 2本 ｍ3

梁 120×330 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 0.5
使用環境C L=4.0m 3本 ｍ3

梁 120×330 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 0.1
使用環境C L=5.0m 5本 ｍ3

梁 120×330 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 3.3
使用環境C L=6.0m 14本 ｍ3

梁 120×330 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 1.4
使用環境C L=7.0m 5本 ｍ3

梁 120×390 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 0.3
使用環境C L=7.0m 1本 ｍ3

梁 120×450 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 1.1
使用環境C L=4.0m 5本 ｍ3

梁 120×450 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 0.6
使用環境C L=6.0m 2本 ｍ3

梁 120×450 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 1.7
使用環境C L=8.0m 4本 ｍ3

梁 120×510 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 0.4
使用環境C L=6.0m 1本 ｍ3

梁 120×540 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

対象異等級 E105-300 0.2
使用環境C L=4.0m 1本 ｍ3

梁 120×330 構造用集成材

ﾋﾉｷ(県産品) 対象異等級 E95-270 1.2
使用環境C L=5.0m 6本 ｍ3

梁 120×330 構造用集成材

ﾋﾉｷ(県産品) 対象異等級 E95-270 1.7
使用環境C L=7.5m 6本 ｍ3

梁 150×540 構造用単板積層材

ｶﾗﾏﾂ A種 120E-385F 0.6
使用環境C L=8.0m 1本 ｍ3

ﾄﾗｽ斜材 120×180 構造用製材 ｽｷﾞ(県産材)

目視等級 乙種2級 L=3.0m 3本 0.2
ｍ3

ﾄﾗｽ斜材 120×180 構造用製材 ｽｷﾞ(県産材)

目視等級 乙種2級 L=4.0m 24本 2.1
ｍ3

母屋 120×120 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=3.0m 50本 2.2
ｍ3
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交流館棟 木 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

横架材 別紙 00-0060

1
式

母屋 120×120 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=4.0m 155本 8.9
ｍ3

母屋 120×150 無等級製材 ｽｷﾞ(県産品)

KD材 特一級程度 L=3.0m 5本 0.3
ｍ3

母屋 120×150 無等級製材 ｽｷﾞ(県産品)

KD材 特一級程度 L=4.0m 1本 0.1
ｍ3

母屋 120×150 無等級製材 ｽｷﾞ(県産品)

KD材 特一級程度 L=5.0m 5本 0.4
ｍ3

母屋 120×150 無等級製材 ｽｷﾞ(県産品)

KD材 特一級程度 L=6.0m 4本 0.4
ｍ3

方杖 150×150 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

同一等級 E95-F315 0.1
使用環境A L=3.0m 1本 ｍ3

方杖 150×150 構造用集成材 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

同一等級 E95-F315 0.3
使用環境A L=4.0m 3本 ｍ3

計
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交流館棟 木 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

柱材 別紙 00-0061

1
式

柱 120×120 構造用製材 ｽｷﾞ(県産材)

目視等級 乙種2級 L=3.0m 72本 3.1
ｍ3

柱 120×120 構造用製材 ｽｷﾞ(県産材)

目視等級 乙種2級 L=4.0m 52本 3
ｍ3

柱 120×150 構造用製材 ｽｷﾞ(県産材)

目視等級 乙種2級 L=3.0m 8本 0.4
ｍ3

柱 120×150 構造用製材 ｽｷﾞ(県産材)

目視等級 乙種2級 L=4.0m 3本 0.2
ｍ3

柱 120×180 構造用製材 ｽｷﾞ(県産材)

目視等級 乙種2級 L=4.0m 1本 0.1
ｍ3

柱 120×180 構造用製材 ｽｷﾞ(県産材)

目視等級 乙種2級 L=5.0m 3本 0.3
ｍ3

柱 120×180 構造用製材 ｽｷﾞ(県産材)

目視等級 乙種2級 L=6.0m 2本 0.3
ｍ3

柱 150×150 構造用集成材

ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ 同一等級 E95-F315 0.4
使用環境A L=3.0m 7本 ｍ3

束 120×120 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=3.0m 1本 0.1
ｍ3

束 120×120 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=4.0m 76本 4.4
ｍ3

計
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交流館棟 木 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

羽柄材 別紙 00-0062

1
式

垂木 45×75 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=4.0m 596本 7.9
ｍ3

間柱 45×120 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=3.0m 128本 2.1
ｍ3

間柱 45×120 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=4.0m 271本 5.9
ｍ3

筋かい 45×150 無等級製材 ｶﾗﾏﾂ

KD材 特一等程度 L=3.0m 2本 0.1
ｍ3

筋かい 45×150 無等級製材 ｶﾗﾏﾂ

KD材 特一等程度 L=4.0m 8本 0.2
ｍ3

筋かい 45×120 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=3.0m 24本 0.4
ｍ3

筋かい 45×120 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=4.0m 35本 0.8
ｍ3

まぐさ・窓台 45×120 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=3.0m 18本 0.3
ｍ3

まぐさ・窓台 45×120 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=4.0m 26本 0.6
ｍ3

横つなぎ材 120×150 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=3.0m 4本 0.2
ｍ3

横つなぎ材 120×150 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=4.0m 13本 0.9
ｍ3

受材 45×45 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=3.0m 46本 0.3
ｍ3

受材 45×45 無等級製材 ｽｷﾞ(県産材)

KD材 特一級程度 L=4.0m 56本 0.4
ｍ3

壁 t=9

構造用合板 172
枚

壁 t=12

構造用合板 90
枚

屋根 t=12

構造用合板 457
枚

屋根 t=24

構造用合板 401
枚

計



福 山 市

建築工事 別紙明細 102

交流館棟 木 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

金物費 別紙 00-0063

1
式

金物一式

1
式

基礎ﾊﾟｯｷﾝ t20

200
ｍ

計

建方費 別紙 00-0064

1
式

建方費 現場加工､補足材共

1
式

運搬費

1
式

養生費

1
式

木工

諸経費 1
式

計



福 山 市

建築工事 別紙明細 103

交流館棟 金属 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

軽量鉄骨天井 別紙 00-0019

開口部補強 1
式

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 450× 450㎜程度

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 2
か所

計



福 山 市

建築工事 別紙明細 104

交流館棟 建具 ｶﾞﾗｽ

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｶﾞﾗｽとめ 別紙 00-0020

1
式

ｶﾞﾗｽとめ(ｼｰﾘﾝｸﾞ) ｼﾘｺﾝ(1成分形) SR-1 10×8

(片面) 905
ｍ

ｶﾞﾗｽとめ(ｼｰﾘﾝｸﾞ) ｼﾘｺﾝ(1成分形) SR-1 6×8

(片面) 41.5
ｍ

ｶﾞﾗｽとめ(ｼｰﾘﾝｸﾞ) 木建用

(片面) 77.1
㎡

計

ｶﾞﾗｽ清掃 別紙 00-0021

1
式

ｶﾞﾗｽ清掃(両面)

138
㎡

計



福 山 市

建築工事 別紙明細 105

身障者用駐車場棟 直接仮設 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

遣方 別紙 00-0022

1
式

遣方 一 般

29.4
㎡

計

墨出し 別紙 00-0023

1
式

墨出し 小規模

S造 ﾋﾟﾛﾃｨｰ 17
㎡

計

養生 別紙 00-0024

1
式

養生 小規模

S造 ﾋﾟﾛﾃｨｰ 17
㎡

計

整理清掃 別紙 00-0025

後片付け 1
式

整理清掃 小規模

後片付け S造 ﾋﾟﾛﾃｨｰ 17
㎡

計

内部仕上足場 別紙 00-0026

1
式

内部仕上足場 枠組棚足場 階高4.0m超5.0m未満

(手すり先行方式) 平家用 掛払い手間 30日賃料 17
修理費 基本料含む ㎡

計



福 山 市

建築工事 別紙明細 106

身障者用駐車場棟 直接仮設 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

仮設材運搬 別紙 00-0027

1
式

仮設材運搬(内部 4.0m超5.0m未満

仕上足場 棚足場) 17

(手すり先行方式) ㎡

計



福 山 市

建築工事 別紙明細 107

身障者用駐車場棟 地業 地盤改良

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

地盤改良 地盤改良ｺﾗﾑ径φ1000 別紙 00-0056

設計基準強度1000kN/m2

天端GL-0.25m 改良長3.35m 4本

地盤改良ｺﾗﾑ径φ500

設計基準強度1000kN/m2 1
天端GL-0.85m 改良長2.75m 12本 式

施工費(空堀部)

11.2
ｍ

施工費(改良部)

46.4
ｍ

材料費 固化材

2.9
ｔ

計



福 山 市

建築工事 別紙明細 108

身障者用駐車場棟 鉄筋 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0051

1
式

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 H2

▲0.03
ｔ

計



福 山 市
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身障者用駐車場棟 ｺﾝｸﾘｰﾄ 躯体

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0052

1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 人力打設

- S15～S18 0.5
- - ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 小型構造物 人力打設

工作物の基礎等 S15～S18 3.9
- - ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 小型構造物 人力打設

工作物の基礎等 S15～S18 7.2
- - ｍ3

計

構造体強度補正 別紙 00-0054

1
式

構造体強度補正 補正値6N/mm2

11.1
ｍ3

計



福 山 市

建築工事 別紙明細 110

身障者用駐車場棟 鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0033

1
式

鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ控除

▲0.1
t

計



福 山 市

建築工事 別紙明細 111

屋外施設等 駐輪場 駐輪場

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0036

1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 人力打設

- S15～S18 0.2
- - ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 小型構造物 人力打設

工作物の基礎等 S15～S18 4
- - ｍ3

計

構造体強度補正 別紙 00-0037

1
式

構造体強度補正 補正値6N/mm2

4
ｍ3

計



福 山 市
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屋外施設等 交流館付属倉庫 交流館付属倉庫

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

足場 別紙 00-0038

1
式

枠組本足場 建枠 600×1700 布枠500×1枚

(手すり先行方式) 掛払い手間 供用10日賃料 50.6
修理費 基本料含む 12m未満

安全手すり 枠組本足場用(手すり先行方式）

供用日数10日 10
ｍ

計

仮設材運搬 別紙 00-0055

1
式

仮設材運搬 建枠幅600

(枠組本足場) 50.6

(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬 枠組本足場用(手すり先行方式)

(安全てすり) 10
ｍ

計

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0039

1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 人力打設

- S15～S18 0.1
- - ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 小型構造物 人力打設

工作物の基礎等 S15～S18 6.1
- - ｍ3

計

構造体強度補正 別紙 00-0040

1
式

構造体強度補正 補正値6N/mm2

6.1
ｍ3

計



福 山 市
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屋外施設等 駐車場他外構工事 構内舗装

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

土工機械運搬 別紙 00-0044

1
式

土工機械運搬 根切り、埋戻し(小規模土工)

- 1
往復

計

舗装機械運搬 別紙 00-0045

1
式

舗装機械運搬

(ﾀｲﾔﾛｰﾗ) 1
往復

舗装機械運搬

(ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬ) 1
往復

計



福 山 市

建築工事 別紙明細 114

屋外施設等 駐車場他外構工事 植栽

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

植栽機械運搬 別紙 00-0047

1
式

植栽機械運搬 排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型0.28m3

(ﾊﾞｯｸﾎｳ) 2
往復

計



福 山 市
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屋外施設等 駐車場他外構工事 その他工作物

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

架橋架替え 土工･地業･鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･型枠 別紙 00-0065

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｽﾗﾌﾞ 1
ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ含む 式

根切り 小規模土工

- 39.2
ｍ3

埋戻し(B種) 小規模土工 発生土

18
ｍ3

砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 基礎下

3.8
ｍ3

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D10

異形棒鋼 0.1
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D13

異形棒鋼 0.3
ｔ

鉄筋加工組立 小型構造物

- - 0.4
ｔ

鉄筋運搬費 4ｔ車 30㎞程度

0.4
ｔ

あと施工ｱﾝｶｰ 接着系ｱﾝｶｰ D13 下向 有効埋込長7d

a以上 29
本

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ 基礎部 Fc=21N/mm2 S=15cm

18
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎部 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回未満 S15～S18 18
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 18
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 1
回

型枠 普通合板型枠

- 基礎部 36.9
- ㎡

型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復

36.9
㎡

目あらし ｺﾝｸﾘｰﾄ面 壁

7.7
㎡

架橋 ﾌﾗｯﾄｽﾗﾌﾞ T-25

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｽﾗﾌﾞ 2740x8600x280 1
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ含む 式

計
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屋外施設等 駐車場他外構工事 その他工作物

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

土留め 鋼矢板打抜工事 別紙 00-0058

1
式

鋼矢板圧入費 ｸﾗｯｼｭﾊﾟｲﾗｰ工法 同等工法

SP 3型 7m 19
枚

機械据付費

1
式

機械運搬費

1
式

鋼矢板引抜費 ｻｲﾚﾝﾄﾊﾟｲﾗｰ工法 同等工法

1
日

機械据付費

1
式

機械運搬費

1
式

鋼矢板ﾘｰｽ・ｹﾚﾝ

1
月

鋼矢板運搬費

2
台

鋼矢板特別損耗見

込み 1.2
ｔ

消耗品費

1
式

諸経費

1
式

計



福 山 市

共通仮設費(積上) 明細 117

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(外部共通仮設)

仮囲い 成形鋼板

H=2.0m 供用日数210日 69.9
ｍ

仮囲い 防炎ｼｰﾄ張り

H=2.0m 供用日数210日 93.6
ｍ

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ W6.0mxH1.8m

共用日数210日 1
か所

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ W3.0mxH1.8m

共用日数210日 1
か所

敷鉄板 共用日数210日

9.3
㎡

交通誘導員B

60
人日

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 25t吊り ｵﾍﾟﾚｰﾀ付き 賃料

(油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型) 標準 14
日

(内部共通仮設)

化学物質濃度測定 5項目

6
か所

(仮設架橋)

仮設架橋用仮設 ①表示板(工事予告) 2か所

③規制標識(311-F)

④規制標識 3か所

⑥黄色回転灯

補助標識(始まり)

補助標識(区間内)

補助標識(終わり)

⑩工事情報看板 2か所 1
式

ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ 仮歩道用 18.0m+23.0m

大型ｾｰﾌﾃｨｺｰﾝ 1
矢印板 式

歩道

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ切り 7.6
ｍ

歩道 厚50

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去 3.8
㎡

歩道 厚200

路盤撤去 3.8
㎡

ｶｯﾀｰ入れ ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜

1
ｍ

両面歩車道境界ﾌﾞ 150～230 H250

ﾛｯｸ撤去 据付けﾓﾙﾀﾙ共 7.2
ｍ



福 山 市

共通仮設費(積上) 明細 118

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

両面歩車道境界ﾌﾞ (乗入) 据付けﾓﾙﾀﾙ共

ﾛｯｸ新設 7.2
ｍ

両面歩車道境界ﾌﾞ (乗入) 据付けﾓﾙﾀﾙ共

ﾛｯｸ撤去 7.2
ｍ

両面歩車道境界ﾌﾞ 150～230 H250

ﾛｯｸ新設 据付けﾓﾙﾀﾙ共 7.2
ｍ

仮設舗装 厚50

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去 仮設橋撤去後 45.3
㎡

仮設舗装 仮設橋撤去後

路盤撤去 7.5
ｍ3

仮設ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 厚50

45.3
㎡

土工機械運搬 別紙 00-0048

1
式

舗装機械運搬 別紙 00-0049

1
式

仮設架橋

1
式

仮設橋鉄板敷き PL-22

2000x2780x3枚 1
供用日数9ヶ月 式

歩道 A-5-20

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧 仮設橋撤去後 3.8
㎡

計



福 山 市

共通仮設費(積上)  共通費別紙明細 119

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

土工機械運搬 別紙 00-0048

1
式

土工機械運搬 根切り、埋戻し(小規模土工)

- 2
往復

計

舗装機械運搬 別紙 00-0049

1
式

舗装機械運搬

(振動ﾛｰﾗ) 2
往復

計


